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ee re .or 0】 ces ree ree eevee 


ee 


ee 
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1066. 致 徐 懋 庸 (10 月 14 日) ee 892 
1067. 致 郑振铎 C10 月 17 日) ooo 892 
1068. 致 母 素 〔10 月 18 目 ) 893 
1069. 致 孟 十 还 (10 月 20 月》 893 
1070. 致 姚 ， 克 《10 月 80 自 ) niin i 895 
1071. 致 萧 军 .萧红 《〈10 月 20 月 ) ee 895 
1072. 致 曹 靖 华 C10 月 22 日) pe 896 
1073. 致 欠落 磨 (10 月 22H) ee 897 
1074. 致 落 年 (10 月 29 昌 oe 898 
1075. 致 徐 懋 良 (10 月 29 日) の oo 899 
1076, 致 曹 聚 仁 (10 月 29 日) Ne 900 
1077. 致 筷 另 境 C11 月 1 有: 901 
1078, 致 郑振铎 C11 月 4 日) ee 901 
1079. 致 落 宅 、 落 筐 C11 月 4 日) ee 902 
1080, 致 王 冶 秋 (C11 月 5 目 ) 902 
1081. 致 重 十 迷 (11 月 6 自 ) 了 eeeeee 903 
1082. 致 赵 家 壁 (11 月 9 ee 904 
1083. 致 马子 华 〈11 月 了 4 上 月) eine 904 
1084, 致 章 锡 琛 《〔11 月 14 日) ee 905 
1085, 致 母 亲 C11 月 15 日 う er 905 
1086: 纺 落 ”第 CI 有 16 有 di 906 
1087. 致 台 静 家 C11 月 15 月》 907 
1088. 致 座 定 、 蒼 穫 (11 月 16 目 ee 908 
1089. 致 王 冶 秋 C11 月 18 月 ee 909 
1090, 致 赵 家 辟 C11 月 18 月》 910 
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1091. 致 曹 靖 华 《〈11 月 18 日) cee 910 
1092. 致 徐 邦 良 《〈11 月 18 日) meee 911 
1093. 致 長 氏 航 (11 月 20 日) emer 911 
1094. 致 徐 北 唐 C11 月 22 日 ) で ee 912 
1005. 总 呈 强 で 1N 月 28. 朋 9 a ee tana 912 
1096. 致 叶 紫 (C11 月 25 上 日 ooo 913 
1097. 致 母 ” 亲 て 11 月 26 日 914 
1098. 致 徐 榴 唐 C12 月 3 日) eee 914 
1099. 致 卫 十 还 ( 12 月 3 月 ee 915 
1100. 致 台 静 农 〈12 月 3 ee 916 
1101. 致 母 亲 て (12 月 4 日) 916 
1102. 致 王 治 才 (12 月 下 月 ) 917 
1103. 致 曹 靖 华 〈12 月 7 ee 919 
1104. 致 章 锡 琛 (12 月 7 目 ) 920 
1105, 致 徐 元 庸 C12 月 12 日 ) ee 921 
1106, 致 杨 坷 去 (12 月 12 日) 921 
1107, 致 周 剑 英 (12 月 14 日) ee 922 
1108, 致 杨 坷 云 (12 月 19 日 922 
1109. 致 曹 靖 华 (12 月 19 月 ) ee 923 
1110. 致 赵 家 壁 (12 月 21 日 ) 924 
1111. 致 母 素 (12 月 21 日 ) … 925 
1112. 致 台 静 农 (12 月 21 日) Ne 926 
1113. 致 王 冶 秋 (12 月 21 日) ee 926 
1114. 致 叶 紫 〈12 月 22 上 日 927 

Rts 928 


1115. 致 李 小 蜂 (12 月 23 日 ) 
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1116. 致 赵 景深 (12 月 23 有) 928 
1117. 致谢 六 逸 《〔12 月 24 日 】 ee 929 
1118. 致 叶 業 C12 月 28 日) ee 929 
1119. 致 王 冶 秋 (12 月 29 日 ) eee 929 


一 九 三 六 年 


1120. 致 曹 靖 华 (1 月 5 HH) ee 931 
1121. 致 彰人 (1 月 5) ee 932 
1122. 致 傘 (1 月 7 日) ee 933 
1123. 致 黄 源 (1 月 8 日) 933 
1124. 致 母 亲 C1 月 8 日 ) 934 
1125. 致 叶 紫 〔1 月 日 目 ) ere 935 
1126. 臻 萧 军 C1 月 14 eee 935 
1127. 致 王 冶 秋 C1 月 18 ee 936 
1128. 致 萤 靖 华 (1 月 21 eee 936 
1129. 致 母 灯 (1 月 21 Be 937 
1130, 致 了 重 十 还 (1 月 22 有 ee 938 
1131. 致 彰 风 (1 月 22 ee 939 
1132. 致 宋 琳 (2 月 1 940 
1133. 致 母 亲 (2 月 1 940 
1134. 致 歼 烈 文 (2 月 1 日》 941 
1135. 致 曹 请 华 《〈2 月 1 日) ee 942 
1136. 致 姚 ” 克 (2 月 2 日) 943 
1137. 致 巴金 《2 月 全 卓 943 
1138. 致 黄 源 (2 月 7 ee 944 
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1139. 致 姚 克 (2 月 9 日 ) 
1140. 致 曹 靖 华 (2 月 10 日 ) 
1141. 致 黄 划 苏 (2 月 10 日 ) 


seessecsseee sceesee soosseoses essece sceeseees se re 


eoseeeseev esse vos ereeee eee eeeeee ceeese eeeeseeseese 


esseseeesee ses soeeee eco esnees tee sscese cecese ses 


1142. 致 母 亲 (2 月 15 日) pe, 


1143. 致 阮 善 先 (2 月 15 日 ) 
1144. 致 萧 军 (2 月 15 日 ) 
1145. 致 郑 野 夫 (2 月 17 日 ) 
1146. 致 徐 走 庸 〈2 月 17 日 ? 
1147. 致 孟 十 还 (2 月 17 日 ) 
1148. 致 夏 传经 (2 月 19 日 ) 
1149. 致 陈 光 尧 《2 月 19 日 ? 
1150. 致 曹 聚 仁 (2 月 21 日 ) 
1151. 致 徐 懋 唐 (2 月 21 日 ) 


1152. 致 黄 源 (2 月 22 日)……… 


1153. 致 苦 军 (2 月 23 日 ) 


ves ees ess ces ces seeees ose eee ess eeeeeeeee eeeees ces 


esese seeees ees eee ceeese cos seeseseeeore cee cee ees 


eeeeesee soe soe eee see eeeese ees ese sen nseeeeeee aes 


essees eee sse eee eee cee eee ove ces eee eee eesese ceceee 


sooses nee coe cee ceeees vos see soe ese oes ese eos see ee 


evese eee ese cee sos eee ese eee cso ors esseeseeeese oer 


sossse ees ese eeesse cee cee ere sso eee eee cee easeee ee 


cecess eve eoe cee see soe eee eee cee eee oesese sosoee see 


eee eee vessee see ese ese ene cee rrr cee ose tootor essees 


ee ese ses sve eve see nee soeeee esseeeeee cee eee eee ere 


1154. 致 夏 传经 (2 月 24 日 )……… 
1155, 致 曹 靖 华 (2 月 29 Dr 


1156. 致 杨 卉 云 (2 月 29 日) 
1157. 致 楼 炜 春 (3 月 4 日 》 


esosoero eos oes sse ces eee ese ces oes ese ee ese esr 


YT TT TT TT TT TT TT 


1158. 致 黄 源 (3 月 9 日 ) ee 
1159. 致 杨 晋 豪 (3 月 11 卓 7 
1160. 致 夏 传经 (3 月 11 目 ) 


1161. 致 卫 十 还 (3 月 11 日 ) 


ee 


1162, 致 唐 绕 (3 月 7 日) 
1163. 致 母 来 (3 月 20 昌 )…… の の iroieoie 
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41146 入 洲 株 区 半 て で 3 月 20 crestdettiesae ent dsaaien ts 961 
1165. 臻 曹 ” 自 《3 月 31 Be 962 
1166. 致 许 粤 华 C3 月 21 月) 962 
1167. 致 定年 迷 (3 月 22 目 ee 963 
1168. 致 唐 英 伟 C3 月 23 日 ) ee 964 
1169. 致 曹 请 华 〈3 月 24 BOD で ooo 965 


1170， 致 曹 白 (3 月 26 上 日 966 
1171. 致 姚 党 (3 月 30 Be 967 


1172. 致 母亲 C4 月 1 日 ) ee 968 
1173. 致 草 靖 年 (4 月 1 eee 969 
人 971 
1175. 致 杜 和 变 、 陈 侯 台 (4 月 2 ee a 972 
ed 973 
1177. 致 颜 黎 民 C4 月 2 上 日) ee ey RN 


1178, 致 费 书 祥 (4 月 3 日) ee 975 
1179. 致 许 寿 党 C4 月 5 日) 976 


1180. 致 王 治 秋 《〈4 月 是 月 ) ee 977 
1181. 致 曹 折 (4 月 6 月) 978 
1182. 致 赵 家 壁 〔〈4 月 8 上 日 ) oe 979 


1183. 致 赵 家 壁 (4 月 12 Be 980 
1184. 致 楼 炜 春 (4 月 13 日 7 981 


1185. 致 唐 紅 C4 有 有 14 Be 981 
1186. 臻 颜 黎 民 《〈4 月 15 He 982 
1187. 臻 赵 家 壁 (4 月 17 日 984 


1188. 致 罗 清 杭 (4 月 17 DO で eo の の iroie… あの RA 984 
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1189 
1190 


1191. 
1192. 
1193. 
1194. 
1195. 
1196. 
1197。 
1198. 
1199. 
1200. 
1201. 
1202. 
1203. 
1204. 
1205. 
1206. 
1207. 
1208. 
1209. 
1210, 
1211. 
1212. 
1213. 


目 





. 致 姚 友 て 4 月 20 eee 
. 致 曹 请 华 〈4 月 23 BD……… の io 


致 何 家 槐 (4 月 24 日 
致 段 于 青 (4 月 24 日 ) 


致 黄 源 (5 月 5 日 ) 
致 母 亲 (5 月 7 日 ) 


致 台 静 农 (5 月 7 日 ) 
致 草 白 (5 月 8 日 ) 
致 李 者 野 (5 月 8 日 ) 


致 曹 靖 华 (5 月 15 日 ) 


致 唐 强 (5 月 22 日 ) 
致 赵 家 壁 5 月 23 日 ) 
致 曹 靖 华 (5 月 23 日 ) 


ssasvevrs sss oes ove eee cee ees cee eeveeevee cecase aes 


este eee css ore seeese ene ros ore ees aere osteorees 


致 吴 诗 西 〔《4 月 24 eee 
致 徐 炮 唐 (5 月 2 日) ee 

致 曹 请 华 〈5 月 3 目 ) Ne 
致 草 御 (5 月 4 日 ) 
致 王 冶 秋 (5 月 4 日 )… 
致 吴 朗 西 (5 月 4 日 ) … 


ess ssn ss nene sos ese ves vos ees ose cessee ese eee eee 


esse crs ess apor re ta tor roa cer ces er err rrr oer 


致 段 干 青 (5 月 7 HD ee 


enero ste ar rene sre eto ore restos 


mote von ace por eres err eee eee rs stoeses 


nesreste ore ese esneen re rer oasis ease 


致 吴 朗 西 (5 月 9 日) ee 
致 吴 朗 西 (5 月 12 ee 


致 吴 庚 西 (5 月 18 He 
致 吴 庚 西 (5 月 18 Fe 


asseseorroseotterrenstast err taste eer errors 


ness sss cns vasese eee sso ser eur ost ost er rss 


esses ese sss ens nes nes ese onessa eee ere tae eee sre err 


目 


. 致 时 下 (5 月 25 日 ) 
・ 致 拓朗 西 (5 月 28 日 ) 
, 致 费 慎 祥 (5 月 29 日 ) 
. 致 唐 强 (6 月 3 日 ) 
. 致 曹 白 (6 月 12 日 ) 
, 致 邵 文 熔 (6 月 19 日 ) 
. 致 曹 白 (6 月 25 日 ) 
. 致 母 亲 (7 月 6 日 ) 
. 致 曹 靖 华 (7 月 6 日 ) 
. 致 赵 家 璧 (7 月 7 日 ) 
. 致 曹 白 (7 月 7 日 ) 
. 致 拓朗 西 (7 月 11 日 ) 
・ 致 王 冶 秋 て 7 月 11 日 ) 
. 致 赵 家 壁 て 7 月 15 日) 
. 致 曹 白 (7 月 15 日 ) 
・ 致 次 寿 裳 て 7 月 17 日 ) 
. 致 沈 西 苓 (7 月 19 日 ) 
. 致 筷 另 境 て 7 月 22 日 ) 
. 致 沈 雁 冰 (8 月 2 日 
. 致 曹 白 (8 月 2 日 ) 
. 致 时 下 (8 月 6 日 ) 
. 致 曹 白 (8 月 7 日 ) 


致 赵 家 壁 (8 月 7 日) 


. 致 沈 雁 六 て 8 月 13 日 ) 
. 致 沈 歴 水 (8 月 16 日 ) 





0 
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1239. 致 王 正 闻 て 8 月 18 日 ) 
1240. 致 获 斐 君 8 月 18 日 ) 
1241. 致 唐 綴 て 8 月 20 日 ) 
1242. 致 赵 家 壁 (8 月 20 日 ) 
1243. 致 母 亲 (8 月 25 日 ) 
1244. 致 康 小 行 (8 月 26 日 ) 
1245. 致 曹 靖 华 (8 月 27 日 ) 
1246. 致 黎 烈 文 (8 月 28 日 ) 
1247. 致 杨 界 云 (8 月 28 日 
1248. 致 沈 雁 冰 (8 月 31 日 ) 
1249. 致 母 亲 (9 月 3 日 ) 
1250. 致 沈 雁 冰 (9 月 3 日 ) 


cose cee ses essese cee soe see esse ese eee esesse sss nes 


reese cee eee eco ots cee sooose ces eenecn eee one oes nes 


re ses cee sve cee soe eve ees eee ase see eos eos restorers 


es css ese nor ace esseev cee eos eee eee eeeeee cee ose ees 


sev sve ere eee sns soooee soe eve seve ese osteo esseorees 


eres sos ese see eee cee ses soe reserrero srr eee oes 


ooo sve nse eee er aor oe stor ree ete ree 


ee 


eresosrssoreeerresrs eer oe tos res eteere rsetes 


sessse oes oesmee sess 


ceeseesee ove ossosecos ose eeeene soe eeeeee eco esrees 


vsseve sso evs vee nee orb ret oro mtrer ror ror tee 


1251, 致 赵 家 壁 (9 月 5 日 ) ooo 


1252. 致 曹 靖 华 (9 月 7 日 ) 


eeveeee cee voc ees cesses ror noe neo err oer eet are oes 


1253. 致 叶 紫 (9 月 8 自 ) ese 


1254. 致 赵 家 壁 (9 月 9 日 ) 
1255. 致 英朗 西 (9 月 14 日) 
1256. 致 沈 歴 水 (9 月 14 日) 
1257. 致 王 冶 秋 (9 月 15 日) 


revee sss eee nes orer eee or rr eve ese soe sste oes oer 


essee see ere eee ve ves vss sro ror oes esr ese as cee 


vee eve evr eevee eee ot to ese eo ose ore 


sve sso ves eevee vos ose cee ceo vee eve eve soe one oer 


1258. 致 许 杰 (9 月 18 月 ee 


1259.. 致 唐 启 (9 月 21 日 ) 
1260. 致 黎 烈 文 (9 月 21 日 ) 
1261. 致 母 灯 (9 月 22 日) 


eo】 reer mee oo rr re or rt ere 


oo retro oe eee eer re or rer eer re 


enet oor ome eer er rr rr tr. 


1262, 致 费 慎 祥 (9 月 22 月 


1263. 致 许 寿 党 (9 月 25 日) 





1264. 致 英朗 西 (9 月 26 目 ) 

1265. 致 沈 雁 冰 (9 月 26 月 ee 
:he :A 
1267. 致 黎 烈 文 (9 月 28 了 ee 
1268. 致 郑振铎 (9 月 29 了 eee 
1269. 致 黄 源 (9 月 29 和 ee bb 
]270. 致 曹 ”和 白 (9 月 29 Bee 
1271. 致 郑振铎 C10 月 2 自 J 了 ee 
1272. 致 章 锡 琛 ( 10 月 2 有 ee 
1273, 致 沈 雁 冰 C10 月 5 日 ener 
1274, 致 汤 咏 兰 ( 10 月 6 日 ee 
1275, 致 曹 ” 自 (10 月 6 Be 
1276, 致 费 明君 (10 月 9 了 ee 
1277. 致 黄 源 〔(10 月 日 目 ) 
1278. 致 黎 烈 文 (10 月 10 日) ………… の ie… Soa 
1279. 致 黄 源 (10 月 10 日) 
1280. 致 宋 琳 (10 月 12 自 ) 了 eb. 
1281, 致 赵 家 壁 (10 月 12 日) 
pi i 关 二 
1283. 致 台 静 农 て 10 月 15 日 errr 
1284, 致 曹 靖 华 (10 月 17 有》 


附 暴 
致 编辑 先生 《〈1933 年 8 月 了 上 日 pe 
致 X x (12 月 4 Be 
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致 孙 伏 园 〈1 则 ) eine 1059 
致 王 志 之 〈1 则 )》 hi 1059 
致 刘 賜 て (7 网》 1060 
致 钱 查 村 C2 则 ) mio 1063 
致 徐 拖 良 〈1 则 》 eer 1064 
致 道 森 業 衣 C2 则 7 ei 1065 


致 日 本 人 士 书信 


一 九 二 口 年 


1. 致 青木 正 儿 (11 月 14 日) 1069 


2. 致 玉島 中 12 月 31 日 1071 
一 九 三 一 年 


3. 致 山上 正文 (3 月 3 上 日 ee 1073 
4. 致 内 山 完 造 (4 月 5 日 ) eo....1084 


クト 年 


5. 致 増田 渉 (1 月 5 日 う ee 1086 
6. 致 増田 渉 (1 月 16 上 日) ooo 1088 
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7. 致 内 山 完 造 (4 月 13 日 う ぐに oo 1091 
入 内 汕 完 造 放 业 月 97 ee 1093 
.9. 致 增 田 涉 (5 月 9 有 ee 1095 
10. 致 增 田 涉 (5 月 13 e1098 
11. 致 增 田 涉 (5 月 22 eee 1100 
12, 致 增 田 涉 (5 月 31 月 了 eee 1104 
19, 致 商 览 定子 C6 月 2 有) ii 06 
1 入 增 田 小 C6 月 936 De 1107 
15。 朋 増量 C7 月 18 sinsei eateat 1108 
16. 致 増田 渉 (8 月 9 Beer...1l10 
RE G0 dd tI Ry 
18. 致 増田 渉 G1 月 7 上 日] 113 
19. 致 山本 初枝 (11 月 7 月 7 1115 
20, 致 内 山 完 造 11 月 13 朋 ) eeeee1117 
21. 致 山本 初 枝 (12 月 15 月 7 1118 
22. 致 増田 渉 12 月 19 月 ee 1120 


23. 致 山本 初枝 (3 月 1 日) 1123 
24. 致 増田 渉 (3 月 1 eee 1125 
25. 致 山本 初枝 て 4 月 1 日) ee 1127 
26. 致 增 田 涉 て 4 月 2 Doe 1130 
27. 和 致 内 山 嘉 吉 〈4 月 19 和 ee 1131 
28, 致 增 田 涉 (5 月 20 日 Je 1133 
29. 致 山本 初 校 (6 月 25 日 ) ee 1134 
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30 
31 


36. 致 山本 和 初枝 (11 月 14 日) の ooo 


37 
38 


39 


40. 致 山本 初 枝 《了 月 了 上 月》 


41 
42 


43. 致 山本 初 枝 〈2 月 12 目 7 
44. 致 增 田 涉 《2 月 27 目 7 


45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 


- 致 増田 小 (6 月 25 日 ) 
- 致 増田 渉 て 7 月 11 日 ) 
・ 致 増田 渉 て 9 月 24 日) 
・ 致 山本 初 校 て 9 月 29 日 ) 


eeeeaeee 


致 增 田 涉 0 月 7 日 


ee 
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776 致 许 寿 党 


季 市 兄 ， 

二 十 三 日 嫂 夫 人 携 世 更 来 ， 并 得 惠 函 ， 即 同 赴 特 崎 医院 诊 
察 , 而 医 云 扁 桃 腺 确 略 大 , 但 不 到 割 去 之 程度 , 只 要 炸药 约 一 周 
间 即 可 。 因 即 回 乡 , 约 一 周 后 再 来 ,高 沪 求 治 。 如 此 情形 , 实 不 
如 能 割 之 直 捷 爽快 , 因 现 在 则 虽 治 好 ,而 咽喉 之 弱 可 知 ,必须 水 
远 摄 卫 ; 且 身 体 之 弱 , 亦 与 扁桃 腺 无 关 ， 当 别 行 诊 察 医治 也 。 后 
来 细 想 , 前 之 所 以 往 篠 崎 医院 者 , 只 因 其 有 友 科 , 今 既 不 割 , 而 但 
数 药 , 内 科 又 须 另 求 一 医 诊 视 , 所 费 颇 多 , 实 不 如 另 觅 一 兼 医 咽 
喉 及 内 科 者 之 便当 也 。 弟 亦 识 此 种 医生 , 做 媳 夫 人 来 沪 时 , 当 进 
此 说 , 想 兄 必 亦 以 为 是 耳 。 又 世 现 看 书 一 久 , 轻 眼 酸 , 園 中 国 医 
曾 云 患 沙眼 , 弟 以 同 篠崎 院 医 , 托 其 诊 视 , 则 云 不 然 , 后 当 再 请 另 
一 医 一 视 。 或 者 因 近视 而 不 带 镜 , 久 看 遂 疲 劳 , 亦 未 可 知 也 。 会 
下 如 常 , 可 释 远 念 。 勿 布 , 即 请 

弟 飞 ” 顿 首 十 月 二 十 七 日 


* ”此 信 据 许 寿光 家 遇 录 寄 副 本 抄 存 。 
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777 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 训 者 , 十 月 二 十 五 日 信 并 照相 两 张 , 均 已 收 到 ， 
老 三 的 一 张 , 当 于 星期 六 交 给 他 , 因为 他 只 在 星期 六 夜 或 星 
期日 オ 有 阿 室 , 会 来 谈天 的 。 这 张 相 照 的 很 好 , 看 起 来 , 与 
男 前 年 回 家 的 时 候 , 模 祥 并 无 什么 不 同 , 不 胜 欣 慰 。 海 婴 已 
看 过 , 他 总 算 第 一 回 认 识 娘 娘 了 。 现 在 他 日 夜 顽皮 , 女仆 的 
话 简直 不 听 ， 但 男 的 话 却 比较 的 肯 听 ,道理 也 讲 得 通 了 , 不 
小 气 , 不 势利 , 性 质 还 总 算 好 的 。 现 身体 亦 好 , 因为 将 届 冬 
天 ,所 以 遵 医 生 的 话 , 在 吃 鱼肝油 了 。 上 海天 气 尚未 大 冷 ， 
男 及 害 马 亦 均 好 ,请 勿 念 。 和 森 之 女 北 来 ,母亲 拟 令 其 住 在 
我 家 , 可 以 热闹 一 些 , 男 亦 以 为 是 好 的 。 专 些 布 复 , 茶 请 

金 安 

另 树 叩 上 アア 平 及 海 婁 同 叩 十 月 三 十 日 


778 致 刘炜 明 


人 炜 明 先 生 ， 

昨天 我 收 到 了 来 信 。 这 几 年 来 , 短评 我 还 是 常 做 , 但 时 时 改 
换 署 名 ， 因 为 有 一 个 时 候 ， 邮 局 只 要 看 见 我 的 名 字 便 将 刊物 扣 
留 , 所 以 不 能 用 。 近 来 他 们 方法 改变 了 , 名 字 可 用 , 但 压迫 书局 ， 
须 将 稿子 先 送审 查 , 或 不 准 登 , 或 加 删改 , 书局 是 营业 的 ,只 好 照 
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办 。 所 以 用 了 我 旧名 发 表 的 , 也 不 过 是 无 关 紧 要 的 文章 。 

集合 了 短评 , 印 成 一 本 的 ,一 共有 三 种 ,一 就 是 4 二 心 集 》, 二 
曰く 傍 自 由 事 》, 三 日 《 南 腔 北 调集 》, 出 版 后 不 久 , 都 被 禁止 , 印 出 
的 书 ,或 卖 完 , 或 被 没收 了 。 现 在 只 有 《 伪 自 由 书 》 还 有 , 不 知 先 
生 已 见 过 否 ? 倘 未 见 , 当 寄 上 。 

至 于 别 的 两 种 , 我 自己 也 无 存 书 , 都 早 给 别人 拿 去 了 , 别处 
也 无 法 寻 驶 。 倘 没有 人 暗中 再 印 ， 大 约 是 难以 到 手 的 。 但 我 当 
随时 留心 , 万 一 可 得 , 自 当 寄 奉 。 

风 子 不 是 我 的 化 名 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 十 月 州 一 日 


6 


孟 先 生 : 

败 日 信 收 到 。 改 名 事 已 通知 黄 先生 。 

高 尔 基 的 《 科 洛 连 柯 》 中国 好 象 并 无 译本 , 因为 这 被 记 的 科 
氏 , 在 中 国 并 非 名 人 , 只 有 关于 托 尔 斯 泰 的 , 是 被 译 了 好 几 回 了 。 

我 的 想 印 行文 学 家 (画家 不 在 内 ) 像 ， 是 为 三 种 阅 者 而 设 ， 
一 ,画家 , 尤其 是 肖像 画家 ;二 ,收集 文学 史 材 料 的 人 ; 三 , 好 事 之 
徒 。 所 以 想 专 印 绘画 , 木刻 , 雕刻 的 像 , 照相 不 收 。 印 工 和 纸张 ， 
自然 要 较 好 , 我 想 用 珂 罗 版 , 托 东 京 有 名 的 印刷 局 去 印 。 

不 过 还 要 缓 一 下 。 因 为 首先 要 看 《译文 》 能 和 否 出 下 去 〈 这 大 
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约 到 下 月 便 见 分 晓 了 ), 能 出 下 去 ,然后 可 以 登 措 油 广告 , 而且 希 
望 《译文 》 的 一 部 分 的 读者 , 也 是 画像 的 阅 者 。 倘 出 起 来 , 我 预备 
十 二 张 一 帖 , 是 散 页 。 (你 的 几 张 画像 , 等 第 一 帖 出 来 后 , 再 去 取 
罢 。) 

上 次 的 信 , 我 好 象 忘 记 回 答 了 一 件 事 。 托 翁 的 《 安 那 。 卡 列 
尼 那 》, 中 国 已 有 入 译 过 了 , 虽然 并 不 好 , 但 中 国 出 版 界 是 没有 人 
肯 再 印 的 。 所 以 还 不 如 译 A.T. 的 《彼得 第 一 》, 此 书 也 有 名 , 我 
可 没有 见 过 。 不 知 长 短 怎样 ? 一 长 ， 出 版 也 就 无 法 想 。 

那 边 好 象 又 出 了 一 个 作家 TOLSTOI, 名 字 的 第 一 字母 是 
V, 洋 文昌 帝君 似乎 在 托 府 上 了 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 十 月 州 一 日 


780 致 徐 盐 良 


械 良 先生: 

信 及 译 稿 均 收 到 。 我 所 有 的 讲 王尔德 的 文章 ， 是 说 他 在 客 
栈 里 生病 , 直到 出 丧 ， 系 另 一 篇 , 不 能 校对 。 黎 先生 又 正在 串 险 
于 为 书店 译 书 , 云 须 于 年 底 赶 好 , 不 好 去 托 他 校 。 ”先生 如 并 不 
急于 投 到 别处 ， 等 一 下 怎么 样 呢 ? 

复 杜 谈 先生 一 信 , 附 上 , 希 转交 为 感 。 

此 布 , 即 颂 
时 绥 迅 上 十 一 月 一 夜 
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781 和 致 窦 隐 夫 


隐 夫 先生 ， 

来 信 并 《新 诗歌 第 三 期 已 收 到 , 谢谢 ; 第 二 期 也 早 收 到 了 。 

要 我 论 诗 , 真如 要 我 讲 天 文 一 样 , 苦于 不 知 怎么 说 才 好 , 实 
在 因为 素 无 研究 , 空空 如 也 。 我 只 有 一 个 私 见 , 以 为 剧本 虽 有 放 
在 书 卓 上 的 和 演 在 舞台 上 的 两 种 , 但 究 以 后 一 种 为 好 ; 诗歌 虽 有 
腿 看 的 和 嘴 唱 的 两 种 , 也 究 以 后 一 种 为 好 可惜 中 国 的 新 诗 大 概 
是 前 一 种 。 没 有 节 调 ,没有 韵 , 它 唱 不 来 ; 唱 不 来 , 就 记 不 住 , 记 
不 住 , 就 不 能 在 人 们 的 脑子 里 将 旧 诗 挤 出 , 占 了 它 的 地 位 。 许 多 
人 也 唱 く 毛 毛 雨 》, 但 这 是 因为 黎 锦 晖 唱 了 的 缘故 , 大 家 在 唱 黎 锦 
呼 之 所 唄 , 并 非 唱 新 诗 本 身 , 新 诗 直到 现在 , 还 是 在 交 倒 杠 运 。 

我 以 为 内 容 且 不 说 , 新 诗 先 要 有 节 调 , 押 大 致 相近 的 韵 , 给 
大 家 容易 记 , 又 顺口 , 唱 得 出 来 。 但 白话 要 押韵 而 又 自然 , 是 颇 
不 容易 的 ,我 自己 实在 不 会 做 ,只 好 发 议论 。 

我 不 能 说 穷 , 但 说 有 钱 也 不 对 , 别处 省 一 点 , 捐 几 抉 钱 在 现 
在 还 不 算 难 事 。 不 过 这 几 天 不 行 , 且 等 一 等 罢 。 

加 我 之 说 , 倒 没 有 听 人 说 , 那 一 篇 文章 是 先前 看 过 的 , 也 并 
不 党 得 在 骂 我 。 上 海 之 文坛 消息 家 ， 好 造谣 言 ， 倘 使 一 一 注意 ， 
正中 其 计 ， 我 是 向 来 不 肾 的 。 

专 此 布 复 ， 即 颂 
时 组 

迅 上 十 一 月 一 变 
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就 是 我 们 的 同人 中 , 有 些 人 头脑 也 太 简 单 , 友 敌 不 分 , 微风 
社 骂 我 为 “ 文 妖 ”他 就 蕉 恭敬 敬 的 记 住 :“ 鲁 迅 是 文 妖 。” 于 
是 此 后 看 见 “ 文 妖 ” 二 字 , 便 以 为 就 是 器 我, 互相 报告 了 。 这 
情形 颇 可 叹 。 但 我 是 不 至 于 连 这 一 点 辨别 力 都 没有 的 ， 请 
万 勿 介意 为 要 。 又 及 


782 致 斎 年 
刈 先生 
来 信 当 天 收 到 。 先 前 的 信 , 书本 , 稿子 , 也 都 收 到 的 , 并 无 中 
失 , 我 看 没有 人 截 去 。 


见面 的 事 , 我 以 为 可 以 从 缓 , 因为 布置 约会 的 种 种 事 , 颇 为 
麻烦 , 竺 到 有 必要 时 再 说 罢 。 


专 此 布 复 , 即 颁 
时 绥 
迅 上 十 一 月 三 日 
令 夫 人 均 此 致 候 。 
783 致 徐 懋 良 
懋 庸 先 生 ， 


来 信 收 到 。 我 所 见 的 关于 O.W. 的 文章 , 却 并 不 长 , 莫非 后 
半 段 吗 ? 稍 暇 当 一 查 , 倘 相 联 的 , 当 译 补 , 再 找 黎 先 生 校 一 下 。 
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寄 杜 先生 一 箋 , 乞 转 寄 为 荷 。 
此 上 , 即 颂 
时 绥 迅 顿 首 十 一 月 五 日 


784 致 闵 军 


刘 先 生 : 

四 日 信 收 到 。 我 也 听 说 东 三 省 的 报 上 , 说 我 生 了 议 膜 炎 , 医 
生 叫 我 十 年 不 要 写作 。 其 实 如 果 生 了 脑膜 炎 ， 十 中 九 死 ， 即 不 
死 , 也 大 抵 成 为 白痢 ， 虽 生 犹 死 了 。 这 信息 是 从 上 海 去 的 , 完全 
是 上 海 的 所 谓 “文学 家 ” 造 出 来 的 谣言 。 它 给 我 的 损失 , 是 远 处 
的 朋友 忧愁 不 算 外 , 使 我 写 了 几 十 封 更 正信 。 

上 海 有 一 批 “文学 家 ”阴险 得 很 , 非 小心 不可 。 

你 们 如 在 上 海 日 子 多 , 我 想 我 们 是 有 看 见 的 机 会 的 。 


专 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 十 一 月 五 夜 
吟 女 士 均 此 不 男 。 
785 致 李 冠 野 
発 野 兄 


由 日 函 收 到 , 前 一 信也 收 到 的 。 青 兄 事 如 此 麻烦 , 殊 出 意外 。 
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碑帖 并 非 急 需 , 想 不 收 了 , 但 史 赴 京 时 , 可 将 尚 存 之 一 部 分 
寄 给 我 看 一 看 ， 作 一 结束 。 山 东山 西 寄 来 之 拓片 ， 我 好 象 并 未 
见 过 。 

我 们 一 切 如 常 ， 可 释 远 念 。 我 也 做 不 出 什么 东西 来 。 新 近 
和 几 个 朋友 出 了 一 本 月 刊 ,都 是 翻译 , 即 名 《译文 》 而 被 删 之 处 
也 不 免 。 兄 不 知 见 过 否 ? 

此 布 , 即 颂 
时 绥 

瑰 启 上 十 一 月 七 日 


786 致 郑振铎 


西 详 先生 ， 

四 日 信 收 到 。《 博 古 牌子 》 留 下 照相 一 份 ， 其 好。 但 我 对 于 
上 海 情 形 殊 生 疲 , 容易 上 当 , 所 以 上 午 已 托 书 店 寄 上 , 请 先生 付 
店 一 照 , 较 妥 。 大 约 将 来 制版 , 当 与 底片 之 大 小 无 关 , 只 要 记 下 
原 书 尺寸 , 可 以 照样 放大 的 。 

王 君 生病 , 不 惟 可 怜 , 且 亦 可 惜 , 好 象 老实 人 是 容易 发 疯 的 。 

教书 固 无 聊 , 卖 文 亦 无 聊 , 上 海 文人 , 千奇百怪 , 批评 者 谓 我 
刻 毒 , 而 许多 事实 , 竞 出 于 我 的 恶意 的 推测 之 外 , 岂 不 可 叹 。 近 
来 稍 忙 , 生病 了 , 但 三 四 日 就 会 好 的 。 

勿 复 , 即 请 
道 安 

迅 顿 首 + 一 月 八 日 
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787 致 郑振铎 


西 落 先生 : 

八 日 寄 奉 一 函 并 《博古 牌子 》 一 本 , 想 已 到 。 今 日 得 东京 洪 
洋 社 来 信 , 于 玻璃 版 之 估价 , 是 大 如 《4 九 歌 图 》 全 页 者 , 制版 及 印 
工 每 张 五 分 , 那么 , 百 张 五 元 , 正 与 北平 之 价 无 异 。 虽 然 日 本 钱 
略 廉 , 但 加 以 寄 纸 及 运送 费 , 也 许 倒 要 较 贵 了 。 

那么 , 老 莲 集 索 兴 在 北平 印 , 怎样 呢 ? 只 好 少 印 而 定价 贵 ， 
不 能 怎么 普遍 了 。 周 君 处 也 索 兴 拖延 他 一 会 , 等 先生 来 沪 后 , 运 
了 纸 去 (或 北平 也 有 ?)， 立 刻 开 手 , 怎样 ? 那么 , 照相 费 也 省 
水箱 

专 布 , 即 请 
道 安 

迅 上 エー 月 日 


788 致 昔 年 、 攻 箱 


刘 . 悄 两 位 先生 ， 

七 日 信 收 到 。 首 先是 称呼 问题 。 中 国 的 许多 话 ， 要 推敲 起 
来 ,不 能 用 的 多 得 很 ,不 过 因为 用 滥 了 , 意义 变 成 含糊 , 所 以 也 就 
这 么 数 衍 过 去 。 不 错 , 先生 二 字 , 照 字面 讲 , 是 生 在 较 先 的 人 , 但 
如 这 么 认真 , 则 即使 同年 的 人 , 叫 起 来 也 得 先 问 生 日 , 非常 不便 
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了 。 对 于 女性 的 称呼 更 没有 适当 的 , 悄 女 士 在 提出 抗议 ,但 叫 我 
怎么 写 呢 ? 悄 辣子 , 悄 姊 姊 , 悄 妹妹 , 悄 侄 女 …… 都 并 不 好 , 所 以 
我 想 , 还 是 夫人 太太 , 或 女士 先生 罢 。 现 在 也 有 不 用 称呼 的 , 因 
为 这 是 无 政府 主义 者 式 , 所 以 我 不 用 。 

稚气 的 话 , 说 说 并 不 要 紧 , 稚气 能 找到 真 朋友 , 但 也 能 上 人 
家 的 当 , 受害 。 上 海 实在 不 是 好 地 方 , 固然 不 必 把 人 们 都 看 成 虎 
狼 , 但 也 切 不 可 一 下 子 就 推 心 置 腹 。 

以 下 是 答 问 - 

一 、 我 是 赞成 大 众 语 的 《太白 ?二 期 所 录 华 围 作 的 《 门 外 文 
谈 》, 就 是 我 做 的 。 

二 、 中 国 作家 的 作品 , 我 不 大 看 , 因为 我 不 弄 批 评 ; 我 常 看 
的 是 外 国人 的 小 说 或 论文 ,但 我 看 书 的 工夫 也 很 有 限 。 

三 、 没 有 ,大约 此 后 一 时 也 不 会 有 , 因为 不 许 出 版 。 

四 、 出 过 一 本 《 南 腔 北 调集 》, 早 被 禁止 。 

、 蓬 子 转向 ; 丁玲 还 活着 , 政府 在 养 她 。 

六 ,: 压迫 的 ， 因 为 他 们 自己 并 不 统一 ， 所 以 办 法 各 处 不 同 ， 
上 海 较 宽 , 有些 地 方 ,有 谁 寄 给 我 信 一 被 查 出 , 发 信人 就 会 危险 。 
书 是 常常 被 邮局 扣 去 的 , 外 国 寄 来 的 杂志 , 也 常常 收 不 到 。 

七 、 难 说 。 我 想 , 最 好 是 抄 完 后 暂且 不 看 ， 搁 起 来 , 搁 一 两 
月 再 看 。 

八 、 也 难说 。 青 年 两 字 , 是 不 能 包括 一 类 人 的 , 好 的 有 , 坏 
的 也 有 。 但 我 觉得 虽 是 青年 ， 稚 气 和 不 安定 的 并 不 多 ， 我 所 遇 
见 的 倒 十 之 七 八 是 少年 老成 的 ， 城 府 也 深 ， 我 大 抵 不 和 这 种 人 
来 往 。 

九 、 没 有 这 种 感觉 。 





HH 
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我 的 确 当 过 多 年 先生 和 教授 ， 但 我 并 没有 忘记 我 是 学 生出 
身 , 所 以 井 不 管 仕 名 規定 不 規 知 。 至 隆 字 , 我 不 断 的 写 了 四 十 多 
年 了 , 还 不 该 写 得 好 一 些 么 ? 但 其 实 , 和 时 间 比 起 来 , 我 是 要 算 


写 得 坏 的 。 
此 复 , 即 请 
俩 安 迅 上 十 一 月 十 二 日 
这 两 个 字 抗 议 不 抗议 ? 
789 致 人 徐 北 唐 
抑 庸 先生 ， 
曹 先 生 的 住址 , 记 二 ミミ 切 了 , 大 约 和 先生 只 差 三 四 号 , 附 得 
请 代 交 去 为 感 。 
此 托 , 即 颁 
时 绥 
迅 上 [二 一 月 十 二 日 
790 和 致 吕 莲 得 
渐 裔 先生 ， 


蒙 惠 函 指教 ， 甚 感 。 所 示 第 一 条 ， 查 德 译本 作 “ 对 于 警察 ， 
我 得 将 一 切 蔡 你 取 到 自己 这 里 来 么 ?” 李 译 “ 应 付 ”, 是 不 错 的 , 后 
有 机 会 , 当 订正 。 第 二 条 诚 系 壁 喻 , 读 刺 系 双关 , 一 以 讽 商 人 清 
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客 之 奶油 , 如 坏 肥 皂 , 一 又 以 讽 理 发 区 所 用 之 肥皂 , 如 坏 奶油 , 除 
加 注 外 , 殊 亦 无 法 也 。 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
许 選 谨 上 十 一 月 十 六 日 


791 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

两 信 均 收 到 。 冈 信 已 发 。 碑 文 我 一 定做 的 , 但 限期 须 略 宽 ， 
当 于 月 底 为 止 , 寄 上 。 因 为 我 天 天 发 热 , 躺 了 一 礼拜 了 , 好 象 是 
流行 性 感冒 : 间 天 在 看 医生 , 大 约 再 有 一 礼拜 , 总 可 以 好 了 。 

女人 和 孩子 却 都 好 的 。 请 勿 念 。 

专 此 奉 复 , 即 请 
冬 安 

弟 殉 拜 上 十 一 月 十 六 日 


792 和 致 萧 军 瘦 红 


六 先生 ， 

十 三 日 的 信 , 早 收 到 了 , 到 今天 才 答复 。 其 实 是 我 已 经 病 了 
十 来 天 , 一 天 中 能 做 事 的 力气 很 有 限 ， 所 以 许多 事情 都 拖 下 来 ， 
不 过 现在 大 约 要 好 起 来 了 , 全 体 都 已 请 医生 查 过 , 他 说 我 要 死 的 
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样子 一 点 也 没有 ， 所 以 也 请 你 们 放心 ， 我 还 没有 到 自己 死 掉 的 
时 候 。 

中 野 重治 的 作品 , 除 那 一 本 外 ,中国 没 有 。 他 也 转向 了 , 日 
本 一 切 左 翼 作 家 , 现在 没有 转向 的 , 只 剩 了 两 个 ( 藏 原 与 宫 本 )。 
我 看 你 们 一 定 会 吃惊 ， 以 为 他 们 真 不 如 中 国 左翼 的 坚硬 。 不 过 
事情 是 要 比较 而 论 的 , 他 们 那 边 的 压迫 法 , 真 也 有 组 织 , 无 微 不 
至 , 他 们 是 德国 式 的 , 精密 , 周到 , 中 国 倘 一 仿 用 , 那 就 又 是 一 个 
情形 了 。 

莲子 的 变化 ,我 看 是 只 因为 他 不 愿意 坐牢 , 其 实 他 本 来 是 一 
个 浪漫 性 的 人 物 。 凡 有 智 识 分 子 ， 性 质 不 好 的 多 ， 尤 其 是 所 请 
“文学 家 ”, 左 淆 兴盛 的 时 候 , 以 为 这 是 时 瞩 , 立刻 左倾 , 待 到 压迫 
来 了 , 他 受 不 住 , 又 即刻 变化 ,其 而 至 于 卖 朋 友 (但 莲子 未 做 这 
事 ), 作为 倒 过 去 的 见面 礼 。 这 大 约 是 各 国都 有 的 事 。 但 我 看 中 
国 较 甚 , 真 不 是 好 现象 。 

以 下 , 答复 来 问 

一 、 不 必 改 的 。 上 海 邮件 多 , 他 们 还 没有 一 一 留心 的 工夫 。 

二 、 放 在 那 书店 里 就 好 , 但 时 候 还 有 十 来 天 , 我 想 还 可 以 临 
时 再 接洽 别 种 办 法 。 

三 、 工 作 难 找 , 因为 我 没有 和 别人 交际 。 

四 、 我 可 以 预备 着 的 , 不 成 问题 。 

生长 北方 的 人 , 住 上 海 真 难 惯 , 不 但 房子 象 鸟 子 笼 , 而 且 竹 
子 的 租价 也 真 贵 , 真是 连 吸 空气 也 要 钱 , 古人 说 , 水 和 空气 ,大 家 
都 有 份 , 这 话 是 不 对 的 。 

我 的 女人 在 这 里 ,还 有 一 个 该 子 。 我 有 一 本 《两 地 书 》, 是 我 
们 两 个 人 的 通信 , 不 知道 见 过 没有 ? 要 是 没有 , 我 当 送 给 一 本 。 
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我 的 母亲 在 北京 。 大 蝎 虎 也 在 北京 ， 不 过 喜欢 蝎 虎 的 只 有 


我 , 现在 恐怕 早 给 他 们 赶 走 了 。 


俩 安 


母亲 


专 此 布 复 , 并 请 


迅 上 十 一 月 十 七 日 


793 到 大 素 


大 人 膝下 ， 敬 个 者 ， 来信 并 小 包 两 个 , 均 于 昨日 下 午 收 到 。 
这 许多 东西 , 海 婴 高 兴 得 很 , 他 奇怪 道 : 娘娘 怎么 会 认识 我 
的 呢 ? 

老 三 刚 在 晚间 来 富 , 即将 他 的 一 份 交 给 他 了 , 满载 而 归 , 他 
的 孩子 们 一 定 很 高 兴 的 。 

给 海 婴 的 外 套 ， 此 刻 刚刚 可 穿 ,内裤 绒 线 衣 及 背心 各 一 件 ， 
冬天 衬衣 一 多 , 即 太 小 , 但 明年 春天 还 可 以 穿 的 。 他 的 身材 
好 象 比较 的 高 大 , 昨天 量 了 一 量 , 足 有三 尺 了 , 而 且 是 上 海 
旧 尺 , 倘 是 北京 尺 , 就 有 三 尺 三 寸 。 不 知道 底细 的 人 ,都 猜 
他 是 七 岁 。 

男 因 发 热 , 身 了 七 八 天 , 医生 也 看 不 出 什么 毛病 , 现在 好 起 
来 了 。 大 约 是 疲劳 之 故 ， 和 在 北京 与 章士钊 六 的 时 候 的 病 
一 样 的 。 卖 文 为 活 , 和 别 的 职业 不 同 , 工作 的 时 间 总 不 能 每 
天 一 定 , 闲 起 来 整 天 玩 , 一 忙 就 夜里 也 不 能 多 睡觉 , 而 且 就 
是 不 写 的 时 候 , 也 不 免 在 想 想 , 很 容易 疲劳 的 。 此 后 也 很 想 
少 做 点 事情 ， 不 过 已 有 这 样 的 一 个 局 面 ， 灵 怕 也 不 容易 收 
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缩 , 正如 既是 新 台 门 周 家 , 就 必须 撑 这 样 的 空 场面 相同 。 至 
于 广 平 海 婴 , 都 很 好 , 并 请 勿 念 。 
上 海 还 不 见 很 冷 ,火炉 也 未 装 , 大 约 至 少 还 可 以 述 半 个 月 。 
专 此 布 达 , 茶 请 
金 安 
男 樹 叩 上 ” 广 平 海 婴 随即 十 一 月 十 八 日 


794 致 金 性 狗 


惟 尧 先 生 : 

惠 函 收 到 。 但 面谈 一 节 , 在 时 间 和 环境 上 , 颇 不 容易 , 因为 
英二 不能 招待 来客 , 而 在 书店 约 人 会 隔 , 则 虽 不 过 平常 晤 谈 , 也 
会 引 人 疑 是 有 什么 重要 事件 的 , 因此 我 只 好 竭力 少见 人 , 尚 希 该 


专 此 布 复 , 并 颁 
时 绥 
鲁 迅 十 一 月 十 九 日 
795 臻 李 噶 野 
等 野見 : 


十 六 日 信 并 拓片 一 包 ， 今 日 同时 收 到 。 其 中 有 一 信封 并 汇 
票 , 想 是 误 夹 在 内 的 , 今 特 寄 还 。 
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拓片 亦 无 其 可 取 者 , 仅 在 平 店 未 取 走 之 一 份 中 , 留 下 汉 画 象 
一 份 三 幅 , 目录 上 写 价 四 元 。 其 余 当 于 日 内 托 书店 寄 还 。 

《译文 ?本 是 几 个 人 办 来 玩 玩 的 ， 一 方面 也 在 纠正 轻视 翻译 
的 眼光 。 但 虽 是 翻译 , 检查 也 很 麻烦 , 抽 去 或 删 掉 , 时 时 有 之 , 要 
有 精采 , 难 侨 。 近 来 颇 有 几 位 “文学 家 ?做 了 检查 官 ,正在 大 发 挥 
其 本 领 , 颇 可 笑 也 。 现 已 出 三 本 , 亦 当 于 日 内 托 书店 寄 上 。 

并 不 做 事 ,而 总 是 忙 ,年 纪 又 大 了 ,记性 也 坏 起 来 ,十 日 前 生 
病 , 身 了 一 礼拜 ,天 天 发 热 ,， 医生 详细 检查 , 而 全 身 无 病 处 发 现 ， 
现 已 坐 起 , 热度 亦 渐 低 , 大 约 要 好 起 来 了 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

贅 頼 首 十 一 月 十 九 日 


796 和 致 金笔 守 


肇 野 先生 ， 

惠 函 收 到 。 当 即 到 内 山 书 店 去 问 《 引 玉 集 > 还 有 几 本 , 因 即 
托 其 挂号 寄 上 一 本 , 想 日 内 便 可 到 达 。 此 书 定价 一 元 五 角 , 外 加 
邮费 (看 到 后 的 包 上 , 便 知多 少 ), 清 勿 寄 我 , 只 要 用 一 角 或 五 分 
的 邮票 ， 寄 给 书店 , 说 明 系 《4 引 玉 集 》 的 代价 就 好 了 。 专 此 布 复 ， 
即 颂 
时 组 

何 于 启 上 + キー 月 日 
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797 致 萧 军 萧红 


为 先生 ， 

十 九 日 信 收 到 。 许 多 事情 , 一 言 难 尽 , 我 想 我 们 还 是 在 月 底 
谈 一 谈 好 ， 那 时 我 的 病 该 可 以 好 了 ， 说 话 总 能 比 写 信 讲 得 清楚 
些 。 但 自然 , 这 之 间 如 有 工夫 , 我 还 要 用 笔 答复 的 。 

现在 我 要 赶紧 通知 你 的 , 是 霞 飞 路 的 那些 俄国 男女 , 几乎 全 
是 白 俄 , 你 万 不 可 以 跟 他 们 说 俄国 话 ;， 和 否则 怕 他 们 会 疑心 你 是 
留学 生 , 招 出 麻烦 来 。 他 们 之 中 , 以 告密 为 生 的 人 们 很 不 少 。 

我 的 孩子 足 五 岁 , 男 的 , 淘气 得 可 怕 。 


此 致 , 即 请 
俩 安 
迅 上 c+ 一 月 ] 二 十 日 
798 致 孟 十 还 
十 还 先生 ， 
二 十 一 日 信 收 到 , 并 那 一 篇 论文 , 谢谢 。 那 篇 文章 , 我 是 今 
天 第 一 次 才 知 道 的 。 


《五 月 的 夜 》 述 点 不 要 紧 , 因为 总 止 能 登 在 第 五 期 上 了 , 第 五 
期 是 十 二 月 十 五 日 集 稿 。 二 万 字 太 长 ， 轴 怕 要 分 作 两 期 登 。 插 
画 没 有 新 的 , 想 就 把 旧 的 印 上 去 , 聊 胜 于 无 , 希 便 中 将 原 书 放 在 





后 记 还 是 你 自己 做 罢 , 不 是 压 口 ， 自 说 译 得 忠实 ， 又 有 何妨 
呢 ? 倘 还 有 人 说 闲话 , 随 他 去 就 是 了 。 此 颂 
时 级 
迅 上 cf 一 月 二 + 二 


799 致 金 性 尧 


惟 莞 先生 ， 

来 信 早 收 到 。 在 中 国 做 人 ,一 向 是 很 难 的 , 不 过 现在 要 算 最 
难 ,我 先前 没有 经 验 过 。 有 些 “ 文 学 家 ”, 今年 都 做 了 检查 官 了 ， 
你 想 , 变 得 快 不 快 。 

《新 语 林 》 上 的 关于 照相 的 一 篇 文章 , 是 我 做 的 。 公 汗 也 是 
我 的 一 个 化 名 , 但 文章 有 时 被 检查 官 删 去 , 弄 得 有 头 没 尾 , 不 成 


样子 了 。 
此 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 十 一 月 甘 四 日 
800 致 萤 靖 华 
洲 珍 兄 : 


二 十 二 日 信 收 到 。 我 从 二 十 二 日 起 ,没有 发 热 , 连续 三 天 不 
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发 热 ,流行 感冒 是 算是 全 好 的 了 , 这 回 足 足 生 了 二 礼拜 病 ， 在 我 
一 生 中 , 算是 较 久 的 一 回 。 

木刻 除 K. G. 两 人 外 ， 别 人 都 没有 信 。《 引 玉 集 》 即 将 卖 完 
了 , 现 又 去 再 版 二 百 本 。 

日 前 挂号 寄 上 《文学 报 》 一 包 至 学 校 ,不知 收 到 否 ? 

我 大 约 从 此 可 以 恢复 原状 了 。 此 外 寅 中 一 切 都 好 , 请 勿 念 。 
此 布 , 即 请 
学 安 

弟 瑰 ”上 十 一 月 计 五 日 


801 致 许 寿 党 * 


季 市 兄 : 

惠 函 早 收 到 。 大 约 我 写 得 太 模糊 , 或 者 是 兄 看 错 了 , 戒 说 的 
是 扁桃 腺 既 无 须 制 , 沙眼 又 没有 ,那么 就 不 必 分 看 专门 医 , 以 省 
经 费 , 只 要 看 一 个 内 科 医 就 够 了 。 

今天 嫂 夫 人 携 世 更 来 , 我 便 仍 行 我 的 主张 , 换 了 一 个 医生 ， 
姓 頒 藤 , 他 是 六 十 多 岁 的 老手 , 经 验 丰 富 , 且 与 我 极 熟 , 決 不 敵 竹 
杠 的 。 经 诊断 之 后 , 他 说 关键 全 在 消化 系 , 与 扁桃 腺 无 关 , 而 眼 
内 亦 无 沙眼 , 只 因 近 视 而 不 戴 镜 , 所 以 容易 疲劳 。 腿 已 经 两 个 医 
生 看 过 ,和 缘 云 非 沙眼 , 然则 先前 之 诊断 , 不 大 可 怪 耶 。 

从 月 初 起 , 天 天 发 热 ,不 能 久 坐 ， 盖 疲劳 之 故 ， 四 五 天 以 前 ， 


* 此 信 据 许 海 党 家 属 录 寄 副本 抄 存 。 
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已 渐 愈 侨 。 上 海 多 琐事 , 亦 殊 非 好 住处 也 。 
专 此 布 达 , 并 请 
道 安 
弟 飞 ” 顿 首 十 一 月 廿 七 日 


802 致 間 年 、 裏 殺 


8 先生 

本 月 三 十 日 (星期 五 ) 午 后 两 点 钟 ， 你 们 两 位 可 以 到 书店 里 
来 一 趙 只 ? 小 说 如 已 抄 好 , 也 就 带 来 , 我 当 在 那里 等 候 。 

那 书店 , 坐 第 一 路 电车 可 到 。 就 是 坐 到 终点 (靶子 场 ) 下 车 ， 
往 回 走 , 三 四 十 步 就 到 了 。 


此 布 , 即 请 
俩 安 迅 上 十 一 月 二 十 七 日 
803 和 致 金 性 尧 
伏 発 先生 : 


稿子 并 无 什么 不 通 或 强硬 处 ， 只 是 孩子 对 理发 匠 说 的 话 似 
乎 太 近 文言 , 不 象 孩子 , 最 好 是 改 一 改 。 

另外 有 几 个 错字 , 也 无 关 紧 要 , 现在 都 改正 了 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 迅 上 十 一 月 廿 和 日 
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804 致 刘炜 明 


炜 明 先 生 : 

十 五 日 惠 函 收 到 。 一 个 人 处 在 沉闷 的 时 代 ， 是 容易 喜欢 看 
古书 的 , 作为 研究 , 看 看 也 不 要 紧 , 不 过 深入 之 后 , 就 容易 受 其 浸 
润 , 和 现代 离开 。 

我 请 先生 不 要 寄 钱 来 。 一 则 , 因为 我 琐事 多 ,容易 忘 记 ， 政 
忽 ; 二 则 , 近来 虽 也 化 名 作文 , 但 并 不 多 ， 而 且 印 出 来 时 ， 常 被 检 
查 官 删 削 , 弄 得 不 成 样子 , 不 足 观 了 。 倘 有 单行 本 印 出 时 ， 当 寄 
上 , 不 值 几 个 钱 , 无 须 还 我 的 。 

《二 心 集 》 我 是 将 版 权 卖 给 书店 的 , 被 禁 之 后 , 书店 便 又 去 请 
检查 , 结果 是 被 删 去 三 分 之 二 以 上 , 听 说 他 们 还 要 印 , 改名 《拾零 
集 》 不 过 其 中 已 无 可 看 的 东西 ,是 一 定 的 。 

现在 当局 的 做 事 ， 只 有 压迫 ， 破坏， 他 们 那里 还 想到 将 来 。 
在 文学 方面 ,被 压迫 的 那里 只 我 一 人 , 青年 作家 , 吃苦 的 多 得 很 
但 是 没有 人 知道 。 上 海 所 出 刊物 , 凡 有 进步 性 的 , 也 均 被 删 削 摧 
残 ， 大 抵 办 不 下 去 。 这 种 残酷 的 办 法 ， 一 面 固然 出 于 当局 的 意 
志 ,一面 也 因 检查 官 的 报 私 仇 , 因为 有 些 想 做 “文学 家 ”而 不 成 的 
人 们 , 现在 有 许多 是 做 了 秘密 的 检查 官 了 , 他 们 恨不得 将 他 们 的 
敌手 一 网 打 尽 。 

星 洲 也 非 言 论 自 由 之 地 , 大 约 报纸 上 的 消息 , 是 不 会 确 于 上 
海 的 , 邮寄 费事 ,还 是 不 必 给 我 黑 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
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时 绥 
鲁 迅 十 一 月 二 十 八 夜 


805 致 郑振铎 


西 说 先生 ， 

装 好 之 《4 清 人 杂剧 》 二 集 早 收 到 , 感谢 之 至 。 

《十 竹 谊 得 谱 》 内 出 殉 约 二 十 部 ,我 要 十 部 , 共 希 留 下 三 十 部 
为 感 。 

底 本 如 能 借 出 , 我 想 , 明年 一 年 中 , 出 老 莲 画 集 一 部 , 更 以 全 
力 完 成 く 箋 道 》?, 已 有 大 勋 劳 于 天 下 人 矣 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 顿 首 十 二 月 二 夜 


806 致 孟 十 还 


十 还 先生 ， 
三 日 信 并 译 稿 , 今 午 收 到 。 稿 子 我 也 想 最 好 是 一 期 登 完 , 不 
过 须 多 配 短篇 , 因为 每 期 的 目录 , 必须 有 八 九 种 才 象 样 。 要 我 修 
改 , 我 是 没有 这 能 力 的 , 不 过 有 几 个 错字 ,我 可 以 改正 。 
插图 也 很 好 ,但 一 翻印 , 缩小 , 就 粮 了 。 原 图 自 当 于 用 后 替 
rs 
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以 后 的 《译文 》 不 能 常 是 绍 介 Gogol; 高 尔 基 已 有 《童话 》， 
第 三 期 得 检查 老爷 批 云 : 意识 欠 正 确 。 所 以 从 第 五 期 起 , 拟 停 登 
数 期 。 我 看 先生 以 后 最 好 是 译 《我 怎样 写作 》, 检查 既 不 至 于 怎 
样 出 毛病 ， 而 读者 也 有 益处 。 大 约 是 先 绍 介 中 国 读者 比较 知道 
一 点 的 人 , 如 拉 甫 列 涅 夫 , 里 别 进 斯 基 , 斐 丁 , 为 合 。 

赠送 《译文 》 的 事 ， 当 向 书店 提议 。 和 商人 交涉 , 真是 难 极 
了 , 他 们 的 算盘 之 紧 而 凶 , 真是 出 人 意外 。《 译 文 》 已 出 三 期 , 而 
一 切 规约 , 如 稿费 之 类 ,尚未 商 妥 。 我 们 要 以 页 计 , 他 们 要 以 字 
数 计 , 即 此 一 端 , 就 纠纷 了 十 多 天 , 尚 无 结果 。 所 以 先生 的 稿费 ， 
还 要 等 一 下 , 但 年 内 是 总 要 弄 好 的 。 

果 戈 理 虽然 十 了 ， 他 的 文才 可 真 不 错 。 日 前 得 到 德 译 的 一 
部 全集 , 看 了 一 下 , 才 知 道 《 鼻 子 》 有 着 译 错 的 地 方 。 我 想 ， 中 国 
其 实 也 该 有 一 部 选集 1.《Dekanka 夜 谈 》; 2.《Mirgorod》, 3. 短 
篇 小 说 及 Arabeske; 4. 戏曲 ;5 及 6 ,《 死 灵魂 》。 不 过 现在 即使 
有 了 不 等 饭 吃 的 译 者 ， 却 未 必 有 肯 出 版 的 书坊 。 现 在 是 虽 是 一 
个 平常 的 小 梦 , 也 很 难 实现 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 十 二 月 四 日 


807 致 郑振铎 


日 前 上 一 函 , 说 内 山 殉 约 《 十 竹 毅 签 谱 》 二 十 部 , 现在 他 又 要 
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加 添 十 部 , 那么 , 连 我 的 共有 四 十 部 了 , 特此 声明 。 
记得 《博古 牌子 》 的 被 本 , 序 跨 有 些 乱 , 第 一 页 则 似 倒置 卷 
末 , 这 回复 印 , 似 应 移 正 。 
此 布 , 即 请 
撰 安 
迅 顿 首 十 二 月 五 日 


808 致 孟 十 还 


十 还 先生 ， 

昨 午 寄 奉 一 函 后 , 傍晚 遇 黄 源 先生 , 才 知道 拉 甫 列 涅 夫 及 里 
别 进 斯 基 的 《我 怎样 写作 >， 早 有 靖 华 译 稿 寄 来 ， 所 以 我 前 信 的 
话 , 应 该 取消 。 

斐 定 是 仍 可 以 用 的 , 他 的 《花园 》 曾 译 成 中 文 。 此 外 不 知 还 
有 和 中 国人 较 熟 者 否 ? 但 即使 全 生 , 我 想 , 倘 译 一 篇 这 作者 的 短 
篇 一 同 登载 , 也 就 好 。 

不 知 先生 以 为 何如 ? 

专 此 布 达 , 即 颂 
时 组 

迅 上 十 二 月 五 日 
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809 和 致 杨 者 云 


者 云 先 生 : 

质 奉 到 四 日 信 , 始 知已 在 上 海 。 七 日 (星期 五 ) 午 后 二 时 , 和希 
惠 临 书店 ， 当 在 其 地 奉 候 ， 并 携 交 ”先生 所 要 之 《北平 禾 谱 》 及 
《木刻 纪 程 》。 

欲 将 删 遗 的 文字 付 印 ， 倘 不 至 于 对 不 住 读者 ， 本 人 却 无 异 
议 。 如 不 急 急 , 亦 可 自 校 一 遍 , 惟 近 几 日 却 难 , 因 生 病 将 近 一 月 ， 
尚 无 力气 也 。 

专 此 布 复 , 即 请 
文安 

迅 “” 顿 首 十 二 月 五 夜 


810 致 孟 十 还 


重 先 生 : 

五 日 函 奉 到 。 外 国 的 作家 , 恐怕 中 国 其实 等 于 并 没有 绍 介 。 
每 一 作家 , 乱 译 几 本 之 后 , 就 完结 了 。 履 格 涅 夫 被 译 得 最 多 , 但 
至 今 没有 人 集成 一 部 选集 。《 战 争 与 和 平 》 我 看 是 不 会 译 完 的 ， 
我 对 于 郭沫若 先生 的 翻译 ,不 大 放心 , 他 太 聪 明 , 又 大 胆 。 

计划 的 译 选集 , 在 我 自己 ,现在 只 是 一 个 梦 而 已 。 近 十 来 年 
中 , 设 译 社 , 编 从 书 的 事情 , 做 过 四 五 回 , 先前 比 现在 还 要 “年 富 


676 鲁迅 书信 集 





力 强 ?， 真 是 扒 命 的 做 ， 然 而 结果 不 但 不 好 ， 还 弄 得 焦头烂额 。 
现在 的 一 切 书 店 , 比 以 前 更 不 如 , 他 们 除 想 立刻 发 财 外 , 什么 也 
不 想 ， 即 使 订 了 合同 ， 也 可 以 翻脸 不 算 的 。 我 曾 在 神州 国光 社 
上 过 一 次 大 当 ;《 铁 流 》 就 是 他 们 先 托 我 去 拉 ， 而 后 来 不 要 了 的 
一 种 。 

《译文 ;材料 的 大 纲 , 最 好 自然 是 制定 , 不 过 事实 上 很 难 。 没 
有 能 制定 大 纲 的 元 帅 , 而 且 也 没有 许多 能 够 担任 分 译 的 译 者 , 所 
以 暂时 只 能 杂 一 点 , 取 乌 合 主义 , 希望 由 此 引出 几 个 我 们 所 不 短 
道 的 新 的 译 者 来 一 一 其 实 志愿 也 小 得 很 。 

稿子 是 该 论 页 的 , 但 商人 的 意见 , 和 我 们 不 同 , 他 们 觉得 与 
蔓 下 白菜 无 异 , 诗 的 株 儿 小 , 该 便宜 , 塞 满 全 张 的 文章 株 儿 大 , 不 

贵 一 点 ; 标点 ， 洋 文 ， 等 于 缚 白菜 的 草 ， 要 除 掉 的 。 脑 子 象 石 
头 , 总 是 说 不 通 。 算 稿费 论 页 , 已 由 我 们 自己 决定 了 , 这 回 是 他 
们 要 插画 减少 , 可 惜 那 几 张 黄 纸 了 , 你 看 可 气 不 可 气 ? 

上 海 也 有 原 是 作家 出 身 的 老 版 ， 但 是 比 纯粹 商人 更 刻薄 ， 
更 凶 。 

办 一 个 小 杂志 , 就 这 么 麻烦 , 我 不 会 忍耐 ， 幸而 茅 先生 还 能 
够 和 他 们 “ 折 冲 尊 得 ” 所 以 至 今 还 没有 闹 开 。 据 他 们 说 ,现在 
《译文 》 还 要 折 本 , 每 本 二 分 , 但 我 不 相信 。 

此 布 , 即 颂 
时 绥 
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811 致 其 年 、 草 氏 


六 先生 ， 

两 信 均 收 到 。 我 知道 我 们 见面 之 后 , 是 会 使 你 们 悲哀 的 , 我 
想 , 你 们 单 看 我 的 文章 , 不 会 料 到 我 已 这 么 衰老 。 但 这 是 自然 的 
法 则 , 无 可 如 何 。 其 实 , 我 的 体 子 并 不 算 坏 , 十 六 七 岁 就 单身 在 
外 面 混 , 混 了 三 十 年 , 这 费力 可 就 不 小 ; 但 没有 生 过 大 病 或 车床 
数 十 天 , 不 过 精力 总 觉得 不 及 先前 了 , 一 个 人 五 十 岁 , 总 不 
免 如 此 。 ; 

中 国 是 古国 , 历史 长 了 , 花样 也 多 , 情形 复杂 , 做 人 也 特别 
难 , 我 觉得 别 的 国度 里 , 处 世 法 总 还 要 简单 , 所 以 每 个 人 可 以 有 
工夫 做 些 事 , 在 中 国 , 则 单 是 为 生活 , 就 要 化 去 生命 的 几乎 全 部 。 
尤其 是 那些 诬陷 的 方法 ， 真 是 出 人 意外 ， 璧 如 对 于 我 的 许多 谣 
言 , 其 实 大 部 分 是 所 谓 “ 文 学 家 ? 造 的 , 有 什么 仇 呢 , 至 多 不 过 是 
文章 上 的 沖 突 , 有 些 是 一 向 毫 无 关系 , 他 不 过 造 着 好 玩 , 去 年 他 
们 还 称 我 为 “汉奸 ”说 我 蔡 日 本 政府 做 侦探 。 我 骂 他 时 , 他们 又 
说 我 器 量 小 。 

单 是 一 些 无 聊 事 ， 就 会 化 去 许多 力气 。 但 ， 敌 人 是 不 足 惧 
的 , 最 可 怕 的 是 自己 营 垒 里 的 蛙 虫 ,许多 事 都 败 在 他 们 手 里 。 因 
此 ,就 有 时 会 使 我 感到 寂寞 。 但 我 是 还 要 照 先前 那样 做 事 的 , 虽 
然 现在 精力 不 及 先前 了 , 也 因 学 问 所 限 , 不 能 奈 青 年 们 的 渴望 ， 
然而 我 毫 无 退缩 之 意 。 

《两 地 书 ? 其 实 并 不 象 所 谓 “ 情 书 ” 一 者 因为 我 们 通信 之 初 ， 
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实在 并 未 有 什么 关于 后 来 的 除 料 的 ; 二 则 年 龄 , 境遇 , 都 已 倾向 
了 沉静 方面 , 所 以 决 不 会 显 出 什么 热烈 。 冷 静 , 在 两 人 之 间 , 是 
有 鉄 点 的 , 但 打 周 , 也 有 弊病 , 不 过 , 倘 能 立刻 互相 谅解 , 那 也 不 
妨 。 至 于 孩子 , 偶然 看 看 是 有 趣 的 , 但 养 起 来 , 整 天 在 一 起 , 却 真 
是 麻烦 得 很 。 

你 们 目下 不 能 工作 , 就 是 静 不 下 , 一 个 人 离开 故土 , 到 一 处 
生地 方 , 还 不 发 生 关系 , 就 是 还 没有 在 这 土 里 下 根 , 很 容易 有 这 
一 种 情境 。 一 个 作者 , 离开 本 国 后 , 即 永 不 会 写 文章 了 , 是 常 有 
的 事 。 我 到 上 海 后 , 即 做 不 出 小 说 来 , 而 上 海 这 地 方 , 真也 不能 
叫 人 和 他 亲热 。 我 看 你 们 的 现在 的 这 种 焦躁 的 心情 ， 不 可 使 它 
发 展 起 来 , 最 好 是 常 到 外 面 去 走 走 , 看 看 社会 上 的 情形 , 以 及 各 
种 人 们 的 脸 。 

以 下 答 问 

1. 我 的 孩子 叫 海 婴 , 但 他 大 起 来 , 自己 要 改 的 ,他 的 爸爸 ,就 
连 姓 都 改 掉 了 。 阿 车 是 我 的 第 三 个 兄弟 的 女儿 。 

2. 会 是 开 成 的 , 费 了 许多 力 ; 各 种 消息 , 报 上 都 不 肯 登 , 所 以 
在 中 国 很 少 人 知道 。 结 果 并 不 算 坏 , 各 代表 回国 后 都 有 报告 ， 
世界 上 更 明瞭 了 中 国 的 笑 情 。 我 加入 的 。 

3.《 君 山 》 我 送 里 没有 。 

4.《 和 母亲 》 也 没有 。 这 书 是 被 禁止 的 , 但 我 可 以 托 人 去 找 一 
找 。《 没 落 》 我 未 见 过 。 

5.《 两 地 书 》 我 想 东 北 是 有 的 ,北新 书局 在 寄 去 。 

6. 我 其 实 是 不 喝酒 的 ; 只 在 疲劳 或 愤慨 的 时 候 ， 有 时 喝 一 
点 , 现在 是 绝对 不 喝 了 ， 不 过 会 客 的 时 候 , 是 例外 。 说 我 怎样 爱 
喝酒 , 也 是 “文学 家 ? 造 的 谣 。 








一 九 三 四 年 679 


7. 关于 脑膜 炎 的 事 , 日 于 已 经 经 过 许久 了 ,我 看 不 必 去 更 正 
了 墨 。 

我 们 有 了 和 孩子 以 后 , 景 宋 几乎 和 笔 绝 交 了 , 要 她 改 稿子 , 她 
是 不 敢当 的 。 但 倘 能 出 版 , 则 错字 和 不 妥 处 , 我 当 负责 改正 。 

你 说 文化 团体 ， 都 在 停滞 一 一 无 政府 状态 中 ……， 一 点 不 
错 。 议 论 是 有 的 ， 但 大 抵 是 唱 高 调 ， 其 实 唱 高 调 就 是 官僚 主义 。 
我 的 确 常 常 感到 焦 烦 , 但 力 所 能 做 的 , 就 做 , 而 又 常常 有 “ 独 战 ” 
的 悲哀 。 不 料 有 些 朋 友 们 , 却 斥 责 我 后 ,不 做 事 ; 他 们 昂 头 天 外 ， 
评论 之 后 , 不 知 那里 去 了 。 

来 信 上 说 到 用 我 这 里 拿 去 的 钱 时 ， 觉 得 刺 痛 ， 这 是 不 必要 
的 。 我 固然 不 收 一 个 俄国 的 卢布 , 日 本 的 金 圆 , 但 因 出 版 界 上 的 
资格 关系 , 稿费 总 比 青年 作家 来 得 容易 , 里 面 并 没有 青年 作家 的 
稿费 那样 的 汗水 的 一 一 用 用 毫 不 要 紧 。 而 且 这 些小 事 ， 万 不 可 
放 在 心 上 , 否则 , 人 就 容易 神经 衰弱 , 陷入 忧郁 了 。 

来 信 又 愤怒 于 他 们 之 迫害 我 。 这 是 不 足 为 奇 的 ， 他 们 还 能 
做 什么 别 的 ? 我 究竟 还 要 说 话 。 你 看 老百姓 一 声 不 响 ， 将 汗 血 
贡献 出 来 , 自己 弄 到 无 衣 无 食 , 他 们 不 是 还 要 老百姓 的 性 命 吗 ? 

此 复 , 即 请 
価 安 

迅 上 十 二 月 六 日 
再 : 有 《桃色 的 云 》 及 《小 约翰 》 是 我 十 年 前 所 译 , 现在 再 版 
印 出 来 了 , 你 们 两 位 要 看 吗 ? 望 告诉 我 。 又 及 
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812 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 训 者 , 十 一 月 二 十 六 日 来 信 , 早 经 收 到 。 男 这 
回 生 了 二 十 多 天 病 , 算是 长 的 , 但 现在 已 经 好 起 来 了 , 胃口 
河井, 精神 也 恢复 了 不 少 , 服药 亦 停止 , 可 请 勿 念 。 害 马 也 
好 的 。 海 婴 很 好 , 因为 医生 说 给 他 吃 鱼肝油 ( 清 的 ), 从 一 月 
以 前 起 , 每 餐 后 就 给 他 吃 一 点 , 胆 气 得 很 , 而 他 居然 也 能 吃 。 
现在 胖 了 , 抱 起 来 , 重 得 象 一 块 石头 , 我 们 现在 才 知 道 鱼 肝 
油 有 这 样 的 力量 ， 但 麦 精 鱼 肝 油 及 男 在 北平 时 所 吃 的 那 一 
种 , 却 似乎 没有 这 么 有 力 。 

他 现在 整 天 的 玩 , 从 早上 到 睡觉 ,没有 休息 ,但 比 以 前 听话 。 
外 套 稍 小 , 但 明年 春天 还 可 以 穿 一 回 , 以 后 当 给 与 老 三 的 孩 
子 , 他们 目下 还 用 不 着 , 大 的 穿 起 来 太 小 , 小 的 穿 又 太 大 。 
上 海 总 算是 冷 了 , 富 中 已 装 火 炉 , 昨 晚 生 了 火 , 热 得 睡 不 着 ， 
可 见 南边 虽说 是 冷 , 总 还 暖和 , 和 北方 是 比 不 来 的 。 
专 此 布 达 , 恭 请 
金 安 
秀樹 叩 上 
了 平 海山 随 叫 十 二 月 六 日 
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813 致 许 寿 党 * 


季 市 兄 ， 

项 奉 到 十 二 月 五 日 惠 函 , 备 悉 种 种 。 世 更 来 就 医 时 , 正 值 弟 
自 亦 隔日 必 赴 医院 , 同道 而 去 ,于 时 间 及 体力 , 并 无 特别 耗损 , 务 
希 勿 以 为 意 。 至 于 诊 金 及 药 费 , 则 因 与 医生 甚 熟 , 例 不 即 付 , 每 
月 之 未 ， 即 开 账 来 取 ， 届 时 自 当 将 世 更 及 陶 女 士 之 帐 目 检 出 寄 
奉 耳 。 

弟 因 感冒 ; 害 及 肠胃 , 又 不 能 悠游 , 遂 至 笑 扰 多 月 , 幸 近 已 向 
愈 , 胃口 亦 渐 开 , 不 日 当 可 复原 , 希 匆 念 为 幸 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
坚 福 

弟 飞 ”上 顿 首 十 二 月 九 晶 


814 致 杨 者 云 
者 云 先生 ， 
蒙 惠 书 , 遵 悉 。 集 名 还 是 《 集 外 集 》 好 ; 稿 已 看 了 一 遍 , 改 了 
几 处 , 明日 当 托 书店 先行 挂号 寄 还 , 因为 托 其 面 交 和 寄 出 , 在 我 


是 一 样 的, 而 可 省 却 先生 奔波 。 惟 虑 先生 旅 中 未 带 印 章 , 故 稿 系 


* ”此 信和 据 许 寿 党 家 属 录 寄 副 本 抄 存 。 


632 鲁迅 书信 集 


寄 曹 先生 收 , 希 先 向 曹 先 生 接 治 为 幸 。 

那 一 篇 四 不 象 的 陪 文 , 是 序 《 淑 姿 的 信 》, 报章 虽 云 淑 姿 是 我 
的 小 姨 , 实则 和 他 们 夫妇 和 皆 素 昧 平生 , 无 话 可 说 , 故 以 中 文 含 胡 
之 。 此 书 曾 有 一 本 , 但 忘 却 了 放 在 何 外 , 伺 生体 息 , 当 觅 出 录 奉 。 
我 为 别人 译作 所 做 的 序 , 似 尚 有 数 篇 , 如 韦 从 芜 译 的 《4 穷人》 之 类 
(集中 好 象 未収 ), 倘 亦 可 用 , 当 于 有 更 《 淑 容 》 时 一 同 留心 , 搜 得 录 
奉 也 。 

旧 诗 本 非 所 长 , 不 得 已 而 作 , 后 辑 忘 却 , 今 写 出 能 记忆 者 数 
章 。《 集 外 集 》 签 已 写 , 与 诗 一 样 不 佳 , 姑 先 寄 上 , 太 大 或 太 小 , 制 
版 时 可 伸缩 也 。 序 文 我 想 能 于 二 十 日 前 缴 卷 。 此 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 ” 顿 首 十 二 月 九 昌 
聚 仁 先生 处 乞 代 致 候 。 


无 题 
洞庭 木 落 楚 天 高 , 眉 袋 猩 红 流 战 移 。 泽 畔 有 人 吟 不 得 , 秋波 
渺渺 失 离 骚 。 

購 人 (这 与 “ 越 女 ……" 那 一 首 是 一 起 的 ) 
秦 女 端 容 理 玉 筝 , 梁 尘 踊跃 夜 风 轻 。 须 史 响 急 冰 弦 绝 ,但 见 
奔 星 劲 有 声 。 

二 十 三 年 元 旦 
云 封 高 山 护 将 军 , 霆 击 寒 村 灭 下 民 。 到 底 不 如 租界 好 , 打牌 
声 里 又 新 春 。 

自 咽 
运 交 华盖 欲 何 求 ,未 敢 翻 身 已 碰头 。 破 帽 记 颜 过 闹市 , 漏 船 
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载 酒 泛 中 流 。 横 眉 冷 对 千夫 指 ， 俯 手 甘 为 插 子 牛 。 躲 进 小 
楼 成 一 统 , 管 它 冬夏 与 春秋 。 


815 致 郑振铎 


西 诺 先 生 ， 

七 日 信 收 到 , 印 《 艇 谱 》 纸 , 八 开 虽 较 省 , 而 看 起 来 颇 副 大 , 究 
竞 觉 得 寒 春 ， 所 以 我 以 为 不 如 用 六 开 之 大 方 ,， 刻 、 印 等 等 ， 所 费 
已 多 , 最 后 之 纸张 费 , 省 俭 不 得 也 。 或 者 初版 售 遍 ,或 全 书 印 成 ， 
续 行 再 版 时 , 再 用 八 开 , 以 示 区 别 , 亦 可 。 

先 出 《博古 页 子 》, 极 好 。 我 想 , 这 回 一 种 已 足 , 索性 连 《 九 歌 
图 > 都 不 加 入 , 独立 可 也 。 先 生 似 应 做 一 跋 , 说 明 底 本 来 源 , 并 于 
罗 遗 老 印 行 之 伪 本 , 加 以 指摘 , 庶 几 读者 知 此 本 之 可 贵 耳 。 

我 想 特 别 用 染 黄 之 罗纹 纸 印 五 部 ， 内 加 毛 太 纸 衬 ， 订 以 成 
书 , 页 数 不 多 , 染色 或 不 大 难 , 不 知 先生 能 代为 费 神 布置 否 ?但 储 
麻烦 , 便 可 作罢 。 此 复 , 即 请 
撰 安 

迅驰 首 十 二 月 十 日 


816 和 致 薄 军 萧红 


刘 
先生 
八 夜 信 收 到 。 我 的 病 倒是 好 起 来 了 , 胃口 已 略 开 , 大 约 可 以 
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渐渐 饮 复 。 童 话 两 本 , 已 托 书店 寄 上 , 内 附 译 文 两 本 , 大 约 你 们 
两 位 也 没有 看 过 , 顺便 带 上 。《 竖 琴 》 上 的 序 文 , 后 来 被 检查 官 删 
掉 了 , 这 是 初版 , 所 以 还 有 着 。 你 看 , 他 们 连 这 几 句 话 也 不 准 我 
们 说 。 

如 果 那 边 还 有 官 力 以 外 的 报 , 那么 , 关于 “脑膜 炎 ” 的 话 , 用 
“文艺 通信 ?的 形式 去 说 明 , 也 是 好 的 。 为 了 这 谣言 , 我 记得 我 曾 
写 过 几 十 封 正 误 信 , 化 掉 邮 费 两 块 多 。 

中 华 书局 译 世 界 文学 的 事 ， 早 已 过 去 了 ， 没 有 实行 。 其 实 ， 
他 们 是 本 不 想 实行 的 , 即使 开 首 会 译 几 部 , 也 早已 暗中 定 着 某 人 
包办 , 没有 陌生 人 的 份 几 。 现 在 蒋 死 了 , 说 本 想 托 菏 译 , 假如 活 
着 , 也 不 会 托 他 译 的 , 因为 一 托 他 , 真 的 译 出 来 , 岂 不 大 粮 ? 那 时 
他 们 到 我 这 里 来 打听 靖 华 的 通信 地 址 , 说 要 托 他 , 我 知道 他 们 不 
过 玩 把 戏 , 拒绝 了 。 现 在 呢 , 所 谓 “ 世 界 文学 名 著 ”， 简直 不 提 了 。 

名 人 ， 阔 人, 商人 …… 常 常 玩 这 一 种 把 戏 , 开 出 一 个 大 题目 
来 , 热闹 热闹 , 以 见 他 们 之 热心 。 未 经 世故 的 青年 , 不 知 底细 , 就 
常常 上 他 们 的 当 ; 碰 顶 子 还 是 小 事 ， 有 时 简直 连 性 命 也 会 送 掉 ， 
我 就 知道 不 少 这 种 卖 血 的 名 人 的 姓名 。 我 自己 现在 虽然 说 得 好 
象 深 通 世故 ， 但 近年 就 上 了 神州 国光 社 的 当 ， 他 们 与 我 订立 合 
同 , 托 我 找 十 二 个 人 , 各 译 苏联 名 作 一 种 , 出 了 几 本 , 不 要 了 , 有 
合同 也 无 用 , 我 具 好 又 確 共 礼 寿 , 各 去 回 断 , 靖 午 住 得 換 , 不 及 回 
复 , 已 经 译 成 , 只 好 我 自己 付 版 税 , 又 设法 付 印 , 这 就 是 4 铁 流 》， 
但 这 书 的 印 本 一 大 半 和 纸 版 , 后 来 又 被 别 一 书局 骗 去 了 。 

那 时 的 会 , 是 在 陆 上 开 的 ,不 是 船 里 , 出 席 的 大 约 二 三 十 人 ， 
会 开 完 , 人 是 不 缺 一 个 的 都 走出 的 , 但 似乎 也 有 人 后 来 给 他 们 天 
去 了 , 因为 近来 的 捕 , 杀 , 秘密 的 居多 , 别人 无 从 知道 。 爱 罗 先 珂 
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却 没有 死 , 听 说 是 在 做 翻译 ,但 有 人 寄 信 去 , 却 又 没有 回信 来 。 

义军 的 记载 看 过 了 , 这 样 的 才 可 以 称 为 战士 , 真 纠 我 似 的 弄 
笔 的 人 刁 愧 。 我 觉得 文人 的 性 质 ， 是 颇 不 好 的 ， 因 为 他 智 识 思 
想 , 都 较为 复杂 , 而 且 处 在 可 以 东 倒 西 焉 的 地 位 , 所 以 坚定 的 人 
是 不 多 的 。 现 在 文坛 的 无 政府 情形 , 当然 很 不 好 , 而 且 坏 于 此 的 
恐怕 也 还 有 , 但 我 看 这 情形 是 不 至 于 长 久 的 。 分 裂 , 高 谈 , 故 作 
激烈 等 等 , 四 五 年 前 也 曾 有 过 这 现象 , 左 联 起 来 ,将 这 压 下 去 了 ， 
但 病根 未 除 ， 又 添 了 新 分 子 ， 于 是 现在 老病 就 复发 。 但 空谈 之 
类 , 是 谈 不 久 , 也 谈 不 出 什么 来 的 ， 它 终 必 被 事实 的 镜子 照 出 原 
形 , 拖 出 尾巴 而 去 。 倘 用 文章 来 斗争 ， 当 然 更 好 ， 但 这 种 刊物 不 
能 出 版 , 所 以 只 好 慢 慢 的 用 事实 来 克服 。 

其 实 , 左 联 开始 的 基础 就 不 大 好 , 因为 那 时 没有 现在 似 的 压 
迫 , 所 以 有 些 人 以 为 一 经 加 入 , 就 可 以 称 为 前 进 , 而 又 并 无 大 危 
险 的 , 不 料 压迫 来 了 , 就 逃走 了 一 批 。 这 还 不 算 坏 , 有 的 竟 至 于 
反而 卖 消息 去 了 。 人 少 倒 不 要 紧 , 只 要 质地 好 , 而 现在 连 这 也 做 
不 到 。 好 的 也 常 有 , 但 不 是 经 验 少 , 就 是 身体 不 强健 (因为 生活 
大 抵 是 苦 的 ), 这 于 战斗 是 有 妨碍 的 。 但 是 , 被 压迫 的 时 候 , 大 抵 
有 这 现象 , 我 看 是 不 足 翡 观 的 。 

卖 性 的 事 , 我 无 所 闻 , 但 想起 来 是 能 有 的 ; 对 付 女性 , 南方 官 
大 约 也 比 北方 残酷 , 血 债 多 得 很 。 

此 复 , 即 请 
価 安 

迅 上 十 二 月 十 夜 


817 致 金 性 発 


维 澡 先生 

来 信 收 到 。 先 生 所 责 的 各 点 , 都 不 错 的 。 不 过 从 我 这 面 说 ， 
却 不 能 不 希望 原谅 。 因 为 我 本 来 不 善于 给 人 改 文章 ， 而 且 我 也 
有 我 的 事情 , 桌 上 积 着 的 未 看 的 稿子 ,未 复 的 信件 还 多 得 很 。 对 
于 先生 ,我 自 以 为 总 算 尽 了 我 可 能 的 微 力 。 先 生 只 要 一 想 ,我 一 
天 要 复 许 多 信 , 虽 是 寥寥 几 句 , 积 起 来 , 所 化 的 时 间 和 力气 ,也 就 
可 观 了 。 

我 现在 确切 的 知道 了 对 于 先生 的 函件 往 还 ， 是 彼此 都 无 益 
处 的 ,所 以 此 后 也 不 想 再 说 什么 了 。 

来 稿 奉 还 。 我 近日 尚 无 什么 “ 杂 感 ”出 版 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

鲁 迅 十 二 月 十 一 日 


818 致 曹 聚 仁 


聚 仁 移 生 ， 

八 日 信 收 到 ; 早先 收 到 信 ， 本 拟 即 奉 复 , 但 门牌 号 数 记 不 真 
切 了 , 遂 停 止 。 记 得 前 信 说 心情 有 些 改 变 , 这 是 一 个 人 常 有 的 事 
情 , 长 吉 诗 云 , 心事 如 波涛 , 说 得 很 真切 。 其 实 有 时 候 虽 象 改 变 ， 
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却 非 改变 的 , 起 伏 而 已 。 

天 马 书店 要 送 检 查 , 随 他 去 送 黑 , 其 中 似乎 也 未 必 有 犯 忌 的 
地 方 , 虽然 检查 官 的 心眼 , 不 能 以 常理 测 之 。 

一 月 前 起 每 天 发 热 ， 或 云 西班牙 流行 感冒 ， 观 其 固执 不 已 ， 
颇 有 西班牙 气 ， 或 不 证 也 。 但 一 星期 前 似 终于 退去 ， 胃 口 亦 渐 
, 盖 非 云 已 愈 不 可 矣 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 

迅 顿 首 十 二 月 十 一 日 
致 栃 先生 箕 を 特 交 。 


819 致 杨 界 云 


発 云 先生 。 

《 集 外 集 》 稿 , 昨 巳 寄 出 , 不知 巳 収 到 否 ? 十 日 来 信 ， 质 
收 到 。 

钟 敬文 编 的 书 里 的 三 篇 演说 ,请 不 要 收 进去 , 记 的 太 失 真 ， 
我 自己 并 未 改正 ， 他 们 乱 编 进去 的 ， 这 事 我 当 于 自序 中 说 明 。 
《现代 新 文学 ……》 序 , 不 如 不 收 , 书 已 禁止 , 序 必 被 删 。 

《 南 腔 北 调 ? 失 收 的 有 两 篇 , 一 即 《 选 本 》， 议论 平常 , 或 不 犯 
鼠 , 可 收入 ; 一 为 《kK 上 海 杂 感 >, 先 登 日 本 的 《朝日 新 闻 》, 后 译 载 在 
《文学 新 地 》 上 , 必 被 检 掉 , 不 如 不 收 ; 在 暨南 的 讲演 ,即使 检 人 得 ， 
恐 司 也 通 不 辻 的 。 

一 九 三 一 年 到 北平 时 , 讲演 了 五 回 , 报 上 所 登 的 讲 词 , 只 有 
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一 篇 是 我 自己 改正 过 的 , 今 寄 上 , 或 者 可 用 ; 但 记录 人 名 须 删 去 ， 
ne 连累 他 们 的 , 中 国 的 事情 难 料 得 很 。 录 出 后 , 原 报 仍 


勿 复 , 并 请 
旅 安 
迅 环 首 十 二 月 十 一 日 
820 致 赵 家 和 壁 
家 壁 先生 ， 


那 一 本 《尼采 自传 》 今 送 上 。 釣 斗 字数 , 不 到 六 万 , 用 中 等 
大 的 本 子 , 四 号 字 印 起 来 , 也 不 过 二 百 面 左右 。 

假如 要 印 的 话 , 则 一 一 

一 、 译 者 以 为 书 中 紧要 字句 , 每 字 间 当 距离 较 远 , 但 此 在 欧 
文 则 可 , 施 之 汉文 , 是 不 好 看 的 (也 不 清楚 , 难以 醒目 )。 所 以 我 
a 点 。 但 如 用 黑体 字 或 宋体 字 , 似 亦 佳 。 

二 、 轿 点 不 如 改 在 字 劣 , 因为 四 号 字 而 标点 各 占 一 格 , 即 令 
人 看 去 觉得 散漫 。 

三 、 前 面 可以 捕 一 作者 像 , 此 像 我 有 , 可 以 借 照 。 

四 、 译 者 说 是 愿意 自己 校对 , 不 过 我 觉得 这 不 大 妥 , 因为 他 

不 明白 印刷 情形 ， 有 些 意见 是 未 必 能 照办 的 。 所 以 不 如 由 我 校 
对 , 比较 的 便当 。 但 如 
先生 愿意 结识 天 下 各 种 古怪 之 英雄 , 那 我 也 可 以 由 他 自己 出 马 。 

专 此 布 达 , 即 请 
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撰 安 
迅 上 十 二 月 十 二 日 
前 些 时 送 上 的 一 套图 表 ， 看 来 良友 是 不 能 用 的 了 ， 倘 能 检 
出 , 乞 于 便 中 令 人 放 在 书店 , 为 感 。 了 又 及 


821 致 曹 聚 仁 


聚 仁 先生 : 

十 一 日 函 奉 到 。《 集 外 集 》 那 里 出 版 , 我 毫 无 成 见 , 群众 当然 
可 以 ; 版 税 也 不 能 要 , 这 本 子 , 我 自己 是 全 没有 费 过 力 的 。 惟 一 
的 条 件 , 是 形式 最 好 和 《4 热风》 之 类 一 样 。 

这 本 东西 , 印 起 来 大 约 不 至 于 犯 咏 , 但 内 容 不 佳 , 卖 起 来 大 
约 也 不 至 于 出 色 。 

专 此 布 复 , 即 请 
文安 

迅 顿 首 十 二 月 十 三 日 

附 二 纸 , 希 转交 杨 先 生 。 又 及 


822 和 致 杨 卉 云 


问 范 爱 农 (一 九 一 三 年 ) 
把 酒 论 天 下 , 先生 小 酒 人 。 大 图 犹 酷 醒 , 微 醇 合 沉沦 。 幽 谷 
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无 穷 夜 ,新 官 自在 春 。 旧 朋 云 散 尽 , 余 亦 等 轻 尘 。 


堆 云 先生 : 
《 信 》》 序 已 更 得 ,， 今 抄 奉 ， 并 上 有 旧 诗 一 首 。 前 回 说 过 的 《穷人 》 
序 , 找 不 到 了 , 倘 将 别人 的 译作 的 序 跨 都 抄 进去 , 似乎 太 麻烦 , 而 
且 我 本 也 不 善于 作 序 , 还 是 拉倒 罢 。 此 请 
旅 安 
迅 顿 首 十 二 月 十 三 日 
前 次 寄 上 旧 诗 数 首 , 不 知已 收 到 否 ? 


823 致 杨 卉 去 


替 云 先生 ， 

十 三 日 函 收 到 。 来 函 所 开 各 篇 , 我 并 无 异议 。 那么 , 还 记得 
了 两 篇 : 

一 .《 爱 罗 先 珂 童话 集 》 序 (商务 版 ) 

二 .《 红 笑 》 践 (《 红 笑 ? 是 商务 版 , 梅 川 译 , 但 我 的 文章 , 也 许 
曾 登 4 语 丝 》。) 

各 种 讲演 , 除 《 老 调子 已 经 唱 完 》 之 外 , 我 想 , 还 是 都 不 登 喘 ， 
因为 有 许多 实在 记得 太 不 行 了 ， 有 时 候 简直 我 并 没有 说 或 是 相 
反 的 , 改 起 来 非 重 写 一 遍 不 可 ,当时 就 因为 没有 这 勇气 ， 只 好 放 
下 , 现在 更 没有 这 勇气 了 。 

《监狱 , 火 ……》 是 今年 做 的 , 还 不 能 算 集 外 文 。 

关于 检查 的 事 , 先生 的 话 是 不 错 的 , 不 过 我 有 时 也 为 出 版 者 
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打算 , 即 如 《4 南 腔 北 调 》, 也 自己 抽 去 了 三 篇 , 然 结 果 也 还 是 似 禁 
非 禁 。 这 回 曹 先生 来 信 , 谓 群 众 公司 想 出 版 , 我 回信 说 我 是 无 所 
不 可 的 。 现 在 怎么 办 好 呢 , 我 是 毫 无 成 见 , 请 你 们 二 位 商量 一 下 
就 好 。 

那 抽 下 的 三 篇 和 く 《 逃 本 > 原稿 , 今 都 寄 上 , 以 备 参 考 , 用 后 仍 

乾 雍 禁书 , 现在 每 部 数 十 元 , 但 偶然 入手 , 看 起 来 , 却 并 没有 
什么 ， 可 笑 甚 侨 。 现 正在 看 《 闲 渔 闲 闲 录 % 是 作者 因此 杀 头 的 ， 
内 容 却 恭順 者 居 多 , 大 约 那 时 的 事情 , 也 如 现在 一 样 , 因 于 私 做 


为 多 也 。 
专 此 布 复 , 即 请 
迅 顿 首 十 二 月 十 四 日 
824 致 何 白 涛 
白 涛 先生 : 


十 三 月 八 日 信 已 收 到 。 这 几 月 来 , 因为 琐事 多 , 又 生 了 一 个 
月 病 , 一 面 又 得 支持 生活 , 而 生活 因此 又 更 加 杂乱 , 所 以 两 月 前 
的 信 , 就 忘 了 答复 了 , 但 信和 是 收 到 的 , 因为 我 还 依稀 的 记得 先生 
已 不 在 广州 。 

这 回 的 两 张 木刻 ,《 收 获 》 较 好 , 我 看 还 是 绍 介 到 《4 文 学》 去 
罢 , 《太白 》 的 读者 , 丸 怕 是 比较 的 不 大 留心 艺术 的 《相逢 》 的 设 
要 和 表現 法 概 有 趣 , 但 可 异 其 中 最 紧要 的 两 匹 主 角 , 并 不 出 色 。 
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先生 的 作品 ， 我 希望 再 寄 一 份 来 ， 最 好 是 用 白色 的 中 国 
纸 印 。 

关于 《4 引 玉 和 集 》 的 账目 等 事 , 请 直接 与 内 山 书店 交涉 , 书 款 也 
可 直接 寄 给 他 们 ， 只 要 说 明 系 《 引 玉 集 》 款 就 好 ， 他 们 有 人 懂得 
汉文 的 。 因 为 这 些 卖 书 的 事情 ， 全 在 归 书 店 办 理 。《 引 玉 集 >》 已 
卖 得 只 剩 了 两 本 ， 但 我 想 去 添 印 二 百 本 ， 这 书 大 约 暂时 还 有 人 
要 的 。 

此 复 , 即 頒 
时 绥 

迅 上 十 二 月 十 五 日 


825 致 杨 和 者 云 


适 云 先生 : 

十 四 十 五 两 函 , 需 同时 收 到 。 在 北平 共 讲 五 次 , 手头 存 有 记 
录 者 只 有 二 篇 , 都 记得 很 不 确 , 不能 用 , 今 姑 寄 上 一 阅 。 还 有 两 
回 是 上 车 之 前 讲 的 , 一 为 《文艺 与 武力 》 其 一 ， 则 连 题目 也 忘记 
了 。 其 时 官员 已 深 恶 我 , 所 以 也 许 报 上 不 再 登载 讲演 大 略 。 

帮 有 闲 文学 实在 是 一 种 紧要 的 研究 , 那 时 烦 忙 , 原 想 回 上 海 后 
再 记 一 遍 的 , 不 料 回 沪 后 也 一 直 没 有 做 , 现在 是 情 随 事 迁 , 做 的 
意思 都 不 起 来 了 ， 所 以 那 《五 讲 三 吐 集 》 也 许 将 永远 不 过 一 个 
名 目 。 

来 函 所 说 的 印 法 , 纸张 , 我 都 同意 ; 稿子 似乎 只 要 新 加 的 给 
我 看 一 看 就 好 , 前 回 已 经 看 过 的 一 部 分 , 可 以 不 必 寄 我 了 。 如 有 
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版 税 , 给 我 一 半 , 我 也 同意 , 大 约 我 如 不 取 其 半 ， 先生 也 一 定 不 
肯 干 休 的 。 至 于 我 因此 费力 , 却 并 无 其 事 , 不 必用 心 的 事情 , 比 
较 的 不 会 令 人 疲劳 。 但 近来 却 又 休息 了 几 天 ， 那 是 因为 在 一 天 
里 写 了 四 五 千 字 , 自己 真 也 觉得 精神 体力 , 大 不 如 前 了 , 很 想到 
乡下 去 , 连 报章 都 不 看 , 玩 它 一 年 半 载 , 然而 新 近 已 有 国民 服役 
条例 , 倘 提 我 去 修 公路 , 那 就 未 免 比 作文 更 费力 了 , 这 真 叫 作 踢 
天 踏 地 。 

前 信 提 出 了 一 篇 爱 罗 先 珂 童话 集 ? 序 , 后 来 一 想 , 是 不 应 当 
收 的 , 因为 那 童话 也 几乎 全 是 我 的 翻译 。 

东北 文风 , 确 在 非常 蔡 顺 而 且 献 媚 , 听 说 报 上 论文 , 十 之 九 
是 以 “王道 政治 ” 作 结 的 。 又 曾 见 官厅 给 编辑 的 通知 , 谓 凡 有 挑 
剔 贫 富 , 说 述 斗 争 的 文章 , 皆 与 “王道 "不合, 此 后 无 须 送 检 云 云 ， 
不 过 官 气 倒 不 及 我 们 这 里 的 霸道 政治 之 十 足 。 但 有 一 件 事 ， 好 
象 我 们 这 里 的 智 识 者 们 确 是 明白 起 来 了 , 这 是 可 以 乐观 的 。 对 于 
什么 言论 自由 的 通电 ， 不 是 除 胡 适 之 外 ， 没 有 人 来 附和 或 补充 
么 ? 这 真 真 好 极 妙 极 。 

专 此 布 复 , 顺 颂 
旅 安 

迅 顿 首 十 二 月 十 六 日 


826 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 東 者, 海 婴 要 写 信 给 母亲 , 由 广 平 写 出 , 今 寄 
上 。 话 是 他 嘴 里 讲 的 ， 夹 着 一 点 上 海 话 ， 已 由 男 在 字 旁 译 
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注 , 可 以 懂 了 。 他 现在 胖 得 圆 圆 的 , 比 先前 听话 , 这 几 天 最 
得意 的 有三 件 事 , 一, 是 亦 能 陪客 (其 实 是 来 捣乱 ), 二 是 自 
来 水 龙头 要 修 的 时 候 , 他 认识 工人 的 住处 , 能 去 叫 来 , 三 是 
刻 了 一 块 印章 。 在 信 后 面 说 的 就 是 。 但 字 却 不 大 愿意 认 ， 
说 是 每 天 认 字 , 也 不 确 的 。 母 亲 寄 给 我 们 的 照相 , 现 已 配 好 
镜框 , 挂 在 房 中 , 和 三 年 前 见面 的 时 候 , 并 不 两 样 , 而 且 样 子 
很 自然 , 要 算 照 得 最 好 的 了 。 男 病 已 愈 ， 胃 口 亦 渐 开 ; 广 平 
亦 好 ,请 勿 念 为 要 。 专 此 布 达 , 恭 请 
金 安 
田村 叩 上 广 平 海 婴 随 吨 十 二 月 十 六 日 


OOD7 = た 大 到 四 Lr 


六 先生 : 

本 月 十 九 日 (星期 三 ) 下 午 六 时 ,我 们 请 
你 们 俩 到 梁 园 瑰 菜 馆 吃 饭 , 另外 还 有 几 个 朋友 ,都 可 以 随便 谈天 
的 。 梁 园地 址 ， 是 广西 路 三 三 二 号 。 广 西 路 是 二 马路 与 三 马路 
之 间 的 一 条 横 街 , 若 从 二 马路 弯 进 去 , 比较 的 近 。 

专 此 布 达 , 并 请 
価 安 

让 同 具 十 二 月 十 七 日 
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828 和 致 杨 输 云 


零 云 先生 ， 

十 七 日 信 收 到 。 那 两 篇 讲演 ,我 决 计 不 要 它 , 因为 离 实际 太 
远 。 大 约 记者 不 甚 懂 我 的 话 , 而 且 意 见 也 不 同 , 所 以 我 以 为 要 紧 
的 , 他 却 不 记 , 或 者 当 作 笑话 。《 革 命 文学 ……》 则 有 几 句 简直 和 
我 的 话 相 反 , 更 其 要 不 得 了 。 这 两 个 题目 , 确 是 紧要 , 我 还 想 改 
作 一 遍 。 

《关于 红 的 笑 》 我 手头 有 ， 今 寄 奉 , 似乎 不 必 重 抄 , 只 要 用 印 
本 付 排 就 好 了 , 这 种 口角 文字 , 犯 不 上 为 它 费 工夫 。 但 这 次 重 看 
了 一 遍 , 觉得 这 位 稚 西 先生 , 真 也 太 不 光明 短 落 。 

以 儿 之 类 , 是 不 足 惧 的 , 最 可 怕 的 确 是 口是心非 的 所 谓 “ 战 
友 ” 因为 防不胜防 。 例 如 绍 伯 之 流 , 我 至 今 还 不 明白 他 是 什么 
意思 。 为 了 防 后 方 , 我 就 得 横 站 , 不 能 正 对 敌人 , 而 且 瞻 前 顾 后 ， 
格外 费力 。 身 体 不 好 , 倒是 年 龄 关系 , 和 他 们 不 相干 , 不 过 我 有 
时 人 确 也 愤慨 ,觉得 枉 费 许多 气力 ， 用 在 正经 事 上 ,成绩 可 以 好 
得 多 。 

中 国 乡 村 和 小 城市 , 现在 铠 无 可 去 之 处 , 我 还 是 喜欢 北京 ， 
单 是 那 一 个 图 书馆 ， 就 可 以 给 我 许多 便利 。 但 这 也 只 是 一 个 梦 
想 , 安 分 守 已 如 冯友兰 , 且 要 被 还 ,可 以 推 知 其 它 了 。 所 以 暂时 
大 约 也 不 能 移动 。 

先生 前 信 说 回 家 要 略 迟 ; 我 的 序 拟 于 二 十 四 为 止 寄 出 , 想来 
是 来 得 及 的 罢 。 
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专 此 布 达 , 即 请 
旅 安 
迅 上 十 二 月 十 八 日 


829 致 李 桦 


李 桦 先生 : 

我 所 知道 的 通信 地 址 似乎 太 简略 , 不知 道 此 信 可能 寄 到 。 

今天 得 到 来 信 并 画集 三 本 , 寄 给 我 这 许多 作品 , 真是 非常 感 
谢 。 看 展览 会 目录 , 才 晓 得 广州 曾 有 这 样 的 画展 , 但 我 们 却 并 未 
知道 。 论 理 , 以 中 国之 大 , 是 该 有 一 种 (至 少 ) 正 正堂 堂 的 美术 杂 
志 , 一 面 绍 介 外 国 作品 , 一面, 绍 介 国内 艺术 的 发 展 的 , 但 我 们 没 
有 , 以 美术 为 名 的 期 刊 , 大 抵 所 载 的 都 是 低级 趣味 之 物 , 这 真是 
无 从 说 起 。 

铜 刻 和 石刻 , 工具 极 关 紧 要 , 在 中 国 不 能 得 , 成 果 不 能 如 意 ， 
是 无 足 怪 的 。 社 会 上 一 般 , 还 不 知道 Etching 和 Lithography 之 
名 , 至 于 Monotype, 则 恐怕 先前 未 曾 有 人 提起 过 。 但 先生 的 木 
刻 的 成 绩 , 我 以 为 极 好 ;最 好 的 要 推 《 春 郊 小 景 >, 足够 与 日 本 现 
代 有 名 的 木刻 家 争先 ;《 即 景 > 是 用 德国 风 的 试验 , 也 有 佳作 ， 如 
《蝗灾 》,《 失 业者 》， 《手工 业者》;《 木 刻 集 》 中 好 几 幅 又 是 新 路 的 
探 检 , 我 觉得 《父子 》，《 北 国 风景 >, 《休息 的 工人 为 《小 鸟 的 运 
命 》, 都 是 很 好 的 。 不 知道 可 否 由 我 寄 几 幅 到 杂志 社 去 , 要 他 们 
登载 ?自然 , 一 经 复制 , 好 处 是 失掉 不 少 的 , 不 过 总 比 没有 好 ; 而 
且 我 相信 自己 决 不 至 于 绍 介 到 油 滑 无 聊 的 刊物 去 。 
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北京 和 天 津 的 木刻 情形 , 我 不 明白 ,偶然 看 见 几 幅 ,， 都 颇 幼 
稚 , 好 象 连 素描 的 基础 工夫 也 没有 练习 似 的 。 上 海 也 差不多 , 而 
且 没 有 团体 (也 很 难 有 团体 ), 散漫 得 很 , 往往 刻 了 一 通 , 不 久 就 
不 知道 那里 去 了 。 我 所 知道 的 木刻 家 中 , 有 罗 清 桢 君 , 还 是 欧 苞 
不 倦 ,他 是 汕头 松口 中 学 的 教员 (也 许 就 是 汕头 人 ,不 知道 加 入 
了 没有 ? 

木刻 确 已 得 到 客观 的 支持 , 但 这 时 候 , 就 要 严防 它 的 置 落 和 
衰退 , 尤其 是 蛙 虫 , 它 能 使 木刻 的 趣味 降低 ， 如 新 剧 之 变 为 开 玩 
笑 的 “文明 戏 ? 一 样 。 我 深 希 望 先 生 们 的 团体 ， 成 为 支柱 和 发 展 
版 画 之 中 心 。 至 于 我 , 创作 是 不 会 的 , 但 绍 介 翻 印 之 类 ,只 要 能 
力 所 及 ,也 还 要 干 下 去 。 

专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 十 二 月 十 八 夜 


830 致 金 入野 


冊 野 先生 : 

十 三 日 信 并 邮票 一 元 六 角 五 分 ， 已 收 到 。 (并 专刊 ， 亦 到 。) 
《 引 玉 集 》? 又 寄 一 本 , 大 约 是 书店 粗心 , 没有 细 看 来 信 的 缘故 , 现 
已 和 他 们 说 清楚 了 。《 木 刻 纪 程 > 我 自己 还 有 ,日 内 当 寄 奉 一 本 ， 
不 必 付 钱 ;《 张 芒 木 刻 集 》, 《无 名 社 之 木刻 集 》 他 们 都 曾 给 我 , 我 
可 以 转赠 ; 至 于 别 的 那些 , 则 怕 难 以 到 手 , 但 便 中 当 托 朋友 去 问 
一 问 , 因为 我 自己 是 很 生 蓝 于 上 海 的 书局 的 。 但 我 得 警告 先生 
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要 技艺 进步 ， 看 本 国人 的 作品 是 不 行 的 ， 因 为 他 们 自己 还 很 有 
缺点 ; 必须 看 外 国名 家 之 作 。 

良友 公司 出 有 麦 绥 莱 勤 木 刻 四 种 , 不知 见 过 没有 ?但 只 可 以 
看 看 , 学 不 得 的 。 

擅长 木刻 的 , 广东 较 多 , 我 以 为 最 好 的 是 李 桦 和 罗 清 桢 ; 张 
慧 颇 倾向 唯美 ， 我 防 其 会 入 瑞 废 一 流 。 刘 凯 〈 他 好 象 是 河南 人 ) 
近来 粗制滥造 , 没有 进步 ;新 波 作 则 不 多 见 。 至 于 全 展会 要 我 代 
询 他 们 ,我 实 无 从 间 起 , 因为 这 里 弄 木 刻 的 人 , 没有 连 络 , 要 找 的 
时 候 是 找 不 到 的 。 

先生 寄 给 我 的 四 幅 , 我 不 会 说 谎 , 据 实 说 , 只 能 算 一 种 练习 。 
其 实 , 木刻 的 根 要 也 仍 是 素描 , 所 以 倘若 线条 和 明暗 没有 十 分 把 
握 , 木刻 也 刻 不 好 。 这 四 幅 中 , 形象 的 印象 , 颇 为 模 胡 , 就 因为 这 
缘故 。 我 看 有 时 候 是 刻 者 有 意 的 衙 避 烦 难 的 , 最 显著 的 是 Gorky 
的 眼睛 。( 他 的 显得 眼睛 小 , 是 因为 眉 楼 高 。) 专 此 布 复 , 即 颁 
时 绥 

迅 上 十 二 月 十 八 夜 


831 和 致 杨 霓 云 
界 云 先生 : 


十 八 日 信 并 稿 , 今 晨 收 到 ; 项 已 看 过 , 先行 另 封 挂号 寄 还 。 序 
文 在 这 几 天 就 可 写 出 , 写 后 即 寄 。 
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作为 附录 了 。 : 
诗 虽 无 年 月 , 但 自己 约略 还 记得 一 点 先后 ， 现 在 略 加 改动 ， 
希 照 此 次 序 排列 为 荷 。 
此 复 , 即 颁 
迅 顿 首 "十 二 月 十 九 午后 
再 :《 准 风月 谈 》 已 出 版 , 上午 托 书店 寄 上 , 想 已 收 到 。 又 及 


832 致 杨 者 云 


者 云 先生 : 

昨 得 来 信 后 , 匆匆 奉 复 , 忘 了 一 事 未 答 , 即 悼 柔 石 诗 , 我 以 为 
不 必 收 入 了 , 因为 这 篇 文章 已 在 《4 南 腔 北 调集 》 中 , 不 能 再 算 “ 集 
外 ”,《 问 范 爱 农 》 诗 虽 曾 在 4 朝 花 夕 拾 > 中 说 过 ,但 非 全 篇 , 故 当 又 
作 别 论 。 

来 信 于 我 的 诗 , 奖 誉 太 过 。 其 实 我 于 旧 诗 素 未 研究 , 胡说 八 
道 而 已 。 我 以 为 一 切 好 诗 , 到 唐 已 被 做 完 , 此 后 倘 非 能 翻 出 如 来 
掌心 之 “ 齐 天 太 圣 ”, 大 可 不 必 动 手 , 然而 言行 不 能 一 致 ， 有 时 也 
首 擬 名 , 自省 殊 亦 可 笑 。 玉 赂 生 清 词 丽 句 , 何 逆 比肩 , 而 用 典 太 
多 , 则 为 我 所 不 满 , 林 公 庚 白 之 论 , 亦 非 知 言 ; 惟 《晨报 》 上 之 一 切 
讨 嘲 , 则 正 与 彼 辈 伎俩 相合 耳 。 

此 布 , 即 请 
旅 安 

迅 上 c+ 二 月 ] 二 十 日 
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833 致 萧 军 萧红 


为 先生 ， 

代表 海 婴 , 谢谢 你 们 送 的 小 木 棒 , 这 我 也 是 第 一 次 看 见 。 但 
他 对 于 我 ， 确 是 一 个 小 棒 喝 团员 。 他 去 年 还 问 : “和 爸爸 可 以 吃 
么 ?? 我 的 答复 是 :“ 吃 也 可 以 吃 , 不 过 还 是 不 吃 罢 。” 今 年 就 不 再 
问 , 大 约 决定 不 吃 了 。 

田 的 直接 通信 处 , 我 不 知道 。 但 如 外 面 的 信封 上 , 写 “本 井 
河南 路 三 O 三 号 .中 华 日 报馆 《 戏 > 周刊 编辑 部 收 ”, 里 面 再 用 一 
个 信封 , 写 “ 陈 瑜 先 生 启 ”, 他 该 可 以 收 到 的 。 不 过 我 想 , 他 即使 
收 到 , 也 未 必 有 回信 , 剧本 稿子 是 否 还 在 , 也 是 一 个 问题 。 试 写 
一 信 , 去 问 问 他 也 可 以 ,但 恶 怕 百 分 之 九 十 九 是 没有 结果 的 。 此 
公 是 有 名 的 模 模 糊糊 。 

小 说 稿 我 当 看 一 看 , 看 后 再 答复 。 吟 太太 的 稿子 ,生活 书店 
愿意 出 版 , 送 给 官僚 检查 去 了 , 倘 通过 , 就 可 发 排 。 


专 此 布 达 , 并 颂 
価 安 迅 上 十 二 月 二 十 日 
834 致 杨 卉 云 
発 云 先生 : 


二 十 一 二 两 信 , 质 同 时 收 到 。 作 诗 的 年 代 , 大 约 还 约略 记得 ， 
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所 以 添上 年 份 ， 并 号 数 ， 寄 还 ， 其 中 也 许 有 些 错误 ， 但 也 无 关 
紧要 。 

别 一 篇 《帮忙 文学 ……》， 并 不 如 记者 所 自 言 之 可 靠 ， 到 后 
半 , 简直 连 我 自己 也 不 履 了 , 因此 删 去 , 只 留 较 好 的 上 半 篇 , 可 以 
收入 集 里 ,有 这 一 点 ,已 足 说 明 题目 了 。 

先生 的 序 , 我 看 是 好 的 , 我 改 了 一 个 错字 。 但 结 末 处 似乎 太 
激烈 些 , 最 好 是 改 得 隐藏 一 点 ， 因 为 我 觉得 以 文字 结怨 于 小 人 ， 
是 不 值得 的 。 至 于 我 , 其 实力 是 箭在弦上 ,不 得 不 发 。 不 知 先 
生 以 为 何如 ? 

专 此 布 复 , 即 请 
旅 安 

迅 上 十 二 月 二 十 三 日 


835 和 致 王 志 之 


思 远 兄 : 

十 一 日 信 今 天 才 到 , 殊 奇 。《 文 史 》 及 小 说 却 早 到 ,小 说 我 只 
能 放 在 通信 的 书店 里 寄售 , 因为 我 和 别 店 并 无 往来 , 即使 拿 去 托 
售 , 他 们 收 下 了 , 我 也 无 此 本 领 向 他 们 收回 书 款 , 我 自己 印 的 书 
就 从 未 有 不 折 本 的 。 

我 和 文学 社 并 无 深交 , 不 过 一 年 中 或 投 一 两 回 稿 , 偶然 通信 
的 也 只 有 一 个 人 。 所 嘱 退 还 稿子 的 事 , 当 去 问 一 问 , 但 他 们 听 不 
听 也 难说 。 

少 帖 邮票 , 真 对 不 起 转 信 的 人 , 近年 来 精神 差 了 , 而 一 发 信 
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就 是 五 六 封 ,所 以 时 时 有 误 。 
因为 发 信 多 , 所 以 也 因此 时 时 弄 出 麻烦 , 这 几 天 , 因 一 个 有 
着 我 的 信 的 人 巷 了 事 , 我 又 多 天 只 好 坐 在 家 里 了 。 
此 复 , 即 頒 
时 绥 
殉 上 十 二 月 二 十 三 夜 


836 致 赵 家 和 壁 


家 壁 先生 : 

惠 函 并 图 表 ， 质 俱 收 到 。《 尼 采 自 传 》， 良友 公司 可 以 接收 ， 
好 极 。 但 我 看 最 好 是 能 够 给 他 独立 出 版 ， 因 为 此 公 似 乎 颇 有 点 
尼采 气 , 不 喜欢 混入 任何 “从 ”中 , 销路 多 少 , 倒 在 所 不 问 。 但 如 
良友 公司 一 定 要 归 入 从 书 , 则 我 当 于 见面 时 与 之 商 洽 , 不 过 回信 
迟早 不 定 。 

4 新 文学 大 系 》 的 条 件 , 大 体 并 无 异议 , 惟 久 病 新 愈 , 医生 禁 
止 劳 作 , 开 年 忽然 连日 看 起 作品 来 , 能 否 持 久 也 很 难 定 ; 又 序 文 
能 否 做 至 二 万 字 , 也 难 预 知 , 因为 我 不 会 做 长 文章 , 意思 完了 而 
将 文字 拉 长 , 更 是 无 聊 之 至 。 所 以 倘 使 交 稿 期 在 不 得 已 时 , 可 以 
延长 ， 而 序 文 不 限 字数 ， 可 以 照 字 计 算 稿费 ,那么 ,我 是 可 以 接 
受 的 。 

专 复 , 即 请 

迅 上 十 二 月 廿 五 日 





837 致 何 白 涛 


白 涛 先生 : 

前 回收 到 一 函 并 木刻 两 幅 , 记得 即 复 一 信 , 现在 想 已 收 到 了 
罢 。 今 天 又 得 十 六 日 函 并 木刻 , 备 悉 一 切 。 我 看 《暴风 两 》 是 稳 
当 的 ;《 田 间 十 月 》 别 的 都 好 , 只 是 那 主 要 的 打 稻 人 太 近 于 静止 状 
态 , 且 有 些 图 案 化 (虽然 西洋 古代 木版 中 , 往往 有 这 画 法 ), 却 令 
人 觉得 美中不足 。 我 希望 以 后 能 寄 给 我 每 种 两 张 ， 最 好 是 用 白 
纸 印 。 

近来 因为 生病 , 又 为 生活 计 , 须 译 著 卖 钱 , 许多 事情 都 顾 不 
转 了 。 北 平 要 开 全 国 木 刻 展览 会 , 我 已 寄 了 你 的 几 张 木刻 去 , 但 


不 多 。 
此 复 , 即 伏 
时 绥 
迅 上 十 二 月 二 十 五 日 
838 致 赵 家 壁 
家 壁 先生 ， 


早上 寄 奉 一 函 ， 想 已 达 览 。 我 曾 为 《文学 ?明年 第 一 号 作 随 
笔 一 篇 , 釣 六 千 字 , 所 讲 是 明 末 故事 , 引 些 古书 , 其 中 感慨 之 词 ， 
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自 不 能 免 。 今 晚 才 知道 被 检查 宝 删 去 四 分 之 三 ， 只 存 开 首 一 千 
余 宇 。 由 此 看 来 , 我 即使 讲 盘古 开天辟地 神话 , 也 必 不 能 满 他 们 
之 意 , 而 我 也 确 不 能 作 使 他 们 满意 的 文章 。 

我 因此 想到 《4 新 中 国文 学 大 系 》。 当 送 检 所 选 小 说 时 ， 因 为 
不 知 何人 所 选 , 大 约 是 决 无 问题 的 , 但 在 送 序 论 去 时 , 便 可 发 生 
问题 。 五 四 时 代 比 明 末 近 , 我 又 不 能 做 四 平 八 稳 , “今天 天 气 , 哈 
哈哈 ”到 一 万 多 字 的 文章 , 而 且 真 也 和 和 群 官 的 意见 不 能 相同 , 那 
时 想来 就 必要 发 生 纠葛 。 我 是 不 善于 照 他们 的 意见 , 改正 文章 ， 
或 另 作 一 篇 的 , 这 时 如 另 请 他 人 , 则 小 说 系 我 所 选 , 别人 的 意见 ， 
决 不 相同 ,一定 要 和 弄 得 无 可 措 手 。 非 书店 白 折 费用 , 即 我 白费 工 
夫 , 两 者 之 一 中 , 必 伤 其 一 。 所 以 我 决 计 不 干 这 事 了 , 索性 开 初 
就 由 一 个 不 被 他 们 所 懂 恶 者 出 手 ， 实 在 稳妥 得 多 。 检 查 官 们 虽 
宣言 不 论 作 者 , 只 看 内 容 , 但 这 种 心口 如 一 的 君子 , 恐 不 常 有 , 即 
有 , 亦 必 不 在 检查 官 之 中 , 他 们 要 开 一 点 玩笑 是 极 容易 的 , 我 不 
想来 中 他 们 的 诡计 ,我 仍然 要 用 硬 功 对 付 他 们 。 

这 并 非 我 三 翻 四 履 , 看 实情 实在 也 并 不 是 杞 忧 , 这 是 要 请 你 
谅 察 的 。 我 还 想 , 还 有 几 个 编辑 者 , 忍 怕 那 序 文 的 通过 也 在 可 虐 
之 列 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 上 十 二 月 廿 五 夜 
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839 致 黎 烈 文 


烈 文 先生 ， 

惠 函 收 到 。《 准 风月 谈 》 已 回来 ， 昨 即 换 外 套 一 件 ， 仍 复 送 
出 , 但 仍 挂号 , 现 想 已 收 到 矣 。 此 书 在 分 寄 外 埠 后 , 始 在 内 山 发 
售 ， 未 贴 广告 ， 而 已 售 去 三 十 余 本 ， 则 风月 谈 之 为 人 所 乐 闻 也 
可 知 。 

4 译文 > 比较 的 少 论文 ， 第 六 期 上 ， 请 先生 译 爱 伦 堡 之 作 一 
篇 , 可否 ? 纪 德 左 转 ,已 为 文官 所 闻 , 所 以 论 纪 德 或 丽 不 妥 , 最 好 
是 如 《 论 超 现实 主义 》 之 类 。 

专 此 布 达 , 即 请 
冬 安 

迅 ” 顿 首 十 二 月 二 十 六 夜 


840 致 萧 盏 、 萧 红 


廿 四 日 信 收 到 ,二 十 日 信也 收 到 的 。 我 没有 生病 , 只 因为 这 
几 天 忙 一 点 ,所 以 没有 就 写 回 信 。 

周 女 士 她 们 所 弄 的 戏剧 组 , 我 并 不 知道 底细 , 但 我 看 是 没 什 
么 的 ,不 打 紧 。 不 过 此 后 所 遇 的 人 们 多 起 来 , 彼此 都 难以 明白 真 
相 , 说 话 不 如 小 心 些 , 最 好 是 多 听 人 们 说 , 自己 少 说 话 , 要 说 , 就 
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多 说 些 闲 谈 。 

《 准 风月 谈 》 尚 未 公开 发 卖 ， 也 不 再 公开 ， 但 他 必要 成 为 禁 
书 。 所 谓 上 海 的 文学 家 们 ， 也 很 有 些 可 怕 的 ， 他 们 会 因 一 点 小 
利 , 要 别人 的 性 命 。 但 自然 是 无 聊 的 , 并 不 可 怕 的 居多 , 但 却 讨 
上 厌 得 很 , 恰 如 午 子 跳蚤 一 样 , 常常 会 暗中 咬 你 几 个 疙 将 ,虽然 不 
算 大 事 , 你 总 得 摄 一 下 了 。 这 种 人 物 ,还 是 不 和 他 们 认识 好 。 我 
最 讨厌 江南 才子 , 扭 扭捏 捍 , 没 有 人 气 , 不 象 人 样 , 现在 虽然 大 抵 
改 穿 洋 服 了 , 内容 也 并 不 两 样 。 其 实 上 海 本 地 人 倒 并 不 坏 的 , 只 
是 各 处 坏 种 , 多 跑 到 上 海 来 作恶 ,所 以 上 海 使 成 为 下 流 之 地 了 。 

《母亲 》 久 被 禁止 , 这 一 部 是 托 书 坊 里 的 伙计 寻 来 的 , 不 知道 
他 是 怎么 一 个 线索 。 日 前 做 了 一 篇 随笔 到 文学 社 去 卖 钱 ， 七 千 
字 , 检查 官 给 我 删 掉 了 四 分 之 三 ,只 剩 一 个 脑袋 , 不 值钱 了 。 吟 
太太 的 小 说 ,我 想 不 至 于 此 , 如 果 删 掉 几 段 , 那么 , 就 任 它 删 掉 几 
段 , 第 一 步 是 只 要 印 出 来 。 

这 几 天 真有 点 闷气 。 检 查 官吏 们 公开 的 说 , 他 们 只 看 内 容 ， 
不 问 作者 是 谁 ， 即 不 和 个 人 为 难 的 意思 。 有 些 出 版 家 知道 了 这 
话 , 以 为 “公平 ?真是 出 现 了 , 就 要 我 用 旧名 子 做 文章 , 推 也 推 不 
掉 。 其 实 他 们 是 阴谋 , 遇见 我 的 文章 , 就 删 前 一 通 , 使 你 不 成 样 
子 , 印 出 去 时 , 读者 不 知 底细 , 以 为 我 发 了 园 了 。 如 果 只 是 些 无 
关 痛 痒 的 话 , 那 是 通 得 过 的 , 不 过 , 这 有 什么 意思 呢 ? 

今年 不 再 写 信 了 , 等 着 搬 后 的 新 地 址 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
価 安 

了 上 十 二 月 二 十 六 夜 
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841 致 许 寿 党 


季 市 兄 : 

医药 费 帐 已 送 来 。 世 更 兄 共 七 元 五 角 ， 此 款 可 于 便 中 交 紫 
佩 , 因 弟 在 托 其 装修 旧书 也 , 并 请 嘱 其 倘 有 余 款 ， 不 必 送 往 寅 中 ， 
应 暂 存 其 处 , 为 他 日 续 修 破 书 之 用 。 陶 小 姐 为 十 六 元 , 帐 单 乞 转 
寄 , 送 款 不 必 急 急 , 因 弟 并 无 急需 也 。 

弟 前 患 病 , 现 已 复原 ; 妇 陆 亦 安 , 可 抒 锦 注 耳 。 

匆 此 布 达 , 即 请 
文安 

弟 飞 ” 顿 首 十 二 月 二 十 六 夜 


842 致 郑振铎 


西 诺 先生 : 

甘 四 信 顺 收 到 。《 博 古 页 子 》 能 全 用 黄 罗 纹 纸 , 好 极 , 因 毛 边 
脆弱 , 总 令 人 耿耿 于 心 也 。 但 北平 工 价 之 廉 , 真 出 人 意外 。 

《十 竹 签 谱 》 牌 子 等 男 拟 一 纸 呈 上 , 乞 酌 奔 。 生 活 的 广告 ， 
未 见 。《 北 平 签 谱 》 在 店 头 只 内 山 有 五 六 部 ,已 涨 价 为 廿 五 元 , 昨 
见 生 活 代 人 以 三 十 元 天 去 ， 吾 国 多 疑 之 君子 ， 早 不 瑰 约 ， 可 叹 。 
鉴于 前 车 , 以 后 殉 约 或 可 较为 踊跃 钦 ? 

质 见 明 遗 民 《 若 裔 集 》( 茧 孙 贻 ), 也 提起 老 莲 《 水 浒 图 然则 
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此 书 在 清 初 颇 通 行 , 今 竞 无 一 本 ,不知 何 也 。 
匆 复 , 即 请 
著 安 


迅 顿 首 士 二 月 廿 七 晶 





2 
O 翻 月 
O 印 外 十 上 
者 〇 通 生生 礎 
i 编 从 
北 二 六 版 第 
大 党 
栄 先 ee > 可 从 
宝 刊 谱 
畜 工 藏 

843 致 孟 十 还 


十 还 先生 : 

惠 函 收 到 。《 译 文 》 稿 费 , 毎月 有一 定 , 而 每 期 页 数 , 有 多 有 
少 , 所 以 虽然 案 页 计算 , 而 每 月 不 同 ( 页 数 少 的 时 候 稿费 较 多 , 多 
则 反 是 ), 并 且 生出 小 数 , 弄 得 零 零碎 碎 了 。 

《五 月 夜 昨 天 曾 面 询 黄 先生 , 他 还 不 能 决定 , 因为 须 看 别人 
来 稿 , 长 短 如何 。 但 我 看 未 必 这 次 来 稿 , 恰巧 都 是 短 的 居多 , 而 
《译文 》 目 录 ， 至 少 总 得 有 十 种 左右 ， 所 以 十 之 九 是 要 分 成 两 
期 的 。 
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专 复 ,并 令 
时 绥 
迅 上 十 二 月 甘 七 夜 


844 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

”二 十 五 日 信 今 天 收 到 。 我 们 都 好 的 。 我 已 经 几乎 复元 ， 写 
几 千 字 , 也 并 不 觉得 劳 倦 ; 不 过 太 忙 一 点 , 要 作 点 杂文 帮 帮 朋友 
的 忙 , 但 检查 时 常 被 删 掉 ; 近 几 月 又 要 帮 《4 译 文 》 而 且 每 天 至 少 
得 写 四 五 封 信 , 真是 连 看 书 的 工夫 也 没有 了 。 

《译文 > 开 初 的 三 期 , 全 由 我 们 三 个 人 (我 . 雁 、 黎 ) 包 办 的 , 译 
时 也 颇 用 心 , 一 星期 前 才 和 书店 议定 稿费 , 每 页 约 一 元 二 角 , 但 
一 有 稿费 , 投稿 就 多 起 来 , 不 登 即 被 骂 为 不 公 ; 要 登 , 则 须 各 取 原 
文 校对 , 好 的 尚 可 , 不 好 , 则 校对 工夫 白化 , 我 们 几 个 人 全 变 了 校 
対人 , 自己 倒 不 能 译 东 西 了 。 这 种 情形 , 是 难以 持久 的 , 所 以 总 
得 改变 办 法 , 可 惜 现 在 还 想 不 出 好 法 子 。 

兄 投 给 《文学 》 的 稿子 , 是 在 的 ， 上司 对 《文学 > 似乎 特别 凶 ， 
所 以 他 们 足 中 着。 这 回 《译文 >》 上 想 要 用 一 篇 试 试看 。 至 于 书 ， 
兄 尽 可 编 起 来 ， 将 来 我 到 良友 这 些 地 方 去 问 问 看 。 至 于 说 内 容 
稳当 , 那 在 中 国 是 不 能 说 这 道理 的 , 他 们 并 不 管内 容 怎么 样 。 数 
年 前 , 我 曾 将 一 部 稿子 卖 给 书店 , 印 后 不 久 , 即 不 能 发 卖 。 这 回 
送 去 审查 , 删 去 了 四 分 之 三 , 通过 了 。 但 那 审定 了 的 一 本 , 到 杭 
州 去 卖 , 又 都 给 拿 走 了 , 书店 向 他 们 说 明 已 经 中 央 审 定 , 他 们 的 
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答 话 是 :这 是 浙江 特别 禁止 的 。 

木刻 第 一 集 全 卖 完了 , 又 去 印 再 版 二 百 部 , 尚未 印 成 。 二 集 
尚未 计划 , 因为 所 得 只 有 三 个 人 的 作品 , 而 冈 氏 的 又 系 短篇 小 说 
插画 , 零 零 碎 碎 , 所 以 想 再 迟 一 下 。 

日 前 又 寄 上 《文学 报 》 一 东 , 《译文 (四) 及 我 的 小 书 各 一 般 ， 
不 知 收 到 否 ? 兄 只 要 看 我 的 后 记 , 便 知 道上 海 文坛 情形 , 多 么 讨 
厌 ， 虽 然 不 过 是 些 重 虱 之 流 ， 但 给 叮 了 总 得 手 接 ， 这 就 够 费 工 
夫 了 。 


专 此 奉 复 , 即 请 
冬 安 
弟 殉 。” 启 上 十 二 月 二 十 八 晶 
845 致 张 过 
张 慧 先 生 : 


项 收 到 十 八 日 信 并 木 纪 三 幅 ， 甚 感谢 上 月 廿 八 日 的 倍 , 也 
收 到 的 。 先 生 知道 我 并 非 美 术 批评 家 ， 所 以 要 我 一 一 指出 好 坏 
来 ,我 实在 没有 这 本 领 。 闻 广州 新 近 有 一 个 木刻 家 团体 , 大 家 互 
相 切 磋 , 先生 何不 和 他 们 研究 研究 呢 ? 

就 大 体 而 论 ， 中 国 的 木刻 家 ， 大 抵 有 二 个 共通 的 缺点 : 一 ， 
人 物 总 刻 不 好 ， 常 常 错 ; 二 ， 是 避重就轻 ， 如 先生 所 作 的 《 船 
夫 》, 我 就 见 了 类 似 的 作法 好 几 张 , 因为 只 见 人 , 不 见 船 , 构图 比 
较 的 容易 , 而 单 刻 一 点 屋顶 , 屋 宵 ,其 实 是 也 有 这 倾向 的 。 先 生 
先 前 的 作品 上 , 輝 有 顔 度 色 米 , 和 所 作 的 待 一致, 但 送 回 却 没 





时 绥 
迅 上 十 二 月 二 十 八 晶 
846 致 王 志 之 
思 远 兄 ， 


日 前 刚 上 一 函 , 想 已 到 。 质 又 得 二 十 四 信 , 具 悉 一 切 。 小 说 
放 在 一 家 书店 里 , 但 销 去 不 多 , 大 约 上 海 读 者 , 还 是 看 名 字 的 , 作 
者 姓名 陌生 , 他 们 即 不 大 买 了 。 兄 离 上 海 远 , 大 约 不 知道 此 地 书 
店 情形 , 他 们 都 有 壁垒 , 开明 苛 酷 , 我 一 向 不 与 往来 , 北新 別 一 楊 
胡 涂 ,我 给 他 们 信 , 他 们 早已 连 回信 也 不 给 了 ,我 又 扑 居 ,无 可 如 
何 。 介 绍 稿子 , 亦 复 如 此 , 一 样 的 是 渺 无 消息 , 莫名 其 妙 , 我 夹 在 
中 间 , 真是 吃苦 不 少 , 自 去年 以来, 均 已 陆续 疮 开 , 所 以 在 这 一 方 
面 ,我 是 一 筹 莫 展 的 。 

《译文 > 我 担任 投稿 每 期 数 千 字 , 但 别人 的 稿子 , 我 希望 直接 
寄 去 , 因为 我 既 事 烦 , 照顾 不 转 , 而 编辑 好 象 不 大 愿意 间接 绍 介 ， 
所 以 我 所 绍 介 者 ， 一 向 是 碰 钉 子 居多 。 和 获 君 通信 ， 我 希望 从 
缓 , 我 并 无 株连 门生 之 心 , 但 一 通信 而 为 老师 所 知 , 我 即 有 从 中 
作 尝 之 嫌疑 , 而且 又 大 有 人 会 因此 兴风作浪 , 非常 麻烦 。 为 耳根 
清静 计 , 我 一 向 是 极 谨慎 的 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 

多 ”上 十 二 月 廿 八 晶 
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847 和 致 杨 寞 云 


堆 云 先生 

項 得 恵 函 , 知 ”先生 尚未 回 乡 。 致 秉 中 函 可 以 不 必要 , 因此 
种 信 札 , 他 处 恐 尚 有 公开 者 , 实则 我 作 札 甚 多 , 或 直言 , 或 应 酬 ， 
并 不 一 律 , 登 不 胜 登 ,现在 不 如 姑且 都 不 收入 耳 。 诗 可 以 收入 (是 
一 九 三 一 年 作 ), 但 题目 应 作 《4 送 O. EB. 君 携 兰 归 国 》; 又 “ 独 记 ” 应 
改 “ 独 托 ”, 排 印 误 也 。 日 前 又 寻 得 序 文 一 篇 , 今 录 呈 ; 又 旧 诗 一 
首 , 是 一 九 三 三 年 作 , 亦 可 存 。 此 复 , 即 请 
旅 安 迅 顿 首 十 二 月 二 十 九 日 


题 三 义 塔 
三 义 塔 者 , 中 国 上 海 阐 北 三 义 里 遗 雹 
埋 骨 之 塔 也 ,在 日 本 , 农 人 共 建 之 。 
奔 霆 飞 煤 族 人 子 , 败 井 矣 垣 剩 饿 坞 。 偶 值 大 心 离 火 宅 , 终 遗 
高 塔 念 泳 洲 。 精 禽 梦 觉 仍 衔 石 ， 斗 士 诚 坚 共 抗 流 。 度 尽 劫 
波 兄弟 在 , 相逢 一 笑 泥 恩 仇 。 


848 致 刘炜 明 


炜 明 先 生 ， 
十 二 日 的 信 , 旱 收 到 了 ;《 星 洲 日 报 》 也 收 到 了 一 期 , 内 容 也 
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并 不 比 上 海 的 报章 减 色 , 谢谢 。《 二 心 集 》 总 算 找 到 了 一 本 , 是 杭 
州 的 书店 卖 剩 在 那里 的 , 下 午 已 托 书 店 和 我 新 印 的 一 本 短评 ,一 
同 挂号 寄 上 , 但 不 知 能 收 到 否 。 此 种 书籍 , 请 先生 万 不 要 寄 书 款 
来 , 因为 我 从 书店 拿 来 , 以 作者 的 缘故 , 是 并 不 化 钱 的 。 

中 国 的 事情 , 说 起 来 真是 一 言 难 尽 。 从 明年 起 , 我 想 不 再 在 
期 刊 上 投稿 了 。 上 半年 曾 在 4 自由 谈 》( 申 报 》》 上 作文 , 后 来 纺 
辑 换 掉 了 , 便 不 再 投稿 ; 改 寄 《 动 向 》(《 中 华 日 报 力 ， 而 这 副刊 明 
年 一 月 一 日 起 就 停刊 。 大 约 凡是 主张 改革 的 文章 ， 现 在 几乎 不 
能 发 表 , 甚至 于 还 带 累 刊 物 。 所 以 在 日 报 上 ,我 已 经 没有 发 表 的 
地 方 。 至 于 期 刊 ， 我 给 写 稿 的 是 《文学 》、《 太 和 白 》、《 读 书生 活 》、 
《漫画 生活 》 等 , 有 时 用 真名 , 有 时 用 公 汗 , 但 这 些 刊物 , 就 是 常 受 
压迫 的 刊物 , 能 出 到 几 期 , 很 说 不 定 的 。 出 版 的 那 几 本 , 也 大 抵 
被 删 削 得 不 成 样子 。 

今年 设立 的 书 报 检查 处 , 很 有 些 “ 文 学 家 ?在 那里 面 做 官 , 他 
们 虽然 不 会 做 文章 , 却 会 禁 文章 , 真 禁 得 什么 话 也 不 能 说 。 现 在 
我 如果 用 真名 , 那 是 不 要 紧 的 , 他 们 只 将 文章 大 删 一 通 , 删 得 连 
骨 子 也 没有 ;我 新 近 给 明年 的 《4 文学》 写 了 一 篇 随笔 , 约 七 八 千 字 ， 
但 给 他 们 只 删 剩 了 一 千 余 字 , 不 能 用 了 。 而 且 办 事 也 不 一 律 ,就 
如 那 一 本 《拾零 集 》, 是 中 央 删 剩 , 准许 发 卖 的 , 但 运 到 杭州 去 , 却 
仍 被 没收 , 他 们 的 理由 是 : 这 里 特别 禁止 。 

黑暗 之 极 , 无 理 可 说 , 我 自 有 生 以 来 , 第 一 次 遇见 。 但 我 是 
还 要 反抗 的 。 从 明年 起 , 我 想 用 点 功 , 索性 来 做 整 本 的 书 , 压迫 
禁止 , 当然 仍 不 能 免 , 但 总 可 以 不 给 他 们 删 询 了 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 迅 上 十 二 月 三 十 一 夜 
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849 致 李 梓 


李 桦 先生 ， 

去 年 十 二 月 廿 三 四 日 倍 , 項 巳 収 到 。 上 次 的 信 , 我 自信 并 非 
过 誉 , 那 一 本 木刻 ,的 确 很 好 , 但 后 来 的 作风 有 些 改 变 了 。 我 还 
希望 先生 时 时 产生 这 样 的 作品 , 以 这 东方 的 美的 力量 , 侵入 文人 
的 书 帝 去 。 

《现代 版 画 》 一 本 , 去 年 已 收 到 。 选 择 内 容 且 作 别 论 , 纸 的 光 
滑 , 墨 的 多 油 , 就 毁损 作品 的 好 处 不 少 , 创作 木刻 虽 是 版 画 , 仍 须 
作者 自 印 , 佳 处 这 才 全 备 ,一 经 机 器 的 处 理 , 和 原作 会 大 不 同 的 ， 
况且 中 国 的 印刷 术 , 又 这 样 的 不 进步 。 

《现代 版 画 》 托 内 山 书店 代 卖 ,已 经 说 过 ,是 可 以 的 , 此 后 信 
件 ， 只 要 直接 和 他 们 往来 就 好 。 至 于 开展 览 会 事 ， 却 没有 法 子 
想 , 因为 我 自己 连 走动 也 不 容易 , 交际 又 少 , 简直 无 人 可 托 , 官厅 
又 神经 过 敏 , 什么 都 只 知道 堵塞 和 毁灭 , 还 有 自称 “艺术 家 "在 帮 
他 们 的 忙 ,我 除 还 可 以 写 几 封 信之 外 ,什么 也 做 不 来 。 

木刻 运动 , 当然 应 有 一 个 大 组 织 , 但 组 织 一 大 , 猜疑 也 就 来 
了 , 所 以 我 想 , 这 组 织 如果 办 起 来 , 必须 以 毫 无 色 采 的 人 为 中 心 。 
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色 刷 木刻 在 中 国 尚 无 人 试 过 。 至 于 上 海 ， 现 在 已 无 木刻 家 
团体 了 。 开 初 是 在 四 年 前 , 请 一 个 日 本 教师 讲 了 两 星期 木刻 法 ， 
我 做 翻译 , 听讲 的 有 二 十 余人 , 算是 一 个 小 团体 , 后 来 有 的 被 捕 ， 
有 的 回 家 , 散 掉 了 。 此 后 还 有 一 点 , 但 终于 被 压迫 而 进 散 。 实 际 
上 , 在 上 海 的 喜欢 木刻 的 青年 中 , 确 也 是 急 进 的 居多 ， 所 以 在 这 
里 , 说 起 “木刻 ”有 时 即 等 于 “革命 或 “反动 ”立刻 招 人 疑 鼠 。 现 
在 零星 的 个 人 , 还 在 刻 木刻 的 是 有 的 , 不 过 很 难 进步 。 那 原因 ， 
一 则 无 人 切磋 , 二 则 大 抵 苦于 不 懂 外 国文 , 不 能 看 参考 书 , 只 能 
自己 暗中 摸索 。 
专 此 布 复 , 即 颂 
年 補 





迅 上 一 月 四 日 


850 致 萧 军 、 萧红 


六 先生 ， 

二 日 的 信 , 四 日 收 到 了 , 知道 已 经 搬 了 房子 , 好 极 好 极 , 但 搬 
来 搬 去 , 不 出 拉 都 路 , 正如 我 总 在 北 四 川路 针 轿 子 一 样 。 有 大 草 
地 可 看 , 在 上 海 要 算 新 年 幸福 , 我 生 在 乡下 , 住 了 北京 , 看 惯 广大 
的 土地 了 , 初 到 上 海 , 真如 被 装 进 侧 子 笼 一 样 , 两 三 年 才 习 惯 ,新 
年 三 天 , 译 了 六 千 字 童话 , 想 不 用 难 字 , 话 也 比较 的 容易 懂 , 不 料 
竟 比 做 古文 还 难 , 每 天 弄 到 半夜 , 睡 了 还 做 乱 梦 , 那里 还 会 记得 
妈妈 , 跑 到 北平 去 呢 ? 

删改 文章 的 事 , 是 必须 给 它 发 表 开 去 的 , 但 也 犯 不 上 制 成 锌 
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板 。 他 们 的 丑 史 多 得 很 , 他 们 那里 有 一 点 闭 。 怕 羞 , 也 不 去 干 这 
样 的 勾当 了 ,他们 自己 也 并 不 当 人 看 。 

吟 太太 究竟 是 太太 , 观察 没有 咱们 爷们 的 精确 仔细 。 少 说 话 
或 多 说 闲谈 ， 怎 么 会 是 耗子 躲 猫 的 方法 呢 ? 我 就 没有 见 过 狂 束 
天 的 在 国 咪 的 叫 的 ， 除 了 春天 的 或 一 时 期 之 外 。 猫 比 老鼠 还 要 
沉默 。 春 天 又 作 别 论 , 因为 它们 另 有 目的 。 平 日 , 它 总 是 静 静 的 
听 着 声音 , 伺机 搏击 , 这 是 猛兽 的 方法 。 自 然 , 它 决 不 和 耗子 讲 
闲话 的 ,但 耗子 也 不 和 猫 讲 亲 话 。 

你 所 遇见 的 人 ， 是 不 会 说 我 怎样 坏 的 ， 敌 对 或 侮 荐 的 意思 ， 
我 相信 也 没有 。 不 过 “ 太 不 留情 面 "的 批评 是 绝对 的 不 足 为 训 
的 。 如 果 已 经 开始 笔 战 了 ， 为 什么 要 留情 面 ? 留情 面 是 中 国文 
人 最 大 的 毛病 。 他 以 为 自己 笔下 留情 , 将 来 失败 了 , 敌人 也 会 留 
情 面 。 殊 不 知 那 时 他 是 决 不 留情 面 的 。 做 儿 句 不 痛 不 痒 的 文 
章 , 还 是 不 做 好 。 

而 且 现 在 的 批评 家 ， 对 于 “ 轨 ” 字 也 用 得 非常 之 模 胡 。 由 
我 说 起 来 , 倘 说 良家 女子 是 寻 子 , 这 是 “ 骂 ”， 说 寻 子 是 寻 子 , 就 不 
是 骂 。 我 指明 了 有 些 人 的 本 相 ，, 或 赴 嫁 子 , 或 是 叭 儿 , 它们 却 真 
的 是 姨 子 或 叭 儿 , 所 以 也 决 不 是 “ 骂 "。 但 论 者 却 一 概 谓 之 “ 骂 ”， 
岂 不 廊 哉 。 

至 于 检查 官 现在 这 副本 领 , 是 堂 不 足 怪 的 , 他 们 也 只 有 这 种 
本 领 。 但 想到 所 谓 文 学 家 者 , 原 是 应 该 自己 会 做 文章 的 , 他 们 却 

只 会 禁 别 人 的 文章 , 真 不 免 好 笑 。 但 现在 正 是 这 样 的 时 候 ,不 是 
救国 的 非 英雄 , 而 卖国 的 倒是 英雄 吗 ? 

考察 上 海 一 下 , 是 很 好 的 事 , 但 我 举 不 出 相宜 的 同伴 , 恐 情 
还 是 自己 看 看 好 罢 , 大 约 通 过 一 两 回 , 是 没有 什么 的 。 不 过 工人 
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区 域 里 却 不 宜 去 , 那里 狗 多 , 有 点 情形 不 同 的 人 走 过 , 恐怕 它 就 
会 注意 。 

近来 文字 的 压迫 更 严 ， 短 文 也 几乎 无 处 发 表 了 。 看 看 去 年 
所 作 的 东西 , 又 有 了 短评 和 杂 论 各 一 本 , 想 在 今年 内 印 它 出 来 ， 
而 新 的 文章 , 就 不 再 做 ,这 几 年 真 也 够 吃力 了 。 近 几时 我 想 看 看 
古书 , 再 来 做 点 什么 书 , 把 那些 坏 种 的 祖坟 刨 一 下 。 

过 了 一 年 , 孩子 大 了 一 岁 , 但 我 也 大 了 一 岁 , 这么 下 去 ,恐怕 
我 就 要 打 不 过 他 , 革命 也 就 要 临头 了 。 这 真是 叫 作 怎 么 好 。 

专 此 布 达 , 并 请 
伽 安 

迅 上 广 附 笔 问候 一 月 四 日 


851 致 叶 紫 ” 


芷 兄 ， 
除夕 信 新 年 四 日 收 到 。 书 籍 印 出 时 ， 交 那个 书店 代 售 一 部 
分 , 没有 问题 , 但 总 代 售 他 是 不 肯 的 , 其 实 他 也 没 法 推销 出 去 ,我 
想 , 不 如 和 中 国 书坊 小 伙计 商量 ， 便 中 当代 问 。 序 当 作 一 篇 。 铁 
耕 回 家 去 了 ,我 可 以 写 信 去 说 ,不 过 他 在 汕头 的 乡下 ,信和 札 往 来 ， 
很 迟缓 , 图 又 须 刻 起 来 , 能 否 来 得 及 也 说 不 定 。 
[一 月 四 月) 


* ”此 信 不 全 ,原件 后 部 分 被 裁 去 。 
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852 致 起 家人 礎 、 孝 伯 奇 


先 想 看 一 看 《新 青年 > 及 《新 潮 》 倘 能 借 得 , 乞 派 人 送 至 书店 
为 感 。 
专 此 布 达 , 即 请 


迅 上 一 月 四 日 


853 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 襄 者 , 去 年 十 二 月 二 十 日 的 信 , 早 经 收 到 。 现 在 
是 总 算 过 了 年 三 天 了 , 上 海 情形 , 一 切 如 常 , 只 倒 了 几 家 老 
店 ; 阴历 年 关 , 恐怕 是 更 不 容易 过 的 。 男 已 复原 , 可 清 勿 念 。 
散 那 吐 瑾 未 吃 , 因此 药 现 已 不 其 通行 ,现在 所 吃 的 是 麦 精 色 
肝 油 之 一 种 , 亦 尚 有 效 。 至 于 海 婴 所 吃 ， 系 纯 鱼 肝 油 , 颇 腥 
气 , 但 他 却 毫 不 要 紧 。 

去 年 年 底 , 给 他 照 了 一 个 相 , 不 久 即 可 去 取 , 倘 照 得 好 , 不 必 
重 照 ， 则 当 寄 上 。 元 旦 又 称 了 一 称 ,， 连 衣服 共 重 四 十 一 磅 ， 
合 中 国 十 六 两 称 三 十 斤 十 二 两 ， 也 不 算 轻 了 。 他 现在 颇 听 
话 , 每 天 也 有 时 教 他 认 几 个 字 , 但 脾气 颇 大 , 受 软 不 受 硬 , 所 
以 骂 是 不 大 有 用 的 。 我 们 也 不 大 去 骂 他 ， 不 过 缠绕 起 来 的 
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时 候 , 却 真 使 人 烦 厌 。 
上 海天 气 仍 不 甚 冷 , 今天 已 是 阴历 十 二 月 初 一 了 , 有 雨 , 而 
未 下 雪 。 今 年 一 月 , 老 三 那里 只 放 了 两 天 假 , 昨天 就 又 须 办 
公 了 。 害 马 亦 好 , 并 请 放心 。 

专 此 布 达 , 蕉 请 


男 樹 叩 上 ” 广 平 海 婴 同 吧 一 月 四 日 


854 致 黄 源 


河清 先生 : 

硕 收 到 五 日 来 信 。 先 贺 贺 你 得 了 孩子 ， 但 这 是 要 使 人 忙 起 
来 的 。 

拉 甫 列 湿 夫 的 照片 ， 那 一 本 破烂 书 里 (一 九 二 页 上 ) 就 有 ， 
当 如 来 示 , 放 在 书店 里 。 

那 一 篇 文章 , 谷 曾 来 信 说 过 , 我 未 复 。 今 天 看 见 , 我 就 请 他 
不 要 拿 出 去 , 待 将 来 再 说 。 至 于 在 《文学 ?上 , 我 想 还 不 如 仍 是 第 
二 号 登 4 杂 谈 》, 第 三 号 再 登 《 之 余 》 或 《之 余 》 之 删 余 。 登 出 之 
后 , 我 就 想 将 去 年 一 年 的 杂文 汇 印 , 不 必 再 寄 到 北平 去 了 。 

去 年 曾 为 生生 美术 公司 做 一 短文 ， 绝 无 政治 意味 或 讽刺 之 
类 的 , 现在 才 知 道 确 被 抽 去 。 那 么 , 对 于 我 们 出 版 的 事 , 就 有 比 沈 
先生 所 说 的 更 大 的 问题 。 即 : 他 们 还 是 对 人 , 或 有 时 如 此 , 有 时 
不 如 此 , 译文 社 中 是 什么 人 , 他 们 是 知道 的 , 我 们 办 起 事 来 , 纵使 
如 何 小 心 , 他 们 一 不 高 兴 时 , 就 可 不 说 理由 , 只 须 一 举 手 之 劳 , 至 
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出 版 事业 的 死命 。 那 时 我 们 便 完全 失败 , 倘 委 曲 求全 , 则 成 为 他 
们 的 俘虏 了 , 所 以 这 事 还 须 将 来 再 谈 一 谈 。 

刚才 看 见 《文学 》, 插图 上 题 作 雨 果 的 , 其 实 是 育 珂 摩 耳 , 至 
于 题 作 育 珂 的 少年 像 , 本 该 是 雨 果 了 , 但 他 少年 时 代 的 像 , 我 没 
有 见 过 , 所 以 决 不 定 。 这 一 点 错误 ,我 看 是 该 在 下 期 订正 的 。 此 
上 , 即 颂 
撰 安 迅 ” 顿 首 "一 月 ) 六 夜 


855 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ; 

去 年 除夕 的 信 , 今天 收 到 了 。 和 《译文 》 同 寄 的 , 就 是 郑 君 所 
说 的 那 本 书 , 我 希望 它们 能 够 寄 到 。 其 中 都 是 些 短评 , 去 年 下 半 
年 在 申报》 上 发 表 的 。 未 了 有 一 篇 后 记 , 大 略 可 见 此 地 的 黑暗 。 

上 海 出 版 界 的 情形 , 似 与 北平 不 同 , 北平 印 出 的 文章 , 有 许 
多 在 这 里 是 决 不 准 用 的 ; 而 且 还 有 对 书局 的 问题 (就 是 个 人 对 书 
局 的 感情 ), 对 人 的 问题 , 并 不 专 在 作品 有 无 色 采 。 我 新 近 给 一 
种 期 刊 作 了 一 点 短文 , 是 讲 旧 戏 里 的 打 脸 的 , 毫 无 别 种 意思 , 但 
也 被 禁止 了 。 他 们 的 嘴 就 是 法 律 ， 无 理 可 说 。 所 以 凡是 较 进步 
的 期 刊 , 较 有 骨气 的 编辑 , 都 非常 困苦 。 今 年 恶 怕 要 更 坏 ,一 切 
刊物 , 除 胡 说 八道 的 官办 东西 和 帮 闲 竣 趣 的 “文学 ”杂志 而 外 , 较 
好 * 都 要 圧 追 得 奄 奄 元 生気 的 。 


* ”此 处 似 脱 一 “的 ” 字 。 
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《创作 经 验 》 望 抄 毕 即 寄 来 以 便 看 机 会 介绍 。 
此 地 尚未 下 雪 , 而 百业 凋 数 不 堪 , 阴历 年 关 , 必 有 许多 大 铺 
倒闭 的 。 弟 病 则 已 愈 ， 似 并 无 倒闭 之 意 ; 上 月 给 孩子 吃 鱼肝油 ， 
胖 起 来 了 ; 女人 亦 安 好 , 可 释 远 念 。 它 嫂 平 安 , 惟 它 兄 仆仆 道 途 ， 
不 知 身体 如 何 耳 。 此 布 , 即 请 
冬 安 
弟 聊 “” 顿 首 一 月 入夜 


856 致 郑振铎 


西 诺 先生 ， 

四 夜 信 收 到 。 记 得 去 年 年 底 , 生活 书店 曾 将 排 好 之 校 样 一 张 
送 给 我 , 问 有 无 误 字 , 即日 为 之 改正 二 处 , 寄 还 了 他 。 此 即 《 十 竹 
裔 ?广告 , 计算 起 来 , 该 是 来 得 及 印 上 的 , 而 竟 无 有 , 真 不 知 何故 。 
和 商人 交涉 , 常 有 此 等 事 , 有 时 是 因为 模 模 胡 胡 , 有 时 却 别 有 用 
意 , 而 其 意 殊 不 可 测 (《 译 文 》 在 同一 书店 所 出 的 别 种 刊物 上 去 登 
广告 ， 亦 常 被 抽 去 )， 只 得 听 之 ， 而 另行 延长 瑰 约 期 间 ， 或 卖 特 
价 耳 。 

在 同一 版 上 , 涂 以 各 种 颜色 , 我 想 是 两 种 颜色 接合 之 处 , 总 
不 免 有 些 混 合 的， 因为 两 面 俱 湿 , 必 至 于 交 泥 。 倘 车 界 限 分 明 ， 
那 就 加 怕 还 是 印 好 几 回 ,不 过 板 却 不 妨 只 有 一 块 , 只 是 用 笔 分 涂 
几 回 罢了 。 我 有 一 张 贵州 的 花 纸 (新 年 卖 给 人 玩 的 ), 看 它 的 设 
色 法 , 乃 是 用 纸 版 数 块 ,各 将 应 有 某 色 之 处 炙 空 , 压 在 纸 上 , 再 用 
某 色 在 空 处 乱 抬 , 数 次 而 毕 。 又 曾 见 E. Munch 之 两 色 木 版 , 乃 
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此 版 本 可 以 挖 成 两 块 , 分 别 涂 色 之 后 , 挤 起 来 再 印 的 。 大 约 所 谓 
采 色 版 画 之 印 法 , 恐怕 还 不 止 这 几 种 。 

营 植 排挤 , 本 是 三 根 惟一 之 特长 , 我 曾 领 教 过 两 回 , 令 人 如 
穿 湿布 衫 , 虽 不 至 于 气 绝 , 却 浑身 不 舒服 , 所 以 避 之 惟恐 不 速 。 但 
他 先前 的 历史 , 是 排 尽 异 已 之后, 特长 无 可 施 之 处 , 即 又 以 施 之 
他 们 之 同人 , 所 以 当 他 统一 之 时 , 亦 即 倒 败 之 始 。 但 现在 既 为 月 
光 所 照 , 则 情形 又 当 不 同 , 大 约 当 更 绵长 , 更 恶 滞 , 而 三 根 究 非 其 
族 类 ， 事 成 后 也 非 藏 则 亮 的 。 此 公 在 厦门 趋 奉 校长 ， 颜 膝 可 怜 ， 
追 昇 選 去 后 , 而 校长 又 薄 其 为 人 , 终于 不 安 于 位 , 殊 可 笑 也 。 現 
在 尚 有 若干 明白 学 生 , 固然 尚 可 小 住 , 但 与 月 劳 争 , 学 生 是 一 定 
失败 的 ,他们 孜孜 不 倦 , 无 所 不 为 ,我 亦 曾 在 北京 领教 过 , 觉得 他 
们 之 凶悍 阴险 , 远 在 三 根 先 生 之 上 。 和 此 辈 相 处 一 两 年 , 即 能 幸 
存 , 也 还 是 有 损 无 益 的 , 因为 所 见 所 闻 , 决 不 会 有 有 益 身心 之 事 ， 
犹 之 专 读 k《 论 语 》 或 4 人 间 世 》 一 两 年 , 而 欲 不 变 为 废料 , 亦 殊 不 可 
得 也 。 但 萌 退 志 是 可 以 不 必 的 , 我 亦 尚 在 看 看 人 间 世 , 不 过 总 有 
一 天 , 是 终于 要 “一 走 了 之 ”的 , 现在 是 这 样 的 世界 。 

偶 看 明 末 野史 , 党 现 在 的 士大夫 和 那 时 之 相 象 , 真 令 人 不 得 
不 惊 。 年 底 做 了 一 篇 关于 明 末 的 随笔 , 去 登 4 文 学 》( 第 一 期 ), 并 
无 放肆 之 处 , 然而 竟 被 删 去 了 五 分 之 四 , 只 剩 了 一 个 头 , 我 要 求 
将 这 头 在 第 二 期 登 出 , 聊 以 示众 而 已 。 上 海 情形 , 发 狂 正 不 下 于 
北平 。 青年 好 游戏 , 请 游戏 罢 。 其 实 中 国 何尝 有 真正 的 党 徒 , 随 
风 转 舵 , 二 十 余年 侨 , 可 曾 见 有 人 为 他 的 首领 扒 命 ? 将 来 的 狂热 
的 拜 别 的 伟人 者 , 什 九 正 是 现在 的 拜 Herr Hitler 的 人 。 穆 公 
木 天 也 反正 了 , 他 与 另 三 人 作 一 献上 之 报告 ， 毁 左 辟 惟 和 恐 不 至 ， 
和 先前 之 激昂 慷慨 ， 判 若 两 人 ， 但 我 深 怕 他 有 一 天 又 会 激烈 起 
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来 ， 判 我 辈 之 印 古 董 以 重罪 也 。 (穆公 们 之 献 文 , 是 登 在 秘密 刊 
物 里 的 , 不 知 怎 的 为 日 本 人 所 得 , 译 载 在 《支那 研究 资料 》 上 了 ， 
遂 使 我 们 局 外 人 亦 得 欣赏 。 他 说 : 某 缕 中 有 两 个 太上皇 , 赤 即 便 
備 , 乃 我 与 仲 方 。 其 实 这 种 意见 , 他 大 约 鞭 之 已 久 , 不 过 不 到 时 
候 , 没有 说 出 来 。 然 则 尚未 显 出 原形 之 所 谓 “ 朋 友 ” 也 者 , 岂 不 可 
怕 ?) 

S 君 是 明白 的 。 有 几 个 外 国人 之 爱 中 国 ， 远 胜 于 有 些 同 胞 
自己 , 这 真 足 叫 人 伤心 。 我 们 自己 也 还 有 好 青年 , 但 不 知 在 此 世 
界 , 究竟 可 以 剩 下 儿 个 ? 我 正在 译 童话 , 拟 付 《译文 》 亦 尚 存 希 
户 于 将 来 耳 , 呜呼 

专 此 布 达 , 即 请 
著 安 

迅 顿 首 一 月 八 夜 


857 致 郑振铎 


西 谤 先生 ; 

上 昨 复 一 函 , 想 已 达 。 质 得 六 日 信 , 备 悉 种 种 。 长 于 营 植 排挤 
者 , 必 大 嫉妒 , 如 果 不 是 他 们 的 一 伙 , 则 虽 闭 门 不 问 外 事 , 也 还 是 
要 遭 嫉 视 的 。 阮 大 锋 还 会 作 《4 燕子 笑 》, 而 此 辈 则 并 无 此 种 伎俩 ， 
退化 之 状 , 彰 彰 明 矣 。 

先生 如 离开 北平 , 亦 大 可 惜 ， 因 北平 究 为 文化 旧 都 , 继 古 开 
今 之 事 , 尚 大 有 可 为 者 在 也 。 许 君 处 已 去 函 问 , 得 复 后 ,当即 转 
达 。 许 君 人 甚 诚 实 ， 而 缺 机 变 ， 我 看 他 现在 所 付 以 重任 之 人 物 ， 
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亦 即 将 来 翻脸 不 相识 之 敌人 。 大 约 将 来 非 被 彼 辈 所 侵入 ， 则 亦 
当 被 排 去 , 不 过 现在 尚 非 其 时 耳 。 

南方 当然 不 会 不 黑暗 ， 但 状态 颇 与 北方 不 同 。 我 不 明教 育 
界 情 形 , 至 于 文坛 , 则 龌龊 琐 骂 , 真 足 令 人 失 笑 。 有 救 人 之 英雄 ， 
亦 有 杀人 之 英雄 , 世上 通 例 , 但 有 作文 之 文学 家 , 而 又 有 禁 人 作 
文 之 “文学 家 ”, 则 似 中 国 所 独 有 也 。 脸 皮 之 厚 , 世上 无 两 , 尚 足 与 
之 理论 乎 。 

硕 见 《文学 季刊 》, 以 为 先生 所 揭 士大夫 与 商人 之 争 , 真是 洞 
见 隐 密 , 记得 元 人 曲 中 , 刺 商 人 之 貌 为 风雅 之 作 , 似 尚 多 也 , 皆 士 
人 败 后 之 扯淡 耳 。 

专 此 布 达 , 即 请 
著 安 

迅 頼 首 一 月 九 夜 


858 致 许 寿 党 


季 市 兄 : 

去 年 寄 奉 一 函 并 医院 帐 目 , 想 早 达 览 。 近 闻 郑 君 振 铎 , 颇 有 
不 欲 久 居 燕 大 之 意 , 此 君 热心 好 学 , 世 所 闻 知 , 倘 其 投 闲 , 至 为 可 
惜 。 因 思 今 年 秋 起 , 学 院 中 不 知 可 请 其 教授 文学 否 ? 既 无 色 采 ， 
又 不 施 随 , 在 诸 生 间 , 当 无 反对 者 。 以 是 不 揣 冒 昧 , 贡 其 妃 忱 , 倘 
其 有 当 ， 尚 希 采 择 ， 将 来 或 直接 接洽 ， 或 由 弟 居中 绍 介 ， 均 无 不 
可 。 如 何 之 处 , 且 希 示 复 也 。 专 此 布 达 , 并 请 
教 安 弟 飞 ” 顿 首 一 月 九 夜 
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859 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 : 

十 一 日 信 昨 收 到 ; 小 包 收据 , 今日 亦 已 送 来 , 明日 当 可 取得 ， 
谢谢 。 

农 兄 病 已 愈 ， 甚 可 喜 ， 此 后 当 可 健康 侨 。 替 兄 来 信 ， 亦 略 

此 地 文艺 界 前 年 至 去 年 上 半 之 情形 ， 弟 在 后 记 中 已 言 其 大 
赂 。 近 更 不 行 了 ， 新 书 无 可 观 者 。 拉 甫 列 涅 夫 之 一 篇 ， 已 排 入 
《译文 第 五 本 中 , 被 检查 者 抽 去 , 此 一 本 中 , 共 被 抽 去 四 篇 之 多 
〈 删 去 一 点 者 不 算 )， 稿 遂 不 够 , 只 得 我 们 赶 译 补足 。 此 为 他 们 虐 
待 异 已 法 之 一 。 使 之 疲于奔命 , 一 也 ; 使 内 无 佳作 , 二 也 : 使 出 版 
延期 , 因 失 读者 信用 ,三 也 …… 这 真是 出 版 界 之 大 厄 , 我 看 是 世 
界 上 所 没有 的 。 

但 兄 之 译 稿 , 仍 可 寄 来 , 有 便当 随时 探 问 , 因为 检查 官 对 于 
出 版 者 有 私人 之 爱惜 , 所 以 此 店 不 能 出 , 彼 店 或 能 出 的 。 或 者 索 
性 加 入 更 紧要 之 作 , 让 我 们 来 设法 自行 出 版 , 因为 现在 官 许 之 印 
本 , 必 经 检查 , 抽 去 紧要 处 , 恰 如 无 骨 之 人 , 毫 无 生气 了 。 

这 回 《 译 文 》 中 有 一 篇 是 讲 德国 一 个 小 学 堂 , 不 肯 挂 希 氏 照 
相 的 , 不 准 登 ; 有 一 篇 是 十 九 世 纪 初 之 法 人 所 作 , 内 有 说 西班牙 
之 多 盗 , 是 政府 之 故 的 , 被 删 掉 了 。 今 之 德国 和 昔 之 西班牙 都 不 
准 提 , 还 有 什么 可 说 呢 ? 

近 两 年 来 , 弟 作 短文 不 少 。 去 年 的 有 六 十 篇 , 想 在 今年 印 出 ， 
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而 今年 则 不 做 了 。 一 固 由 于 无 处 可 登 ， 即 登 ， 亦 不 能 畅所欲言 ， 
最 奇 的 是 竟 有 同人 而 匿名 加 以 攻击 者 。 子 弹 从 背后 来 ， 真 足 令 
人 悲愤 , 我 想 玩 他 一 年 了 。 

此 地 至 昨天 始 较 冷 ， 但 室内 亦 尚 有 五 十 余 度 。 寅 中 大 小 均 
安 , 请 释 念 。 此 布 , 即 请 
冬 安 弟 殉 顿 首 一 月 十五夜 





860 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 

十 二 日 信 收 到 。 

说 起 来 我 真有 些 荒唐 , 那 感想 的 事 , 我 竟 忘 记 了 , 现在 写 了 
一 点 寄 上 。 其 实 ， 我 还 没有 看 了 几 本 作品 ， 这 感想 也 只 好 说 得 
少 些 。 

《尼采 自传 》 的 事 , 看 见 译 者 时 , 当 问 一 声 , 但 答复 是 迟 的 , 因 
为 我 不 知道 他 的 住址 , 非 等 他 来 找 不 可 。 

此 布 , 即 请 
撰 安 迅 上 一 月 十五夜 


861 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 课 者 , 日 前 寄 上 海 婴 照片 一 张 , 想 已 收 到 。 小 
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不 坏 , 只 有 鸡 腰 是 全 不 能 吃 了 。 其 余 的 东西 , 都 好 的 。 下 午 
已 分 了 一 份 给 老 三 去 。 但 其 中 的 一 种 粉 ,无 人 认识 , 亦 不 知 
吃 法 , 下 次 信 中 , 乞 示 知 。 

上 海 一 向 很 暖 , 昨天 发 风 , 才 冷 了 起 来 , 但 房 中 亦 尚 有 五 十 
余 度 。 富 内 大 小 倶 安 , 请 勿 念 为 要 。 

海 婴 有 几 句 话 , 写 在 另 一 张 纸 上 , 今 附 呈 。 

专 此 布 达 , 恭 请 

金 安 

男 树 叩 上 广 平 及 海 婴 同 号 一 月 十 六 日 


862 致 孟 十 还 


十 还 先生 : 

十 四 夜 信 收 到 。 拉 甫 列 涅 夫 的 文章 尚 蒙 ” 钦 删 , 则 法 捷 耶 夫 
一 定 是 通 不 过 的 。 官 威 莫 测 , 此 后 的 如 何 选材 , 亦 殊 难 言 。 我 想 ， 
最 稳当 是 译 较 古 之 作 , 如 Korolenko, Uspensky 等 。 卢 氏 之 名 ， 
就 不 妥 , 能 否 通过 , 恐怕 也 很 难说 的 。 

所 识 的 朋友 中 , 无 可 以 找到 原本 《三 人 》 者 , 其 实 是 因为 我 在 
上 海 , 所 识 的 人 就 不 多 也 。 

专 复 , 即 颂 
时 绥 

所 上 一 月 十 七 日 
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863 致 曹 聚 仁 


聚 仁 先生 ， 

十 七 日 信 当 日 到 。 官 威 莫 测 ， 即 使 无 论 如 何 圆通 ， 也 难 办 
的 , 因为 中 国 的 事 。 此 退 一 步 , 而 彼 不 进 者 极 少 , 大 抵 反 进 两 步 ， 
非 力 批 其 颊 , 彼 决 不 止步 也 。 我 说 中 国人 非 中 良 者 , 亦 因 见 此 等 
事 太 多 之 故 。 

《 蹇 安 五 记 》 见 赠 , 谢谢 。 但 纸 用 仿 中 国 纸 , 为 精 印 本 之 一 小 
缺点 。 我 亦 非 中 良 者 ， 时 而 为 极端 国粹 派 ， 以 为 印 古 色 古 香 书 ， 
必须 用 古 式 纸 , 以 机 器 制造 者 斥 之 , 犹 之 泡 中 国 绿茶 之 不 可 用 咖 
啡 杯 也 。 

此 复 , 即 请 
撰 安 

迅 顿 首 一 月 十 七 晚 

致 徐 先生 一 箋 , 乞 便 中 转交 为 感 。 又 及 


864 致 徐 焰 庸 


懋 庸 先 生 : 

今天 得 信 ， 才 知道 先生 尚 在 上 海 ， 先 前 我 以 为 是 到 乡下 去 
了 。 暂 时 “消沉 ”一 下 , 也 好 的 , 算是 休息 休息 ,有 了 力气 , 自然 会 
不 “消沉 ”的 ,疲劳 了 还 是 做 ， 必 至 于 乏力 而 后 已 ,我 异 亚 那些 拿 
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了 鞭子 , 专门 鞭 扑 别人 的 人 们 。 

笔记 恐怕 也 不 见得 稳当 , 因为 无 论 做 什么 东西 , 气息 总 不 会 
改 的 。 见 闻 也 有 ， 但 想起 来 也 大 抵 无 聊 的 居多 ， 自 以 为 可 写 的 ， 
又 一 定 通 不 过 , 一 时 真 也 决 不 下 , 看 将 来 再 说 罢 。 

春 牛 图 我 没有 , 也 不 知道 何 处 可 买 , 现今 在 禁用 阴历 , 恐 情 
未 必 有 买 处 罢 。 

此 复 , 即 颂 
冬 安 迅 顿 首 一 月 十 七 夜 


865 致 王 志 之 


思 远 兄 ， 

十 二 日 信 收 到 。 所 说 的 稿子 , 我 看 是 做 不 来 的 ,这些 条 件 ， 
就 等 于 不 许 跑 , 却 要 走 的 快 。 现 在 上 海 出 版 界 所 要 求 的 , 也 是 这 
一 种 文章 ， 我 长 久 不 作 了 。 茅 先生 函 已 转 寄 ， 但 恐 无 结果 。 其 
实 , 投稿 难 , 到 了 拉 稿 , 则 拉 稿 亦 难 , 两 者 都 很 苦 , 我 就 是 立 看 不 
做 编辑 者 之 一 人 。 当 投稿 时 , 要 看 编辑 者 的 脸色 ,但 一 做 编辑 ， 
又 就 要 看 投稿 者 , 书坊 老 版 , 读者 的 脸色 了 。 脸 色 世 界 。 

我 的 稿子 ， 已 函 托 生活 书店 ， 请 其 从 速 寄 还 ， 此 外 亦 更 无 
办 法 。 

《 准 风 月 谈 》 日 内 即 寄 上 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 

殉 上 一 月 十 八 日 
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866 致 唐 启 


唐 林 先生 : 

收 到 十 一 日 来 信 , 没有 回信 地 址 , 先前 的 我 忘记 了 , 现在 就 
用 信箱 , 大 约 也 可 收 到 罢 , 我 希望 能 够 如 此 。 

关于 木 展 的 刊物 ,也 都 收 到 , 如 此 盛大 , 是 出 于 意外 的 ,但 在 
这 时 候 , 正 须 小 心 , 要 防 一 哄 而 散 , 要 防 变相 和 哺 落 。 

那 一 本 专刊 , 我 或 者 写 几 名 罢 , 不 过 也 没有 什么 新 意思 。 
信 说 印 画 用 原版 ， 我 印 《 木 刻 纪 程 》 时 也 如 此 的 , 不 料 竞 大 失 
败 , 因为 原版 多 不 平 , 所 以 用 机 器 印 , 就 有 印 出 或 印 不 出 处 , 必须 
看 木版 稍 低 之 处 , 用 纸 在 机 器 上 贴 高 , 费时 费力 , 而 结果 还 是 不 
好 。 所 以 倘 用 原版 , 只 以 手印 为 限 , 北平 人 工 不 贵 ,索性 用 手印 ， 
或 手 摇 机 印 , 何如 ? 此 一 点 , 须 于 开 印 前 和 印刷 局 商量 好 , 否则 ， 
会 印 得 不 成 样子 的 。 

德国 木刻 , 似乎 此 刻 也 无 须 去 搜集 , 他 们 的 新 作品 , 曾 在 上 
海 展览 过 , 我 看 是 颇 消 沉 的 。 德 国 版 画 , 我 早 有 二 百 余 张 , 其 中 
名 作家 之 作 亦 不 少 , 曾 想 选 出 其 中 之 木刻 六 十 幅 , 仿 《 引 玉 集 》 式 
付 印 , 而 原作 皆 大 幅 (大 抵 横 约 28cm. 直 40cm.), 缩小 可 异 , 印 得 
大 一 点 , 则 成 本 太 贵 , 印 不 起 , 所 以 一 直 搁 到 现在 的 。 但 我 想 , 也 
只 得 缩小 ， 所 以 今年 也 许 印 出 来 。 

《月 谈 》,《 纪 程 》, 都 可 寄 上 ,我 只 在 等 寄 书 的 切实 地 址 。 义 ， 
周涛 先生 , 想必 认得 黑 , 同样 的 书 两 本 , 我 想 奉 托 转交 。 

此 复 , 即 颂 
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时 绥 
迅 上 一 月 十 八 昌 


867 致 段 干 青 


于 青 先 生 : 

前 天 收 到 《木刻 集 》 两 本 , 今天 得 到 来 信 了 , 谢谢。 照 现在 的 
环境 , 木 运 的 情况 是 一 定 如 此 的 , 所 以 我 以 为 第 一 着 是 先 使 它 能 
够 存在 , 内 容 不 妨 避 忌 一 点 , 而 用 了 不 关 大 紧要 题材 先 将 技术 磨 
练 起 来 。 所 以 我 是 主张 也 刻 风 景 和 极 平 常 的 社会 现象 的 。 

据 来 信 所 说 的 他 们 的 话 , 只 是 话 异 , 还 不 是 了 解 或 接收 。 假 
如 使 他 们 挑选 要 那 一 张 ， 我 丽 怕 挑 出 来 的 大 概 并 不 是 刻 着 他 们 
的 图 画 。 中 国 现在 的 工农 们 ,其实 是 象 孩 子 一 样 ， 言 新 好 异 的 ， 
他 们 之 所 以 见得 奖 固 者 ， 是 在 疑心 ， 或 实在 感到 “新 的 "有 害 于 
他 们 的 时 候 。 当 他 们 在 过 年 时 所 选取 的 花 纸 种 类 ， 是 很 可 以 供 
参考 的 。 各 种 新 鲜花 样 ， 如 飞机 潜艇 ， 奇 花 异 草 ， 也 是 被 欢迎 

的 东西 , 木刻 的 题材 ,我 看 还 该 取得 广大 。 但 自然 ， 这 只 是 目前 
的 话 。 

《木刻 集 》 看 过 了 , 据 我 个 人 的 意见 《 喜 峰 口 %《 田 间 归 来 思 
《 送 饭 》，《 手 》，《 两 头 牛 》 这 几 幅 , 是 好 的 ;《 羔 养 ? 和 《手工 业 的 典 
型 2》 比较 的 好 。 而 当 刻 群像 的 时 候 ， 却 失败 的 居多 。 现 在 的 青 
年 艺术 家 , 不 愿意 刻 风 景 ,但 结果 大 概 还 是 风景 刻 得 较 好 。 什 么 
缘故 呢 ? 我 看 还 是 因为 和 风景 熟 习 的 缘故 。 至 于 人 物 ， 则 一 者 
肉 为 基本 练习 不 够 〈 如 素描 及 人 体 解 前 之 类 )， 因 此 往往 不 象 真 


732 鲁 还 书信 集 


或 不 生动 ,二 者 还 是 为 了 和 他 们 的 生活 离开 , 不 明 底细 。 试 看 凡 
有 木刻 的 人 物 , 即使 是 群像 , 也 都 是 极 简单 的 , 就 为 此 。 要 救 这 
鉄 点 , 我 看 一 是 要 练习 素描 , 二 是 要 随时 观察 一 切 。 
专 此 布 复 , 即 售 
时 绥 
迅 上 一 月 十 八 夜 


868 致 赖 少 蛮 


少 其 先生 : 

寄 给 我 的 《 诗 与 版 画 》, 早 收 到 了 , 感谢 之 至 , 但 因为 病 与 忙 ， 
没有 即 写 回信 ， 这 是 很 抱歉 的 。 

那 一 本 里 的 诗 的 情调 , 和 版 画 是 一 致 的 , 但 版 画 又 较 倾 于 印 
象 方面 。 我 在 那里 面 看 见 了 各 种 的 技法 :《 病 与 债 > 是 一 种 , 《 俩 
权 》 是 一 种 , 《大白 尘 》 是 一 种 。 但 我 以 为 这 些 方法 , 也 只 能 随时 
随地 , 偶 一 为 之 , 难以 多 作 。 例 如 《债权 者 》, 是 奔放 , 生动 的 ， 但 
到 《光明 来 临 了 》 那 一 幅 , 便 到 绝顶 (也 就 是 绝境 ), 不 能 发 展 了 。 
所 以 据 我 看 起 来 ， 大 约 还 是 《送行 》 《自我 写照 》( 我 以 为 这 比 
《 病 与 债 > 更 紧凑 ), 《 开 公路 》，《 苦 旱 与 兵 灾 》 这 一 种 技法 ， 有 着 
发 展 的 前 途 。 

小品 , 如 《比美 > 之 类 , 虽然 不 过 是 小 品 , 但 我 觉得 幅 幅 都 刻 
得 好 ,很 可 爱 的 。 用 版 画 装 饰 书籍 , 将 来 也 一 定 成 为 必要 ， 我 希 
望 仍 旧 不 要 放弃 。 

有 寄 张 影 先 生 的 一 封 信 , 但 不 知道 他 的 地 址 , 今 附 上 , 先生 
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一 定 是 认识 他 的 , 请 转交 为 荷 。 
专 此 布 达 , 即 頒 
时 绥 
鲁 迅 一 月 十 八 夜 


869 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 ， 
奉 还 《新 潮 》 五 本 。 其 中 有 小 说 四 篇 , 即 一 一 
一 , 汪 敬 不 :《 一 个 勤学 的 学 生 》( 二 号 ) 
、 杨 振 声 ;《 渔 家 》( 三 号 ) 
、 罗 家 伦 :《 是 爱情 还 是 苦痛 》( 三 号 ) 
、 人 徹平 伯 , 《 花 匠 》( 四 号 ) 
乞 托 公 司 中 人 一 抄 , 并 仍 将 抄本 寄 下 为 盼 。 
又 《新 潮 》 后 五 本 及 《新 青年 2 如 在 手头 , 希 派 人 送 下 。 一 九 
二 十 六 年 为 止 之 4 现代 评论 》, 并 希 设法 借 来 一 阅 为 感 。 
此 布 , 即 请 
扎 安 


| a 


| 


迅 上 一 月 十 九 日 


870 致 赵 家 壁 


家 璧 先生 
《尼采 自传 》 的 译 者 , 昨天 已 经 看 见 过 , 他 说 , 他 的 译本 , 是 可 
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以 放 在 丛书 里 面 的 。 
特此 奉 告 , 并 请 
撰 安 
迅 上 一 月 二 十 一 日 


871 致 萧 备 萧红 


六 先生 ， 

自己 吃 东西 不 小 心 , 又 生 了 几 天 病 , 现在 又 好 了 。 两 篇 稿子 
早 收 到 , 写 得 很 好 , 白字 错字 也 很 少 , 我 今天 开始 出 外 走 走 , 想 绍 
介 到 《文学 ?去 , 还 有 一 篇 , 就 拿 到 良友 公司 去 试 试 黑 。 

前 几 天 的 病 ， 也 许 是 赶 译 童话 的 缘故 ， 十 天 里 译 了 四 万 多 
字 , 以 现在 的 体力 , 好 象 不 能 支持 了 。 但 童话 却 已 译 成 , 这 是 流浪 
儿 出 身 的 Pantelejev 做 的 , 很 有 趣 , 假如 能 够 通过 , 就 用 在 《 译 
文 》 第 二 卷 第 过 号 (三 月 出 版 ) 上 , 否则 , 我 自己 印行 。 

现在 搬 了 房子 , 又 认识 了 几 个 人 ( 叶 这 人 是 很 好 的 ), 生活 比 
较 的 可 以 不 无 聊 了 罢 。 

专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 广 也 说 间 问 您 们 俩 的 好 。 (一 月 十 一 日 
“小 伙计 ” 比 先前 胖 一 点 了 ， 但 也 六 得 真 可 以 。 





872 致 黄 源 


河清 先生 ， 

《 洋 文 ? 第 六 期 稿 , 不知 現 巳 如何 ? 沈 先生 送 来 论文 《 莱 蒙 托 
夫 》 一 篇 , 釣 二 千 字 , 但 不 知 能 通过 和 否 ? 倘 能 用 , 则 可 加 莱 氏 画像 
一 幅 ， 莱 氏 作 线 画 一 幅 (决斗 之 状 )， 此 二 幅 皆 在 德 文本 《俄国 文 
学 画 苑 》 中 , 此 书 我 处 不 见 , 大 约 还 在 书店 里 。 

《奇闻 二 则 》 亦 已 译 旋 , 稿 并 原本 (制图 用 ) 都 放 在 内 山 店 , 派 


人 来 取 , 如何 ? 俊 回 信和 照办 。 
专 此 , 即 请 
撰 安 
迅 顿 首 一 月 士 三 日 
873 致 金竹 野 
雍 野 先生: 


廿 日 信 收 到 , 报 未 到 。 个 人 作品 , 不 加 选择 , 即 出 专集 , 我 是 
没有 来 信 所 说 那么 乐观 的 。 南 方 也 有 几 种 , 前 信 不 过 随便 说 说 ， 
并 非 要 替 他 们 寻 代 售 处 。 

《 朝 花 》 的 书 价 , 可 以 不 必 寄 来 , 因为 我 的 朋友 也 没有 向 我 
要 , 我 看 是 不 要 的 了 ， 所 以 我 也 不 要 。 但 那 五 本 收集 已 颇 麻烦 ， 
因为 已 经 绝版 ,所 以 此 后 的 两 部 , 大 约 不 见得 会 有 的 了 。 
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此 复 , 即 颂 
时 绥 
耽 上 一 月 廿 四 日 


874 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 : 

二 十 二 日 信 , 需 已 收 到 。 红 来 早 取 来 , 煮 粥 , 做 糕 , 已 经 吃 得 
不 少 了 , 还 分 给 会 弟 。 南 边 也 有 红枣 买 , 不知 是 从 那里 运 来 的 ， 
但 肉 很 薄 , 没有 兄 寄 给 我 的 好 。 

这 里 的 朋友 的 行为 ， 我 真 不 知道 是 什么 意思 ， 出 过 一 种 刊 
物 , 将 去 年 为 止 的 我 们 的 事情 , 听 说 批评 得 不 值 一 钱 , 但 又 秘密 
起 来 ,不 寄 给 我 看 , 而 且 不 给 看 的 还 不 止 我 一 个 , 我 娩 怕 三 兄 那 
里 也 未 必 会 寄 去 。 所 以 我 现在 避 开 一 点 ， 且 看 看 究 竞 是 怎么 一 
回 事 再 说 。 

检查 也 糟 到 极 项 , 我 自 去 年 底 以 来 , 被 删 前 , 被 不 准 登 , 甚至 
于 被 扣 住 原稿 , 接连 的 遇 到 。 听 说 , 检查 的 人 , 有些 是 高 跟 鞋 , 电 
烫发 的 小 姐 ， 则 我 辈 之 倒 运 可 想 矣 。 兄 原稿 未 取 来 ， 但 可 以 取 
来 , 因为 杂志 是 用 排 印 了 的 稿子 送 检 的 。 我 的 原稿 之 被 扣 , 系 在 
一 种 画报 上 , 故 和 一 般 之 杂志 稍 不 同 。 译 本 抄 成 后 , 仍 希 寄 来 ， 
当 随 时 设法 。 我 的 那 一 本 , 是 几 个 书店 小 伙计 私 印 的 , 现 一 千本 
已 将 卖 完 , 不 会 折 本 。 这 样 的 还 有 一 本 ,并 杂文 ( 稍 长 的 ) 一 本 ， 
想 在 今年 内 印 它 出 来 。 至 于 新 作 , 现在 可 是 难 了 , 较 好 的 简直 无 
处 发 表 , 但 车 做 得 知春 吐 吐 , 自己 又 觉 无 聊 。 这 样 下 去 , 著作 界 
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是 可 以 被 摧残 到 什么 也 没有 的 。 

木刻 除了 冈 氏 . 克 氏 两 个 人 的 之 外 , 什么 也 没有 。 寄 《 引 玉 
集 》 是 去 年 秋天 , 此 后 并 不 得 一 封 回信 ; 去 年 正月 ,我 曾 寄 中 国 古 
书 三 包 , 内 多 图 画 , 并 一 信 ( 它 兄 写 的 ) 与 V, 请 他 公 之 那 边 的 木 
刻 家 , 也 至 今 并 无 一 句 回 信 , 我 疑心 VY 是 有 点 官 派 的 。 

捷克 的 一 种 德 文 报 上 , 有 《4 引 玉 集 》 绍 介 , 里 面 说 , 去 世 的 是 
Aleksejev。 他 还 有 《 城 与 年 >》 二 十 余 幅 在 我 这 里 未 印 , 今年 想 并 
克 氏 , 冈 氏 的 都 印 它 出 来 ,但 如 有 那 小 说 的 一 篇 大 略 , 约 二 千 字 ， 
就 更 好 , 兄 不 知 能 为 一 作 否 ? 冈 氏 的 是 伊 凡 诺 夫 短 篇 的 插图 ,我 
只 知道 有 二 幅 是 《孩子 》, 兄 译 过 的 , 此 外 如 将 题目 描 上 , 兄 也 许 
有 的 曾经 读 过 。 

《木刻 纪 程 > 如 果 找 不 到 , 那 只 好 拉倒 了 。 

这 里 天 气 并 不 算 冷 , 只 有 时 结 一 点 薄 冰 。 我 们 都 好 的 , 但 我 
总 觉得 力气 不 如 从 前 了 , 记性 也 坏 起 来 , 很 想 玩 他 一 年 半 载 , 不 
过 大 抵 是 不 能 够 的 , 现 除 为 《译文 > 寄 稿 外 , 又 给 一 个 书局 在 选 一 
本 别人 的 短篇 小 说 , 以 三 月 半 交 巻 , 这 只 是 为 了 吃饭 问题 而 已 。 
因为 查 作品 , 看 了 《 驳 报 副刊 为 在 里 面 发 见 了 兄 的 著作 ， 兄 自己 
恐怕 倒 已 忘记 了 罢 。 

农 已 回 平 ,其 可 喜 , 但 不 知 他 饭碗 尚 存 否 ? 这 也 是 紧要 的 。 

专 此 布 达 , 即 请 
冬 安 

弟 殉 顿 首 一 月 廿 六 日 

媳 夫 人 前 均 此 问候 不 另 。 
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875 致 卫 十 还 


来 函 奉 到 。 三 十 日 定 当 趋 前 领教 。 致 黎 芒 二 位 束 ， 已 分 别 
转 寄 了 。 


迅 上 一 月 二 十 七 晶 


876 致 歼 烈 文 


烈 文 先生 ， 

甘 五 日 信奉 到 。Fiihrer 即 指导 者 , 领导 者 , 引伸 而 为 头领 及 
长 官 。 加 于 希 公 之 上 者 ， 似 以 译 领 导 者 为 较 合 适 也 。 

《4 译文 > 中 之 译 稿 , 实 是 一 个 问题 , 不 经 校 阅 , 往往 出 毛病 , 但 
去 索取 原文 , 却 又 有 不 信 译 者 之 嫌 , 真是 难 办 。 插 图 如 与 文字 不 
妨 无 关 , 目前 还 容易 办 , 倘 必 相关 , 就 成 问题 。 但 《4 译文》 中 插图 
的 模 胡 , 是 书店 和 印 局 应 负责 任 的 ,我 看 这 是 印 得 急促 和 胡乱 的 
缘故 , 要 是 认真 的 印 , 即使 更 精细 的 图 画 , 也 决 不 至 于 如 此 。 

重 十 还 请 客 , 我 看 这 是 因为 他 本 月 收入 较 多 , 谷 非 诸 公 项 位 
杠 的 。 对 于 先生 之 请 束 , 他 托 我 代 转 并 坚 邀 , 今 附 上 。 大 约 坐 中 
都 是 熟人 , 我 只 得 去 一 下 , 并 望 先生 亦 惠 临 也 。 


专 布 , 即 请 


撰 安 
迅 顿 首 一 月 二 十 七 日 
877 致 杨 者 云 


硕 收 到 二 十 七 日 患 函 ; 承 寄 《4 发掘 》 一 本 , 亦 早 收 到 , 在 忙 懒 
中 , 致 未 早 复 , 甚 鞭 , 見 著者 時 , 尚 希 转 达 谢 忱 为 幸 。 

《 集 外 集 》 既 送审 查 , 被 删 本 意 中 事 , 但 开封 事 亦 犯 忌 却 不 可 
解 ， 大 约 他 们 决 计 要 包庇 中 外 古今 一 切 黑 暗 了 。 而 古诗 竟 没 有 
一 首 删 去 , 却 亦 不 可 解 , 其 实 有 几 首 是 颇 为 “不 妥 "的 。 至 于 引言 
被 删 , 则 易 了 然 , 盖 他 们 不 许 有 人 为 我 作 序 或 我 为 人 作 序 而 已 。 
颠倒 书 名 , 则 以 显 其 权威 , 此 亦 叭 儿 脾 气 , 并 不 足 异 。 

尤 奇 的 是 今年 我 有 两 篇 小 文 ,一 论 脸谱 并 非 象 征 ,一 记 娘 姨 
吵架 , 与 国政 世 变 , 党 不 相关 , 但 皆 不 准 登载 。 又 为 《文学 》 作 一 
文 , 计 七 千 字 , 谈 明 末 事 , 竟 被 删 去 五 分 之 四 (此 文 当 在 二 月 号 刊 
出 2; 我 万 续 作 一 文 ， 谈 清朝 之 禁 汉 人 著作 ， 这 回 他 们 自己 不 删 
了 , 只 令 生 活 书局 中 人 动手 删 前 , 但 所 存 较 多 (大 约 三 月 号 可 刊 
出 )。 这 一 点 责任 , 也 不 肯 负 ,可谓 全 无 骨气 , 实 不 及 叭 儿 之 尚 能 
露脸 狂 喘 也 。 三 月 以 后 , 拟 编 去 年 一 年 中 杂文 , 自行 付 印 , 而 将 
《 集 外 集 》 之 被 删 者 附 之 , 并 作 后 记 , 略 开玩笑 , 点 缀 升平 耳 。 

上 海天 气 已 冷 , 我 亦 时 有 小 病 , 此 年 纪 关系 , 亦 无 奈何 , 但 小 
病 而 已 , 无 大 害 也 , 医 言 心肺 脑 俱 强 , 此 差 足以 奈 ” 锦 注 者 也 。 
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专 此 布 复 , 即 请 
文安 
迅 ” 顿 首 一 月 廿 九 夜 
878 致 曹 聚 仁 
聚 仁 先生 ， 


甘 六 信 今 天才 收 到 。《 笔 端 早 收 到 , 且 已 读 完 , 我 以 为 内 容 
很 充实 , 是 好 的 。 大 约 各 人 所 知 , 彼此 不 同 , 所 以 在 作者 以 为 平 
常 的 东西 , 也 还 是 有 益 于 别 的 读者 。 

《和 集 外 集 》 之 被 捣乱 , 原 是 意 中 事 。 那 十 篇 原 非 妙 文 , 可 有 可 
无 , 但 一 经 被 删 , 却 大 有 偏 要 发 表 之 意 了 , 我 当 于 今年 印 出 来 给 
他 们 看 。“ 和 鲁迅 著 ” 三 字 , 请 用 普通 铅字 排 。 

《芒种 》 开 始 , 来 不 及 投稿 了 , 因为 又 在 伤风 咳嗽 , 消化 不良 。 
我 的 一 个 坏 脾 气 是 有 病 不 等 医 好 , 便 即 起 床 , 近来 又 为 了 吃饭 问 
题 , 在 选 一 部 小 说 , 日 日 读 名 作 及 非 名 作 , 忙 而 苦痛 , 此 事 不 了 ， 
实 不 能 顾及 别 的 了 。 并 希 转 达 徐 先生 为 托 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 

迅 顿 首 一 月 廿 九 日 
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879 致 藉 军 萧红 


萧 、 吟 两 兄 : 

二 十 及 二 十 四 日 信和 都 收 到 了 。 运 动 原 是 很 好 的 ， 但 这 是 我 
在 少年 时 候 的 事 , 现在 怕 难 了 。 我 是 南边 人 , 但 我 不 会 弄 船 , 却 
能 骑马 ， 先 前 是 每 天 总 要 跑 它 一 两 点 钟 的 。 然 而 自从 升 为 “ 先 
生 ” 以 来 ,就 再 没有 工夫 干 这 些 事 , 二 十 年 前 曾经 试 了 一 试 , 不 过 
架 式 近 在 , 不 至 于 掉 下 去 , 或 拔 住 马 燃 而 已 。 现 在 如 果 试 起 来 ， 
大 约会 跌 死 也 难说 了 。 

而 且 自 从 弄 笔 以 来 , 有 一 种 坏 习 气 , 就 是 一 样 事情 开 手 , 不 
做 完 就 不 舒服 , 也 不 能 同时 做 两 件 事 , 所 以 每 作 一 文 , 不 写 完 就 
不 放手 , 倘若 一 大 弄 不 完 , 则 必须 做 到 没有 力气 了 , 才 可 以 放下 ， 
但 躺 着 也 还 要 想到 。 生 活 就 因此 没有 规则 , 而 一 有 规则 , 即 于 译 
作 有 害 , 这 是 很 难 两 全 的 。 还 有 二 层 , 一 是 琐事 太 多 , 忽而 管家 
务 , 忽而 陪同 乡 , 忽而 印 书 , 忽而 讨 版 税 ; 二 是 著作 太 杂 , 忽而 做 
序 文 , 忽而 作 评 论 , 忽而 译 外 国文 。 脑 子 就 永 是 乱七八糟 , 我 恐 
怕 不 放 笔 , 就 无 药 可 救 。 

所 谓 “ 还 有 一 篇 ”, 是 指 萧 兄 的 一 篇 , 但 后 来 方法 变换 了 , 先 
都 交 给 《文学 >， 看 他 们 要 那 一 篇 ， 然 后 再 将 退回 的 向 别处 设法 。 
但 至 今 尚 无 回信 。 吟 太太 的 小 说 送 检查 处 后 , 亦 尚 无 回信 ,我 看 
这 是 和 原稿 的 不 容易 看 相关 的 , 因为 用 复写 纸 写 , 看 起 来 较为 费 
力 , 他 们 便 搁 下 了 。 

您 们 所 要 的 书 , 我 都 没有 。《 零 露 集 》 如 果 可 以 寄 来 , 我 是 想 
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看 一 看 的 。 

《滑稽 故事 > 容易 办 , 大 约会 有 书店 肯 印 。 至 于 《前 夜 》 那 是 
没 法 想 的 《 熔 铁 炉 》 中国 并 无 译本 , 好 象 别 国 也 无 译本 , 我 曾 见 
良 士 果 短篇 的 日 译本 ， 此 人 的 文章 似乎 不 大 容易 译 。 您 的 朋友 
要 译 , 我 想 不 如 鼓励 他 译 , 一 面 却 要 老实 告诉 他 能 出 版 否 很 难 移 
定 , 不 可 用 “空城 计 ”。 因 为 一 个 人 遇 了 几 回 空城 计 后 ， 就 会 灰 
心 , 或 者 从 此 怀疑 朋友 的 。 

我 不 想 用 鞠 子 去 打 吟 太太 ， 文 章 是 打 不 出 来 的 ， 从 前 的 享 
师 , 学 生 背 不 出 书 就 打手 心 , 但 愈 打 愈 背 不 出 , 我 以 为 还 是 不 要 
催促 好 。 如 果 胖 得 象 量 量 了 , 那 就 会 有 映 映 样 的 文章 。 


此 复 , 即 请 
偽 安 
形 上 一 月 廿 九 夜 
880 致 黄 小 
河清 先生 : 


一 夜 信 今日 收 到 。 那 本 散文 诗 能 有 一 部 分 用 好 纸 印 ， 就 可 
以 对 付 译 者 了 , 经 手 别人 的 稿子 , 真是 不 容易 。 

当 靖 的 那 一 篇 拉 甫 列 涅 夫 文 抽 去 时 , 我 曾 通 知 他 , 并 托 他 为 
《译文 》 译 些 短篇 。 那 回信 说 , 拉 氏 那样 的 不 关 紧 要 的 文章 尚且 
登 不 出 , 也 没有 东西 可 译 了 。 他 大 约 不 高 兴 译 旧作 品 , 而 且 也 没 
有 原本 , 听 说 他 本 来 很 多 , 都 存在 河南 的 家 里 , 后 来 不 知道 为 了 
一 种 什么 谣言 , 他 家 里 人 就 都 烧 掉 , 烧 得 一 本 不 剩 了 ; 还 有 一 部 
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分 是 放 在 静 农 家 的 , 去 年 都 被 没收 。 在 那 边 买书 , 似乎 也 很 不 容 
易 ,我 代 人 买 一 本 木刻 法 ,已 经 一 年 多 了 ,终于 还 没有 买 到 。 

杜 衡 之 类 , 总 要 说 那些 话 的 , 倘 不 说 , 就 不 成 其 为 杜 衡 了 。 我 
们 即使 一 动不动 , 他 也 要 攻击 的 , 一 动 , 自然 更 攻击 。 最 好 是 选 
取 他 曾经 译 过 的 作品 , 再 译 它 一 回 , 只 可 惜 没有 这 种 闲 工夫 。 还 
是 让 他 去 说 去 罢 。 

译文 社 出 起 书 来 , 我 想 译 果 苞 理 的 选集 , 当 与 孟 十 还 君 商量 
一 下 , 大 家 动手 。 有 许多 是 有 人 译 过 的 , 但 只 好 不 管 。 

今天 爆竹 声 好 象 比 去 年 多 , 可 见 复古 之 盛 。 十 多 年 前 , 我 看 
见 人 家 过 旧历 年 , 是 反对 的 , 現在 却 心平 気 和 , 觉得 倒 还 热闹 , 还 
买 了 一 批 花炮 , 明 夜 要 放 了 。 


专 此 布 复 , 并 请 
春 安 迅 上 二 月 三 夜 
881 致 孟 十 还 
十 还 先生 


上 月 吃饭 的 时 候 , 耳 耶 兄 对 我 说 ,他 的 朋友 译 了 一 篇 果 戈 理 
的 《旧式 的 田 主 》 来 , 想 投 《 译 文 或 《文学 》, 现 已 托 先生 去 校正 
去 了 。 

这 篇 文章 , 描写 得 很 好 , 但 也 不 容易 译 , 単 据 日 本 洋 本 , 恐 情 
是 很 难 译 得 好 的 , 至 少 , 会 显得 拖 洗 。 我 希望 先生 多 费 些 力 ， 大 
大 的 给 他 校 改 一 下 。 

因为 详 文 社 今年 想 出 单行 本 ， 黄 先生 正在 准备 和 生活 书店 
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去 开交 涉 , 假如 成 功 的 话 , 那么 , 我 想 约 先生 一 同 来 译 果 戈 理 的 
选集 , 今年 先 出 《Dekanka 夜 谈 》 和 《Mirgorod》, 每 种 一 本 , 或 分 
成 两 本 , 做 将 来 再 说 ; 每 人 各 译 一 本 或 全 都 合 译 , 也 侯 将 来 再 说 。 
《旧式 地 主 》 在 《4Mirgorod》 下 卷 中 , 改 好 之 后 , 将 来 就 可 以 收 进 
去 , 不 必 另 译 了 。 

Korolenko 的 小 说 , 我 觉得 做 得 很 好 ,在 现在 的 中 国 , 大 釣 
也 不 至 于 犯 号 , 但 中 国 除 了 周作 人 译 的 《 玛 加 尔 之 梦 》 及 一 二 小 
品 外 , 竟 没 有 人 翻译 。 不 知 先生 有 他 的 原本 没有 ? 倘 有 ,我 看 
是 也 可 以 绍 介 的 。 


专 此 布 达 , 并 贺 
年 (9 的 ) 禧 
迅 上 二 月 四 日 = 正月 元 旦 
882 和 致 杨 界 云 
発 云 先生 : 


項 収 到 二 月 二 日 大 札 。《 集 外 集 ? 止 抽 去 十 篇 , 诚 为 “天 恩 高 
厚 ,但 旧 诗 如 此 明白 , 却 一 首 也 不 删 , 则 终 不 免 “ 呆 鸟 "之 读 。 阮 
大 鍼 量 好 伝 , 还 能 作 4 燕 子 每 > 之 类 , 而 今 之 叭 儿 及 其 主人 , 则 连 
小 才 也 没有 , “一 代 不 如 一 代 ”, 盖 不 独 人 类 为 然 也 。 

文字 请 此 辈 去 检查 ， 本 是 犯 不 上 的 事情 ， 但 商店 为 营业 起 
见 , 也 不 能 深 责 , 只 好 一 面 听 其 检查 , 不 如 意 , 则 自行 重印 耳 。《 启 
事 》 及 《来 信 》 自己 可 以 检 得 ,但 《革命 文学 …… 少 改正 稿 ， 希 于 
便 中 寄 下 。 近 又 在 《4 新潮 了》 上 发 见 通信 一 则 , 此 外 当 还 有 , 拟 索 性 
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在 印 杂 文 时 补 入 。 

被 删 去 五 分 之 四 的 ， 即 《 病 后 杂谈 》， 文学 社 因 为 只 存 一 头 ， 
遂 不 登 , 但 我 是 不 以 悬 头 为 耻 的 , 即 去 要 求 登载 , 现 已 在 二 月 号 
《文学 ?上 登 出 来 了 。 后 来 又 做 了 一 篇 ， 系 讲 清 初 删 禁 中 国人 文 
章 的 事情 , 其 手段 大 抵 和 现在 相同 。 这 回 审查 诸 公 , 却 自 己 不 删 
削 了 ,加 了 许多 记号 , 要 作者 或 编辑 改定 , 我 即 删 了 一 点 , 仍 不 满 
足 , 不 说 抽 去 , 也 不 说 可 登 , 存 存 吐 吐 , 可 笑 之 至 。 终 于 由 徐 伯 诉 
手 执 铅笔 ， 照 官 意 改正 , 总 算 通 过 了 , 大 约 三 月 号 之 《文学 ?上 可 
以 登 出来 。 禁止, 则 禁止 耳 , 但 此 辈 况 连 这 一 点 骨气 也 没有 , 事 
实 上 还 是 删改 , 而 自己 竟 不 肯 负 删改 的 责任 , 要 算是 作者 或 编辑 
改 的 。 侯 此 文 秋 表 及 《 集 外 集 》 出 版 后 , 资料 已 足 , 我 就 可 以 作 杂 
文 后 记 了 。 

今年 上 海 爆竹 声 特别 旺盛 ， 足 见 复古 之 一 斑 。 舍 间 是 向 不 
过 年 的 , 不 问 新 旧 , 但 今年 却 亦 借口 新 年 ， 亮 酒 煮 肉 ， 且 买 花炮 ， 
夜 则 放 之 ， 盖 终年 被 迫 被 困 ， 苦 得 够 了 ， 人 亦 何苦 不 暂时 吃 一 通 
乎 。 况 且 新 生活 自 有 有 力 之 政府 主持 , 我 辈 小 百姓 , 大 可 不 必 凑 
趣 , 自 寻 枯 杭 之 道 也 , 想 先生 当 亦 以 为 然 的 。 专 此 布 复 , 并 颂 
餐 禧 

迅 启 上 二 月 四 夜 


883 致 李 桦 


李 桦 先生 ， 
先生 十 二 月 九 日 的 信和 两 本 木刻 集 , 是 早 经 收 到 了 的 ,但 因 
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为 接连 的 生病 , 没有 能 够 早日 奉 复 , 真是 抱 才 得 很 。 我 看 先生 的 
作品 ,总 党 得 《 春 郊 小 景 集 》 和 《罗浮 集 》 最 好 , 忍 伯 是 为 宋 元 以 来 
的 文人 的 山水 画 所 涵养 的 结果 罢 。 我 以 为 宋 未 以 后 ,除了 山水 ， 
实在 没有 什么 绘画 , 山水 画 的 发 达 也 到 了 绝顶 , 后 人 无 以 胜 之 ， 
即使 用 了 别 的 手法 和 工具 ， 虽 然 可 以 见得 新 颖 ， 却 难于 更 加 伟 
大 , 因为 一 方面 也 被 题材 所 限制 了 。 彩 色 木 刻 也 是 好 的 , 但 在 中 
国 ,大 约 难以 发 达 , 因为 没有 鉴赏 者 。 

来 信 说 技巧 修养 是 最 大 的 问题 , 这 是 不 错 的 ,现在 的 许多 青 
年 艺术 家 , 往往 忽略 了 这 一 点 。 所 以 他 的 作品 , 表现 不 出 所 要 表 
现 的 内 容 来 。 正 如 作文 的 人 ， 央 为 不 能 修辞 ， 于 是 也 就 不 能 达 
意 。 但 是 , 如 果 内 容 的 充实 , 不 与 技巧 并 进 , 是 很 容易 陷入 徒然 
玩弄 技巧 的 深 坑 里 去 的 。 

这 就 到 了 先生 所 说 的 关于 题材 的 问题 。 现 在 有 许多 人 ， 以 
为 应 该 表现 国民 的 艰苦 , 国民 的 战斗 , 这 自然 并 不 错 的 , 但 如 自 
己 并 不 在 这 样 的 旋涡 中 , 实在 无 法 表现 , 假使 以 意 为 之 , 那 就 決 
不 能 真切 , 深刻 , 也 就 不 成 为 艺术 。 所 以 我 的 意见 , 以 为 一 个 艺 
术 家 , 只 要 表现 他 所 经 验 的 就 好 了 , 当然, 书斋 外 面 是 应 该 走出 
去 的 ， 倘 不 在 什么 旋涡 中 , 那么 , 只 表现 些 所 见 的 平常 的 社会 状 
态 也 好 。 日 本 的 浮世 绘 , 何尝 有 什么 大 题目 , 但 它 的 艺术 价值 却 
在 的 。 如 果 社 会 状态 不 同 了 , 那 自然 也 就 不 固定 在 一 点 上 。 

至 于 怎样 的 是 中 国 精神 , 我 实在 不 知道 。 就 绘画 而 论 , 六 朝 
以 来 ,就 大 受 印度 美术 的 影响 , 无 所 谓 国画 了 ; 元 人 的 水 墨 山 水 ， 
或 者 可 以 说 是 国粹 , 但 这 是 不 必 复 兴 , 而 且 即 使 复兴 起 来 , 也 不 
会 发 展 的 。 所 以 我 的 意思 , 是 以 为 倘 参 酌 汉 代 的 石刻 画像 , 明 清 
的 书籍 插画 , 并 且 留 心 民间 所 赏 玩 的 所 谓 “ 年 画 ”, 和 欧洲 的 新 法 
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融合 起 来 ,也 许 能 够 创 出 一 种 更 好 的 版 画 。 
专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 
迅 上 二 月 四 夜 


884 致 曹 靖 华 


汝 珍 见 ， 

二 月 一 日 信 收 到 。 那 一 种 刊物 ， 原 是 我 们 自己 出 版 的 ， 名 
《文学 生活 》 原 是 每 人 各 赠 一 本 , 但 这 回 印 出 来 , 却 或 赠 或 不 赠 ， 
店 里 自然 没有 买 , 我 也 没有 得 到 。 我 看 以 后 是 不 印 的 了 , 因为 有 
人 以 文字 抗议 那 批评 ， 倘 续 出 即 非 登 此 抗议 不 可 , 惟一 的 方法 
是 不 再 出 版 一 一 到 处 是 用 手段 。 

《 准 风月 谈 一 定 是 翻印 的 ， 只 要 错字 少 ,， 于 流通 上 倒 也 好 ; 
《 南 腔 北 调集 > 也 有 翻 板 。 但 这 书 我 不 想 看 ， 可 不 必 寄 来 。 今 年 
我 还 想 印 杂文 两 本 ， 都 是 去 年 做 的 ， 今 年 大 约 不 能 写 的 这 么 多 
了 , 就 是 极 平常 的 文章 , 也 党 被 抽 去 或 删 削 , 不 痛快 得 很 。 又 有 
暗 箭 , 更 是 不 痛快 得 很 。 

《 城 与 年 > 的 概略 ,是 说 明 内 容 ( 书 中 事迹 ) 的 , 拟 用 在 木刻 之 
前 , 使 读者 对 于 木刻 插画 更 加 了 解 。 木 刻画 想 在 四 五 月 间 付 印 ， 
在 五 月 以 前 写 好 , 就 好 了 。 

农 兄 如 位 置 还 在 ， 为 什么 不 回去 教书 呢 ? 我 想 去 年 的 事 
情 , 至今 总 算 告 一 段落 ， 此 后 大 约 不 再 会 有 什么 问题 的 了 (我 虽 
然 不 明 详情 )。 如 果 另 找事 情 , 即 又 换 一 新 环境 , 又 遇 一 批 新 的 
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抢 饭碗 的 人 ， 不 是 更 麻烦 吗 ?9 碑帖 单子 已 将 留 下 的 圈 出 ， 共 十 
种 , 今 将 原单 寄 回 。 又 宪 兄 也 曾 寄 来 拓片 一 次 , 留 下 一 种 , 即 “ 汉 
画 象 残 石 " 四 幅 , 价 四 元 , 这 单子 上 没有 。 

这 里 的 出 版 , 一 楊 胡 塗 , 有 些 “ 文 学 家 ”做 了 检查 官 , 简直 是 
胡 病 。 去 年 年 底 , 有 一 个 朋友 收集 我 的 旧 文 字 , 在 印 出 的 集 子 里 
所 遗漏 或 删 去 的 , 抄 了 一 本 , 名 《 集 外 集 》, 送 去 审查 。 结 果 有 十 
篇 不 准 印 。 最 奇怪 的 是 其 中 几 篇 系 十 年 前 的 通信 ， 那 时 不 但 并 
无 现在 之 “国民 政府 ”， 而 且 文 字 和 政治 也 毫 不 相关 。 但 有 几 首 
颇 激 烈 的 旧 诗 , 他们 却 并 不 删 去 。 

现在 连 译文 也 常 被 抽 去 或 删 前 ; 连 插画 也 常 被 抽 去 ; 连 现 在 
的 希 武 拉 , 十 九 世 纪 的 西班牙 政府 也 骂 不 得 , 否则 一 一 删 去 。 

从 去 年 以 来 , 所 谓 “ 第 三 种 人 ”的 ， 竟 露出 了 本 相 ， 他 们 帮 着 
它 的 主人 来 压迫 我 们 了 , 然而 我 们 中 的 有 几 个 人 , 却 道 是 因为 我 
攻击 他 们 太 厉 害 了 ,以 至 副 得 他 们 如 此 。 去 年 春天 , 有 人 在 《大 
晚报 》 上 作文 , 说 我 的 短评 是 买办 意识 , 后 来 知道 这 文章 其 实 是 
朋友 做 的 , 经 许多 人 的 质问 , 他 答 说 已 寄 信 给 我 解释 , 但 这 信 我 
至 今 没 有 收 到 。 到 秋天 ,有 人 把 我 的 一 封 信 , 在 《社会 月 报 》 上 发 
表 了 , 同 报 上 又 登 有 杨 村 人 的 文章 , 于 是 又 有 一 个 朋友 ( 即 田 君 ， 
兄 见 过 的 ), 化 名 绍 伯 , 说 我 已 与 杨 村 人 合作 , 是 调和 派 。 被 人 请 
问 , 他 说 这 文章 不 是 他 做 的 。 但 经 我 公开 的 请 责 时 , 他 只 得 承认 
是 自己 所 作 。 不 过 他 说 : 这 篇 文章 , 是 故意 拖 枉 我 的 , 为 的 是 想 
我 愤怒 起 来 , 去 攻击 杨 村 人 , 不 料 况 回转 来 攻击 他 , 真 出 于 意料 
之 外 云云 。 这 种 战 法 ,我 真是 想不到 。 他 从 背后 打 我 一 凌 , 是 要 
我 生气 , 去 打 别 人 一 鞭 , 现在 我 竞 夺 住 了 他 的 鞭子 ,他 就 "出 于 意 
料 之 外 "了 。 从 去 年 下 半年 来 , 我 总 党 有 几 个 人 倒 和 “第 三 种 人 ” 
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一 气 , 恶意 的 在 拿 我 做 玩具 。 

我 终于 莫名 其 妙 , 所 以 从 今年 起 , 我 决 计 避 开 一 点 , 我 实在 
忍耐 不 住 了 。 此 外 古怪 事情 还 多 。 现 在 我 在 选 一 部 别人 的 小 
说 , 这 是 应 一 个 书店 之 托 , 解决 吃饭 问题 的 , 三 月 间 可 完工 。 至 
于 绍 介 文学 和 美术 , 我 仍 照 旧 的 做 。 

但 短评 ,恐怕 不 见得 做 了 ， 虽 然 我 明知 道 这 是 要 紧 的 , 我 如 
不 写 , 也 未 必 另 有 人 写 。 但 怕 不 能 了 。 一 者 , 检查 严 , 不 容易 登 
出 ; 二 则 我 实在 异 恶 那 暗 地 里 中 伤 我 的 人 , 我 不 如 休息 休息 , 看 
看 他 们 的 非 买 办 的 战斗 。 

我 们 大 家 都 好 的 。 

专 此 布 复 , 即 请 
春 安 

弟 務 上 二 月 七 日 


885 致 孟 十 还 


十 还 先生 : 

五 日 信 收 到 。KOROLENKO 的 较 短 的 小 说 , 我 不 知 上 海 
有 得 买 否 ， 到 白 俄 书店 一 找 ， 何 如 。 关 于 他 的 文章 ,我 见 过 
GORKY 所 做 的 有 两 篇 ， 一 是 《 珂 罗 连 珂 时 代 》 一 好 象 是 印象 
记 , 谷 译 的 不 知 是 那 一 篇 , 如 果 是 另 一 篇 , 那么 先生 也 还 可 以 译 
下 去 的 。 

普 式 庚 小 说 , 当 不 至 于 见 官 碰 钉 子 。 那 一 篇 4 结婚 》 十 年 前 
有 李 秉 之 译本 , 登 在 《 京 报 副刊 》 上 , 虽然 我 不 知道 他 译 得 怎样 ， 
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后 来 曾 否 收 在 什么 集 子 里 , 以 及 现在 的 《文学 》 编 辑 者 是 怎样 的 
意见 。 但 要 稳当 ， 还 是 不 译 好 。 不 如 再 拉 出 几 个 中 国 不 熟识 的 
作者 来 。 在 法 租界 的 白 俄 书店 ， 不 知 可 能 掘 出 一 点 可 用 的 东西 


来 不 能 ? 
此 复 , 并 吨 
年 禧 迅 和 拜 夏 历 元 月 四 夜 * 
886 致 徐 森 唐 
松 唐 先生 : 


偶 在 报 摊 上 看 见 今年 历 本 , 内 有 春 牛 图 , 且 有 说 明 ， 虽 然 画 
法 摩登 一 点 , 但 《芒种 》 上 似乎 也 好 用 的 , 且 也 连 说 明 登 上 。 
又 偶 得 十 年 前 之 4 京 报 副刊 》, 见 林 先 生 所 选 甘 种 书目 , 和 现 


在 有 些 不 同 了 。 
右 二 种 俱 附 上 。 此 颂 
年 禧 迅 ” 顿 首 夏 历 元 月 四 日 
887 致 萧 军 萧红 
補 品 先生 





来 信 早 收 到 ;小 说 稿 已 看 过 了 ， 都 做 得 好 的 一 一 不 是 客气 


* ”公历 为 二 月 七 日 。 
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话 一 一 充满 着 热情 , 和 只 玩 些 技巧 的 所 谓 “ 作 家 ”的 作品 大 两 样 。 
今天 已 将 悄 吟 太太 的 那 一 篇 寄 给 《太白 》。 余 两 篇 让 我 想 一 想 ， 
择 一 个 相宜 的 地 方 , 文学 社 暂 不 能 寄 了 , 因为 先前 的 两 篇 , 我 就 
寄 给 他 们 的 ,现在 还 没有 回信 。 

至 于 你 要 给 《火炬 》 的 那 篇 ， 我 看 不 必 寄 去 ， 一 定 登 不 出 来 
的 , 不 如 暂 留 在 我 处 , 看 有 无 什么 机 会 发 表 ; 不 过 即使 发 表 , 我 恐 
怕 中 国人 也 很 难看 见 的 。 虽 然 隔 一 道 关 , 但 情形 也 未 必 会 两 伴 。 
前 几 天 大 家 过 年 , 报纸 停刊 , 从 袁世凯 那 时 起 , 卖国 就 在 这 时 候 ， 
这 方法 留 传 至 今 ， 我 看 是 关内 也 在 爆竹 声 中 癸 送 了 。 你 记得 去 
年 各 报 上 登 过 一 篇 《 敌 乎 , 友 乎 ?》 的 文章 吗 ? 做 的 是 徐树铮 的 儿 
了 , 現代 同人 的 代 斉 人 , 他 况 连 日 本 是 友 是 敌 都 怀疑 起 来 了 , 怀 
疑 的 结果 , 才 决 定 是 “ 友 ”。 将 来 悉 怕 还 会 有 一 篇 “ 友 平 , 主 乎 ?” 
要 登 出 来 。 今 年 就 要 将 “一 二 八 ”“ 九 一 八 ” 的 纪念 取消 , 报 上 登 
载 的 减少 学 校 假期 , 就 是 这 件 事 , 不 过 他 们 说 话 改头换面 , 使 大 
家 不 觉得 。“ 友 "之 敌 , 就 是 自己 之 敌 , 要 代 “ 友 ”讨伐 的 , 所 以 我 
看 此 后 的 中 国 报 ,将 不 准 对 日 本 说 一 句 什 么 话 。 

中 国 向 来 的 历史 上 , 凡 一 朝 要 完 的 时 候 , 总 是 自己 动手 , 先 
前 本 国 的 较 好 的 人 , 物 , 都 打扫 干净 , 给 新 主子 可 以 不 费力 量 的 
进来 。 现 在 也 毫 不 两 样 ,本 国 的 狗 ， 比 洋 狗 更 清楚 中 国 的 情形 ， 
手段 更 加 巧妙 。 

来 信 说 近来 觉得 落寞 , 这 心情 是 能 有 的 , 原因 就 在 在 上 海 还 
是 一 个 陌生 人 , 没有 生 下 根 去 。 但 这 样 的 社会 里 , 怎么 生根 呢 , 除 
非 和 他 们 一 同 腐败 ; 如 果 和 较 好 的 朋友 在 一 起 , 那么, 他 们 也 正 
是 落寞 的 人 ， 被 缚 住 了 手脚 的 。 文 界 的 腐败 ， 和 武 界 也 并 不 两 
样 , 你 如 果 较 清楚 上 海 以 至 北京 的 情形 , 就 知道 有 一 群 蛆虫 , 在 
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怎样 挂 着 好 看 的 招牌 , 在 帮助 权力 者 暗杀 青年 的 心 , 使 中 国 完结 
得 无 声 无 臭 。 
我 也 时 时 感到 寂寞 , 常常 想 改 掉 文学 买卖 , 不 做 了 , 并 且 离 
开 上 海 。 不 过 这 是 暂时 的 愤慨 , 结果 大 约 还 是 这 样 的 干 下 去 , 到 
真 的 干 不 来 了 的 时 候 。 
海 婴 是 好 的 , 但 掲 乱 得 可以 , 现在 是 专门 在 打仗， 可 见 世界 
是 一 时 不 会 平和 的 。 请 客 大 约 尚 无 把 握 ， 因 为 要 请 ， 就 要 吃 得 
好 , 否则 , 不 如 不 请 , 这 是 我 和 悄 吟 太太 主张 不 同 的 地 方 。 但 是 ， 
什么 时 候 来 请 罢 。 此 请 
個 安 
上 二 月 九 日 
再 ， 那 两 篇 小 说 的 署名 , 要 政 一 下 , 因为 在 俄 有 一 个 萧 三 ， 
在 文学 上 很 活动 , 现在 即使 多 一 个 “ 郎 ? 字 , 狗 们 也 即刻 
以 为 就 是 他 的 。 改 什么 呢 ? 等 来 信 照 办 。 又 及 


888 致 赵 家 壁 


家 壁 先生: 

八 日 信 收 到 。<《 新 青年 等 尚未 收 到 ， 书 店 中 人 又 忘记 了 也 
说 不 定 的 , 明天 当 去 问 一 问 。 

《 弥 酒 》 收 到 ;《 东 方 创作 集 》 已 转交 。 

照片 不 必 寄 还 , 先生 留 下 罢 。 

前 回 托 抄 的 几 篇 小 说 , 如 已 抄 好 , 希 即 寄 下 。 如 未 抄 , 则 请 
一 催 , 但 汪 敬 标的 《一 个 勤学 的 学 生 》 不 必 抄 了 , 因为 我 已 经 买 得 
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他 的 小 说 集 , 撕 下 来 了 。 
专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 
迅 上 二 月 九 晶 


889 致 孟 十 还 


十 还 先生 

二 月 七 夜 信 已 收 到 。 我 想 先 生 且 不 要 厌 弃 4 人 间 世 》 之 类 的 
稿费 , 因为 稿费 还 是 从 各 方面 取得 的 好 ， 卖 稿 集中 于 一 个 书店 ， 
于 一 个 作者 是 很 不 利 的 ， 后 来 它 就 能 支配 你 的 生活 。 况 且 译 各 
种 选集 , 现在 还 只 是 我 们 几 个 人 的 一 方面 的 空想 ,未 曾 和 书店 接 
洽 过 ; 书店 , 是 无 论 那 一 个 , 手段 都 是 辣 的 。 我 想 , 不 如 待 合同 订 
定 后 , 再 作 计较 罢 。 而 且 我 还 得 声明 , 中 国之 所 谓 合 同 , 其 实 也 
无 甚 用 处 。 

我 说 的 《D. 夜 谈 》, 就 是 《D 附近 农庄 的 夜晚 >。 那 第 (三 )， 
(四 ) 有 李 秉 之 译本 , 第 (二 ),〈 四 ) 有 韩 侍 检 译 本 , 但 我 们 可 以 不 
管 它 , 不 过 也 不 妨 买 来 参考 一 下 。 李 是 从 俄 文 译 的 , 在 《俄罗斯 
名 著 二 集 》( 亚 东 书 局 版 , 价 一 元 ) 内 ; 韩 大 约 从 英文 或 日 文 转译 
《商务 馆 版 , 价 未 详 ), 不 看 他 也 不 要 紧 。 听 说 又 有 《4 泰 赖 *， 波 尔 
巴 》, 顾 民 元 等 译 ( 南 京 书店 出 版 ,七 角 五 分 ), 我 未 见 过 。 

科 洛 连 柯 和 萨 尔 蒂 珂 夫 短 篇 小 说 都 能 买 到 ， 那 是 好 极 了 。 
我 觉得 萨 尔 蒂 珂 夫 的 作品 于 中 国 也 很 相宜 ， 但 译 出 的 却 很 少 很 
少 , 买 得 原本 后 , 《译文 上 至 少 还 可 以 绍 介 他 一 两 回 。 
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《射击 》 译 成 后 , 请 直接 送 给 黄 先生 。 





专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 二 月 九 日 
890 致 杨 卉 云 
七 日 信和 下午 收 到 , 并 《4 帮 闲 文学 ……: 》 稿 , 谢谢 。《 南 北 集 》 恰 


亦 于 七 日 托 书店 寄 上 一 册 , 现在 想 是 已 到 了 罢 。 
《文学 ? 既 登 抽 作 题 头 ， 下 一 期 登 出 续篇 来 ， 前 言 不 搭 后 语 ， 
笋 是 有 趣 ， 倘 将 来 再 将 原稿 印 出 ， 也 许 更 有 可 观 。 去 年 所 作 杂 
文 , 除 登 人 自由 谈 》 者 之 外 , 竟 有 二 百 余 页 之 多 , 编 成 一 本 时 , 颇 欲 
定名 为 《 狗 儿 年 杂文 》 但 恐 于 邮寄 有 碍 耳 。 
《大 义 觉 迷 录 》 虽 巧妙 , 但 究 有 痕迹 , 后 来 好 象 连 这 本 书 也 禁 
止 了 。 现 行文 学 暗杀 政策 , 几 无 迹象 可 寻 , 实 是 今 胜 于 古 , 惜 叭 


儿 多 不 称职 , 致 大 闹 笑 话 耳 。 
明 末 剥皮 法 , 出 《 安 到 逸 史 》 今 录 出 附 上 。 
专 此 布 复 , 并 贺 

旧 禧 


迅 顿 首 夏 历 元 月 七 日 * 娄 下 
再 ， 先 生 所 作 《 集 外 集 》 引 言 , 如 有 稿 , 乞 录 寄 , 因 印 《 集 外 集 





* ”公历 为 二 月 十 日 。 
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外 集 》( 此 非 真名 ,真名 未 定 ) 时 拟 补 入 也 。 了 又 及 


安 龙 逸 史 。” 届 大 均 扎 
( 孙 ) 可 望 得 ( 张 ) 应 科 报 , 即 令 应 科 杀 ( 李 ) 如 月 , 剥皮 示众 。 
俄 缚 如 月 至 朝 门 , 有 负 石 灰 一 做 , 稻草 一 捆 , 置 于 其 前 。 如 
月 同 , “如何 用 此 ?” 其 人 日 , “ 是 措 休 的 草 !” 如月 叱 日 , “ 暗 
奴 ! 此 株 株 是 文章 , 节 节 是 忠 肠 也 ! "既而 应 科 立 右 角 门 阶 ， 
捧 可 望 令 则 , 喝 如月 忠 。 如 月 叱 日 , “ 我 是 朝 延命 官 , 岂 跪 贼 
令 1?? 乃 步 至 中 门 , 向 阅 再 拜 , 大 淆 日 ,“ 太 祖 高 皇帝 , 我 皇 明 
从 此 无 谏 店 妖 ! 媳 贼 孙 可 望 , 汝 死期 不 远 。 我 死 立 千 古 之 芳 
名 , 汝 死 遗 万 年 之 贼 号 , 误 得 训 失 ?应 科 促 令 仆 地 , 沖 傘 , 及 
辟 ， 如 月 大 呼 日 ,“ 死 得 快活 , 浑身 清凉 ! ”又 呼 可 望 名 , 大 器 
不 绝 ,及 断 至 手足 , 转 前 胸 , 犹 微 声 恨 骂 ; 至 颈 绝 而 死 。 随 以 
灰 渍 之 , 纠 以 线 , 后 乃 入 草 , 移 北 城 门 通衢 阅 上 , 基 之 。…… 

右 见 卷 下 。 

此 因 山 东道 御 史 东莞 李 如 月 这 孙 可 望 擅 杀 勋 将 ( 即 陈 邦 传 ， 
亦 剥 皮 ), 无 人 臣 礼 , 故 可 望 亦 剥 其 皮 也 。 可 望 后 降 清 , 盖 亦 
替 “ 天 朝 ” 折 除 端 人 正士 使 更 易于 长 驱 而 入 者 。 


891 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 
七 日 寄 上 一 函 , 想 已 到 。 
需 得 冈 氏 一 信 , 今 附 上 , 希 译 示 。 
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同时 又 收 到 《IIepBEIi BcecoisHEIN C ゃ esn CoBeTCKHX Ilrca- 
Teneii》 一 期 , 颇 厚 , 大 约 是 讲 去 年 作家 大 会 的 。 兄 要 看 否 ? 如 要 ， 
得 复 后 当即 寄 上 。 
我 们 都 好 , 请 勿 念 。 
此 布 , 即 请 
春 安 
弟 了 上 一 [二 ) 月 十 日 


892 致 萧 年 


刘 先 生 ， 

十 , 十 一 两 信 俱 收 到 。 印 书 的 事 , 我 现在 不 能 答复 ,因为 还 
没有 探听 , 计划 过 。 

地 图 在 内 山 书店 没有 寄 卖 , 因为 这 是 海关 禁止 入 口 , 一 看 见 
就 没收 的 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 

2 sh fe 


893 致 吴 渤 


吴 渤 先生 : 
惠 函 奉 到 。 现 在 的 读书 界 , 确 是 比较 的 退步 , 但 出 版 界 也 不 
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大 能 出 好 书 。 上 海 有 官 立 的 书 报 审查 处 , 凡 较 好 的 作品 , 一 定 不 
准 出 版 , 所 以 出 版 界 都 是 死 气 沉 沉 。 

杂志 上 也 很 难说 话 , 现 惟 《太白 》《 读 书生 活 》, 《新 生 》 三 种 ， 
尚 可 观 ， 而 被 压迫 也 最 甚 。 至 于 《人 间 世 》 之 类 ， 则 本 是 麻醉 品 ， 
其 流行 赤 意 中 事 , 与 中 国人 之 好 吸 雅 片 相同 也 。 

我 的 近 作 三 本 , 已 托 书 店 挂号 寄 上 。 至 于 先生 所 要 的 两 本 ， 
当 托 友人 去 打听 , 倘 有 , 当 邮 寄 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 二 月 十 四 日 


894 致 金 秘 野 


療 野 先生 

来 信 收 到 , 但 已 蒙 官 恩 检查 , 这 是 北京 来 信 所 常见 的 。 唐 君 
终于 没有 见 , 他 是 来 约 我 的 , 但 我 不 能 抽 工 夫 一 谈 , 只 骗 下 他 汾 
酒 二 瓶 而 已 。 

木刻 用 原版 , 只 能 作者 自己 手印 , 倘 用 机 器 , 是 不 行 的 , 因为 
作者 大 抵 事前 没有 想到 这 一 层 , 版 面 未 必 弄 得 很 平 , 我 印 《 木 刻 
纪 程 时 , 即 因此 大 失败 , 除 被 印刷 局 面 责 外 , 还 付 不 少 的 钱 也 。 

文章 我 实在 不 能 做 了 。 一 者 没有 工夫 ， 二 者 材料 不 够 。 近 
来 东 谈 西 说 , 而 其 实 都 无 深 研 究 ， 发 议论 是 不 对 的 。 我 的 能 力 ， 
只 可 以 翻印 几 张 版 画 以 供 青年 的 参考 。 

罗 、 李 二 人 ，, 其 技术 在 中 国 是 很 好 的 。 抄 名 作 之 缺点 , 是 因 
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为 多 产 , 急于 成 集 , 而 最 大 原因 则 在 自己 未 能 有 一 定 的 内 容 。 但 
我 看 别人 的 作品 , 割 取 名 作 之 一 角 者 也 不 少 。 和 德国 交换 , 我 以 
为 无 意义 , 他 们 的 要 交换 , 是 别 有 用 意 的 , 但 如 果 明 白 这 用 意 , 则 
换 一 点 来 看 看 也 好 。 此 复 , 即 颂 
时 绥 

了 上 二 月 + 四 日 


895 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

十 三 日 信 收 到 。<《 文 学 生活 》 是 并 不 发 售 的 , 所 以 很 难看 见 ， 
但 有 时 会 寄 来 。 现 在 这 一 期 , 却 不 给 我 , 沈 兄 也 没有 , 这 办 法 颇 
特别 。 我 们 所 知道 的 一 点 , 是 从 别人 嘴 里 先 听 到 , 后 来 设法 借 来 
看 的 。 

静 兄 因 讲师 之 不 同 , 而 不 再 往 教 , 我 看 未 免 太 迁 。 半 年 的 准 
备 , 算得 什么 , 一 下 子 就 吃 完了 , 而 要 找 一 饭碗 , 却 怕 未 必 有 这 么 
快 。 現 在 的 学校 , 大 抵 教 员 一 有 事 , 便 把 別人 社 上 , 今 静 兄 离开 
了 半年 , 却 还 给 留 下 四 点 钟 , 不 可 谓 非 中 国 少见 的 好 学 校 , 恐怕 
在 那里 教书 , 还 比 别 处 容易 吧 。 

中 国 已 经 快要 大 家 “无 业 ”, 而 不 是 “失业 ”因为 根本 就 没有 
什么 所 谓 “ 业 ”了 。 上 海 今年 的 出 版 界 , 景象 比 去 年 坏 。 学 生 是 
去年 大 学生 減少 今年 中 学 生 减 少 了 。 

郑 君 现在 上 海 , 闻 不 久 又 回 北平 , 他 对 于 版 税 , 是 有 些 模 模 
胡 胡 的 , 不 过 不 给 回信 , 却 更 不 好 。 我 曾 见 了 他 , 但 因为 交情 还 
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没有 可 以 说 给 他 这 些 事 的 程度 , 所 以 没有 提 及 。 
。 了. Ettinger 并 没有 描 错 , 看 这 姓 , 他 大 约 原 是 德国 人 。 我 曾 
重 寄 囚 氏 《 引 玉 集 》 一 本 , 托 E. 转 的 。 至 HH. 氏 , 则 向 来 毫 不 知道 ， 
不 知道 为 什么 冈 氏 说 我 可 以 先 写 一 封 信 给 他 。 我 也 没有 什么 东 
西 托 他 转 。 

因为 有 便 人 ， 我 已 带 去 宣纸 三 百 大 张 了 , 托 E. 氏 分 赠 。 我 
想 托 兄 写 一 回信 , 将 来 当 将 信 稿 拟 好 寄 上 。 兄 写 好 后 , 仍 寄 来 ， 


由 上 海 发 出 。 

今天 寄 上 《作家 会 纪事 》 一 本 , 《译文 > 二 本 ,《 文 学 报 》 数 张 ， 
是 由 学 校 转 的 。 

专 此 布 达 , 即 请 
秋 安 

弟 了 上 二 月 十 八 晶 
896 致 孟 十 还 

十 还 先生 : 


十 四 信 读 悉 。《 艺 术 》 我 有 几 本 旧 的 , 没有 倍 林 斯 基 像 , 先生 
所 见 的 大 约 是 新 的 了 。 如 有 果 可 以 ,我 极 愿意 看 一 看 , 具 要 便 中 放 
在 书店 里 就 好 。 

郑 君 我 是 认识 的 ， 昨 天 提起 ， 他 说 已 由 黄 先 生 和 先生 接洽 
过 , 翻译 纳 克 拉 梭 夫 的 诗 云云 , 我 看 这 一 定 是 真 的 , 所 以 不 再 说 
下 去 。 但 生活 书店 来 担当 这 么 大 的 杂志 ， 我 们 印 果 成 理 选集 的 
计划 , 灵 怕 一 时 不 能 实行 了 。 我 是 要 给 这 杂志 译 《 死 魂 灵 》。 
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专 此 布 复 , 即 请 
春 安 
殉 上 二 月 十 八 日 


897 致 孟 十 还 


十 还 先生 : 

前 天 收 到 来 信 并 《艺术 》 两 本 。 倍 林 斯 基 刻 像 ， 是 很 早 的 作 
品 , 我 已 在 《艺苑 朝 华 》 内 翻印 过 了 , 虽然 这 是 五 六 年 前 的 事 , 已 
为 人 们 所 忘却 。 库 尔 培 的 像 极 好 , 异 无 可 用 之 处 , 中 国 至 今 竟 没 
有 一 种 较 好 的 美术 杂志 , 真 要 着 死人 。 

这 两 本 书 , 现 已 又 放 在 内 山 书 店 里 , 请 于 便 中 拿 了 附 上 之 一 
更 , 取 回 。 包 内 又 有 《文学 报 》 数 张 ,是 送 给 先生 的 。 

译 诗 , 真是 出 力 不 讨 好 的 事 , 我 的 主张 是 以 为 可 以 从 组 的， 
但 郑 君 似 不 如 此 想 。 那 么 , 为 稿费 起 见 , 姑且 译 一 点 罢 。 

良友 图 书 公司 ( 北 四 川路 八 五 一 号 ， 上 海 银行 附近 ) 出 了 一 
种 月 刊 :《 新 小 说 >》。。 昨天 看 见 那 编辑 者 郑 君 平 先生 , 说 想 托 先生 
译 点 短篇 , 我 看 先生 可 以 去 访 他 一 回 , 接洽 接洽 。 公 司 的 办 公 时 
间 是 上 午 九 点 起 至 下 午 五 点 ， 星 期 日 上 午休 息 。 去 一 次 自然 未 
必 恰 能 遇见 , 那么 只 好 再 去 了 。 

专 此 布 达 , 井伏 
时 绥 

迅 上 二 月 二 十 四 日 
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898 致 杨 卉 去 


者 云 先生 ; 

二 十 二 日 信 收 到 ;十 二 日 信 并 序 稿 ,也 早 收 到 了 。 近 因 经 济 
上 的 关系 ， 在 给 一 个 书坊 选 一 本 短篇 小 说 一 一 别人 的 ， 时 日 迫 
促 , 以 致 终日 匆匆 , 未 能 奉 复 , 其 菊 。《 集 外 集 》 中 重出 之 文 ,已 即 
致 函 曹 先生 , 托 其 删 去 , 但 未 知 尚 来 得 及 否 。 

我 前 次 所 举 尹 嘉 狂 的 应 禁书 目 , 是 钞 《 清 代 文字 狱 档 》 中 之 
奏折 的 , 大 约 后 来 又 陆续 的 查 出 他 种 , 所 以 自 当 以 见于 《4 禁 毁 书 
目 》 中 者 为 完全 。 尹 氏 之 挤 命 著 书 ， 其 实 不 过 想 做 一 个 道学 
家 一 一 至 多 是 一 个 贤人 , 而 皇帝 竞 与 他 如 此 过 不 去 , 真也 出 平 意 
外 。 大 约 杀 犬 警 猴 , 固 是 大 原因 之 一 , 而 尹 之 以 道学 家 自命 , 因 
而 开 罪 于 许多 同僚 ， 并 且 连 对 主子 也 多 说 话 , 致 招 厌 恶 , 总 也 不 
无 关系 的 。 

中 山 革命 一 世 , 虽 只 往来 于 外 国 或 中 国之 通商 口岸 , 足 不 履 
危 地 , 但 究竟 是 革命 一 世 , 至 死 无 大 变化 , 在 中 国 总 还 算是 好 人 。 
假使 活 在 此 刻 , 大 约 必 如 来 函 所 言 , 其 实在 那 时 ,就 已 经 给 陈 炯 
明 的 大 炮击 过 了 。 

“第 九 ” 不 必 读 粤 音 , 只 要 明白 出 典 , 盖 指 “八仙 ”之 名 次 而 
言 ,一 到 第 九 , 就 不 在 班 列 之 内 了 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 





迅 顿 首 二 月 廿 四 夜 
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899 致 門 家 礎 


家 壁 先生 : 

送 上 选 稿 的 三 分 之 二 一 一 上 , 中 两 本 , 其 余 的 一 部 分 , 当 于 
月 底 续 交 。 序 文 也 不 会 迟 至 三 月 十 五 日 。 

目录 当 于 月 底 和 余 稿 一 同 交 出 。 

奉 还 《 弥 酒 》 三 本 ; 又 《 新 潮 》 等 一 包 , 乞 转交 , 但 他 現在 大 釣 
也 未 必需 要 , 那 就 只 好 暂时 躺 在 公司 里 了 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 启 二 月 二 十 六 日 


900 致 叶 紫 


Z 兄 : 

信 早 收 到 。 小 说 稿 送 去 后 ， 昨 天 交 回 来 了 。 我 看 也 并 没有 
什么 改动 之 处 。 那 插画 ,有 几 张 刻 的 很 好 。 但 , 印 起 来 , 就 象 稿 
上 贴 着 的 一 样 高 低 么 ? 那 可 太 低 了 , 我 看 每 张 还 可 以 移 上 半 寸 。 

我 因为 给 书店 选 一 本 小 说 , 而 且 约 定 了 交卷 的 日 期 , 所 以 近 
来 只 赶 办 着 这 事 , 弄 得 头 错 眼花, 没有 工夫 。 等 这 事 弄 完 后 (下 
月 初 ), 我 们 再 谈 罢 。 小 说 大 约 急于 付 印 , 所 以 放 在 书店 里 , 附 上 
一 条 , 请 拿 了 去 取 为 幸 。 专 此 , 即 请 
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刻 安 
~( 比 “时 ”范围 较 小 , 大 有 革新 之 意 。) 
参 上 二 月 廿 六 夜 
901 致 赵 家 壁 
家 壁 先 生 .: 


小 说 的 末 一 本 ,也 已 校 完 了 , 今 呈 上 ,并 目录 一 份 。 

其 中 ， 黎 锦 明 和 人 台 静 农 两 位 的 作品 ,是 有 被 抽 去 的 可 能 的 ， 
所 以 各 人 多 选 了 一 篇 。 如 果 竟 不 被 抽 去 , 那么 ,将 来 就 将 目录 上 
有 xX 记号 的 自己 除 掉 ,每 人 各 留 四 篇 。 

向 培 良 的 《我 离开 十 字 街头 》， 是 他 那 时 的 代表 作 ， 应 该 选 
入 。 但 这 一 篇 是 单行 本 (光华 书局 出 版 ), 不 知 会 不 会 发 生 版 权 
问题 。 所 以 现在 不 订 在 一 起 ,请 先生 酌 定 , 因为 我 对 于 出 版 法 之 
类 , 实在 不 了 然 。 

假使 出 版 上 无 问题 ， 检 阅 也 通过 了 ， 那 就 除去 有 XxX 记号 的 
《野花 》, 还 是 剩 四 篇 。 但 那 篇 会 被 抽 去 也 难说 。 

此 外 大 约 都 没有 危险 。 不 过 中 国 的 事情 很 难说 ， 如 果 还 有 
通 不 过 的 ， 而 字数 上 发 生 了 问题 ， 那 就 只 好 另 选 次 等 的 来 补充 
了 。 其 实 是 现在 就 有 了 充填 字数 的 作品 在 里 面 。 

此 上 , 即 请 
撰 安 

迅 启 二 月 二 十 八 日 
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902 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 襄 者 ,来 信 收 到 。 

俞 二 小 姐 如 果 能 够 送 来 , 那 是 最 好 不 过 的 了 , 总 比 别 的 便 人 
可 靠 。 但 火车 必须 坐 甲 车 ; 动身 后 打 一 电报 , 我们 可 以 到 车 站 去 
接 。 以 上 二 事 , 当 另 函 托 紫 佩 兄 办 理 。 

寅 中 均 安 , 男 亦 安 好 , 不 过 稍稍 忙 些 。 海 婴 也 很 好 ， 大 家 都 
说 他 大 得 快 ;今天 又 给 他 种 了 一 回 牛 痘 , 是 第 二 回 了 。 

专 此 布 复 , 恭 请 
金 安 

男 树 叩 上 ” 广 平 及 海 婴 随 三 月 一 日 


903 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 京 者 , 上午 刚 寄 出 一 函 , 午后 即 得 二 月 二 十 五 
日 来 示 , 备 悉 一 切 。 男 的 意思 ， 以 为 女仆 还 是 不 带 ， 因 为 南 
北 习 惯 不 同 , 彼此 话 也 听 不 懂 , 不 见得 有 什么 用 处 , 而 且 闲 
暇 的 时 候 , 和 这 里 的 用 人 闲谈 , 一 知 半 解 , 说 不 定 倒 会 引出 
麻烦 的 事情 来 的 。 余 已 详 前 函 , 效 不 歼 。 
专 此 布 复 , 蔡 请 

金 安 

男 樹 叩 上 三 月 一 日 下 午 


904 致 萧 军 萧红 


总 

一 日 信 收 到 。 我 的 选 小 说 , 昨夜 交卷 了 , 还 欠 一 篇 序 , 期 限 
还 宽 , 已 约 叶 定 一 个 日 期 , 我 们 可 以 谈 谈 。 他 定 出 后 , 会 来 通知 
你 们 的 。 

悄 吟 太太 的 一 个 短篇 , 我 寄 给 《太白 》 去 了 , 回信 说 就 可 以 登 
出 来 。 那 篇 搭客 》 其 实 比 《4 职业 》 做 得 好 (活泼 而 不 单调 ), 上 月 
送 到 《东方 杂志 》, 还 是 托 熟人 拿 去 的 , 不 久 却 就 给 我 一 封 官 式 的 
信 , 今 附 上 , 可 以 看 看 大 书店 的 派 势 。 现 在 是 连 金 人 的 译文 , 都 
寄 到 良友 公司 的 《小 说 报 》 去 了 , 尚 无 回信 。 

到 各 种 杂志 社 去 跑 跑 ,我 看 是 很 好 的 , 惯 了 就 不 怕 了 。 一 者 
可 以 认识 些 人 ; 二 者 可 以 知道 点 上 海 之 所 谓 文坛 的 情形 , 总 比 寂 
宽 好 。 

那 篇 在 检查 的 稿子 , 催 怕 不 行 。 官 们 对 于 文学 社 的 感情 坏 ， 
这 是 故意 留 难 的 。 在 那里 面 的 都 是 坏 种 或 低能 儿 ， 他 们 除 任意 
摧残 外 , 一 无 所 能 , 其 实 文章 也 看 不 懂 。 

说 起 “ 某 翁 ” 的 称呼 来 ， 这 是 很 奇怪 的 。 这 称呼 开始 于 《十 
日 谈 》 及 《人 言 》 这 是 时 时 攻击 我 的 刊物 ， 他 们 特地 这 样 叫 ， 
以 表示 轻 茂 之 意 ， 犹 言 “ 老 了 ， 不 中 用 了 ”的 意思 但 不 知 怎 的 
却 影响 到 我 的 熟人 的 笔 上 去 了 。 现 在 是 很 有 些 人 ， 信 上 都 这 人 么 
写 的 。 
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《文学 新 闻 》 我 想 也 用 不 着 看 它 , 不 必 寄 来 了 。 
专 此 布 复 , 即 请 
個 安 
随 上 三 月 一 日 
孩子 很 淘气 , 昨天 给 他 种 了 辣 , 是 生 后 第 二 回 。 


905 多 和 芋 征 还 


十 还 先生 ， 

《 红 鼻 霜 》 固 然 不 对 《严寒 , 冻 红 鼻 子 》 太 软弱 , 近 于 说 明 , 而 
非 翻 译 。 

其 实 还 是 《严寒 ， 红 鼻 子 》 好 , 如果 看 不 懂 , 那 是 因为 下 三 字 
太 简 单 了 ,假如 伸 长 而 为 《4 严寒 ,通红 的 鼻子 》, 恐怕 比较 容易 懂 。 


此 外 真 也 想 不 出 什么 好 的 来 。 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
泊 上 三 月 三 夜 
906 和 致 赵 冢 壁 
家 壁 先生 : 


序 文 总 算 弄 好 了 , 连 抄 带 做 , 大 约 已 经 达到 一 万 字 ; 但 “江山 
好 改 , 本 性 难 移 ”, 无论 怎 么 小 心 , 总 不 免 发 一 点 “不 妥 ” 的 议论 。 
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如 果 有 什么 麻烦 , 请 ”先生 随 宜 改 定 , 不 必 和 我 商量 了 , 此 事前 
已 面 陈 , 兹 不 多 效 。 

序 文 的 送 检 ， 我 想 还 是 等 选 本 有 了 结果 之 后 ， 以 免 他 们 去 
对 照 ， 虽 然 他 们 也 未 必 这 么 精细 ， 忠 实 ， 但 也 还 是 预防 一 点 的 
好 罢 。 

“不 妥 ” 的 印 , 同文 学 社 , 云 并 无 其 事 。 是 小 报 上 造 出 来 的 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 上 三 月 六 夜 


907 致 赵 家 壁 


家 壁 先 生 : 

六 日 信 收 到 。 焚 浴 的 来 , 很 不 一 定 , 所 以 那 《4 尼 采 自 传 》, 至 
今 还 搁 在 我 寅 里 。 我 本 来 可 以 代 他 校 一 下 ,但 这 几 天 绝 无 工 夫 ， 
须 得 十 五 以 后 才 可 以 有 一 点 余 暇 。 假 如 在 这 之 前 ， 他 终于 没有 
来 , 那么 , 当代 校 一 過 送 上 , 只 得 请 印刷 所 略 等 一 下 。 但 即使 他 
今天 就 来 , 我 相信 也 不 会 比 我 从 十 五 以 后 校 起 来 更 快 。 

尼采 像 是 有 的 , 当 同 校 稿 一 起 送 上 。 

专 复 , 即 请 
撰 安 

迅 上 三 月 九 日 


763 鲁迅 书信 和 集 





908 致 重 十 葬 


十 还 先生 : 

他 就 是 伯 奇 ,但 所 编 的 , 忍 伯 是 “平常 的 , 所 以 给 他 材料 , 在 
新 俄 一 定 不 容易 找 , 也 许 能 在 二 十 年 的 杂志 或 文集 中 遇 之 。 

《世界 文库 》 的 详情 , 我 不 知道 ， 稿 子 系 寄 北平 乎 , 抑 在 上 海 
有 代理 乎 , 都 英 名 共 妙 。 部 巳 北上 了 , 先生 的 事 , 我 当 写 信 去 问 
一 声 ， 但 第 二 期 枣 怕 赶 不 上 。 涅 氏 的 长 诗 ， 在 我 个 人 是 不 赞成 
的 ,现在 的 译 诗 ,真是 出 力 不 讨 好 , 尚 无 善 法 。 译 诗 , 看 的 人 恐怕 
也 不 多 , 效果 有 限 。 

我 的 那 一 份 露 《文学 报 》， 真 不 知 是 怎样 的 ， 并 非 购 买 而 自 
来 , 也 不 知 何 人 所 寄 。 有 了 时 老 不 见 , 有 时 是 相同 的 两 三 份 , 现在 
又 久 不 收 到 了 , 所 以 是 靠不住 的 。 

译 《 密 尔 戈 洛 特 》, 我 以 为 很 好 , 其 中 的 《2 伊 凡 吵架 》 和 《4 泰 
拉 司 蒲 理 巴 》, 有 韩 侍 梅 译本 (从 英 或 日 ?), 商务 印 书 馆 出 版 。 此 
公 的 译 笔 并 不 高 明 , 弄 来 参 考 参考 也 好 , 不 参考 它 也 好 。 

近 几 天 重 译 了 果 戈 理 的 《 死 魂 灵 》 两 章 (还 没有 完 ), 也 是 应 
《世界 文库 》 之 约 , 因为 重 译 , 当然 不 会 好 。 昨 天 看 见 辛 星 书 店 的 
4 郭 果 尔 短篇 小 说 集 内 , 有 其 第 二 章 , 是 从 英文 重 译 的 , 可 是 一 

此 复 , 即 颂 
时 绥 

殉 上 三 月 九 日 
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909 致 郑振铎 


西 席 先 生 : 

前 日 见 黄 先生 ， 知 已 赴 平 了 。 

近日 正在 译 4 死 现 灵 》, 拟 于 第 一 期 登 一 , 二 两 章 , 约 二 万 字 ， 
十 五 日 前 可 毕 , 此 后 则 每 期 一 章 , 约 一 万 二 三 千 字 , 全 书 不 过 十 
五 六 万 字 , 分 十 一 章 , 到 十 期 即 完结 了 。 

孟 君 的 译 笔 很 好 , 先生 已 经 知道 的 , 他 想 每 期 译 点 东西 (第 
一 期 涅 氏 诗 已 译 就 ), 我 的 译文 不 能 达 预 定之 数 , 大 约 字数 不 虞 
拥挤 , 但 不 知 此 外 有 无 不 便 , 希 酌 示 。 如 以 为 可 , 则 指 与 何 种 书 ， 
或 短篇 抑 中 篇 小 说 , 并 希 示 知 为 幸 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 頼 首 三 月 九 昌 


910 致 李 桦 


李 桦 先生 : 

今天 收 到 《现代 木刻 ?第 四 集 , 内 容 以 至 装订 , 无 不 优美 , 欣 
赏 之 后 , 真是 感谢 得 很 。 

内 山 书店 愿意 代 售 4 现代 木刻 》, 他 说 ， 从 第 二 至 第 四 集 , 每 
集 可 寄 来 二 十 本 。 但 因 系 手 印 , 不 知 尚 存 此 数 否 ? 倘 不 足 , 则 较 
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少 亦 可 。 

如 何 之 处 , 希 示 知 。 我 想 : 这 第 四 集 , 也 可 以 发 几 本 到 日 本 
去 ; 并 寄 给 俄国 木刻 家 及 批评 家 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
春 绥 

迅 上 = 月 九 日 
但 关于 风俗 , 外 省 人 有 隔膜 处 , 如 “新 娘 茶 ” 之 习惯 , 即 为 浙 
江 所 无 也 。 


911 致 费 慎 祥 
慎 祥 兄 : 


新 出 的 一 本 , 在 书店 的 已 售 完 , 来 问 者 尚 多 , 未 知 再 版 何 时 


希 即 见 示 为 荷 。 
此 上 , 即 頒 
时 绥 
迅 三 月 十 二 日 
912 致 陈 烟 桥 
畑 杭 先生 : 


三 月 七 日 信 并 木刻 四 幅 , 都 收 到 了 。 前 一 回 的 信 , 大 约 也 收 
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到 了 的 , 但 忘却 了 答复 。 近 半年 来 , 因为 生 了 一 场 病 , 体力 颇 减 ， 
而 各 种 碎 事 , 仍 不 能 不 做 , 加 以 担任 译 书 等 等 , 每 天 真象 做 匣 工 
一 样 , 很 不 快活 , 弄 得 常常 忘却 , 或 者 疏失 了 。 这 样 下 去 , 大约 是 
不 能 支持 的 。 

木刻 的 事 , 也 久 已 无 暇 顾及 , 所 以 说 不 出 批评 ,但 粗 粗 的 说 ， 
我 看 《4 黄 浦江》 是 好 的 。 全 国 木刻 会 在 北平 .天 津 都 已 开 过 , 南京 
不 知道 ,上 海 未 开 。 那 时 有 几 天 的 平 . 津 报 上 , 登 些 批评 ,但 看 起 
来 都 不 切实 ， 不必 注 意 。 有 许多 不 过 是 以 “木刻 ”为 题 的 八股 。 
去 年 曾 以 《木刻 纪 程 > 一 本 寄 给 苏联 的 美术 批评 家 Paul Ettinger 
(看 这 姓 , 好 象 他 原 是 德国 人 ), 请 他 批评 , 年 底 得 到 回信 ,说 构图 
虽 多 简单 ,技术 也 未 纯熟 ,但 有 几 个 是 大 有 希望 的 , 即 , 清 杭 , 白 
涛 , 雾 城 (他 特别 指出 《 窗 》 及 《风景 >), 致 平 (特别 指定 《负伤 的 
头 沪 云云。 近来 我 又 集 得 一 些 那 边 的 新 木刻 , 但 还 不 够 六 十 幅 ， 
一 够 ,就 又 印 一 本 。 此 颂 
时 绥 

迅 上 三 月 十 三 夜 
再 《木刻 纪 程 》 不 易 卖 去 , 随 它 就 是 , 不 必 急 急 的 。 又 及 


913 致 昔 年 、 萌 釘 


十 日 信 十 三 才 收 到 , 不 知道 怎 的 这 人 么 慢 。 你 所 发 见 的 两 点 ， 
我 看 是 对 的 ; 至 于 说 我 的 话 可 对 呢 , 我 决 不 定 。 使 我 自己 说 起 来 ， 
我 大 约 是 “姑息 ”的 一 方面 ， 但 我 知道 若 在 战斗 的 时 候 , 非常 有 
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害 , 所 以 应 该 改正 。 不 过 这 和 “判断 力 ” 大 有 关系 , 力 强 , 所 做 便 
不 错 , 力 一 弱 , 即 容易 陷于 怀疑 , 什么 也 不 能 做 了 。“ 父 爱 " 也 一 
样 的 , 倘 不 加 判断 , 一 味 从 严 , 也 可 以 冤 死 了 好 子弟 。 

所 谓 “ 野 气 ”, 大 约 即 是 指 和 上 海 一 般 人 的 言 动 不 同 之 点 , 黄 

大 约 看 惯 了 上 海 的 “作家 ”, 所 以 觉得 你 有 些 特别 。 其 实 , 中 国 的 
人 们 , 不 但 南北 , 每 省 也 有 些 不 同 的 ; 你 大 约 还 看 不 出 江苏 和 浙 
江 人 的 不 同 来 , 但 江浙 人 自己 能 看 出 , 我 还 能 看 出 浙 西 人 和 浙 东 
人 的 不 同 。 普 通 大 抵 以 和 自己 不 同 的 人 为 古怪 , 这 成 见 , 必须 跑 
过 许多 路 , 见 过 许多 人 ,才能 够 消除 。 由 我 看 来 , 大 约 北 人 爽 直 ， 
而 失 之 粗 ， 南 人 文雅 ， 而 失 之 伪 。 粗 自然 比 伪 好 。 但 习惯 成 自 
然 ， 南 边 人 总 以 象 自己 家 乡 那样 的 曲 曲折 折 为 合乎 道理 。 你 还 
没有 见 过 所 谓 大 家 子弟 , 那 真是 要 讨厌 死人 的 。 
”这 “ 野 气 ” 要 不 要 故意 改 它 呢 ? 我 看 不 要 故意 改 。 但 如 上 海 
住 得 久 了 , 受 环境 的 影响 , 是 略 略 会 有 些 变 化 的 , 除非 不 和 社会 
接触 。 但 是 , 装 假 固然 不 好 , 处 处 坦白 , 也 不 成 , 这 要 看 是 什么 时 
候 。 和 朋友 谈心 ， 不 必 留 心 , 但 和 敌人 对 面 ， 却 必须 刻 刻 防备 。 
我 们 和 朋友 在 一 起 , 可 以 脱 掉 衣服 , 但 上 阵 要 穿 甲 。 您 记得 《三 
国志 演义 ?上 的 许褚 赤膊 上 阵 么 ”中 了 好 几 箭 。 人 金圣叹 批 道 ; 谁 
叫 你 赤膊 ”? 

所 谓 文坛 , 其 实 也 如 此 (因为 文人 也 是 中 国人 , 不 见得 就 和 
商人 之 类 两 样 ), 鬼魅 多 得 很 , 不 过 这 些 人 , 你 还 没有 遇见 。 如 果 
遇见 ,是 要 提防 , 不 能 赤膊 的 。 好 在 现在 已 经 认识 几 个 人 了 ,以 
后 关于 不 知道 其 底细 的 人 , 可 以 问 问 叶 他 们 , 比较 的 便当 。 

《 八 月》 我 还 没有 看 , 要 到 二 十 边 , 一 定 有 工夫 来 看 了 。 近 来 
还 是 为 了 许多 琐事 , 加 以 小 说 选 好 , 又 弄 翻 译 。 死 魂 灵 》 很 难 译 ， 
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我 轻率 的 答应 了 下 来 , 每 天 译 不 多 , 又 非 如 期 交卷 不 可 , 真 好 象 
做 苦 工 , 日 子 不 好 过 , 幸而 明天 可 完了 , 只 有 二 万 字 , 却 足 足 化 了 
いら 

虽 是 江南 , 雪 水 也 应 该 融 流 的 , 但 不 知 怎 的 , 去 年 竟 没 有 下 
雪 , 这 也 并 不 是 常 有 的 事 。 许 是 去 年 阴历 年 底 就 想来 的 , 因 寅 中 
走 不 开 而 止 。 现 在 孩子 更 捣乱 了 , 本 月 内 母亲 又 要 到 上 海 ,一 个 
担子 , 挑 的 是 一 老 一 小 , 怎么 办 呢 ? 

金 人 的 译文 看 过 了 , 文笔 很 不 差 , 一 篇 寄 给 了 良友 , 一 篇 想 
交 给 《译文 》。 

专 此 布 复 , 并 请 
価 安 

殉 上 三 月 十 三 夜 


914 致 罗 清 桢 


清 桢 先生 : 

硕 得 到 九 日 信 , 谨 悉 。 今 年 以 来 , 市 面 经 济 衰落 , 我 也 在 因 
生计 而 做 苦 工 , 木刻 已 不 能 顾及 了 , 这样 下 去 , 真 不 知 如 何 是 好 。 

北平 及 天 津 的 木刻 展览 会 , 是 热闹 的 ,上海 不 知 何 日 可 开 ， 
大 约 未 必 开 得 成 。 至 于 与 德国 交换 , 那 是 能 见于 事实 的 , 他 们 的 
老手 , 大 抵 被 压迫 了 , 新 的 官 许 的 作家 , 也 未 必 高 明 , 而 且 其 中 也 
还 有 别 的 用 意 , 如 关于 外 交 之 类 , 现在 的 时 势 , 是 艺术 也 常 为 别 
人 所 利用 的 。 

木刻 实在 非 手 印 不 可 , 但 很 劳 。 靖 华 和 我 甚 熟 , 不 过 他 并 不 


774 鲁迅 书信 和 集 


研究 艺术 , 给 他 也 无 用 , 我 想 , 我 可 以 代 寄 别 的 人 。 前 曾 以 《木刻 
纪 程 》 寄 一 个 俄国 的 美术 批评 家 P. Ettinger, 他 回信 来 说 , 先生 
的 作品 , 是 前 途 大 有 希望 的 , 此 外 , 他 以 为 有 希望 的 人 , 是 一 工 ， 
白 涛 , 雾 城 , 张 致 平 (但 指定 那 一 幅 《 负 伤 的 头 》)。 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 三 月 十 五 晶 


915 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 ， 

《尼采 自传 》 的 翻译 者 至 今 不 来 , 又 失 其 通信 地 址 , 只 得 为 之 
代 校 , 项 已 校 毕 , 将 原稿 及 排 印 稿 各 一 份 , 一 并 奉 还 。 

又 书 一 本 , 内 有 尼采 像 ( 系 铜 刻 版 ), 可 用 于 《4 自传 > 上 , 照 出 
后 该 书 希 即 掷 还 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 上 三 月 十 五 夜 


916 致 黄 源 


河清 先生 : 
十 三 日 信息 收 到 。《 表 》 能 够 通过 , 那 总 算是 好 的 , 但 对 于 这 
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译本 , 我 不 想 怎么 装饰 它 了 , 至 多 , 就 用 《译文 》 上 的 原版 , 另 印 一 
点 桃 林 纸 的 单行 本 , 就 好 。 我 倒 仍 然 想 把 先前 说 过 的 那 几 部 , 印 
若干 本 豪华 本 ， 在 不 景气 中 来 热闹 一 下 。 目 前 日 本 钱 是 很 便宜 
了 , 但 我 自己 却 经 济 状况 不 高 明 , 工夫 也 没有 。 

先前 , 西 详 要 我 译 东西 , 没有 细 想 , 把 《 死 魂 灵 》 说 定 了 , 不料 
译 起 来 却 很 难 ， 化 了 十 多 天 工夫 ， 才 把 第 -= 章 译 完 ， 不 过 二 万 
字 , 却 弄 得 一 身 大 汗 ， 恐 怕 也 还 是 出 力 不 讨 好 。 此 后 每 月 一 章 ， 
非 吃 大 半年 苦 不 可 , 我 看 每 一 章 一 万 余 字 , 总 得 化 十 天 工夫 。 

文人 画像 ， 书 店 是 不 会 承印 的 ， 不 全 大 约 只 是 一 句 推托 的 
话 。 倘 若 全 套 ， 化 本 钱 更 多 ， 他 们 肯 印 么 ? 那 时 又 有 那 时 的 理 
由 :不 印 。 作 家 和 出 版 家 的 意见 不 会 相合 , 他 们 的 理想 是 “又 要 
马 儿 好 , 又 要 马 儿 不 吃 草 ” 但 经 作家 的 作 鲁 , 那 让 步 也 不 过 “ 少 
吃 草 "而 已 。 

所 以 我 以 为 印行 画像 的 最 可 靠 的 办 法 , 也 只 有 自己 印 , 缩小 
它 ， 聊 胜 于 无 。 不 过 今年 的 书 业 也 似乎 真 的 不 景气 ， 我 的 版 税 ， 
被 拖欠 得 很 利害 。 一 方面 , 看 看 广告 , 就 知道 大 小 书店 , 都 在 竟 
力 设法 , 用 大 部 书 或 小 本 书 的 瑰 约 法 , 吸收 读者 的 现 钱 , 但 距 吸 
干 的 时 候 , 恐怕 也 不 远 了 。 但 好 装订 的 书 ,我 总 还 想 印 它 几 本 。 

《文学 》 的 《论坛 为 写 了 两 篇 , 都 是 死 样 活 气 的 东西 ， 想 不 至 
于 犯 忌 。 明 天 当 挂 号 寄 上 。 同 时 寄 上 《和 死 魂 灵 》 译 稿 一 份 , 乞 转 
交 。 又 左 勤 克 小 说 一 篇 , 译 者 (他 在 哈 尔 宾 ) 极 希望 登 4 译 文 》, 我 
想 好 在 字数 不 多 ， 就 给 他 登 上 去 罢 。 也 可 以 鼓励 出 几 个 新 的 译 
者 来 。 

《 死 灵 强 》 的 插画 , 要 写 信 问 孟 十 还 君 去 , 他 如 有 , 我 想 请 他 
直接 送 至 文学 社 , 照 出 后 还 给 他 。 
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专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 三 月 十 六 夜 


917 致 著 红 


悄 吟 太太 : 

来 信 并 稿 两 篇 , 已 收 到 。 

前 天 , 孩子 的 脚 给 沸水 烫伤 了 , 因为 虽 有 人 , 而 不 去 照 
伤 了 半 只 脚 , 看 来 要 有 半 个 月 才 会 好 。 等 他 能 走路 , 我 们 再 
您 黑 。 

专 此 布 复 , 并 请 
双 安 

豫 上 三 月 十 七 日 


918 致 黄 小 


河清 先生 : 

上 午 寄 上 一 函 , 想 已 达 。 今 寄 上 《论坛 两 篇 , 译 稿 一 人 
察 收 。 

其 《 死 魂 灵 》 译 稿 , 原 拟 同 寄 , 但 下 午 又 闻 《 世 界 文库 ?大 
原 定 计 画 印 行 , 尚 在 不 可 知之 数 , 故 暂且 不 寄 , 也 乐得 省 
邮票 也 。 
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专 此 布 达 , 井 頒 
春 福 
迅 上 三 月 十 七 夜 


919 旋 孟 生还 


十 还 先生 

我 在 给 《世界 文库 》 译 果 戈 理 的 《 死 魂 灵 》, 不 知 先 生 有 这 书 
的 插画 本 否 ? 倘 有 , 乞 借 给 我 一 用 , 照 出 后 即 奉 还 , 如 能 将 图 下 
的 题 句 译 示 , 尤 感 。 

此 书 如 有 , 希 直 交 文 学 社 黄 先 生 。 

专 此 布 达 , 即 頒 
时 绥 

迅 上 三 月 十 七 晶 


920 致 萧 军 


萧 军 兄 : 

十 八 日 信 收 到 。 那 一 篇 译 稿 , 是 很 流畅 的 , 不 过 这 故事 先 就 
是 流畅 的 故事 , 不 及 上 一 回 的 那 篇 沉闷 。 那 一 篇 我 已 经 寄 给 《 译 
文 ? 了 。 

这 回 孩子 给 沸水 烫伤 , 其 实 倒是 太 阔 气 了 的 缘故 , 并 非 没有 
人 管 , 是 有 人 而 不 管 他 。 寓 里 原 有 一 个 管 领 他 的 老 妈 子 , 她 这 几 
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天 因为 要 去 求 神 拜佛 , 访 友 探亲 , 便 找 了 一 个 替 工 。 那 天 是 她 们 
俩 都 在 的 , 不 过 她 以 为 有 替 工 在 ， 替 工 以 为 有 她 在 , 就 两 个 都 不 
管 , 任凭 孩子 奔 进 厨房 去 捣乱 , 和 弄 伤 了 脚 。 孩 子 也 太 淘 气 ， 一 不 
留意 , 他 就 乱 钻 , 跑 得 很 快 , 人 家 有 时 也 实在 追 不 上 。 痛 一 下 子 也 
好 , 我 实在 看 得 麻烦 极 了 , 痛 的 经 验 是 应 该 有 一 点 的 , 但 我 立刻 
给 表 了 药 , 恐怕 也 不 怎么 痛 , 现在 肿 已 退 , 再 有 十 天 总 可 以 走 得 
路 , 只 要 好 后 没有 疤痕 , 我 的 责任 算是 尽 了 。 

这 孩子 也 不 受 委 届 , 虽然 还 没有 发 明 “ 屁 股 温 冰 法 ”( 上 海 也 
无 冰 可 温 ), 但 不 肯 吃 饭 之 类 的 消极 抵抗 法 , 却 已 经 有 了 的 。 这 
时 我 也 往往 只 好 对 他 说 几 名 好话 ， 以 息事宁人 。 我 对 别人 就 从 
来 没有 这 样 届 服 过 。 如 果 我 对 父母 能 够 这 样 , 那 就 是 一 个 孝子 ， 
可 上 “二 十 五 孝 ”" 的 了 。 

《 准 风月 谈 了 已 经 卖 完 了 ,再 版 三 四 天 内 可 以 印 好 ;《 集 外 集 》 
我 还 没有 见 过 , 大 约 还 未 出 版 罢 , 等 我 都 有 了 , 当 通 知 你 , 并 《 南 
腔 北 调集 > 一 并 交付 。 先 前 还 有 一 本 《4 伪 自由 书 》, 您 可 有 吗 ? 

这 几 天 在 给 《译文 》 译 东西 , 不 久 , 我 的 母亲 大 约 要 来 了 , 会 
令 我 连 静 静 的 写字 的 地 方 也 没有 。 中 国 的 家 族 制度 , 真是 麻烦 ， 
就 是 一 个 人 关系 太 多 , 许多 时 间 都 不 是 自己 的 。 

因为 静 不 下 , 就 更 不 能 写 东 西 , 至 多 , 只 好 译 一 点 什么 , 我 的 
今年 ,大约 也 要 成 为 “翻译 年 "的 了 。 

专 此 布 复 , 即 请 
债 安 

陀 上 三 月 十 九 夜 
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921 或 到 十 还 


十 还 先生 

十 九 日 信 收 到 , 费 神 谢谢 。 当 我 寄 出 了 信之 后 , 就 听 到 《世界 
文库 ?又 有 什么 改变 , 不 过 信 已 寄 出 了 , 不 知 会 不 会 白 忙 一 通 。 郑 
君 已 有 回信 , 今 附 上 , 这 两 个 人 的 原文 , 恐怕 在 东方 未 必 容 易 找 ， 
而 且 现 在 又 不 知 《4 文库》 怎样 , 且 待 下 回 分 解 罢 。 郑 寄 信 时 , 好 象 
并 没有 知道 生活 书店 的 新 花样 。 

卢 卡 且 的 德 文 著作 不 少 , 他 大 约 是 德国 人 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 三 月 廿 日 


922 致 徐 懋 良 


燃 庫 先生 : 

二 十 日 信 收 到 。《 表 》 的 原本 , 的确 做 得 好 的 , 但 那 肾脏 病 的 
警察 的 最 初 的 举动 , 我 究竟 莫名 其 妙 , 真 想 他 逃 呢 ? 还 是 不 ? 还 
有 , 是 误 把 盆 塞 子 当 表 , 放 在 嘴 里 这 一 点 , 也 有 些 不 自然 。 此 外 
都 不 差 。 

至 于 那些 流浪 儿 ， 实 在 都 不 坏 一 一 连 毕 塔 珂 夫 。 我 觉得 外 
国 孩 子 ， 实 在 比 中 国 的 纯朴 ， 简 单 ， 中 国 的 总 有 些 破 落户 子弟 
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气味 。 

“不 够 格 " 我 记得 是 北方 的 通行 话 , 但 南方 人 不 懂 “ 弗 入 调 ” 
则 北边 人 不 懂 的 , 在 南边 , 丽 怕 也 只 有 绍兴 人 深 知 其 意 , 否则 , 是 
可 以 用 的 。 

序 文 我 可 以 做 ， 不 过 倘 是 公开 发 卖 的 书 ， 只 能 做 得 死 样 活 
気 , 阴阳 搭 研 , 而 仍 要 被 抽 去 也 说 不 定 。 做 起 来 , 还 是 给 我 看 一 
看 稿子 , 较为 切实 , 只 要 便 中 放 在 书店 里 就 好 了 。 

此 复 , 即 頒 


春 绥 
迅 上 = 三 月 二 十 二 日 
923 致 罗 清 村 
清 桢 先生 : 


日 前 得 来 信和 后 , 即 寄 一 信 , 想 已 到 。 
张 慧 先生 要 我 回信 , 而 我 忘 了 他 的 详细 地 址 , 只 好 托 先生 
转 寄 , 今 附 上 ,请 开 了 信和 面 ,并 且 付 邮 为 感 。 
专 此 布 达 , 并 颂 
时 绥 
迅 上 三 月 二 十 二 日 
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924 致 张 营 


张 慧 先 生 ， 

委 写 书面 ,已 写 好 , 请 择 用 其 一 , 如 果 署 名 , 恐怕 反而 不 好 ， 
所 以 不 署 了 。 如 先生 一 定 要 用 , 则 附 上 一 印 , 可 以 剪 下, 贴 在 相 
宜 的 地 方 。 

因为 忘却 了 通信 地 址 , 所 以 只 能 托 


罗 先 生 转 寄 。 
专 达 , 即 頒 
时 绥 
迅 上 = 三 月 二 十 二 日 
925 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 : 


十 九 日 来 信 收 到 。 我 们 都 好 的 ， 但 想起 来 ， 的 确 久 不 寄 信 
了 惟一 的 原因 是 忙 。 从 一 月 起 , 给 一 个 书坊 选 一 本 小 说 , 连 序 
于 二 月 十 五 交卷 , 接着 是 译 4 死 灵 》, 到 上 月 底 , 译 了 两 章 , 这 书 很 
难 译 , 弄 得 一 身 大 汗 , 恐怕 还 是 出 力 不 讨 好 。 这 是 为 生计 ， 然而 
钱 却 至 今 一 个 也 不 到 手 , 不 过 我 还 有 准备 , 不 要 紧 的 , 请 勿 念 ,其 
次 ,是 孩子 大 了 起 来 ,会 阅 了 ; 别 的 琐事 又 多 ， 会 客 , 看 稿子 , 绍 
介 稿 子 , 还 得 做 些 短文 , 真 弄 得 一 点 闲 工夫 也 没有 , 要 到 半夜 里 ， 
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才 可 以 叹 一 口气 , 睡觉 。 但 同人 里 , 仍然 有 些 湾流 妈妈 , 有 些 青 
年 则 写 信 久 我 ， 说 我 毫 不 肯 费 神 帮 别 人 的 忙 。 其 实 是 照 现在 的 
情形 ， 大 约 体力 也 就 不 能 持久 的 了 ， 况 且 还 要 用 鞭子 抽 我 不 
止 ,唯一 的 结果 ,只 有 倒 族 。 很 想 离开 上 海 ,但 无 处 可 去 。 
寄 忆 的 信 ， 还 来 不 及 起 稿子 ， 过 几 天 罢 。 莫 的 信 我 没有 收 
到 , 当 直接 通知 他 。 插 画 本 《 死 灵 》, 如 不 费事 , 望 借 我 看 一 看 。 
今天 托 书 店 寄 出 杂志 一 包 ， 是 寄 学 校 的 。 还 有 几 本 ， 日 后 





再 寄 。 
专 此 布 复 , 并 颂 
弟 歼 上 三 月 二 十 三 日 
926 致 许 寿 党 
季 市 兄 : 


从 曹 君 来 信 , 知 兄 患 肺 膜 炎 入 院 ,， 后 已 痊愈 , 项 又 知 兄 曾 于 
二 星期 前 赐 函 , 但 此 函 竟 未 收 到 , 必 已 失落 矣 。 

弟 等 均 如 常 , 但 敷衍 孩子 , 译作 , 看 稿 , 忙 而 无 聊 , 在 自己 这 
方面 , 几 于 毫 无 生 趣 耳 。 

葵 先 生 又 在 忙 笔会 ， 语 堂 为 提倡 语录 体 ， 在 此 几 成 众 矢 之 
的 , 然 此 公 亦 诚 太 浅 陋 也 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
春 绥 

弟 飞 ” 顿 首 三 月 二 十 三 日 
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927 致 萧 年 


刘 军 兄 ， 

二 十 三 日 信 收 到 。 漫 画 上 面 , 我 看 是 可 以 不 必 再 添 什 么 , 因 
为 单 看 计划 , 就 已 经 够 复杂 , 够 吃力 了 , 如 果 再 加 别 的 , 也 许 会 担 
不 动 。 

孩子 的 烫伤 已 好 , 可以 走 了 , 不 过 痛 皮 还 没有 脱 , 所 以 不 许 
他 多 走 。 我 的 母亲 本 说 下 月 初 要 来 , 但 近 得 来 信 又 说 生病 , 医生 
云 倘 如 旅行 , 因为 年 纪 大 了 , 他 不 保险 。 这 其 是 医生 的 官话 , 即 
使 年 纪 青 ， 谁 能 保险 呢 ? 但 因此 不 立刻 来 也 难说 。 我 只 能 束 手 

平 林 久 了 上 子 作品 的 译本 ， 我 不 知道 有 别 的 。《 二 心 集 》 很 少 
了 ,自己 还 有 一 两 本 , 当 于 将 来 和 别 的 书 一 同 交 上 ，, 但 也 许 又 会 
寄 失 的 罢 ? 

《 八 月 》 在 下 月 五 日 以 前 , 准 可 看 完 , 只 能 随手 改 几 个 误 字 ， 
大 段 的 删改 , 却 不 能 了 , 因为 要 下 手 , 必须 看 两 遍 , 而 我 实在 没有 
了 这 工夫 。 序 文 当 于 看 完 后 写 一 点 。 

专 复 , 即 问 
個 視 

湖 上 三 月 二 十 五 日 

吟 太太 怎 么 样 ,仍然 要 困 早 觉 么 ? 


这 一 张 信 和 刚 要 寄 出 , 就 收 到 搬 房子 的 通知 , 只 好 搁 下 。 现 在 
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《 八 月 ?已 看 完 , 序 也 做 好 , 且 放 在 这 里 , 待 得 来 信 后 再 说 。 今 晚 
又 看 了 一 看 《涓涓 六 虽然 不 知道 结 末 怎样 , 但 我 以 为 是 可 以 做 他 
完 的 , 不 过 仍 不 能 公开 发 卖 。 那 第 三 章 《 父 亲 》%》 有 些 地 方 写 得 太 
露骨 , 头绪 也 太 纷 繁 , 要 修改 一 下 才 好 。 

此 后 的 笔名 , 须 用 两 个 , 一 个 用 于 《 八 月 》 之 类 的 , 一 个 用 于 
卖 稿 换钱 的 , 否则 ,《 八 月 》 印 出 后 , 倘 为 只 儿 狗 所 知 , 则 别 的 稿子 
即使 并 没有 什么 , 也 会 被 他 们 抽 去 , 不 能 发 表 。 

还 有 ， 现 用 的 “三 部 ”的 笔名 , 我 以 为 也 得 换 一 个 才 好 , 虽然 
您 是 那么 的 爱 用 他 。 因 为 上 海原 有 一 个 李 三 即 ， 别 人 会 以 为 是 
他 所 做 , 而 且 他 也 来 打 麻 烦 , 要 文学 社 登 他 的 信 , 说 明 那 一 篇 小 
说 非 他 所 作 。 声 明 不 要 紧 , 令 人 以 为 是 他 所 作 却 不 上 算 , 所 以 必 
得 将 这 姓 李 的 撒 清 , 要 撤 清 , 除了 改 一 个 笔名 之 外 无 好 办 法 。 

良友 收 了 一 篇 《搭客 》, 编辑 说 要 改 一 个 题目 , 我 想 这 无 大 关 
系 , 代为 答应 了 。 机 花 》 寄 给 了 文学 社 ( 良 友 退 回 后 ), 结果 未 知 。 

三 月 三 十 一 夜 


金 人 的 稿子 已 看 过 , 译 笔 是 好 的 , 至 于 有 无 误 译 , 我 不 知道 ， 
但 看 来 不 至 于 。 这 种 滑稽 短篇 , 只 可 以 偶然 投稿 一 两 回 , 倘 接 续 
的 投 ， 却 不 大 相宜 。 我 看 不 如 索性 选 译 他 四 五 十 篇 ， 十 万 字 左 
右 ， 出 一 本 单行 本 。 这 种 作品 , 大 约 审查 时 不 会 有 问题 ， 书店 也 
乐于 出 版 的 , 译文 社 恐 怕 就 肯 接 受 。 

至 于 他 说 我 的 小 说 有 些 近 于 左 , 那 是 不 确 的 , 我 的 作品 比较 
的 严肃 , 不 及 他 的 快活 。 

《退伍 ?的 作者 Novikov-Priboi 是 现在 极 有 名 的 作家 , 他 原 是 
水 兵 ， 参 加 日 俄 之 战 ， 曾 做 了 俘虏 , 关 在 日 本 多 时 一 一 这 时 我 正 
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在 东京 留学 。 新 近 做 了 两 大 本 小 说 ， 叫 作 《 对 马 》(Tsusima, 岛 
名 ), 就 是 以 那 时 战争 为 材料 的 , 也 因此 得 名 。 日 本 早 译 出 了 , 名 
《日 本 海 海战 》, 但 因为 删节 之 处 太 多 (大 约 是 说 日 本 吃 败仗 之 处 
内)， 所 以 我 没有 买 来 看 。 他 的 作品 ， 绍 介 到 中 国 来 的 还 很 少 ， 
《退伍 》 也 并 不 坏 , 我 想 送 到 《4 译文》 去 。 


这 一 包 里 , 除 稿 , 序 , 信 ( 吟 太太 的 朋友 的 ) 之 外 ,还 有 你 所 要 
的 书 ,但 4 集 外 集 》 还 没有 , 好 象 仍 未 出 版 。 
四 月 四 日 
这 几 天 很 懒 , 不 想 作文 , 也 不 想 译 , 不 知 是 怎么 的 ? ”又 及 


928 致 黄 源 


河清 先生 : 
小 说 译 稿 已 取 回 ， 希 便 中 莅 寅 一 取 ， 但 亦 不 必 特 别 凑 心 孤 
话 ， 设 法 回避 吃饭 也 。 


专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 : 迅 上 三 月 廿 六 日 
929 致 黄 源 
河清 先生 ， 


下 午 方 上 一 函 , 即 得 郑 伯 奇 君 来 函 , 谓 巴 罗 哈 小 说 , 已 经 排 
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好 , 且 曾 在 第 二 期 《新 小 说 》 上 驳 告 , 乞 《 译 文 》 勿 登 云云 。 排 好 未 
必 确 ， 豫 告 想 是 真 的, 《译文 》 只 好 停止 发 表 ， 便 中 希 携 还 原稿 
为 荷 。 
本 星期 五 ( 式 十 九 日 ) 下 午 不 在 寅 , 傍晚 始 归 , 并 闻 。 
专 此 布 达 , 即 頒 
春 祺 
迅 上 三 月 二 十 六 晚 


930 致 郑振铎 


西 洲 先生 : 

得 北 归 消息 后 , 即 奉 一 函 ， 寄 海 甸 ， 想 已 达 。 效 寄 上 印 画 等 
款项 百 五 十 元 , 请 便 中 一 取 ， 并 转 付 。 画 印 成 后 ， 乞 每 种 各 宥 下 
一 幅 , 当 排 定 次 序 , 并 序 文 纸板 , 寄 上 , 仍 乞 费 神 付 装订 也 。 

《世界 文库 ?新 办 法 , 书店 方面 仍 无 消息 来 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
著 安 

迅 顿 首 三 月 二 十 八 日 


931 致 曹 聚 侍 


聚 仁 先生 : 
甘 七 信奉 到 。<《 丰 收 》 序 肯 与 转载 , 甚 感 , 因 作者 正 苦于 无 人 
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知道 ， 因 而 没有 消 路 也 。 

《芒种 》 文 极 愿 做 , 但 现在 正 无 事 忙 ,， 所 以 临时 能 否 交 卷 , 殊 
不 可 必 。 在 此 刻 , 却 正 想 能 于 下 月 五 日 以 前 寄 出 一 篇 。 

胡 考 先生 的 画 , 除 这 回 的 《 西 厢 》 外 , 我 还 见 过 两 种 , 即 《 尤 三 
姐 》, 及 《4 芒种 》 之 所 载 。 神 情 生动 ,线条 也 很 精炼 , 但 因 用 器 械 ， 
所 以 往往 也 显 着 不 自由 ， 就 是 线 有 时 不 听 意 的 指使 。《 西 厢 》 画 
得 很 好 , 可 以 发 表 ， 因 为 这 和 《 尤 三 姐 》% 是 正 合 于 他 的 笔法 的 题 
材 。 不 过 我 想 他 如 用 这 画 法 于 攻打 偶像 ,使 之 漫画 化 , 就 更 有 意 
义 而 且 路 也 更 开阔 。 不 知 先 生 以 为 何如 ? 

原稿 当 于 还 徐 先生 文稿 时 ,一 并 奉 还 。 

专 此 布 复 , 即 请 
道 安 

迅 上 三 月 廿 九 夜 

致 徐 先生 一 箋 , 乞 转交 。 


932 致 徐 懋 良 


懋 庸 先生 : 

甘 七 日 函 收 到 。 今 天 才 看 完 一 本 小 说 ， 做 了 一 篇 序 。 方 开 
封 看 先生 文稿 , 别 事 猎 集 , 就 又 放下 。 我 极 愿 从 速 交 卷 , 那么 , 大 
约 未 必 能 看 原稿 后 再 做 ， 只 好 对 空 策 了 ， 如 说 杂文 之 了 不 得 之 
类 。 所 拟 的 几 个 名 目 ,我 看 都 不 好 , 欠 明白 显 串 。 

撰 稿 的 地方 , 我 不 想 扩张 开 去 了 , 因为 时 间 体 力 , 都 不 容许 ， 
加 工 要 生病 , 否则 , 不 过 约定 不 算 ; 多 说 谎话 而 已 。 
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专 此 布 复 , 并 请 
著 安 
迅 顿 首 三 月 廿 九 夜 


933 致 郑振铎 


西 谤 先生 : 

二 十 七 日 信 硕 已 收 到 。《 死 现 灵 》 的 续 译 , 且 侯 く 世界 文 庁 》 新 
办 法 发 表 后 再 定 罢 。 至 于 《4 古 小 说 拘 沉 》, 我 想 可 以 不 必 排 印 , 因 
为 一 则 放弃 已 久 , 重 行 整理 , 又 须 费 一 番 新 工夫 ; 二 则 此 种 书 逢 ， 
大 釣 未 必 有 多少 人 看 , 不 如 暂且 放下 , 待 将 来 有 闲 工夫 时 再 说 。 

书店 股东 若是 商人 , 其 蜂 在 胡 涂 ,若是 智 识 者 , 又 苦于 太 精 
明 , 这 两 者 都 于 进行 有 损 。 我 看 开明 书店 即 太 精明 的 标本 , 也 许 
可以 保守 , 但 很 难 有 大 发 展 ; 生活 书店 目下 还 不 至 此 , 不 过 将 来 
是 难说 的 , 这 时 候 , 他 们 的 译作 者 , 就 止 好 用 雇员 。 至 于 不 登 广 
告 , 大 约 是 爱惜 纸张 之 故 , 纸张 现在 确 也 值钱 , 但 他 们 没有 悟 到 
白 纸 买卖 , 乃 是 纸 店 , 倘 是 书店 , 有 时 是 只 能 牺牲 点 纸张 的 。 

商务 的 《小 说 月 报 》 事 ， 我 看 不 过 一 种 谣言 (现在 又 无 所 闻 
了 )， 达 夫 是 未 必 肯 二 的， 而 且 他 和 四 角 号 码 王公 ， 也 一 定 合 不 
来 。 至 于 施 杜 二 公 ， 或 者 有 此 野心 ,但 二 公 大 名 ， 却 很 难 号 召 读 
者 ; 廉 卖 自然 是 一 种 好 竞争 法 , 然 究竟 和 内 容 相 关 , 一 折 八 扣 书 ， 
乃 男 是 一 批 读者 也 。 假 如 此 事实 现 的 话 , 我 想 《 文 学 ?还 大 有 斗 
争 的 可 能 , 但 必须 书店 方面 也 有 这 决心 ,如 果 书 店 仍然 捍 肘 ， 那 
是 要 失败 的 。 
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得 谱 附 条 添 了 几 句 , 今 寄 回 。 闻 先生 仍 可 在 北平 教书 , 不知 
确 否 ? 倘 确 , 则 好 极 。 今 年 似 不 如 以 全 力 完成 《十 竹 高 签 谱 》, 然 
后 再 图 其 他 。《 北 平 签 谱 》 如 此 迅速 的 成 为 “新 董 ”， 真 为 始 料 所 
不 及 。 今 在 中 国之 售卖 品 ， 大 约 只 有 内 山 的 五 部 而 已 一 一 但 不 
久 也 就 要 售 去 的 。 

二 十 八 日 寄 奉 一 函 , 并 附 商 务 汇款 百 五 十 元 , 信封 上 据 前 函 
所 示 , 写 了 “ 北 总 布 胡 同一 号 ”, 今 看 此 次 信 面 所 写 , 乃 是 “小 羊 宜 
宾 胡 同 ”, 不 知 系 改 了 地 方 , 还 是 异 名 同 地 ? 前 信 倘 能 收 到 , 则 更 
好 , 否则 大 约会 退回 来 ( 因 系 挂号 ), 不 过 印 费 又 迟延 了 。 专 此 布 


复 , 并 请 
著 安 
迅 顿 首 三 月 三 士 晶 
934 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 京 者 , 廿 三 的 倍 , 早 收 到 了 。 小 包 一 个 , 亦 于 前 
日 收 到 , 当即 分 出 一 半 , 送 与 老 三 。 其 中 的 干菜 , 非常 好 吃 ， 
孩子 们 都 很 爱 吃 , 因为 他 们 是 从 来 没有 吃 过 这 样 干菜 的 。 
大 人 的 胃病 , 近来 不 知 如 何 , 万 乞 千 万 小 心 调养 为 要 。 寓 中 
均 好 ， 惟 男 较 忙 ,前 给 海 婴 种 了 四 粒 痘 , 都 没有 灌浆 , 医生 
云 , 可 以 不 管 , 至 十 多 岁 再 种 了 。 

专 此 布 达 , 恭 请 
金 安 
男 树 叩 上 广 平 海 婴 同 遇 三 月 三 上 -一 日 
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935 致 徐 懋 庸 


懋 庸 先生 : 

所 谓 序 文 , 算是 做 好 了 , 今 寄 上 , 原稿 也 不 及 细 看 ,但 我 看 是 
没有 关系 的 , 横竖 不 过 借 此 骂 骂 林 希 售 。 原 稿 放 在 书店 里 , 附 上 
一 箋 , 乞 持 以 往 取 , 认 繁 不 认 人 , 谁 都 可 以 去 的 , 不 必 一 定 亲自 出 
马 也 。 

那 包 里 面 , 有 画 稿 一 小 本 , 请 转交 曹 先 生 。 

此 致 , 即 请 
道 安 

迅 顿 首 四 月 一 日 


936 致 许 寿 党 


季 市 兄 : 

项 奉 到 三 月 三 十 日 手 示 ， 知 两 星期 前 并 无 信 ， 盖 曹 君 误 听 
耳 。 五 月 一 日 函 及 月 底 一 信 ， 均 已 收 到 无 误 , 似 尔 时 忙于 译 书 ， 
遂 未 奉 复 。 近 亦 仍 忙 , 颇 苦 于 写 多 而 读 少 , 长此以往 , 必 将 空 疏 。 
但 果 戈 尔 小 说 , 则 因 出 版 者 并 未 催促 , 送 又 中 止 , 正 未 知 何 时 得 
完 也 。 

专 此 布 复 , 敬 颁 
春 绥 弟 飞 ” 顿 首 四 月 二 晶 
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937 致 萧 年 


刘 军 兄 ， 
二 日 信 收 到 。 内 云 “ 同 一 条 路 , 只 是 门牌 改 了 号 数 ”, 这 回 是 
没有 什么 “里 ”的 么 ? 那么, 莫非 屋子 是 临街 的 ? 
还 有 较 详 的 信 , 怕 寄 失 , 所 以 先 问 一 问 , 望 即 回信 。 
殉 上 四 月 二 夜 
《 八 月 ?已 看 过 , 序 已 作 好 。 


938 致 黄 源 


河 清 先生 

上 月 三 十 日 信 收 到 。 沈 先生 已 见 过 , 但 看 他 情形 , 真 也 恐怕 
没有 工夫 , 不 能 大 逼 , 只 可 小 逼 ， 然而 小 逼 是 大 抵 没有 效 的 。 稍 
迟 , 看 情形 再 想法 子 罢 。 如 有 可 收 在 插画 本 里 的 字数 不 多 的 书 ， 
或 者 还 可 以 。 

插画 本 大 如 《奔流 》, 我 看 是 够 了 , 再 大 ,未免 近 于 浪费 。 但 
往日 本 印 图 或 者 也 须 中 止 , 因为 不 便 之 点 甚 多, 俊 便 中 面谈 。 

《 表 》 先 付 印 ,未 始 不 可 , 但 我 对 于 那 查 不 出 的 两 个 字 , 总 不 
舒服 , 不 过 也 无 法 可 想 。 现 在 当先 把 本 文 再 看 一 回 , 那 一 本 德 译 
本 , 望 嘱 信 差 或 便 中 交 下 为 荷 。 

果 戈 理 我 实在 有 些 怕 他 ， 年 前 恐怕 未 必 有 结果 。 左 勤 克 的 
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小 篇 , 金 人 想 译 他 一 本 , 都 是 滑稽 故事 , 检查 是 不 会 有 问题 的 , 销 
路 大 约 也 未 必 坏 , 就 约 他 译 来 , 收 在 丛书 内 , 何如? 
此 复 , 即 请 
著 安 
迅 上 四 月 二 夜 


939 致 共 军 


刘 兄 : 
三 日 信 收 到 。 稿 . 序 、 并 另 有 信 , 都 作 一 包 , 放 在 书店 里 ， 附 
上 一 箋 , を 今 以 去 取 , 但 星期 日 上 午 , 他 们 是 休息 的 。 
驳 上 四 月 四 夜 


940 致 李 桦 


李 桦 先生 : 

三 月 十 七 及 甘 八 两 函 ， 均 先后 收 到 。<4 现 代 木 刻 》 六 集 亦 已 
拜 领 , 谢谢 。 寄 内 山 书店 者 尚未 到 , 今日 往 问 代 售 办 法 , 据 云 售 
出 后 以 七 折 计 ;* 并 且 已 嘱 其 直接 通信 了 。 

作 绍 介 文字 , 颇 不 易 为 , 一 者 因为 我 虽 爱 版 画 , 却 究竟 无 根 
本 智 识 ,不 过 一 个 “ 素 人 ”, 在 信 中 发 表 个 人 意见 不 要 紧 , 倘 一 公 
开 , 深 恐 贻误 大 局 ; 二 则 中 国 无 宜 于 发 表 此 项 文字 之 杂志 , 上 海 
虽 有 挂 艺术 招牌 者 , 实则 不 清 不 白 , 倘 去 发 表 , 反 于 艺术 有 伤 。 其 
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实 , 以 中 国之 大 ， 当 有 美术 杂志 固 不 做 言 ， 即 版 画 亦 应 有 专门 杂 
志 , 然而 这 是 决 不 能 实现 的 。 现 在 京 沪 木 刻 运动 , 仍然 销 沉 , 而 
且 颇 散漫 , 几 有 人 自 为 政之 概 , 然 亦 无 人 能 够 使 之 集中 , 成 一 坚 
实 的 团体 , 大 势 如 此 , 无 可 如 何 。 我 实 亦 无 好 方法 , 但 以 为 只 要 
有 人 做 , 总 比 无 人 做 的 好 , 即使 只 赁 热情 ， 自 亦 当 有 成 效 。 德 国 
的 Action, Briicke 各 派 , 虽 并 不 久 续 , 但 对 于 后 来 的 影响 是 大 的 。 
我 们 也 只 能 这 么 做 下 去 。 
日 本 的 黑白 社 ， 比 先前 沉 折 了， 他 们 时 就 退 入 风景 及 静物 
中 , 连 古 时 候 的 “浮世 绘 ” 的 精神 , 亦 已 消失 。 目 下 出 版 的 , 只 有 
玩具 集 , 范围 更 加 缩小 了 , 他 们 对 于 中 国 木刻 , 恐怕 不 能 有 所 补 
益 。 外 国 中 的 欧美 人 , 我 无 相识 者 ， 只 有 苏联 之 一 美术 批评 家 ， 
曾经 通信 , 他 也 很 留心 中 国美 术 , 研究 会 似 可 寄 一 点 作品 给 他 看 
看 , 地 址 附 上 , 通信 的 文字 , 用 英文 或 德 文 都 可 以 的 。 
中 国 古 时 候 的 木刻 , 对 于 现在 也 许 有 可 采用 之 点 , 所 以 我 们 
有 几 个 人 , 正在 企图 翻印 (玻璃 板 ) 明 清 书 籍 中 之 插画 , 今年 想 出 
一 两 种 。 有 一 种 陈 老 过 的 人 物 , 已 在 制版 了 。 
专 此 布 复 , 并 颂 
春 绥 
迅 上 四 月 四 夜 


941 致 曹 靖 华 


三 月 才 日 信 收 到 , 插画 十 一 幅 也 收 到 了 , 此 画 似 只 到 第 四 章 
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为 止 , 约 居 全 书 的 三 分 之 一 , 所 差 大 约 是 还 很 多 的 。 

《 星 花 》 版 税 , 从 去 年 七 月 至 今年 一 月 止 , 共 二 十 五 元 , 今 附 
上 汇票 一 纸 ， 希 赴 琉 璃 厂商 务 印 书馆 分 店 一 取 ， 并 祈 带 了 印章 
去 , 因为 他 们 的 新 办 法 , 要 签名 盖 印 也 说 不 定 的 。 今 年 上 海 银根 
紧 , 二 月 应 付 的 版 税 , 到 现在 才 交 来 。 

我 们 都 好 的 , 但 弟 仍 无 力气 , 而 又 不 能 休息 ,对 付 各 种 无 聊 
之 事 , 尤 属 讨厌 , 连 自己 也 整 天 觉得 无 味 了 , 現在 正在 想 把 生活 


整顿 一 下 。 
专 此 布 达 , 即 请 
春 安 
第 了 上 四 月 八 夜 
942 致 黄 源 
河 清 先生 : 


插画 本 丛书 的 版 心 , 我 看 每 行 还 可 以 添 两 个 字 , 那么 , 略 成 
长 方 , 比较 的 好 看 《两 地 书 》 如 此 ), 照 4 奔 流 》 式 , 过 于 狭长 , 和 插 
画 不 能 调和 , 因为 插画 是 长 方 的 居多 。 

此 书 请 暂缓 发 排 , 索性 等 我 全 部 看 一 遍 后 付 印 罢 , 我 当 于 十 
五 日 以 前 看 完 。 

专 此 , 即 请 
撰 安 

迅 上 四 月 九 日 
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943 致 曹 聚 仁 


聚 仁 先生 

三 日 八 日 的 信 ，, 都 已 收 到 ;《 芒 种 》 三 期 也 读 过 了 , 我 觉得 这 
回 比 第 二 期 活泼 些 。 广 收 外 稿 , 可 以 打破 单调 , 是 很 好 的 , 但 看 
稿 却 是 苦 事 , 有 些 也 许 要 动笔 校 改 一 点 , 那么, 仍 得 有 许多 工夫 
化 费 在 那 上 面 , 于 编者 是 有 损 的 。 

那 一 篇 文章 , 因为 不 能 一 直 写 下 去 , 又 难以 巡 心 而 谈 , 真 弄 
得 虎 头 蛇 尾 , 开 初 原 想 大 发 议论 , 但 几 天 以 后 , 竞 急 急 的 结束 了 。 
那些 维持 现状 的 先生 们 , 貌似 平和 , 实 乃 进步 的 大 害 。 最 可 笑 的 
是 他 们 对 于 已 经 错 定 的 , 无 可 如 何 , 毫 无 改革 之 意 , 只 在 防 患 未 
然 ,不许 “新 错 ”, 而 又 保护 “ 旧 错 ”, 这 岂 不 可 笑 。 

老 先生 们 保存 现状 , 连 在 黑 屋子 开 一 个 窗 也 不 肯 , 还 有 种 种 
不 可 开 的 理由 ， 但 倘 有 人 要 来 连 屋顶 也 掀 掉 它 ， 他 这 才 魂 飞 物 
散 ， 设 法 调解 ， 折 中 之 后 ， 许 开 一 个 窗 ， 但 总 在 现 机 想 把 它 守 
起 来 。 

《 集 外 集 》 二 校 还 没有 到 , 但 我 想 可 以 不 必 等 我 看 过 , 这 才 打 
纸板 了 , 还 是 快 点 印 出 的 好 , 否则 , 邮件 往来 , 又 是 许多 日 子 。 我 
在 再 版 4 引 玉 集 》 因为 重 排序 文 , 往往 来 来 , 从 去 年 底 到 现在 , 才 
算 办 妥 , 足 足 四 个 月 。 一 个 人 活 五 六 十 岁 , 在 中 国 实在 做 不 出 什 
么 事 来 (但 , 英雄 除外 ), 古人 之 想 成 仙 , 或 者 也 是 不 得 已 的 。 

《 集 外 集 》 付 装订 时 ， 可 否 给 我 留 十 本 不 切 边 的 。 我 是 十 年 
前 的 毛 边 党 , 至 今 脾气 还 没有 改 。 但 如 麻烦 , 那 就 算 了 , 而 且 装 
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订 作 也 未 必 肯 听 , 他 们 是 反对 毛 边 的 。 

陈 先生 的 漫画 , 望 寄 给 我 。 他 日 印 杂 感 集 时 , 也 许可 以 把 它 
印 出 来 , 所 流转 的 四 个 编辑 室 , 并 希 见 示 为 幸 。 

专 此 布 复 , 并 请 
著 安 





迅 上 四 月 十 日 


944 致 郑振铎 


西 谤 先生 

六 日 信 及 《十 竹 斋 得 谱 》 一 本 , 均 已 收 到 。 我 虽 未 见 过 原本 ， 
但 看 翻 刻 , 成 绩 的 确 不 坏 ; 清朝 已 少 有 此 种 套 板 佳 书 , 将 来 怕 也 
未 必 再 有 此 刻 工 和 印 手 。 我 想 今年 除 印行 《博古 牌子 》 外 , 不 如 
以 全 力 完成 此 书 , 至 少 也 要 出 他 三 本 , 如 果 完成 , 亦 一 好 书 也 。 不 
知 先 生 以 为 何如 ? 

书 中 照 目录 缺 四 种 , 但 是 否 真 缺 , 亦 一 问题 , 因为 此 书目 录 
和 内 容 , 大 约 也 不 一 定 相合 的 。 例 如 第 二 项 “ 华 石 ”第 一 种 上 , 题 
云 “ 胡 日 从 临 高 三 益 先生 笔 意 十 种 ”但 只 八 幅 , 目录 亦 云 “ 八 
种 ”, 可见 此 谱 成 书 时 ,已 有 缺少 的 了 。 

《 死 魂 》 译 稿 , 当 于 日 内 交 出 。 此 复 , 即 请 
著 安 

迅 上 四 月 十 日 


945 致 年 


刘 军 兄 : 

七 日 信忠 到 ; 我 们 常 想来 看 你 们 , 孩子 的 脚 也 好 了 , 但 结果 
总 是 我 打发 了 许多 琐事 之 后 ， 就 没有 力气 , 一 天 一 天 的 拖 , 到 后 
来 , 又 不 过 是 写 信 。 

《二 心 集 > 中 的 那 一 篇 , 是 针对 那 时 的 弊病 而 发 的 , 但 这 些 老 
病 , 现在 并 没有 好 , 而 且 我 有 时 还 觉得 加 重 了 。 现 在 是 连 说 这 些 
话 的 意思 ,我 也 没有 了 ,真是 倒退 得 可 以 。 

我 的 原稿 的 境遇 , 许 知道 了 似乎 有 点 悲哀; 我 是 满足 的 , 居 
然 还 可 以 包 油 条 , 可 见 还 有 一 些 用 处 。 我 自己 是 在 所 桌子 的 , 因 
为 我 用 的 是 中 国 纸 , 比 洋 纸 能 吸水 。 

金 人 译 的 左 士 陈 阔 的 小 短篇 , 打听 了 几 处 ， 似 乎 不 大 欢迎 ， 
那么 ,我 前 一 信 说 的 可 以 出 一 本 书 , 怕 是 不 成 的 了 , 望 通知 他 。 这 
回 我 想 把 那 一 篇 Novikov-Priboi 的 短篇 寄 到 《译文 去。 

《 搭 客 》 及 く 櫻花 》 上 , 都 有 署名 的 。《 措 客 》 不 知 如 何 ; 《 櫻 花 》 
已 送 检查 ,， 且 经 通过 , 不便 政 了 , 以 后 的 投稿 再 用 新 名 罢 。 听 说 
《樱花 ?后面 ,也许 附 几 句 对 于 李 的 答复 。 

一 个 作者 “ 自 插 "固然 不 好 “自负 也 不 好 的 , 容易 停滞 。 我 
想 , 顶 好 是 不 要 自 包 , 总 是 于; 但 也 不 可 自满 , 仍旧 总 是 用 功 。 要 
不 然 , 输出 多 而 输入 少 , 后 来 要 空虚 的 。 

《 八 月 》 上 我 主张 删 去 的 , 是 说 明 而 非 描写 的 地 方 , 作者 的 说 
明 , 以 少 为 是 , 尤其 是 狗 的 心思 之 类 。 人 怎么 能 知道 呢 。 
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前 信 说 张 君 要 和 您 谈 谈 , 我 想 是 很 好 的 , 他 是 研究 文学 批评 
的 人 , 我 和 他 很 熟识 。 


此 复 , 即 请 
债 安 
贅 上 四 月 十 二 夜 
946 致 唐 殿 
唐 强 先生 ， 


初学 外 国语 , 教师 的 中 国 话 或 中 国文 不 高 明 , 于 学 生 是 很 吃 
亏 的 。 学 生 如 果 要 象 小 孩 一 样 , 自然 而 然 的 学 起 来 , 那 当 然 不 要 
紧 , 但 倘 是 要 知道 外 国 的 那 一 句 , 就 是 中 国 的 那 一 句 , 则 教师 愈 
会 比较 , 就 愈 有 益处 。 否 则 , 发 音 即 使 准确 , 所 得 的 每 每 不 过 一 
点 皮毛 。 

日 本 的 语文 是 不 合 一 的 , 学 了 语 , 看 不 懂 文 。 但 实际 上 , 現 
在 的 出 版 物 , 用 “ 文 ” 写 的 几乎 已 经 没有 了 , 所 以 除了 要 研究 日 本 
古文 学 以 外 , 只 学 语 就 够 。 

言语 上 阶级 色 采 , 更 重 于 日 本 的 , 世界 上 大 约 未 必 有 了 。 但 
那些 最 大 敬 语 , 普通 也 用 不 著 , 因为 我 们 决 不 会 去 和 日 本 贵族 交 
际 ; 不 过 对 于 女性 , 话 却 还 是 说 得 客气 一 点 的 。 至 于 书籍 , 则 用 
的 语法 都 简单 , 很 少 有 “ 御 座 ) 了 又 ?之 类 。 

清朝 的 史书 ,我 没有 留心 , 说 不 出 什么 好 。 大 约 萧 一 山 的 那 
一 种 , 是 说 了 一 个 大 略 的。 还 有 夏 曾 佑 做 过 一 部 历史 教科 书 ,我 
年 青 时 看 过 , 觉得 还 好 , 現在 政 名 く 中 国 古 代 喝 》 了 , 两 种 皆 商 务 
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印 书 版 。《 清 代 文 字 狱 档 》 系 北平 故宫 博物 院 分 册 出 版 ， 每 册 五 
角 , 已 出 八 册 ,但 不 知 上 海 可 有 代 售 处 。 

肯 印 杂 感 一 类 文字 的 书 ,现在 只 有 两 处 。 一 是 芒种 社 , 但 他 
们 是 一 个 钱 也 没有 的 。 一 是 生活 书店 ， 前 天 恰巧 遇见 傅 东 华 先 
生 , 和 他 谈 起 , 他 说 给 他 看 一 看 。 所 以 先生 的 稿子 , 请 直接 寄 给 
他 罢 ( 环 龙 路 新 明 村 六 号 文学 社 )。 

专 此 布 复 , 即 颂 

迅 上 四 月 十 九 晶 


947 致 赵 家 和 辟 


家 壁 先生 : 

昨天 收 到 何 谷 天 君 的 一 封 信 , 说 他 有 一 部 八 九 万 字 的 集 子 ， 
想 找 地 方 出 版 。 他 的 笔墨 , 先生 大 概 是 知道 的 , 至 于 姓名 , 大约 
总 得 换 一 个 。 内 容 因 多 系 已 经 发 表 过 ， 所 以 当 不 至 于 犯 讳 。 不 
知 能 有 印 在 《4 良友 文学 从 书 》 内 的 希望 否 ? 我 很 * 先生 给 我 一 个 
回信 ,或 者 看 了 原稿 再 说 也 好 。 

专 此 布 达 , 并 请 
撰 安 

迅 上 四 月 十 九 日 


* ”此 处 似 脱 字 。 
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948 致 孟 十 还 


十 还 先生 : 

十 九 信奉 到 。 译 稿 请 直接 寄 黄 先生 ， 久 已 专 由 他 编辑 了 。 
《译文 》 被 删 之 多 和 错字 之 多 , 真是 无 法 可 想 。 至 于 翻译 的 毛病 ， 
恐怕 别人 是 不 容易 看 出 来 , 除非 他 对 了 原文 , 仔细 的 推 究 , 但 我 
实在 没有 这 本 领 。 

郑 君 的 通信 处 , 是 : 北平、 东城 、 小 羊 宜宾 胡同 , 一 号 。 

《4 表 》 将 编 为 电影 , 曾 在 一 种 日 报 ( 忘 其 名 ) 上 见 过 , 且 云 将 其 
做 得 适合 中 国 国情 。 倘 取 其 情节 ， 而 改 成 中 国事 , 则 我 想 , 精 不 
可 言 ! 我 极 愿 意 这 不 成 为 事实 。 

专 此 布 复 , 井伏 
时 绥 

迅 上 四 月 二 十 一 日 


949 致 何 自 涛 


白 涛 先生 : 

先后 两 信 均 收 到 。 先 生 谓 欲 以 发 表 酬 资 偿 书 款 ， 那 当然 无 
所 不 可 的 。 

但 画 稿 亦 不 宜 乱 投 , 此 后 当 看 机 会 , 绍 介 于 相宜 之 处 , 希 勿 
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匆 此 布 复 , 并 颂 


时 绥 
迅 上 四 月 十 二 日 
950 致 曹 靖 年 
溢 珍 見 


十 一 日 信 早 收 到 。《 文 学 百科 全 书 》 一 本 , 也 接着 收 到 了 , 其 
中 的 GOGOL 像 , 曾经 撕 下 过 , 但 未 缺少 , 不 知 原 系 如 此 , 抑 途 中 
有人 胡同 ? 此 书 好 极 , 要 用 文学 家 画像 , 是 极为 便当 的 。 现 想 找 
Afinogenov 像 , 不知 第 一 本 上 有 否 ? 倘 有 ，, 仍 希 寄 下 一 用 。 

前 日 托 书 店 寄 上 期 刊 两 包 ， 但 邮局 中 好 象 有 着 认识 我 的 笔 
迹 的 人 , 凡是 我 开 信 面 的 , 他 就 常常 特别 拆 开 来 看 , 这 两 包 也 许 
又 被 他 拆 得 一 塌 胡 涂 了 。 这 种 东西 , 也 不 必 一 定 负 有 任务 ,不 过 
凡 有 可 以 欺凌 的 , 他 总 想 欺 凌 一 下 ; 也 带 些 能 够 发 见 什 么 , 可 以 
献 功 得 利 的 野心 。 但 我 的 信件 ， 却 至 今 还 不 能 对 于 他 有 什么 
益处 。 

现在 的 医 白喉 ， 只 要 打针 就 好 , 不 知 怎么 要 化 这 许多 日 子 ? 
上 海 也 总 是 常 有 流行 病 , 我 自 去 年 生 了 西班牙 感冒 以 来 , 身体 即 
大 不 如 前 ; 近来 天 气 不 好 , 又 有 感冒 流行 , 我 的 寅 里 , 不 病 的 只 有 
许 一 个 人 了 ,但 今天 也 说 没有 力气 。 不 过 这 回 的 病 , 没有 去 年 底 
那么 麻烦 , 再 过 一 礼拜 , 大 约 就 可 以 全 好 了 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
春 祷 弟 殉 上 四 月 二 + 三 日 
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951 致 昔 種 、 薄 釘 


刘 军 
宵 叭 多 : 


十 六 日 信 早 收 到 。 今 年 北 四 川路 是 流行 感冒 特别 的 多 ， 从 
上 星期 以 来 ， 寓 中 不 病 的 只 有 许 一 个 人 了 ， 但 她 今天 说 没有 气 
力 ; 我 最 先 病 , 但 也 最 先 好 , 今天 是 同 平常 一 样 了 。 

帮 朋 友 的 忙 , 帮 有 到 后 来 , 只 忙 了 自己 , 这 是 常常 要 遇 到 的 。 您 
的 朋友 既 入 大 学 , 必 是 智 识 分 子 , 那 他 一 定 有 道理 , 如 “ 情 面 说 ” 
之 类 。 我 的 经 验 , 是 人 来 要 我 帮忙 的 ,他 用 “互助 论 ”, 一 到 不 用 ， 
或 要 攻击 我 了 , 就 用 “进化 论 的 生存 竞争 说 ” 取 去 我 的 衣服 , 億 
向 他 索 还 , 他 就 说 我 是 “个 人 主义 ”, 自私 自 利 , 音 畜 得 很 。 前 后 
一 対照, 真 令 人 要 笑 起 来 , 但 他 却 一 本 正经 , 说 得 一 点 也 不 自 愧 。 

我 看 中 国有 许多 智 识 分 子 , 嘴 里 用 各 种 学 说 和 道理 , 来 粉饰 
自己 的 行为 , 其 实 却 只 顾 自己 一 个 的 便利 和 舒服, 凡 有 被 他 遇见 
的 , 都 用 作 生 活 的 材料 , 一 路 吃 过 去 , 象 白蚁 一 样 , 而 遗留 下 来 
的 ， 却 只 是 一 条 排泄 的 闭 。 社 会 上 这 样 的 东西 一 多 ， 社 会 是 要 
精 的 。 

我 的 文章 , 也 许 是 4 二 心 集 ?中 比较 锋利 , 因为 后 来 又 有 了 新 
经 验 , 不 高 兴 做 了 。 政 人 不 足 惧 , 最 令 人 寒心 而 且 灰 心 的 , 是 友 
军 中 的 从 背后 来 的 瞳 箭 ; 受伤 之 后 ， 同 一 营 人 又 中 的 快意 的 笑脸 。 
因此 , 倘 受 了 伤 , 就 得 躲 入 深 林 , 自己 生 于 , 扎 好 , 给 谁 也 不 知道 。 
我 以 为 这 境遇 , 是 可 怕 的 。 我 倒 没 有 什么 灰心 , 大 抵 休息 一 会 ， 
就 仍然 站 起 来 , 然而 好 象 终 竞 也 有 影响 , 不 但 显 于 文章 上 , 连 自 
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己 也 觉得 近来 还 是 “ 冷 ” 的 时 候 多 了 。 
《樱花 》 闻 已 蒙 检查 老爷 通过 , 署名 不 能 改 了 。 前 天 看 见 《 太 
白 》 广 告 , 有 两 篇 一 同 发 表 , 不 知道 去 拿 了 稿费 没有 ? 
《4 集 外 集 》 好 象 还 没有 出 。 
勿 复 , 并 颂 
価 視 
了 上 "四 月 二 十 三 日 
近来 北 四 川路 邮局 有 了 一 个 认识 我 的 笔迹 的 人 ， 凡 有 寄 出 
书籍 , 倘 是 我 写 封 面 的 , 他 就 特别 拆 开 来 看 , 弄 得 一 塌 胡 涂 ， 
但 对 于 信和 札 , 好 象 还 不 这 样 。 鸣 呼 , 人 面 的 狗 , 何 其 多 平 !? 
又 及 


952 致 黄 源 


河清 先生 : 

日 前 寄 上 徐 构 庸 译 稿 一 篇 , 想 已 到 。 

今 寄 上 沈 先生 译 稿 一 篇 。 又 学 昭 女士 译 稿 一 篇 ， 是 她 自己 
从 正在 排 印 的 《新 文学 ?中 , 由 印刷 所 里 去 抽 回 来 的 , 所 以 已 经 检 
查 , 而 且 查 得 很 宽 , 只 抽 去 “ 昏 蛋 的 ”三 字 而 已 。 用 于 《译文 罗 不 
知 须 重 新 送 检 否 ? 

后 记 须 由 编者 重 做 一 段 ， 放 在 她 的 泛 论 之 前 ， 但 我 无 关于 
A. Afinogenov 的 材料 , 也 许 英文 本 《国际 文学 ?中 曾 有 的 。 

Bryusov 的 照相 或 画像 , 我 这 里 有 。 俄 文本 《文学 百科 全 书 》 
中 想必 有 更 好 的 像 , 昨 已 函 靖 华 去 借 , 或 者 来 得 及 。 
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《巴黎 的 烦恼 》, 不 知 书店 何以 还 未 送 来 ， 乞 便 中 一 催 。 又 ， 
巴 罗 哈 小 说 译 稿 , 如 尚 在 , 并 乞 便 中 掷 还 。 此 布 , 即 请 
著 安 
迅 上 四 月 廿 五 日 


953 致 苦 年 


刘 军 兄 ， 

太白 社 寄 来 稿费 单一 张 ， 印 已 代 盖 ， 请 填 上 空白 之 处 并 签 
名 , 前 去 一 取 为 要 。 

取款 之 处 , 是 会 计 科 , 那么 , 是 要 到 福州 路 复兴 里 生活 书店 


去 的 了 。 
还 有 一 篇 署 萧 军 的 , 已 登 出 , 而 没有 单子 寄 来 , 大 约 是 您 直 
接 寄 去 的 連 ? 
此 布 , 即 頒 
上 四 月 十 五 日 
954 致 军 
刘 军 兄 ， 


士 六 日 信 收 到 。 许 总 算 没 有 生病 。 孩 子 还 有 点 咳 ， 脚 是 全 
好 了 , 不 过 皮 色 有 点 不 同 , 但 这 没有 关系 。 我 已 可 以 说 是 全 好 ， 
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正在 为 日 本 杂志 做 一 篇 文章 ， 骂 孔子 的 ， 因 为 他 们 正在 尊 孔 , 但 
不 知 能 登 出 否 ? 月 内 此 外 还 欠 两 篇 文 债 ， 我 看 是 来 不 及 还 清 的 
了 ,有 范围 ,有 定期 的 文章 , 做 起 来 真 令 人 叫苦 , 兴味 也 没有 , 做 
也 做 不 好 。 

文学 社 寄 来 稿费 单一 张 , 今 仍 代 印 寄 上 , 印 书 的 钱 , 大 约 可 
以 不 必 另 外 张罗 了 罢 。 

那个 杂志 的 文章 ， 难 做 得 很 ， 我 先前 也 曾 从 公 意 做 过 文章 ， 
但 同 道中 人 , 却 用 假名 夹杂 着 真名 ， 印 出 公开 信 来 骂 我 , 他 们 还 
造 一 个 郭 冰 若 的 名 , 令 人 疑 是 郭沫若 的 排 错 者 。 我 提出 质问 , 但 
结果 是 模 模 胡 胡 , 不 得 要 领 , 我 真 好 象 见鬼 , 怕 了 。 后 来 又 遇 到 
相 象 的 事 两 回 , 我 的 心 至 今 还 没有 热 。 现 在 也 有 人 在 必要 时 , 说 
我 “好 起 来 了 ”, 但 这 是 谣言 , 我 倒 坏 了 些 了 。 

再 谈 。 此 请 
双 安 

豫 上 四 月 廿 八 夜 
一 时 不 见得 搬家 罢 ? 


955 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

四 月 甘 六 信 收 到 。 沪 报 载 是 日 北平 大 风 , 近 不 知 如何 , 寅 中 
安 否 ， 为 念 。 

碑帖 两 包 已 收 到 , 因 久 未 得 农 信 , 且 未 知 住址 是 否 仍 旧 , 故 
未 作 复 , 兄 如 见面 , 乞 转 告 。 且 拓片 似 亦 不 复 有 佳 者 ,此 后 可 以 
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不 必 收 集 了 。 至 于 已 寄 来 之 两 包 , 当 于 稍 上 暇 时 一 看 , 要 的 留 下 ， 
余 则 寄 兄 处 , 托 转交 。 

《百科 全 书 》 由 上 海 转 , 甚 好 , 转 寄 是 没有 什么 不 便 的 。 但 那 
边 寄 书 , 包 纸 和 线 往往 不 坚 牢 , 我 收 到 时 , 有 些 几 乎 已 经 全 散 , 而 
并 非 邮 局 所 为 ， 这 是 很 容易 不 能 送 达 的 。 有 一 回 ， 邮 局 来 信 说 
有 一 堆 散 书 , 失掉 地 址 ， 叫 我 开 出 书 名 去 领 ,我 不 知 何 书 ， 只 好 
算 了 。 

弟 病 已 愈 , 清 勿 念 。 此 布 , 即 请 
文安 

弟 殉 上 四 月 甘 九 日 


956 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 襄 者 , 四 月 十 四 日 来 示 , 已 经 收 到 , 第 二 次 所 寄 
小包 , 也 早 收 到 了 。 上 海报 载 甘 六 日 起 , 北平 大 风 , 未 知 寓 
中 如 何 , 其 以 为 念 。 大 人 胃病 初 愈 , 尚 无 力气 , 尚 希 加 意 静 
养 为 要 。 上 海天 气 亦 不 甚 顺 , 近来 已 晴 , 想 可 向 暖 。 寓 中 均 
安 , 海 婴 亦 好 , 可 请 释 念 。 男 身体 尚好 ， 但 因 琐 事 不 少 , 故 不 
免 稍 忙 ,时 亦 觉 得 无 力 耳 , 但 有 些 文 章 , 为 朋友 及 生计 关系 ， 
亦 不 能 不 做 也 。 专 此 布 达 , 恭 请 

金 安 

男 树 叩 上 ” 广 平 及 海 婴 同 明 四 月 三 十 日 
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957 和 致 罗 清 桢 


清 桢 先生 : 

三 月 二 十 一 、 四 月 六 、 二 十 二 日 三 函 , 均 经 先后 收 到 。 木 刻 
四 本 亦 已 由 书店 交 来 , 谢谢 ! 送 Ettinger 的 , 当 于 便 中 寄 去 , 至 
于 高 氏 , 则 因 一 向 并 无 信 札 往 还 , 只 好 不 寄 了 。 寄 售 之 书 , 一 元 
二 角 似 略 贵 , 已 与 书店 商定 , 改 为 每 本 一 元 了 。 

蒙 允 为 拙 作 刻 图 , 甚 感 , 但 近年 所 作 , 都 是 翻译 及 评论 , 小 说 
久 已 没有 了 。 诗 也 是 向 不 留意 , 候 " 先 生 赐 示 大 作 , 实在 是 “ 问 道 
于 育 ” 而 已 。 

张 慧 先生 常 有 信和 来, 而 我 失 其 通信 地 址 , 常 烦 转 寄 , 殊 不 安 ， 
便 中 乞 以 地 址 见 示 为 感 。 


匆 布 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 五 月 三 日 
958 致 黄 源 
河清 先生 ， 


今 寄 上 《文学 兴 论 坛 》 一 则 ,《 文 学 百 题 > 考卷 两 篇 , 乞 转 交 ; 


* ”此 处 疑 误 。 
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又 《 俄 》 一 篇 , 似乎 做 得 还 不 算 坏 , 不 知 可 用 于 《文学 》 随 笔 栏 里 
否 ? 并 乞 一 问 , 倘 不 能 用 , 则 希 掷 还 。 

《世界 文库 》 好 象 真 的 要 出 版 了 。 从 备 先 生 那 里 借 来 的 《G 
集 ? 反 画 ， 有 《 死 魂 灵 》 的 第 一 二 章 者 否 ? 価 有 , 希 交 去 , 制版 后 并 
祈 代 录 题 语 。 并 且 嘱 书店 全 部 照 出 , 以 便 将 书 还 给 人 家 。 但 如 《 文 
库 》 不 欢迎 插图 , 那 不 插 就 是 了 。 

此 布 ,并 请 
撰 安 

迅 上 五 月 五 日 


959 致 昔 年 


刘 军 兄 ， 

七 日 信 收 到 。 我 这 一 月 以 来 ,手头 很 窒 , 因为 只 有 一 点 零星 
收入 , 数目 较 多 的 稿费 , 不 是 不 付 , 就 是 支票 ， 所 以 要 到 二 十 五 
日 , 才 有 到 期 可 取 的 稿费 。 不 知 您 能 等 到 这 时 候 否 ? 但 这 之 前 ， 
会 有 意外 的 付 我 的 稿费 , 也 料 不 定 。 那 时 当 再 通知 。 

专 此 布 复 , 并 请 
価 安 

鸳 上 五 月 九 日 
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960 致 赵 家 和 壁 


家 壁 先生 ， 
百 五 十 元 期 票 一 纸 , 昨 已 收 到 , 甚 感 。 
《尼采 自传 译 者 , 久 无 消息 , 只 能 听 其 自 来 ， 周 文稿 子 出 版 
的 迟早 , 我 看 是 没有 关系 的 罢 。 
专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 
迅 店 上 五 月 九 日 


961 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 : 

上 午 收 到 九 日 信 并 《尼采 自传 》 两 本 。 

小 说 稿 除 原 可 不 登 者 全 数 删 去 外 , 又 删 去 了 五 篇 , 大 约 再 也 
不 会 溢出 还 算 页 数 之 外 的 了 。 

目录 仍 寄 上 。 

专 此 布 复 , 即 请 
著 安 

迅 上 五 月 十 夜 
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962 和 致 萧 剑 青 ” 


剑 青 先生 : 
来 函 诵 悉 。 附 寄 的 画 稿 , 亦 已 看 过 , 我 以 为 此 稿 太 明了 , 以 
能 抽出 为 妙 。 未 审 尊 意 以 为 如 何 ? 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
鲁 迅 五 月 十 日 


963 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

三 日 信 并 译 稿 一 篇 , 收 到 了 好 几 天 了 , 因为 琐事 多 ,似乎 以 
前 竟 未 回信 , 其 攻 。 昨 托 书 店 寄 上 碑帖 一 包 ， 不 知已 到 否 ? 如 
到 , 请 并 现在 附 上 之 信和 转交 。 又 寄 学 校 杂志 一 包 , 是 同时 寄 出 
的 , 想 亦 不 致 失落 。 

北平 大 风 事 , 沪 报 所 记 似 比 事实 夸张 , 所 以 当时 颇 担 心 , 及 
得 来 信 , 乃 始 释然 。 上 海 亦 至 今 时 冷 时 暧 , 伤风 者 其 多 , 惟 离 中 
俱 安 , 可 请 勿 念 。 闻 它 兄 大 病 , 且 其 确 , 丸 怕 很 难 医 好 的 了 ; 闻 它 
嫂 却 尚 健 。 


* ”此 信和 据 1942 年 10 月 20 日 《中华 日 报 ， 中 华 副刊 所 载 抄 存 。 
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现在 的 生活 , 真象 拉 车 一 样 , 卖 文 为 活 , 亦 大 不 易 , 连 印 翻译 
杂志 , 也 常 被 检 禁 , 且 招 谣言 ; 嫉妒 者 又 乘机 攻击 , 因此 非常 难 
办 。 但 他 们 也 和 弄 不 好 , 因为 译作 根本 就 没有 人 要 看 ,不 过 我 们 却 
多 些 麻烦 了 。 

闻 现 代 书 局 大 有 关门 之 势 , 兄 稿 已 驾 转 托 人 去 索 回 , 但 尚 无 
回信 。 

小 说 译 稿 , 日 内 当 交 给 译文 社 。 

专 此 布 达 , 即 请 
时 安 

弟 殉 。” 顿 首 五 月 十 四 夜 


964 致 台 静 农 


青 兄 : 

二 日 函 收 到 了 ; 上 月 之 函 , 却 未 收 到 。 至 于 拓片 两 包 , 是 都 
收 到 的 ,“ 君 车 ” 画 象 确 系 膜 品 , 似 用 破 翻 刻 , 连 复 斋 印 也 是 假 的 。 
原 刻 之 拓片 , 还 要 有 神 彩 , 而 且 必 连 碑 阴 ， 乃 为 全 份 。 又 包 中 之 
“ 曹 望 慷 造 象 ”， 大 约 也 是 翻 刻 的 ， 其 与 原 刻 不 同 之 处 , 见 《 校 碑 
随笔 》。 

从 这 两 包 中 ， 各 选 数 种 ， 目 另 列 ， 其 余 的 已 于 昨日 寄 回 了 。 
收集 画 象 事 , 拟 暂 作 一 结束 , 因 年 来 精神 体力 , 大 不 如 前 , 且 终 日 
劳 劳 , 亦 无 整理 付 印 之 望 , 所 以 拟 姑 置 之 ; 今 乃 知 老 境 催 人 , 其 可 
怕 如 此 。 因 为 我 自 去 冬 吹 西班牙 性 感冒 之 后 , 消化 系 受伤 , 从 此 
几乎 每 月 必 有 小 病 一 场 了 。 但 似 未 必 寿 终 在 即 , 可 请 放心 耳 。 
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专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 
殉 顿 首 五 月 十 四 夜 
第 一 包 拓片 留 四 种 〈 内 无 目录 及 定价 ， 姑 随手 举 之 ， 乞 查 
付 ) 一 一 
一 ,骑马 人 画 象 (有 树木 ) 一 张 
二 ,大 定 四 年 造 象 一 份 二 张 
三 、 汉 残 画 象 一 份 四 张 
四 ,一 人 及 一 蛇 画 象 一 张 
第 二 包 拓片 留 两 种 一 一 
一 `. 汉 鹿 一 份 两 张 (五 元 五 ) 
二 、 宜 州 画 象 (? ) 一 份 三 张 (一 元 五 》 
以上 , 共 留 六 种 。 


965 致 胡 风 


十 五 日 信 收 到 了 。 前 天 遇见 玄 先 生 , 谈 到 你 要 译 《 草 叶 》 的 
事 , 他 说 , 为 什么 选 这 个 呢 ? 不 如 从 英 德 文学 里 , 选 一 部 长 的 , 只 
要 有 英 日 文 対照 看 就 好 。 我 后 来 一 想 ,《 草 叶 》 不 但 字 数 有限 , 而 
且 诗 这 东西, 译 起 来 很 容易 出 力 不 讨 好 , 虽 《 草 叶 》 并 无 韵 。 但 刚 
才 看 了 一 下 目录 , 英 德 文学 里 实 无 相宜 的 东西 : 德 作品 都 短 , 英 
作品 多 无 聊 ( 我 和 英国 人 是 不 对 的 )。 我 看 波兰 的 《 火 与 剑 》 或 


* ”此 信 称呼 被 收 信人 裁 去 。 
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《农民 》 倒 可 以 译 的 ， 后 者 有 日 译本 ， 前 者 不 知 有 无 ， 英 译本 都 
有 。 看 见 郑 时 , 当 和 他 一 谈 , 你 以 为 怎样 ? 

那 消息 是 万 分 的 确 的 , 真是 可 惜 得 很 。 从 此 引伸 开 来 ,也许 
还 有 事 , 也 许 竟 没有 。 

萧 有 信 来 , 又 催 信 了 , 可 见 “ 正 确 ” 的 信 , 至 今 没 有 发 。 

这 几 天 因为 赶 译 《 死 魂 灵 》 弄 得 开头 昏 脑 , 我 以 前 太 小 看 了 
了 一 3 ) 了 , 以 为 容易 译 的 , 不 料 很 难 , 他 的 讽刺 是 千 锤 百 炼 的 。 
其 中 虽 无 摩登 名 词 ( 那 时 连 电灯 也 没有 ), 却 有 十 八 世 纪 的 菜单 ， 
十 八 世纪 的 打牌 , 真是 十 分 棘手 。 上 田 进 的 译本 并 不 坏 , 但 常 有 
和 德 译本 不 同 之 处 , 细 想 起 来 , 好 象 他 错 的 居多 , 翻译 真 也 不 易 。 

看 《申报 》 上 所 登 的 广告 , 批评 家 侍 棉 先生 在 论 从 日 文 重 译 
之 不 可 靠 了 ， 这 是 真 的 。 但 我 曾经 为 他 校对 过 从 日 本 文 译 出 的 
东西 , 错 处 也 不 少 , 可 见 直 接 译 亦 往往 不 可 靠 了 。 

了 殉 上 五 月 十 七 夜 
你 有 工夫 约 我 一 个 日 子 谈 谈 闲 天 么 ? 但 最 好 是 在 二 十 三 日 
之 后 。 


966 致 蒼 年 
刘 军 兄 : 
今天 有 点 收入 , 你 所 要 之 款 , 已 放 在 书店 里 , 希 持 附 上 之 条 ， 
前 去 一 取 。 


因为 赶 译 小 说 忙 ,不 能 多 写 了 , 只 通知 两 件 事 ; 
一 , 那 一 本 《4 八 月 的 乡村 》 印 出 后 , 内 山 书店 是 不 能 寄售 的 ， 
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因为 否则 他 要 吃苦 。 
二 . 金 人 译 稿 , 已 在 本 月 《译文 ?上 登 出 了 , 那 稿 费 , 当 与 下 月 
的 《文学 》 上 所 登 的 悄 吟 太太 的 稿费 同 交 。 那 稿 是 我 寄 去 的 , 想 
不 至 于 被 抽 去 , 倘 登 出 后 , 乞 自 去 一 取 为 荷 。 
暫 布 , 即 頒 
债 社 
殉 上 五 月 二 十 夜 


967 致 邵 文 熔 


铭 之 吾 兄 足下 : 

硕 奉 到 二 十 日 函 , 知 特 以 干菜 笋 干 见 惠 , 甚 感 甚 感 。 

中 国 普通 所 谓 肝 胃病 , 实 即 胃 肠 病 。 药 房 所 售 之 现成 药 , 种 
类 颇 多 ， 弟 向 来 所 偶 服 者 为 “ 黑 儿 补 ”， 然 实 不 佳 , 盖 胃 病 性 质 , 亦 
有 种 种 , 颇 难 以 成 药 疗 之 也 。 鄞 意 不 如 首 慎 饮 食 , 即 勿 多 食 不 消 
化 物 ,一面 驶 一 可 靠 之 西医 , 令 开 一 方 , 病 不 过 初 起 ,一 二 月 当 能 
全 愈 。 但 不 知 杭州 有 可 信之 医生 否 ， 此 不 在 于 有 名 而 在 于 诚实 
也 。 在 沪 则 弟 识 一 二 人 , 倘 有 意 来 沪 一 诊 , 当 绍 介 也 。 且 可 确保 
其 不 敲 竹 杠 , 亦 不 以 江湖 诀 欺 人 。 

弟 一 切 如 常 , 惟 琐事 太 多 , 颇 以 为 苦 , 借 笔 墨 为 生活 , 亦 非 乐 
事 , 然 亦 别 无 可 为 。 书 无 新 出 者 , 民有 く 集 外 集 》 一 本 , 乃 友 人 所 
编 , 系 搜集 一 切 未 曾 收 入 总 集 及 自 所 刊 落 之 作 , 合 为 一 编 , 原 系 
糟粕 , 而 又 经 官 审阅 , 故 稍 有 精采 者 , 悉 被 删 去 , 遂 更 无 足 观 , 日 
内 当 托 书坊 寄 奉 一 册 , 以 博 一 案 耳 。 对 于 《太白 》, 时 亦 投稿 , 但 
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署名 时 时 不 同 , 新 出 之 第 五 期 内 , 有 《 拓 斤 禾 两 》 三 则 , 及 《 论 人 言 
可 旦 》 一 篇 , 突 皆 抽 作 也 。 
专 此 布 复 , 并 请 
道 安 
弟 树 ” 顿 首 士 四 年 五 月 二 十 二 有 


968 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 : 

十 八 信 收 到 。 它 事 极 确 , 上 月 弟 曾 得 确信 , 然 何 能 为 。 这 在 
文化 上 的 损失 , 真是 无 可 比喻 , 许 君 已 南 来 , 详情 或 当 托 其 面谈 。 

许 君 人 甚 老实 , 但 他 对 于 人 之 贤 不 肖 , 却 不 其 了 然 。 李 某 插 
名 势利 , 弟 深 知之 , 不 知 何以 授 以 重 柄 , 但 他 对 上 司 是 别 一 种 面 
目 , 亦 不 可 知 ， 故 易 为 所 其 也 。 许 曾 访 我 一 次 ,未 言 钟 点 当 有 更 
动 事 , 大 约 四 五 日 后 还 当 见 面 , 当 更 嘱 之 。 

弟 一 切 如 常 , 惟 琐事 太 多 , 颇 以 为 苦 ， 所 遇 所 闻 ， 多 非 乐事 ， 
故 心绪 亦 颇 不 舒服 。 上 海 之 所 谓 “ 文 人”， 有 些 真是 坏 到 出 于 意 
料 之 外 ， 即 人 面 狗 心 , 恶 亦 不 至 于 此 , 而 居然 摇 笔 作文 , 大 发 议 
论 , 不 以 为 耻 , 社会 上 亦 往往 视 为 平常 , 真 大 怪事 也 。 

三 弟 来 信 一 纸 , 附 上 , 希 转交 。 

专 此 布 达 , 即 请 
道 安 

弟 了 上 五 月 二 十 二 夜 
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969 致 黄 源 


河 清 先生 

前 回 说 , 想 校正 《俄罗斯 童话 》% 再 一 想 , 觉得 可 以 不 必 了 ,不 
如 就 这 样 的 请 官 检 阅 。 倘 不 准 , 而 将 自行 出 版 , 再 校正 也 好 。 所 
以 那 未 印 的 原稿 , 请 嘱 社 中 送信 人 送 到 书店 来 , 以 便 编 入 , 并 带 
下 《世界 文库 》 样 本 一 本 为 荷 。 

孟 十 还 先生 的 通信 地 址 遗失 了 , 附 上 一 得 乞 加 封 转 寄 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 上 五 月 二 十 二 夜 
《 死 魂 灵 》 第 四 章 , 今天 总 算 译 完了 ,也 到 了 第 一 部 全 部 的 四 
分 之 一 ,但 如 果 专 译 这 样 的 东西 , 大 约 真是 要 “ 死 " 的 。 


970 致 了 重 十 还 


十 还 先生 ， 
十 九 夜 信 收 到 。 译 克 雷 洛 夫 之 难 , 大 约 连 郑 公 自己 也 不 知道 
的 , 此 公 著 作 , 别 国 似 很 少 译本 , 我 只 见 过 日 译 三 四 篇 。 
《 死 魂 灵 》 的 插图 ,《 世 界 文库 》 第 一 本 已 用 Taburin 作 , 不 
能 改 了 ,但 此 公 只 画 到 第 六 章 为 止 ,新 近 友 人 寄 给 我 一 套 别人 的 
插图 , 共 十 二 幅 , 亦 只 画 到 第 六 章 为 止 , 不 知 何故 。 那 一 本 插图 
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多 的 , 我 想 看 一 看 , 但 不 急 , 只 要 便 中 带 给 我 , 或 放 在 文学 社 , 托 
其 转送 就 好 了 。 

听 说 还 有 一 种 插图 的 大 本 ， 也 有 一 二 百 幅 ， 还 是 革命 前 出 
版 ,现在 恐怕 得 不 到 了 。 

欢迎 插图 是 一 向 如 此 的 , 记得 十 九 世 纪 末 , 绘图 的 《聊斋 志 
异 》 出 版 , 许多 人 都 买 来 看 , 非常 高 兴 的 。 而 且 有 些 孩 子 , 还 因为 
图 画 , 才 去 看 文章 , 所 以 我 以 为 插图 不 但 有 趣 , 且 亦 有 益 ; 不 过 出 
版 家 因为 成 本 贵 ,不 大 赞成 , 所 以 近来 很 少 插画 本 。《 历 史 演义 》 
《会 文 堂 出 版 的 ) 颇 注意 于 此 , 帮 他 销路 不 少 , 然而 我 们 的 “新 文 
学 家 ”不 留心 。 此 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 五 月 廿 二 夜 
通信 处 的 底子 失掉 了 ，, 便 中 希 再 见 示 。 


971 致 陈 烟 桥 


烟 桥 先生 : 
五 月 十 日 信 早 收 到 。 前 回 的 一 封 信也 收 到 的 。 近 来 因为 常常 
生病 , 又 忙于 翻译 卖 钱 之 类 , 弄 得 头角 眼花 ,未 能 即行 回信 , 甚 歉 。 
最近 的 一 幅 木 刻 , 我 看 并 不 好 。 从 构图 上 说 起 来 , 两 面 的 屋 
边 , 是 对 称 的 ; 中 间 一 株 大 树 , 布 满 了 空间 , 本 来 颇 有 意思 , 但 我 
记得 英国 (? ) 的 一 个 木刻 家 , 曾 有 过 这 样 的 构图 的 了 。 
选 选 作品 , 本 来 并 不 费事 , 但 我 查 了 一 下 , 先生 的 作品 不 到 
十 张 。 大 约 一 则 因为 搬 来 扳 去 ,有些 和 弄 得 找 不 到 ; 二 则 因为 绍 介 
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出 去 , 他 们 既 不 用 , 又 不 还 我 , 所 以 弄 得 不 见 了 。 如 果 能 够 另 印 
一 份 寄 给 我 , 我 是 可 以 选 的 ， 但 选 起 来 大 约 是 严 的 ， 因为 我 看 新 
近 印 出 的 几 种 专集 , 实在 收 得 太 随 便 。 

我 想 把 先生 的 《风景 》( 即 好 象 写意 画 那 样 的 一 张 ), 《黄浦 
江 》 二 幅 绍 介 到 《文学 》 去 , 望 即 印 给 我 各 一 张 , 寄 下 ; 作者 用 什么 
署名 , 也 一 并 示 知 为 荷 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 五 月 二 十 四 日 


972 和 致 杨 考 云 


罕 云 先生 ， 

十 六 日 信 早 奉 到 。《 集 外 集 》 也 收 到 了 , 十 本 以 外 , 又 索 得 了 
八 本 ,已 够 了 。 印 工 之 类 , 在 现在 的 出 版 界 , 总 是 如 此 的 ,我 看 将 
来 还 要 低落 下 去 。 

纸张 也 已 收 到 , 如 此 拙 字 , 写 到 宣纸 上 , 真 也 自觉 可 笑 , 但 先 
生 既 要 我 写 , 我 是 可 以 写 的 , 但 须 拖延 时 日 耳 , 因为 须 等 一 相宜 
的 时 候 也 。 

纸 内 有 两 长 条 ， 是 否 对 联 ? 乞 示 知 。 若 然 ， 则 一 定 写 得 极 
坏 , 因为 我 没有 写 过 大 字 , 所 以 字 愈 大 , 就 愈 坏 。 

专 此 布 复 , 即 请 
文安 

迅 上 五 月 廿 四 日 
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973 致 郑 伯 奇 


伯 奇 先生 : 

下 午 得 赵 先 生 信 , 云 将 往 北平 ,有 事 可 与 先生 接洽 ; 并 有 《小 
说 二 集 序 》 排 印 稿 二 份 。 

这 序 里 的 错字 可 真 不 算 少 , 今 赶 紧 校 出 寄 上 , 务 希 嘱 其 照 改 
为 托 。 否 则 , 颇 觉 得 太 深 草 也 。 


专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 
迅 上 五 月 廿 四 夜 
附 校 稿 二 份 。 
974 致 赵 家 壁 
家 壁 先生 : 


惠 函 收 到 。 版 税 单 想 系 指 春季 结算 的 那 一 项 , 那么 , 不 但 收 
到 , 而 且 用 掉 了 。 中 央 怕 《竖琴 》 前 记 , 真是 胆 小 如 展 , 其 实 并 无 
害 , 因此 在 别 一 面 , 也 没有 怎样 的 益 , 有 无 都 无 关 紧 要 , 只 是 以 装 
门面 而 已 。 现 在 前 去 以 免 重印 重 装 , 我 同意 于 公司 的 办 法 , 并 无 
异议 也 。 

专 此 布 复 , 顺 颂 
文安 鲁 迅 上 五 月 甘 五 日 
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975 致 黄 源 


河清 先生 : 

《世界 文库 了》 已 见 过 ,《 死 魂 灵 》 中 错字 不 少 ,有 几 处 自己 还 知 
道 那 一 个 字 错 ,有 些 是 连 自己 也 不 记得 了 。 将 来 印 起 来 , 又 要 费 
一 番 査 原本 的 工夫 。 

于 是 想 , 生活 书店 不 知道 能 将 排 过 之 原稿 还 我 否 ? 那么 ,将 
来 可 以 省 力 不 少 。 所 以 想 请 ”先生 到 校对 先生 那里 去 运动 一 
下 , 每 期 把 它 取 回来 。 大 约 书店 是 用 不 着 这 稿子 的 了 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 上 五 月 革 五 日 


976 致 黄 源 


河 清 先生 : 

甘 七 日 信 并 校 稿 , 需 已 收 到 。<《 表 》 至 夜间 可 以 校 了 ,明天 当 
托 书 店 挂号 寄 上 , 可 以 快 一 点 , 因为 挂号 与 寄存 , 都 是 一 个 “ 托 ”， 
一 样 的 。 错 字 还 多 , 且 有 改动 处 , 我 想 , 如 果 能 够 将 四 校 再 给 我 
看 一 選 , 最 好 。“ 校 对 ” 实 是 一 个 问题 , 普通 是 只 要 校 者 自己 觉得 
看 得 懂 , 就 不 看 原稿 的 , 所 以 有 时 候 , 译 者 想 了 许多 工夫 , 这 才 决 
定 了 的 字 , 会 错 得 大 差 其 远 , 使 那 时 的 苦心 经 营 , 反而 成 为 多 事 。 
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所 以 , 我 以 为 凡 有 稿子 , 最 好 是 译作 者 自己 看 一 遍 。 但 这 自然 指 
书籍 而 言 , 期 刊 则 事实 上 办 不 到 。 

《 表 》 的 第 一 页 和 书面 , 过 几 天 再 商量 。 

《译文 》 的 稿子 确 是 一 个 问题 ,我 先前 也 早 虑 及 此 。 有 些 人 
担任 了 长 篇 翻译 , 固然 有 影响 , 但 那 最 大 原因 , 还 在 找 材料 的 难 ， 
找 来 找 去 , 找到 一 篇 , 只 能 供 一 回 之 用 , 而 能 否 登 出 , 还 是 一 个 问 
题 。 我 新 近 看 了 一 本 日 译 的 二 一 儿 3 下 (北欧 ) 小 说 集 , 也 没 
有 一 篇 合用 的 。 至 今 也 还 在 常常 留心 寻找 。 不 过 六 月 份 这 一 本 
上 ,恐怕 总 来 不 及 了 ,只 能 将 所 有 的 竣 一 下 。 

而 且 第 三 卷 第 一 号 , 出 版 期 也 快 了 , 以 二 卷 为 例 , 当然 必须 
增 大 。 这 怎么 办 呢 ? 我 想 ， 可 以 向 黎 先 生 殉 先 声明 ， 敲 一 个 竹 
杠 , 请 他 译 4 动 物 志 》, 有 图 有 说 , 必 为 读者 所 乐观 。 印 的 时 候 , 把 
插图 做 得 大 一 点 , 不久 就 可 以 出 单行 本 。 

七 月 份 的 《文学 》, 我 大 约 仍然 只 能 做 二 则 《论坛 % 至 于 散 
文 ,实在 为 难 。 一 , 固然 由 于 忽 译 忽 作 , 有 些 不 顺手 ; 二 , 也 因为 
议论 不 容易 发 , 如 果 顾 忌 太 多 , 做 起 来 就 变 成 “ 洋 八 股 ”" 了 。 而 且 
我 想 , 第 一 期 有 一 篇 我 的 散文 , 也 不 足以 资 号 召 。 

谣言 , 是 他 们 的 惯 技 , 与 其 说 对 于 个 人 , 我 看 倒 在 对 于 书店 
和 刊物 。 但 个 人 被 当 作 用 具 , 也 讨 大 的 。 前 曾 与 沈 先 生 谈 起 , 以 
为 当 略 略 对 付 ,也许 沈 先 生 已 对 先生 说 过 了 。 至 于 到 米 窜 来 , 我 
以 为 大 可 不 必 “ 谨 慎 ”, 因为 这 是 于 我 毫 无 关系 的 , 我 不 管 谣言 。 

一 面 在 译 《 死 强 灵 》, 一 面 也 在 要 译 果 戈 理 的 短篇 小 说 , 但 如 
又 先 登 4 译文 罗 则 出 起 集 子 来 时 似乎 较为 无 聊 ; 否则 ,《 译 文 》 上 
的 要 田 找 , 就 是 每 月 要 兼顾 三 面 了 。 想 了 几 次 , 终于 想 不 好 。 
专 此 布 复 , 即 请 
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迅 上 五 月 十 八 朋 
再 : 《译文 》 书 面 上 的 木刻 , 也 要 列 入 目录 。 


977 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

二 十 六 日 信 收 到 。 知 病 五 日 即 愈 , 甚 慰 。 

许 君 已 见 过 , 他 说 并 无 减少 钟点 之 事 , 不 过 有 一 种 功课 , 下 
半年 没有 , 所 以 要 换 别 的 功课 的 。 

他 又 高 兴 的 说 , 因为 种 种 节省 , 已 还 掉 旧 债 二 万 。 我 想 , 如 
果 还 清 , 那 他 就 要 被 请 出 了 ; 他 先前 做 女 师 校长 时 , 也 是 造 好 了 
热 水 管 之 类 之 后 , 乃 被 逐 出 的 。 至 于 李 某 , 卑 骂 无 聊 , 但 他 一 定 
要 过 瘾 , 这 是 学 校 和 学 生 的 大 隆 气 ; 以 前 他 是 改组 派 , 但 象 风 旗 
似 的 转 得 真 快 。 

先前 所 作 碑 文 , 想 钞 入 自己 的 文稿 中 , 其 中 有 “x x 曹 x x 
先生 名 x x ?一 名 ,请 兄 补 上 缺 字 寄 下 ,又 碑 名 云 何 , 亦 希 见 示 。 
不 知 此 牧 现 已 建立 否 ? 

弟 如 常 , 高中 亦 均 好 , 并 闻 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
时 绥 

第 務 上 五 月 州 日 夜 
再 :木刻 付 印 尚 无 期 《 城 与 年 》 之 解说 , 不 必 急 急 也 。 又 及 
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978 致 黄 源 


河清 先生 ， 

今天 为 《译文 看 了 儿 篇 小 说 , 也 有 好 的 , 但 译 出 来 要 防 不 能 
用 ; 至 于 无 聊 的 , 则 译 起 来 自己 先觉 得 无 聊 。 

现在 选 定 了 一 篇 ， 在 有 聊 与 无 聊 之 间 ， 事 情 是 “ 洋 主 仆 恋 
爱 ” 但 并 不 如 国货 之 肉麻 ， 作 者 是 Rumania 的 M.Sadoveanu, 


似乎 也 还 新 鲜 。 
明天 当 动 手 来 译 , 约 有 一 万 字 左 右 , 在 六 月 五 日 以 前 , 必 可 
寄 出 , 先 此 奉 闻 。 
并 请 
撰 安 迅 上 五 月 州 日 
979 致 黄 源 
河 清 先生 : 


大 约 两 月 之 前 ， 曾 交 上 一 篇 从 英文 译 出 的 随笔 ， 说 是 不 得 
已 时 ,或 者 可 以 补 白 的 。 但 现在 这 译 者 写 信 来 索 还 了 , 所 以 希 即 
检 出 寄 下 , 给 我 可 以 赶紧 还 他 去 。 

专 此 布 达 , 即 请 
扎 安 


824 鲁迅 书信 和 集 


刘 军 兄 ; 
前 信 早 收 到 。 文 学 社 陆续 寄 来 了 两 篇 稿费 的 单子 , 今 寄 上 。 
金 人 的 稿子 , 由 我 寄 出 了 两 篇 , 都 不 见 登 出 ; 在 手头 的 还 有 
三 篇 《搭客 ? 已 登 , 大 约 稿费 单 也 快 送 来 了 , 那 时 当 和 人 金 人 的 译 
稿 一 同 放 在 书店 里 。 但 那 寄 出 了 的 两 篇 ， 要 收回 不 ? 望 便 中 通 
知 我 。 
此 布 , 即 请 
俩 安 


981 致 黄 源 


河清 先生 : 

译 稿 ( 并 后 记 ) 已 于 上 午 挂 号 寄 上 ,因为 和 匆匆, 也 许 有 错 处 ， 
但 管 不 得 这 许多 了 。 下 一 期 我 大 约 可 以 请 假 ; 到 第 六 期 , 我 想 译 
一 篇 保加利亚 的 Ivan Vazov 的 。 

同 封 中 有 一 篇 陈 翔 锥 的 小 说 稿 , 他 是 沉 钟 社 中 人 , 是 另 一 人 
托 我 绍 介 的 。 但 回 后 得 《文学 > 六 号 ,看见 广 告 , 则 对 于 投稿 已 定 
有 颇 可 怕 之 办 法 , 因此 赶 写 这 信 , 想 特別 通 融 一 下 , 如果 不用 , 请 
先生 设法 给 我 取 还 见 寄 为 感 。 
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专 布 , 即 頒 
扎 安 


再 ; 附 上 书签 两 条 , 乞 转 交 傅 先生 。 又 及 


982 : 半 開 字 当 


十 还 先生 : 

一 日 信 收 到 。《 果 集 》 并 不 要 急 看 ,随便 什么 时 候 带 给 我 都 
好 。 关 于 他 的 书籍 , 俄 文 的 我 一 本 也 没有 。 

文学 社 的 不 先 征 同意 而 登 广 告 的 办 法 , 我 看 是 很 不 好 的 ; 对 
于 我 也 这 样 。 这 样 到 出 来 的 成 绩 ， 总 不 见得 佳 ， 而 且 作 者 要 起 
反感 。 

先生 所 说 的 分 段 写 的 办 法 ,我 看 太 细 , 中 国 的 读者 大 约 未 必 
觉得 有 意思 。 个 人 的 意见 , 以 为 不 如 给 它 一 个 粗 枝 大 叶 的 轮廓 ， 
如 《译文 》 所 登 的 关于 普 式 康 和 菜 尔 备 妥 夫 一 样 , 做 起 来 较 不 繁 
琐 , 读者 也 反而 容易 领会 大 概 。 

些 复 , 即 颂 
时 绥 
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983 致 萧 年 


刘 军 兄 : 

二 , 五 两 日 的 信 , 都 收 到 了 。 但 大 约 只 能 草草 作 复 。 不 知 怎 
的 , 总 是 忙 , 因为 有 几 种 刊物 ， 是 不 能 不 给 以 支持 的 ， 但 有 检查 ， 
所 以 要 做 得 含蓄 , 又 要 不 十 分 无 聊 , 这 正如 带 了 匀 独 的 进军 ， 你 
想 ， 怎 能 和 弄 得 好 ， 又 怎 能 不 出 一 身 大 汗 ， 又 怎 能 不 仍然 出 力 不 
讨好 。 

《文学 》 上 所 登 的 广告 , 关于 我 的 几 点 ,是 未 经 我 的 同意 的 ， 
这 不 过 是 一 种 “ 商 略 “但 我 不 赞成 这 样 的 办 法 。 启 事 也 已 看 过 ， 
这 好 象 “ 官 样 ”, 乃 由 于 含 胡 。 例 如 以 《文学 的 投稿 之 多 , 是 应 该 
有 多 人 阅 看 , 退还 的 , 但 店 中 不 肯 多 用 人 , 这 一 层 编 辑 者 不 好 明 
说 , 而 实则 管 不 过 来 ; 近来 又 有 新 命令 , 是 不 妥 之 稿 , 一律 没收 ， 
但 出 版 者 又 不 肯 多 化 钱 , 都 排 印 了 送 检 , 所 以 此 后 的 稿子 , 必 有 
一 部 份 被 扣留 , 不 能 退还 , 但 这 是 又 不 准 明说 的 。 以 上 两 种 , 就 
足 使 编辑 者 只 得 吞 知 吐 吐 ， 打 一 下 官话 了 。 但 在 不 知 内 情 的 读 
者 和 投稿 者 , 是 要 发 生 反感 的 , 可 又 不 能 说 明 内 情 , 这 是 编辑 者 
的 失败 , 也 足见 新 近 压 迫 法 之 日 见 巧 妙 。 我 看 这 种 事情 , 还 要 层 
出 不 穷 。 

金 人 的 译 稿 给 天 马 去 印 ， 我 当然 完成 的 ， 也 许 前 信 已 经 说 
过 ;《 罪 与 罚 》 大 约 未 必 能 登 出 来 ; 至 于 翻译 界 的 情形 , 我 不 能 写 
了 ，, 实在 没有 工夫 。 

万 古 閉 送 人 , 我 不 认识 , 你 应 否 和 他 会 会 , 我 无 意见 。 
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叶 的 稿子 , 交 出 去 了 , 因为 我 无 暇 , 由 编者 去 改 。 他 前 信 说 
不 必 大 改 , 因为 官 们 未 必 记 得 , 是 不 对 的 , 这 是 “轻敌 ”最 容易 失 
败 。《 丰 收 》 才 去 算 过 不 久 , 现在 卖 得 很 少 。 

那 边 的 文学 团体 复活 ， 是 极 好 的 ， 不 过 我 丽 怕 不 能 出 什么 
力 , 因为 在 这 里 的 事情 , 已 经 足够 了 。 而 且 体 力也 一 天 一 天 的 
不 济 。 

《新 小 说 》 的 稿费 单 ,尚未 送 来 。 

这 几 天 刚 把 《译文 》 的 稿子 弄 完 , 在 做 《文学 》 上 的 《论坛 ?了 ， 
从 明天 起 ,就 译 《 死 魂 灵 》 虽 每 期 不 过 三 万 字 左 右 , 却 非 化 两 礼 
拜 时 光 不 可 。 现 在 很 有 些 读者 , 在 公开 的 攻击 刊物 多 登 “ 已 成 作 
家 ”的 东西 , 而 我 却 要 这 样 扒 命 , 连 玩 一 下 的 功夫 也 没有 , 来 支持 
几 种 刊物 。 想 到 这 里 ， 真 有 些 灰 心 。 倘 有 别 事 可 做 ， 真 想 改行 
了 , 不 受 骂 , 又 能 玩 , 岂 不 好 吗 ? 

寅 中 都 好 。 和 孩子 也 好 了 , 但 他 大 了 起 来 , 越 加 捣乱 , 出 去 , 就 
惹祸 ,我 已 经 受 了 三 家 邻居 的 警告 ,一 一 但 自然 ,这 邻居 也 是 擅 
长 警告 的 邻居 。 但 在 家 里 , 却 又 闹 得 我 静 不 下 , 我 希望 他 快 过 二 
十 岁 , 同 爱人 一 起 跑 掉 , 那 就 好 了 。 

此 布 , 即 请 
価 安 

豫 上 六 月 七 日 
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984 致 黄 源 


河清 先生 ， 
今 寄 上 《文学 >》《 论 坛 》 二 篇 , 散文 (? ) 稿 一 篇 , 乞 转交 傅 
数 日 前 寄 上 一 函 , 系 索 回 前 给 《译文 > 之 散文 (别人 译 的 ) 译 
稿 ， 至 今 未 得 回音 ， 务 希 费 神 一 查 ， 即 予 寄 回 ， 以 便 了 此 一 件 ， 
为 感 。 


此 布 , 即 请 
迅 上 六 月 十 日 
985 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 : 


端 节 信 收 到 。 三 兄 有 信和 来 , 今 附 上 。 它 兄 的 事 , 是 已 经 结束 
了 ,此 时 还 有 何 话 可 说 。 

我 的 杂文 集 , 今年 总 想 印 出 来 , 但 要 自己 印 也 说 不 定 。 这 里 
的 书店 ,总 想 印 我 的 作品 ， 却 又 怕 印 。 他 们 总 想 我 写 平 平稳 稳 ， 
既 能 卖 钱 , 又 不 担心 的 东西 。 天 下 那里 有 这 样 的 文章 呢 ? 

想 请 兄 于 稍 暇 时 给 我 写 一 封 答 Paul Ettinger 的 信 ， 稿 子 
附 上 , 写 后 寄 下 。 信 面 我 自己 可 以 写 的 。 
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弟 涂 上 六 月 十 一 日 


986 致 萧 年 


刘 军 兄 : 

良友 公司 的 稿费 单 , 写 信 去 催 了 才 寄 来 , 今 寄 上 , 但 有 期 限 ， 
在 本 月 甘 一 , 不 能 立刻 取 。 

又 寄 《新 小 说 》( 四 ) 一 本 来 , 现 亦 另 封 挂号 寄 上 , 还 有 一 本 
是 他 们 给 我 的 , 我 已 看 过 , 不要 了 , 顺便 一 同 寄 去 , 你 可 以 送 朋 
友 的 。 

我 们 都 还 好 , 我 在 译 《4 死 现 灵 》, 要 二 十 以 外 才 完 。 

这 封 信 收 到 之 后 , 望 给 我 一 个 回信 。 

此 布 , 即 请 
双 安 

陀 上 六 月 十 五 日 


987 致 李 和 者 野 
乔 野 兄 ， 


上 月 十 八 日 信 早 到 。 前 所 寄 学 生 译 文 一 篇 ， 已 去 问 过 ， 据 
云 已 经 排 好 ， 途 看 机 会 编 入 ,那么 ， 就 算是 大 半 要 用 ， 不 能 寄 还 
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的 了 。 

《译文 ?是 我 寄 的 , 到 期 当 停止。 

前 为 素 园 题 幕 碍 数 十 字 , 其 码 想 未 立 。 那 码 文 , 不 知 兄 处 有 
否 ? 倘 有 ， 和希 录 寄 , 因 拟 编 入 杂文 集中 。 不 刻 之 石 而 印 之 纸 , 或 
差 胜 于 冥 漠 欢 ? 

平津 又 必 有 一 番 新 气象 。 我 如 常 , 但 速 老 耳 , 有 几 种 译作 不 
能 不 做 , 赤 一 苦 事 。 

此 复 , 即 頒 
时 绥 

知 頼 皮 六 月 十 六 日 


988 致 李 桦 


李 桦 先生 ， 

五 月 菇 四 日 信和 申 收 到 ; 每 次 给 我 的 《现代 版 画 》， 也 都 收 到 
的 。 但 这 几 年 来 ， 非 病 即 忙 ， 连 回信 也 到 今天 才 写 ， 真 是 抱 狼 
至 。 - 
所 说 的 北国 的 朋友 对 于 木刻 的 意见 和 选刊 的 作品 ， 我 偶然 
也 从 日 报 副刊 上 看 见 过 , 但 意见 并 不 尽 同 。 所 说 的 《现代 版 画 》 
的 内 容 小 资产 阶级 的 气 分 太 童 , 固然 不 错 , 但 这 是 意识 如 此 ,所 
以 有 此 气 分 , 并 非 因此 而 有 “意识 堕落 之 危险 "不 过 非 革命 的 而 
已 。 但 要 消除 此 气 分 , 必 先 改变 这 意识 , 这 须 由 经 验 , 观察 , 思索 
而 来 , 非 空 言 所 能 转变 , 如 果 硬 装 前 进 , 其 实 比 直 抒 他 所 固有 的 
情绪 还 要 坏 。 因 为 前 者 我 们 还 可 以 看 见 社会 中 一 部 分 人 的 心情 
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的 反映 , 后 者 便 成 为 虚伪 了 。 

木刻 是 一 种 作 某 用 的 工具 , 是 不 错 的 , 但 万 不 要 忘记 它 是 艺 
术 。 它 之 所 以 是 工具 ， 就 因为 它 是 艺术 的 缘故 。 参 是 木匠 的 工 
具 ， 但 也 要 它 锋利 ， 如果 不 锋利 ， 则 和 佐 形 虽 存 ， 即 非 工具 ， 但 有 
人 仍 称 之 为 佐 , 看 作 工具 , 那 是 因为 他 自己 并 非 林 匠 , 不知 作 工 
之 故 。 五 六 年 前 ， 在 文学 上 曾 有 此 类 争论 ， 现 在 却 移 到 木刻 上 
去 了 。 

由 上 说 推 开 来 , 我 以 为 木刻 是 要 手印 本 的 。 木 刻 的 美 , 半 在 
纸 质 和 印 法 , 这 是 一 种 , 是 母 胎 ; 由 此 制 成 锌 版 , 或 者 简直 直接 争 
,用 于 多 数 印刷 , 这 又 是 一 种 , 是 苗 斋 。 但 后 者 的 艺术 价值 ,总 
和 前 者 不 同 。 所 以 无 论 那 里 ,油画 的 名 作 , 虽 有 缩 印 的 铜板 , 原 
画 却 仍 是 美术 馆 里 的 宝贝 。 自 然 ， 中 国 也 许 有 再 也 没有 手印 的 
余 裕 的 时 候 , 不 过 这 还 不 是 目前 , 待 那 时 再 说 。 

不 过 就 是 饼 板 , 也 与 印刷 术 有 关 , 我 看 中 国 的 制版 术 和 印刷 
术 , 时 常 把 诛 画 变 相 到 可 翡 的 状态 , 时 常 使 我 连 丰 也 不 敢 看 了 。 

“连环 木刻 ”也 并 不 一 定 能 负 普 及 的 使 命 , 现在 所 出 的 儿 种 ， 
大 众 是 看 不 民 的 。 现 在 的 木刻 运动 ， 因 为 观 者 有 许多 层 一 有 
知识 者 , 有 文言 -一 也 须 分 许多 种 , 首先 决定 这 回 的 对 象 , 是 屠 
一 种 人 , 然后 来 动手 , 这 才 有 效 。 这 与 一 幅 或 多 幅 无 关 。 

《现代 木刻 > 的 缺点 , 我 以 为 选 得 欠 精 , 但 这 或 者 和 出 得 太 多 
有 关系 。 还 有 , 是 题材 的 范围 太 狭 。 璧 如 静物 , 现在 有 些 作家 也 
反对 的 , 但 其 实 是 那 “ 物 ”就 大 可 以 变革 。 枪 刀 钠 产 ,都 可 以 作 静 
物 刻 ,草根 树 皮 ,也 可 以 作 静 物 刻 , 则 神采 就 和 十 之 静物 , 大 不 相 
同 了 。 

其 次 ,是 关于 外 国 未 刻 的 事 。 这 时 候 已 经 过 去 了 , 但 即使 来 
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得 及 , 也 还 是 不 行 。 因 为 我 的 住所 不 安定 , 书籍 绘画 , 都 放 在 别 
处 , 不 能 要 取 就 取 的 。 但 存 着 可 惜 , 我 正在 计 画 象 4 引 玉 集 》 似 的 
翻印 一 下 。 前 两 月 , 曾 将 K. Kollwitz 的 板 画 ( 铜 和 石 ) 二 十 余 
幅 , 寄 到 北平 去 复印 , 但 将 来 的 结果 , 不知 如 何 。 

我 爱 版 画 , 但 自己 不 是 行家 , 所 以 对 于 理论 , 没有 全 盘 的 话 
好 说 。 至 于 零星 的 意见 ， 则 大 略 如 上 。 中 国 自然 最 需要 刻 人 物 
或 故事 , 但 我 看 木刻 成 绩 , 这 一 门 却 最 坏 , 这 就 因为 万 视 技 术 , 缺 
少 基础 工夫 之 故 , 这 样 下 去 , 木刻 的 发 展 倒 要 受害 的 。 

还 有 一 层 , 《现代 版 画 》 中 时 有 利用 彩色 纸 的 作品 , 我 以 为 这 
是 可 暂 而 不 可 常 的 ， 一 常 ， 要 流 于 纤巧 ， 因 为 木刻 究 以 黑白 为 


专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 顿 首 六 月 十 六 日 
989 致 重 十 还 
十 还 先生 : 


十 四 且 信 收 到 ;《 果 戈 理 集 》 也 收 到 了 。 此 书 似 系 集合 各 种 
本 子 而 成 , 所 以 插画 作者 很 有 几 个 , 而 《狂人 日 记 》 的 图 , 则 出 于 
照相 的 。 所 有 的 图 , 大 约 原本 还 要 大 , 这 里 都 已 缩小 。 

《4 死 灵魂 》 在 《4 世界 文库 》 里 , 我 以 为 插图 只 要 少 点 好 了 ,这 种 
印刷 之 粗 , 就 是 有 图 , 也 不 见得 好 看 。 

李 长 之 不 相识 , 只 看 过 他 的 几 篇 文章 , 我 觉得 他 还 应 一 面 潜 
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心 研究 一 下 ; 胆子 大 和 胡说 乱 骂 ,是 相似 而 实 非 的 。 
看 那 《批判 ?的 序 文 ， 都 是 空话 ， 这 篇 文章 也 许 不 能 启发 
我 婦 。 
专 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 六 月 十 九 日 


990 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 : 

十 四 日 信 早 到 , 近 因 忙于 译 书 , 所 以 今日 才 复 。 

它 兄 文稿 ,很 有 几 个 人 要 把 它 集 起 来 , 但 我 们 尚未 商量 。 现 
代 有 他 的 两 部 ， 须 赎 回 ， 因 为 是 户 文 过 板 税 的 ， 此 事 我 在 单独 
进行 。 

中 国事 其 实 早 在 意 中 , 热心 人 或 杀 或 囚 , 早 替 他 们 收拾 了 ， 
和 宋 明 之 末 极 象 。 但 我 以 为 峰 是 无 益 的 , 只 好 仍 是 有 一 分 力 , 尽 
一 分 力 , 不 必 一 时 特别 愤 激 ,事后 却 又 悠悠 然 。 我 看 中 国 青年 ， 
大 都 有 愤 激 一 时 的 缺点 ,其 实现 在 秉 政 的 , 就 都 是 昔日 所 谓 革命 
的 青年 也 。 

此 地 出 板 仍 极 困 难 ， 连 译文 也 费事 ， 中 国 是 对 内 特别 凶 
恶 的 。 

E 君 信 非 由 VOKS 转 。 他 的 信 头 有 地 址 ， 今 抄 在 此 纸 后 
面 。 记 得 他 有 一 个 地 址 , 还 多 几 字 , 但 现 不 在 手头 。 兄 看 现在 之 
地 址 如 果 不 象 会 寄 不 到 ， 就 请 代 发 ， 否 则 不 如 将 信 寄 来 ， 由 我 
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自发 。 
寄 辰 兄 一 得 并 稿费 单 ， 乞 便 中 转交 。 我们 都 好 ， 勿 念 。 
此 祝 
平安 
湖上 六 月 甘 四 日 


991 致 台 静 农 


辰 兄 。 

一 日 信忠 到 。 买 拓片 余 款 , 不 必 送 到 平 寅 , 可 仍 存 兄 处 , 但 
有 文学 社 稿费 八 元 , 想 乞 兄 转交 段 干 青 君 , 款 即 由 拓片 余 款 中 划 
出 。 段 君 住址 , 我 不 知道 , 可 消 询 后 孙 公 园 医 学 院 唐 启 君 , 倘 他 
亦 不 知 , 就 只 好 作罢 了 。 

“日 月 画 象 " 确 在 我 这 里 , 忘记 加 圈 了 , 帖 店 的 话 不 错 。 

北方 情形 如 此 , 兄 事 想 更 无 头绪 ,但 国事 我 看 是 即 以 即 头 暂 
结 的 。 此 后 类 此 之 事 , 则 将 层出不穷 。 敞 寅 如 常 , 可 释 远 念 , 令 
人 心 莫 之 事 自然 也 不 少 ,但 也 悲 不 了 许多 。 

我 尚 可 支持 , 不 过 忙 一 点 , 至 于 体力 之 衰 , 则 年 龄 为 之 ,无 可 
如 何 , 也 只 好 照常 办 事 。 

此 布 , 即 颂 
时 绥 

豫 上 六 月 廿 四 日 
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992 致 苦 年 


刘 军 兄 ， 

廿 三 信 收 到 。 昨 天 看 见 《新 小 说 》 的 编辑 者 , 他 说 , 金 人 的 译 
稿 ， 已 送 去 审查 了 。 我 想 , 这 是 不 见得 有 问题 的 。 悄 太太 的 稿 
子 , 当 于 日 内 寄 去 。 但 那 第 三 期 , 因为 第 一 篇 是 我 译 的 , 不 许 登 
广告 。 

译文 社 的 事 , 久 不 过 问 了 。 金 人 译 稿 的 事 , 当 于 便 中 提 及 。 

《 死 魂 灵 》 第 三 次 稿 , 前 天 才 交 的 , 近来 没有 气力 多 译 。 身 体 
还 是 不 行 , 日 见 衰 弱 , 医生 要 我 不 看 书写 字 , 并 停止 抽烟 ; 有 几 个 
朋友 劝 我 到 乡下 去 , 但 为 了 种 种 缘故 ,一 时 也 做 不 到 。 

近来 警告 倒 没 有 了 ， 这 是 因为 我 们 自己 戒 了 严 ， 但 真 也 
吃力 。 

黑 面包 可 以 不 必 买 给 我 们 了 。 近 地 就 要 开 一 个 白 俄 点 心 
铺 , 倘 要 吃 , 容易 买 到 了 。 

此 复 , 即 请 
価 安 

了 上 六 月 二 十 七 日 

刚 要 发 信 ， 就 收 到 甘 五 来 信 了 。 出 刊物 而 终于 不 出 的 事 

情 , 我 是 看 惯 的 了 ,并 不 为 奇 。 所 以 我 的 决心 是 如 果 有 力 ， 

自己 来 做 一 点 , 虽然 一 点 ,究竟 是 一 点 。 这 是 很 坏 的 现象 ， 

但 在 目前 , 我 以 为 总 比 说 空话 而 一 点 不 做 好 。 

中 国人 先 在 自己 把 好 人 杀 完 ， 秋 即 其 一 。 靖 参 是 他 用 过 的 
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笔名 ,此 外 还 很 多 。 他 有 一 本 《高尔基 短篇 小 说 集 》, 在 生活 
书店 出 版 , 后 来 被 禁止 了 。 另 外 还 有 , 不 过 笔名 不 同 。 他 又 
译 过 革 拉 特 珂 夫 的 小 说 《新 土地 》, 稿子 后 来 在 商务 印 书馆 
被 烧 掉 , 真 可 惜 。 中 文 俄 文 都 好 , 象 他 那样 的 , 我 看 中 国 现 
在 少 有 。 

你 说 做 小 说 的 方法 , 那 是 可 以 的 。 刚 才 看 《大 连 丸 》 做 得 好 
的 , 但 怕 登 不 出 去 《新 生 》 因 为 “有 碍 邦交 ”被 禁止 了 。 我 看 
你 可 以 留 起 各 种 稿子 ， 将 来 按时 代 一 一 在 家 一 一 入 伍 一 一 
出 走 一 一 编 一 本 集 子 , 是 很 有 意义 的 。 

我 并 未 为 自己 所 写 人 物 感动 过 。 各 种 事情 刺 戴 我 ， 早 经 麻 
木 了 , 时 时 象 一 块 木头 , 虽然 有 时 会 发 火 , 但 我 自己 也 并 不 
觉 痛 。 | 


驳 又 及 六 ,二 七 ,下 午 


993 致 风 


来 信 收 到 。< 铁 流 》 之 令 人 觉得 有 点 空 , 我 看 是 因为 作者 那 
时 并 未 在 场 的 缘故 , 虽然 后 来 调查 了 一 通 , 究竟 和 亲历 不 同 , 记 
得 有 人 称 之 为 “ 诗 ”， 其 故 可 想 。 左 勤 克 那样 的 创作 法 ( 见 《 译 
文 》, 是 只 能 创作 他 那样 的 创作 的 。 曹 的 译 笔 固然 力 薄 ,但 大 约 
不 至 就 根本 的 使 它 变 成 欠 切 实 。 看 看 德 译本 ， 虽 然 句子 较为 精 
练 ,大体 上 也 还 是 差不多 。 


* “此 信 称 呼 被 收 信人 裁 去 。 
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译 果 戈 理 , 颇 以 为 苦 , 每 译 两 章 , 好 象 生 一 场 病 。 德 译本 很 
清楚 , 有 趣 , 但 变 成 中 文 , 而 且 还 省 去 一 点 形容 词 , 却 仍旧 累 险 ， 
无 聊 , 连 自己 也 要 摇头 , 不 愿 再 看 。 翻 译 也 非 易 事 。 上 田 进 的 译 
本 , 现在 才 知道 错误 不 少 , 而 且 往往 将 一 句 译 成 几 句 , 近 于 解释 ， 
这 办 法 , 不 错 尚 可 , 一 错 , 可 令 人 看 得 生气 了 。 我 这 回 的 译本 , 虽 
然 也 整 脚 , 却 可 以 比 日 译本 好 一 点 。 但 德 文 译 者 大 约 是 犹太 人 ， 
凡 骂 犹太 人 的 地 方 , 他 总 译 得 隐藏 一 点 , 可笑。 

《 静 静 的 顿 河 》 我 看 该 是 好 的 ， 虽 然 还 未 做 完 。 日 译本 已 有 
外 村 的 , 现 上 田 的 也 要 出 版 了 。 

检 易 嘉 的 一 包 稿子 , 有 译 出 的 高 尔 基 《四 十 年 的 四 五 页 , 这 
真 令 人 看 得 悲哀。 

猛 克 来 信 , 有 关于 韩 售 术 的 , 今 前 出 附 上 。 韩 不 但 会 打破 人 
的 饭碗 ， 也 许 会 更 做 出 更 大 的 事业 来 的 罢 。 但 我 觉得 我 们 的 有 
些 人 ,阵线 其 实 倒 和 他 及 第 三 种 人 一 致 的 , 虽然 并 无 连 络 , 而 精 
神 实 相通 。 猛 又 来 通 我 关于 文学 遗产 的 意见 ， 我 答 以 可 就 近 看 
日 本 文 的 译作 , 比 请 教 “前 辈 ”好 得 多 。 其 实在 《文学 ?上 , 这 问题 
还 是 附带 的 ， 现 在 丢 开 了 当面 的 紧要 的 敌人 ， 却 专 一 要 讨论 枪 
的 亮 不 亮 ( 此 说 如 果 发 表 ， 一 定 又 有 人 来 辩 文 学 遗产 和 枪 之 不 
同 的 ), 我 觉得 实在 可 以 说 是 打 贫 。 我 觉得 现在 以 袭击 敌人 为 第 
一 火 ， 但 此 说 似 颇 孤 立 。 大 约 只 要 有 几 个 人 倒 掉 ， 文坛 也 统 
ー ザ 。 

叶 君 曾 以 私事 约 我 谈 过 几 次 , 这 回 是 以 公事 约 我 谈话 了 ,已 
连 来 两 信 ， 尚 未 复 , 因为 我 实在 有 些 不 愿意 出 门 ,我 本 是 常常 出 
门 的 ， 不 过 近来 知道 了 我 们 的 元 帅 深 居 简 出 ， 只 令 别 人 出 外 奔 
跑 ， 所 以 我 也 不 如 只 在 家 里 坐 了 。 记 得 托 尔 斯 泰 的 什么 小 说 说 
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过 ,小 兵 打仗 , 是 不 想到 危险 的 , 但 一 看 见 大 将 面前 防弹 的 铁 板 ， 
却 就 也 想到 了 自己 ， 心 跳 得 不 敢 上 前 了 。 但 如 元 帅 以 为 生命 价 
值 , 彼此 不 同 , 那 我 也 无 话 可 说 , 只 好 被 打 军 棍 。 

消化 不 良 ， 人 总 在 瘦 下 去 ,医生 要 我 不 看 书 , 不 写字 , 不 吸 
烟 一 一 三 不 主义 , 如 何 办 得 到 呢 ? 

《新 文学 大 系 》 中 的 《小 说 二 集 》 出 版 了 , 便 中 当 奉 送 一 本 。 

比布 , 即 请 
夏 安 

随 上 六 月 二 上 八 日 
此 信和 是 自己 拆 过 的 。 又 及 


994 致 赖 少 麒 


少 麒 先生 ， 
五 月 二 八 日 的 信 早 收 到 。 文 稿 ， 并 木刻 七 幅 ， 后 来 也 收 
到 了 。 


太 伟 大 的 变动 , 我 们 会 无 力 表现 的 , 不 过 这 也 无 须 悲观 , 我 
们 即使 不 能 表现 他 的 全 盘 ， 我 们 可 以 表现 它 的 一 角 ， 巨 大 的 建 
筑 , 总 是 一 木 一 石 倒 起 来 的 , 我 们 何妨 做 做 这 一 木 一 石 呢 ? 我 时 
常 做 些 另 碎 事 , 就 是 为 此 。 

“连环 图 画 ” 确 能 于 大 众 有 益 ,但 首先 要 看 是 怎样 的 图 画 。 也 
就 是 先 要 看 定 这 画 是 给 那 一 种 人 看 的 , 而 构图 , 刻 法 , 因而 不 同 。 
现在 的 木刻 ， 还 是 对 于 知识 痢 而 作 的 居多 ， 所 以 倘 用 这 刻 法 于 
“连环 图 画 ”, 一 般 的 民众 还 是 看 不 懂 。 
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看 画 也 要 训练 。 十 九 志 纪 末 的 那些 哑 派 ， 不 必 说 了 。 就 是 
极 平常 的 动 植物 图 , 我 曾经 给 向 来 没有 见 过 图 画 的 村 人 看 , 他 们 
也 不 懂 。 立 体 的 东西 变 成 平面 , 他 们 就 万 想不到 会 有 这 等 事 。 所 
以 我 主张 刻 连 环 图 画 , 要 多 采用 旧 画 法 。 

文章 应 该 怎样 做 , 我 说 不 出 来 , 因为 自己 的 作文 , 是 由 于 多 
看 和 练习 , 此 外 并 无 心得 或 方法 的 。 

那 篇 く 倒 畑 工 人 》, 写 得 也 并 不 坏 , 只 是 太 翡 衰 点 , 然而 这 是 
实际 所 有 , 也 没 法 子 。 这 几 天 我 想 转 寄 给 良友 公司 的 《新 小 说 》， 
看 能 否 登 出 ， 因 为 近来 上 海 的 官府 检查 ， 真 是 严厉 之 极 。 还 有 
《失恋 》 及 《 阿 Q 正 传 》 各 一 幅 , 是 寄 给 4 文学》 去 了 , 倘 检 查 官 不 认 
识 墨水 瓶 上 的 是 我 的 脸 , 那 该 是 可 以 登 出 的 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

迅 上 六 月 二 十 九 日 
再 , 附 上 给 唐 英 伟 先生 的 信 ， 因 为 把 他 的 通信 地 址 遗失 了 ， 
乞 转 寄 为 感 。 又 及 


英 伟 先生 : 
六 月 一 日 信 早 收 到 《青空 集 》 也 收 到 了 。“ 先 生 ? 是 现在 的 通 
称 , 和 古代 的 “ 师 ” 字 不 同 , 我 看 是 不 成 问题 的 。 
现在 只 要 有 人 做 一 点 事 ,总 就 另 有 人 拿 了 大 道理 来 非 难 的 ， 
例如 问 “ 木 刻 的 最 后 的 目的 与 价值 ”就 是 。 这 问题 之 不 能 答复 ， 
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和 不 能 答复 “人 的 最 后 目的 和 价值 ”一 样 。 但 我 想 , 人 是 进化 的 
长 索 子 上 的 一 个 环 , 木刻 和 其 他 的 艺术 也 一 样 , 它 在 这 长 路 上 尽 
着 环 子 的 任务 , 助 成 奋斗 , 向 上 , 美化 的 诸 种 行动 。 至 于 木刻 , 人 
生 , 宇宙 的 最 后 究竟 怎样 呢 , 现在 还 没有 人 能 够 答复 。 也 许 永 久 ， 
也 许 灭亡 。 但 我 们 不 能 因为 “也 许 灭亡 ”就 不 做 ， 正 如 我 们 知道 
人 的 本 身 一 定 要 死 , 却 还 要 吃饭 也 。 

但 我 看 《青空 集 》 的 刻 法 , 是 需要 懂 一 点 木刻 的 人 , 看 起 来 才 
有 意思 的 ， 对 于 美术 没有 训练 的 人 ， 他 不 会 懂 。 先 生 既 习 中 国 
画 ， 不 知 中 国 旧 木刻 ， 为 大 众 所 看 惯 的 刻 法 中 ， 有 可 以 采取 的 
没有 ? 

P. Ettinger 那里 , 我 近 已 给 他 一 封 信 ， 送 纸 的 事 ， 可 以 不 必 
提 了 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 六 月 廿 九 日 


996 致 曹 靖 华 


流 珍 見 。 

十 八 日 信 质 已 收 到 。 给 也 的 信 已 经 寄 出 了 ， 上 面 既 有 邮 支 
局 号 数 , 大 约 是 不 至 于 失落 的 。 他 在 信 头 , 好 象 把 地 名 改 译 了 一 
点 ,novo 当 是 novaya, 10 一 92 即 10 ks. 92。 

今天 托 书 店 寄 上 了 杂志 数 本 ,， 直 寄 寅 中 。 又 有 《小 说 二 集 》 
两 本 , 请 便 中 分 交替 (他 大 约 就 要 来 平 了 罢 )、 农 二 兄 , 那里 面 选 
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有 他 们 的 作品 。 
我 们 都 好 ， 勿 念 。 不 过 我 自己 忙 一 点 ， 也 一 天 一 天 的 瘦 末 
去 , 有 朋友 劝 我 玩 一 年 , 但 实际 上 是 做 不 到 的 。 
专 此 布 达 , 即 请 
夏 安 
殉 上 七 月 三 日 


997 致 重 十 芝 


十 还 先生 ， 

三 日 信 收 到 。 李 长 之 做 的 《批判 >》， 早 收 到 了 。 他 好 象 并 不 
专 登 4 益 世 报 》, 近来 在 《 国 闻 周 报 》 里 , 也 看 到 了 一 段 。 

《 果 戈 理 怎 样 工作 》 我 看 过 日 译本 , 倘 能 译 到 中 国 来 , 对 于 文 
学 研究 者 及 作者 , 是 大 有 益处 的 , 不 过 从 日 文 翻译 , 大 约 未 必 译 
得 好 。 现 在 先生 既然 得 到 原文 ， 我 的 希望 是 给 他 们 彻底 的 修改 
一 下 , 虽然 牺牲 太 大 , 然而 功德 无 量 , 读者 也 许 不 觉得 , 但 上 帝 一 
定 加 以 保佑 。 孟 、 张 两 位 的 译 稿 , 可 以 不 必 寄 给 我 看 了 , 因为 我 
始终 是 主张 彻底 修改 的 。 

日 本 文 很 累 坠 , 和 中 国文 差 远 , 大 约 和 俄 文 也 差 远 , 所 以 从 
日 本 重 译 欧洲 著作 , 其 实 是 不 大 相宜 的 , 至 多 , 在 怀疑 时 , 可以 参 
考 一 下 。 

《译文 > 登 4 马 车 》, 极 好 。 萧 某 的 译本 , 我 也 有 一 本 , 他 的 根 
据 是 英文 ， 但 看 《 死 魂 灵 》 第 二 章 ， 即 很 有 许多 地 方 和 德 译本 不 
同 , 而 他 所 译 的 好 象 都 比较 的 不 好 , 大 约 他 于 英文 也 并 不 十 分 通 
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专 此 布 复 , 并 令 
时 绥 
迅 上 七 月 四 日 
998 致 楼 炜 春 
炜 春 先 生 : 


六 月 二 十 四 日 信 早 到 , 因 病 未 能 即 复 为 菊 。 
《自选 集 》 出 普及 本 事 , 我 是 可 以 同意 的 。 附 上 印证 者 干 , 希 
察 收 为 荷 。 
专 此 布 复 , 即 请 
里 安 
鲁 迅 上 七 月 二 一 日 


999 致 赵 家 辟 


家 壁 先生 : 
前 蒙 允 兑换 《小 说 一 集 》 之 项 上 未 加 颜色 者 , 今 特 送 上 , 希 察 
收 换 给 为 感 。 
专 布 , 即 请 
撰 安 
鲁 迅 上 七 月 十 二 夜 





家 壁 先生 ， 

晚 得 惠 函 , 并 《小 说 二 集 》 一 本 , 基 感 。 

我 并 没有 《 弥 酒 》, 选 小 说 时 所 用 的 几 本 , 还 是 先生 蔡 我 借 来 
的 。 我 想 , 也 许 是 那里 的 图 书馆 的 藏 本 。 我 用 后 , 便 妈 送 还 了 ， 
但 我 记得 一 二 两 卷 也 并 不 全 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 

迅 上 七 月 十 三 夜 


1001 致 赖 少 麒 


少 膜 先生: 

来 函 并 稿 都 收 到 。 稿 当 去 探听 一 下 , 但 出 版 怕 不 易 , 因为 现 
在 上 海 的 书店 , 只 在 消沉 下 去 。 

前 回 将 木刻 两 幅 , 绍 介 给 文学 社 , 已 在 七 月 份 < 文学 > 上 登 出 
(他们 误 印 作 少 麟 , 真是 可 气 ), 送 来 发 表 费 八 元 , 今 托 友 从 商务 
印 书馆 汇 上 , 请 在 汇 单 背 后 签名 盖 印 , 向 分 馆 一 取 。 倘 他 们 问 汇 
钱 人 , 可 答 以 “上 海 本 馆 编辑 部 周 建 人 ”, 但 我 想 是 未 必 问 的 。 

通信 用 原名 在 此 地 尚 无 妨 , 或 改 “ 何 十 ” 亦 可 。 

专 此 布 达 , 即 頒 
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时 绥 
迅 上 七 月 十 六 日 
附 汇 单一 张 


1002 致 黄 源 


河 清 先生 
天 热 , 坐 不 住 , 草草 的 做 了 两 篇 , 今 寄 上 , 聊 以 塞责 而 已 。 
但 如 此 无 聊 的 东西 , 大 约 不 至 于 被 抽 去 。 
另 有 木刻 四 幅 , 放 在 书店 , 当 交 由 生活 店员 送 上 , 其 中 的 一 
本 《其 藻 木 刻 集 >》, 用 后 即 送 先生 , 不 必 寄 还 了 。 


此 布 , 即 颂 
著 安 
迅 顿 首 rc 七 月 ) 十 六 日 
1003 致 苦 军 
刘 军 兄 : 


十 二 日 信 并 以 前 的 一 信 ， 书 ， 都 收 到 的 。 关 于 出 纪念 册 的 
事 , 先前 已 有 儿 个 人 提议 过 了 , 我 不 同意 , 也 不 愿意 说 明理 由 ; 不 
过 如 有 一 团体 要 出 , 那 自然 是 另 一 回 事 , 只 是 我 个 人 不 加 入 。 

对 于 书 , 并 无 什么 意见 。 

月 初 因为 见 了 几 回 一 个 老 朋 友 , 又 出 席 于 他 女儿 的 结婚 , 把 
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译作 搁 起 来 了 , 后 来 须 赶 译 , 所 以 弄 得 没有 工夫 。 今 年 也 热 , 我 
们 也 都 生 凌 子 。 我 的 房 里 不 能 装 电扇 , 即 能 装 也 无 用 , 因为 会 把 
纸张 吹 动 , 弄 得 不 能 写字 , 所 以 我 译 书 的 时 候 , 如 果 有 风 , 还 得 关 
起 窗户 来 ， 这 怎 能 不 生 凌 子 。 对 于 冶 子 的 药水 有 Watson's 
Lotion for Prickly Heat , 颇 灵 , 大 马路 屈臣氏 大 药房 出 售 , 我 
们 近 地 是 二 元 四 角 钱 一 撼 ,我 们 三 人 大 约 一 年 用 两 散 就 够 , 你 身 
体 大 ,我 怕 探 一 次 就 要 '/s 瓶 , 那 可 不 得 了 了 。 

那 书 的 装饰 还 不 算 坏 , 不 过 几 条 黑 条 乱 一 点 , 团 写 作 团 , 难 
识 ,但 再 版 时 也 无 须 改 , 看 下 去 会 知道 的 。 

近来 真 太 没 闲 空 了 ,《 死 魂 灵 》 还 只 翻译 了 一 章 ， 今天 放下 ， 
在 做 《文学 >》 上 的 《论坛 多 刚 做 完 。 其 实 《 文 学 > 和 我 并 无 关系 , 不 
过 因为 有 些 人 要 它 灭 亡 , 所 以 偏 去 支持 一 下 ,其实 这 也 是 自 讨 区 
吃 。《 文 坛 三 户 》 也 是 我 做 的 , 似乎 很 有 些 作 家 看 了 不 高 兴 , 但 我 
觉得 我 说 的 是 真 话 。 这 回 做 的 是 比较 的 无 获 了 , 不 会 种 下 袜 根 。 

贺 贺 你 们 的 同居 三 年 纪念 。 我 们 是 相识 十 多年， 同居 七 八 
年 了 , 但 何 年 何 月 何 日 是 开始 同居 的 呢 , 我 可 已 经 态 记 了 , 只 记 
得 确 是 已 经 同居 了 而 已 。 

许 谢谢 你 送 给 她 的 小 说 , 她 正在 看 , 说 是 好 的 。 切 光 的 都 送 
了 人 , 省 得 他 们 裁 , 我 们 自己 是 在 裁 着 看 。 我 喜欢 毛 边 书 ， 宁 可 
裁 , 光 边 书 象 没 有 头发 的 人 一 一 和 尚 或 尼姑 。 

此 布 , 即 请 
価 安 

陀 上 七 月 十 六 日 
附 笑 乞 便 中 交 苏 ,不 急 。 了 又 及 





1004 致 徐 閥 唐 


を 
徐 先生 
星期 五 (十 九 ) 上 午 十 时 , 当 在 店 相 候 。 
驳 ” 顿 首 七 月 十 六 夜 


1005 和 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

八 日 信 早 到 , 近 因 略 忙 , 故 迟 复 。 

《文学 百科 全 书 》 第 八 本 已 寄 来 , 日 内 当 寄 上 。 

暨 大 情形 复杂 , 新 校长 究竟 是 否 到 校 , 尚未 可 知 , 倘 到 校 , 那 
么 , 西 说 是 也 去 的 。 我 曾 劝 他 勿 往 , 他 不 取 用 此 言 。 今 日 已 托 人 
将 农事 托 他 ， 倘 能 出 力 ， 我 看 他 是 一 定 出 力 的 。 此 次 之 请 教员 ， 
其 办 法 异乎 寻常 , 系 当 由 教育 部 认可 , 但 既 由 校长 推荐 , 部 中 大 
约 总 是 认可 的 , 倘 得 复 信 , 当 续 闻 。 

上 海 连日 大 热 , 室内 亦 九 十 中 五 度 , 我 们 都 好 , 不 过 大 家 满 身 

专 此 布 达 , 即 请 
著 安 

弟 绢 ” 顿 首 七 月 十 六 夜 


母亲 


金 安 





1006 致 母 亲 


大 人 膝下 , 敬 息 者 ,七 月 六 日 及 十 日 ( 紫 佩 代 写 ) 两 信 ， 均 已 
收 到 。 北 平 匪 警 , 阅 上 海报 , 知 有 一 弹 落 京 秽 道 ， 此 地 离 我 
家 不 远 , 幸 未 爆炸 ， 和 否则 虽 决 不 至 于 波及 ， 然 必 闻 其 声 侨 。 
次 日 即 平 , 大 人 亦 未 受惊 , 闻 之 甚 奈 。 

上 海 刚刚 出 梅 , 即 连日 大 热 , 今日 正午 , 室 中 竟 至 九 十 五 度 ， 
街 上 当 在 百度 以 上 ， 寓 中 均 安 ， 但 大 家 都 生 罪 子 而 已 ， 请 
勿 念 。 

男 仍 安 好 , 但 因 颇 忙 ， 故 亦 难 得 工夫 休息 ， 此 万 靠 笔墨 为 生 
者 必然 之 情形 , 亦 无 法 可 想 。 害 马 则 自从 到 上 海 以 来 , 未 曾 
生 过 病 , 可 谓 能 干 也 。 

海 婴 亦 健 , 他 每 到 夏天 , 大 抵 壮 健 的 , 虽然 终日 遍 身 流 汗 , 仍 
然 嬉戏 不 停 。 现 每 日 上 午 , 令 裸 体 晒 太阳 约 一 点 钟 , 余 则 任 
其 自由 玩 要 。 近 来 想 买 脚踏车 , 未曾 买 给 ; 不 肯 认 字 ， 今 秋 
或 当 令 入 学 校 ， 亦 未 可 知 ， 至 九 月 底 即 满 六 岁 ， 在 家 颇 吵 
闹 也 。 

老 三 亦 好 , 并 希 勿 念 。 十 日 信也 已 给 他 看 过 了 。 

专 此 布 达 , 蕉 请 


男 樹 叩 上 ” 广 平 海 婴 同 曙 七 月 十 七 晶 
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1007 致 李 割 野 


圭 野 兄 : 

十 四 日 信 收 到 ; 其 中 并 无 履历 , 信 又 未 经 检查 ， 我 想 大 约 是 
没有 封 入 罢 。 许 先生 曾 于 十 日 以 前 见 过 , 而 且 正 在 请 英文 教员 ， 
因 不 相干 ,未曾 打听 。 现 在 却 不 知道 他 是 回 乡 , 抑 已 北上 了 。 倘 
是 回 乡 , 那么 ,他 出 来 时 大 约 十 之 九 会 来 访 我 的 , 那 时 当 为 介绍 。 
不 过 我 不 知道 他 所 请 的 英文 教员 ,已 经 定局 与 否 。 

教育 界 正 如 文学 界 , 漆黑 一 团 ,无赖 当 路 ， 但 上 海 怕 比 平津 
更 甚 。 到 英国 去 看 看 , 也 是 好 的 , 不 过 回来 的 时 候 , 中 国情 形 , 必 


不 比 现在 好 。 
此 复 , 即 颁 
时 组 
殉 顿 首 七 月 十 七 日 
1008 致 合 静 家 
青 兄 : 


十 六 日 孙 并 拓片 一 张 , 顺 收 到 。 

山 根 阴险 , 早 经 领教 , 其 实 只 知 树 势 ， 祸 学 界 耳 ， 厦 门 亦 非 
好 地 方 , 即 成 , 亦 未 必 能 和 久居 也 。 

向 县 大 曾 一 问 , 亦 不 成 ,上 海 学 校 , 亦 不 复 有 干净 土 ; 尚 当 疝 
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他 处 一 打听 也 。 
上 海 已 大 热 , 贱 髓 尚 安 , 可 释 远 念 。 


此 布 , 即 颂 
时 绥 
驳 顿 首 七 月 二 十 二 日 
1009 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 ， 
前 三 四 天 托 书店 寄 上 书籍 两 包 , 内 有 《文学 百科 全 书 》 一 本 ， 
不 知已 收 到 和 否 ? 


今天 得 郑 君 答复 , 谓 学 校内 情形 复杂 , 农 兄 事 至 少 在 这 半年 
内 ,无 可 设法 云云 。 大 约 捍 肘 者 多 , 诸 事 不 能 放手 做 去 ， 郑 虽 为 
文学 院 长 , 恐 赤 元 好 数 果 的 。 

上 海 已 大 热 十 多 天 。 弟 等 均 安 ,请 释 念 。 

致 衣 兄 一 箋 , 乞 便 中 转交 。 

此 布 , 即 请 
暑 安 弟 殉 ” 顿 首 七 月 廿 二 日 


1010 致 李 和 卉 野 


完 野 見 : 
于 五 信 收 到 已 数 日 ,前 日 遇 许 先 生 ， 则 云 英 文教 员 已 聘 定 ， 
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亦 无 另外 钟点 , 所 以 杨 先 生 事 , 遂 无 从 谈 起 。 

日 前 为 静 兄 向 览 南大 学 有 所 图 , 亦 不 成 ,中国 步 步 旗 棘 。 

刘 文 贞 洛 译 稿 已 登 出 , 现 已 暑假 ， 不 知 译 者 是 否 仍 在 校 , 稿 
费 应 寄 何 处 , 希 即 示 知 。 


此 布 , 即 頒 
时 绥 
更 顿 首 七 月 菇 二 日 
1011 致 赖 少 麒 
少 麒 先生 ， 


十 三 日 信 早 到 《失业 ?二 十 本 , 昨 也 收 到 了 。 

木刻 发 表 费 已 寄 上 ,有 通知 书 一 张 , 今 补 奉 。 不 过 即使 未 曾 
寄 出 , 代 买 书籍 , 在 我 现在 的 情况 下 , 也 不 方便 的 。 

日 本 在 出 玩具 集 , 看 起 来 也 无 其 特别 之 处 ,有 许多 且 与 中 国 
的 大 同 小 昇 。 中 国 加 果 出 起 全 国 的 玩具 集 来 , 恐 情 要 出色 得 多 。 
不 过 我 们 自己 大 约 一 时 未 必 会 有 这 计划 ， 所 以 先 在 日 本 出 版 界 
绍 介 一 点 ,也 是 好 事情 。 

此 复 , 即 请 
暑 祺 

干 上 七 月 廿 四 日 





1012 致 恭 和 军 


萧 兄 ， 

十 九 日 信 早 收 到 ， 又 迟 复 了 。 我 此 刻 才 译 完了 本 月 应 该 交 
稿 的 《 死 魂 灵 》 弄 得 满 身 罪 子 ， 但 第 一 部 已 经 去 了 三 分 之 二 了 。 
有 些 事情 , 通 副 也 好 , 否则 , 我 也 许 未 必 去 翻译 它 的 。 每 天 上 午 ， 
勒令 孩子 裸体 晒 太 阳 半 点 钟 ,现在 他 竣 子 最 少 , 你 想 这 怪 不 怪 。 

骨 有 信和 来 ,对 于 那 本 小 说 , 非常 满意 。 我 的 一 批 ， 除 掉 自 己 
的 一 本 外 ,都 分 完了 , 所 以 想 你 再 给 我 五 六 本 , 可 以 包 好 , 便 中 仍 
放 在 书店 ,现在 还 不 要 紧 。 至 于 叶 的 政策 ， 什 么 分 送 给 傅 之 流 ， 
我 看 是 不 必 的 ,他们 做 编辑 , 教授 的 , 要 看 , 应 该 自己 买 , 否则 , 就 
是 送 他 , 他 也 不 看 。 

你 的 朋友 南 来 了 , 非常 之 好 ,不 过 我 们 等 几 天 再 见 罢 ， 因 为 
现在 天 气 热 , 而 且 我 也 真 的 忙 一 点 。 现 在 真 不 象 在 做 人 , 好 象 是 
机 器 。 

近来 关于 我 的 谣言 很 多 。 日 本 报 载 我 因为 要 离开 中 国 ， 张 
罗 旅 费 , 挤 命 翻译 ， 已 生 大 病 ;《 社 会 新 闻 》 说 我 已 往日 本 , 做 “ 顺 
民 : 法 了 

匆 此 , 即 请 
俩 安 





瑰 上 七 月 廿 七 日 
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140183.. 致 李 六 之 


长 之 先生 ， 

惠 函 敬 悉 。 但 我 并 不 同意 于 先生 的 谦虚 的 提议 ， 因 为 我 对 
于 自己 的 传记 以 及 批评 之 类 , 不 大 热心 ， 而 且 回忆 和 商量 起 来 ， 
也 觉得 乏味 。 文 章 , 是 总 不 免 有 错误 或 偏见 的 , 即使 叫 我 自己 做 
起 对 自己 的 批评 来 ,大约 也 不 免 有 错误 ,何况 经 历 全 不 相同 的 别 
人 。 但 我 以 为 这 其 实 还 比 小 心 婴 翼 , 再 三 改 得 稳当 了 的 好 。 

我 近来 不 过 生 了 一 点 罪 子 , 不 能 算 病 , 如 果 报 上 说 是 生 了 别 
的 病 , 那 是 新 闻 记 者 的 创作 了 , 这 种 创作 ， 报 上 是 常 有 的 。 蒙 念 
并 闻 。 


此 复 , 即 请 
撰 安 
鲁 迅 上 七 月 二 二 七 日 
1014 致 萧 年 
刘 兄 ， 


信和 书 六 本 , 当天 收 到 了 。 错 字 二 十 几 个 , 还 不 算 多 ， 现 在 
的 出 版 物 , 普通 每 一 页 至 少 有 一 个 。 俄 国 已 寄 去 一 本 ,还 想 托 人 
再 寄 几 本 去 ,不 便当 的 是 这 回 不 能 托 书店 , 因为 万 一 发 现 ， 会 累 
得 店主 人 打 屁 股 ,所 以 只 好 小 心 些 。 
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《 死 魂 灵 》 共 两 部 , 每 部 约 二 十 万 字 , 第 二 部 本 系 残 稿 , 所 以 
译 不 译 还 未 定 , 倘 只 译 第 一 部 , 那么 ， 九 月 底 就 完毕 了 。 不 过 添 
油 的 人 , 我 觉得 实在 少 , 连 孩 子 来 揭 乱 , 也 很 少 有 人 米 领 去 , 给 我 
安静 一 下 , 所 以 我 近来 的 译作 , 是 几乎 没有 一 篇 不 在 焦躁 中 写成 
的 , 这 情形 大 约 一 时 也 不 能 改善 。 

对 于 谣言 , 我 是 不 会 书 恼 的 , 如 果 忻 恼 , 每 月 就 得 属 恼 九 回 ， 
也 未 必 活 到 现在 了 。 大 约 这 种 境遇 , 是 可 以 练习 惯 的 , 后 来 就 训 
不 要 紧 。 倘 有 谣言 , 自己 就 虱 恼 , 那 就 中 了 造谣 者 的 计 了 。 

状 子 药水 的 确 不 大 灵 , 但 如 不 用 药 , 也 许 诽 子 还 要 利害 些 。 

我 们 近 地 开 了 一 个 白 俄 饭 店 , 黑 面 包 , 列 巴 圈 ， 全 有 了 。 但 
东西 卖 的 贵 , 冰淇淋 一 杯 要 大 洋 三 毛 , 我 看 它 是 开 不 长 久 的 。 

这 封 信 是 专门 报告 书 已 收 到 的 。 

此 布 , 即 祝 
伽 視 

上 七 月 廿 九 夜 


1015 和 致 萌 聚 仁 


聚 仁 先生 

来 示 收 到 。 北 新 书局 发 行 起 来 ， 恐 怕 也 是 模 模 胡 胡 。 我 当 
投稿 , 但 现在 文章 难 做 , 即使 讲 4 死 绰 灵 》, 也 未 必 稳 当 ，《 文 学 百 
题 中 做 了 一 篇 讲 讽刺 的 , 也 被 扣留 了 。 

现在 的 时 候 , 心绪 不 能 不 坏 , 好 心绪 都 在 别人 心里 了 ， 明 季 
大 臣 , 跑 在 安南 还 打牌 喝酒 呢 。 
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此 布 , 即 请 
撰 安 

迅 上 七 月 廿 九 日 
再 : 致 徐 先生 一 箋 , 乞 便 中 转交 。 


1016 致 徐 懋 庸 


茂 荣 先生 : 

木刻 查 了 一 遍 , 没有 相宜 的 。 要 紧 的 一 层 , 是 刻 者 近来 不 知 
如 何 ,无 从 查考 , 所 以 还 是 不 用 的 好 。 

毛 > 义 二 的 译本 ， 便 中 当 为 一 查 。 此 书 他 们 先前 已 曾 有 过 
一 种 译本 , 但 大 约 不 如 这 回 的 好 。 

此 复 , 即 请 
撰 安 

迅 上 七 月 菇 九 日 


1017 致 叶 紫 


下見 : 

来 信 收 到 。 郑 公正 在 带 兵 办 学 , 不 能 遇见 ; 小 说 销 去 不 多 ， 
算 帐 也 无 用 。 还 是 第 三 条 稳当 ,已 放 十 五 元 在 书店 , 请 持 附 上 之 
箋 , 前 去 一 取 为 盼 。 

此 复 , 即 颂 
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饿 安 


豫 上 七 月 州 晶 
1018 致 黄 源 
河 清 先生 : 


信 等 均 收 到 。《 表 》 除 如 来 信 所 说 , 边 上 太 窜 外 , 封面 上 的 
字 , 还 可 以 靠边 一 点 , 即 推进 约 半 寸 ,“ 表 ” 字 也 太 小 , 但 这 是 写 
的 , 现在 也 无 从 说 起 。 此 外 并 无 意见 。 总 之 , 在 中 国 要 印 一 本 象 
样 的 书 , 是 没有 法 子 办 的 , 我 想 , 或 者 将 来 向 生活 书店 借 得 纸 版 ， 
自己 去 印 他 百 来 本 。 

日 译 下 集 书简 集 后 ， 无 了 ) 文 ,只 有 沁 了 17 下 讲演 一 篇 。 

果 戈 理 的 短篇 小 说 本 不 多 , 而 且 较 短 的 只 有 《马车 》, 此 外 都 
长 , 我 实 无 暇 译 了 。 何 妨 就 将 4 马车》 移入 三 卷 一 期 , 而 将 论文 推 
上 一 篇 呢 ? 

Pavlenko 作 的 《关于 莱 芒 托 夫 的 小 说 》# 急于 换 几 个 钱 ， 不 
知 可 入 三 卷 一 期 否 ? 此 篇 约 三 万 字 , 插图 四 幅 。 

此 外 亦 无 其 意见 。 但 书面 上 的 木刻 ,方块 太 多 了 , 应 换 一 次 
圆 的 之 类 。《 文 学 ?用 过 一 张 仙 人 掌 的 圆 图 , 大 约 是 New Wood- 
cuts 里 面 的 罢 , 做 得 大 一 点 , 还 可 用 。 附 上 俄 , 意 木刻 各 两 种 , 请 
制图 , 制 毕 并 原本 交 下 , 当 译 画 题 。 目 录 上 的 长 图 , 尚未 得 相当 
者 , 容 再 找 。 此 复 , 即 请 
, 撰 安 

迅 上 七 月 州 日 
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1019 致 曹 靖 华 


液 珍 見 : 

昨 托 书店 寄 上 杂志 一 包 , 想 已 到 。 

闻 胡 博士 为 青 兄 绍 介 到 厦门 去 ， 尚 无 回音 , 但 我 想 , 即使 有 
成 , 这 地 方 其 实 是 很 没有 意思 的 。 前 闻 桂 林 师 范 在 请 教员 , 曾 托 
友 去 打听 ， 今 得 其 来 信 ， 剪 下 一 段 附 上 ,和 希 即 转交 青 兄 ， 如 何 之 
处 , 并 即 见 复 , 以便 再 定 办 法 。 据 我 想 ， 那 地 方 恐 怕 比 厦门 好 一 
点 , 即使 是 暂时 做 职员 。 

致 完 見 一 箋 , 希 转 寄 , 因为 我 失控 了 他 的 通信 地 址 了。 

专 此 布 达 , 即 頒 
里 祺 

弟 隐 ”上 八 月 三 日 


1020 致 李 界 野 


先見 。 
七 月 十 八 日 信 收 到 。 刘 君 稿费 , 当 托 商务 印 书馆 汇 去 , 译 者 
到 分 馆 去 取 ， 大 约 亦 无 不 便 。 
” 赴 英 的 事 , 还 有 人 在 作怪 吗 ? 这 真是 讨厌 透 了 。 杨 君 事 ,前 
以 问 许 君 ,他 说 教员 已 聘 定 , 复 得 干 干 净 净 , 近 闻 所 聘 之 教员 , 又 
未 必 北 上 , 但 我 看 也 难以 再 说 , 因为 贵 同 宗之 教务 长 , 我 看 实在 
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是 坏 货 一 枚 , 今夏 在 沪 遇 见 , 胖 而 昏 狐 , 不 足 与 谈 。 前 天 见 西 详 ， 
谈 及 此 事 , 他 说 知道 杨 君 , 把 履历 带 走 了 , 不 过 怎么 办 法 , 他 却 一 
名 也 不 说 。 

我 如 常 , 仍 译作 , 但 近来 此 地 以 儿 之 类 真 多 。 


此 致 , 即 伏 
里 湛 
了 涂 。 上 ん 月 三 日 
1021 和 致 黄 源 
河清 先生 ; 


五 日 信 并 《世界 文库 》 一 本 , 早 收 到 。 

伐 x 夫 的 小 说 , 登 怕 来 不 及 译 了 ,因为 现在 的 杂 务 , 看 来 此 
后 有 增 无 减 , 而 且 都 是 不 能 脱 印 的 。《 文 学 兴 论 坛 >? 以 外 的 东西 ， 
也 无 从 动笔 , 即使 做 起 来 , 不 过 《 题 未 定 草 》 之 类 , 真 也 无 聊 得 很 。 

《4 菜 芒 小 说 》, 目的 是 在 速 得 一 点 稿费 , 所 以 最 好 是 编 入 三 卷 
一 期 , 至 于 出 单行 本 与 否 ， 倒 不 要 紧 。 但 如 把 三 卷 一 期 的 内 容 闹 
坏 , 却 也 不 好 , 所 以 不 如 待 到 日 子 临 近 , 看 稿子 的 多 少 再 说 办。 

《 俄 罗 童 话 》 要 用 我 的 旧 笔 名 , 自然 可 以 的 , 因为 我 的 改名 ， 
是 为 出 版 起 见 , 和 自己 无 关 。 出 版 者 以 用 何 名 为 便 , 都 可 以 。( 附 
上 小 引 , 倘 以 为 可 用 , 乞 印 入 。 广 告 稍 暇 再 作 。》 

萧 的 小 说 , 先前 只 有 一 篇 在 这 里 , 早 寄 给 郑 君 平 了 。 近 来 他 
绝 无 稿 子 寄 来 。 

插画 先 寄 回 两 幅 备用 。 意 大 利 的 两 幅 , 因 内 出 无 伊 日 字典， 
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没 法 想 , 当 托 人 去 查 , 后 再 寄 。 
此 复 , 即 请 
撰 安 
迅 上 八 月 九 夜 


1022 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 : 

七 日 信 收 到 。 给 西 详 信 当 与 此 信和 同时 发 出 。 

致 青 一 箋 , 乞 转交 。 

前 给 E. 信 , 请 他 写 德 文 , 他 竟 写 了 俄 文 来 了 , 大 约 他 误 以 为 
回信 是 我 自己 写 的 。 今 寄 上 , 乞 兄 译 示 为 感 。 

上 海 已 较 凉 , 我 们 都 好 的 。 

专 此 布 达 , 即 请 
著 安 

弟 殉 上 八 月 二 一 昌 


1023 致 台 静 农 


青 兄 : 
七 日 函 收 到 。 厦 门 不 但 地 方 不 佳 , 经 费 也 未 必 有 , 但 既 已 答 
应 , 亦 无 法 , 姑且 去 试 试 罢 。 容 容 尚 可 , 倘 仍 饿 肚子 , 亦 客 也 。 
南阳 画 象 , 也 许 见 过 若干 , 但 很 难说 , 因为 购 于 店 头 , 多 不 明 
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出 处 也 , 倘 能 得 一 全 份 , 极 望 。《 汉 坟 专 集 3) 未 见 过 , を 寄 一 本 。 
今年 无 新 出 书 , 至 于 去 年 所 出 之 几 本 , 沈 君 未 知已 有 否 ? 无 
则 当 寄 。 希 示 地 址 及 其 字 , 因为 《 引 玉 集 》 上 , 我 以 为 可 以 写 几 个 


字 在 上 面 。 

此 复 , 即 頒 
时 绥 

豫 上 八 月 十 一 日 
1024 致 黄 源 

河清 先生 : 

《论坛 》 询 了 两 篇 , 今 寄 上 。 如 有 不 妥 之 处 , 请 编辑 先生 
改 削 。 


《五 论 ……》 是 一 点 战斗 的 秘诀, 现在 借 《 文 学 》 来 传授 给 杜 
衡 之 流 ， 如 果 他 们 的 本 领 仍旧 没有 长 进 , 那么 , 真是 从 头顶 到 脚 
跟 , 全 盘 毫 无 出 息 了 。 

《 表 》 已 收 到 十 本 , 似乎 比 样本 好 看 一 点 。 

专 此 布 达 , 即 请 

迅 上 八 月 十 五 日 

西 谤 不 许 我 交 钾 《 死 魂 灵 》 第 二 部 。 又 及 
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1025 和 致 黄 源 


河清 先生 ， 

十 五 日 信 收 到 。《 论 坛 > 稿 已 于 昨日 挂号 寄 出 。 

向 现代 付 钱 办 法 , 极 好 。 还 有 两 部 , 是 靖 华 的 翻译 小 说 , 希 
取出 , 此 两 部 并 未 预支 稿费 , 只 要 给 一 收回 稿子 的 收 条 , 就 好 了 。 

取 回 之 稿 , 一 时 还 未 能 付 印 。 

全 集 事 此 刻 恐 怕 动 不 得 , 或 者 反而 不 利 。 

《译文 》 第 三 卷 目录 上 头 之 木刻 , 已 寻 得 数 条 , 当 将 书本 放 在 
内 山 , 于 生活 书店 有 人 前 往 时 , 托 其 带 上 。 

《童话 ?广告 附 呈 。 

此 复 , 即 请 
撰 安 

迅 上 八 月 十 六 日 


1026 致 音 军 


张 兄 ; 

十 一 日 信 并 稿 收 到 后 , 晚上 刚 遇 到 文学 社 中 人 , 便 把 那 一 篇 
交 了 他 , 并 来 不 及 看 。 另 一 篇 于 次 日 交 胡 ; 又 金 人 译 稿 一 包 , 托 
其 由 芷 转交 想 不 日 可 以 转 到 。 顺 查 纸 堆 , 又 发 见 了 一 篇 , 今 特 
寄 上 ; 又 《译文 > 上 登 过 的 一 篇 , 我 想 也 该 抄 出 , 编 入 一 本 之 内 的 。 
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小 说 再 给 我 十 本 也 好 , 但 不 急 。 前 回 的 一 批 , 已 有 五 本 分 到 
外国 去 了 , 我 猜 他 们 也 许 要 翻译 的 。 

我 春子 已 略 退 。 孩 子 已 不 肯 晒 太阳 , 因为 麻烦 , 而 且 捣 乱 之 
至 , 月 底 决 把 他 送 进 幼稚 园 去 ， 关 他 半天 。《 死 魂 灵 》 译 了 一 半 ， 
这 几 天 又 放下 , 在 做 别 的 事情 了 。 打 杂 为 业 , 实在 不 大 好 。 

此 布 , 即 请 
俩 安 

豫 上 八 月 十 六 夜 


1027 和 致 徐 诗 葵 


诗 茎 兄 : 

前 几 天 遇见 郑振铎 先生 , 他 说 《世界 文库 》 愿 登 4 苏 鲁 支 如 是 
说 》。 兄 如 有 意 投 稿 ， 请 直接 与 之 接洽 。 他 寅 地 丰 路 地 丰 里 六 
号 , 倘 寄 信 , 福州 路 三 八 四 号 生活 书店 转 亦 可 。 


专 此 布 达 , 并 颂 
时 绥 
迅 上 八 月 十 七 日 
1028 和 致 赖 少 麒 
少 麟 先生 ， 


十 一 日 信 收 到 。 我 没有 收 到 插图 ， 所 以 并 没有 送 到 商务 馆 
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去 。 书 店 里 好 象 也 没有 。 究 况 是 怎么 一 回 事 ， 还 是 请 先生 先 
写 信 问 一 问 您 的 朋友 罢 。 


专 复 , 即 请 
时 绥 
于 上 八 月 十 八 日 
1029 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 : 


十 五 日 信 收 到 , 并 译 信 , 谢谢 。 不 料 他 仍 收 不 到 中 国 纸 , 可 
惜 , 那 就 更 无 善 法 可 寄 了 。 

横 肉 可 厌 之 至 ,前 回 许 宅 婚礼 时 , 我 在 和 一 个 人 讲 中 国 的 
Facisti, 他 就 来 更 正道 ,有些 是 谣言 。 我 因 正 色 告诉 他 我 不 过 
说 的 是 听 来 的 话 , 我 非 此 道中 人 , 当然 不 知道 是 真是 假 。 他 也 很 
不 快活 。 但 此 人 之 倾向 , 可児 了 。 

寄 给 冶 秋 一 得 并 稿 ( 是 为 素 元 出 纪念 册 用 的 ), 乞 转交 。 兄 也 
许 要 觉得 奇怪 ,稿子 为 什 要 当 信 和 寄 。 但 否则 ， 邮 局 会 要 打开 来 
看 , 查 查 稿 中 夹 信 否 , 待 到 看 过 , 已 打开 , 不能 寄 了 。 

闻 青 将 赴 厦 ， 如 他 过 沪 时 要 来 看 我 ， 则 可 持 附 上 之 得 往 书 
店 , 才 可 以 找到 。 否 则 找 我 不 着 。 因 为 我 近来 更 小 心 , 他 们 也 替 
我 小 心 , 空手 去 找 , 大 抵 不 時 了 。 但 如 不 用 , 则 望 即 毁 去 。 

专 此 布 达 , 即 请 

豫 顿 首 八 月 十 九 昌 
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1030 致 楼 上 炜 春 


炜 春 先生 : 

甘 二 日 信 收 到 ; 前 一 信也 收 到 的 ,因为 别 的 琐事 , 把 回信 压 
下 了 ,抱歉 得 很 。 

译文 社 的 事 很 难说 , 因为 现在 是 “今朝 不 知 明 朝 ? 事 , 假如 小 
说 译 成 的 时 候 ， 译 文 社 仍 在 进行 ， 也 没有 外 界 所 加 的 特别 困难 ， 
那 当然 可以 出版 的 。 

此 复 , 即 请 
暑 安 

迅 顿 首 八 月 廿 三 晶 
附 还 明信片 一 张 。 


1031 致 彰 风 ” 


二 二 日 信 收 到 。 我 家 姑 奶 奶 的 生病 , 今天 才 知 道 的 , 真 出 平 
意料 之 外 。 

《书简 集 》 卖 完了 , 还 要 来 的 , 那 时 当 托 他 留 下 一 本 。 

那 客人 好 象 不 大 明白 情 形 , 这 办 不 到 , 并 非 不 办 , 是 没 法 子 
想 。 信 寄 去 了 , 很 稳当 的 便 人 , 必 到 无 疑 , 至 于 何以 没有 回信 , 这 


* “此 信 称 呼 被 收 信人 裁 去 。 
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边 实 在 无 从 知道 ， 也 无 能 为 力 ， 而 且 他 的 朋友 在 那 边 是 否 肯 证 
明 , 也 是 一 个 问题 。 

叶 君 他 们 , 究竟 是 做 了 事 的 , 这 一 点 就 好 。 全 于 我 们 的 元 帅 
的 “ 悍 音 ”说 , 却 有 些 可 笑 , 他 似乎 误解 这 局 面 为 我 的 私产 了 。 前 
天 遇见 徐 君 , 说 第 一 期 还 差 十 余 元 ……。 我 说 ,我 一 个 钱 也 没 
有 。 其 实 , 这 是 容易 办 的 , 不 过 我 想 应 该 大 家 出 一 点 , 也 就 是 大 
家 都 负 点 责任 。 从 我 自己 这 面 看 起 来 , 我 先前 实在 有 些 “ 浪 费 ”， 
固然 , 收入 也 多 , 但 天 天 写 许 多 字 , 却 也 苦 。 

田 \ 华 两 公 之 自 由 , 该 是 确 的 。 电 影 杂 志 上 , 已 有 他 们 对 于 
郑 正秋 的 挽联 等 (钢板 真迹 ), 但 我 希望 他 们 此 后 少 说 话 , 不要 象 
杨 村 人 。 

此 复 , 即 请 
著 安 

湖 上 八 月 廿 四 日 


1032 致 萧 年 


刘 先 生 : 

甘 二 信 并 书 一 包 , 均 收 到 。 又 曾 寄 《 新 小 说 》 一 本 , 内 有 金 人 
译文 一 篇 , 不 知 收 到 否 ? 寄 给 《文学 》 的 稿子 , 来 信 说 要 登 ,但 九 
月 来 不 及 , 须 待 十 月 ,只 得 听 之 。 良 友 也 有 信和 来 , 今 附 上 。 悄 哈 
太太 的 稿子 退回 来 了 , 他 说 “ 稍 弱 ”, 也 评 的 并 不 算 错 , 便 中 拟 交 
胡 , 拿 到 《妇女 生活 》 去 看 看 , 倘 登 不 出 , 就 只 好 搁 起 来 了 。 

《4 死 魂 灵 》 作 者 的 本 领 , 确 不 差 , 不 过 究竟 是 旧作 者 ， 他 常常 
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要 发 一 大 套 议论 , 而 这 些 议论 , 可 真是 难 译 , 把 我 窜 的 汗 流 淡 背 。 
这 回 所 据 的 是 德 译本 , 而 我 的 德 文 程度 又 差 , 错误 一 定 不 免 , 不 
过 比 起 英 译本 的 删节 , 日 译本 的 错误 更 多 来 , 也 许 好 一 点 。 至 于 
《 奥 罗 夫妇 》 的 译 者 , 还 是 一 位 名 人 , 但 他 大 约 太 用 力 于 交际 了 ， 
翻译 就 不 大 高 明 。 

我 看 用 我 去 比 外 国 的 谁 ,是 很 难 的 , 因为 彼此 的 环境 先 不 相 
同 。 契 词 夫 的 想 发 财 , 是 那 时 俄国 的 资本 主义 已 发 展 了 , 而 这 时 
候 , 我 正在 封建 社会 里 做 少爷 。 看 不 起 钱 , 也 是 那 时 的 所 谓 “ 读 
书 人 家 子弟 "的 通 性 。 我 的 祖父 是 做 官 的 ， 到 父亲 才 穷 下 来 ,所 
以 我 其 实 是 “ 破 洲 户 子弟 ”不 过 我 很 感谢 我 父亲 的 穷 下 来 (他 不 
会 赚钱 ), 使 我 因此 明白 了 许多 事情 因为 我 自己 是 这 样 的 出 身 ， 
明 自 底细 , 所 以 别 的 破 落户 子弟 的 装 腔 作 势 , 和 暴发 户 子弟 之 自 
鸣 风 雅 , 给 我 一 解剖 ,他们 便 弄 得 一 败 涂 地 , 我 好 象 一 个 “战士 ” 
了 .使 我 自己 说 ,我 大 约 也 还 是 一 个 破 落户 , 不 过 思想 较 新 , 也 时 
常 想到 别人 和 将 来 ， 因 此 也 比较 的 不 十 分 自私 自 利 而 已 。 至 于 
高 尔 基 , 那 是 伟大 的 ,我 看 无 人 可 比 。 

前 一 辈 看 后 一 辈 ,大抵 要 失望 的 , 自然 只 好 用 “ 笑 ”对 付 。 我 
的 母亲 是 很 爱 我 的 , 但 同 在 一 处 , 有 些 地 方 她 也 看 不 惯 。 意 见 不 
一 样 , 没有 好 法 子 想 。 

又 热 起 来 , 竣 子 也 新 生 了 ,但 没有 先前 厉害 。 孩 子 的 幼稚 园 
中 一 共 只 有 十 多 个 人 , 所 以 还 不 十 分 混杂 , 其实 也 不 过 每 天 去 
关 他 四 个 钟头 ,好 给 我 清净 一 下 。 不 过 我 在 担心 , 怕 将 来 会 知道 
他 是 谁 的 孩子 。 他 现在 还 不 知 我 的 名 字 ， 一 知道 ， 是 也 许 说 出 
去 的 。 

此 复 , 即 请 
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個 安 
馬 上 八 月 廿 四 日 


1033 致 唐 发 


唐 强 先生 ， 

甘 五 日 函 奉 到 ; 以 前 并 没有 收 到 信 , 大 约 是 遗失 了 。 

审查 诸 公 的 删 掉 关于 我 的 文章 , 为 时 已 久 , 他们 是 想 把 我 的 
名 字 从 中 国 驱 除 , 不 过 这 也 是 一 种 颇 费 事 的 工作 。 

有 书 出 版 , 最 好 是 两 面 订 立 合同 , 再 由 作者 付 给 印证 , 帖 在 
每 本 书 上 。 但 在 中 国 , 两 样 都 无 用 , 因为 书店 破 约 , 作者 也 无 力 
使 其 实行 , 而 运往 外 省 的 书 不 帖 印花 , 作者 也 无 从 知道 , 知道 了 
也 无 法 ,不 能 打 官 司 。 我 和 天 马 的 交涉 ,是 不 立 合 同 , 只 付 印证 。 

隔 支 版 税 , 普通 是 每 千 字 一 元 ; 广告 方面 , 完全 由 书店 负责 。 

专 此 布 复 , 顺 颂 
时 绥 

迅 上 八 月 甘 六 日 


1034 致 母 亲 
母亲 大 人 膝下 ,冤案 者 , 八 月 十 日 来 示 , 早已 收 到 , 写 给 海 婴 的 


信 , 也 收 到 了 。 
上 海天 气 已 渐 凉 , 夜间 可 盖 夹 被 , 男 凌 子 已 愈 , 而 仍 颇 忙 ,但 
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身体 尚好 ; 害 马 亦 好 , 均 可 请 释 念 。 
海 婴 亦 好 ,但 变 成 瘦长 了 。 从 二 十 日 起 ,已 将 他 送 进 幼稚 园 
去 ,地址 很 近 , 每 日 关 他 半天 ,使 家 中 可 以 清静 一 点 而 已 。 直 
到 现在 , 他 每 天 都 很 愿意 去 , 还 未 赖 学 也 。 
专 此 布 达 , 蕉 请 
金 安 
男 樹 叩 上 广 平 及 海 婴 同 吧 八 月 州 一 日 


1035 致 羔 军 


张 兄 ; 

八 月 州 日 信 收 到 。 同 日 收 到 金 人 稿费 单一 纸 , 今 代 印 附 上 。 
又 收 到 良友 公司 通知 信 ， 说 《新 小 说 ?停刊 了 , 刚刚 “革新 ”, 而 且 
前 儿 天 编辑 给 我 信 , 也 毫 无 此 种 消息 ， 而 忽然 “停刊 ， 真 有 点 奇 
怪 。 郑 君 平 也 辞 歇 了 , 你 的 那 篇 4 军 中 》， 便 无 着 落 。 不 知 留 有 原 
稿 否 ?但 我 尚 当 写 信 去 问 一 问 别人 。 

胡 怀 琛 的 文章 , 都 是 些 可 说 可 不 说 的 话 , 此 人 是 专 做 此 类 文 
章 的 。《 死 强 灵 》 的 原作 , 一 定 比 译文 好 , 就 是 德 文 译 , 也 比 中 译 
好 , 有 些 形容 辞 之 类 , 我 还 安排 不 好 , 只 好 略 去 , 不 过 比 两 种 日 本 
译本 却 较 好 , 错误 也 较 少 。 中 若 不 死 ， 译 这 种 书 是 极 相宜 的 ， 即 
此 一 端 , 即 足 判 杀 人 者 为 罪 大 恶 极 。 

乔 的 性 情 , 我 看 有 点 儿 神 经 过 敏 , 但 我 决 计 将 金 人 的 信 寄 给 
他 , 这 是 于 他 有 益 的 。 大 家 都 没有 恶意 , 我 想 ,他 该 能 看 得 出 来 。 

卢森堡 的 东西 ,我 一 点 也 没有 。 
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“土匪 气 ? 很 好 ,何必 克服 它 ， 但 乱 撞 是 不 行 的 。 跑 跑 也 好 ， 
不 过 上 海 丽 怕 未 必 宜 于 练 跑 ; 满洲 人 住 江 南 二 百年 , 便 连 马 也 不 
会 骑 了 , 整 天 坐 茶馆 。 我 不 爱 江 南 。 秀 气 是 秀气 的 ,但 小 气 。 听 
到 苏州 话 , 就 令 人 肉麻 。 此 种 言语 ,将 来 必须 下 令 禁 止 。 

孩子 有 时 是 可 爱 的 , 但 我 怕 他 们 , 因为 不 能 和 他 们 为 敌 , 一 
被 獅 , 即 无 法 可 想 , 例如 郭 林 卡 即 是 也 。 我 对 付 自 己 的 孩子 , 也 
十 分 吃力 , 总 算 已 经 送 进 幼稚 园 去 了 , 每 天 清静 半天 。 今 年 晒 太 
阳 不 十 分 认真 ， 并 不 很 黑 ， 身子 长 了 些 , 却 比 春天 瘦 了 , 我 看 这 
是 必然 的 , 从 早晨 起 来 六 到 晚上 睡觉 , 中 间 不 肯 睡 中 觉 , 当然 不 
会 胖 。 

啡 子 又 好 了 。 

天 马 书 店 我 曾经 和 他 们 有 过 交涉 ; 开 首 还 好 ,后 来 利害 起 
来 , 而 且 不 可 靠 了 , 书籍 由 他 出 版 , 他 总 不 会 放松 的 。 

因为 打杂 ,总 不 得 清闲 。《 死 魂 灵 》 于 前 天 才 交 卷 ,再 一 月 ， 
第 一 卷 完 了 。 第 二 卷 是 残 稿 , 无 其 趣味。 

我 们 如 略 有 了 眼 , 当 于 或 一 星期 日 去 看 你 们 。 


此 布 , 即 頒 
债 社 
馬 上 元 月 一 夜 
1036 致 赵 家 壁 
家 壁 先 生 : 


今日 下 午 , 知 《新 小 说 > 已 决 停刊 , 且 闻 郑 君 平 先 后 亦 既 离开 
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公司 。 我 曾 代 寄 萧 军 作 4 军 中 》 一 篇 , 且 已 听 得 编 入 “革新 ”后 一 
期 中 , 今 既 停止 , 当然 无 用 , 可 否 请 先生 代为 一 查 , 抽出 寄 下 , 使 
我 对 于 作者 , 可 以 有 一 交代 , 不 胜 感 幸 。 

专 此 布 达 , 并 请 
撰 安 


1037 致 姚 克 


華 家 先生 : 

王 先生 明天 一 定 能 走 吗 ? 

昨天 忽然 想到 ， 曾 经 有 人 送 过 我 一 部 画集 ， 虽 然 缩 得 太 小 ， 
选择 未 精 , 牛 屎 式 的 山水 太 多 ,看 起 来 不 很 令 人 愉快 , 但 带 到 外 
国 去 随便 给 人 看 看 , 或 者 尚 无 不 可 , 因为 他 们 横竖 不 很 了 然 者 居 
多 。 现 在 从 书 箱 中 控 出 , 决 计 送 给 王 先生 , 乞 转交 为 荷 。 

专 此 布 达 , 即 请 


文安 
名 心 印 九 月 六 日 
1038 致 黄 源 


《译文 》 稿 刚 写 好 , 因为 适 有 便 人 , 即 带 上 , 后 记 俊 一 两 天 内 
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函 寄 。 

《浪漫 古典 ?里 有 陀 斯 …… 像 ， 系 木刻 , 这 回 或 可 用 , 亦 一 并 
送 上 。 刻 者 V. A. Favorsky,《 引 玉 集 》*Y 有 他 的 作品 , 译作 V. 法 
复 尔 斯 基 。 

萧 军 稿 一 篇 ,是 从 良友 收回 来 的 ,已 付 排 , 因 倒 灶 而 止 。 做 得 
不 坏 , 《文学 要 否 , 亦 并 寄 备 考 。 

匆 上 , 即 请 
撰 安 


1039 致 徐 懋 唐 


徐 先 生 : 

八 月 州 一 ， 九 月 五 日 信 ， 都 先后 收 到 。 别 一 本 当 于 日 内 寄 
去 , 但 我 以 为 托 他 校订 的 话 , 是 可 以 不 说 的 , 横竖 是 空话 。 我 也 
没有 什么 话 好 说 ,我 无 从 对 比 ,但 就 译文 看 来 ,是 好 的 , 总 能 使 读 
者 有 所 得 。 即 有 错误 也 不 要 紧 ,我 看 一 切 翻译 , 错误 是 百 分 之 九 
十 九 总 在 所 不 免 的 , 可 以 不 管 。 

Montaigne 的 随笔 好 象 还 只 出 了 两 本 , 书店 里 到 过 一 回 , 第 
二 批 尚 未 到 ， 今 天 当 去 嘱 照 来 信 办 理 。 译 者 所 用 的 日 本 文 也 颇 
难 懂 。 

《时 事 新 报 》 一 向 未 看 。 但 无 论 如 何 , 投稿 , 恐 情 来 不 及 了 
而 且 春 春 吐 吐 的 文章 , 身 也 不 容易 做 。 

此 复 , 即 请 
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秋 安 
了 殉 上 九 月 八 日 
1040 致 黄 源 
河清 先生 ， 


后 记 及 订正 , 今 寄 上 。 
陈 节 译 的 各 种 , 如 页 数 已 够 , 我 看 不 必 排 进去 了 , 因为 已 经 
并 不 急于 要 钱 。 乞 即使 书店 跑 路 的 带 下 为 托 。 
专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 
迅 上 九 月 八 日 


1041 致 孟 十 还 


十 还 先生 ， 

一 日 的 来 信 , 早 收 到 , 因为 较 忙 , 亦 即 并 不 “健康 和 快乐 所 
以 竟 把 回信 拖 到 现在 。 

李 某 的 所 缺 的 几 段 文章 , 没有 在 别处 见 过 , 先生 也 不 必 找 它 
了 ,因为 已 经 见 过 不 少 , 可 以 推 想得到 , 而且 看 那 “ 严 禁 转 载 ” 的 
告白 ,是 一 定 就 要 出 单行 本 的 。 

我 想 , 先生 最 好 先 把 《 密 尔 格拉 特 》 赶 紧 译 完 , 即 出 版 。 假 如 
定 果 戈 理 的 选集 为 六 本 , 则 明年 一 年 内 应 出 完 , 因为 每 个 外 国 大 
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作家 , 在 中 国 只 能 走运 两 三 年 , 一 久 , 就 又 被 厌 奔 了 , 所 以 必须 在 
还 未 走 气 时 出 版 。 第 一 本 《Dekanka》, 第 三 四 本“ 小说, 剧 曲 ”， 
第 五 六 本 《 死 魂 灵 》 此 两 本 明年 春天 可 出 。《 死 魂 灵 》 第 二 部 很 
少 , 所 以 我 想 最 好 是 把 《4 果 戈 理 研究 》 合 在 一 起 , 作为 一 厚 本 , 即 
选集 的 结束 。 x x x* 的 译 稿 , 如 错 , 我 以 为 只 好 彻底 的 修改 , 本 
人 高 兴 与 否 , 可 以 不 管 , 因为 译 书 是 为 了 读者 , 其 次 是 作者 , 只 要 
于 读者 有 益 , 于 作者 还 对 得 起 , 此 外 是 都 可 以 不 管 的 。 

这 回 译 《4 死 强 灵 》, 将 两 种 日 译 , 和 德 译 对 比 了 一 下 , 发 见 日 
译本 错误 很 多 , 虽 是 自 庚 为 “决定 版 ”的 , 也 多 错误 ,大 约 日 本 的 
译 者 也 因为 经 济 关系 ,所 以 只 得 草率 , 元 暇 仔 外 的 推 哉 。 倍 元 原 
文 可 对 , 只 得 罢了 , 现 既 有 , 自然 必须 对 比 ,改正 的 。 

专 此 布 复 , 即 请 

殉 上 九 月 八 昌 


1042 致 徐 懋 庸 


徐 先生 : 

午后 寄 出 一 信 后 , 往 书店 定 书 , 他 们 查账 , 则 已 早 有 一 部 (二 
本 ?) 送 交 新 生活 书店 的 陈 先生 收 了 , 只 名 字 不 同 , 疑 是 名 和 字 之 
分 , 而 其 实 却 是 一 人 。 所 以 当时 并 未 定 实 , 希 查 复 后 , 再 定 。 

附 上 稿费 收据 三 张 , 为 印刷 之 用 , 乞 便 中 往 店 一 取 为 感 。 





* ”原件 此 处 三 字 被 收 信人 涂 去 。 
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此 布 , 即 頒 
时 绥 
驳 上 九 月 八 日 
1043 致 李 桦 
李 桦 先生 ， 
一 日 信 并 大 作 木 刻 集 一 本 , 又 く 現代 版画 》 第 十 一 集 一 本 , 己 
先后 收 到 , 谢谢 。 


在 这 休 夏 的 两 个 月 以 后 , 统 观 作品 , 似乎 与 以 前 并 无 大 异 ， 
而 反 有 应 该 顾虑 之 现象 ,一 是 倾向 小 品 , 而 不 及 日 本 作家 所 作 之 
沉着 与 安定 , 这 只 要 与 谷中 氏 一 枚 一 比较 , 便 知 , 而 在 4 白 | 黑 》 
上 , 尤 显而易见 ; 二 ,是 Grotesque 也 忽然 发 展 了 。 

先生 之 作 , 一面 未 脱 十 九 世纪 末 德 国 桥梁 派 影 响 ,一 面 则 欲 
发 扬 东方 技巧 ， 这 两 者 尚未 能 调和 ， 如 《 老 渔 夫 》 中 坐 在 船 头 的 ， 
其 实 仍 不 是 东方 人 物 。 但 以 全 局 而 论 , 则 是 东方 的 ,不 过 又 是 明 
人 色 采 甚 重 ; 我 以 为 明 木 刻 大 有 发 扬 , 但 大 抵 趋 于 超 世间 的 ， 否 
则 即 有 纤巧 之 憾 。 惟 汉人 石刻 , 気 晩 深 泊 雄 大 , 唐人 线 画 , 流动 
如 生 , 倘 取 入 木刻 , 或 可 另 辟 一 境界 也 。 

上 海 刊物 上 ,时 时 有 木刻 插图 , 其 实 刻 者 其 少 ,不 过 数 人 ,而 
且 亦 不 见 进步 ,仍然 与 社会 离开 , 现 虽 流 行 , 前 途 是 未 可 乐观 的 。 
目前 应 用 之 处 , 书 帝 装饰 无 望 ,只 有 书籍 插图 , 但 插图 必 是 人 物 ， 
而 人 物 又 是 许多 木刻 家 较 不 擅长 者 , 故 终 不 能 侵入 出 版 物 中 。 

专 此 布 复 , 顺 请 
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弟 干 ” 顿 首 九 月 九 日 


1044 致 萧 军 


刘 兄 : 

有 一 个 书店 , 名 文化 生活 社 , 是 几 个 写 文章 的 人 经 营 的 , 他 
们 要 出 创作 集 一 串 ， 计 十 二 本 。 愿 意 其 中 有 你 的 一 本 ， 约 五 万 
字 , 可 否 编 好 给 他 们 出 版 , 自然 是 已 经 发 表 过 的 短篇 。 倘 可 ,和希 
于 十 五 日 以 前 , 先 将 书 名 定好 , 通知 我 。 他 们 可 以 去 登 广 告 。 

这 十 二 本 中 , 闻 系 何 谷 天 , 沈从文 , 巴金 等 之 作 , 编辑 大 约 就 
是 巴金 。 我 是 译文 社 的 黄 先 生来 托 我 的 。 我 以 为 这 出 版 社 并 不 
坏 。 此 布 , 并 请 
価 安 

随 上 九 月 二 夜 


1045 致 郑振铎 


西 诺 先生 : 

前 嘱 徐 君 持 稿 自行 接洽 , 原 以 避 从 中 的 纠纷 , 不料 仍 有 信 来 
要 求 , 今 姑 转 上 。 

关于 集 印 遗 文 事 , 前 曾 与 沈 先 生 商定 , 先 印 译文 。 现 集 稿 大 
旨 就 绪 , 约 已 有 六 十 至 六 十 五 万 字 , 拟 分 二 册 , 上册 论文 , 除 一 二 


一 九 三 五 年 875 





短篇 外 , 均 未 发 表 过 , 下 册 为 诗 、 剧 .小 说 之 类 ,大 多 数 已 曾 发 表 。 
草 目 附 呈 。 

关于 付 印 , 最 好 是 由 我 直接 接洽 , 因为 如 此 , 则 指挥 格式 及 
校对 往返 便利 得 多 。 看 原稿 一 遍 , 大 约 尚 须 时 日 ,做 编 定 后 , 当 
约 先生 同 去 付 稿 , 并 商定 校对 办 法 , 好 否 ? 又 书 系 横行 , 恐 司 振 
字 费 也 得 重 行商 定 。 

密斯 杨 之 意 , 又 与 我 们 有 些 不 同 。 她 以 为 写作 要 紧 , 翻译 倒 
在 其 次 。 但 他 的 写作 , 编 集 较 难 , 而 且 单 是 翻译 , 字数 已 有 这 许 
多 , 再 加 一 本 , 既 拖 时 日 , 又 加 经 费 , 实 不 易 办 。 我 想 仍 不 如 先 将 
翻译 出 版 , 一 面 渐渐 收集 作品 , 修 译 集 售 去 若干 , 经 济 可 以 周 
转 , 再 图 其 它 可 耳 。 

专 此 布 达 , 即 请 
者 安 

迅 上 九 月 十 一 日 


1046 致 黄 源 


河 清 先生 : 
十 一 日 信 收 到 。 十 五 我 没有 事 , 可 以 到 的 ; 还 有 两 个 , 临时 
再 看 。 
锌 版 已 经 送 来 了 。 
专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 
迅 上 c 九 月 ) 十 二 日 
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1047 致 胡 风 - 


十 一 日 信 收 到 。 三 郎 的 事情 , 我 几乎 可 以 无 须 思索 , 说 出 我 
的 意見 来 , 是: 现在 不 必 进 去 。 最 初 的 事 , 说 起 来 话 长 了 , 不 论 
它 ; 就 是 近 几 年 , 我 觉得 还 是 在 外 围 的 人 们 里 , 出 几 个 新 作家 , 有 
一 些 新 鲜 的 成 绩 , 一 到 里 面 去 , 即 桨 在 无 聊 的 纠纷 中 , 无 声 无 息 。 
以 我 自己 而 论 , 总 觉得 缚 了 一 条 铁 索 , 有 一 个 工头 在 背后 用 鞠 子 
打 我 , 无 论 我 怎样 起 劲 的 做 , 也 是 打 , 而 我 回头 去 问 自 己 的 错 处 
时 , 他 却 拱手 客气 的 说 , 我 做 得 好 极 了 ,他 和 我 感情 好 极 了 , 今天 
天 气 哈 哈哈 ……。 真 常常 令 我 手足 无 措 ， 我 不 敢 对 别人 说 关于 
我 们 的 话 , 对 于 外 国人 , 我 避 而 不 谈 , 不 得 已 时 , 就 撒谎 。 你 看 这 
是 怎样 的 苦境 ? 

我 的 这 意见 ， 从 元 帅 看 来 , 一 定 是 罪状 (但 他 和 我 的 感情 一 
定 仍旧 很 好 的 ), 但 我 确信 我 是 对 的 。 将 来 通盘 筹 算 起 来 , 一 定 
还 是 我 的 计 画 成 绩 好 。 现 在 元 籼 和 “性 悔 者 ” 们 的 联络 加 紧 (所 
以 他 们 的 话 , 在 我 们 里 面 有 大 作用 ), 进攻 的 阵线 正在 展开 , 真 不 
知 何 时 才 见 晴朗 。 倘 使 削弱 外 围 的 力量 ， 那 是 真 可 以 什么 也 没 
有 的 。 

灶 井 的 文章 , 立意 的 大 部 分 是 在 给 他 们 国内 的 人 看 的 , 当然 
不 免 有 “ 借 酒 浇 悉 ”的 气味 。 其 实 , 我 的 有 些 主张 , 是 由 许多 青年 
的 血 换 来 的 , 他 一 看 就 看 出 来 了 ,在 我 们 里 面 却 似乎 无 人 注意 ， 


* ”此 信 称呼 被 收 信 人 裁 去 。 
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这 真 不 能 不 “感慨 系 之 ”。 李 “天 才 "正在 和 我 通信 , 说 他 并 非 “ 那 
一 伙 ”, 投稿 是 被 拉 , 我 也 回答 过 他 几 句 ,但 归根 结 带 ,我 们 恐怕 
总 是 弄 不 好 的 , 目前 也 不 过 “今天 天 气 哈 哈哈 一 一 ”而 已 。 

我 到 过 前 清 的 皇宫 , 却 未 见 过 现任 的 皇宫 , 现在 又 没有 了 和 拜 
见 之 荣 , 残念 残念 。 但 其 カ ワリ /河清 要 请 客 了 , 那 时 谈 罢 。 我 
们 大 约 一 定 要 做 第 二 , 第 三 …… 试 试 也 好 。《 木 局》 已 算账 , 得 钱 
十 六 元 余 , 当 于 那 时 面 交 , 残 本 只 有 三 本 了 , 望 带 二 三 十 本 来 ,我 
可 以 再 交 去 发 售 。 

今天 要 给 《文学 》 做 《论坛 》 明知 不 配 做 第 二 , 第 三 , 却 仍 得 
替 状元 捧场 ,一面 又 要 顾及 第 三 种 人 , 不 能 示弱 , 此 所 谓 “ 哑 子 吃 
黄连 ”一 一 有 苦 说 不 出 也 。 专 此 布 达 , 即 请 





“ 皇 ” 安 
了 殉 上 元 月 十 二 日 
1048 致 李 长 之 
长 之 先生 : 


来 信 收 到 。 我 所 印 的 画集 计 四 种 ， 
“《 士 敏 土 之 图 》 德国 梅 非 尔 德 (Carl Meffert) 木 刻 


| 


二 万 至 提 

二 《 引 玉 集 》 苏联 作家 木刻 一 九 三 四 
三 《木刻 纪 程 》 中 国 新 作家 的 作品 同 。 上 
《 珂 勒 惠 支 (Kithe Kollwitz) 版 画 选 集 》 一 九 三 五 


四 
末 一 种 尚未 装订 好 。 
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所 译 的 书 , 译 后 了 事 , 不 去 管 它 了 , 所 以 也 知 不 大 清楚 。 现 
在 只 能 就 知道 的 答复 : 

一 《 蔬 谷 虹 儿 画 选 》 是 柔 石 他 们 印 的 , 他 后 来 把 存 书 和 版 
都 交 给 了 光华 书局 , 现在 这 书局 也 盘 给 了 别人 , 书 更 无 可 究 请 。 

二 《十 月 》 神州 国光 社 印 过 , 但 似 已 被 禁止 。 

三 《 药 用 植物 》 也 许 商 务 印 书馆 印 了 小 本 子 , 未 详 。 

四 《毁灭 》 大 江 书 店 印 过 ,被 禁止 。 现 惟 内 山 书店 尚 有 数 
十 本 (? )。 

我 离 北平 久 , 不 知道 情形 了 , 看 过 《大 公报 》, 但 近来 《小 公 
园 》 不 见 了 , 大 约 又 已 改组 , 有些 不 死 不 活 , 所 以 也 不 看 了 。《 益 
世 报 》 久 未 见 ， 只 是 朋友 有 时 寄 一 点 前 下 的 文章 来 ,， 却 未 见 有 梁 
实 秋 教授 的 ;但 我 并 不 反对 梁 教 授 这 人 ， 也 并 不 反对 兼 登 他 的 
文章 的 刊物 。 上 月 见 过 张 露 薇 先 生 的 文章 ， 却 忍 不 住 要 说 几 句 
话 , 就 在 4 芒种 > 上 投了 一 篇 稿 ， 却 还 未 见 登 出 , 被 抽 去 了 也 说 不 
定 的 。 

因为 忙于 自己 的 译 书 和 偷懒 , 久未 看 上 海 的 杂志 , 只 听见 人 
说 先生 也 是 “第 三 种 人 ”里 的 一 个 。 上 海 习 惯 , 凡 在 或 一 类 刊物 
上 投稿 ,是 要 被 看 作 一 伙 的 。 不 过 这 也 无 关 紧 要 , 后 来 大 家 会 由 
作品 和 事实 上 明白 起 来 。 

专 此 布 复 , 并 请 
撰 安 

鲁 迅 九 月 十 二 日 
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1049 致 黄 源 


河清 先生 : 

合同 已 于 上 午 挂号 寄 出 。 质 见 《申报 》 则 《译文 》 三 卷 一 期 
目录 , 已 经 登 出 , 上 云 “要 目 ”， 则 刊物 出 来 后 ， 比 “要 目 ” 少 了 不 
少 , 倒是 很 不 好 的 。 

因此 我 想 , 如 来 得 及 , 则 《第 十 三 篇 关于 工 . 的 小 说 》, 可以 登 
在 最 后 , 因为 此 稿 已 经 可 以 无 须 稿 费 , 与 别 的 译 者 无 伤 , 所 费 的 
只 是 纸张 , 倘 使 书店 不 说 话 , 就 只 于 读者 有 益 了 。 

但 后 记 里 , 应 加 上 一 点 编者 的 话 , 放 在 译 者 的 话 之 后 , 说 是 
这 小 说 的 描写 ， 只 取 了 工 的 矣 废 方面 , 但し 又 自 有 其 光明 之 方 
面 ， 可 参看 《译文 》 一 卷 六 期 谢 芬 译 的 勃 拉 果 夷 作 《 莱 蒙 托 夫 》 
云云 。 

勿 布 , 即 请 
雨 安 

迅 上 九 月 十 六 日 


1050 致 羔 年 
刘 兄 ， 


十 一 日 信 收 到 。 小 说 集 事 已 通知 那 边 ， 算 是 定 了 局 。 
这 集 子 的 内 容 , 我 想 可 以 有 五 篇 , 除 你 所 举 的 三 篇 外 ,《 羊 》 
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在 五 月 初 登 出 , 发 表 后 , 即 可 收入 ; 又 《 年 中 3 稿 己 取 回 , 交 了 文学 
社 , 现在 嘱 他 们 不 必 发 表 了 , 编 在 里 面 , 算是 有 未 经 发 表 才 一 篇 ， 


较为 好 看 。 

其 实 你 只 要 将 那 三 篇 给 我 就 可 以 了 ， 如 能 有 一 点 自序 ， 
更 好 。 

本 月 琐事 太 多 ， 和 翻译 要 今天 才 动 手 ， 一 时 怕 不 能 来 看 你 
们 了 。 

此 布 , 即 请 
债 安 


更 上 九 月 十 六 日 


1051 致 徐 懋 庸 


アン ドレ ャ ジィ イド 作 竹内 道 之 助 译 
《 ド スト イエ フス キィ 研究 》 一 円 八 十 敏 
东京 淀 桥 区 户 家 町 一 , 四 四 九 , 三 等 书房 出 版 
ァ ン ドレ ジィ イド 作 秋田 滋 洋 
《 ド スト エフ スキ ー 疹 》 一 正八 十 敏 
东京 市 品川 区 上 大 崎 二 丁目 五 四 三 ， 芝 书店 出 版 
以 上 两 种 ,竹内 氏 译 本 内 另 有 渤 4 下 关于 下 氏 的 小 文 数 篇 ， 
便于 参阅 , 但 译文 是 谁 的 的 确 , 则 无 从 知道 。 此 上 
懋 庸 先 生 
迅 顿 首 九 月 + 六 日 
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1052 和 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

久未 得 来 信 , 想起 居 俱 佳 。 

七 月 份 应 结算 之 良友 公司 版 税 , 至 昨天 才 得 取 来 , 兄 应 得 二 
十 五 元 , 今 汇 上 , 请 便 中 赴 分 馆 一 取 。 

半年 之 中 , 据 云 卖 去 五 百 本 , 其 实 是 也 许 更 多 的 , 但 他 们 只 
随便 给 作者 一 点 ， 营 业 一 坏 , 品格 也 随 之 而 低 。 九 月 在 卖 半价 ， 
明年 倘 收 版 税 , 也 要 折 半 了 。 

我 们 都 好 的 , 请 勿 念 。 

专 此 布 达 , 即 请 
文安 

第 了 上 九 月 十 九 晶 


1053 和 玛 王 写 之 


思 远 兄 : 

来 函 收 到 。 小 说 稿 已 转 寄 。 

小 说 卖 去 三 十 六 本 , 中 秋 结 算 , 款 已 取 来 , 今江 上 , 希 签名 羡 
印 , 往 分 馆 一 取 。 倘 问 汇 款 人 , 与 信 面 上 者 相同 , 但 大 约 未 必 问 。 

年 来 因 体弱多病 , 忙于 打杂 , 早 想 休息 一 下 , 不 料 今年 仍 不 
能 , 但 仍 想 于 明年 休息 , 先 来 逐渐 减少 事情 , 所 以 《4 文史》 等 刊物 ， 
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实在 不 能 投稿 了 。 
草 此 布 复 , 即 頒 
时 绥 
了 党 顿 首 九 月 十 九 日 
1054 致 昔 军 
刘 兄 ， 


， 一 八 晨 信 并 小 说 稿 均 收 到 。 我 这 里 还 有 一 篇 《初秋 的 风 》， 
我 看 是 你 做 的 似 的 。 倘 是 , 当 编 入 , 等 回信 。 
我 还 好 , 又 在 译 《 死 魂 灵 》 但 到 月 底 , 上 巻 完了 。 
《译文 》 因 和 出 版 所 的 纠纷 而 延期 , 真 令 人 生气 ! 
久未 得 悄 吟 太太 消息 , 她 久 不 写 什 么 了 吧 ? 
勿 此 , 即 请 
双 安 
驳 顿 首 九 月 十 九 晶 


1055 致 台 静 农 


伯 简 兄 : 

十 一 日 信 收 到 , 知 所 遇 与 我 当时 无 异 , 十 余年 来 无 进步 , 还 
是 好 的 , 我 怕 是 至 少 是 办 事 更 矣 唐 , 房子 更 破旧 了 。 

书 两 种 , 已 分 别 寄 出 。 图 书目 录 非 卖 品 , 但 系 旧 版 , 据 云 须 


一 九 三 五 年 883 





十 月 才 有 新 本 。《 新 文学 大 系 》 则 令 书店 直接 寄 送 , 款 将 来 再 算 ， 
因为 现在 汇 寄 , 寄 者 收 者 , 两 皆 不 便 也 。 

《 校 税 康 集 》 亦 收 到 。 此 书 佳 处 , 在 旧 钞 ; 旧 校 却 劣 , 往往 据 
刻本 抹杀 旧 钞 ， 而 不 知 刻本 实 误 。 戴 君 今 校 ， 亦 常 为 旧 校 所 项 ， 
弃 原 钞 佳 字 不 录 , 然则 我 的 校本 , 固 仍 当 校 印 耳 。 

时 绥 
树 ” 顿 首 九 月 二 十 日 


1056 致 蔡 非 君 


斐 君 先 生 : 

八 月 十 一 日 信 , 质 已 收 到 ; 前 一 回 也 收 到 的 , 因为 我 对 于 诗 
是 外 行 , 所 以 未 能 即 复 , 后 来 就 被 别 的 杂事 岔 开 , 压 下 了 。 

现在 也 还 是 一 样 : 我 对 于 诗 一 向 未 曾 研究 过 , 实在 不 能 说 些 
什么 。 我 以 为 随便 乱 谈 , 是 很 不 好 的 。 但 这 回 所 说 的 两 个 问题 , 我 
以 为 先生 的 主张 ,和 我 的 意见 并 不 两 样 , 这些 意见 , 也 曾 另 另 碎 
碎 的 发 表 过 。 其 实 , 口号 是 口号 , 诗 是 诗 , 如 果 用 进去 还 是 好 诗 ， 
用 亦 可 , 倘 是 坏 诗 ， 即 和 用 不 用 都 无 关 。 璧 如 文学 与 宣传 ， 原 不 
过 说 : 凡 有 文学 , 都 是 宣传 , 因为 其 中 总 不 免 传 布 着 什么 , 但 后 来 
却 有 人 解 为 文学 必须 故意 做 成 宣传 文字 的 样子 了 。 诗 必用 口 
号 , 其 误 正 等 。 

诗 须 有 形式 , 要 易 记 ， 易 懂 ， 易 唱 ， 动 听 ,， 但 格式 不 要 太 严 。 
要 有 前 , 但 不 必 依 旧 诗 竟 , 只 要 顺口 就 好 。 


884 鲁迅 书信 和 集 





至 于 诗 稿 , 却 实在 无 法 售 去 , 这 也 就 是 第 三 个 问题 , 无 法 解 
决 。 自 己 出 版 ,本 以 为 可 以 避 开 编辑 和 书店 的 束缚 的 了 , 但 我 试 
过 好 几 回 ,无 不 失败 。 因 为 登 广 告 还 须 付 出 钱 去 , 而 托 人 代 售 却 
收 不 回 钱 来 ,所 以 非 有 一 宗 大 款 子 , 准备 化 完 , 是 没有 法 子 的 。 
专 此 布 复 , 井 頒 
时 绥 


来 信 收 到 。 
我 这 里 只 有 《毁灭 》 现 和 先生 所 需 之 款 , 包 作 一 包 , 放 在 书 
店 里 。 附 上 一 箋 , 剖 持 此 箋 前 往 一 取 力 幸 。 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 九 月 二 十 日 


1058 致 叶 紫 
芷 兄 ， 


得 来 信 , 知道 你 生 过 病 , 并 且 失 去 了 一 个 孩子 , 真 叫 我 无 话 
可 以 安奈。 家 里 又 然 寂 寞 , 家 里 的 人 自然 是 要 类 的 , 赔 还 孙子 以 
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后 , 大 约 就 可 以 好 一 点 。 

一 礼拜 前 看 见 郑 , 他 说 小 说 登 出 来 了 , 稿费 怎么 办 ? 我 说 立 
刻 把 单子 寄 给 我 。 但 至 今 他 还 不 寄 来 。 今 天 写 信 催 去 了 ; 一 寄 
到 , 即 转 上 。 


专 复 , 即 请 
双 安 
殉 上 九 月 二 十 三 日 
1059 致 黄 源 
河清 先生 : 


前 天 沈 先生 来 , 说 郑 先 生前 去 提议 , 可 调解 《译文 事 , 一 、 合 
同 由 先生 签名 ; 但 , 二 , 原稿 须 我 看 一 遍 , 签名 于 上 。 当 经 我 们 商 
定 接收 ; 惟 看 稿 由 我 们 三 人 轮流 办 理 , 总 之 每 期 必 有 一 人 对 稿子 
负责 , 这 是 我 们 自己 之 间 的 事 , 与 书店 无 关 。 只 因 未 有 定局 , 所 
以 没有 写 信 通知 。 

今天 上 午 沈 先生 和 黎 先 生 同 来 , 拿 的 是 胡 先 生 的 信 , 说 此 事 
邹 先 生 不 能 同意 , 情愿 停刊 。 那 么 , 这 事情 结束 了 。 

他 们 那 边 人 马 也 真 多 , 忽而 这 人 , 忽而 那 人 。 回 想起 来 : 第 
一 回 , 我 对 于 合同 已 经 签字 了 , 他 们 忽而 出 了 一 大 批 人 马 , 翻 了 
局 面 ;第 二 回 , 郑 先生 的 提议 ,我 们 接收 了 , 又 忽而 化 为 胡 先 生来 
取消 。 一 下 子 对 我 们 开 了 两 回 玩 笑 , 大 家 白 跑 。 

但 当时 我 曾 提出 意见 ,说 《译文 > 如 果 停 刊 , 可 将 已 排 的 各 篇 
汇 齐 , 出 一 “ 终 刊 号 ”。 这 一 点 , 胡 先 生 的 信里 说 书店 方面 是 同意 
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的 ,所 以 已 由 我 们 拟 了 一 个 “前 记 ” 托 沈 先生 送 去 , 稿子 附 上 , 此 
一 点 请 先生 驳 备 一 下 , 他 们 如 付 印 , 就 这 样 的 付 印 , 一 面 并 将 原 
稿 收 好 , 以 免 散失 , 因为 事情 三 翻 四 复 , 再 拉倒 也 说 不 定 的 。 

先前 我 还 说 过 , 倘 书 店 不 付 印 , 我 们 当 将 纸板 赎 回 , 自己 来 
印 , 但 后 来 一 想 , 这 一 来 , 交涉 就 又 多 了 , 所 以 现 又 追 着 告诉 沈 先 
生 , 不 印 就 不 印 , 不 再 想 赎 回 纸板 。 

我 想 《 译 文 》 如 停刊 , 就 干 干净 净 的 停刊 , 不 必 再 有 留恋 , 如 
自己 来 印 终 刊 号 之 类 , 这 一 点 力量 , 还 是 用 到 丛书 上 去 婴 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 

迅 上 九 月 二 十 四 下 午 


1060 致 萧 军 


刘 兄 ， 
《 羊 》 已 登 出 , 稿费 单 今日 寄 到 , 现 转 上 。 
《译文 > 出 了 盆子 ;但 我 仍 忙 ; 前 天 起 , 伏案 太 久 , 颈 子 痛 了 。 
匆匆 , 再 谈 。 
即 请 
债 安 
本 士 月 二 夜 


a 年 887 








1061 致 唐 启 


唐 河 先生 : 

两 信 都 已 收 到 。 我 大 约 并 没有 先生 们 所 豫 想 的 悠游 自在 ， 
所 以 复 信 的 迟延 ， 是 往往 不 免 的 ， 因 此 竟 使 先生 们 “老大 的 失 
望 ”, 真是 抱 菊 得 很 。 但 我 并 没有 什么 “苦衷 ”, 请 先生 不 必 加 以 
原谅 ,而且 我 还 得 声明 ; 我 并 不 是 “对 青年 热心 指导 的 人 ”以 后 
庶 不 至 于 误解 。 

来 信 所 要 求 的 两 件 事 一 一 

一 ,西欧 名 作 不 在 身边 ,无 法 交 出 。 

二 , 款 子 敬 遵 来 论 , 认 捐 二 十 元 。 但 我 无 人 送 上 ， 邮 汇 又 不 ・ 
便 , 所 以 封 入 信封 中 , 放 在 店 里 。 附 上 一 箋 , 请 持 此 得 费 神 前 
去 一 取 , 一 定 照 交 。 

信封 中 另 有 八 元 , 是 段 干 青 先 生 的 木刻 , 在 《文学 》 上 登载 后 
的 发 表 费 , 先前 设法 打听 他 的 住址 , 终 不 得 , 以 致 无 法 交 出 。 现 
想 先 生 当 可 转 驾 查 明 , 所 以 冒昧 附 上 , 乞 设法 转交 为 荷 。 

那么 , 我 的 信 , 这 也 是 “最 终 一 次 "了 。 

祝 
安 好 

何 于 十 月 三 日 
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1062 致 军 


刘 兄 ; 

一 日 的 信 收 到 两 天 了 。 对 于 《译文 》 停刊 事 , 你 好 象 很 被 激 
动 , 我 倒 不 大 如 此 , 平生 这 样 的 事情 遇见 的 多 , 麻木 了 , 何况 这 还 
是 小 事情 。 但 是 , 要 战斗 下 去 吗 ? 当然 , 要 战斗 下 去 ! 无 论 它 对 
面 是 什么 。 

黄 先生 当然 以 不 出 国 为 是 , 不 过 我 不 好 劝阻 他 。 一 者 , 我 不 
明白 他 一 生 的 详细 情形 , 二 者 , 他 也 许 自 有 更 远大 的 志向 , 三 者 ， 
我 看 他 有 点 神经 质 ， 接 连 的 紧张 ， 是 会 生病 的 一 一 他 近来 较 瘦 
了 一 一 休息 几 天 , 和 太太 会 会 也 好 。 

丛书 和 月 刊 , 也 当然 , 要 出 下 去 。 从 书 的 出 版 处 , 已 经 接洽 
好 了 ,月刊 我 主张 找 别处 出 版 , 所 以 还 没有 头绪 。 倘 二 者 一 处 出 
版 , 则 资本 少 的 书店 , 会 因此 不 能 活动 , 两 败 俱 伤 。 德 国 腓 立 大 
帝 的 “密集 突击 ”, 那 时 是 会 打 胜 仗 的 , 不 过 用 于 现在 , 却 不 相宜 ， 
所 以 我 所 采取 的 战术 , 是 : 散 兵 战 , 轻 壕 战 , 持久 战 一 一 不 过 我 是 
步兵 , 和 你 炮兵 的 法 子 也 许 不 见得 一 致 。 

《 死 魂 灵 》 已 于 上 月 底 交 去 第 十 一 章 译 稿 , 第 一 部 完了 , 此 书 
我 不 想 在 《世界 文库 》 上 中 止 , 这 是 对 于 读者 的 道德 , 但 自然 , 一 
面 也 受 人 愚弄 。 不 过 世事 要 看 总 账 , 到 得 总 结 的 时 候 , 究竟 还 是 
他 愚弄 我 呢 ， 还 是 愚弄 了 自己 呢 ， 却 不 一 定 得 很 。 至 于 第 二 部 
〈 原 稿 就 是 不 完 的 ) 是 否 仍 给 他 们 登 下 去 , 我 此 时 还 没有 决定 。 

现在 正在 赶 译 这 书 的 附录 和 序 文 ， 连 脖子 也 硬 的 不 大 能 动 
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了 , 大 约 二 十 前 后 可 完 , 一 面 已 在 排 印 本 文 , 到 下 月 初 , 即 可 以 出 
版 。 这 恐 怕 就 是 丛书 的 第 一 本 。 

至 于 我 的 先前 受 人 愚弄 呢 ， 那 自然 ; 但 也 不 是 第 一 次 了 ,不 
过 在 他 们 还 未 露出 原形 , 他 们 做 事 好 象 还 于 中 国有 益 的 时 候 , 我 
是 出 力 的 。 这 是 我 历来 做 事 的 主意 ， 根 检 即 在 总 账 问题 。 即 使 
第 一 次 受骗 了 , 第 二 次 也 有 被 骗 的 可 能 , 我 还 是 做 ， 因 为 被 人 偷 
过 一 次 , 也 不 能 疑心 世界 上 全 是 偷 儿 ， 只 好 仍旧 打杂 。 但 自然 ， 
得 了 真 赃 实 据 之 后 , 又 是 一 回 事 了 。 

那天 晚上 , 他 们 开 了 一 个 会 , 也 来 找 我 , 是 对 付 黄 先生 的 , 这 
时 我 才 看 出 了 资本 家 及 其 帮 闲 们 的 原形 ， 那 专横 ， 卑 劣 和 小 气 ， 
竟 大 出 于 我 的 意料 之 外 ， 我 自己 想 ， 虽 然 许 多 人 都 说 我 多 疑 , 冷 
酷 , 然而 我 的 推测 人 , 实在 太 倾 于 好 的 方面 了 ,他 们 自己 表现 出 
来 时 , 还 要 坏 得 远 。 

以 下 管家 常 话 : 

孩子 到 幼稚 园 去 , 还 愿意 , 但 我 怕 他 说 江苏 话 , 江苏 话 少 用 
N 音 ， 结 末 璧 如 “三 ”他 们 说 See,“ 南 ”， 他 们 说 Nee, 我 实在 不 
爱 听 。 他 一 去 开 ， 就 接连 的 要 去 ; 礼拜 天 休息 一 天 , 第 二 天 就 想 
逃学 一 一 我 看 他 也 不 象 肯 用 功 的 人 。 

我 们 都 好 的 , 我 比较 的 太 少 闲 工夫 , 因此 就 有 时 发 牢骚 , 至 
于 生活 书店 事件 , 那 倒 没 有 什么 , 他 们 是 不 足 道 的 , 我 们 只 要 于 
自己 的 就 好 。 

昨天 到 巴黎 大 戏院 去 看 了 《黄金 湖 》% 很 好 , 你 们 看 了 没有 ? 
下 回 是 罗曼 诺 克 的 《 暴 帝 情 锡 》 恐怕 也 不 坏 , 我 与 其 看 美国 式 的 
发 财 结婚 影片 , 宁可 看 《天 方 夜 谈 》 一 流 的 怪 片 子 。 

专 此 布 复 , 并 和 颂 





矯 上 十 月 四 日 


1063 致谢 六 移 


六 逸 先生 : 
赐 函 收 到 。《 立 报 》 见 过 ， 以 为 很 好 。 但 自己 因为 先前 在 日 
报 上 投稿 , 弄 出 许多 无 聊 事 , 所 以 从 去 年 起 ,就 不 再 弄 笔 了 。 人 包 


谅 为 幸 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 

鲁 迅 十 月 四 日 
1064 致 黎 烈 文 

烈 文 先生 

复 示 已 收 到 , 谢谢 ! 

昨天 见 黄 先 生 , 云 十 日 东 渡 , 但 今天 听 人 说 , 又 云 去 否 未 定 ， 
究竟 不 知 如 何 。 


《4 译文 > 由 文化 生活 社 出 , 恐 财 力 不 够 ， 开明 当然 不 肯 包 销 ， 
无 前 例 也 , 其 实 还 是 看 来 未 必 赚 钱 之 故 , 倘 能 赚钱 , 是 可 以 破例 
的 。 夫 盘古 开辟 天 地 时 , 何尝 有 开明 书店 , 但 竟 亲 然 破例 开张 

; 盖 缘 可 以 赚钱 一 一 或 作 “ 绍 介 文 化 ”一 一 耳 。 
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终 刊 号 未 出 , 似 故意 授 退 , 在 此 休息 期 中 , 有 人 在 别处 打听 
出 版 事 , 但 亦 尚 无 实 信 。 
专 此 布 达 , 即 请 
迅 顿 首 十 月 九 日 


1065 致 孟 十 还 


十 还 先生 ， 

三 月 信 早 收 到 , 因为 忙于 翻译 , 把 回答 压 下 了 , 对 不 起 之 至 ! 

《译文 》 之 遭 亚 , 真 出 于 意料 之 外 ,先生 想 亦 听 到 了 那 原因 。 
人 况 有 这 么 狭小 的 , 那 简直 无 话 可 说 ,复活 当 慢 慢 设法 , 急 不 成 。 

现在 先 用力 于 丛书 ,《 死 魂 灵 》 第 一 部 及 附录 ， 已 译 完 付 排 
了 , 此 刻 在 译 序 文 , 因为 不 大 看 德 文 的 论文 , 所 以 现在 译 的 很 苦 。 

这 一 本 于 十 一 月 初 可 出 ;十 二 月 底 出 《 密 尔 格 拉 特 》, 明年 二 
月 出 《 死 魂 灵 》 附 《G 怎 样 写作 》 以 后 每 两 月 出 一 本 ， 到 秋 初 完 
成 。 我 们 不 会 用 阴谋 , 只 能 傻 干 , 先 从 G 选 集 来 试 试 , 看 那 一 面 
强 罢 。 

出 《译文 》 和 出 丛书 的 , 我 以 为 还 是 两 个 书店 好 , 因为 免得 一 
有 事 就 要 牵连 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

殉 上 十 月 十 二 日 
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1066 致 徐 懋 庸 


请 转 
徐 先 生 : 
来 信 收 到 , 星期 四 (十 七 日 ) 下 午 两 点 , 当 在 书店 奉 候 。 
此 复 , 即 颂 
时 绥 
随 顿 首 十 月 十 四 日 


1067 致 郑 振 铎 


西 说 先生 : 

《 死 魂 灵 》 第 六 次 稿 ,已 校 论 , 与 此 函 同 送 生 活 书 店 。 但 前 一 
次 稿 , 距 送 上 时 已 五 十 余天 , 且 已 校 旋 , 印 出 , 而 不 付 译 费 , 不知 
何故 。 我 自然 不 待 此 款 举 火 , 不 过 书店 方面 , 是 似乎 应 该 不 盘算 
人 的 缓急 的 。 

幸 译 本 已 告 一 段落 , 可以 休息 了 , 此 后 随 告 , 请 除 我 名 。 又 
闻 书 店 于 《世界 文库 > 的 译文 , 间 有 仍 出 单行 本 之 举 , 我 的 《 死 瑰 
灵 》 已 决定 编 入 《译文 社 从 书 》, 不 要 别人 汇 印 了 。 生 活 书店 方面 
或 亦 并 无 汇 印 之 意 , 但 恐 或 歧 出 , 故 特 声明 耳 。 

专 此 布 达 , 顺 请 
教 安 鲁 迅 顿 首 十 月 十 七 变 
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1068 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 京 者 , 十 月 十 一 日 来 信 , 早已 收 到 , 借 知 大 人 
一 切 安 好 , 甚 恩 。 上 海 寅 中 亦 均 安 好 , 但 因 忙 于 翻 详 , 且 亦 
并 无 要 事 , 所 以 不 常 寄 信 。 
海 婴 亦 好 , 他 只 是 长 起 来 , 却 不 胖 。 已 上 幼稚 园 , 但 有 时 也 
要 赖 学 ,有 时 却 急于 要 去 ; 爱 穿 洋 服 , 与 男 之 衣服 随便 者 不 
同 。 今 天 , 下 门牙 活动 , 要 换 牙 齿 了 。 
上 海 晴 天 尚 暖 , 阴 天 则 夹 只 已 觉 不 够 , 市面 景象 , 年 不 如 年 ， 
和 男 初 到 时 大 两 样 了 。 
专 此 布 复 , 恭 叩 


男 树 叩 广 平 及 海 婴 随 吨 十 月 十 八 日 


1069 致 孟 十 还 


十 还 先生 ， 

十 七 夜 信 收 到 。<《 译 文 》 自 然 以 复活 为 要 , 但 我 想 最 好 是 另 
觅 一 家 出 版 所 , 因为 倘 与 处 书 一 家 出 版 , 能 将 他 们 经 济 活 动力 减 
少 , 怕 弄 到 两 败 俱 伤 , 所 以 还 不 如 缓 缓 计 议 。 现 在 第 一 着 是 先 出 
一 两 本 丛书 。 

《4 死 强 灵 》 第 一 部 , 连 附 录 也 已 译 完 , 昨天 止 又 译 了 一 篇 德 译 
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本 原 有 的 序 , 是 N. Kotrialevsky 做 的 , 一 万 五 千 字 , 也 说 了 一 
点 果 氏 作品 的 大 略 。 至 于 第 一 本 上 的 总 序 ， 还 是 请 先生 译 阿 苏 
庚 的 一 一 假如 不 至 于 有 被 禁 之 险 的 话 。 这 种 序 文 ， 似 乎 不 必 一 
定 要 国货 , 况且 我 对 于 G 的 理解 力 , 不 会 比 别 的 任何 人 高 。 

当 在 译 区 氏 序 时 , 又 看 见 了 《译文 》 终 刊 号 上 耿 济 之 先生 的 
后 记 , 他 说 G 氏 一 生 , 是 在 恭维 官场 ; 但 开 氏 说 却 不 同 , 他 以 为 G 
有 一 种 偏见 ， 以 为 位 置 高 的 , 道德 也 高 ， 所 以 对 于 大 官 ， 攻击 特 
少 。 我 相信 区 氏 说 , 例 如 前 清 時 , 一般人 总 以 为 进士 翰林 ， 大 抵 
是 好 人 , 其 中 并 无 故意 的 拍 马 之 意 。 况 且 那 时 的 环境 , 攻击 大 官 
的 作品 , 也 更 难以 发 表 。 试 看 G 氏 临 死 时 的 模样 , 电 是 褒 媚 的 人 
所 能 做 得 出 来 的 。 我 因此 颇 慨 叹 中 国人 之 评论 人 ， 大 抵 特 别 严 
酷 , 应 该 多 译 点 别 国人 做 的 评传 , 给 大 家 看 看 。 

承 示 洋 泾 浜 的 法 国语 ， 甚 感 ， 倘 校 样 时 来 得 及 ,， 当 改正 一 一 
现在 他 们 还 未 将 未 校 给 我 看 。Ss, 德 译 如 此 , 那么 , 这 是 译 俄 字母 
的 “C” 的 了 。 我 所 有 的 一 本 英 译 , 非常 之 坏 , 删节 极 多 , 例如 《区 
贝 金 大 尉 的 故事 》, 删 得 一 个 字 也 不 剩 。 因 此 这 故事 里 的 一 种 着 
僕 的 名 目 , 也 译 不 出 , 德 文 叫 Finserb, 但 我 的 德 文 字典 里 没有 。 

《关于 Lermontov 的 小 说 》 的 原文 , 在 我 这 里 , 当 设 法 寄 上 ， 
此 书 插画 极 好 , 《译文 里 都 制 坏 了 , 将 来 拟 好 好 的 印 一 本 ,以 作 
译 者 记念 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

隐 上 十 月 二 十 日 


2 年 895 


1070 和 致 姚 克 


茎 家 先生 

王 君 已 有 信 来 , 嘱 转 告 : 已 于 三 日 到 埠 , 五 日 可 上 车 。 那 么 ， 
他 现在 已 经 到 达 了 。 他 又 嘱 我 托 先生 转告 两 处 : 一 ， 雪 氏 夫 妇 ， 
说 他 旅行 顺利 ; 二 , S 女士 ,说 她 交 给 他 的 一 个 箱子 , 船上 并 没有 
人 来 取 , 现在 他 只 好 一 直 带 着 走 了 。 

近 又 得 那 边 来 信 , 说 二 个 月 前 , 已 有 信和 直接 寄 与 王 君 , 欢迎 
他 去 。 但 此 信 似 未 收 到 。 不 过 到 后 , 入 校 之 类 之 不 成 问题 , 由 此 
可 知 。 

先生 所 译 萧 氏 剧 本 及 序 文 , 乞 从 速 付 下 , 以 便 转 交付 印 。 

专 此 布 复 , 即 頒 
时 绥 

隔 顿 首 十 月 二 十 月 


1071 和 致 萧 军 .萧红 


刘 军 兄 尊 前 (这 两 个 字 很 少 用 ,但 因为 有 
悄 叭 太太 有 太太 在 内 , 所 以 特别 客气 。) 


十 九 日 晨 信 收 到 。“ 麦 ” 字 是 没有 草 头 的 。 

《译文 还 想 继续 出 , 但 不 能 急 。《 死 魂 灵 》 的 序 文 昨 天 刚 译 
完 , 有 一 万 五 千 字 , 第 一 部 全 完了 。 下 月 起 , 译 第 二 部 。 

现在 在 开始 还 信 债 , 信和 写 完 , 须 两 三 天 , 此 后 也 还 有 别 的 事 ， 
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天 下 之 事 , 是 做 不 完 的 。 但 我 们 确 也 太 久 不 见 了 , 在 最 近期 内 ， 
最 好 是 本 月 内 ,我 们 当 设 法 谈 谈 。 

《生死 场 》 的 名 目 很 好 , 那 篇 稿子 , 我 并 没有 看 完 , 因为 复写 
纸 写 的 , 看 起 来 不 容易 。 但 如 要 我 做 序 ,只 要 排 印 的 末 校 寄 给 我 
看 就 好 ,我 也 许 还 可 以 顺 使 改正 几 个 错字 。 


此 复 , 即 请 
俩 安 
殉 上 十 月 二 十 日 
1072 和 致 曹 靖 华 
液 珍 見 : 


十 八 日 信 收 到 。 致 徐 先 生 租 已 即 转 寄 。 兄 的 女儿 的 病 已 
愈 否 ? 

我 的 胃病 ,还 是 二 十 岁 以 前 生起 的 ， 时 发 时 愈 ， 本 不 要 紧 。 
后 见 S 女士 她 以 欧洲 人 的 眼光 看 我 , 以 为 体 弱 而 事 多 ， 怕 不 久 
就 要 死 了 , 各 处 设法 , 要 我 去 养病 一 年 。 我 其 实 并 不 同意 , 現在 
是 推 宕 着 。 因 为 ;一 , 这 病 不 必 养 ; 二 , 回来 以 后 , 更 难 动弹 。 所 
以 我 现在 的 主意 , 是 不 去 的 份 儿 多 。 

《译文 > 合同 , 一 年 已 满 , 编辑 便 提出 增加 经 费 及 页 数 , 书店 
问 我 , 我 说 不 知 , 他 们 便 大 攻击 编辑 (因为 我 是 签字 代表 , 但 其 实 
编辑 也 不 妨 单独 提出 要 求 ), 我 赶紧 弥 缝 , 将 增加 经 费 之 说 取消 ， 
但 每 期 增添 十 页 , 亦 不 增加 译 费 。 我 已 签字 了 , 他 们 却 又 提出 撤 
换 编辑 。 这 是 未 曾 有 过 的 恶 例 ， 我 不 承认 ， 这 刊物 便 只 得 中 


一 九 三 五 年 897 





止 了 。 

其 中 也 还 有 中 国 照例 的 和 弄 玄 虚 之 类 , 总 之 ,书店 似 有 了 他 们 
自己 的 “文化 统制 " 案 , 所 以 不 听 他 们 指挥 的 , 便 站 不 住 了 。 也 有 
谣言 ,说 这 是 出 于 郑振铎 胡 愈 之 两 位 的 谋略 , 但 不 知 真 否 ? 我 们 
想 现 一 书店 续 出 , 但 尚 无 头绪 。 

我 们 都 好 的 , 请 释 念 。《 译 文 社 从 书 》 亦 被 生活 书店 驱逐 ,但 
却 觅 得 别家 出 版 ,十 一 月 可 出 我 译 的 Gogol 作 《 死 魂 灵 》 第 一 卷 。 


专 此 布 复 , 即 请 
秋 安 
弟 了 殉 ”上 顿 首 十 月 二 十 二 日 
1073 致 徐 懋 庸 
请 转 
徐 先生 : 


信 并 剪报 都 收 到 。 又 给 杂事 岔 开 ， 星 期 四 以 前 交 不 出 稿子 
了 。 只 得 以 后 再 说 。 
靖 征 寄 来 一 箋 , 今 附 上 。 
专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 
殉 上 十 月 廿 二 日 
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1074 致 恭 年 


刘 兄 ， 

菇 八 日 信 收 到 。 那 一 天 , 是 我 的 驳 料 失败 了 , 我 以 为 一 两 点 
钟 ， 你 们 大 约 总 不 会 到 公园 那些 地 方 去 的 ， 却 想不到 有 世界 语 
会 。 于 是 我 们 只 好 走 了 一 通 , 回 到 北 四 川路 , 请 少爷 看 电影 。 他 
现 仍 在 幼稚 园 ， 认 识 了 几 个 字 ， 说 “ 婴 " 字 下 面 有 “ 女 ” 字 , 要 换 
过 了 。 

我 们 一 定 要 再 多 一 见 。 我 昨夜 起 , 重伤 风 , 等 好 一 点 , 就 发 
信 约 一 个 时 间 和 地 点 , 这 时 候 总 在 下 月 初 。 

《译文 》 终 刊 号 的 前 记 是 我 和 茅 合 撰 的 。 第 一 张 木刻 是 李 下 
克 内 和 希 遇 害 的 纪念 , 本 要 用 在 正月 号 的 , 没有 敢 用 , 这 次 才 登 出 
来 。 封 面 的 木刻 ,是 郝 氏 作 , 中 国人 , 题目 是 《 病 》# 一 介 女 人 在 異 
男人 , 是 书店 擅自 加 上 去 的 , 不知 什么 意思 , 可 恶 得 很 。 

中 国 作家 的 新 作 , 实在 稀薄 得 很 , 多 看 并 没有 好 处 ,其 病根 ， 
一 是 对 事物 太 不 注意 ,二 是 还 内 为 没有 好 遗产 。 对 于 后 一 层 , 可 
见 翻 译 之 不 可 组 。 

《小 和 披 得》 恐怕 找 不 到 了 。 

耿 济 之 的 那 篇 后 记 写 的 很 精 , 您 被 他 所 误 了 。G 决 非 革命 
家 , 那 是 的 确 的 ,不 过 一 想到 那 时 代 , 就 知道 并 不 足 奇 , 而 且 那 时 
的 检查 制度 又 多 么 严厉 ,不 能 说 什么 〈 他 略 略 涉及 君权 , 便 被 禁 
止 , 这 一 篇 ,我 译 附 在 《4 死 缠 灵 》 后 面 ,现在 看 起 来 ,是 之 没 有 什么 
的 )。 至 于 耿 说 他 诡 媚 政府 , 却 纯 据 中 国 思想 立论 , 外 国 的 批评 
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家 都 不 这 样 说 , 中 国 的 论 客 , 论 事 论 人 , 向 来 是 极 苟 酶 的 。 但 G 
人 确 不 讽刺 大 官 ， 这 是 一 者 那 时 禁令 严 ， 二 则 人 们 都 有 一 种 迷信 ， 
以 为 高 位 者 一 定 道德 学 问 也 好 。 我 记得 我 幼小 时 候 ， 社 会 上 还 
大 抵 相 信 进 士 翰林 状元 字 相 一 定 是 好 人 ， 其 实 也 并 不 是 因为 去 
褒 媚 。 

G 是 老实 的 ,所 以 他 会 发 狂 。 你 看 我 们 这 里 的 聪明 人 罢 ,都 
吃 得 笑 迷 迷 , 白 胖 胖 ,今天 买 标 金 , 明天 讲 孔 子 …… 

第 二 部 《 死 魂 灵 》 并 不 多 , 慢 慢 的 译 , 想 在 明 年 二 三 月 出版 
后 附 孟 十 还 译 的 《G 怎样 写作 》 一 篇 , 是 很 好 的 一 部 研究 。 现 正 
在 校对 第 一 部 ,下 月 十 日 以 前 当 可 印 成 , 自然 要 给 你 留 下 一 部 。 

专 此 布 复 , 即 请 


伽 安 
陀 上 十 月 二 十 九 日 
1075 致 徐 懋 庸 
徐 先 生 : 


甘 七 日 信 收 到 。 但 前 一 信和 却 没有 得 着 。 这 几 天 伤风 ， 又 全 
于 校对 , 关于 果 戈 理 , 不 能 写 什 么 了 。 

唱歌 一 案 , 以 我 交际 之 少 , 且 已 听 到 几 个 人 说 过 , 足见 流 播 
是 颇 广 的 。 声 明 固 然 不 行 , 也 无 此 必要 , 假使 有 多 疑 者 , 因此 发 
生 纠 纷 ,只 得 听 之 ， 因 为 性 好 纠纷 者 ， 纵 使 声明 ， 他 亦 不 信也 。 
“由 它 去 罢 ， 是 第 一 好 办 法 。 

其 实 , 也 有 有 益 于 书店 的 流言 , 即 如 此 次 《译文 > 停刊 , 很 有 
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些 人 , 以 为 是 要 求 加 钱 不 遂 之 故 。 
专 复 , 即 颂 
刻 安 
迅 顿 首 十 月 甘 九 日 


1076 致 曹 聚 仁 * 


聚 仁 先生 ， 

昨天 看 见 《芒种 》， 报 上 都 无 广告 ，x x*“ 似 亦 有 不 死 不 活 
之 概 。 

因为 先生 信 上 提 过 《社会 日 报 》， 就 定 来 看 看 ， 真 是 五 花 八 
门 ,文言 白话 悉 具 ,但 有 些 地 方 , 却 比 “ 大 报 ” 活 泼 , 也 有 些 是 “大 
报 ” 所 不 能 言 。 例 如 昨天 的 “谣言 不 可 信 , 大 批 要 人 来 ”， 就 写 得 
有 声 有 色 。 近 人 印 古 书 , 选 新 文章 , 却 不 注意 选 报 , 如 果 择 要 前 
取 , 汇 成 巨 册 , 若干 年 后 , 即 不 下 于 《三 朝 北 盟 汇 编 》 侨 。 

今天 却 看 先生 之 作 , 以 大 家 之 注意 于 胡蝶 之 结婚 为 不 然 ,其 
实 这 是 不 可 省 的 , 倘 无 胡蝶 之 类 在 表面 飞舞 , 小 报 也 办 不 下 去 。 
(下 略 ) 

专 此 布 达 , 并 请 
刻 安 

鲁 迅 頼 首 十 月 廿 九 日 


* “此 信 据 收 信人 作 《 和 鲁迅 先生 轶 事 》(1937 年 7 月 千秋 出 版 社 版 ?所 载 抄 存 。 
** ”此 处 及 后 面 的 “下 略 ”, 当 是 收 信人 所 略 。 
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1077 致 筷 男 境 


若君 先生 : 
奉 到 手 示 , 刚刚 都 是 我 没 法 相 帮 的 事 , 因为 我 的 写 信 , 一 向 
不 留 稿 子 , 而 且 别 人 给 我 的 信 , 我 也 一 封 都 不 存留 的 , 这 是 鉴于 
六 七 年 前 的 前 车 , 我 想 这 理由 先生 自然 知道 。 
专 此 奉 复 , 并 颂 
时 绥 
迅 上 十 一 月 一 日 


1078 致 郑振铎 


西 诸 先 生 ， 

拟 印 之 稿件 已 编 好 , 第 一 部 纯 为 关于 文学 之 论文 , 约 三 十 余 
万 字 , 可 先 付 排 。 

简单 的 办 法 , 我 想 先生 可 指定 一 时 间 和 地 点 (如 书店 或 印刷 
所 ), 在 那里 等 候 , 我 当 挟 稿 届时 前 往 , 一 同 付 与 印刷 者 ， 并 接洽 
校对 的 办 法 。 

但 指定 之 信 发 出 时 , 希 比 指定 之 日 期 早 三 四 天 , 以 免 我 接 到 
来 信 时 , 已 在 所 约 的 日 期 之 后 也 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 迅 顿 首 十 一 月 四 日 
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1079 致 萧 军 、 萧 红 


大 
我 想 在 礼拜 三 (十 一 月 六 日 ) 下 午 五 点 钟 , 在 书店 等 候 , 您 们 
俩 先 去 逛 公 园 之 后 , 然后 到 店 里 来 , 同 到 我 的 寅 里 吃 夜 饭 。 
专 此 , 即 祝 
価 祉 
随 上 十 一 月 四 日 


1080 致 王 冶 秋 


野 秋 兄 : 

十 月 二 十 八 日 信 收 到 ; 前 一 信 并 《 唐 代 文 学 史 》 也 收 到 的 。 
关于 近代 文学 史 的 材料 ,我 无 可 帮助 , 因为 平时 既 不 收集 , 偶 有 
的 一 点 , 也 为 了 搬 来 搬 去 , 全 都 弄 掉 了 。《 导 报 》 尚 有 , 当 寄 上 阿 
英 的 那 一 本 尚未 出 , 出 后 当 寄 上 , 我 想 大 约 在 年 底 罢 。 

讲 文学 的 著作 , 如 果 是 所 谓 “ 史 ”的 , 当然 该 以 时 代 来 区 分 ， 
“什么 是 文学 "之 类 , 那 是 文学 概论 的 范围 ,万 不 能 牵 进 去 ， 如 果 
连 这 些 也 讲 ， 那 么 ， 连 文法 也 可 以 讲 进去 了 。 史 总 须 以 时 代为 
经 , 一 般 的 文学 史 ， 则 大 抵 以 文章 的 形式 为 纬 , 不 过 外 国 的 文学 
者 ,作品 比较 的 专 ,小 说 家 多 做 小 说 , 戏剧 家 多 做 戏剧 , 不 象 中 国 
的 所 谓 作 家 ,什么 都 做 一 点 ， 所 以 他 们 做 起 文学 史 来 ， 不 至 于 将 
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一 个 作者 切 升 。 中 国 的 这 现象 , 是 过 渡 时 代 的 现象 , 我 想 , 做 起 
文学 史 来 ， 只 能 看 这 作者 的 作品 重 在 那 一 面 ， 便 将 他 归 入 那 一 
类 , 例如 小 说 家 也 做 诗 , 则 以 小 说 为 主 , 而 将 他 的 诗 不 过 附带 的 
提 及 。 

我 今年 不 过 出 了 几 本 翻译 , 当 寄 上 , 但 望 即 告 我 收 信人 的 姓 
名 , 以 用 那 几 个 字 为 宜 , 因为 寄 书 要 挂号 , 收 信人 须 用 印章 的 。 又 
南阳 石刻 拓 费 , 拟 寄 上 三 十 元 , 由 兄 转 交 , 不 知 可 否 , 并 望 即 见 
复 。 专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 十 一 月 五 晶 
回信 可 仍 寄 书 店 转交 , 不 致 失落 的 。 又 及 


1081 致 孟 十 还 


十 还 先生 ， 

四 夜 信 收 到 。 那 本 画集 决 计 把 它 买 来 ， 今 托 友 送 上 大 洋 二 
十 五 元 ， 乞 先生 前 去 买 下 为 托 。 将 来 也 许可 以 绍 介 给 中 国 读 
者 的 。 

顺便 奉送 卢 那 察 尔 斯 基 的 《解放 了 的 D.Q.3 美 木版 一 本 , 据 
说 那 边 已 经 绝版 ， 我 另 有 一 本 。 但 这 一 本 订 线 已 脱 ， 须 修一 
修 耳 。 

又 中 译本 一 册 , 印 得 很 坏 , 我 上 印刷 所 的 当 的 。 不 过 译文 出 
于 里 君 之 手 , 想必 还 好 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
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迅 顿 首 十 一 月 六 日 


1082 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 ， 

得 来 信 并 蒙 赠 书 一 本 , 谢谢 。 

《 死 魂 灵 》 第 一 部 , 平装 者 已 订 成 , 布 面 装订 者 , 尚 须 迟 数 天 ， 
ーー 俊 打 好 , 当 奉 星 。 长 序 亦 译 自 德 文本 , 并 不 精彩 , 倒是 附录 颇 
有 趣 。 

来 信 说 要 印花 二 千 。 不 知 是 一 共 二 千 ， 还 是 每 种 二 千 ? 希 
示 遵 办 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

迅 ” 顿 首 十 一 月 九 日 


1083 和 致 马子 华 


子 华 先生 : 

来 信 收 到 。 十 来 年 前 , 我 的 确 给 人 看 过 作品 , 但 现在 是 体力 
和 时 间 , 都 不 许可 了 , 所 以 实在 无 法 实现 何 先生 的 希望 , 真是 抱 
歉 得 很 。 

专 此 布 复 , 并 颂 





时 组 


雪村 先生 : 

韦 从 芜 君 版 税 , 因 还 未 名 社 旧 款 , 由 我 收取 已 久 , 现 因此 项 
欠 款 , 大 致 已 清 , 所 以 拟 不 续 收 , 此 后 务 乞 寄 与 韦 君 直接 收 下 
为 祷 。 


专 此 布 达 , 即 请 
道 安 
鲁 迅 上 十 一 月 十 四 日 
1085 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 豪 者 ,十 一 月 十 一 日 来 信 , 需 已 收 到 , 前 回 的 一 
封 , 也 早 收 到 了 。 牙 痛 近 来 不 知 如 何 ? 価 常 痛 , 恐 恒 具 好 抜 
去 , 不 过 假牙 无 法 可 装 , 却 很 不 便 , 只 能 专 吃 很 软 的 食物 了 。 
海 婴 很 好 , 每 天 上 幼稚 园 去 , 不 大 赖 学 了 。 他 比 夏天 胖 了 一 
点 , 虽然 还 要 算 瘦 ， 却 很 长 , 刚 满 六 岁 ， 别人 都 猿 他 是 八 九 
岁 , 他 是 细 长 的 手 和 脚 , 象 他 母亲 的 。 今 年 总 在 吃 鱼肝油 ， 
没有 间断 过 。 
他 什么 事情 都 想 模仿 我 , 用 我 来 做 比 , 只 有 衣服 不 肯 学 我 的 
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随便 , 爱 漂 亮 , 要 穿 洋 服 了 。 
近来 此 地 颇 多 谣言 , 纷纷 迁 避 , 其 实 大 抵 是 无 根 之 谈 , 所 以 
我 们 仍旧 不 动 , 也 极 平安 , 务 请 勿 念 。 也 常 有 关于 北平 和 大 
津 的 谣言 , 关切 的 朋友 , 至 于 半夜 敲 门 来 通报 , 到 第 二 大 一 
打听 , 才 知 道 也 是 误 传 的 。 
害 马 及 男 都 好 的 , 亦 请 勿 念 。 
专 此 布 复 , 敬 请 
金 安 
男 樹 叩 上 ” 广 平 及 海 婴 同 即 十 一 月 十 五 日 


1086 致 昔 年 


刘 兄 ， 

校 稿 昨 天 看 完 , 胡 刚 刚 来 , 便 交 与 他 了 。 

校 稿 除 改 正 了 几 个 错字 之 外 , 又 改正 了 一 点 格式 , 例如 每 行 
的 第 一 格 , 就 是 一 个 圈 或 一 个 点 , 很 不 好 看 , 现在 都 已 改正 。 

夜里 写 了 一 点 序 文 , 今 寄 上 。 

这 几 天 四 近 谣 言 很 多 ， 虽 然 未 必 真 ， 可 也 令 人 不 十 分 静 得 
下 。 居 民 搬 的 很 多 。 

专 此 布 达 , 即 请 
価 安 

錠 上 rc 十 一 月 ) 十 五 日 上 午 
《 死 魂 灵 》 纸 面 的 已 出 , 布 面 的 还 得 等 几 天 。 又 及 
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伯 简 兄 : 

十 一 日 信 并 《南阳 画 象 访 拓 记 》 一 本 ， 硕 同时 收 到 。 关 于 石 
刻 事 , 王 冶 秋 兄 亦 已 有 信和 来 , 日 内 拟 即 汇 三 十 元 去 , 托 其 雇工 椎 
拓 , 但 北方 已 冷 ,将 结 冰 , 今年 不 能 动手 亦 未 可 料 。 印 行 汉 画 , 读 
者 不 多 , 欲 不 赔本 , 恐 难 。 南 阳 石 刻 , 关 百 益 有 选 印 本 (中 华 书 局 
出 版 ), 亦 多 凡 品 , 若 随 得 随 印 , 则 零星 者 多 , 未 必 为 读者 所 必需 ， 
且 亦 实 无 大 益 。 而 需 巨 款 则 又 一 问题 。 

我 陆续 曾 收 得 汉 石 画 象 一 秒 , 初 拟 全 印 , 不 问 完 或 残 , 使 其 
如 图 目 ,分 类 为 :一 , 摩 压 ; 二, 阿 , 门 ; 三 , 石室 , 堂 ; 四 , 残 杂 (此 
类 最 多 )。 材 料 不 完 , 印 工 亦 浩大 , 遂 止 ; 后 又 欲 选 其 有 关于 神话 
及 当时 生活 状态 , 而 刻 划 又 较 明 晰 者 , 为 选集 , 但 亦 未 实行 。 南 
阳 画 象 如 印行 , 似 只 可 用 选 印 法 。 

中 木 夫 之 《 武 梁 祠 画 象 考 y》 有 刘 翰 怡 刻本 , 价 饮 而 难得 , 然 
实 不 佳 。 睦 氏 之 文 , 其 弊 在 欲 夸 博 , 滥 引 古书 , 使 其 文浩 浩 洋洋 ， 
而 无 裁 择 , 结果 为 不 得 要 领 。 

近来 谣言 大 炽 , 四 近 居 人 , 大 抵 迁 徙 , 景物 颇 已 寂寥 ,上 海 人 
已 是 惊 弓 之 鸟 ， 固 不 可 旗 为 “ 庸 人 自 扰 >”。 但 谣言 则 其 实 大 抵 无 
根 ， 所 以 我 没有 动 , 观 仓皇 奔走 之 状 , 黯然 而 已 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

树 ” 顿 首 十 一 月 十 五 午 
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1088 和 致 萧 军 萧红 


刘 军 兄 及 其 悄 吟 太太 ， 

十 六 日 信 当 天 收 到 , 真 快 。 没 有 了 家 , 暂且 源流 一 下 罢 , 将 
来 不 要 忘记 。 二 十 四 年 前 , 太 大 度 了 , 受 了 所 谓 “ 文 明 ” 这 两 个 字 
的 骗 。 到 将 来 ， 也 会 有 人 道 主义 者 来 反对 报复 的 罢 ， 我 惜 恶 
他 们 。 

校 出 了 几 个 错字 ， 为 什么 这 么 吃惊 ? 我 曾经 做 过 杂志 的 校 
对 , 经 验 也 比较 的 多 , 能 校 是 当然 的 , 但 因为 看 得 太 快 , 也 许 还 有 
错字 。 

印刷 所 也 太 会 恼怒 , 其 实 , 圈 点 不 该 在 顶 上 , 是 他 们 应 该 知 
道 ， 自 动 的 改正 的 。 他 们 必须 遇见 厉害 的 商人 ,这 才 和 和 气 气 。 
我 自己 印 书 ,没有 一 回 不 吃 他 们 的 亏 。 

那 序 文 上 , 有 一 句 “叙事 写景 , 胜 于 描写 人 物 ”, 也 并 不 是 好 
话 , 也 可 以 解 作 描写 人 物 并 不 怎么 好 。 因 为 做 序 文 , 也 要 顾及 销 
路 ， 所 以 只 得 说 的 弯曲 一 点 。 至 于 老 王波 ， 我 却 不 觉得 怎么 鬼 
气 , 这 样 的 人 物 , 南方 的 乡下 也 常 有 的 。 安 特 列 夫 的 小 说 , 还 要 
写 得 怕人 ,我 那 药 》 的 未 一 段 , 就 有 些 他 的 影响 , 比 王 婆 鬼 气 。 

我 不 大 希 罕 亲笔 签名 制版 之 类 , 觉得 这 有 些 孩 子 气 , 不 过 悄 
吟 太太 既然 热心 于 此 , 就 写 了 附 上 , 写 得 太 大 制版 时 可 以 缩小 
的 。 这 位 太太 , 到 上 海 以 后 , 好 象 体格 高 了 一 点 , 两 条 疼 子 也 长 
了 一 点 了 , 然而 孩子 气 不 改 , 真是 无 可 奈何 。 

这 几 天 四 近 逃 得 一 杨 胡 涂 。 铺 子 没有 生意 ， 也 大 有 关门 之 
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势 。 孩 子 的 幼稚 园 里 , 原 有 十 五 人 , 现在 连 先 生 的 小 妹子 一 共 只 
剩 了 三 个 了 , 要 关门 大 吉 也 说 不 定 。 他 喜欢 朋友 , 现在 很 感 得 站 
寞 。 你 们 俩 他 是 欢迎 的 , 他 欢迎 客人 , 也 喜欢 留 吃饭 。 有 空 望 随 
便 来 玩 , 不 过 速成 的 小 菜 , 会 比 那 一 天 的 粗 抽 一 点 。 

专 此 布 达 , 即 请 


価 安 
了 驳 上 十 一 月 十 六 夜 
1089 致 王 冶 逢 
野 秋 兄 : 


十 一 月 八 日 信 并 拓片 十 张 , 又 十 四 日 信 并 小 说 稿 两 篇 , 均 收 
到 。 指 点 做 法 , 非 我 所 能 , 我 一 向 的 写 东西 , 却 如 厨子 做 菜 , 做 是 
做 的 ， 可 是 说 不 出 什么 手法 之 类 。 至 于 投 寄 别 处 , 姑且 试 试看 ， 
但 大 约 毫 无 把 握 , 一 者 因为 上 海 刊物 已 不 多 , 且 大 抵 有 些 一 派 专 
卖 , 我 却 不 去 交际 , 和 谁 也 不 一 气 的 。 二 则 , 每 一 书店 , 都 有 “ 文 
化 统制 ， 所 以 对 于 不 是 一 气 的 人 , 非常 讨厌 。 

前 几 天 , 已 托 书 店 寄 上 书 数 本 , 不 知已 收 到 和 否 ?《 中 国 新 文 
学 大 系 》, 今天 去 定 一 部 , 即 由 公司 陆续 寄 上 。 

又 汇票 一 纸 三 十 元 , 希 向 商务 印 书馆 分 馆 一 取 , 后 面 要 签名 
盖 印 ( 印 必 与 所 写 的 名 字 相同 )， 倘 问 寄 款 人 ， 则 写 在 信 面 者 是 
也 。 此 款 乞 代 拓 南阳 石刻 ， 且 须 由 拓 工 拓 , 因为 外 行人 总 不 及 拓 
工 的 。 至 于 用 纸 , 只 须 用 中 国 连 史 就 好 (万 不 要 用 洋 纸 ), 寄 来 的 
十 幅 中 ， 只 有 一 幅 是 洋 纸 ， 另 外 都 就 是 中 国 连 史 纸 ， 今 附 上 标 
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本 。 (但 不 看 惯 , 恐 也 难 辨 > 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
殉 上 十 一 月 + 八 晶 


1090 致 赵 家 壁 


家 璧 先生 : 
效 送 上 印证 四 千 ,《 死 强 灵 》 一 本 , 希 察 入 。 又 小 书 两 本 , 不 
足 道 也 ,但 顺便 送 上 , 并 乞 晒 存 为 幸 。 


专 此 布 达 , 并 请 
撰 安 
鲁 迅 十 一 月 十 八 晶 
1091 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 ; 


日 前 收 到 一 些 刊物 , 即 托 书店 转 寄 , 大 约 有 四 包 , 不 知已 收 
到 否 ? 

今天 得 了 EE 君 一 封 信 , 今 寄 上 ,请 兄 译 示 为 荷 。 

前 一 些 时 这 里 颇 多 谣言 ,现在 安静 了 。 我 们 一 动 也 没有 动 ， 
不 过 四 邻 搬 掉 的 多 , 冷静 而 已 。 今 天 又 已 在 渐渐 的 搬 回来 。 

寅 中 大 小 均 安 , 请 释 念 。 


eh) Pe 911 





专 此 布 达 , 即 请 
近 安 





弟 殉 ”上 十 一 月 十 八 日 


1092 致 徐 懋 庸 


乞 转 
徐 先 生 : 

信 收 到 。 另 一 得 已 转 寄 。 但 我 的 投稿 , 恐怕 不 大 可 靠 , 近来 
笔 债 真 欠 得 太 多 了 。 

《 死 魂 灵 》 当 然 要 送 ， 日 内 托 书店 并 送 昔 先 生 的 一 本 一 同 寄 
去 , 请 先 向 曹 先 生 提 明 一 声 。 

专 复 , 即 祝 


撰 安 
上 十 一 月 十 八 日 
1093 致 爱 绀 弩 
耳 耶 見 。 


十 八 日 信 收 到 。<《 死 强 灵 》 昨 已 托 书店 送 上 , 他 们 顺路 的 时 
候 就 要 送 到 报馆 里 去 的 。 

《漫画 与 生活 》 单 就 缺点 讲 , 有 二 : 一 , 文章 比较 的 单调 ; 二 ， 
图 画 有 不 能 一 目 了 然 者 。 至 于 献 辞 , 大 约 是 《小 品 文 和 漫画 》 上 
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取 来 的 , 兄 无 菊 疑 。 
我 的 文章 , 却 是 问题 , 因为 欠 账 太 多 了 , 也 许 弄 到 简直 不 还 。 
这 刊物 , 我 一 定做 一 点 , 不 过 不 能 限期 。 如 果 下 期 就 等 着 , 那 可 
是 一 一 精 了 。 
专 此 布 达 , 顺 颂 
时 绥 
迅 上 十 一 月 廿 日 


1094 致 徐 懋 良 


析 良 先生: 
Sheherazade 这 字 ， 在 我 的 古旧 的 人 地 名 字典 上 查 不 出 , 又 
无 神话 学 字典 , 无 法 可 想 。 但 我 疑心 这 也 许 是 《天 方 夜 谈 》 里 的 
人 名 。 
此 复 , 即 頒 
时 绥 
迅 上 "十 一 月 ] 二 十 二 日 


1095 致 印 ”过 * 
印 先 生 : 


《野草 》 的 题词 , 系 书店 删 去 , 是 无 意 的 漏 落 , 他 们 常 是 这 人 么 
* ”此 信 据 1936 年 11 月 1 日 < 青岛 时 报 > 所 载 手迹 制版 抄 存 。 
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模 模 胡 胡 的 一 一 ， 还 是 因为 触 了 当局 的 讳 忌 , 有 意 删 掉 的 , 我 可 
不 知道 。《 不 周 山 》 系 自己 所 删 , 第 二 版 上 就 没有 了 , 后 来 编 入 
《故事 新 编 里 , 改名 《 补 天 》。 

《故事 新 编 3 还 只 是 一 些 草 稿 ， 现 在 文化 生活 出 版 社 要 给 我 
付 印 , 正在 整理 , 大 约 明年 正二 月 间 , 可 印 成 的 罢 。 

《 集 外 集中 一 篇 文章 的 重出 , 我 看 只 是 编者 未 及 细 查 之 故 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

迅 上 十 一 月 二 十 三 日 


1096 致 叶 于 


正見 : 

来 信 收 到 。 我 现在 实在 太 苦于 打杂 ， 没 有 会 谈 和 看 文章 的 
工夫 了 , 许 也 没有 看 文章 的 力量 , 所 以 这 两 层 只 好 姑且 搁 起 。 

你 还 是 休息 一 下 好 。 先 前 那样 十 步 九 回头 的 作文 法 ， 是 很 
不 对 的 ， 这 就 是 在 不 断 的 不 相信 自己 一 一 结果 一 定做 不 成 。 以 
后 应 该 立定 格局 之 后 ， 一 直 写 下 去 ， 不管 修辞 ， 也 不 要 回头 看 。 
等 到 成 后 , 搁 它 几 天 , 然后 再 来 复 看 , 删 去 若干 , 改换 几 字 。 在 创 
作 的 途中 , 一 面 练 字 , 真 要 把 感 兴 打 断 的 。 我 翻译 时 ， 倘 想不到 
适当 的 字 ， 就 把 这 字 空 起 来 ， 仍 旧 译 下 去 ， 这 字 待 稍 暇 时 再 想 。 
否则 ,能 够 因为 一 个 字 , 停 到 大 半天 。 

《选集 3 我 也 没有 了 ; 别 的 两 本 ,已 放 在 书店 里 , 附 上 一 条 , 希 
持 此 去 一 取 为 托 。 
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专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 
多 上 十 一 月 二 十 五 夜 


1097 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 ， 敬 豪 者 , 十 一 月 十 五 日 信 , 巳 早 到 , 果 臓 等 一 大 
包 , 也 收 到 了 。 已 将 一 部 份 分 给 三 弟 。 
上 海 近来 已 较 平静 , 寅 中 都 好 的 。 海 婴 仍 上 幼稚 园 , 但 原 有 
十 五 个 同学 , 现在 已 只 剩 了 七 个 了 。 他 已 认得 一 百 多 个 字 ， 
就 想 写 信 ， 附 上 一 艇 ， 其 中 有 几 个 牌 焉 斜 斜 的 字 ， 就 是 他 
写 的 。 
今天 晚报 上 又 载 着 天 津 不 平静 ， 想 北平 不 至 于 受 影响 。 至 
于 物价 飞涨 , 那 是 南北 一 样 ,上海 的 物价 , 比 半月 前 就 贵 了 
三 成 了 。 
专 此 布 达 , 蕉 请 

金 安 

男 树 叩 上 ” 广 平 海 婴 同 邑 十 一 月 二 十 六 日 


1098 致 徐 懋 良 


名 特 
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信和 早 收 到 。 我 看 4 小鬼》 译 的 很 好 , 可 以 流利 的 看 下 去 。 
关于 小 品 文 的 , 写 了 一 点 , 今 寄 上 ; 署名 用 旅 华 , 何 于 之 类 ， 

随便 。 关 于 翻译 , 前 已 说 过 不 少 ,现在 也 别 无 新 意 , 不 做 了 。 
关于 别 的 杂 题 的 , 如 有 , 当 随 时 寄 上 。 


集 ” 顿 首 十 二 月 三 日 
1099 致 孟 十 还 
十 还 先生 ， 


今天 看 见 吴 先生 , 知道 《 密 尔 格 勒 已 译 完 , 要 付 印 了 。 

我 们 也 决 计 即 将 4 死 灵魂 图 》 付 印 , 所 以 , 如 果 先 生 现在 有 些 
时 间 的 话 , 乞 将 那 书 的 序 文 和 题 句 一 译 。 题 句 只 要 随便 译 , 不 必 
查 译本 ， 将 来 我 会 照 译 本 改 成 一 律 的 ， 因 为 我 记得 在 什么 地 方 ， 
容易 查 。 

目前 在 做 几 个 短篇 , 那 第 二 部 , 要 明年 正月 才能 开 手 了 。 

专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 士 二 月 三 夜 
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1100 致 台 静 农 


伯 简 兄 : 

十 一 月 二 十 三 日 函 已 收 到 。 拓 汉 画 款 , 先 已 寄 去 州 , 但 今 思 
之 ,北方 已 结 冰 , 难 施 墨 , 恐 须 明 春 矣 。 关 百 益 本 实 未 佳 , 价 亦 太 
贵 , 倘 严 选 而 精 印 , 于 读者 当 更 有 益 。 顾 北 事 正 亦 未 可 知 , 我 疑 
必 肯 奴 而 肤 主 , 留 所 谓 面子 , 其 状 与 战区 同 。 珍 籍 南 迁 , 似 未 确 ， 
书籍 价 不 及 钟 易 , 迁 之 何 为 。 校 长 亦 未 纷 来 , 二 代表 则 有 之 ， 即 
白 与 许 , 曾 见 许 君 , 但 未 问 其 结果 , 料 必 不 得 要 领 而 已 。 

上 海 亦 曾 大 迁 避 , 或 谓 将 被 征 , 或 谓 将 征 披 , 纷纷 奔 窜 , 汽车 
价 曾 至 十 倍 ， 今 已 稍 定 ， 而 邻 人 十 去 其 六 七 ， 入 夜 阅 彼 ， 如 居 乡 
村 , 盖 亦 “闲适 ”之 一 境 , 惜 又 不 似 * 人 间 世 ” 耳 。 

《4 死 强 灵 》 出 单行 本 时 , 《世界 文库 》 上 亦 正 登 毕 , 但 不 更 为 译 
第 二 部 , 因 《 译 文 》 之 天 , 郑 君 有 下 石 之 嫌疑 也 。 此 祝 
康吉 

树 上 十 二 月 三 夜 


1101 致 母 亲 
母亲 大 人 膝下 , 敬 豪 者 , 收 到 小 包 后 , 即 复 一 信 , 想 已 到 。 十 六 日 


来 示 , 今 已 收 到 矣 。 
大 人 牙 已 拔 去 , 又 并 不 痛 , 基 好 , 其 实时 时 要 痛 , 原 不 如 拔 去 
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为 佳 , 惟 此 后 食物 , 务 乞 多 用 柔软 之 物 , 以 免 胃 不 消化 为 要 。 
后 园 之 树 ,想起 来 亦 无 甚 可 种 ,因为 地 土 原 系 炉 灰 所 填 , 所 
以 不 合 于 种 树 。 白 杨 易于 种 植 , 尚且 不 能 保存 , 似乎 可 以 不 
必 补 种 了 。 

海 婴 仍然 每 日 往 幼 锥 园 , 尚 听话 。 新 的 下 门牙 两 枚 , 已 经 出 
来 , 昨 已 往 牙 医 处 将 旧 牙 拔 去 。 

上 海 已 颇 冷 ， 富 中 于 昨 已 生火 炉 。; 男 及 害 马 均 安 好 ， 务 请 


勿 念 。 
专 此 布 达 , 蕉 请 
金 安 
男 树 叩 上 广 平 及 海 婴 同 昌 十 二 月 四 日 
1102 致 王 冶 秋 
野 秋 兄 ， 


上 昨 得 十 一 月 廿 八 日 函 ; 前 一 函 并 令 郎 照相 ,， 亦 早 收 到 , 看 起 
来 简直 是 一 个 北方 小 孩 , 盖 服 装 之 故 。 其 实 各 种 举动 , 皆 环 境 之 
故 , 我 的 小 孩 ,一 向 关 在 家 里 , 态度 颇 特 别 , 而 口吻 遂 象 成 人 , 今 
年 送 入 幼稚 园 , 则 什么 都 和 普通 孩子 一 样 了 , 尤其 是 想 在 街头 买 
东西 吃 。 

《4 新 文学 大 系 》 是 我 送 的 , 不 要 还 钱 , 因为 几 张 “ 国 币 ”, 在 我 
尚 无 影响 ,你 若 拿 出 , 则 冤 矣 。 此 书 约 编辑 十 人 , 每 人 编辑 费 三 
百 , 序文 毎 千 字 十 元 , 化 钱 不 可 谓 不 多 , 但 其 中 有 几 本 颇 草 草 , 序 
文 亦 无 可 观 也 。 
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《杂文 ?上 海 闻 禁 售 , 第 二 本 丽 不 可 得 , 但 当 留 心 砚 之 。 

对 于 4 题 未 定 草 》, 所 论 极 是 , 世上 实 有 被 打 嘴 巴 而 反 高 兴 的 
人 ,所 以 无 法 可 想 。 我 这 里 也 偶 有 人 寄 骂 我 的 文章 来 ， 久 不 管 ， 
他 便 焦 急 的 问 人 道 ; 他 为 什么 还 不 回回 呢 ? 盖 “名 利 双 收 " 之 法 ， 
占有 多 种 。 不 过 虽 有 痊 , 却 亦 有 利 , 此 类 英雄 , 被 加 之 后 , 于 他 有 
益 , 但 于 读者 也 有 益 = 于 他 又 有 损 , 因为 气焰 究竟 要 衰 一 点 , 而 
有 些 读者 , 也 因此 看 见 那 狐 狸 尾巴 也 。 

张 英雄 新 近 给 我 一 信 , 又 有 《文学 导报 ?征稿 之 印刷 品 寄 来 ， 
编辑 者 即 此 英雄 , 但 这 回 大 约 没有 工夫 回答 了 。 

《 果 戈 理 选集 》, 想 于 明年 出 全 , 我 所 担任 的 还 有 一 本 半 , 而 
一 个 字 也 没有 ,因为 忙于 打杂 ; 现在 在 做 以 神话 为 题材 的 短篇 
小 说 , 须 年 底 才 完 。《 陀 氏 学 校 》 的 德 文本 , 我 没有 了 ,在 希 公 统 
治之 下 , 出 版 者 似 已 搬 到 捷克 去 , 要 买 也 不 容易 , 所 以 总 不 见得 
翻译 。 另 外 也 还 有 几 本 童话 在 手头 , 别人 做 的 , 很 好 , 但 中 国 即 
译 出 也 不 能 发 卖 。 当 初 在 《译文 ?投稿 时 , 要 有 意义 , 又 要 能 公 
开 ， 所 以 单 是 选材 料 , 就 每 月 要 想 几 天 。 

《译文 > 至 今 还 找 不 到 出 版 的 人 , 自己 们 又 无 资本 , 所 以 还 搁 
着 。 已 出 的 一 年 , 兄 有 否 ? 如 无 , 当 寄 上 , 因为 我 有 两 部 , 即 不 送 
人 , 后 来 也 总 是 几 文 一 斤 , 称 给 打鼓 担 的 。 

至 于 讲 五 四 运动 的 那 一 篇 文章 ， 找 不 出 。 以 前 似 忘 记 了 答 
复 , 今 补 告 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
时 社 

樹 上 十 二 月 四 夜 
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1103 和 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

十 一 月 二 十 一 日 信 早 收 到 。 此 间 已 较 安 静 ， 但 关于 北方 的 
消息 则 多 , 时 弛 时 紧 , 但 我 看 大 约 不 久 会 告 一 段落 。 

寄 E 君 信 , 附 上 一 稿 , 乞 兄 译 后 寄 下 。《 文 学 百科 全 书 》 第 7 
本 已 寄 到 ,日 内 当 寄 奉 。 

上 海 已 冷 。 市 面 其 萧条 ,书籍 销路 减少 , 出 版 者 也 更 加 凶 起 
来 , 卖 文 者 几乎 不 能 生活 。 我 目下 还 可 敷衍 ,不 过 不 久 恐 怕 总 要 
受到 影响 。 

但 寅 中 均 平 安 。 自 己 身体 也 好 ， 不 过 忙于 打杂 ， 殊 觉 苗 恼 
而 已 。 

专 此 布 达 , 即 请 
冬 安 

弟 树 上 十 二 月 上 日 


[附件 ] 


P.E. 先生 : 

让 二 月 二 日 的 信 , 我 已 收 到 。 我 所 寄 的 中 国 纸 , 得 了 这 样 的 
一 个 结果 , 真是 出 于 意料 之 外 , 因为 我 是 将 你 的 姓名 和 住址 , 明 
白 的 告诉 了 被 委托 者 的 。 里 面 还 有 K. Meffert 刻 的 《Zement》 的 
图 画 , 也 不 知道 怎么 样 了 。 那 么 , 纸 已 不 能 寄 , 因为 我 再 找 不 出 
更 好 的 方法 了 。 
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看 来 信 , 好 象 你 已 经 寄 给 过 我 木刻 。 但 我 也 没有 收 到 。 

这 一 次 , 我 从 邮局 挂号 寄 出 一 包 ， 内 仍 是 《Zement》 一 本 ， 
《Die Jagd nach dem Zaren》 一 本 , 又 有 几 种 信 艇 ,是 旧时 代 的 智 
识 者 们 用 的 ; 更 在 也 还 有 人 用 。 那 制 法 , 是 画 的 是 一 个 人 , 刻 的 和 
印 的 都 是 别 一 个 人 , 和 欧洲 古 时 候 的 木刻 的 制 法 一 样 。 我 希望 这 
一 回 你 能 收 到 。 至 于 现在 的 新 的 木刻 , 我 觉得 今年 并 没有 发 展 。 

Pushkin 的 著作 , 中 国有 译本 , 却 没有 插画 的 。 

你 来 信 以 为 我 懂 俄 文 , 是 误解 的 , 我 的 前 一 回 的 信 , 是 托 朋 
友 代 写 的 , 这 一 回 也 一 样 。 我 自己 并 不 懂 。 但 你 给 我 信 时 , 用 俄 
文 也 不 要 紧 , 我 仍 可 托 朋 友 代 看 , 代 写 , 不 过 回信 人 述 一 点 而 已 。 

[十 二 月 六 日 


1104 致 章 锡 琛 


雪村 先生 : 

惠 书 所 说 的 里 书 和 总 目 ， 其 实 正 是 本 文 的 题目 和 分 目 。 至 
于 全 书 的 小 引 ( 有 无 未 定 ), 总 目 和 里 书 , 还 在 我 这 里 , 须 俊 本 文 
排 完 后 交 出 , 那 时 另 用 罗马 字 记 页 数 , 与 本 文 不 连 。 

所 以 现在 就 请 将 原稿 的 第 一 页 , 补 排 为 1〈2 空白 ), 目录 补 
排 为 3。 文章 是 5 起 , 已 在 校 样 上 改正 了 。 

专 此 布 复 , 并 请 
道 安 

树 ” 顿 首 十 二 月 七 日 
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1105 致 徐 懋 庸 


乞 转 
徐 先生 : 

萧 君 有 一 封 信 ， 早 已 交 出 去 了 ， 我 想 先 生 大 约 可 以 思 转 
看 到 。 

还 是 由 先生 约 我 一 个 日 期 好 , 但 不 要 上 午 或 傍晚 , 也 不 要 在 
礼拜 天 。 

专 布 , 即 颂 
时 绥 

殉 ” 顿 首 十 二 月 十 二 日 


1106 和 致 杨 卉 云 


替 云 先生 ， 
久 朴 问候 , 想 动 定 一 切 佳 胜 ? 
前 嘱 作 书 , 质 始 写 就 , 拙劣 如 故 , 视 之 汗颜 ,但 亦 只 能 姑且 寄 
奉 , 所 谓 塞责 看 耳 。 埋 之 箱底 , 以 施 晒 鱼 , 是 所 愿 也 。 专 此 布 达 ， 
并 请 
道 安 
迅 顿 首 十 二 月 十 二 日 
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1107 致 周 剑 英 


剑 英 先生 : 

惠 函 收 到 。《 伪 自由 书 》 中 的 文章 , 诚 如 来 信和 所 说 ,大抵 发 表 
过 的 ,而 出 版 后 名 被 禁止 ， 殊 可 笑 。 今 已 托 书 店 寄 上 一 其 , 后 又 
出 有 <《 准 风月 谈 》 一 本 ,顺便 一 并 寄 赠 。 二 者 皆 手 头 所 有 , 并非 买 
来 ,万 勿 以 代价 寄 下 为 要 。 

我 的 意见 , 都 陆续 写 出 , 更 无 秘 策 在 胸 , 所 以 “人 生计 划 ” 实 
无 从 开 列 。 总 而 言 之 , 我 的 意思 甚 浅显 : 随时 为 大 家 想 想 , 谋 点 


利益 就 好 。 
我 的 通信 处 是 ;上 海北 四 川路 底 、 内 山 书 店 转 。 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 
鲁 迅 十 二 月 十 四 日 
1108 致 杨 界 云 
等 云 先 生 ， 


惠 示 诵 悉 。 腹 疾 已 愈 否 ? 为 念 。 

集中 国文 字 狱 史料 ， 此 举 极 紧 要 ， 大 约 起 源 古 侨 。 清 朝 之 
狱 ,往往 亦 始 于 汉人 之 告密 , 此 事 又 将 于 不 远 之 日 见 之 。 

近来 因 译 《 死 魂 灵 六 并 写 短 文 打杂 , 什么 事 也 无 片段 。 翻 详 
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已 止 , 但 文集 尚未 编 , 出 版 恐 不 能 望 之 书局 , 因为 他 们 要 不 危险 
而 又 能 赚钱 者 , 我 的 东西 ,是 不 合格 的 。 

国事 至 此 , 始 云 “ 保 障 正当 与 论 ” “正当 ” 二 字 , 加 得 真 真 陪 
明 , 但 即使 真 给 保障 , 这 代价 可 谓 大 极 了 。 

关于 我 的 记载 , 虽 未 见 , 但 记得 有 人 提起 过 , 常州 报 上 , 一定 
是 从 沪 报 转载 的 , 请 不 必 觅 寄 。 此 种 技 俩 , 为 中 国 所 独 有 , 殊 可 
联 。 但 因 可 耻 之 事 , 世间 不 以 为 奇 , 故 诬 茂 北 亦 失效 , 充 其 极 致 ， 
不 过 和 欲 人 以 我 为 小 人 , 然而 今 之 讽 疯 者 , 正 非 君 子 也 。 倘 遇 真 小 
人 ,他们 将 磷 头 之 不 暇 矣 。 

上 海 已 见 冰 。 贱 躯 如 常 , 可 告慰 也 。 

专 此 布 达 , 并 颂 

迅 顿 首 十 二 月 十 九 日 


1109 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

十 五 日 信 已 到 , 并 代 译 的 信 , 谢谢 ! 

上 海 一 切 如 故 , 出 版 界 上 , 仍然 狐 鼠 成 群 , 此 辈 决 不 会 改 悔 。 
近来 始 有 “保护 正当 与 论 ? 之 说 ,“ 正 当 ” 二 字 , 加 的 真 真 聪明 , 但 
即使 真 加 保护 , 这 代价 也 可 谓 大 极 。 不 过 这 也 是 空 言 , 情 强 者 ， 
未 有 不 欺 弱 的 。 

谤 君 之 事 , 报 载 未 始 无 因 ,《 译 文 》 之 停刊 , 颇 有 人 疑 他 从 中 
作怪 , 面 生活 事 店 貌 作 左 傾 , 一 面 压 迫 我 辈 ,故我 退 开 。 但 《 死 费 
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灵 》 第 一 部 , 实 已 登 毕 。 

青年 之 遭 惨 遇 , 我 已 目睹 数 次 , 真是 无 话 可 说 , 那 结 果 , 是 反 
使 有 一 些 人 可 以 邀 功 ， 一面 又 向 外 夸 称 “ 民 气 ”。 当 局 是 向 来 媚 
于 权贵 的 。 高 教 此 后 当 到 处 扫地 ， 上 海 早 不 成 样子 。 我 们 只 好 
混 几 天 再 看 。 

书 的 销路 , 也 大 跌 了 ,北新 已 说 我 欠 账 , 但 是 他 们 玩 的 花样 ， 
亦 未 可 知 。 于 我 的 生活 , 此 刻 尚 可 无 影响 , 俊明 年 再 看 。 寓 中 均 
安 , 可 请 勿 念 。 史 兄 病故 后 , 史 媳 由 其 母 家 接 去 , 云 当 旅行 。 三 
月 无 消息 。 兄 如 与 三 兄 通 信 , 乞 便 中 一 问 , 究竟 已 到 那 边 否 。 专 


此 布 达 , 即 请 
冬 安 
第 除 上 十 二 月 十 九 日 
1110 致 赵 家 壁 
家 壁 先生 : 


数 日 前 寄 奉 一 函 , 想 已 达 。 近 来 常 有 关于 我 的 谣言 , 谓 要 挤 
出 何人 , 打倒 何人 , 研究 语气 , 颇 知 谣言 之 所 从 出 , 所 以 在 文坛 之 
闻 人 绅士 所 聚会 之 阵营 中 , 拟 不 再 投稿 ,以 省 闲 气 , 前 回 说 过 的 
那 一 个 短篇 ,也 不 寄 奉 了 。 

专 此 布 达 , 即 请 
著 安 

鲁 迅 十 二 月 二 + 一 日 


母亲 


金 安 
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1111 致 母 素 


大 人 膝下 , 敬 豪 者 ,十 七 日 手 论 , 已 经 收 到 , 备 悉 一 切 。 上 海 
近来 尚 称 平静 , 不 过 市 面 日 见 萧条 , 店铺 常常 倒闭 , 和 先前 
也 大 不 相同 了 。 褒 中 一 切 平安 ,请 勿 念 。 海 婴 也 很 好 , 比 夏 
天 胖 了 一 些 , 现 仍 每 天 往 幼稚 园 , 已 认得 一 百 多 字 , 虽 更 加 
懂事 , 但 也 刁钻 古怪 起 来 了 。 男 的 朋友 , 常常 送 他 玩具 , 比 
起 我 们 的 孩子 时 代 来 , 真是 阔 气 得 多 , 但 因此 他 也 不 大 爱 
惜 ， 常 将 玩具 拆 破 了 。 

一 礼拜 前 ， 给 他 照 了 一 张 相 ， 两 三 天 内 可 以 去 取 。 取 来 之 
后 , 当 寄 奉 。 

由 前 一 信 , 知 和 和 森 哥 也 在 北京 , 想必 仍 住 在 我 家 附近 , 见 时 
请 为 男 道 候 。 他 的 孩子 , 想起 来 已 有 十 多 岁 了 , 男 拟 送 他 两 
本 童话 , 当 同 海 婴 的 照片 , 一 井 寄 回 , 收 到 后 请 转交 。 老 三 
因 闭 北 多 谣言 ， 搬 了 房子 ， 离 男 寅 很 远 ， 但 每 礼拜 总 大 约 可 
以 见 一 次 。 他 近来 身体 似 尚好 , 不 过 极 忙 ， 而 且 窘 ， 好 象 八 
道 湾 方面 , 逼 钱 颇 凶 也 。 

专 此 布 达 , 恭 清 


男 樹 叩 上 广 平 海 婴 同 中 十 二 月 二 + 一 日 
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1112 致 合 静 农 


伯 简 兄 ， 

十 六 日 信 已 到 。 过 沪 乞 惠 临 ， 厦 门 似 无 出 产品 ， 故 无 所 和 需 
也 。 北 平 学 生 游行 , 所 遭 与 前 数 次 无 异 , 闻 之 惨 然 , 此 照例 之 饰 
终 大 典 耳 。 上 海 学 生 , 则 长 跪 于 府 前 , 此 真 教育 之 效 , 可 羞 其 于 
陨 亡 。 

南阳 杨 君 , 已 寄 拓 本 六 十 五 幅 来 , 纸 墨 俱 佳 , 大 约 此 后 尚 有 
续 寄 。 将 来 如 有 了 眼 了 豫 , 当 并 旧 藏 选 印 也 。 


贱 躯 无 盖 , 可 释 远 念 。 
时 绥 
列 ” 顿 首 十 二 月 廿 一 夜 
1113 致 王 冶 秋 
冶 秋 兄 : 


九 日 信 早 到 。《 译 文 》 已 托 书 店 寄 出 : 关于 拉丁 化 书 , 则 由 别 
一 书店 寄 上 三 种 (划一 种 是 我 的 议论 , 他 们 辑 印 的 ), 或 已 先 到 。 
此 种 拉丁 化 , 盖 以 山东 话 为 根本 , 所 以 我 们 看 起 来 , 颇 有 难 懂 之 
处 ,但 究 而 言 之 , 远 胜 于 罗马 字 挤 法 无 疑 。 

今日 已 收 到 杨 君 寄 来 之 南阳 画 象 拓片 一 包 , 计 六 十 五 张 , 此 
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后 当 尚 有 续 寄 ， 款 如 不 足 ， 望 告知 ， 当 续 汇 也 。 这 些 也 还 是 古 之 
痊 人 鸣 冢 幕 中 物 ， 有 神话 有 变 戏 法 的 ， 有 音乐 队 ， 也 有 车 马 行 
列 , 恐 非 “ 土 财主 ”所 能 办 , 其 比 别 的 汉 画 稍 粗 者 ， 因 无 石壁 画 象 
故 也 。 石 室 之 中 , 本 该 有 瓦 器 铜 镜 之 类 , 大 约 早 被 人 检 去 了 。 
饭碗 消息 如 何 ? x * 文 我 曾 见 过 , 似 颇 明白 ,而 不 料 如 此 之 坏 。 
至 于 x Xx x x x xxx 大 人 , 则 前 曾 相 识 , 固 一 圆滑 无 比 者 也 。 
小 说 商务 不 收 , 改 送 中 华 , 尚 无 回信 。 此 复 , 即 颂 
时 绥 
村 上 二 二 月 廿 一 夜 


1114 致 叶 紫 


芷 兄 ， 

来 信 收 到 。 对 于 小 说 ,他 们 只 管 攻击 去 ， 这 也 是 一 种 广告 。 
总 而 言 之 , 它们 只 会 作 狗 叫 ， 谁 也 做 不 出 一 点 这 样 的 小 说 来 ,这 
就 够 是 它们 的 死 症 了 。 

附 书 两 本 , 也 收 到 。 为 《漫画 和 生活 》, 我 是 准备 做 一 点 的 ， 
不 过 幽默 文章 , 一 时 写 不 出 , 近来 又 为 了 杂文 , 没有 想 一 想 的 工 
夫 , 只 好 等 阳历 明年 了 。 至 于 吴 先 生 要 我 给 《殖民 地 问题 》 一 个 
批评 , 那 可 真象 要 我 批评 诸葛 武 侯 八卦 阵 一 样 , 无 从 动笔 。 

《 星 》 在 我 这 里 , 改正 之 类 , 近来 实在 办 不 到 了 。 

专 此 布 复 , 即 请 
刻 安 殉 上 十 二 月 廿 二 夜 

原件 此 字 及 下 行 数字 被 涂 去 。 
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狗 报 上 关于 你 的 名 字 之 类 , 何以 如 此 清楚 , 奇怪 ! 


1115 致 李 小 峰 


小 峰 兄 ， 

惠 示 诵 悉 。《 集 外 集 拾遗 > 抄 出 大 半 , 尚 有 数 篇 在 竟 期 刊 , 编 
好 须 在 明年 了 。 

北新 以 社会 情形 和 内 部 关系 之 故 , 自 当 渐 不 如 前 ,但 此 非 我 
个 人 之 力 所 能 如 何 , 而 况 我 亦 年 渐 衰 迈 , 体力 已 不 如 前 哉 ? 区 区 
一 二 本 书 , 恐 无 其 效 , 而 北新 又 须 选择 ,我 的 作品 又 很 不 平稳 , 如 
何 是 好 。 

附 箋 井 稿 一 件 , 乞 转交 赵 先 生 。 

迅 頼 首 十 二 月 二 十 三 日 


1116 致 赵 景 深 


景 深 先生 : 

示 敬 悉 。 附 呈 一 短文 , 系 自己 译 出 , 似 尚 非 无 关系 文字 , 可 
用 否 乞 ” 裁 酌 。 

倘若 录用 ，, 希 在 第 二 期 再 登 , 因为 我 器 与 天 下 文坛 闻 人 , 一 
同 在 第 一 期 上 光武 扬威 也 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 迅 顿 首 十 二 月 二 十 三 日 
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1117 致谢 六 移 


六 逸 先生 : 
惠 示 诵 悉 。 看 近来 稍稍 直 说 的 报章 , 天 窗 满 纸 , 华北 虽然 脱 
体 , 华南 却 仍 旧 箱 口 可 知 , 与 其 知 知 吐 吐 以 费 发 表 而 仍 不 达意 ， 
还 不 如 一 字 不 说 之 痛快 也 。 
专 此 布 复 , 并 请 
撰 安 
鲁 迅 顿 首 十 二 月 甘 四 日 


1118 致 叶 紫 


芷 兄 ， 
来 信 收 到 。 账 已 算 来 , 附 上 账单 , 拿 这 到 书店 , 便 可 取款 。 
专 此 布 达 , 即 颂 

刻 安 湖 上 十 二 月 二 十 八 夜 


1119 致 王 冶 秋 


冶 秋 兄 : 
十 四 晚 信 收 到 。 看 杨 君 寄 来 的 拓片 , 都 是 我 之 所 谓 连 史 纸 ， 
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并 非 洋 纸 , 那么 , 大 约 是 河南 人 称 连 史 为 “ 磅 纸 " 的 了 。“ 磅 ” 守 有 
洋气 , 不 知道 何以 要 用 这 一 个 字 。 

《 表 》 的 译文 , 因 匆 匆 写 完 , 可 改 之 处 其 多 。“ 挫 折 ” 是 可 改 为 
“ 姜 " 的 , 我 们 那里 叫 “ 冶 ”, 一 音 之 转 。 但 “原谅 "和 “ 饶 ” 却 不 问 ， 
比较 的 比 “ 饶 ”还 要 平等 一 点 

最 准 的 是 记 洒 "不及 和 格 ”我 是 地 好 丸 如 于 址 不 测 汪 这 这 
并 不 是 “不 成 器 ?或 “不 成 材料 ”只 是 “有 所 欠缺 ”的 意思 , 狂言 从 
智 识 到 品行 , 都 不 及 普通 人 一 一 但 教育 起 来 , 是 可 以 好 的 。 

那 两 篇 小 说 , 又 从 中 华 回来 了 , 别处 无 路 , 只 能 搁 一 搁 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

过 ”上 トニ 月 廿 九 日 


[所 
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1120 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

一 月 一 日 信 收 到 。《 城 与 年 > 说明, 早 收 到 了 ,但 同时 所 寄 的 
信 一 封 , 却 没 有 , 恐 己 失 落 。 黄 米 己 収 名, 谢谢 ; 陈 君 函 约 于 八 日 
上 午 再 访 我 , 拟 与 一 谈 。 

北方 学校 事 , 此 地 毫 无 所 知 , 总 之 不 会 平静 , 其 实 无 论 迁 到 
那里 , 也 决 不 会 平安 。 我 看 外 交 不 久 就 要 没有 问题 ,于 是 同心 协 
力 , 整顿 学 风 , 学 生 又 要 吃苦 了 。 此 外 , 则 后 来 之 事 , 殊 不 可 知 ， 
只 能 临时 再 定 办 法 。 

新 月 博士 常 发 廖 论 ， 都 和 官僚 一 鼻孔 出 气 ， 南 方 已 无 人 
信之 。 

《4 译文》 恐怕 不 能 复刊 。 倘 是 少年 读物 , 我 看 是 可 以 设法 出 
版 的 , 译 成 之 后 , 望 寄 下 。 

上 海 今年 过 年 , 很 静 ， 大 不 如 去 年 ， 内 地 穷 了 , 洋人 无 血 可 
吸 , 似乎 也 不 其 兴高采烈 。 我 们 如 常 , 勿 念 。 我 仍 打杂 , 合计 每 
年 译作 , 近 三 四 年 几乎 倍 于 先前 , 而 有 些 英雄 反 说 我 不 写 文章 ， 
真 令 人 觉得 奇怪 。 
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它 嫂 已 有 信 来 ， 到 了 那 边 了 。 我 们 正在 为 它 兄 印 一 译 述 文 
字 的 集 子 , 第 一 本 约 三 十 万 字 , 正在 校对 , 夏 初 可 成 。 前 (去 年 ) 
寄 《 文 学 百科 辞典 》 两 本 , 不 知已 到 和 否 ? 
专 此 布 复 , 即 请 
春 安 
弟 隐 上 一 月 五 夜 


1121 致 胡 风 - 
有 一 件 很 麻烦 的 事情 拜托 你 。 即 关于 茅 的 下 列 诸 事 ， 给 以 


一 ,其 地 位 ， 

二 ,其 作风 , 作风 (Style) 和 形式 (Form) 与 别 的 作家 之 区 别 。 

三 ,影响 一 一 对 于 青年 作家 之 影响 , 布尔 乔 亚 作家 对 于 他 的 

这 些 只 要 材料 的 记述 , 不 必 做 成 论文 , 也 不 必修 饰 文字 ; 这 
大 约 是 做 英 译本 《4 子夜 的 序 文 用 的 , 他 们 要 我 写 , 我 一 向 不 留心 
此 道 , 如何 能成 , 又 不 好 推卸， 所 以 只 好 转 托 你 写 , 务 乞 拨 元 一 
做 , 自然 最 好 是 长 一 点 , 而 且 快 一 点 。 

如 须 买 集 材料 , 望 暂 一 垫 , 做 后 赔偿 损失 。 专 此 布 达 , 即 頒 
春 祺 





隼 上 一 月 五 夜 
附 上 “ 补 白 ” 两 则 , 可 用 否 ? 乞 酌 。 又 及 
* ”此 信 称呼 被 收 信人 裁 去 。 


1122 致 徐 北 席 


请 转 
徐 先 生 , 元旦 信 早 收 到 。《 海 燕 》 未 闻 消 息 , 不知 如何 了 。 

文章 号 了 一 点 , 今 寄 上 , 并 无 好 意思 , 或 者 不 如 登 在 《每 周文 
学 》 上 《现实 文艺 》 还 是 不 登 这 篇 罢 。 

年 底 编 旧 杂文 , 重读 野 容 , 田汉 的 两 篇 化 名 文章 , 真有 些 “ 百 
感 交 集 "。 

来 信 中 所 说 的 那 位 友人 , 虽 是 好 意 ,但 误解 的 ,我 并 非 养 师 ， 
自己 留 下 秘诀 , 一 想到 , 总 是 说 出 来 , 有 什么 “不 肯 ” 至 于 “ 少 写 
文章 ”也 并 不 确 , 我 近 三 年 的 译作 , 比 以前 要 多 一 倍 以上 , 丝毫 
没有 懒 下 去 。 所 以 他 的 苦闷 , 是 由 幻想 而 来 的 ,不 是 好 事情 。 

此 复 , 即 请 


春 安 
豫 上 一 月 七 日 
1123 致 黄 源 
河清 先生 : 
来 信 并 苹 君 赠 书 ,已 收 到 。 


神经 痛 已 渐 好 , 再 有 两 天 , 大 约 就 可 以 全 好 了 。 
《 死 魂 灵 》 校 正 交 出 后 , 已 将 稿子 充 去 , 所 以 现在 无 可 再 抄 ， 
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只 得 


著 鹤 


母亲 








拉倒 。 
专 此 布 复 , 即 请 
进 ” 于 -二 月 及 中 
1124 至 亲 
大 人 膝下 , 敬 豪 者 , 一 月 四 日 来 信 , 前 日 收 到 了 。 孩 子 的 照 


相 , 还 是 去 年 十 二 月 十 三 寄 出 的 , 竞 还 未 到 , 可 谓 述 慢 。 不 
知 现在 已 到 否 , 殊 念 。 

桨 鸡 及 讽 瓜 等 一 大 箱 , 今日 收 到 , 当 分 一 份 出 来 , 明日 送 与 
老 三 去 

海 婴 是 够 活泼 的 了 , 他 在 家 里 每 天 总 要 闻 一 两 场 祸 , 阴历 年 
底 ， 幼 稚 园 要 放 两 礼拜 假 ， 家 里 的 人 都 在 发 愁 。 但 有 了 时 是 
肯 听 话 , 也 讲 道理 的 , 所 以 近 一 年 来 ,不 但 不 挨打 ,也 不 大 挨 
加 了 。 他 只 怕 男 一 个 人 ,但 又 说 , 男 打 起 来 , 声音 虽然 响 , 却 
不 痛 的 。 

上 海 只 下 过 极 小 的 雪 ， 并 不 比 去 年 冷 ， 帘 里 却 已 经 生 了 火 
炉 了 。 海 婴 胖 了 许多 ， 比 去 年 夏天 又 长 了 一 寸 光 景 。 男 及 
害 马 亦 均 好 , 请 勿 念 。 

紫 佩 生日 , 当 由 男 从 上 海 送礼 去 , 家 里 可 以 不 必 管 了 。 

专 此 布 达 , 恭 请 


男 树 叩 上 广 平 及 海 婴 同 咖 一 月 八 日 
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1125 致 叶 此 


芷 兄 ， 

四 日 信 收 到 。 不 明 底 细 的 书店 , 我 不 想 和 他 们 发 生 关 系 了 ， 
开 首 说 得 好 好 的 , 后 来 会 出 意外 的 麻烦 。 壁 如 《4 二 心 集 》, 我 就 不 
主张 去 检查 , 然而 稿 一 付 去 , 权 在 书店 , 无 法 阻止 。 

所 以 请 你 回复 那 书店 : 我 不 同意 。 

那 集 子 里 , 有 几 篇 到 现在 也 还 可 存留 , 我 自己 要 设法 印 它 出 
来 , 才 可 以 不 至 于 每 页 字数 排 得 很 少 , 填 厚 书本 , 而 定价 一 元 。 

此 复 , 并 颂 


年 禧 
陀 上 一 月 九 夜 
1126 致 昔 军 
刘 军 兄 ， 
草 有 信 来 , 今 转 上 。 
你 的 旧 诗 比 新 诗 好 , 但 有 些 地 方 有 名 士气 。 
我 在 编 集 去 年 的 杂 感 , 想 出版 。 


我 们 想 在 旧历 年 内 , 邀 些 人 吃 一 回 饭 。 一 俊 计 画布 置 妥 帖 ， 
当 通 知 也 。 
专 此 布 达 , 并 贺 
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驳 上 一 月 十 四 日 
太太 均 此 请 安 。 


1127 致 王 冶 秋 


治 秋 見 : 

十 三 日 信 收 到 。 副 刊 有 限制 , 又 须 有 意义 , 这 戏法 极 不 容易 
变 , 我 怕 不 能 投稿 。 近 几 年 来 , 在 这 里 也 玩 着 带 了 锁链 的 跳舞 ， 
连 自己 也 觉得 无 聊 , 今年 虽 已 大 有 “保护 正当 与 论 " 之 意 , 但 我 倒 
想 不 写 批评 了 ,或 者 休息 ,或 者 写 别 的 东西 。 

农 在 沪 见 过 , 那 时 北 行 与 否 尚未 定 , 现在 才 知 道 他 家 着 尚未 
南 行 。 他 暂时 静 静 也 好 , 但 也 未 必 就 这 样 过 下 去 , 因为 现在 的 时 
候 , 就 并 不 是 能 这 样 过 下 去 的 时 候 。 

《故事 新 编 》 今 天 才 校 完 ， 印 成 总 得 在 “ 夏 历 " 明年 了 。 成 后 
当 寄 上 。 内 容 颇 有 些 油 滑 , 并 不 佳 。 


此 复 , 即 頒 
年 禧 树 上 一 月 十 人 日 
1128 和 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 ， 


十 四 日 信 已 到 。 和 《 城 与 年 > 同时 所 发 之 信 , 后 来 也 收 到 了 。 
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小 说 两 种 , 己 井 我 洋之 《 死 魂 旭 》, 于 前 日 一 并 寄 上 , 不知 收 到 否 ? 
小 说 写 得 不 坏 , 而 售卖 不 易 , 但 出 版 以 后 , 千 部 已 将 售 尽 ,也 算 
快 的 。 

木刻 那 边 并 无 新 的 寄 来 ， 寄 纸 去 则 被 没收 ， 且 因 经 济 关系 ， 
只 能 暂停 印行 。 从 去 年 冬 起 , 数 人 集资 为 它 兄 印 译 著 , 第 一 本 约 
三 十 万 字 ( 丝 论文 ), 由 我 任 编校 , 拟 于 三 月 初 排 完 , 故 也 颇 忙 ,此 
本 如 发 卖 顺 利 , 则 印 第 二 本 , 算是 完毕 。 

此 地 已 安静 , 大 家 准备 过 年 , 究 况 还 是 爱 阴 历 。 我 们 因 不 内 
帐 , 所 以 倒 不 容 急 , 只 须 买 一 批 食物 , 因 须 至 四 日 才 开 市 也 。 报 
章 在 阳历 正月 已 停 过 四 天 ， 现 又 要 停 四 天 ， 只 要 有 得 停 ， 就 谁 
都 愿意 。 

我 们 都 好 的 , 可 释 念 。 三 兄 力 劝 我 游历 , 但 我 未 允 , 因此 后 其 
觉 为 难 , 而 家 眷 ( 母 ) 生 计 , 亦 不 能 不 管 也 。 

专 此 布 达 , 井伏 
年 禧 

弟 殉 ” 顿 首 一 月 廿 一 夜 


1129 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 齋 者 , 一 月 十 三 日 信 , 早 收 到 。 海 婴 已 放假 , 在 
家 里 玩 , 这 一 两 天 , 还 不 算 大 闹 。 但 他 考 了 一 个 第 一 ,好 象 
小 孩子 也 要 摆 阔 ， 竟 说 来 说 去 ， 附 上 一 艇 , 上 半 是 他 自己 写 
的 , 也 说 着 这 件 事 , 今 附 上 。 他 大 约 已 认识 了 二 百 字 , 曽 対 
男 说 , 你 如 果 字 写 不 出 来 了 , 只 要 问 我 就 是 。 
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丈 量 家屋 的 事 , 大 约 不 过 要 一 些 钱 而 已 ,已 函 托 紫 似 了。 

上 海 这 儿 大 颇 冷 ,大 有 过 年 景象 ,这 里 也 还 是 阴历 十 二 月 底 
象 过 年 。 寅 中 只 买 一 点 食物 , 大 家 吃 吃 。 男 及 害 马 与 海 婴 均 
好 , 请 勿 念 。 

善 先 很 会 写 了 , 但 男 所 记得 的 , 却 还 是 一 个 小 孩子 。 他 的 回 
信 , 稍 暇 再 写 。 专 此 布 达 , 恭 请 





男 中 上 一 月 二 十 一 日 
1130 致 孟 十 还 
十 还 先生 ， 


来 信 收 到 。《 死 瑰 灵 》 译 本 和 图 解 不 同 之 处 , 只 将 “邮政 局 
长 ”改正 , 这 是 我 诺 错 的 , 其 余 二 处 , 德 译 如 此 , 仍 照旧 , 只 在 图 序 
上 略 说明 。 

《 魏 》 上 的 两 个 名 字 ,， 德 译作 Seminarist〈 研 究 生 或 师范 生 ) 
和 Schiiler( 学 生 [ 非 大 学 生 ])， 日 译作 神学 生 (Bogosrov 的 时 
候 , 则 译作 “神学 科 生 ”) 和 寄宿 生 。 我 们 无 从 知道 那 时 的 神学 校 
的 组 织 , 所 以 也 无 从 断定 究 竞 怎样 译 才 对 。 

不 过 据 德 译 及 先生 所 示 辞 书 的 解释 推 想 起 来 ， 神 学 校 的 学 
生 大 约 都 是 公费 的 , 而 Bursak 是 低 年 级 (所 以 德 译 但 笼统 谓 之 
生徒 ), Seminarist 却 是 高 等 班 ,已 能 自己 研究 , 也 许 还 教 教 低 年 
级 生 。 不 过 这 只 是 我 的 推 想 , 不 能 用 作 注 解 。 

我 想 ; 译名 也 只 好 如 德 文 的 含糊 , 译作 “学 生 ” 和 “研究 生 ” 
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(但 读者 也 能 知道 研究 生 比 学 生 高 级 ) 罢 。 此 颂 
年 袖 
殉 顿 首 一 月 廿 二 夜 


113] 致 彰 爪 " 


又 要 过 年 了 , 日 报 又 休息 , 邮局 大 约 也 要 休息 , 这 封 信 恐 怕 
未 必 一 两 天 就 到 , 但 是 , 事情 紧急 , 写 了 寄 出 連 。 

虽说 “事情 紧急 "， 然 而 也 是 夸大 之 辞 。 第 一 是 众 你 快 点 给 
我 前 几 天 请 愿 的 材料 之 类 集 一 下 , 愈 快 愈 好 ; 第 二 , 是 劝 你 以 后 
不 要 在 大 街 上 赛跑 ; 第 三 是 通知 你 : 据 南 京 盛传 , 我 已 经 转变 了 。 

第 四 , 是 前 天 得 周文 信 , 他 对 于 删 文 事件 , 似乎 气 得 要 命 , 大 
有 破釜沉舟 , 干 它 一 下 之 概 。 我 对 于 他 的 办 法 , 大 有 异议 。 他 说 
信息 好 由 良友 之 汪 转 寄 , 而 汪 公 何 名 , 我 赤 不 知 , 如 何 能 转 。 所 以 
我 想 最 好 于 明年 小 饭店 开张 时 ,由 你 为 磨 心 , 定 一 地 点 和 日 期 ， 
通知 我 们 , 大 家 谈 一 谈 , 似乎 比 简单 的 写 信 好 。 此 事 已 曾 面 托 悄 
叭 太太 转告 , 但 现在 闲 坐 无 事 , 所 以 再 写 一 遍 。 也 因 心 血 来 潮 ， 
觉得 周文 反 会 中 计 之 故 也 。 专 此 布 达 , 并 请 
価 安 


树 ” 顿 首 夏 历 十 二 月 二 十 八 日 ** 


* ”此 信 称呼 被 收 信人 裁 去 。 
** 公历 为 一 月 二 十 二 日 。 
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1132 致 宁 于 


紫 佩 兄 : 

日 前 得 家 信 , 始 知 今年 为 兄 五 十 大 寿 , 殊 出 意外 , 初 以 为 当 
与 我 相差 十 多 年 也 。 极 欲 略 备 微 物 , 聊 申 祝 意 , 而 南北 道 远 , 邮 
寄 不便 , 且 亦 未 必 恰 恰 合 用 。 今 由 商务 印 书馆 汇 奉 十 元 , 乞 兄 取 
出 ,临时 随意 自 办 酒 果 , 以 助 庆祝 之 热闹 。 我 以 环境 , 未 能 北 归 ， 
遥 念 旧 游 之 地 与 多 年 之 友 , 时 觉 账 账 。 借 此 稍 达 赫 忱 , 亦 万 不 得 
已 之 举 , 务 乞 匆 却 为 幸 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
春 禧 

树 顿 首 二 月 一 日 


1133 我 恰 亲 


母亲 大 人 膝下 , 区 裏 者 , 一 月 二 十 七 日 来 信 , 昨 已 收 到 。 关 于 房 
屋 , 已 函 托 紫 佩 了 , 但 至 今 未 有 回信 , 不 知 何故 。 昨 天 寄 去 
十 元 , 算是 做 他 五 十 岁 的 寿 礼 , 男 出 外 的 时 候 多 , 事情 都 不 
大 清楚 了 , 先前 还 以 为 紫 佩 不 过 四 十 上 下 呢 。 就 是 善 先 , 在 
心目 中 总 只 记得 他 是 一 个 十 一 二 岁 的 小 孩子 ， 象 七 年 前 田 
回 家 时 所 见 的 样子 , 然而 已 经 十 八 岁 了 ， 这 真 无 怪 男 的 头发 
要 花白 了 。 一 切 朋 友和 同学 ， 孩 子 都 已 二 十 岁 上 下 , 海 婴 
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每 一 看 见 , 知道 他 基 男 的 朋友 的 ルル 子 , 便 奇 怪 的 同道 , 他 为 
什么 会 这 样 大 呢 ? 
今天 寄 出 书 三 本 , 是 送 与 善 先 的 , 收 到 后 请 转交 。 但 不 知 邮 
寄 书 籍 , 是 由 邮差 送 到 , 还 须 自己 去 取 , 有 无 不 便 之 处 , 请 便 
中 示 知 。 倘 有 不 便 , 当 另 设法 。 
上 海 并 不 甚 冷 , 只 下 过 一 回 微 雪 , 当夜 消化 了 , 现 已 正月 底 ， 
大 约 不 会 再 下 。 男 及 害 马 均 好 , 海 婴 亦 好 , 整 日 在 家 里 交 祸 ， 
不 是 喀 吵 , 就 是 敲 破 东 西 , 幸而 再 一 礼拜 ， 幼 稚 园 也 要 开学 
了 ,要 不 然 , 真是 不 得 了 。 
专 此 布 达 , 恭 请 

金 安 

男 树 叩 上 ” 广 平 海 婴 同 虽 二 月 一 日 


1134 致 黎 烈 文 


烈 文 先生 : 

昨 晨 方 寄 一 函 , 午后 即 得 惠 书 并 《企鹅 岛 > 一 本 , 谢谢。 法 朗 
士 之 作 , 精 博 锋利 , 而 中 国人 向 不 注意 , 服 尔 德 的 作品 , 译 出 的 也 
很 少 , 大 约 对 于 讽刺 文学 , 中 国人 是 其 实 不 大 欢迎 的 。 

《故事 新 编 3 真 是 “塞责 ”的 东西 , 除 《 铸 剑 》 外 , 都 不 免 油 滑 ， 
然而 有 些 文人 学 士 , 却 又 不 免 头痛 , 此 真 所 谓 “ 有 一 利 必 有 一 
蜂 ”, 而 又 有 一 紫 必 有 一 利 ” 也 。 

《 岩 波 文库 》 查 已 发 信 去 买 , 但 来 回 总 需 三 礼拜 , 所 以 寄 到 的 
时 候 , 还 当 在 二 十 边 耳 。 
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专 此 布 复 , 并 掺 


1135 和 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 
一 月 甘 八 信 并 汇款 , 昨日 收 到 。 现 在 写 了 一 张 收 条 附 上 , 不 
知 合 用 否 ? 


译 稿 也 收 到 了 。 这 一 类 读物 , 我 看 是 有 地 方 发 表 的 , 但 有 些 
地方 , 还 得 改 的 隐 星 一 点 ,这 可 由 弟 动 笔 , 希 兄 鉴 原 。 插 图 以 有 
为 是 , 但 做 付 印 时 再 说 , 现在 不 急 。 当 付 印 时 , 也 许 讲义 已 印 完 ， 
或 永远 不 印 了 。 

《 死 魂 灵 》 是 文化 生活 出 版 社 印 的 ,他们 大 约 在 北平 还 没有 
接洽 好 代 卖 处 ,所 以 不 寄 , 普通 的 代 卖 处 , 大 抵 是 卖 了 不 付 钱 的 ， 
我 自己 印 的 书 , 收回 本 钱 都 不 过 十 分 之 二 三 , 有 几 部 还 连 纸板 都 
被 骗 去 了 。 

我 现在 在 印 Agin 画 的 《 死 魂 灵图 》， 计 一 百 幅 ， 兄 前 次 寄 
给 我 的 十 二 幅 附 在 后 面 , 据 Agin 图 的 序 文 说， 这 十 二 幅 是 完 
全 的 。 

现状 真 无 话 可 说 。 南 北 一 样 。 

我 们 都 好 的 。 今 天 寄 上 杂志 四 本 , 内 附 我 的 《故事 新 编 》 一 
本 , 小 玩意 而 已 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
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春 禧 
弟 殉 ” 顿 首 二 月 一 日 
为 荷 。 一 日 下 午 
1136 致 姚 克 
茎 家 先生 : 
不知 先生 回 家 度 少 否 ? 因为 王 君 有 信 来 ， 倘 先生 在 沪 ， 当 
寄 上 。 
俊 示 。 
此 布 ,并 颂 
春 禧 
迅 顿 首 二 月 二 夜 
1137 和 致 巴 金 
巴金 先生 ， 


校 样 已 看 论 , 今 寄 上 ; 其 中 改动 之 处 还 不 少 , 改正 后 请 再 给 
我 看 一 看 。 

里 封面 恐怕 要 排 过 。 中 间 一 幅 小 图 , 要 制 锌 板 ; 三 个 大 字 要 
刻 起 来 ; 范围 要 扩大 (如 另 作 之 样子 那样 ), 和 里 面 的 图 画 的 大 小 
相称 。 如 果 里 封面 和 序 文 , 都 是 另 印 , 不 制 橡皮 版 的 , 那么 , 我 想 
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最 好 是 等 图 印 好 了 再 弄 里 封面 ， 因 为 这 时 候 才 知道 里 面 的 图 到 





底 有 多 少 大 。 
专 此 布 达 , 并 请 
撰 安 
鲁迅 上 二 月 四 日 
1138 致 黄 源 
河清 先生 : 


《译文 》 事 此 后 未 有 所 闻 , 想 尚 无 头绪 。 昨 见 《 出 版 界 》 有 伍 
功 甫 先生 文 半 篇 , 始 知 伍 先 生 也 是 此 道中 人 ， 而 卑 视 纪 德 , 真是 
彻底 之 至 《译文 ?中 之 旧 投 稿 者 , 非 其 伦比 者 居多 。 然 黎明 书局 
所 印 , 却 又 多 非 《译文 ?可 比 之 书 , 彼此 同 器 , 真 太 不 伦 不 类 , 倘 每 
期 登载 彼 局 书籍 广告 , 更 足 令 人 吃惊 。 因 思 《 译 文 》 与 其 污辱 而 
复生 , 不 如 先前 的 光明 而 死 。 个 人 的 意见 ， 觉 得 此 路 是 不 通 的 ， 


未 知 先 生 以 为 何如 ? 
专 此 布 达 , 井 頒 
春 窒 
迅 上 二 月 七 夜 
1139 致 姚 克 
茎 家 先生 : 


前 日 挂号 寄 奉 王 君 信 , 想 已 达 。 
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日 本 在 上 海 演奏 者 , 系 西洋 音乐 , 其 指挥 姓 近 卫 , 为 禁 中 侍 
卫 之 意 , 又 原 是 公 萎 , 故 误 传 为 宫 中 古 乐 ,其实 非 也 。 
专 此 布 达 , 并 颂 


春 福 
迅 顿 首 二 月 九 日 
1140 和 致 曹 靖 华 
溢 珍 見 


四 日 信 收 到 。 农 陈 二 兄 尚 未 见 过 , 想 还 在 途中 。 

那 一 封 信 , 我 看 不 必 回 复 了 , 因为 并 无 回话 要 说 。 

《4 译文 有 复刊 的 希望 。《 远 方 》 也 大 有 发 表 的 可 能 ， 所 以 插 
通 希 即 寄 来 ， 或 寄 书 来 , 由 此 处 照 出 , 再 即 奉 还 亦 可 。 最 好 能 在 
本 月 底 或 下 月 初 能 够 收 到 书 或 照片 。 

翻印 的 一 批 人 ， 现 在 已 给 我 生活 上 的 影响 ， 这 里 又 有 一 批 
人 ,是 印 “ 选 本 ”的 , 选 三 四 回 , 便 将 我 的 创作 都 选 在 他 那 边 出 售 
了 。 不 过 现在 影响 还 小 , 再 下 去 , 就 得 另 想 生 活 法 。 

回忆 《 坟 》 的 第 一 篇 ,， 是 一 九 〇 七 年 作 , 到 今年 足 足 三 十 年 
了 , 除 翻 译 不 算 外 , 写作 共有 二 百 万 字 , 颇 想 集成 一 部 ( 约 十 本 )， 
印 它 几 百 部 , 以 作 记 念 , 且 于 和 欲 得 原版 的 人 , 也 有 便当 之 处 。 不 
过 此 事 经 费 浩 大 ,大 约 不 过 空想 而 已 。 

我 们 都 好 的 , 可 释 念 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
春信 第 了 上 二 月 + 日 
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1141 致 黄 革 攻 ” 


苹 苏 先生 : 
三 蒙 惠 书 , 敬 悉 种 种 。 但 仆 为 六 七 年 前 以 自由 大 同盟 关系 ， 
由 浙江 党 部 率先 呈请 通缉 之 人 , “会 稽 乃 报仇 雪耻 之 乡 ”, 身 为 越 
人 ,未 忘 斯 义 , 肯 在 此 辈 治 下 , 腾 其 口 说 哉 。 奉 报 先 生 筷 笑 之 谊 ， 
当 俊 异 日 耳 。 
专 此 布 复 , 即 请 
鲁 迅 顿 首 二 月 十 日 


1142 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 京 者 , 有 答 善 先 的 一 封 信 附 上 , 请 便 中 转交 。 
上 海 这 几 天 暧 起 来 了 ,我 们 都 很 好 , 男 仍 忙 , 但 身体 却 好 , 可 
请 勿 念 。 
海 婴 已 上 学 , 不 过 近 地 的 幼稚 园 , 因为 学 生 少 , 似乎 未 免 模 
模糊 糊 , 不 大 认真 。 秋 天 也 许 要 另 换 地 方 的 。 
紫 佩 生日 , 送 了 十 元 礼 , 他 写 信 来 客气 了 一 通 。 
余 容 后 齐 ， 专 此 , 茜 请 








* 此 信 据 《 子 日 ?第 二 辑 (1947 年 6 月 ) 所 载 手 迹 制 版 抄 存 。 
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男 树 即 上 ” 广 平 海 婴 同 遇 二 月 十 五 晶 


1143 致 阮 善 先 


善 先 侄 : 收 到 第 二 封 来 信 了 , 要 写 几 名 回信。 

《自命 不 凡 》 写 得 锋芒 太 露 , 在学 校 里 , 是 要 碰 钉 子 的 , 况且 
现在 是 在 开 倒车 的 时 候 , 自然 更 要 被 排斥 了 。 

茅盾 是 《译文 》 的 发 起 人 之 一 ,停刊 并 不 是 他 和 弄 的 鬼 , 这 是 北 
平 小 报 所 造 的 谣言 ， 也 许 倒 是 弄 鬼 的 人 所 造 的 ,你 不 要 相信 它 。 
《译文 ?下 月 要 复刊 了 ， 但 出 版 处 已 经 换 了 一 个 ， 茂 盾 也 还 是 译 
述 人 。 

小 报 善 造谣 言 , 况且 北平 离 上 海 远 , 当然 更 不 会 有 真相 。 例 
如 这 回 寄 给 我 的 一 方 小 报 , 还 拿 杨 村 人 的 话 当 圣旨 , 其 实 杨 在 上 
海 , 是 早 不 能 用 真 姓名 发 表 文 章 的 了 , 因为 大 抵 知 道 他 为 人 三 翻 
四 复 , 不 要 看 他 的 文章 。 

自己 一 面 点 电灯 , 坐 火车 , 吃 西餐 , 一 面 却 骂 科学 , 讲 国粹 ， 
确 是 所 谓 “ 士 大 夫 ” 的 坏处 。 印 度 的 甘地 , 是 反 英 的 ,他 不 但 不 用 
英国 货 , 连 生起 病 来 , 也 不 用 英国 药 , 这 才 是 “言行 一 致 "。 但 中 
国 的 读书 人 , 却 往往 只 讲 空话 , 以 自 示 其 不 凡 了 。 

迅 二 月 十 五 日 
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1144 致 昔 年 


刘 军 兄 ， 
那 三 十 本 小 说 , 两 种 都 卖 完了 , 希 再 给 他 们 各 数 十 本 。 
又 ,各 给 我 五 本 , 此 事 已 托 张 兄 面 告 , 今 再 提 一 提 而 已 。 
迅 上 [二 月 ) 十 五 晶 


1145 致 郑 野 夫 


野 夫 先生 

质 收 到 来 信 并 《铁马 版 画 》 一 本 , 谢谢 ! 《 卖 盐 》 也 早 收 到 , 因 
为 杂事 多 , 一 搁 下 , 便 忘 记 奉 复 了 , 非常 抱 載 。 近 一 年 多 , 在 做 别 
的 琐事 , 木刻 久未 留心 , 连 搜集 了 几 十 幅 木 刻 , 也 还 未 能 绍 介 。 
不 过 也 时 时 看 见 , 觉得 木刻 之 在 中 国 , 虽然 已 颇 流 行 ， 却 不 见 进 
步 , 有 些 作品 , 其 实 是 不 该 印 出 来 的 , 而 个 人 的 专集 , 尤 常 有 充 数 
之 作 。 所 以 我 想 , 倘 有 一 个 团体 , 大 范围 的 组 织 起 来 , 严 选 作品 ， 
出 一 期 刊 , 实 为 必要 而 且 有 益 。 我 希望 铁马 社 能 够 做 这 工作 。 

二 十 日 起 , 上 海 要 开 苏联 版 画展 览 会 , 其 中 木刻 不 少 (会 址 
现在 还 不 知道 , 那 时 会 有 广告 的 ), 于 中 国 木刻 家 大 有 益处 , 我 希 
望 先生 和 朋友 们 去 看 看 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
春 禧 迅 上 二 月 十 七 日 
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1146 致 徐 攀 唐 


请 转 
徐 先 生 : 

来 信 收 到 。 近 来 在 做 一 点 零碎 事 , 并 等 候 一 个 朋友 , 预先 约 
好 了 怕 临 时 会 爽 约 , 且 过 一 个 礼拜 再 看 罢 。 

《4 铸 剑 》 的 出 典 , 现在 完全 忘记 了 ， 只 记得 原文 大 约 二 三 百 
字 , 我 是 只 给 铺 排 , 没有 改动 的 。 也 许 是 见于 唐 宋 类 书 或 地 理 志 
上 (那里 的 “三 王家 "条 下 ), 不 过 简直 没 法 查 。 

先生 的 对 于 《故事 新 编 》 的 批评 , 我 极 愿意 看 。 印 先生 的 批 
评 , 见 过 了 ,他 是 曲解 之 后 ,做 了 搭 题 , 比 太 阳 社 时 代 训 无 长 进 。 

专 此 奉 复 , 并 颁 
春 禧 

迅 上 [二 月 ) 十 七 夜 


Ee i 


十 还 先生 ， 

从 三 郎 太太 口头 , 知道 您 颇 喜 欢 精 印 本 《4 引 玉 集 》, 大 有 “ 爱 
不 忍 释 "之 概 。 尝 闻 “ 红 粉 赠 佳人 , 宝剑 赠 壮 士 ”那么 , 好 书 当 然 
该 赠 书 果子 。 窜 里 尚 有 一 本 , 现在 特 以 奉 赠 ,， 作为 “ 孟 氏 藏书 ”， 
待 到 五 十 世纪 , 定 与 拙 译 《 死 魂 灵 》 都 成 为 希 世 之 宝 也 。 
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专 此 布 达 , 并 颂 
: 春 禧 
迅 上 二 月 十 七 日 


1148 致 夏 传 经 


传经 先生 ， 

蒙 惠 函 谨 悉 。《 竖 琴 》 的 前 记 , 是 被 官办 的 检查 处 删 去 的 , 去 
年 上 海 有 这 么 一 个 机 关 , 专 司 秘密 压迫 言论 , 出 版 之 书 , 无 不 遭 
其 平 中 残杀 , 直到 杜 重 远 的 《4 新生》 事件 , 被 日 本 所 指摘 , 送 オ 暗 
暗 撤 消 。《 野 草 》 的 序 文 , 想 亦 如 此 , 我 曾 向 书店 说 过 几 次 , 终于 
不 补 。 

《高尔基 文集 3 非 我 所 译 , 系 书店 乱 登 广告 , 此 书 不 久 当 有 好 
译本 出 版 , 颇 可 观 。《 艺 术 论 》 等 久 不 印 ,无 从 购买 。 我 所 译 著 的 
书 , 别 纸 录 上 , 凡 编 译 的 , 惟 《 引 玉 集 2《 小 约翰 为 《 死 魂 灵 》 三 种 
尚 佳 , 别 的 皆 较 旧 , 失 了 时 效 , 或 不 足 观 , 其 实 是 不 必 看 的 。 

关于 研究 文学 的 事 , 真是 头绪 纷繁 , 无 从 说 起 ; 外 国文 却 非 
精通 不 可 , 至 少 一 国 , 英法 德 日 都 可 , 俄 更 好 。 这 并 不 难 , 青年 记 
性 好 , 日 记 生 字数 个 , 常常 看 书 , 不 要 间断 , 积 四 五 年 , 一 定 能 到 
看 书 的 程度 的 。 

经 历 一 多 , 便 能 从 前 因而 知 后 果 , 我 的 预测 时 时 有 验 , 只 不 
过 由 此 一 端 ,但 近来 文 网 日 益 , 虽 有 所 感 , 也 不 能 和 读者 相 见 了 。 

匆 此 奉 复 , 并 颂 
春 稔 迅 上 月 二 九 衣 
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作 坟 两 地 书 ( 信 杞 ) 闻 要 ” 南 腔 北 调集 ” 准 风月 谈 风 汪 
故事 新 编导 妇 化 年 革 蝇 地 
编 ” 小 说 旧闻 钞 ” 唐 宋 传奇 集 归 起 ” 引 玉 集 ( 苏 联 木 刻 ) 踢 


译 壁 下 译 从 思想 、 山 水 、 人 物 ”近世 美术 史 潮 论 
(已 旧 ) (同上 ) ( 太 专 ) 


一 个 青年 的 梦 AE 桃色 的 云 小 约 
(绝版 ) (《 消 可 )》 (好)》 


輸 呈 寺 ”俄罗斯 的 童话 ” 死 瑰 灵 丹 直 ”十 月 妆 和 四 。 爱 罗 
( 尚 可 ) (好 ) ( 尚 可 ) ( 浅 ) 


先 珂 童话 集 高 名 外 
卢 氏 艺术 论 “新兴 艺术 的 诸 问题 普 氏 艺术 论 文艺 
当 枇 译文 基 政策 只 十 避 半 芝 放 


1149 和 致 陈 光 劳 


光 発 先生 : 

两 蒙 惠 书 , 说 悉 一 切 。 先 生 辛勤 之 业 , 闻 之 已 久 , 风 所 钦佩 。 
惟 于 简 字 一 道 ,未 尝 留 心 , 故 虽 惊 于 浩 汗 ， 而 莫 装 一 辞 ， 非 不 愿 ， 
实 不 能 也 。 敢 布下 怀 , 诸 希 
谅 察 为 幸 。 

专 此 奉 复 , 顺 请 
撰 安 鲁 迅 上 二 月 十 九 晶 
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1150 致 曹 聚 祭 


聚 仁 先生 : 
” 奉 惠 函 后 , 记得 昨 曾 答复 一 信 , 硕 又 得 十 九 日 手书 , 蒙 以 详 
情 见 告 。 我 看 这 不 过 是 一 点 小 事情 ,一 过 也 就 办 了 。 

我 不 会 误会 先生 。 自 己 年 纪 大 了 ,但 也 曾 年 青 过 , 所 以 明白 
青年 的 不 顾 前 后 , 激烈 的 热情 , 也 了 人 解 中 年 的 怀 着 同情 , 却 又 不 
能 不 有 所 顾 虑 的 苦心 孤 诺 。 现 在 的 许多 论 客 , 多 说 我 会 发 脾气 ， 
其 实 我 觉得 自己 倒是 从 来 没有 因为 一 点 小 事情 ， 就 成 友 或 成 仇 
的 人 。 我 还 不 少 几 十 年 的 老 朋 友 ， 要 点 就 在 彼此 略 小 节 而 取 
其 大 。 

《海燕 》 虽 然 是 文艺 刊物 , 但 我 看 前 途 的 草 棘 是 很 多 的 , 大原 
因 井 不在 内 容 , 而 在 作者 。 说 内 容 没有 什么 , 就 可 以 平安 , 那 是 
不 能 求 之 于 现在 的 中 国 的 事 。 其 实 , 捕 房 的 特别 注意 这 刊物 , 是 
大 有 可 笑 的 理由 的 。 

专 此 奉 复 , 并 颂 
著 安 

迅 上 二 月 二 十 一 日 
划一 签 乞 转交 。 
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1151 致 徐 北 計 


徐 先 生 

十 九 日 信 收 到 。 那 一 回 发 信 后 , 也 看 见 先生 的 文章 了 , 我 并 
不 赞成 。 我 以 为 那 瞪 病 也 在 视 小 说 为 非 斥 人 则 自 况 的 老 看 法 。 
小 说 也 如 绘画 一 样 , 有 模特 儿 ，, 我 从 来 不 用 某 一 整个 , 但 一 肢 一 
节 , 总 不 免 和 某 一 个 相似 , 倘 使 无 一 和 活 人 相似 处 , 即 非 具 象 化 
了 的 作品 , 而 邱 先 生 却 用 抽象 的 封皮 , 把 《出 关 》 封 闭 了 。 关 于 这 
些 事 , 说 起 来 话 长 ,我 将 来 也 许 写 出 一 点 意见 。 

那 《 出 关 》 其 实 是 我 对 于 老子 思想 的 批评 , 结 末 的 关 尹 喜 的 
几 旬 话 ,是 作者 的 本 意 , 这 种 “大 而 无 当 ” 的 思想 家 , 是 不 中 用 的 ， 
我 对 于 他 并 无 同情 , 描写 上 也 加 以 漫画 化 ,将 他 送出 去 。 现 在 反 
使 “热情 的 青年 "看 得 寂寞 , 这 是 我 的 失败 。 但 《4 大 公报 》 的 一 点 
介绍 ,他 是 看 出 了 作者 的 用 意 的 。 

我 当 于 二 十 八 日 (星期 五 ;午后 二 时 , 等 在 书店 里 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 


1152 致 黄 源 


河清 先生 : 
靖 华 稿 已 看 毕 , 昨 午 托 胡 风 转 交 。 下 午 即 收 到 原本 , 内 有 插 
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图 十 七 幅 , 因原 本 即 须 寄 还 , 晚间 吴 朗 西 适 见 访 , 因 即 托 其 制版 ， 
约 下 星期 一 将 样张 交 下 , 而 版 则 仍 放 在 他 那里 , 直接 交 与 先生 。 
所 以 那 译 稿 不 如 迟 几 天 付 印 , 以 便 将 插图 同时 排 入 ,免得 周 
折 , 因为 有 几 幅 是 并 非 单 张 , 而 象 《 表 》 的 插画 一 样 , 要 排 在 文章 
里 的 。 
专 此 布 达 , 即 颂 
著 安 


1153 致 落 军 


刘 兄 : 
义军 的 事情 ,急于 应 用 , 等 通信 恐怕 来 不 及 ， 所 以 请 你 把 过 
去 二 三 年 中 的 经 过 (用 回忆 记 的 形式 就 好 ), 气 要 述 给 他 们 , 愈 快 
僵 好 , 可 先 写 给 一 二 千 字 , 余 续 写 。 
见 胡 风 时 ， 望 转告 : 那 一 篇 文章 ,是 写 给 外 国人 看 的 ， 只 记 
事 , 不 发 议论 , 二 三 千 字 就 够 ,但 要 快 。 


1154 和 致 夏 传 经 


传经 先生 : 
日 前 缴 复 一 函 , 想 已 达 。 硕 偶 翻 书 第 , 见 有 三 种 存 书 , 为 先 


= 


以 
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生 毛 缺 , 因 系 自 著 , 毫 无 用 处 , 不 过 以 饱 蝉 鹤 , 又 《竖琴 》 近 出 第 四 
版 , 以 文 网 稍 蓝 , 书店 已 将 序 文 补 入 送 来 一 册 , 自 亦 无 用 , 已 于 
上 午 托 书店 寄 上 , 谨 以 奉 赠 。 此 在 我 丝 无 用 之 物 , 毫 无 所 损 , 务 
乞 勿 将 书 款 寄 下 , 至 祷 至 祷 。 

专 此 布 达 , 并 掺 
时 经 


迅 上 二 月 二 十 四 日 


1155 和 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

二 十 五 日 信 收 到 。 报 及 书 早 到 , 书 已 制版 ,今日 并 各 种 杂志 
共 二 包 , 已 托 书店 寄 上 。 

《海燕 ?已 以 重罪 被 禁止 , 续 出 与 否 不 一 定 。 一 到 此 境 , 假 好 
人 露 真相 , 代 售 处 赖 钱 , 真是 百感 交集 。 同 被 禁止 者 有 二 十 余 神 
之 多 , 略 有 生气 的 刊物 , 几乎 灭 尽 了 ; 德政 岂 但 北方 而 已 哉 ! 

文人 学 士 之 种 种 会 ， 亦 无 生气 ， 要 名 声 ， 又 怕人 迫 压 ， 那 能 
做 出 事 来 。 我 不 加 入 任何 一 种 ， 似 有 人 说 我 破坏 统一 ， 亦 随 
其 便 。 

《远方 已 交 与 《译文 》, 生 触 目 外 皆 政 控 , 想 可 元 堆 , 但 当 此 
施行 德政 之 秋 , 也 很 难说 , 只 得 听 之 。 我 在 译 《 死 强 灵 》 第 二 部 ， 
很 难 , 但 比 第 一 部 无 趣 。 

陈 、 静 二 兄 丝 已 见 过 , 陈 有 小 说 十 本 , 嘱 寄 見 富 , 日 内 当 寄 
上 , 请 暂 存 , 他 归 后 去 取 也 。 
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专 此 布 达 , 即 请 
春 安 
弟 殉 ” 顿 首 二 月 廿 九 日 


1156 致 杨 输 云 


项 接 来 函 并 文稿 , 甚 欣 甚 慰 。《 海 燕 》 系 我 们 几 个 人 自 办 , 但 
现 已 以 “ 共 ” 字 罪 被 禁 , 续 刊 与 否 未 可 知 , 大 稿 且 存 沿 写 ,以 做 将 
来 。 此 次 所 禁 者 计 二 十 余 种 , 稍 有 生气 之 刊物 , 一 网 打 尽 矣 。 

靖 节 先生 不 但 有 妾 , 而 且 有 奴 , 奴 在 当时 , 实生 财 之 具 , 纵使 
陶 公 不 事 生产 ,但 有 人 送 酒 , 亦 尚 非 孤 寂 人 也 。 

上 月 印 《 故 事 新 编 》 一 本 ， 游 戏 之 作 居 多 ， 已 托 书店 寄 上 一 
本 , 以 博 一 你 耳 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

迅 顿 首 二 月 二 十 九 晶 


1157 致 楼 炜 春 


炜 春 先生 : 
来 示 敬 悉 。《 门 外 文 谈 》 系 几 个 青年 得 了 我 的 同意 之 后 ， 编 
印 起 来 的 ,版税 大 约 是 以 作 印 行 关于 新 文字 的 刊物 之 用 , 应 由 他 
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们 收取 , 与 我 已 无 关系 。 

所 以 天 马 对 于 我 的 负债, 其 实 只 有 《选集 3 的 二 百 元 , 不 过 我 
与 书店 , 不 喜欢 有 股东 关系 , 现在 既 由 兄 及 友人 复业 , 我 可 负 
责 的 说 , 非 书局 将 来 宽裕 自动 的 付 还 , 我 决 不 催 索 , 那么 , 目前 也 
可 以 不 算 在 债务 里 面 了 。 天 马 在 中 途 似 磊 有 不 可 信之 处 ， 现 既 
从 新 改组 ,我 是 决 不 来 作 梗 的 。 

专 此 布 复 , 即 頒 
时 绥 

迅 ” 屯 首 三 月 四 夜 


1158 致 黄 源 


河清 先生 

昨 晚 寄 出 《复刊 词 稿 等 三 种 , 不 知已 到 否 ? 

《 死 灵魂 》 原 稿 如 可 收回 ， 乞 每 期 掷 还 ， 因 为 将 来 用 此 来 印 
全 本 ， 比 从 《译文 ?上 拆 出 简便 ， 而 且 不 必 虑 第 一 次 排 字 之 或 有 
错误 也 。 

专 此 布 达 , 并 请 
扎 安 

迅 上 三 月 九 日 
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1159 致 杨 晋 豪 


晋 豪 先生 : 

惠 示 收 到 。 

关于 少年 读物 ， 诚 然 是 一 个 大 问题 ， 偶 然 看 到 一 点 印 出 来 
的 东西 , 内 容 和 文章 , 都 没有 生气 , 受 了 这 样 的 教育 , 少年 的 前 
途 可 想 。 

不 过 改进 需要 专家 ， 一 切 几 乎 都 得 从 新 来 一 下 。 我 向 来 没 
有 研究 儿童 文学 , 曾 有 一 两 本 童话 , 那 是 为 了 插画 , 买 来 玩 玩 的 ， 
《 表 》 即 其 一 。 现 在 材料 就 不 易 收 , 希 公 治 下 , 这 一 类 大 约 都 已 化 
为 灰 烃 。 而 在 我 们 这 边 , 有 意义 的 东西 , 也 无 法 发 表 。 

所 以 真是 无 能 为 力 。 这 不 是 客气 ， 而 恰 如 我 说 自己 不 会 打 
拳 或 做 蛋糕 一 样 ， 是 事实 。 相 识 的 人 里 面 ， 也 没有 留心 此 道 
的 人 。 

病 还 没有 好 。 我 不 很 生病 , 但 一 生病 , 是 不 大 容易 好 的 ; 不 
过 这 回 大 约 也 不 至 于 死 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

鲁 迅 三 月 十 一 日 
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1160 致 夏 传经 


传经 先生 : 

六 日 信 顺 秦 到 ; 由 内 山 书店 转 来 的 信 及 《梅花 梦 传奇 ?两 本 ， 
亦 早 收 到 , 谢谢 ! 惟 北 新 的 信 未 见 , 他 们 是 不 肯 给 我 转 信 的 ， 虽 
是 电报 , 也 会 搁置 不 管 , 我 也 不 想 去 问 , 只 得 算 了 。 

如 《 朝 优 文 艺 》 之 流 , 大 约 到 处 此 有 ，, 如 此 时 候 , 当然 有 此 和 神 
文人 , 我 一 向 不 加 注意 。 承 剪 集 寄 示 , 好 意 至 感 , 但 我 以 为 此 后 
不 妨 置 之 , 因 费 时 光 及 邮费 于 此 等 文字 , 太 不 值得 也 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

和 鲁 迅 三 月 十 -- 夜 


1161 致 孟 十 还 


十 还 先生 ， 

《4 城 与 年 插画 的 木刻 , 我 有 一 套 作者 手印 本 , 比 书 里 的 好 得 
多 。 作 者 去 年 死 掉 了 , 所 以 我 想 印 他 出 来 , 给 做 一 个 记念 。 

请 靖 华 写 了 一 篇 概要 。 但 我 想 , 倘 每 图 之 下 各 加 题 句 , 则 于 
读者 更 便利 。 自 己 搞 了 一 点 ， 有 些 况 弄 不 清楚 ， 似 乎 概要 里 并 
没有 。 

因此 ,不 得 已 ,将 概要 并 原本 送 上 , 乞 为 补 摘 , 并 检定 已 摘 者 
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是 否 有 误 。 倘 蒙 见 教 , 则 天 恩 高 厚 , 存 残 均 感 也 。 此 布 , 并 颂 
时 绥 
迅 顿 首 三 月 十 一 日 


1162 和 致 唐 发 


唐 强 先生 ， 

惠 示 收 到 。 半 月 以 前 , 因为 对 于 天 气 的 激 变 不 留心 , 生 了 一 
场 病 , 至 今 还 没有 恢复 。 

学 外 国文 , 断断续续 , 是 学 不 好 的 。 写 4 自由 谈 》 上 那样 的 短 
文 , 有 限制 , 有 束缚 , 对 于 作者 , 其 实 也 并 无 好 处 , 最 好 口 还 是 写 
长 文章 。 

天 马 书店 好 象 停顿 了 几 个 月 , 现在 听 说 又 将 营业 《 推 背 集 》 
当 可 出 版 了 。 至 于 文化 生活 出 版 社 那 一 面 , 收 作 品 的 只 有 《文学 
丛刊 》 是 否 也 要 和 文学 关系 间接 的 文章 , 我 可 不 知道 , 昨 已 托 人 
去 问 , 一 得 回信 , 当 再 通知 。 

我 的 住址 还 想 不 公 开 , 这 也 并 非 不 信任 人 , 因为 随时 会 客 的 
例 一 开 ， 那 就 时 间 不 能 自己 支配 ， 连 看 看 书 的 工夫 也 不 成 片段 
了 。 而 且 目 前 已 和 先前 不 同 , 体力 也 不 容许 我 谈天 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 三 月 + 七 日 


* 原件 此 字 人 缺损 。 
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1163 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 京 者 , 多 日 不 写 信 了 , 想 身体 康健 , 为 念 。 
上 海 天気 , 仍 甚 寒冷 , 须 穿 棉衣 。 上 月 底 男 因 出 外 受 寒 , 突 
患 气喘 ， 至 于 不 能 支持 ， 幸 医生 已 到 ， 急 注射 一 针 ， 始 渐 
平复 ， 后 卧床 三 日 ， 始 能 起 身 ， 现 已 可 称 复元 , 但 稍 无 力 ， 
可 请 勿 念 。 至 于 气喘 之 病 , 一 向 未 有 , 此 是 第 一 次 , 将 来 是 
否 不 至 于 复发 , 现在 尚 不 可 知 也 , 大 约 小 心寒 暧 , 则 可 以 无 
虚 耳 。 
害 马 伤风 了 几 天 , 现 已 愈 。 海 婴 则 其 好 , 胖 了 起 来 。 但 幼稚 
中 教师 , 则 懒惰 而 不 其 会 教 , 远 示 去 年 侨 。 
和 森 兄 有 信 来 , 云 回信 可 付 善 先 , 令 他 转 寄 , 今 附 上 , 请 便 中 
交 给 他 。 
专 此 布 达 , 菩 请 


金 安 
男 树 叩 上 广 平 海 婴 随 阳 三 月 二 十 日 
1164 致 陈 光 芜 

光 発 先生 


蒙 惠 书 并 了 妹 大 著 , 浩 如 河 汉 , 拜 服 之 至 。 倘 有 刊行 者 , 则 名 
利 兼 获 , 当 诚 如 大 札 所 云 。 但 际 此 时 会 , 具 此 卓 见 之 书店 , 殊 不 
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可 得 , 况 以 仆 之 窦 陋 , 终年 柱 门 , 更 不 能 有 绍 介 之 幸 也 。 其 实 气 
魄 较 大 , 今 固 无 逾 于 商务 印 书馆 者 耳 。 
专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 
鲁 迅 顿 首 三 月 二 十 日 


1165 致 菅 白 


曹 和 白 先 生 ; 

质 收 到 你 的 信 并 木刻 一 幅 ， 以 技术 而 论 ， 自 然 是 还 没有 成 
熟 的 。 

但 我 要 保存 这 一 幅 画 ， 一 者 是 因为 是 遭 过 艰难 的 青年 的 作 
品 , 二 是 因为 留 着 党 老爷 的 蹄 瘦 , 三 , 则 由 此 也 纪念 一 点 现在 的 
黑暗 和 挣扎。 

倘 有 机 会 , 也 想 发 表 出 来 给 他 们 看 看 。 

专 此 布 复 , 并 令 
时 组 


只 


迅 三 月 二 十 一 日 


1166 和 致 许 粤 华 


粤 华 先生 ， 
质 收 到 来 信 并 《世界 文学 全 集 》 一 本 。 我 并 非 要 研究 霍 氏 
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作品 不 过 为 了 解释 几 幅 绘画 , 必须 看 一 看 《 织 工 》， 所 以 有 这 一 
本 已 经 静 用 , 不要 原文 全集 , 也 不 要 别 种 译本 了 。 

英 译 《昆虫 记 》 并 非 急需 ， 不 必 特 地 搜寻 ， 只 要 便 中 看 见 
时 买 下 就 好 。 德 译本 未 曾 见 过 ， 大 约 也 是 全 部 十 本 ， 如 每 本 
不 过 三 四 元 ， 请 代购 得 寄 下 ， 并 随时 留心 缺 本 ， 有 则 购 寄 为 


荷 。 
专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 
鲁 迅 三 月 二 十 一 日 
1167 致 孟 十 还 
十 还 先生 : 


惠 函 早 收 到 。 因 为 病 后， 而 琐事 仍 多 ， 致 将 回答 拖延 了 。 
目录 的 顶端 放 小 像 ， 自 无 不 可 ， 但 我 希望 将 我 的 删 去 ， 因 为 官 
老爷 是 禁止 我 的 肖像 的 ， 用 了 上 去 ， 于 事实 无 补 ， 而 于 销 行 反 
有害 。 

关于 插图 , 我 不 与 闻 了 ,力气 来 不 及 。 

文章 , 可 以 写 一 点 , 月 底 月 初 寄 出 , 但 为 公开 起 见 , 总 只 能 写 
不 冷 不 热 的 东西 , 另外 没有 好 法 子 。 

《海燕 》 曾 有 给 黎明 出 版 的 话 , 原因 颇 复 杂 , 信 不 能 详 , 不 过 
现在 大 约 已 经 作罢 。 

《 城 与 年 ? 倒 并 不 急 。 但 看 一 过 未 免 太 麻烦 ， 我 想 只 要 插图 
的 几 页 看 一 下 , 也 就 够 了 ; 自然 , 那 “ 略 说 ” 须 全 看 。 因 为 这 不 过 
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为 了 图 上 的 题字 而 已 。 

木刻 展览 会 上 的 所 谓 《 野 人 》 Goncharov 曾 把 原画 寄 给 我 
过 ,他 自己 把 题目 写 在 纸 背 后 ， 一 张 是 《Hore》， 一 张 是 《4 冰 zsHb 
CMoKoTHHIHHa》。 这 不 是 《旷野 》 和 《Smokotinin 前 生活 》 喝 ? 也 
许 4 野 人 》 是 许多 短篇 小 说 的 总 名 ? 

此 布 , 即 颂 


迅 上 三 月 二 十 二 日 


英作 先生 : 

十 三 日 信 并 藏书 票 十 张 , 需 已 收 到 , 谢谢 。 我 的 通信 和 处, 一 
向 没有 变更 , 去 年 的 退回 , 不 知道 是 怎么 一 回 事 。 我 想 , 也 许 是 
恰恰 遇 到 新 店员 , 尚未 知道 详情 , 就 胡 里 胡 涂 的 拒绝 了 。 

中 国 的 木刻 , 我 看 正 临危 机 , 这 名 目 是 普及 了 , 却 不 明白 详 
细 , 也 没有 范本 和 参考 书 , 只 好 以 意 为 之 , 所 以 很 难 进 步 。 此 后 
除 多 多 绍 介 别 国 木刻 外 , 真 必须 有 一 种 全 国 木 刻 的 杂志 才 好 ; 但 
自 全 国 木刻 展览 后 ， 似 乎 作者 都 已 松 峥 ， 有 的 是 专 印 自己 的 专 
集 , 并 不 选择 。 

所 以 《木刻 界 》 的 出 版 , 是 极 有 意义 的 。 不 过 我 还 是 不 写 文 
章 好 。 因 为 官 老爷 痛恨 我 的 一 切 ， 只 看 名 字 , 不 管内 容 , 登载 我 
的 文字 , 我 既 为 了 顾全 出 版 物 的 推行 , 句 句 小 心 , 而 结果 仍 于 推 
销 有 碍 , 真是 不 值得 。 
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专 此 布 复 , 即 请 
教 安 
迅 顿 首 = 月 =+= 日 


1169 致 萤 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

记得 四 五 个 星期 之 前 , 曾经 收 到 来 信 , 这 信 已 经 失去 了 , 忘 
了 那 一 天 发 的 。 只 记得 其 中 嘱 我 缓 寄 书 ， 但 书 已 于 早 一 两 天 寄 
出 。 不 知 现在 收 到 了 没有 。 

《译文 》 已 复刊 《远方 》 全 部 登 在 第 一 本 特大 号 里 , 得 发 表 费 
百 二 十 元 , 今 由 商务 馆 汇 出 , 附 上 汇 单一 纸 , 请 往 琉璃 厂 分 馆 一 
取 为 荷 。 将 来 还 可 以 由 原 出 版 者 另 印 单行 本 发 售 ， 但 后 来 的 版 
税 , 是 比较 的 不 可 靠 的 。 

上 海 真是 流氓 世界 , 我 的 收入 , 几乎 被 不 知道 什么 人 的 选 本 
和 翻 板 和 剥削 完 了 。 然 而 什么 法 子 也 没有 。 不 过 目前 于 生活 还 不 
受 影响 , 将 来 也 许 要 弄 到 随时 卖 稿 吃饭 。 

月 初 的 确 生 了 一 场 急病 , 是 突然 剧烈 的 气喘 , 幸而 自己 早 有 
一 点 不 好 的 感觉 ,请 了 医生 , 所 以 这 时 恰好 已 到 , 使 即 注射 ,平静 
下 去 了 。 躺 了 三 天 , 渐 能 起 坐 , 现在 总 算 已 经 复元 , 但 还 不 能 多 
走路 。 

寅 中 的 女人 孩子 , 是 都 康健 的 。 

兄 周 府 如何 , 甚 念 。 此 信 到 后 , 望 给 我 一 封 信 。 

专 此 布 达 , 即 请 
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春 安 
弟 沈 ” 顿 首 三 月 廿 四 日 
附 汇 单 壹 张 。 


1170 致 葉 自 


曹 自 先生 : 

二 十 三 日 的 信 并 木刻 一 幅 都 收 到 。 中 国 的 木刻 展览 会 开 过 
了 ,但 此 后 即 寂 然 无 逆 , 好 象 为 开会 而 木刻 似 的 。 其 实 是 应 该 由 
此 产生 一 个 团体 , 每 月 或 每 季 征 集 作品 , 精 选 之 后 , 出 一 期 刊 , 这 
才 可 以 使 大 家 互相 观摩 , 得 到 进步 。 

我 的 生活 其 实 决 不 算 苦 。 脸 色 不 好 ， 是 因为 二 十 岁 时 生 了 
胃病 , 那 时 没有 钱 医治 , 拖 成 慢性 , 后 来 就 无 法 可 想 了 。 

苏联 的 版 画 确 是 大 观 ， 但 其 中 还 未 完全 ， 有 几 个 有 名 作家 ， 
都 没有 作品 。 新 近 听 说 有 书店 承印 出 品 , 倘 使 印刷 不 坏 , 是 于 中 
国有 益 的 。 

您 所 要 的 两 种 书 ， 听 说 书店 已 将 纸板 送 给 官 老爷 ,， 烧 掉 了 ， 
所 以 已 没 得 买 。 即 有 ,恐怕 也 贵 , 犯 不 上 拿 做 苔 工 得 来 的 钱 去 买 
它 。 我 这 里 还 有 , 可 以 奉送 , 书 放 在 书店 里 , 附 上 一 条 , 便 中 持 条 
去 取 , 他 们 会 付 给 的 (但 星期 日 只 午后 一 至 六 点 营业 )。 包 中 又 
有 小 说 一 本 , 是 新 出 的 。 又 4《 引 玉 集 》 一 本 , 亦 苏 联 版 画 , 其 中 数 
幅 , 亦 在 这 回 展览 。 此 书 由 日 本 印 来 , 印 工 尚 佳 , 看 来 信 语 气 , 似 
未 见 过 , 一 并 奉送 ( 倘 已 有 ,可 转送 人 , 不 要 还 我 了 )。 再 版 卖 完 
后 , 不 印 三 版 了 。 现 在 正在 计 画 另 印 一 本 木刻 , 也 是 苏联 的 , 釣 


六 十 幅 , 叫 作 《 括 花 集 》。 

人 生 现 在 实在 苦痛 ， 但 我 们 总 要 战 取 光 明 ， 即 使 自己 遇 不 
到 ,也 可 以 留 给 后 来 的 。 我 们 这 样 的 活 下 去 罢 。 

但 是 您 似乎 感情 太 胜 。 所 以 我 应 该 特地 声明 ， 我 目前 经 济 
并 不 困难 , 送 几 本 书 , 是 毫 无 影响 的 , 万 不 要 以 为 我 有 了 什么 损 


失 了 。 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 组 
迅 上 三 月 革 六 夜 
1171 致 姚 克 
莘 农 先生 ， 


蒙 见 访 的 那天 , 即 得 惠 函 , 因为 琐 务 , 未 即 奉 答 为 歉 。 

那 本 书 的 目录 很 好 ,但 每 篇 各 摘 少许 , 是 美国 书 的 通病 。 翻 
译 起 来 ,还 是 全 照 原 样 ,不 加 增补 的 好 ; 否则 , 问题 便 多 起 来 。 不 
过 出 版 处 玖 不 易 得 。 

答 E 君 信 , 陰 上 信 稿 (并 来 售 )， 乞 便 中 一 译 ， 掷 下 ,至 感 

《毁灭 》 已 由 书店 取 来 , 当 侯 便 星 上 。 

专 此 布 达 , 并 请 
著 安 

迅 顿 首 三 月 州 日 
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〔 附 件 ] 


P. Ettinger 先生 . 

二 月 十 一 的 信 , 并 木刻 三 种 , 我 早 收 到 了 , 谢谢 ! 

后 来 又 收 到 同月 十 五 的 信 。Kiang Kang-Hu’s 《Chinese 
Studies》 一 本 ,已 经 由 Uchiyama Bookstore 挂号 寄 上 。 这 价钱 
很 便宜 , 我 送 给 你 , 不 要 交换 了 。 不 过 你 再 有 要 看 的 书 , 尽 可 托 
我 来 买 , 贵 的 时 候 , 我 会 要 你 用 别 的 东西 交换 的 。 

而 且 我 觉得 Kiang 的 书 , 实在 不 应 该 卖 钱 。 他 现在 在 上 海 
讲学 ; 他 的 著作 , 只 可 以 给 不 明白 中 国 实情 的 美国 人 看 , 或 者 使 
德国 的 批评 家 欢喜 ， 我 们 是 不 注意 它 的 。 有 一 部 Osvald Siren 
的 《A History of Early Chinese Painting》, 虽然 很 贵 ( 约 美金 
40), 然而 我 以 为 是 很 好 的 书 , 非 Kiang 的 著作 可 比 。 

中 国 的 青年 木刻 家 并 无 进步 , 正如 你 所 看 见 , 但 也 因为 没有 
指导 的 人 。 二 月 中 ， 上 海 开 了 一 回 苏联 版 画展 览 会 ， 其 中 的 作 
品 , 有 一 家 书店 在 复制 , 出 版 以 后 , 我 想 , 是 对 于 中 国 的 青年 会 有 
益处 的 。 


1172 致 母 末 


母亲 大 人 膝下 ,， 敬 東 者 , 三 月 二 十 六 日 来 示 , 需 已 收 到 。 男 总 算 
已 经 复元 , 至 于 能 否 不 再 复发 , 此 刻 却 难 弥 料 。 现 已 做 了 丝 
棉 袍 一 件 , 且 每 日 喝 一 种 茶 , 是 广东 出 品 , 云 可 医 咳 , 似 颇 有 
效 , 近来 咳嗽 确 是 很 少 了 。 惟 写字 作文 , 仍 未 能 减少 , 因为 


一 :办 


让 
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以 此 为 活 , 总 不 免 有 许多 相关 的 事情 。 
海 婴 学 校 仍 未 换 ， 因 为 邻近 也 没有 较 好 的 学 校 。 但 他 身体 
很 好 , 很 长 , 在 同学 中 , 要 高 出 一 个 头 。 也 比 先前 听话 , 懂得 
道理 了 。 先 前 有 男 的 朋友 送 他 一 辆 三 轮 脚 踏 车 , 早已 骑 破 ， 
现在 正在 闹 着 要 买 两 轮 的 , 大 约 春 假 一 到 , 又 非 报效 他 十 多 
块 钱 不 可 了 。 害 马 亦 好 , 可 请 勿 念 。 
专 此 布 达 , 蕉 请 

金 安 

男 树 叩 上 广 平 及 海 婴 同 即 四 月 一 日 


1173 和 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 

需 收 到 三 月 革 八 日 信 , 知 一 切 安 好 , 甚 飞 。《 译 文 ;现在 总 算 
复刊 了 , 与 论 仍然 不 坏 , 似 已 销 到 五 千 。 近 来 有 一 些 青年 , 很 有 
实 实在 在 的 译作 , 不 求 虚名 的 倾向 了 , 比 先前 的 好 用 手段 , 进步 
得 多 ; 而 读者 的 眼睛 , 也 明亮 起 来 , 这 是 一 个 较 好 的 现象 。 

庄 君 曾经 “不 可 一 世 ”， 但 他 的 阵 图 , 近来 崩 淡 了 , 许多 青年 
作家 ， 都 不 满意 于 他 的 权 术 ， 远 而 避 之 。 他 现在 正在 从 新 援 阵 
图 , 不 知 结果 怎样 。 

《远方 》 的 插画 , 一 个 是 因为 求 安全 起 见 ， 故意 删 去 的 , 印 单 
行 本 时 也 许 补 入 。 但 看 飞机 的 一 个 , 不 知道 为 什么 不 登 , 便 中 当 
打听 一 下 。 

兄 给 现代 书局 的 两 种 稿子 , 前 几 天 拿 回 来 了 , 我 想 找 一 找 出 
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板 的 机 会 。 假 如 有 书店 出 版 , 则 除 掉 换 一 篇 (这 是 兄 先 前 函 知 我 
的 ) 外 ,再 换 一 个 书 名 , 例如 有 一 本 便 改易 先后 , 称 为 “不 平常 的 
故事 ”"。 否 则 ,就 自己 设法 来 印 , 合成 一 本 。 到 那 时 当 再 函 商 。 

《文学 导报 》 已 收 到 。 其 中 有 几 个 人 我 知道 ， 是 很 无 聊 而 启 
涂 的 。 但 他 们 也 如 这 里 的 Sobaka 一 样 , 拿 高 尔 基 做 蝎子 , 高 也 
真 倒 运 。 至 于 “第 三 种 人 ”这 里 早 没 有 人 相信 它们 了 , 并 非 为 了 
我 们 的 打击 , 是 年 深 月 久之 后 , 自己 露出 了 尾巴 , 连 施 扑 存 , 戴 望 
舒 之 流 办 刊物 , 也 怕 它 们 投稿 。 而 《导报 》 还 引 为 知己 , 真是 抱 凑 
贼 务 叫 车 萨 。 

《导报 》 里 有 一 个 张 露 薇 , 看 他 口气 , 是 高 尔 基 的 朋友 , 也 是 
托 尔 斯 泰 纪 念 的 文集 刊行 会 的 在 中 国 的 负责 人 。 

那 篇 剧本 ， 当 打听 一 下 ， 能 否 出 版 。 原 本 如 不 难 寻 出 ， 乞 
寄 下 。 

文学 方面 , 在 实力 上 , Sobaka 们 是 失败 了 。 但 我 看 它们 是 
不 久 就 要 用 别 种 力量 来 打击 我 们 的 。 | 

杂志 又 收 到 了 一 些 , 日 内 寄 上 。《 六 月 流 火 ?看 的 人 既 多 , 当 
再 寄 上 一 点 。 

专 此 布 达 , 即 请 
春 安 

弟 殉 ” 顿 首 四 月 一 日 
再 : 弟 现 已 可 算是 复元 了 , 请 勿 念 。 
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1174 致 草 自 


背 白 先生 : 

三 月 州 日 信 并 木刻 ,， 均 收 到 (二 十 八 日 的 也 收 到 ?。5“。4 的 
装饰 画 , 可 以 过 得 去 。 要 从 我 这 里 得 到 正确 的 批评 是 难 的 , 因为 
我 自己 是 外 行 。 但 揭 我 看 来 , 现在 中 国 的 木刻 家 , 最 不 擅长 的 是 
木 刻 人 物 , 其 病根 就 在 缺少 基础 工夫 。 因 为 木刻 究竟 是 绘画 , 所 
以 先 要 学 好 素描 ; 此 外 , 远近 法 的 紧要 不 必 说 了 , 还 有 要 紧 的 是 
明暗 法 。 木 刻 只 有 白 黑 二 色 , 光线 一 错 , 就 一 槐 胡 涂 。 现 在 常 有 
学 麦 绥 莱 尔 的 , 但 你 看 , 麦 的 明暗 , 是 多 么 清楚 。 

从 此 进 向 文学 和 木刻 , 从 我 自己 是 作文 的 人 说 来 , 当然 是 很 
好 的 。 假 如 我 有 所 知道 , 问 超 来 可 以 回答 , 也 并 不 讨厌 。 不 过 我 
先 得 声明 一 下 , 有 时 是 会 长 久 没有 回信 的 , 这 是 因为 被 约 期 的 投 
稿 逼 得 太 忙 了 , 或 是 生 了 病 , 没 力 气 写 字 了 的 时 候 。 

《 死 魂 灵 百 图 》 本 月 中 旬 可 以 出 版 (也 许 已 经 出 版 了 , 我 不 大 
清楚 )， 但 另 有 一 种 用 纸 较 好 的 ， 却 要 出 的 较 迟 ， 这 不 过 纸 白 而 
厚 , 版 和 印 法 却 都 一 样 。 您 可 以 不 要 急 急 的 去 买 它 , 因为 那 时 我 
有 数 十 本 入 手 , 当 分 赠 一 本 。 不 过 这 是 极 旧 的 木刻 , 即 画家 画 了 
稿子 , 另 一 木刻 者 用 朴 密 的 线条 , 表 出 那 原画 来 ,并非 所 谓 “ 创 作 
木刻 ”, 在 现在 , 是 没有 可 学 之 处 的 。 

权力 者 的 砍 杀 我 , 确 是 费 尽心 力 , 而 且 它 们 有 叭 儿 狗 , 所 以 
比 北 洋 军阀 更 周密 ,更 厉害 。 不 过 好 象 效力 也 并 不 大 ; 一 大 批 叭 
儿 狗 ,现在 已 经 自己 露出 了 尾巴 , 沉 下 去 了 。 
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为 了 一 张 文 学 家 的 肖像 , 得 了 这 样 的 罪 , 是 大 黑暗 , 也 是 大 
笑话 , 我 想 作 一 点 短文 , 到 外 国 去 发 表 。 所 以 希望 你 告诉 我 被 捕 
的 原因 , 年 月 , 审判 的 情形 , 定罪 的 长 短 (二 年 四 月 ?), 但 只 要 一 
点 大 略 就 够 。 

专 此 布 复 , 即 颂 
迅 上 四 月 一 日 


1175 致 福 和 奢 、 陈 佩 必 


收 到 来 信 并 4 鸿 爪 > 一 本 , 谢谢 。 

我 来 投稿 , 我 看 是 不 好 的 。 官 场 有 不 测 之 威 , 一 样 的 事情 ， 
忽而 不 要 紧 ,忽而 犯 大 罪 。 实 在 不 值得 为 了 一 篇 文字 ,也许 贻 害 
文 社 和 刊物 。 假 使 是 大 文章 , 发 表 出 来 就 天 翻 地 改 , 那 是 牺牲 一 
下 也 可 以 的 , 不 过 我 那 会 写 这 样 的 文字 。 

以 我 为 师 , 我 是 不 敢当 的 , 因为 我 没有 东西 可 以 指 授 , 而 且 
约 为 师弟 的 风气 , 我 也 不 赞成 。 

我 们 的 关系 , 我 想 , 只 要 大 家 都 算 在 文学 界 上 做 点 事 的 也 就 
够 了 。 

专 此 布 复 , 即 颂 


鲁 迅 四 月 二 日 
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1176 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 : 

质 得 大 函 并 惠 书 两 本 , 谢谢 。 

苏联 画展 , 曾 去 一 览 , 大 略 尚 能 记忆 , 水 彩 画 最 平常 , 酌 印 数 
幅 已 足够 。 但 铀 刻 , 石刻 , 胶 刻 (Lino-cut)，monotype 各 种 ,中 
国 绍 介 尚 少 ， 似 应 加 印 若干 幅 ， 而 monotype 至 少 做 一 幅 三 色 
版 。 大 幅 之 胶 刻 极 佳 , 尤 不 可 不 印 。 

至 于 木刻 , 最 好 是 多 与 留存 , 因为 小 幅 者 多 , 倘 书本 较 大 , 每 

至 少 可 容 两 幅 也 。 

我 可 以 不 写 序 文 了 《申报 》 上 曾 载 一 文 , 即 可 转载 , 此 外 亦 
无 新 意 可 说 。 展 览 会 目录 上 有 一 篇 说 明 , 不 著 扎 人 ， 简 而 得 要 ， 
惜 郭 曼 教 授 译 文 颇 费解 ,我 以 为 先生 可 由 英文 另 谋 ， 置 之 卷 头 ， 
作品 排列 次 序 , 即 可 以 此 文 为 据 。 

阅览 木刻 ， 书 店 中 人 多 地 窄 ， 殊 不 便 。 下 星期 当 赴 公 司 面 
谈 , 大 约 总 在 下 午 二 点 钟 左 右 , 日 期 未 能 定 , 届时 当先 用 电话 一 
问 耳 。 

专 此 奉 复 , 即 请 
撰 安 

和 鲁 迅 四 月 二 日 
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1177 致 颜 黎民 


颜 黎 民 君 : 

三 月 廿 七 日 的 信 , 我 收 到 了 , 虽然 也 转 了 几 转 , 但 总 算 很 快 。 

我 看 你 的 参 参 , 人 是 好 的 , 不 过 记性 差 一 点 。 他 自己 小 的 时 
候 , 一 定 也 是 不 喜欢 关 在 黑 屋子 里 的 , 不 过 后 来 忘记 那 时 的 苦痛 
了 , 却 来 关 自 己 的 孩子 。 但 以 后 该 不 再 关 你 了 罢 ; 随 他 去 罢 。 我 
希望 你 们 有 记性 , 将 来 上 了 年 纪 , 不 要 再 随便 打 孩 子 。 不 过 孩子 
也 会 有 错 处 的 , 要 好 好 的 对 他 说 。 

你 的 六 叔 更 其 好 , 一 年 没有 信息 , 使 我 心里 有 些 不 安 。 但 是 
他 太 性 急 了 一 些 , 拿 我 的 那些 书 给 不 到 二 十 岁 的 青年 看 , 是 不 相 
宜 的 , 要 上 三 十 岁 , 才 很 容易 看 懂 。 不 过 既然 看 了 , 我 也 不 必 再 
说 什么 。 你 们 所 要 的 两 本 书 ， 我 已 找 出 ， 明 天 当 托 书店 挂号 寄 
上 , 并 一 本 《 表 》 一 本 杂志 。 杂 志 的 内 容 , 其 实 也 并 没有 什么 可 
怕 , 但 官 的 胆子 总 是 小 , 做 事 总 是 凶 的 , 所 以 就 出 不 下 去 了 。 

还 有 一 本 《 引 玉 集 》 是 木刻 画 ， 只 因为 是 我 印 的 , 所 以 顺便 
寄 上 , 可 以 大 家 看 看 玩 玩 。 如 果 给 我 信 , 由 这 书 未 页 上 所 写 的 书 
店 转 , 较为 妥当 。 

一 张 照 相 ， 就 夹 在 4 引 玉 集 》 的 纸 套 里 。 这 大 约 还 是 四 五 年 
前 照 着 的 , 新 的 没有 , 因为 我 不 大 爱 看 自己 的 脸 , 所 以 不 常 照 。 现 
在 你 看 , 不 是 也 好 象 要 上 典 待 孩子 似 的 相貌 吗 ? 还 是 不 要 挂 , 收 在 
扫尾 里 罢 。 

问 我 看 什么 书 好 ， 可 使 我 有 点 为 难 。 现 在 印 给 孩子 们 看 的 
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书 很 多 , 但 因为 我 不 研究 儿童 文学 , 所 以 没有 留心 ; 据 看 见 过 的 
说 起 来 , 看 了 无 害 的 就 算 好 , 有 些 却 简直 是 讲 昏 话 。 以 后 我 想 留 
心 一 点 , 如 果 看 见 好 的 , 当 再 通知 ， 但 我 的 意思 , 是 以 为 你 们 不 
要 专门 看 文学 ， 关 于 科学 的 书 ( 自 然 是 写 得 有 趣 而 容易 懂 的 ) 以 
及 游记 之 类 , 也 应 该 看 看 的 。 

新 近 有 《译文 已 经 复刊 ,其 中 虽 不 是 儿童 篇 篇 可 看 ,但 第 一 
本 里 的 特 载 《远方 》, 是 很 好 的 。 价 钱 也 不 贵 , 半年 六 本 , 一 元 二 
角 , 这 在 北平 该 容易 买 到 。 

还 有 一 件 小 事情 我 告诉 你 ;《 鱼 的 翡 哀 》 不 是 我 做 的 , 也 许 是 
我 译 的 罢 , 你 的 先生 没有 分 清楚 。 但 这 不 关 紧 要 , 也 随 他 去 。 

我 很 赞成 你 们 再 在 北平 聚 两 年 ; 我 也 住 过 十 七 年 , 很 喜欢 北 
平 。 现 在 是 走 开 了 十 年 了 , 也 想 去 看 看 , 不 过 办 不 到 , 原因 , 我 
想 , 你 们 是 明白 的 。 

好 了 ,再 谈 , 祝 
你 们 进步 

鲁 迅 四 月 二 夜 


1178 致 费 慎 祥 


慎 祥 兄 ， 

昨天 的 《申报 》E 有 个 出 让 《四 部 丛刊 》 的 广告 ， 今 附 上 ， 
请 兄 去 看 一 看 。 如 合 于 下 列 四 种 条 件 ， 希 即 通 知 ， 同 去 商量 
购买 。 

一 完全 二 、 白 纸 印 的 ; 
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三 、 很 新 ， 四 、 价 ( 连 箱 ) 在 四 百 元 以 下 。 
如 有 一 条 不 合 , 便 作 罢 论 。 
专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 四 月 三 晶 
初 编 四 部 丛刊 出 让 2112 册 书 本 均 新 配 有 最 富丽 书柜 四 个 愿 康 价 出 
让 接洽 处 威海 卫 路 583 弄 21 号 


1179 和 致 许 寿 裳 ” 


季 市 兄 : 

质 奉 到 惠 函 并 译 诗 , 诵 悉 。 我 不 解 原文 , 所 以 殊 不 能 有 所 贡 
献 ,但 将 可 商 之 处 , 注 出 奉 上 , 稍稍 改正 , 即 可 用 , 此 外 亦 未 有 善 
法 也 。 

兄 有 书 一 包 在 此 ,应 邮寄 北平 否 ? 乞 示 遵 办 。 

我 在 上 月 初 又 病 , 气喘 几 不 能 支 ,注射 而 止 , 卧床 数 日 始 起 ， 
近 虽 已 似 复原 ,但 因 译 著 事 烦 ， 终 颇 困 顿 ， 倘 能 优 游 半 载 ， 当 稍 
健 , 然 亦 安 可 得 哉 。 专 此 布 复 , 并 请 
道 安 

树 ” 顿 首 四 月 五 日 


* ”此 信 据 许 寿 党 家 属 录 寄 副 本 抄 存 。 





1180 致 王 冶 秋 


冶 秋 兄 : 

三 月 三 十 日 信 已 收 到 ; 先前 的 两 封 , 也 收 到 的 。 开 初 未 复 ， 
是 因为 忙 。 我 在 这 里 , 有些 英 雄 责 我 不 做 事 , 而 我 实 日 日 译作 不 
息 , 几乎 无 生 人 之 乐 , 但 还 要 受 许多 闲 气 ,有 时 真 令 人 愤怒 , 想 什 
么 也 不 做 , 因为 不 做 事 , 责备 也 就 没有 了 。 到 三 月 初 , 为 了 疲乏 
和 受 寒 , 又 然 气喘 , 我 以 为 要 死 了 ， 倒 也 坦然 , 但 终 经 医师 注射 ， 
逐渐 安静 ,卧床 多 日 ,渐渐 起 来 , 而 一 面 又 得 渐渐 的 译作 ; 现在 可 
说 已 经 大 略 全 愈 ,但 做 一 点 事 ,就 觉得 困 乏 , 此 病 能 否 不 再 发 , 也 
说 不 定 的 。 

我 们 x x x* 里 , 我 觉得 实 做 的 少 ， 监 督 的 太 多 , 个 个 想 做 
“工头 ”, 所 以 苦 工 就 更 加 吃苦 。 现 此 翼 已 经 解散 , 别 组 什么 协会 
之 类 ,我 是 决 不 进去 了 。 但 一 向 做 下 来 的 事 , 自然 还 是 要 做 的 。 

那 位 研究 生物 学 的 学 生 的 事情 ， 问 是 问 过 了 ， 此 地 无 法 可 
想 。 商 务 馆 虽 然 也 卖 标 本 , 但 它 是 贩 来 的 。 有 人 承办 , 忽而 要 一 
只 鸭 ， 忽 而 要 一 只 狂 头 鹰 ， 很 难 ， 而 没有 钱 赚 ， 此 人 正在 叫苦 
连天 。 

序 跋 你 如 果 集 起 来 , 我 看 是 有 地 方 出 版 的 ; 不 过 有 许多 篇 ， 
只 有 我 有 底子 , 如 外 国文 写 的 , 及 给 人 写 了 而 那 书 终 未 出 版 的 之 
类 , 将 来 当代 添上 。 至 于 那 篇 四 六 文 , 是 《 淑 姿 的 信 》 的 序 , 初版 


* ”原件 此 三 字 被 涂 去 。 
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已 卖 完 , 闻 已 改 由 联 华 书店 出 版 , 但 我 未 见 过 新 版 , 你 倘 无 此 书 ， 
我 也 可 以 代 补 的 。 

《文学 大 系 》 序 的 不 能 翻印 是 对 另 印 而 言 , 如 在 《 序 跋 集 》 里 ， 
我 看 是 不 成 问题 的 。 他 们 和 我 订 约 时 , 有 不 另 印 的 话 , 但 当 付 稿 
费时 ,他 们 就 先 不 守 约 。 

盛 成 先生 的 法文 , 听 说 也 是 不 甚 可 解 的 。 

我 的 文章 ,未 有 阅历 的 人 实在 不 见得 看 得 懂 , 而 中 国 的 读书 
人 ,又 是 不 注意 世事 的 居多 , 所 以 真是 无 法 可 想 。 看 看 近来 的 各 
种 刊物 , 昏 话 之 多 , 每 与 十 年 前 相同 , 但 读者 的 眼光 , 却 究竟 有 进 
步 , 错 话 刊 物 , 很 难 久 长 。 还 可 以 骗 人 的 是 说 英雄 话 。 

我 新 近 出 了 一 本 《故事 新 编 》, 想 尚 未 见 , 便 中 当 寄 上 。 

此 复 , 即 颂 
时 绥 

树 上 四 月 五 夜 


1181 和 致 彰 自 


昔 白 先生 : 

信和 了 略 记 , 今天 收 到 了 。 我 并 不 觉得 你 没有 希望 , 但 能 从 文 
字 上 看 出 来 的 ， 是 所 知道 的 世故 ， 比 年 龄 相同 的 一 般 的 青年 多 ， 
因而 很 小 心 ; 感情 的 高 涨 和 收缩 , 也 比 平常 的 人 迅速 : 这 是 受过 
人 迫害 的 人 , 大 抵 如 此 的 , 环境 倘 有 改变 , 这 种 情形 也 就 改变 , 不 能 
专 求全 于 个 体 的 。 

这 回 我 要 从 “ 略 记 ” 里 摘录 一 点 ; 倘 有 相宜 之 处 , 还 想 发 表 原 
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文 的 全 篇 , 但 看 起 文章 来 , 是 可 以 推 究 何 人 所 作 的 , 这 不 知道 于 
你 有 无 妨害 ? 可 不 可 以 就 用 你 现在 所 用 的 笔名 ? 这 两 层 急 等 你 
的 回信 。 

我 所 摘录 的 , 是 把 年 月 , 地名 , 都 删 去 了 , 但 细心 的 人 (知道 
那 一 案件 的 ), 还 可 以 推 考 出 所 记 的 是 那 一 件 公案 的 。 

专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 

迅 上 四 月 六 夜 


1182 和 致 赵 家 辟 


家 壁 先生 : 
印 《 引 玉 集 ?的 社 名 和 地 址 , 录 奉 一 一 
日 本 东京 
牛込 区 市 ヶ 谷 台 町 一 〇 、 
洪 洋 社 、 

就 是 印 《 引 玉 集 ?那样 的 大 小 , 二 百 页 左右 , 成 本 总 要 将 近 四 
元 , 所以“ 价 廉 物 美 ， 在 实际 上 是 办 不 到 的 , 除非 出 版 者 是 慈善 
家 ,或 者 是 一 个 果子 。 

回 寅 后 看 到 了 最 近 的 《美术 生活 》% 内 有 这 回 展览 的 木刻 四 
幅 , 觉得 也 还 不 坏 , 颇 细 的 线 , 并 不 模 胡 , 如 果 用 这 种 版 印 , 我 想 ， 
每 本 是 可 以 不 到 二 元 的 。 

我 的 意思 ， 是 以 为 不 如 先生 拿 这 《美术 生活 》 去 和 那 秘书 商 
量 一 下 , 说明 中 国 的 最 好 的 印刷 , 只 能 如 此 , 而 定价 却 可 较 廉 , 否 
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则 ， 学 生 们 就 买 不 起 了 。 于 是 取 一 最 后 的 决定 ， 这 似乎 比较 的 
妥当 。 

如 果 印 起 来 ， 我 看 是 连作 者 的 姓名 和 题目 ， 有 些 都 得 改 译 
的 。 例 如 《4 熊 之 生长 > 不 象 儿 童 书 , 却 象 科学 书 ;“ 郭 尔 基 ” 在 中 国 
久 已 姓 “ 高 ”不 必 另 姓 之 类 。 但 这 可 到 那 时 再 说 。 

有 和 致 阿 英 先生 一 箋 , 因 不 知 住址 , 乞 转 寄 为 荷 。 

专 此 布 达 , 并 请 
扎实 

鲁 迅 四 月 八 日 


1183 致 赵 家 璧 


家 壁 先生 : 

日 前 奉 上 一 函 , 言 印刷 版 画 事 , 想 已 达 。 

现在 想 奉 托 先 生 一 件 事 , 良友 公司 想必 自 有 摄影 室 , 可 否 即 
摄 版 画 中 之 No 87, 《Dneprostroy at Night》, by A. Kravchenko 
寄 下 , 大 六 十 , 价 乞 示 及 , 当 偿 还 , 因 须 用 于 一 篇 文章 中 , 作为 插 
画 , 所 以来 不 及 等 候 画集 的 出版 了 。 

此 事 未知 可否 , 希 先 见 示 为 幸 。 

专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 

鲁 迅 四 月 十 二 日 


一 九 三 六 年 981 





1184 致 楼 炜 春 


炜 看 先生 : 

质 收 到 十 一 日 信 , 备 悉 一 切 。 至 于 前 一 函 并 译 稿 ; 则 早已 政 
到 , 所 以 未 能 即 复 者 , 即 因 如 建 兄 来 信 记 说 《中 学 生 》 上 , 已 在 登 
载 此 书 译本 ， 而 译 者 又 即 《 译 文 从 书 》 编 者 之 故 。 因 此 倘 不 先行 
接洽 , 即 不 能 有 切实 之 答复 也 。 

前 天 始 与 另 一 译 者 黄 君 会 商 , 他 以 为 适 兄 译 书 不 易 , 慨 然 愿 
停止 翻译 , 在 《中 学 生 》 续 登 适 兄 译本 , 对 于 开明 书店 , 则 由 他 前 
往 交 涉 , 现在 尚 无 回信 , 我 看 大 约 是 可 以 的 。 

假使 此 事 万 一 不 成 , 则 此 种 大 部 书籍 , 不 但 卖 稿 很 难 , 就 是 
只 希 印 行 , 也 难 找到 如 此 书店 ,只 好 到 大 书店 商务 印 书 馆 去 试 
一 试 , 此 外 , 也 没有 适当 之 处 了 。 

专 此 布 复 , 即 请 
日 安 

随 顿 首 四 月 十 三 日 


唐 绩 先生 
惠 示 具 悉 。“ 维 止 " 事 我 不 知 确实 的 出 处 。 只 记得 幼小 时 闻 
长 辈 说 , 雍正 朝 《 东 华 录 > 本 名 《 维 止 录 沪 取 “ 维 民 记 止 "之 意 , 而 
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实则 害 了 雍正 的 头 , 后 因 将 兴 大 狱 , 乃 急 改 名 《4 东 华 录 》 云 云 。 与 
来 杞 所 举 之 事 频 相 似 , 但 恐 亦 齐 东 野 语 耳 。 
《清朝 文字 狱 档 ?本 有 其 书 , 去 年 因 嫌 书籍 累 坠 , 择 未 必 常 用 
者 装 箱 存 他 处 , 箱 乱 而 路 远 , 所 以 不 能 奉 借 了 。 
专 此 布 复 , 即 颂 
时 级 





鲁 迅 上 四 月 十 四 夜 


1186 和 致 颜 黎民 


昨天 收 到 十 日 来 信 , 知道 那些 书 已 经 收 到 , 我 也 放 了 心 。 你 
说 专 爱 看 我 的 书 ， 那 也 许 是 我 常 论 时 事 的 缘故 。 不 过 只 看 一 个 
人 的 著作 ， 绪 果 是 不 大 好 的 ， 你 就 得 不 到 多 方面 的 优点 。 必 须 
如 蜜蜂 一 样 , 采 过 许多 花 , 这 才能 酿 出 蜜 来 , 倘若 叮 在 一 处 , 所 得 
就 非常 有 限 , 枯燥 了 。 

专 看 文学 书 ， 也 不 好 的 。 先 前 的 文学 青年 ,往往 厌恶 数学 ， 
理化 , 史 地 , 生物 学 , 以 为 这 些 都 无 足 重 轻 , 后 来 变 成 连 常识 也 没 
有 , 人 研究 文学 固然 不 明白 , 自己 做 起 文章 来 也 胡 涂 , 所 以 我 希望 
你 们 不 要 放 开 科学 ,一味 钻 在 文学 里 。 璧 如 说 罢 , 古人 看 见 月 缺 
花 残 , 黯然 泪 下 , 是 可 恕 的 , 他 那 时 自然 科学 还 不 发 达 , 当然 不明 
和 白 这 是 自然 现象 。 但 如 果 现 在 的 人 还 要 下 泪 , 那 他 就 是 胡 涂 虫 。 
不 过 我 向 来 没有 留心 儿童 读物 , 所 以 现在 说 不 出 那些 书 合适 , 开 
明 书 店 出 版 的 通俗 科 堂 书 里 ,也许 有 几 种 ,让 调查 一 下 后 说 罢 。 
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其 次 是 可 以 看 看 世界 旅行 记 ， 借 此 就 知道 各 处 的 人 情 风 俗 
和 物产 。 我 不 知道 你 们 看 不 看 电影 ; 我 是 看 的 , 但 不 看 什么 “ 获 
美 ?“ 得 宝 ” 之 类 ， 是 看 关于 非洲 和 南北 极 之 类 的 片子 ， 因 为 我 
想 自己 将 来 未 必 到 菲 洲 或 南北 极 去 ， 只 好 在 影片 上 得 到 一 点 见 
识 了 。 

说 起 桃花 来 ， 我 在 上 海 也 看 见 了 。 我 不 知道 你 到 过 上 海 没 
有 ? 北京 的 房屋 是 平 铺 的 , 院子 大 , 上 海 的 房屋 却 是 直 合 的 , 连 
泥土 也 不 容易 看 见 。 我 的 门 外 却 有 四 尺 见 方 的 一 块 泥土 ， 去 年 
种 了 一 株 桃花 , 不 料 今年 竞 也 开 起 来 , 虽然 少 得 很 , 但 总 算 已 经 
看 过 了 黑 。 至 于 看 桃花 的 名 所 , 是 龙华 , 也 有 層 協 , 我 有 好 几 个 
青年 朋友 就 死 在 那里 面 , 所 以 我 是 不 去 的 。 

我 的 信和 如 果 要 发 表 ， 且 有 发 表 的 地 方 ， 我 可 以 同意 。 我 们 
不 是 没有 说 什么 不 能 告 人 的 话 么 ? 如果 有 ， 了 既然 说 了 ， 就 不 怕 
发 表 。 

临 了 ， 我 要 通知 你 一 件 你 疏忽 了 的 地 方 。 你 把 自己 的 名 字 
涂改 了 , 会 写 错 自己 名 字 的 人 , 是 很 少 的 , 所 以 这 是 告诉 了 我 所 
署 的 是 假名 。 还 有 , 我 看 你 是 看 了 《妇女 生活 》 里 的 一 篇 《关于 小 
孩子 > 的 , 是 不 是 ? 

就 这 样 的 结束 罢 。 祝 
你 们 好 

鲁 迅 四 月 十 五 充 
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1187 致 赵 家 壁 


家 壁 先 生 : 

硕 收 到 来 信 并 照片 , 感谢 之 至 。 

所 做 的 铜 锌 板 , 成 绩 并 不 坏 。 不 过 印 起 来 , 总 还 要 比 样张 差 
一 点 , 而 且 和 印 工 的 手段 , 大 有 关系 : 这 一 点 是 必须 注意 的 。 

照 《 引 玉 集 》 大 小 , 原画 很 大 的 就 不 免 缩 得 太 小 , 但 要 售 价 
廉 , 另外 也 别 无 善 法 。《 引 玉 集 ?的 缺点 , 是 纸张 太 厚 , 而 钉 用 铁 
丝 , 我 希望 这 回 不 用 这 和 钉 法 。 

专 此 布 复 , 并 请 

鲁 迅 四 月 十 七 日 

再 : Mitrokhin 的 术 刻 , 我 想 再 增加 一 张 , 就 是 No.135 的 

《Children’*s Garden》。 那 No.136 的 《Flowerbeds》 不 要 ,这 

两 幅 其 实 是 不 相连 的 。 


1188 和 致 罗 清 桢 


清 杭 先生 : 

项 得 惠 函 并 木刻 种 种 , 感谢 之 至 。 

E. 君 并 无 信 来 , 是 不 能 坷 到 , 或 没有 评论 , 均 不 可 知 。 至 于 
交换 木刻 , 则 因为 我 和 那 边 的 木刻 家 , 均 无 直接 交际 , 名 有 此 举 ， 
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似 稍 嫌 唐 突 , 故 亦 无 * 报 命 , 尚 希 鉴 原 为 幸 。 
专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 
鲁 迅 四 月 十 七 日 


1189 致 姚 訓 


莘 农 先生 ， 

十 八 夜 信 质 收 到 。《 译 文 》 复 刊 , 又 出 别 的 , 似乎 又 给 有 些 人 
不 舒服 了 ， 听 说 《时 事 新 报 》 已 有 宣布 我 的 罪状 的 文章 ， 但 我 没 
有 见 。 

写 英 文 的 必要 , 决 不 下 于 写 汉 文 , 我 想 世界 上 洋 热 型 一 定 很 
多 , 淋 一 桶 冷水 , 给 清楚 一 点 ,对 于 华 洋 两 面 ,都 有 益处 的 。 

电影 界 的 情形 , 我 不 明白 , 但 从 书 报 检 查 员 推测 起 来 , 那些 
官 儿 , 也 一 定 是 笑 剧 中 的 脚色 。 

两 日 本 人 名 的 英 扒 法 , 如 下 

儿 岛 献 吉郎 二 KOJIMA KENKICHIRO. (RO 是 长 音 , 不 
知道 是 否 上 加 一 划 ?) 

高 桑 驹 吉 =TAKAKUWA KOMAKICHTI. 

专 此 布 复 , 并 请 
著 安 

迅 頼 首 四 月 二 十 日 








* 直久 話 則 一 人 7 学 。 
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1190 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 : 

插图 本 《441》, 早已 收 到 。 能 出 版 时 , 当 插 入 。 

三 兄 有 信和 来 , 今 转 上 。 和 者 野 回 国 了 ,昨天 见 过 。 但 他 说 也 许 
要 回 乡 一 看 。 

这 里 在 弄 作家 协会 ， 先前 的 友和 敌 , 都 站 在 同一 阵 图 里 了 ， 
内 幕 如何 , 不 得 而 知 ,指挥 的 或 云 是 茅 与 郑 , 其 积极 , 乃 为 救 《 文 
学 》 也 。 我 鉴于 往日 之 给 我 的 伤 , 拟 不 加 入 , 但 此 必 将 又 成 一 大 
罪状 , 听 之 而 已 。 

近 十 年 来 , 为 文艺 的 事 , 实 已 用 去 不 少 精力 , 而 结果 是 受伤 。 
认真 一 点 , 略 有 信用 , 就 大 家 来 打击 。 去 年 田汉 作文 说 我 是 调和 
派 , 我 作文 请 问 , 他 函 答 道 , 因为 我 名 誉 好 , 乱 说 也 无 害 的 。 后 来 
他 变 成 这 样 ,我 们 的 “战友 ”之 一 却 为 他 辩护 道 , 他 有 大 计 画 , 此 
刻 不 能 定论 。 我 真 觉得 不 是 巧 人 , 在 中 国 是 很 难 存活 的 。 

我 们 都 好 ， 我 已 复元 了 ,但 仍然 已 。 昨 寄 书 两 包 ,内 有 《 作 
家 》 一 本 , 新近 出 版 。 

今年 各 种 刊物 上 , 多 刊 高 尔 基 像 , 此 老 今 年 忽然 成 为 一 切 好 
好 歹 丈 的 东西 的 掩护 旗子 了 。 

《文学 导报 》 颇 空虚 , 但 这 么 大 , 看 起 来 伸 着 颈 子 真 吃力 。 

我 设法 印 成 了 一 本 《和 死 魂 灵 百 图 六 Agin 画 , 兄 所 给 的 十 二 
幅 , 也 附 在 后 面 , 有 厚 纸 的 一 种 , 还 未 装 成 , 成 后 当 寄 上 。 

专 此 布 达 , 即 请 
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近 安 
弟 纵 ”上 四 月 廿 三 夜 


1191 致 何 家 槐 ” 


家 槐 先生 ， 

前 日 收 到 来 信 并 缘起 , 意见 都 非常 之 好 。 

我 曾经 加 入 过 集团 , 虽然 现在 竟 不 知道 这 集团 是 否 还 在 , 也 
不 能 看 见 最 末 的 《文学 生活 >。 但 自觉 于 公事 并 无 益处 。 这 回 范 
围 更 大 , 事业 也 更 大 , 实在 更 非 我 的 能 力 所 及 。 签 名 并 不 难 , 但 
挂名 却 无 聊 之 至 , 所 以 我 决定 不 加 入 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

5 四 月 二 十 四 日 ] 


1192 致 長 千 青 


干 青 先生 : 
硕 收 到 廿 日 信 。 木 刻 二 集 早 收 到 ,谢谢 1 
木刻 由 普遍 而 入 于 消沉 ， 这 是 因为 没有 技法 上 的 指导 者 的 
* ”此 信 据 《光明 》 半 月刊 第 一 卷 第 十 号 (1936 年 1 月 25 日 ) 所 载 手迹 制版 抄 


存 。 据 收 信人 在 同 刊 所 载 之 《学 习 鲁迅 先生 的 精神 》 文 末 附 注 :“ 和 鲁迅 先生 
的 签名 ,不 知 在 什么 时 候 撕 破 失去 了 。” 
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缘故 ,于 是 无 法 上 达 , 即使 有 很 好 的 题材 , 也 不 能 表现 出 来 了 。 
我 自己 不 会 刻 ,不 过 绍 介 过 一 点 外 国 作品 , 近来 又 因为 杂 务 
和 生病 , 连 绍 介 的 事 也 放下 了 ,但 不 久 还 想 翻印 一 点 。 至 于 理论 
和 技法 , 我 其 实 是 外 行 的 。 
专 此 布 复 , 即 颂 


时 绥 
鲁 迅 四 月 证 四 日 
1193 和 致 吴 朗 西 
朗 西 先生 ・ 


昨日 内 山 谈 起 , 《 死 缠 灵 百 图 > 初出 时 , 他 就 面 托 送 书 的 人 ， 
要 二 十 部 , 至 今 没有 送 给 他 云云 。 我 想 这 一 定 是 那 人 忘记 了 。 便 


中 送 给 他 罢 。 
专 布 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 四 月 廿 四 夜 
1194 和 致 徐 直 唐 
燃 唐 先生 


来 信 收 到 。 关 于 我 的 信件 而 发 生 的 问题 , 答复 于 下 一 一 
一 、 集 团 要 解散 , 我 是 听 到 了 的 , 此 后 即 无 下 文 , 亦 无 通知 ， 
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似乎 守 着 秘密 。 这 也 有 必要 。 但 这 是 同人 所 决定 ， 还 是 别人 参 
加 了 意见 呢 , 倘 是 前 者 , 是 解散 , 若是 后 者 , 那 是 溃散 。 这 并 不 很 
小 的 关系 , 我 确 是 一 无 所 闻 。 

二 、 我 所 指 的 刊物 , 是 已 经 油印 了 的 。 最 末 的 一 本 , 曾 在 别 
处 见 过 实物 , 此 后 确 是 不 出 了 。 这 事 还 早 , 是否 已 在 先生 负责 之 
后 , 我 没有 查考 。 

至 于 “是 非 >“ 谣 言 " “一般 的 传说 ”我 不 想来 推 究 或 解释 ， 
“ 文 祸 ?已 够 麻烦 ,“ 语 祸 ? 或 “ 谣 祸 "更 是 防不胜防 , 而 且 也 洗 不 胜 
洗 , 即使 到 了 “对 嘴 , 还 是 弄 不 清楚 的 。 不 过 所 谓 “ 那 一 批 人 ”， 
我 却 连 自己 也 不 知道 是 “ 那 一 批 ”。 

好 在 现在 旧 团 体 已 不 存在 , 新 的 呢 , 我 没有 加入 , 不 再 会 因 
我 而 引起 一 点 纠纷 。 我 希望 这 已 是 我 最 后 的 一 封 信 ， 旧 公事 全 


都 从 此 结束 了 。 
专 此 布 达 , 并 颂 
时 绥 
和 鲁 迅 五 月 二 日 
1195 和 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 : 


甘 七 日 信 已 到 。 此 间 莲 姊 家 已 散 , 化 为 傅 、 郑 所 主持 的 大 家 
族 ， 实 则 借 此 支持 《文学 ?而 已 ， 毛 姑 似 亦 在 内 。 旧 人 颇 有 往 
者 对 我 大 肆 攻 击 , 以 为 意 在 破坏 。 但 他 们 形势 亦 不 佳 。 

《作家 》, 《译文 >《 文 从 》, 是 和 《文学 》 不 洽 的 , 现在 亦 不 合 
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作 , 故 颇 为 传 郑 所 姥 妨 , 令 唆 罗 加 以 破坏 统一 之 罪名 。 但 谁 甘 为 
此 辈 自私 者 所 统一 呢 ， 要 弄 得 一 团 粳 的 。 近 日 大 约 又 会 有 别 的 
团体 出 现 。 我 以 为 这 是 好 的 ， 令 读者 可 以 比较 比较 ， 和 情形 就 变 
化 了 。 

从 七 月 起 ,《 文 学 》 换 王 统 照 编辑 , 大 釣具 基 像 偽 , 而 另 有 这 
线 人 。 今 晚 请 客 , 闻 到 者 只 十 八 人 , 连 主人 之 类 在 内 , 然则 掌柜 
虽 换 , 生意 恐怕 仍 元 起 色 。 

陈 君 款 未 还 , 但 我 并 不 需 用 , 现在 那 一 面 却 在 找 他 了 , 到 现 
在 才 找 他 , 真是 太 述 。 而 且 他 们 还 把 前 信和 失去 , 再 要 一 封 , 我 只 
得 以 没 法 办 理 回复 。 

《41》 印 起 来 , 款 子 有 法 想 , 不 必 寄 。 

大 会 要 几 句 话 , 做 见 毛 兄 时 一 商 再 说 。 

我 们 也 准备 垂帘 听政 , 不 过 不 是 莲 小 姐 , 而 是 别 个 了 。 南 方 
人 没有 北方 的 直爽 , 办 事 较 难 , 但 想 试 试看 。 

印 《 城 市 与 年 > 的 木刻 时 , 想 每 幅 图 画 之 下 , 也 题 一 两 句 , 以 
便 读 者 ， 题 字 大 抵 可 以 从 兄 的 解释 中 找到 ， 但 开 首 有 几 幅 找 不 
到 , 大 约 即 是 “ 令 读者 摸 不 着 头脑 的 事 ”。 今 将 插画 所 在 之 页 数 
开 上 , 请 兄 加 一 点 说 明 , 每 图 一 两 名 足够 了 一 一 

(1) 11 页 (2) 19 页 对 面 (3) 35 页 (4) 73 页 

(5) 341 页 

以 上 , 共 五 图 。 

上 海 今年 很 奇 , 至 今 还 是 冷 。 我 已 复元 , 女人 和 和 孩子 也 都 好 
的 , 可 请 释 念 。 

现 正在 印 Gogol 的 《 死 魂 灵图 》， 兄 寄 给 我 的 十 二 幅 ， 已 附 
入 。 它 兄 的 译文 ,上 本 已 校 毕 , 可 付 印 了 , 有 七 百 页 。 下 本 拟 即 





一 九 三 六 年 991 





付 排 。 
专 此 布 达 , 并 请 
春 安 
弟 了 上 五 月 三 夜 
1196 致 曹 自 
草 白 先生 : 


来 信 收 到 。 关 于 力 群 的 消息 , 使 我 很 高 兴 。 他 的 木刻 , 是 很 
生动 的 , 但 关于 形体 , 时 有 失败 处 , 这 是 对 于 人 体 的 研究 , 还 欠 工 
夫 的 缘故 。 

《 死 魂 灵图 》 你 买 的 太 性 急 了 , 还 有 一 种 白 纸 的 , 印 的 较 好 ， 
正在 装订 , 我 要 送 你 一 本 。 至 于 其 中 的 三 张 , 原 是 密 线 , 用 橡皮 
版 一 做 , 就 加 粗 , 中 国 又 无 印刷 好 手 , 于 是 弄 到 这 地 步 。 至 于 刻 
法 , 现在 却 只 能 做 做 参考 , 学 不 来 了 。 此 书 已 卖 去 五 百 本 , 倘 全 
数 售 出 , 收回 本 钱 ， 要 印 托 尔 斯 泰 的 《 安 那 ， 卡 莱 尼 娜 》(《Anna 
Karenina》) 的 插画 也 说 不 定 , 不 过 那 并 非 木刻 。 

你 的 那 一 篇 文章 ， 尚 找 不 着 适当 的 发 表 之 处 。 我 只 抄 了 一 
段 , 连 一 封 信 ( 略 有 删 去 及 改易 ), 收 在 《 写 在 深夜 里 》 的 里 面 。 这 
原 是 为 《The Voice of China》 而 作 的 , 译文 当 发 表 在 五 月 十 五 
这 一 本 上 , 出 后 当 送 你 。 (你 能 看 英文 吗 ? 便 中 通知 我 。) 原 文 给 
了 《 夜 萤 》, 听 说 不 入 出 版 , 我 看 是 要 被 这 篇 文章 送 终 的 , 但 他 们 
说 , 这 样 也 木 要 紧 。 

说 起 我 自己 来 , 真是 无 聊 之 至 , 公事 、 私事. 闲 气 , 层出不穷 。 
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刊物 来 要 稿 , 一 面 要 顾及 被 禁 , 一 面 又 要 不 十 分 无 谓 , 真 变 成 一 
种 苦恼 , 我 称 之 为 “上 了 久 钳 的 跳舞 >?。 但 《作家 》 已 被 停止 邮寄 
了 ,《 死 魂 灵 》 第 二 部 , 只 存 残 稿 五 章 , 已 大 不 及 第 一 部 , 本 来 是 没 
有 也 可 以 的 , 但 我 决 计 把 它 译 出 , 第 二 章 登 《译文 》 第 三 本 , 以 后 
分 五 期 登 完 ， 大 约 不 到 十 万 字 。 作 者 想 在 这 一 部 里 描写 地 主 们 
改 心 向 善 , 然而 他 所 写 的 理想 人 物 ， 训 无 生气 ， 倒 仍旧 是 几 个 丑 
角 出 色 , 他 临 死 之 前 , 将 全 稿 烧 掉 , 是 有 自 知之 明 的 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 
迅 上 五 月 四 日 


1197 致 王 冷 秋 


治 秋 兄 : 

五 月 一 日 函 收 到 。 此 集 我 至 少 还 可 以 补 上 五 六 篇 ， 其 中 有 
几 篇 是 没有 刊 出 过 的 ; 但 我 以 为 译 序 及 《4 奔流 》 后 记 , 可 以 删 去 
(展览 会 小 引 》,《 祝 < 涛 声 >》,，《“ 论 语 一 年 ”> 等 , 也 不 要 )。 稿 挂 
号 寄 书 店 ,不 至 失落 ; 印行 处 我 当 探 问 , 想必 有 人 肯 印 的 , 但 也 许 
会 要 求 删 去 若干 篇 , 因为 他 们 都 胆子 小 。 

我 没有 近 照 ， 最近 的 就 是 四 五 年 前 的 , 印 来 印 去 的 那 一 张 。 
序 文 当 写 一 点 。 

四 月 十 一 日 的 信 , 早 收 到 了 。 年 年 想 休息 一 下 , 而 公事 , 私 
事 , 困 气 之 类 , 有 增 无 减 , 不 違 安 息 , 不 估 看 书 , 弄 得 信也 没 工夫 
写 。 病 总 算是 好 了 , 但 总 是 没 气力 , 或 者 气力 不 够 应 付 杂 事 ; 记性 
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也 坏 起 来 。 英 雄 们 却 不 绝 的 来 打击 。 近 日 这 里 在 开 作家 协会 , 喊 
国防 文学 , 我 鉴于 前 车 , 没有 加 入 , 而 英雄 们 即 认 此 为 破坏 国家 
大 计 ， 甚 至 在 集会 上 宣布 我 的 罪状 。 我 其 实 也 真 的 可 以 什么 也 
不 做 了 ， 不 做 倒 无 罪 。 然 而 中 国 究竟 也 不 是 他 们 的 ， 我 也 要 住 
住 ， 所 以 近来 已 作 二 文 反 击 , 他 们 是 空 壳 , 大 约 不 久 就 要 消 声 匿 
迹 的 ; 这 一 流 人 , 先前 已 经 出 了 不 少 。 

你 所 说 的 药方 , 是 医 气管 炎 的 , 我 的 气 螨 原因 并 不 是 炎 , 而 
是 神经 性 的 痉挛 。 要 复发 否 ， 现 在 不 可 知 。 大 约 能 休息 和 换 地 
方 , 就 可 以 好 得 多 , 不 过 我 想来 想 去 , 没有 地 方 可 去 。 

这 里 还 很 冷 , 真 奇 。 者 已 回国 , 见 过 面 , 但 现在 不 知道 他 是 
回 乡 , 还 是 赴 津 了 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 级 

树 上 五 月 四 夜 


1198 致 吴 朗 西 


朗 西 先生 . 

《 珂 勒 惠 支 版 画 选 集 》 序 二 篇 之 后 , 拟 用 自 笔 署名 , 今 寄 上 字 
稿 ， 乞 费 神代 制 锌 版 ， 制 成 后 版 留 尊 处 ， 寄 下 印 本 ， 当 于 校 时 粘 
入 ,由 
先生 并 版 交 与 印刷 局 也 。 

专 此 布 达 , 并 颂 
春 祺 鲁 迅 上 五 月 四 夜 
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1199 教 黄 源 


河清 先生 ， 
沈 先 生 寄 来 一 稿 , 嘱 转 交 。 今 并 原 信之 一 部 分 ， 连 稿 寄 上 。 
我 疑 是 长 篇 中 之 一 节 , 但 未 能 确定 。 
陈 小 姐 通信 地 址 , 已 函 问 沈 先生 , 得 回信 后 当 再 通知 。 
专 布 , 即 请 
日 安 
迅 上 五 月 五 日 


1200 致 母 素 


母亲 大 人 膝下 , 敬 東 者 , 五 月 二 日 来 示 , 昨 己 収 到 。 丈 量 的 事 , 既 
经 办 受 , 总 算 了 了 一 件 事 。 
海 婴 很 好 , 每 日 上 学 , 不 大 束 学 了 , 但 新 添 了 一 样 花头 , 是 礼 
拜 天 要 看 电影 ;冬天 胖 了 一 下 , 近来 又 瘦长 起 来 了 。 大 约 孩 
子 是 春 夫 长 起 来 , 长 的 时 候 , 就 要 瘦 的 。 
男 早已 复原 , 不 过 仍 是 忙 ; 害 马 亦 好 , 可 请 勿 念 。 上 海 虽 无 
须 火炉 ,但 仍 是 冷 ,夜里 可 穿 棉 只 ,这 是 今年 特别 的 。 
专 此 布 复苏 请 


男 树 叩 上 广 平 海 婴 同 号 五 月 七 晶 





1201 致 授 千 青 


惠 示 收 到 。 艾 君 小 说 稿 , 亦 别 封 寄 至 。 但 我 近 米 力 衰 事 烦 ， 
对 于 各 种 作品 , 实 无 法 阅读 作 序 , 有 拂 来 论 , 尚 希 鉴 原 为 兴 。 
上 月 印 《 死 魂 灵 百 图 》 一 本 , 另 托 书 店 邮 奉 , 乞 晒 存 。 菊 看 小 
说 稿 , 亦 附 在 内 , 并 请 转交 , 为 感 。 
专 此 布 达 , 并 颂 
时 绥 
鲁 迅 五 月 七 日 


1202 致 台 静 农 


伯 简 兄 ， 

二 日 信 收 到 。 此 信 或 可 到 在 月 半 之 前 。 我 病 已 好 ， 但 依然 
事 烦 , 因此 疲劳 而 近 于 病 , 实 亦 不 能 谓 之 病 也 。 罕 野 已 见 过 , 现 
回 里 抑 北上 , 则 未 详 。“ 第 三 种 人 ”已 无 面目 见 人 , 则 驱 戴 望 他 为 
出 面 芝 次 在 文 あ 上 気 活 远 之 为 是 。《 文 学 》 编辑 , 张 天 瀑 已 知 
难 而 逃 , 现 定 为 王 统 照 ,其 实 亦 系 傅 郑 辈 暗中 布置 , 操纵 于 后 ,此 
两 公园 未 尝 冲 突 也 。《 死 缠 灵 百 图 有 白 纸 绸 面 本 , 正在 装订 ,成 
后 当 奉 赠 。 北 归 在 即 ， 过 沪 想 能 旺 谈 , 企 此 为 感 耳 。 专 此 布 复 ， 
并 吧 
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日 让 
树 頼 首 五 月 七 晶 


1203 致 萌 自 


曹 白 先生 

五 日 信 收 到 。 研 究 文学 ， 不 懂 一 种 外 国文 ,是 非常 不 便 的 。 
日 文 虽 名 词 与 中 国 大 略 相 同 ， 但 要 深 通 无 误 ， 仍 非 三 四 年 不 可 ， 
而 且 他 们 自己 无 大 作家 , 近来 绍 介 也 少 了 , 犯 不 着 。 英 国 亦 少 大 
作家 , 而 且 他 们 颇 奖 固 , 不 大 肯 翻 译 别 国 的 作品 ; 美国 较 多 , 但 书 
价 贵 。 我 以 为 你 既然 学 过 法 文 , 不 如 仍 学 法 文 。 因 为 : 一 , 温习 
起 来 , 究竟 比 完 全 初学 便当 ; 二 , 他 们 近来 颇 翻 译 别 国 的 好 作品 ; 
三 , 他们 现在 就 有 大 作家 , 如 罗兰 , 纪 德 , 作品 于 读者 有 益 。 

但 学 外 国文 须 每 日 不 放下 ， 记 生字 和 文法 是 不 够 的 ， 要 硬 
看 。 比 如 一 本 书 , 拿 来 硬 看 , 一 面 翻 生字 , 记 文 法 ; 到 看 完 , 自然 
不 大 憧 , 便 放 下 , 再 看 别 的 。 数 月 或 半年 之 后 , 再 看 前 一 本 ,一 定 
比 第 一 次 懂得 多 。 这 是 小 儿 学 语 一 样 的 方法 。 

《4 死 疯 灵 百 图 》 白 纸 印 本 已 订 好 , 包 着 放 在 书店 里 , 请 持 附 租 
去 取 为 荷 。 

专 此 布 达 , 即 頒 
时 绥 


迅 上 五 月 八 日 
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1204 致 李 者 野 


都 野 兄 ， 

五 月 五 日 信 并 汇款 , 均 收 到 无 误 。 

我 是 不 写 自 传 也 不 热心 于 别人 给 我 作 传 的 ， 因 为 一 生 太平 
凡 , 倘 使 这 样 的 也 可 做 传 , 那么 ,中 国 一 下 子 可 以 有 四 万 万 部 传 
记 , 真 将 塞 破 图 书馆 。 我 有 许多 小 小 的 想 头 和 言语 , 时 时 随 风 
而 逝 ， 固 然 似 乎 可 惜 , 但 其 实 , 亦 不 过 小 事情 而 已 。 

新 近 印 成 一 部 《 死 魂 灵 百 图 》， 已 托 书店 寄 上 ， 想 不 日 可 到 。 
番 印 此 种 书 , 在 中 国 虽 创举 , 惜 印 工 殊 不 佳 也 。 

专 此 布 复 , 即 頒 
时 绥 

迅 上 五 月 八 日 


1205 致 吴 朗 西 


朗 西 先生 : 
昨天 内 山 说 要 批发 精装 《 死 魂 灵 百 图 》 五 本 , 希 便 中 送 给 他 
为 荷 。 
专 此 布 达 , 即 请 
日 安 
鲁 迅 五 月 九 日 
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1206 致 吴 朗 西 


朗 西 先生 : 

插画 题字 比较 的 急需 ,先行 寄 上 , 请 令 排 工 再 改 一 次 , 寄 下 
再 校 为 感 。 

专 此 布 达 , 即 请 
日 安 

鲁 迅 上 五 月 十 二 日 
1207 致 曹 靖 华 

汝 珍 兄 : 


两 三 日 前 托 书店 寄 上 《和 死 魂 灵 百 图 》 一 本 , 不 知已 到 否 ? 見 
所 给 的 十 二 幅 , 亦 附 在 后 。 印 工 还 不 太 坏 , 但 和 原本 一 比 , 却 差 
远 了 。 

四 月 结账 ,《 星 花 》 得 版 税 二 十 六 元 , 今 附 上 汇 单 , 乞 便 中 往 
商务 分 馆 一 取 为 幸 。 

有 人 寄 提 议 汇 印 我 的 作品 的 文章 到 作家 社 来 ， 谓 回信 可 和 
兄 说 。 一 切 书店 , 纵使 口 甜 如 蜜 ,但 无 不 惟 利 是 图 。 此 事 我 本 想 
自 办 , 但 目前 又 在 不 决 , 大 约 是 未 必 印 的 , 那 篇 文章 也 不 发 表 , 请 
转告 。 
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又 有 一 大 批 英雄 在 宣布 我 破坏 统一 战线 的 罪状 ， 自 问 历年 
颇 不 偷懒 , 而 每 着 一 有 大 题目 , 就 常 有 人 要 趁 这 机 会 把 我 扼 死 ， 
真 不 知 何故 ， 大 约 的 确 做 人 太 坏 了 。 近 来 时 常 想 软 软 。 专 此 布 


达 , 并 请 
日 安 
弟 隔 ”上 顿 首 五 月 十 四 日 
1208 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 ; 


昨 寄 一 信 并 《 星 花 》 版 税 , 想 已 到 。 今 得 到 十 一 日 来 函 并 插 
画 题 句 , 每 条 拟 只 删 存 一 两 句 , 至 于 印 法 , 则 出 一 单行 本 子 , 仍 用 
苛 罗 版 , 付 印 期 约 在 六 月 , 是 先 排 好 文字 , 打 了 纸 版 , 和 图 画 都 寄 
到 东京 去 。 

《文学 ?之 求 复活 , 是 在 依靠 一 大 题目 ;我 因 不 加 入 文艺 家 协 
会 ( 健 东 华 是 主要 的 发 起 人 ), 正在 受 一 批 人 的 攻击 ,说 是 破坏 联 
合 战线 , 但 这 类 英雄 , 大 抵 是 一 现 之 后 , 马上 不 见 了 的 。《 文 从 》 
二 期 已 出 , 三 期 则 集 稿 颇 难 ;< 作家》 编者 , 也 平和 了 起 来 , 大 抵 在 
野 时 往往 激烈 , 一 得 地 位 , 便 不 免 力 欲 保持 , 所 以 前 途 也 难 乐观 。 
不 过 究竟 还 有 战斗 者 在 , 所 以 此 后 即使 已 出 版 者 灰色 , 也 总 有 新 
的 期 刊 起 来 的 。 

它 兄 集 上 卷 已 排 完 , 皆 洋 疹 , 有 七 百 页 , 日 内 即 去 印 , 大 约 七 
八 月 间 可 成 ;下 卷 刚 付 印 , 皆 诗 , 剧 ,小 说 译本 , 几乎 都 发 表 过 的 ， 
则 无 论 如 何 , 必须 在 本 年 内 出 版 。 这 么 一 来 , 他 的 译文 , 总 算 有 
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一 结束 了 。 

我 的 选集 , 实 系 出 于 它 兄 之 手 , 序 也 是 他 作 , 因为 那 时 他 寓 
沪 缺 钱 用 , 弄 出 来 卖 几 个 钱 的 。《 作 家 》 第 一 期 中 的 一 篇 , 原 是 他 
的 集 子 上 卷 里 的 东西 ， 因 为 集 未 出 版 ， 所 以 先 印 一 下 。 这 样子 ， 
我 想 , 兄 的 疑 团 可 以 冰释 了 。 

纪念 事 昨 函 已 提 及 ,我 以 为 还 不 如 我 自己 慢 慢 的 来 集 印 , 因 
为 一 经 书店 的 手 , 便 惟 利 是 图 , 弄 得 一 槛 胡 涂 了 , 虽然 印 出 可 以 
快 一 点 。 

上 海 还 是 冷 。 我 琐事 仍 多 ， 正 在 想 设 法 摆脱 一 点 。 有 些 手 
执 皮球 , 乱 打 苦 工 的 背 桨 , 自 以 为 在 革命 的 大 人 物 ,我 深 恶 之 ,他 
其 是 取 了 工头 的 立场 而 已 。 

日 前 无 力 ,今日 看 医生 , 云 是 胃病 , 大 约 服药 七 八 天 , 就 要 好 
起 来 了 。 妇 择 均 安 , 并 希 释 念 。 

专 此 布 复 , 即 请 
日 安 

弟 隐 癌 首 五 月 十 五 日 


1209 致 吴 朗 西 


朗 西 先生 : 

今 送 上 六 尺 云 化 宣纸 一 百 零 五 张 , 暫 存 社内 , 俊 序 文 校 毕 后 
应 用 。 

印 时 要 多 印 五 张 , 以 便 换 去 印 得 不 好 的 页 子 的 。 

专 此 布 达 , 即 请 
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日 安 
迅 上 五 月 十 八 日 
1210 致 匡 朗 西 
朗 西 先生 : 


校 样 收 到 。 未 见 纸板 ， 不 知已 打 否 ? 如 未 打 ， 有 三 处 要 改 
正 , 改 后 再 打 。 如 已 打 好 , 那 就 算 了 。 和 希 将 纸板 交 下 。 
宣纸 于 今日 托 纸 铺 送 上 。 但 校 样 大 约 还 得 改 几 回 。 
专 此 布 达 , 即 请 
日 安 
鲁 迅 上 五 月 十 八 日 


1211 致 唐 愛 


唐 强 先生 : 
来 信 收 到 。 编 刊物 决 不 会 “绝对 的 自由 ”, 而 且 人 也 决 不 会 
“不 属于 任何 一 面 ”, 一 做 事 , 要 看 出 来 的 。 如 果真 的 不 属于 任何 
一 面 , 那么 ,他 是 一 个 怪人 , 或 是 一 个 滑 人 , 刊物 一 定 办 不 好 。 
我 看 , 对 于 这 样 的 一 个 要 求 条 件 , 还 是 不 编 干 净 罢 。 
病 中 , 不 能 多 写 , 乞 想 为 垃 。 
此 请 
日 安 鲁 迅 五 月 廿 二 日 
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1212 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 : 

质 得 惠 函 , 并 书 报 , 谢谢 。 

发 热 已 近 十 日 ,不 能 外 出 ;今日 医生 始 调 查 热 型 ,那么 , 可见 
连 什么 病 也 还 未 能 断定 。 何 时 能 好 , 此 刻 更 无 从 说 起 了 。 

版 画 如 不 久 印 成 , 那么 , 在 做 序 之 前 , 只 好 送 给 书店 , 再 转 给 
我 看 一 看 。 假 使 那 时 我 还 能 写字 , 序 也 还 是 做 的 。 

专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 

重 迅 五 月 革 三 日 


1213 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 : 

二 十 日 信 收 到 , 并 稿子 。《 百 图 》 纸 面 印 了 一 千 ， 绸 面 五 百 ， 
大 约 年 内 总 可 售 完 , 虽 不 赚钱 , 但 可 不 至 于 赔本 。 

所 说 消息 , 全 是 谣言 , 此 闻 倒 无 所 闻 , 大 约 是 北方 造 的 , 但 不 
久 一 定 要 传 过 来 的 。 

作家 协会 已 改名 为 文艺 家 协会 , 其 中 热心 者 不 多 , 大 抵 多 数 
是 数 衍 , 有 些 却 想 借 此 自 利 , 或 害 人 。 我 看 是 就 要 消沉 , 或 变化 
的 。 新 作家 的 刊物 ,一 出 锋 头 ,就 显 病态 , 例如 《作家 》 已 在 开始 
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排斥 首先 一 同 进军 者 , 而 自立 于 安全 地 位 , 真 令 人 痛心 我 看 这 
种 自私 心太 重 的 青年 ,将 来 也 得 整顿 一 下 才 好 。 

能 给 肖 兄 知道 固 好 ,但 头绪 纷繁 , 从 何 说 起 呢 ? 这 是 连 听 听 

上 海 的 所 谓 “ 文 学 家 ”, 真是 不 成 样子 , 只 会 玩 小 花样 , 不知 
其 他 。 我 真 想 做 一 篇 文章 , 至 少 五 六 万 字 ， 把 历来 所 受 的 闷气 ， 
都 说 出 来 , 这 其 实 也 是 留 给 将 来 的 一 点 遗产 。 

如 见 陈 君 , 乞 转告 :我 只 得 到 他 的 一 封 信 ; 款 不 需 用 , 不 要 放 
在 心 上 。 

这 回 又 身 了 近 十 天 了 , 发热, 医生 还 没有 查 出 发 热 的 原因 ， 
但 我 看 总 不 是 重病 。 不 过 这 回 医 好 以 后 , 我 可 真 要 玩 玩 了 。 

专 此 布 达 , 即 请 
日 安 

弟 弥 ” 顿 首 五 月 二 十 三 日 


1214 致 时 珠 


时 珠 先 生 : 

十 五 的 信 , 二 十 五 收 到 了 , 足 足 转 了 十 天 。 作 家 协会 已 改名 
文艺 家 协会 ， 发 起 人 有 种 种 。 我 看 他 们 倒 并 不 见得 有 很 大 的 私 
人 的 企图 , 不 过 或 则 想 由 此 出 点 名 , 或 者 想 由 此 洗 一 个 澡 , 或 则 
竟 不 过 驱 衍 面子 ， 因 为 倘 有 人 用 大 招牌 来 请 做 发 起 人 ， 而 竟 拒 
绝 , 是 会 得 到 很 大 的 罪名 的 , 即 如 我 即 其 一 例 。 住 在 上 海 的 人 大 
抵 聪 明 , 就 签 上 一 个 姓名 ,横竖 他 签 了 也 什么 不 做 , 象 不 签 一 样 。 
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我 看 你 也 还 是 加 入 的 好 , 一 个 未 经 计 故 的 青年 , 真 可 以 被 台 
得 发 疯 的 。 加 入 以 后 , 倒 未 必 有 什么 大 麻烦 ,无 非 帮 帮 有 所谓 指导 
者 攻击 某 人 , 抬 高 某 人 , 或 者 做 点 较 费 力 的 工作 , 以 及 听 些 谣言 。 
国防 文学 的 作品 是 不 会 有 的 , 只 不 过 攻打 何人 何 派 反对 国防 文 
学 , 罪 大 恶 极 。 这 样 纠缠 下 去 , 一直 和 弄 到 自己 无 聊 , 读者 无 聊 , 于 
是 在 无 声 无 臭 中 完结 。 假 使 中 途 来 了 压迫 , 那么 , 指导 的 英雄 一 
定 首先 销声匿迹 , 或 者 声明 脱离 , 和 小 会 员 更 不 相 于 了 。 

冷 箭 是 上 海 “ 作 家 ”的 特产 , 我 有 一 大 把 拔 在 这 里 , 现在 在 生 
病 , 做 愈 后 , 要 把 它 发 表 出 来 , 给 大 家 看 看 。 即 如 最 近 ,“ 作 家 协 
会 "发 起 人 之 一 在 他 所 编 的 刊物 上 说 我 是 “理想 的 奴才 ”, 而 别 一 
发 起 人 却 在 劝 我 入 会 : 他 们 以 为 我 不 知道 那 一 校 冷 入 是 谁 射 的 。 
你 可 以 和 大 家 接触 接触 ,就 会 明白 的 更 多 。 

这 爱 放 冷 箭 的 病根 , 是 在 他 们 误 以 为 做 成 一 个 作家 , 专 靠 计 
策 , 不 靠 作 品 的 。 所 以 一 有 一 件 大 事 , 就 想 借 此 连 络 谁 , 打倒 谁 ， 
把 自己 抬 上 去 。 殊 不 知 这 并 无 大 效 , 因此 在 上 海 , 竟 很 少 能 够 支 
持 三 四 年 的 作家 。 例 如 《作家 》 月 刊 , 原 是 一 个 商 办 的 东西 ,并 非 
文学 团体 的 机 关 志 , 它 的 盛衰 , 是 和 “国防 文学 ”并 无 关系 的 , 而 
但 们 竞 看 得 如 此 之 重 , 即 可 见 其 毫 无 眼光 , 也 没有 自信 力 。 

《作家 》 既 非 机 关 志 , 即 无 所 谓 “ 分 裂 ， 但 我 却 有 一 点 不 满 ， 
因为 他 们 只 从 营业 上 着 想 , 竞 不 听 我 的 抗议 , 一 定 要 把 我 的 作品 
放 在 第 一 篇 。 

我 对 于 初 接近 我 的 青年 , 是 不 想到 他 “好 ”“ 不 好 ”的 。 如 果 
已 经 “当做 不 好 的 人 看 待 ”， 不 是 无 须 接近 了 吗 ? 曹 先 生 到 我 写 
信 的 这 时 候 为 止 , 好 好 的 (但 我 真 不 知道 有 些 人 为 什么 喜欢 造 这 
种 谣言 。) 活 着 , 您 放心 罢 。 
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专 此 布 复 , 即 请 
日 安 
和 鲁 迅 五 月 二 十 五 晶 


1215 致 吴 朗 西 


朗 西 先生 : 
《版 画 》 序 校 稿 , 已 另 封 挂 号 寄 上 , 请 饰 印刷 局 于 照 改 后 , 打 
清 样 两 份 寄 下 , 当 将 此 清 样 贴 在 宣纸 上 , 再 行 寄 奉 , 然后 照 印 也 。 
专 此 布 达 , 即 请 
日 安 
鲁 迅 五 月 二 十 八 日 


1216 致 费 慎 祥 


慎 祥 兄 : 
昨天 来 富 时 ， 刚 在 发 热 ， 不 能 多 说 。 现 在 想 ， 校 对 还 是 由 
我 自己 办 。 每 篇 的 题目 ， 恶 怕 还 是 用 长 体 字 好 看 ， 都 改 用 长 体 
字 嗣 。 
不 过 进行 未 免 要 慢 , 因为 我 的 病 这 回 未 必 好 得 快 。 
此 布 , 即 请 
日 安 
迅 上 五 月 二 十 九 日 
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1217 致 唐 发 ” 


唐 悦 先生 : 
来 信 收 到 , 刊物 不 编 其 好, 省 却 许多 麻烦 。 
我 病 加重 , 连 字 也 不 会 写 了 , 但 也 许 就 会 好 起 来 。 
偶 见 书评 一 则 , 剪 下 附 呈 。 专 此 布 达 ， 


即 请 
日 安 ! 
鲁 迅 六 月 = 日 
1218 致 草 自 
曹 白 先生 : 
今天 得 到 来 信 , 承 


先生 记 挂 ” 周 先 生 的 病 ， 并 因此 感受 “ 心 的 痛楚 ?>， 我 们 万 分 谢 
谢 您 的 好 意 ! 现在 可 以 告慰 的 , 就 是 周 先生 足 足 睡 了 一 个 月 ， 
先 很 沉重 ,现在 似乎 向 好 的 一 面 了 , 虽然 还 不 晓得 要 调理 多 少时 
候 才 能 完全 复原 。 照 现在 情形 ,他 绝对 须要 静养 , 所 以 一 切 接见 
都 被 医生 禁止 了 ， 先生 想 “ 看 看 他 ”的 盛 意 ,我 转达 圈 ! 
祝 好 ! 
景 宋 六 月 十 二 日 


* “此 信和 及 下 信 均 系 鲁迅 口授 , 许 广 平 代笔 。 
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1219 致 邵 文 熔 


铭 之 吾 兄 左右 ; 前 日 得 十 六 日 惠 书 , 次 日 干菜 笋 干 鱼 干 并 至 , 厚 
情 盛 意 , 応接 不 違 , 切 谢 切 谢 。 弟 自 三 月 初 欠 病 后 , 本 未 复 
原 , 上 月 中 旬 又 因 不 愤 招 凉 , 终 至 大 病 , 卧 不 能 兴 者 厄 月 ,其 
同数 日 , 颇 虞 淹 忽 , 直至 约 十 日 前 始 脱 险 境 , 今 则 已 能 暂时 
危 坐 , 作 百 余 字 矣 。 年 事 已 长 ， 筋 力 日 衰 ， 动 辑 致 疾 ， 真 是 
无 可 奈何 耳 。 吾 見 胃 病 , 骂 意 以 为 大 应 小 心 , 时 加 医治 ， 
因 胃 若 不 佳 , 过 病 易 致 衰弱 。 弟 此 次 之 突 成 重症 , 即 因 旧 生 
胃病 , 体力 易 竭 之 故 也 。 专 此 布 复 , 并 请 

弟 树 ” 顿 首 六 月 十 九 晶 


1220 致 草 白 ' 


曹 白 先 生 : 

惠 函 收 到 。 ”先生 们 的 热心 ， 我 们 是 很 知道 的 。 不 过 要 写 
明 周 先生 的 病状 ， 可 实在 不 容易 。 因 为 这 和 他 一 生 的 生活 ， 境 
过 ,工作 ,挣扎 相关 ,三言两语 , 实 难 了 结 。 

所 以 我 只 好 报告 一 点 最 近 的 情形 ， 


* ”此 信和 由 和 鲁迅 拟稿 , 许 广 平 抄 寄 。 
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大 约 十 天 以 前 ,去 用 XX 光照 了 一 个 肺 部 的 相 , 才 知道 他 从 青 
年 至 现在 ， 至 少 生 过 两 次 危险 的 肺病 ， 一 次 肋 膜 炎 。 两 肺 都 有 
病 , 普通 的 人 , 早已 应 该 死 掉 , 而 他 竟 没 有 死 。 医 生 都 非常 惊异 ， 
以 为 大 约 是 : 非常 善于 处 置 他 的 毛病 , 或 身体 别 的 部 分 非常 坚实 
的 原故 。 这 是 一 个 特别 现象 。 一 个 美国 医生 ， 至 于 指 他 为 平生 
所 见 第 一 个 善于 抵抗 疾病 的 典型 的 中 国人 。 可 见 据 现 在 的 病状 
以 判断 将 来 ， 已 经 办 不 到 。 因 为 他 现在 就 经 过 几 次 必死 之 病状 
而 并 没有 死 。 

现在 看 他 的 病 的 是 须 蒋 医师 , 是 他 的 老 朋友 , 就 年 龄 与 资格 
而 论 , 也 是 他 的 先辈 , 每 天 来 富 给 他 注射 , 意思 是 在 将 正在 活动 
的 病灶 包围 , 使 其 不 能 发 展 ,据说 这 目的 不 久 就 可 达到 , 那 时 候 ， 
热 就 全 退 了 。 至 于 转 地 疗养 , 就 是 须 巷 先生 主张 的 , 但 在 国内 ， 
还 是 国外 , 却 尚未 谈 到 , 因为 这 还 不 是 目前 的 事 。 

但 大 约 ， 先 生 急于 知道 的 ， 是 周 先生 究竟 怎么 样 罢 ? 这 是 
未来 之 事 , 谁 也 难于 驳 言 。 据 医师 说 , 这 回 修缮 以 后 , 倘 小 心 卫 
生 , 1 不 要 伤风 , 2 不 要 上 腹泻, 那 就 也 可 以 象 先 前 一 样 拖 下 去 , 如 
果 拖 得 巧妙 ,再 活 一 二 十 年 也 可 以 的 。 

先生 ， 就 周 先生 的 病状 而 论 ， 我 以 为 这 不 能 不 算是 一 个 好 
消息 。 

专 此 布 复 , 并 候 
健康 

景 宋 上 六 月 证 五 日 
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1221 致 母 素 


母亲 大 人 膝下 , 敬吾 者 , 不 寄 信 件 , 已 将 两 月 了 , 其 间 曾 托 老 三 代 
陈 大 略 ， 闻 早已 达 览 。 男 自 五 月 十 六 日 起 , 突然 发 热 , 加 以 气 


知 男 盖 从 少年 时 即 有 肺病 , 至 少 曾 发 病 两 次 , 又 曾 生 重 症 肋 
膜 炎 一 次 , 现 肋 膜 变 厚 , 至 于 不 通电 光 , 但 当时 竟 并 不 医治 ， 
且 不 自 知 其 重病 而 自然 全 愈 者 , 盖 身 体 底 子 极 好 之 故 也 。 现 
今年 老 , 体力 已 衰 , 故 旧病 一 发 , 遂 况 缠绵 至 此 。 近 日 病状 ， 
几乎 退 尽 , 胃口 早已 复元 , 脸色 亦 早 恢复 , 惟 每 日 仍 发 微 热 ， 
但 不 高 , 则 凡生 肺病 的 人 , 无 不 如 此 , 医生 每 日 来 注射 , 据 云 
数 日 后 即 可 不 发 , 而 且 再 过 两 星期 , 也 可 以 停止 吃 药 了 。 所 
以 病 已 向 傅 , 万 请 勿 念 为 要 。 

海 婴 已 以 第 一 名 在 幼稚 园 毕 业 , 其 实 亦 不 过 “山中 无 好 汉 独 
独 称 霸王 ”而 已 。 

专 此 布 达 , 恭 请 


号 樹 叩 上 ” 广 平 海 婴 同 即 七 月 六 日 


1010 鲁迅 书信 集 


1222 致 曹 靖 华 


汝 珍 兄 ， 
昨 看 见 七 月 一 目 给 景 宋 信 。 因 为 医生 已 许可 我 每 天 写 点 字 
了 ,所 以 我 自己 来 管 。 

每 天 尚 发 微 热 , 仍 打针 ， 大约 尚 需 六 七 天 , 針 打 完 , 热 亦 当 
止 。 我 生 的 其 实 是 肺病 , 而 且 是 可 怕 的 肺结核 , 此 系 在 六 月 初 用 
X 光 照 后 查 出 。 此 病 盖 起 于 少年 时 , 但 我 身体 好 , 所 以 次 抵抗 至 
今 , 不 但 不死 , 而 且 不 身 倒 一 回 。 现 在 年 老 力 衰 了 , 就 麻烦 到 这 
样子 。 不 过 这 回 总 算 又 好 起 来 了 ， 可 释 远 念 。 此 后 只 要 注意 不 
伤风 , 不 过 劳 , 就 不 至 于 复发 。 肺 结核 对 于 青年 是 险 症 , 但 对 于 
老人 却 是 并 不 致命 的 。 

本 月 二 十 左右 , 想 高 電 上 海 三條 月 , 九 月 再来 。 去 的 地方 大 
概 赴 日 本 , 但 未 定 实 。 至 于 到 西湖 去 云云 , 那 纯粹 是 谣言 。 

专 此 布 复 , 即 请 
暑 安 弟 殉 ” 顿 首 七 月 六 日 


1223 致 赵 家 壁 ” 


家 壁 先生 ; 
六 日 信 及 《 板 画 集 》? 十 八 本 , 今天 同时 收 到 , 谢谢 。 在 中 国 现 
* ”此 信 及 下 信 均 系 鲁 迅 口授 , 许 广 平 代笔。 
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在 的 出 版 界 情形 之 下 , 我 以 为 印刷 , 装订 , 都 要 算 优秀 的 。 但 书 
面 的 金 划 辉煌, 总 不 脱 “ 良 友 式 ”。 不 过 这 也 不 坏 。 至 于 定价 , 却 
算 低廉 , 但 尚 非 艺 术 学 徒 购买 力 之 所 能 企及 , 如 果 能 够 多 销 , 那 
是 我 的 推断 错误 的 。 

本 来 ， 有 关 本 业 的 东西 ， 是 无 论 怎样 节 衣 缩 食 也 应 该 购买 
的 , 试看 绿林 强盗 , 怎样 不 惜 钱财 以 买 盒子 炮 , 就 可 知道 。 然 而 
文艺 界 中 人 , 却 好 象 并 无 此 种 风气 ,所 以 出 书 真 难 。 

《竖琴 》 和 《一 天 的 工作 》 可 以 如 ”来信 所 示 , 合 为 一 本 。 新 
的 书 名 很 好 。 序 文 也 可 以 合 为 一 篇 。 

靖 华 译 过 两 部 短篇 , 一 名 《4 烟 袋 >》, 一 名 《 四 十 一 》, 前 者 好 象 
是 禁 过 的 ,后 者 未 禁 ,我 想 : 其 实 也 可 以 将 《 烟 袋 > 改名 , 两 者 合成 
一 本 , 不 知 良友 愿 印 否 ? 倘 愿 ,， 侯 我 病 好 后 ,当代 接洽 , 并 为 纺 
订 也 。 

专 此 布 复 , 即 请 

省 迅 七 月 七 晶 


1224 致 草 自 


草 白 先生 ， 

良友 公司 的 《苏联 版 画集 》 转 载 了 周 先生 一 篇 序 , 因此 送 给 
他 一 批 书 。 周 先生 说 要 送 先 生 一 本 。 这 书 放 在 照例 的 书店 ， 今 
附 上 一 签 ,请 便 中 持 得 往 取 为 茄 

专 此 布 达 , 即 请 
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时 安 
景 宋 上 七 月 七 日 


1225 致 英 明 西 


朗 西 先生 : 

《版 画集 > 已 整 好 一 大 部 分 , 拟 先 从 速 付 装订 发 行 , 此 事前 曾 
面 托 , 便 中 希 莅 寅 一 谈 为 社 。 

专 此 布 达 , 即 请 
里 安 迅 上 七 月 + 一 


1226 致 王 冶 秋 


台 秋 兄 : 

事情 真有 凑巧 的 , 当 你 的 《 序 跋 集 》 稿 寄 到 时 ,我 已 经 连 文章 
也 无 力 看 了 , 字 更 不 会 写 。 静 兄 由 厦 过 沪 , 曾 托 其 便 中 转达 , 不 
知 提起 过 否 ? 

其 间 几 乎 要 死 ,但 终于 好 起 来 , 以 后 大 约 可 无 危险 。 

医生 说 要 转 地 疗养 。 你 的 六 月 十 九 日 信 早 到 。 青 岛 本 好 ， 
但 地 方 小 , 容易 为 人 认识 ,不 相宜 ; 烟台 则 每 日 气候 变化 太 多 , 也 
不 好 。 现 在 在 想到 日 本 去 , 但 能 否 上 陆 , 也 未 可 必 , 故 总 而 言 之 : 
还 没有 定 。 

现在 略 不 小 心 , 就 发 热 , 还 不 能 离开 医生 , 所 以 忍 怕 总 要 到 


一 九 三 六 年 1013 


Ul 


本 月 底 才 可 以 旅行 ， 于 九 月 底 或 十 月 中 回 沪 。 地 点 我 想 最 好 是 
藤崎 , 因为 总 算 国 外 , 而 知道 我 的 人 少 , 可 以 安静 些 。 离 东京 近 ， 
就 不 好 。 剩 下 的 问题 就 是 能 否 上 陆 。 那 时 再 看 罢 。 

现在 还 未 能 走动 , 你 的 稿子 , 只 好 等 秋末 再 说 了 。 

专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 

树 上 七 B+ 一 日 
今 夫 人 均 此 致 侯 信郎 均 吉 。 


1227 致 赵 家 壁 * 


家 壁 先生 ， 

惠 函 收 到 。 所 谓 汇 印 旧作 , 当初 拟 议 , 不 过 想 逐 渐 合 订 数 百 
或 者 千 部 ,以 作 纪念 。 并 非 彻底 改换 ， 现 在 则 并 此 数 百 或 千 部 ， 
印 不 印 亦 不 可 知 ， 所 以 实 无 从 谈 起 。 至 于 要 我 做 文学 奖金 的 评 
判 员 , 那 是 我 无 论 如 何 决 不 来 做 的 。 

专 此 布 复 , 敬 清 
撰 安 

便 迅 七 月 十 五 日 


一 一 一 一 一 一 


* ”此 信和 由 傅 迅 口授 , 许 广 平 代笔 。 


1014 鲁迅 书信 和 集 


1228 致 痛 白 


曹 白 先生 ， 

七 月 八 日 信 收 到 。 

注射 于 十 二 日 完结 , 据 医 生 说 : 结果 颇 好 。 

但 如 果 疲 劳 一 点 , 却 仍 旧 发 热 , 这 是 病弱 之 后 , 我 自己 不 善 
于 静养 的 原故 , 大 约 总 会 渐渐 地 好 起 来 的 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

鲁 迅 七 月 十 五 日 


1229 致 许 寿 党 ” 


季 市 兄 ， 

三 日 惠 示 早 到 。 弟 病 虽 似 向 愈 , 而 热 尚 时 超时 伏 ， 所 以 一 时 
未 能 旅行 。 现 仍 注 射 ， 当 继续 八 日 或 十 五 日 ， 至 途 时 始 可 定 行 
止 , 放 何 时 行 与 何 处 去 , 目下 初 未 计 及 也 。 

质 得 曹 君 信 , 谓 兄 南 旋 , 亦 未 见 李 公 , 所 以 下 半年 是 否 仍 有 
书 教 , 毫 无 所 知 ， 嘱 弟 一 探听 。 如 可 见 告 , 乞 即 函 知 ， 以 便 转 达 ， 
免 其 悬 悬 耳 。 


* 此 信 由 鲁迅 口授 , 许 广 平 代笔 , 经 鲁迅 亲笔 签名 。 
# 此 信 据 许 寿 党 家 属 录 寄 副本 抄 存 。 
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日 前 寄 上 版 画集 一 本 , 内 容 尚 佳 , 想 已 达 。 
专 此 布 达 , 即 请 


弟 树 ” 顿 首 七 月 十 七 日 


1230 致 沈 西 蕉 * 


西 苓 先生 : 
惠 示 谨 悉 。 我 今年 接连 生病 ， 自 己 能 起 坐 写字 ， 还 是 最 近 
的 事 。 


左 联 初 成 立时 , 洪 深 先生 曾 亩 要 将 《 阿 Q 正 传 ? 编 为 电影 , 但 
事 晤 多 年 , 约 京 当然 不 算数 了 。 我 现在 的 意思 ,以 为 xx x x x 
x” 乃 是 天 下 第 一 等 艾 物 ,一 经 他 们 X, 作品 一 定 壮烈 还 不 
如 远 而 吉之 的 好 。 况 且 《 阿 Q 正 传 > 的 本 意 ,我 留心 各 种 评论 , 党 
得 能 了 解 者 不 多 , 搬 上 银 襄 以 后 , 大 约 也 未 免 隔膜 , 供 人 一 笑 , 颇 
亦 无 聊 , 不 如 不 作 也 。 

专 此 即 复 , 即 请 


3 


全 迅 七 月 十 九 日 











* ”此 信 据 {电影 戏剧 > 月 刊 第 一 状 第 二 期 1936 年 11 月 \ 所 载 手 迹 制 版 抄 存 。 
** 此 六 字 及 下 句 中 二 字 , 当 系 收 信 人 或 《电影 戏剧 编者 所 删 。 


1016 鲁迅 书信 集 


1231 致 孔 另 境 


若君 先生 
先 野 寄 信 来 , 信封 上 写 “ 北 平西 温泉 疗养 院 寄 ”, 照 此 写 去 ， 
不 知 是 否 可 以 寄 到 ? 又 静 农 芜湖 住址 ， 先生 如 知道 ， 并 希 
示 知 。 
专 此 布 达 , 并 请 
暑 安 
迅 上 七 月 二 十 二 日 


1232 和 致 沈 雁 冰 


明 育 先生 : 

上 昨 孔 先生 来 ， 付 我 来 函 并 木刻 ， 当 将 木刻 选 定 ， 托 仍 带 回 。 
作者 还 是 常见 的 那 几 个 ， 此 外 或 则 碍 难 发 表 ， 或 则 实在 太 难 看 
《尚未 成 为 < 画 ”), 只 得 “割爱 "了 。 

北平 故宫 博物 馆 的 珂 罗 版 印刷 , 器械 药品 均 佳 , 而 工作 似 不 
很 认真 , 即 如 此 次 所 印 , 有 同一 画 片 , 而 百 榴 中 浓淡 不 一 者 , 可 见 
也 随 随 便便 ， 但 比 上 海 的 出 品 却 好 。 此 书 在 书店 卖 廉价 一 星期 
(二 元 五 角 , 七 月 底止 ), 约 销 去 十 本 , 中 国人 买 者 三 本 而 已 。 同 
胞 往往 看 一 看 就 不 要 。 

注射 已 在 一 星期 前 告 一 段落 , 肺病 的 进行 , 似 已 被 阻止 ; 但 


次 
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价 仍 发 热 ， 则 由 于 肋 膜 ， 不 足 为 意 也 。 医 师 已 许 我 随意 离开 上 
海 。 但 所 往 之 处 , 则 尚未 定 。 先 曾 决 赴 日 本 , 昨 忽 想 及 , 独 往 大 
家 不 放心 , 如 携 家 族 同 去 , 则 一 履 彼 国 .我 即 化 为 翻译 , 比 在 上 海 
还 要 烦 忙 , 如 何 休养 ”因此 赴 日 之 意 , 又 复 动摇 , 惟 另 观 一 能 日 
语 者 同 往 , 我 始 可 超然 事 外 , 故 完 竟 如 何 , 尚 在 考虑 中 也 。 

专 此 布 复 , 即 请 
里 安 





树 ” 顿 首 八 月 二 日 


1233 和 致 萌 日 


曹 白 先生 ， 

七 月 二 十 七 日 信 早 收 到 。 我 的 病 已 告 一 段落 ， 医 生 已 说 可 
以 随便 离开 上 海 ， 在 一 星期 内 ， 我 想 离开 , 但 所 向 之 处 , 却 尚 
未 定 。 

谢谢 你 刻 的 封面 , 构图 是 好 的 , 但 有 一 个 缺点 , 是 短刀 的 柄 
太 短 了 。 汉 字 我 想 也 可 以 和 木刻 相配 , 不 过 要 大 大 的 练习 。 

部 先生 的 三 幅 木 刻 , 我 以 为 《 采 叶 》 最 好 ; 我 也 见 他 投 给 《中 
国 的 一 日 》, 要 印 出 来 的 。《4 三 个 ……》 初 看 很 好 , 但 有 一 避 重 就 
轻 之 处 , 是 三 个 人 的 脸面 都 不 明白 。 

我 并 不 是 对 于 您 特别 “馈赠 ”, 凡是 为 中 国 大 众 工作 的 , 億 我 
力 所 及 , 我 总 希望 (并非 为 了 个 人 ) 能 够 略 有 帮助 。 这 是 我 常常 
自己 印 书 的 原因 。 因 为 书局 印 的 ,都 偷工减料 , 不 能 作为 学 习 的 
范本 。 最 可 恶 的 是 一 本 《 庶 联 的 版 画 》, 它 把 我 的 一 篇 文章 ， 改换 
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题目 , 作为 序 文 , 而 内 容 和 印刷 之 精 , 是 只 足 表示 “我 们 这 里 竞 有 
人 将 苏联 的 艺术 粮 踢 到 这 么 一 个 程度 ”。 

病 前 开 印 4 珂 勒 惠 支 版 画 选集 》, 到 上 月 中 旬 才 订 成 ,自己 一 
家 人 衬 纸 并 检查 缺 页 等 , 费力 颇 不 少 。 但 中 国 大 约 不 大 有 人 买 ， 
要 买 的 无 钱 , 有 钱 的 不 要 。 我 愿意 送 您 一 本 , 附 上 一 得 , 请 持 此 
向 书店 去 取 ( 内 附 《 士 敏 土 图 》 一 本 , 是 上 海战 前 所 印 , 现 已 绝版 
了 )。 印 得 还 好 , 刀 法 也 还 看 得 出 , 但 要 印 到 这 样 , 成 本 必 贵 , 使 
爱好 者 无 力 购买 , 这 真是 不 能 两 全 。 但 假使 购买 者 有 数 千 , 就 可 
用 别 一 种 板 印 , 便宜 了 。 

总 之 ,就 要 走 , 十 月 里 再 谈 罢 。 此 颂 
时 绥 

迅 上 八 月 二 日 


1234 致 时 于 


时 东 先 生 ， 

五 日 信 收 到 。 近 三 月 来 , 我 的 确 病 的 不 轻 , 几乎 死 掉 , 后 有 
转机 , 始 渐 愈 , 到 三 星期 前 , 才能 写 一 点 字 , 但 写 得 多 , 至 今 还 要 
发 热 的 。 前 一 信 我 不 记得 见 了 没有 , 也 许 正在 病 中 , 别人 没有 给 
我 看 , 也 许 那 时 衰弱 得 很 , 见 过 就 忘记 了 。 

《4 文艺 工作 者 宣言 不 过 是 发 表意 见 , 并 无 组 织 或 团体 , 宣言 
登 出 , 事情 就 完 , 此 后 是 各 人 自己 的 实践 。 有 人 赞成 , 自然 很 以 
为 幸 , 不 过 并 不 用 联络 手段 , 有 什么 招揽 扩大 的 野心 , 有 人 反对 ， 
那 当 然 也 是 他 们 的 自由 , 不 问 它 怎 么 一 回 事 。 


< 


以 
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《作家 》 收 稿 , 是 否 必 须 名 人 绍 介 , 我 不 知道 ; 我 在 《作家 》, 也 
只 是 一 个 投稿 者 , 更 无 所 谓 闹 翻 不 闵 翻 。 

我 不 久 停 止 服药 时 , 须 同时 减少 看 书写 字 , 所 以 对 于 写作 问 
题 , 是 没 法 答复 的 。 

临 末 , 恕 我 直言 : 我 觉得 你 所 从 朋友 和 报 上 得 来 的 , 多 是 些 
无 关 大 体 的 无 聊 事 , 这 是 堕落 文人 的 搬 弄 是 非 ， 只 能 令 人 变 小 ， 
如 果 旅 沪 四 五 年 , 满 脑 不 过 装 了 这 样 的 新 闻 , 便 只 能 成 为 象 他 们 
一 样 的 人 物 ， 甚 不 值得 。 亡 以 我 希望 你 少 管 那些 鬼 鬼 崇 则 的 文 
坛 消息 , 多 看 译 出 的 理论 和 作品 。 

匆 复 , 并 颂 
时 绥 

迅 八 月 六 日 


1235 致 草 自 


草 白 先生 : 

三 日 信 早 收 到 。 我 还 没有 走 , 地 点 和 日 期 仍 未 定 , 定 了 也 不 
告诉 人 , 因为 每 人 至 少 总 有 一 个 好 朋友 ,什么 都 对 他 说 , 那么 , 给 
一 个 人 知道 , 数 天 后 就 有 几 十 人 知道 , 在 我 目前 的 景況 上 , 颇 不 
方便 。 

信件 也 不 转 寄 。 一 者 那 时 当 停 止 服 药 ， 所 以 也 得 更 减少 看 
和 写 ; 二 者 所 住 的 地方 , 总 不 是 热闹 处 所 ， 邮 件 一 多 , 容易 引 人 
注意 。 

木刻 开会 ， 可 异 我 不 能 参观 了 。 我 对 于 现在 中 国 木刻 界 的 
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现状 ， 颇 不 能 乐观 。 李 桦 诸 君 , 是 能 刻 的 , 但 自己 们 形成 了 一 种 
型 ， 陷 在 那里 面 。 罗 清 核 细致 , 也 颇 自 负 , 但 我 看 他 的 构图 有 时 
出 于 挤 资 ， 人物 也 很 少 生动 的 。 部 君 给 我 刻 像 , 谢谢 , 他 没有 这 
些 浆 病 , 但 他 从 展览 会 的 作品 上 , 我 以 为 最 好 是 不 受 影 响 。 
迅 上 八 月 七 日 
版画 的 事情 , 说 起 来 话 长 , 最 要 紧 的 是 绍 介 作品 , 你 看 珂 勤 
惠 支 , 多 么 大 的 气魄 。 我 以 为 开 这 种 作品 的 展览 会 , 比 开 本 
国 作 品 的 展览 会 要 紧 。 


1236 和 致 赵 家 辟 


家 壁 先生 : 

五 日 信 收 到 。 靖 华 译 的 小 说 两 本 , 今 寄 上 。 良 友 如 印 , 我 有 
一 点 意见 以 备 参考 : 

即 可 名 为 《苏联 作家 七 人 集 》。 


上 卷 为 《烟斗 》( 此 原名 《 烟 袋 》 已 被 禁 , 其 实 这 是 北方 话 , 南 
方 并 不 如 此 说 ， 现 在 正 可 将 题目 及 文中 的 名 词 改 过 )， 删 去 最 末 
一 篇 《玛丽亚 》( 这 是 译 者 的 意思 , 本 有 别 一 篇 换 入 , 但 今天 找 了 
通 , 找 不 到 , 只 好 作罢 ), 作者 六 人 。 照 相 可 合 为 二 面 , 每 面 三 人 ， 
品 字 式 。 

下巻 即 《41》。 照 相 一 介 。 

大 约 如 此 办 法 , 译 者 该 没有 什么 反对 的 。 

我 的 病 又 好 一 点 , 医师 嘱 我 夏 间 最 好 离开 上 海 , 所 以 我 不 久 
要 走 也 说 不 定 。 
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《二 十 人 集 》 十 本 已 收 到 , 谢谢 ! 
专 此 布 复 , 并 请 
著 安 
名 迅 八 月 七 日 


1237 和 致 沈 雁 冰 


明 再 先生 

十 二 晨 信 收 到 。 纪 念 文 不 做 了 , 一 者 生病 ,二 者 没有 准备 ， 
我 是 从 校 何 苦 的 翻译 , 才 看 高 的 作品 的 。 

“文学 ? 字 照 茄 门 扒 法 , 是 可 以 这 样 的 。 

说 到 贱 体 , 真 也 麻烦 , 肺 部 大 约 告 一 段落 了 , 而 肋 膜 炎 余 翰 ， 
还 在 作怪 ， 要 再 注射 一 星期 看 。 大 约 这 里 的 环境 ， 本 非 有 利于 
病 ， 而 不 能 完全 不 疗 不 问 ， 也 是 使 病 缠绵 之 道 。 我 看 住 在 上 海 ， 
总 是 不 好 的 。 

《 述 林 》 下 卷 校 样 ,七 天 一 来 , 十 天 一 来 , 现在 一 算 , 未 排 的 也 
不 过 百 五 十 面 上 下 了 。 前 天 寄 函 雪村 , 托 其 催促 , 于 二 十 日 止 排 
成 。 至 今 无 答 说 不 可 之 函 , 大 约 是 做 得 到 的 了 。 那 么 ,下 卷 也 可 
以 在 我 离 沪 之 前 , 寄 去 付 印 。 

专 此 布 复 , 即 请 

树 顿 首 八 月 十 三 日 
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1238 和 致 沈 雁 冰 


明 再 先生 

十 四 夜 信 項 収 到 。 助 膜 炎 大 釣 不 足 慮 , 肺 則 隆 十 三 四 西 日 
中 , 使 我 吐血 数 十 口 。 肺 病 而 有 吐血 , 本 是 份 内 事 , 但 密斯 许 之 
流 看 不 惯 , 遂 似 问题 较 别 的 一 切 为 大 侨 。 血 已 于 昨日 完全 制止， 
据 医 生 言 ， 似 并 非 病 灶 活 动 ， 大 约 先前 之 细胞 被 毁坏 而 成 空洞 
处 ,有 小 血管 孤立 (病菌 是 不 损 血管 的 , 所 以 它 能 独 存 , 在 空洞 中 
如 桥梁 然 ), 今 因 某 种 原因 折断 (高 声 或 剧 动 ), 因而 出 血 耳 。 现 
但 禁止 说 话 五 日 , 十 九 日 满 期 。 

转 地 实 为 必要 , 至 少 , 换 换 空气 , 也 是 好 的 。 但 近 因 助 膜 及 
咯血 等 打 岔 , 竟 未 想 及 。 杨 君 夫妇 之 能 以 装 手势 贯彻 一 切 者 , 因 
两 人 和 毕 于 日 语 不 便当 之 故 也 。 换 了 我 ， 就 难免 于 手势 危急 中 开 
口 。 现 已 交 秋 , 或 者 只 我 独 去 旅行 一 下 , 亦 未 可 知 。 但 成 绩 恐 亦 
未 必 佳 , 因为 无 思 无 虑 之 修养 法 , 我 实 不 知道 也 。 

倘 在 中 国 , 实 很 难 想 出 适当 之 处 。 莫 干 山 近 便 , 但 我 以 为 通 
促 一 点 , 不 如 海岸 之 开 旷 。 

专 此 布 复 , 即 请 
署 安 

树 上 八 月 六 日 
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1239 致 王 正 其 


正 期 先 生 足下 

质 奉 到 八 月 十 四 日 惠 函 , 谨 悉 一 切 。 其 拓片 一 包 , 共 六 十 七 
张 , 亦 已 于 同日 收 到 无 误 。 桥 基石 刻 , 亦 切 望 于 水 消 后 拓 出 , 退 
固 无 妨 也 。 

知 关 锦 念 , 特此 奉 闻 , 并 领 


时 绥 不 尽 
周 玉 材 顿 首 八 月 十 八 晶 
1240 和 致 获 斐 阁 
斐 君 先生 : 


惠 函 早 到。 以 我 之 年 龄 与 生计 而 论 ， 其 实 早 无 力 为 人 阅 看 
创作 或 校对 翻译 。 何 况 今年 两 次 大 病 , 不 死者 幸 耳 , 至 今 作 千 余 
字 , 即 党 不 支 , 所 以 网 寄 大 稿 , 真是 无 法 可 想 , 积存 散 富 , 于 心 又 
不安 , 尤 惧 遗失 。 今 日 已 汇 为 一 卷 , 托 书店 挂号 天 上, 乞 察 收 , 此 
后 尤 希 直接 寄 编辑 或 出 版 者 , 以 省 转折 。 因 为 寅 中 人 少 , 各 元 暇 
里 , 每 遇 收 发 稿件 , 奔走 邮局 , 殊 以 为 苦 也 。 事 非得 已 , 伏 乞 谅 鉴 
为 幸 。 

专 此 布 达 , 并 请 
暑 安 鲁 迅 人 月 十 八 日 
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1241 致 唐 发 


唐 强 先生 : 

士 八 日 函 收 到 ， 前 两 函 也 收 到 的 。《 珂 勤 惠 支 画集 》 印 造 不 
多 , 存 寅 定 为 分 送 者 , 早已 净 尽 , 无 以 报 命 , 至 菱 , 容 他 日 设法 耳 。 

我 的 号 , 可 用 周 瑰 才 , 多 人 如 此 写法 , 但 邮局 当 亦 知道 , 不 过 
比 鲁迅 稍 不 触目 而 已 。 至 于 别 种 笔名 , 恐 书店 不 详 知 , 易于 将 信 
失落 , 似 不 妥 。 

专 此 布 复 , 并 请 
暑 安 

鲁 迅 上 八 月 二 十 日 


1242 和 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 : 

十 八 日 信 收 到 。 对 于 曹 译 小 涪 的 两 条 ， 我 以 为 是 都 不 成 问 
题 的 ， 现 在 妈 可 由 我 负责 决定 ， 一 、 暂 抽 去 《 烟 袋 》 二 、 立 一 
新 名 。 

因为 他 在 旅行 , 我 不 知道 其 住址 , 一 时 无 从 探 问 , 待 到 去 信 
转 轧 递 到, 他 寄 回 信和 来 , 我 又 不 在 上 海 了 ， 这 样 就 可 以 拖 半 年 。 
所 以 还 是 由 我 决定 了 好 。 我 想 他 不 至 于 因此 见怪 的 。 

但 我 起 ， 新 名 可 以 用 漂亮 点 的 ,《 两 个 朋友 》, 《4 犯人》 之 类 ， 





实在 太平 凡 。 
我 想 在 月 底 走 , 十 月 初回 来 。 
专 此 布 达 , 并 颂 
迅 上 八 月 甘 日 


1243 致 母 过 


母亲 大 人 膝下 ， 敬 豪 者 ， 来 信 收 到 ， 给 老 三 的 孩子 的 信 ， 亦 早 
已 转交 。 
男 病 比 先前 已 好 得 多 ， 但 有 时 总 还 有 微 热 ， 一 时 离 不 开 医 
生 ， 所 以 虽 想 转 地 疗养 一 两 月 ， 现 在 也 还 不 能 去 。 到 下 月 
初 , 也 许可 以 走 了 。 
海 婴 安 好 : 瘦长 了 , 生 一 点 疮 。 仍 在 大 陆 小 学 , 进 一 年 级 , 已 
开学 。 学 校 办 得 并 不 好 , 贪图 近 便 , 关 关 而 已 。 照 相当 俊 秋 
凉 , 成 后 寄 上 。 
何 小 姐 我 看 是 并 不 会 照相 的 , 不 过 在 练习 , 照 不 好 的 , 就 是 
晒 出 来 , 也 一 定 不 高 明 。 
马 理 早 到 上 海 ， 老 三 寅 中 有 外 姓 同 住 (上 海 居 民 , 一 家 能 独 
赁 一 宅 的 不 多 ), 不 大 便当 , 就 在 男 寅 中 住 了 几 天 ， 现 在 搬 到 
她 朋友 家 里 去 了 ( 姓 陶 的 , 也 许 是 先生 ), 不 久 还 要 来 住 几 天 
也 说 不 定 。 但 这 事 不 可 给 八道 湾 知道 , 否则 , 又 有 大 罪 的 。 
害 马上 月 生 胃 病 ,看 了 一 回 医 生 , 吃 四 天 药 , 好 了 。 
专 此 布 达 , 恭 请 
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金 安 
男 树 ” 邑 上 平 海 身 司 叩 人 月 廿 五 日 
1244 致 康 小 行 * 
小 行 先生 ， 
来 信 收 到 。 


《 珂 氏 版 画 》 印 本 无 多 ， 出 版 后 即 为 预约 及 当地 人 士 购 去 ， 
现 已 无 余 , 且 不 再 版 , 故 来函 所 询 之 书 未 能 奉 寄 , 不 胜 抱 娄 ! 


此 复 , 敬 候 
时 级 
树 上 八 有 tH 六 
1245 致 曹 靖 华 
汝 珍 兄 ， 


圭一 日 信 昨 收 到 , 小 包 亦 于 昨 午后 取得 ; 惟 木耳 至 今 未 到 ， 
大 约 因 交通 不 便 , 尚 在 山中 或 途中 耳 。 红 素 极 侍 , 为 南 中 所 无 法 
购 得 ,， 羊 肚 亦 作 汤 吃 过 ， 甚 鲜 。 猴 头 闻所未闻 ， 诚 为 珍品 ， 拟 优 
有 客 时 食 之 。 但 我 想 ， 如 经 植物 学 家 及 农学 家 研究 ， 也 许 有 法 
培养 。 


* ”此 信和 由 鲁迅 名 授 , 许 广 平 代笔 。 


ー 九 


以 
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女 院 事 己 定 , 甚 好 , 但 如 此 屡 换 课目 , 亦 令 人 麻烦 , 我 疑 其 中 
必 有 原因 , 夏 闻 见 许 君 两 次 , 却 一 名 未 说 , 岂 李 作怪 软 ? 

致 黄 源 信 已 转 寄 。 印 书 事 未 知 ， 大 约 因 我 生病 ， 故 不 以 告 。 
昨 晚 打听 , 始 知 其 实 亦 尚 无 一 定 办 法 。 倘 印行 时 , 兄 之 洋品 , 可 
以 给 他 们 印 。《 粮 食 3》 我 这 里 有 印 本 。 倘 决定 出 版 时 , 当 通 知 。 

陈 君 款 早 收 到 。 

出 版 界 确 梧 松 ， 但 大 约 不 久 又 要 收 紧 的 。 而 且 放 松 更 有 另 
外 的 原因 , 言 之 痛心 ， 且 亦 不 便 ;《 作 家 》 八 月 号 上 ， 有 弟 一 文 ， 当 
于 日 内 寄 上 ， 其 中 有 极 少 一 点 文 界 之 黑暗 面 可见 。 我 以 为 文 界 
败 象 , 必须 扫 葛 ,但 扫荡 一 有 效 验 ; 压迫 也 就 随 之 而 至 了 。 

良友 公司 愿 如 《二 十 人 集 》 例 , 合 印 兄 译 之 两 本 短篇 小 说 , 但 
欲 立 一 新 名 , 并 删 去 《 烟 袋 》。 我 想 , 与 其 收 着 , 不 如 流传 , 所 以 已 
擅自 答应 他 们 , 开始 排 字 。 此 事 意 在 牺牲 一 篇 , 而 使 别 的 多 数 能 
够 通行 , 损 小 而 益 多 , 想 兄 当 不 责 其 专断 。 书 名 我 拟 为 《4 七 人 集 》， 
他 们 不 愿 , 故 尚 未 定 。 版 税 为 百 分 之 十 五 , 出 版 后 每 年 算 两 次 。 

它 兄 集 上 卷 已 在 装订 , 不 久 可 成 ， 曾 见 样 本 ,， 颇 好 , 倘 其 生 
存 , 见 之 当 亦 高 兴 , 而 今 竞 已 归 土 , 误工。 至 于 第 二 本 , 说 起 来 真 
是 气 死人 , 原 与 印刷 局 约定 六 月 底 排 成 , 我 在 病 中 , 亦 由 密斯 许 
校对 ,未曾 给 与 影响 , 而 他 们 拖 至 现在 , 还 差 一 百 余 页 , 催促 亦 置 
之 不 理 。 说 过 话 不 算数 , 是 中 国人 的 大 毛病 , 一 切 计 画 , 都 被 的 
乱 , 无 可 否 算 了 。 

《 城 与 年 尚未 付 印 。 我 的 病 也 时 好 时 坏 。 十 天 前 吐血 数 十 
口 , 次 日 即 用 注射 制止 , 医 诊断 为 于 肺 无 害 , 实际 上 确 也 不 觉 什 
么 。 此 后 已 退 热 一 星期 , 当 将 注射 , 及 退 热 , 止咳 药 同 时 停止 , 而 
热 即 复发 , 昨 已 查 出 , 此 热 由 助 膜 而 来 (我 肋 膜 间 积 水 ,已 抽 去 过 
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三 次 , 而 积 不 已 ), 所 以 不 其 关 紧 要 , 但 麻烦 而 已 。 至 于 吐血 , 不 


过 断 一 小 血管 , 所 以 并 非 肺病 加 重 之 兆 , 因 重 症 而 不 吐血 者 , 亦 
当 有 也 。 


但 因此 不 能 离开 医生 , 去 转 地 疗养 , 换 换 空气 , 却 赤 信人 同 
专 此 布 复 ,并 清 


FF 


弟 涪 ” 辐 首 八 月 十 七 晶 


1246 致 黎 烈 文 


烈 文 先生 : 


昨 在 X 立 此 存 照 > 上 所 写 笔 名 , 究 嫌 大 熟 , 倘 还 来 得 及 , 乞 改 
为 “ 晓 角 ”是 荷 。 

专 此 布 达 , 并 请 
著 安 


1247 致 杨 界 云 


和 者 云 先 生 : 


二 十 四 日 函 收 到 。 我 这 次 所 生 的 , 的 确 是 肺病 , 而 且 是 大 家 
所 黑 悍 的 肺结核 , 我 们 结交 至 少 已 经 有 二 十 多 年 了 , 其 间 发 过 四 


= 


中 
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五 回 , 但 我 不 大 喜欢 喷 病 , 也 颇 漠 视 生 命 , 淡然 处 之 , 所 以 也 几乎 
没有 人 知道 。 这 一 回 , 是 为 了 年 龄 关系 ,没有 先前 那样 的 容易 制 
止 和 恢复 了 , 又 加 以 肋 膜 病 , 送 至 缠绵 了 三 个 多 月 , 还 不 能 停止 
服药 。 但 也 许 就 可 停止 了 罢 。 

是 的 , 文字 工作 , 和 这 病 最 不 相宜 , 我 今年 自 知 体 弱 , 也 写 得 
很 少 , 想 摆脱 一 切 , 休息 若干 时 , 专 以 翻译 糊口 。 不 料 还 是 发 病 ， 
而 且 正 因为 不 入 协会 , 群 仙 就 大 布 国 鋼 降 . 徐 怨 良 也 明知 我 不 久 
之 前 , 病 得 要 死 , 却 雄 超 直 首先 打上 门 来 也 。 

他 的 变化 ， 倒 不 足 奇 。 前 些 时 ， 是 他 自己 大 碰 钉 子 的 时 候 ， 
所 以 党 得 我 的 ”人 格 好 >, 现在 孝 已 是 文艺 家 协会 理事 《文学 界 》 
编辑 , 还 有 “实际 解决 ”之 力 , 不 但 自己 手 里 捏 着 钉子 , 而 且 也 许 
是 别人 的 棺材 钉 了 , 居 移 气 , 养 移 体 , 现在 之 觉得 我 “不 对 ”,“ 可 
笑 ”,“ 助 长 恶劣 的 倾向 ”,“ 若 偶像 然 ” 原 是 不 足 为 异 的 。 

其 实 , 写 这 信 的 虽 是 他 一 个 , 却 代 表 着 某 一 群 , 试 一 细 读 , 看 
那 口气 ， 即 可 了 然 。 因 此 我 以 为 更 有 公开 答复 之 必要 。 倘 只 我 
们 彼此 个 人 间 事 , 无 关 大 局 , 则 何必 在 刊物 上 喉 唆 哉 。 先 生 虑 此 
事 “ 徒 费 精 力 ”% 实 不 尽 然 , 投 一 光辉 ， 可 使 伏 在 大 豆 荫 下 的 群 魔 
嘴脸 毕 现 , 试看 近日 上 海 小 报 之 类 , 此 种 效 验 , 已 极 昭然 , 他 们 到 
底 将 在 大 家 的 眼前 露出 本 相 。 

《版 画集 》 在 病 中 印 成 , 照顾 殊 不 能 周到 , 印 数 又 少 , 不 久 便 
尽 , 书店 也 不 存 一 本 了 , 元 以 奉 寄 , 甚 敬 。 

专 此 布 复 , 并 请 
暑 安 

和 鲁 迅 人 月 廿 人 日 
再 , 現 医 首 不 洗 我 見 容 和 多 淡 , 億 略 食 , 別 扱 綾 地 尊 発 数 量 
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期 , 所 以 在 十 月 以 前 , 大 釣 不 能 相 申 , 此 可 惜 事 世 。 


1248 致 沈 雁 冰 


明 調 先生 : 

我 肺 部 已 无 大 患 ， 而 肋 膜 还 扯 麻 烦 , 未 能 停 药 ; 天 气 已 经 秋 
凉 , 山上 海滨 , 反 易 伤风 ,今年 的 “ 转 地 疗养 ?恐怕 “ 转 ?不 成 了 。 

因此 想到 《4 述 林 》, 那 第 二 本 , 交 稿 时 约 六 月 底 排 成 。 在 我 病 
中 , 亦 仍 由 密斯 许 赶 校 , 毫 不 耽搁 , 而 至 今 已 八 月 底 , 约 还 差 百 余 
页 。 前 曾 函 托 章 先生 , 请 催 排 字 局 , 必 于 八 月 二 十 边 排 完 , 而 并 
无 回信 和 置 可 否 , 也 看 不 出 排 稿 加 紧 , 或 隔 一 星期 来 一 次 , 或 隔 十 
多 天 来 一 次 ,有 时 新 稿 , 而 再 三 校 居多 ， 或 只 清 样 。 这 真 不 大 象 在 
做 生意 。 所 以 想 请 先生 于 便 中 或 专 函 向 能 拿 主 意 的 人 ( 童 ? 
徐 ?) 一 催 , 从 速 结束 , 我 也 算 了 却 一 事 , 比较 的 觉得 轻松 也 。 

那 第 一 本 的 装 钉 样子 已 送 来 , 重 磅 纸 ; 皮 堂 太 “ 古 典 的 ”一 
点 ;平装 是 天 和 切线 面 , 殊 漂亮 也 。 专 此 布 达 , 即 请 
著 安 

树 ”上 八 月 州 一 日 


1249 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 敬 東 者 , 八 月 三 十 日 信 收 到 。 男 确 是 吐 了 几 十 口 
血 ,但 不 过 是 痰 中 带 血 ,不 到 一 天 ,就 由 医生 用 药 止 住 了 。 男 


ー 


HH 





六 年 1031 


所 生 的 病 , 报 上 虽说 是 神经 衰弱 , 其 实 不 是 , 而 是 肺病 , 且 已 
经 生 了 二 三 十 年 ， 被 八道 湾 赶 出 后 的 一 句 ， 和 章士钊 盖 后 
的 一 回 , 躺 倒 过 的 , 就 都 是 这 病 , 但 那 时 年 富力 强 , 不 久 医 好 
了 。 男 自己 也 不 喜欢 多 讲 ， 令 人 担心 , 所 以 很 少 人 知道 。 初 
到 上 海 后 , 也 发 过 一 回 , 今年 是 第 四 回 , 大 约 因为 年 纪 大 了 
之 故 罢 , 一 直 医 了 三 个 月 , 还 没有 能 够 停 药 , 因此 也 未 能 离 
开 医 生 , 所 以 今年 不 能 到 别处 去 休养 了 。 
肺病 是 不 会 断根 的 病 , 全 愈 是 不 能 的 , 但 四 十 以 上 人 , 却 无 
性 命 危险 ,况且 一 发 即 医 ,不要紧 的 , 请 放心 为 要 。 
马 理 已 考 过 , 取 否 尚未 可 知 。 她 还 是 孩子 脾气 , 看 得 上 海 很 
新 鲜 。 但 据 男 看 来 , 她 的 先生 (北平 教 过 的 ) 和 朋友 都 颇 滑 ， 
恺 怕 未 必 能 给 她 帮助 , 到 紧要 时 , 都 托 故 汶 开 了 。 

害 马 骨 已 医 好 。 海 婴 亦 好 , 仍 上 大 陆 小 学 。 

专 此 布 复 , 恭 请 


男装 叩 上 广 于 海山 同上 九 月 三 夜 


1250 和 致 沈 雁 冰 


明 責 先生: 

昨 收 到 一 日 信 , 才 明白 了 印刷 之 所 以 牛 步 化 的 原因 , 现 经 加 
莫 ， 且 观 后 效 耳 。 振 铎 常 打 如 痊 算 盘 ， 结 果 似 乎 不 如 意 的 居多 ， 
但 这 回 究竟 打 得 印 出 了 十 分 之 八 九 , 成 绩 还 不 算 坏 。 我 想 , 到 九 
月 底 , 总 该 可 以 结束 了 。 最 失败 的 是 许 钦 文 , 他 慕 款 建 陶 元 庆 纪 
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念 堂 , 后 来 收 款 寥寥 , 自己 欠 一 批 债 , 而 杭州 之 律师 及 记者 等 , 以 
他 为 富 俩 , 必 令 涉 入 命案 , 几乎 寿 终 牢 究 , 现在 出 来 了 , 却 专 为 付 
利 子 而 工作 着 。 

美 成 铅字 , 其 实 并 不 好 , 不 但 无 新 五 号 , 就 是 五 号 , 也 有 大 
小 , 不 一 律 的 。 初 校 送 来 , 却 颇 干 净 , 错误 似 不 多 , 但 我 们 是 对 原 
稿 的 , 因此 发 见 印刷 局 的 校 员 , 可 怕 之 至 , 他 于 觉得 错误 处 ,大 抵 
以 意 改 令 通顺 , 并 不 查 对 原稿 , 所 以 有 时 简直 有 天 渊 之 别 。 大 括 
一 切 校 员 , 无 不 如 此 ， 所 以 倘 是 紧要 的 书 ， 真 令 人 寒心 。《 述 订 》 
有 一 半 无 原稿 , 那 就 没 法 了 。 此 请 
著 安 
树 上 九 月 三 昌 


1251 致 赵 家 壁 * 


质 接 靖 华 信 ， 已 同意 于 我 与 先生 所 定之 印 他 译作 办 法 。 并 
补 寄 译 稿 四 篇 〈 共 不 到 一 万 字 )， 和 希望 加 入 。 稿 系 湿 维 洛 夫 的 三 
篇 , 左 琴 科 的 一 篇 《 烟 袋 》 内 原 有 他 们 之 作 , 具 要 挨 次 加入 便 好 。 
但 不 知已 否 付 排 , 尚 来 得 及 否 ? 希 即 见 示 , 以 便 办 理 。 

他 函 中 要 我 做 一 点 小 引 , 如 出 版 者 不 反对 , 我 是 只 得 做 一 点 
的 , 此 一 层 亦 希 示 及 ; 但 倘 做 起 来 , 也 当 在 全 市 排 成 之 后 了 。 

专 此 布 达 , 并 请 


* 此 信 据 X 和 良友 画报 》(1936 年 10 月 ) 所 载 手迹 制版 抄 节 。 


著 安 
和 鲁 迅 九 月 五 日 


1252 致 营 靖 华 


汝 珍 兄 : 

八 月 者 一 日 信 政 到 , 小 说 四 篇 , 次 日 也 到 了 , 当即 写 信 去 问 
书局 , 商量 加 入 , 尚 无 回信 , 不 知 来 得 及 否 。 至 于 《 安 得 伦 》, 则 我 
以 为 即使 来 得 及 , 也 不 如 暂 单行 , 以 便 读者 购买 。 而 且 大 书局 是 
怕 这 本 书 的 , 最 初 印 出 时 , 书店 的 玻璃 窗 内 就 不 肯 给 我 们 陈列 ， 
他 们 怕 的 是 图 画 和 “不 走 正路 ”四 个 字 。 

病 重 之 说 , 一 定 是 由 吐血 而 来 的 , 但 北平 报纸 , 也 真 肯 记载 
我 的 琐事 。 上 海 的 大 报 , 是 不 肯 载 我 的 姓名 的 , 总 得 是 胡适 林 语 
堂 之 类 。 至 于 病状 , 则 已 几乎 全 无 , 但 还 不 能 完全 停 药 , 因此 也 
离 不 开 医生 , 加 以 已 渐 秋 凉 , 山中 海边 , 反 易 伤风 , 所 以 今年 是 不 
能 转 地 了 。 

猴 头 已 吃 过 一 次 , 味 确 很 好 , 但 与 一 般 蘑 菇 类 颇 不 同 。 南 边 
人 简直 不 知道 这 名 字 。 说 到 食 的 珍品 , 是 “燕窝 鱼 起 ”, 其 实 这 两 
种 本 身 并 无 味 , 全 靠 配 苦 , 如 鸡汤 , 笋 , 冰糖 …… 的 。 

它 兄 译 集 的 下 本 , 正在 排 校 , 本 月 底 必 可 完 , 去 付 印 ,年 内 总 
能 出 齐 了 。 一 下 子 就 是 一 年 , 中 国人 做 事 , 什么 部 慢 , 即使 活 到 
一 百 岁 , 也 做 不 成 多 少 事 。 

关于 《卡巴 耶 夫 > 的 几 篇 文章 上 的 署名 , 是 编辑 者 写 的 , 不知 
道 他 为 什么 想 了 这 么 一 个 笔名 。 上 月 他 们 分 两 次 送 了 稿费 洲 ， 
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共 十 五 元 , 今 江 上， 请 便 中 一 取 。 些 杂志 停刊 了 ， 数 期 停刊 的 杂 
志 ,， 上 海 是 常 有 的 , 其 原因 除 压迫 外 , 也 有 书店 太 贪 ,或 编辑 们 
痣 架 。 这 里 的 文坛 不 大 好 ; 日 前 寄 上 《作家 》 一 本 ,有 弟 一 文 , 写 
着 一 点 大 概 ， 现 在 他 们 正面 不 笔 战 ， 却 在 小 报 上 玩 花样 一 一 老 
手段 。 

有 答 E 的 一 封 倍 , 想 请 兄 译 出 , 今 寄 上 汉文 稿 , 乞 便 中 一 译 ， 
无 关 紧 要 , 不必 急 急 的 。 

专 此 布 达 , 并 请 
暑 安 

弟 聊 ”上 九 月 七 日 


[附件 ] 


Paul Ettinger 先生 

我 已 经 收 到 你 Aug 十 三 的 信 , 你 通知 我 收 到 Siren 的 书 的 
那 一 封 信 , 也 早 收 到 的 。 但 我 从 五 月 起 , 接连 的 生病 , 没有 力气 ， 
所 以 未 曾 去 找 朋 友 , 托 他 替 我 写 一 封 回信 。 

现在 我 又 收 到 了 一 本 《波兰 美术 》, 谢谢 你 。 但 不 知道 他 们 
为 什么 不 在 图 画 下 面 写 出 这 图 的 名 目 ,我 有 一 本 《波兰 美术 史 》， 
图 上 也 没有 名 目 , 看 起 来 有 时 很 气 韶 。 我 筷 , 你 看 那 没 有 说 明 的 
中 国画 时 , 恐怕 往往 也 这 样 的 。 

我 极 希 望 你 有 关于 中 国 印 的 《Sovietic Graphics》 的 批评 , 億 
印 出 , 可否 寄 我 一 傍 , 我 想 找 人 译 出 来 , 给 中 国 的 青年 看 。 不 过 
这 一 本 书 的 材料 ， 是 全 从 今年 在 上 海 所 开 的 “苏联 版 画展 览 会 
里 取 来 的 。 在 这 会 里 ， 我 找 Deineka 的 版 画 ， 竞 一 幅 也 没有 。 
我 很 想 将 从 最 初 到 现在 的 苏联 木刻 家 们 的 代表 作 和 集成 一 册 ， 绍 








介 给 中 国 , 但 没有 这 力量 。 





JJI7cHH。 


1253 致 叶 柴 


芷 兄 ， 

七 日 信 收 到 ， 记 得 以 前 诸 函 ， 也 都 收 到 的 。 所 以 未 写 回 信 
者 , 既 非 我 病 又 重 , 也 并 无 “其 他 的 原故 "”。 不 过 说 来 说 去 , 还 是 
为 了 我 的 病 依然 时 好 时 坏 , 就 是 好 的 时 候 , 写字 也 有 限制 , 只 得 
用 以 写 点 关于 生计 或 较为 紧要 的 东西 ;密斯 许 又 自己 生病 ， 孩 
子 生病 ， 近 来 又 有 客 寅 在 家 里 ， 所 以 无 关 紧 要 的 回信 ， 只 好 不 
写 了 。 

我 身体 弱 ,， 而 琐事 多 ,向 来 每 日 平均 写 回 信 三 四 封 , 也 仍然 
未 能 处 处 周到 。 一 病 之 后 , 更 加 照顾 不 到 , 而 因此 又 须 解 释 所 以 
未 写 回 信之 故 , 自己 真 觉 得 有 点 苦痛 。 我 现在 特地 声明 ; 我 的 病 
确 不 是 装 出 来 的 , 所 以 不 但 叫 我 出 外 , 令 我 算账 , 不 能 照办 , 就 是 
无 关 紧 要 的 回信 , 也 不 写 了 。 此 一 节 请 谅 察 为 幸 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 级 


鲁 迅 九 月 八 晶 
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1254 致 赵 家 壁 


家 壁 先生 ， 

项 得 七 日 信 ; 所 给 我 的 《新 传统 > 一 本 , 亦 收 到 , 谢谢 ! 

译 稿 四 篇 ; 今 送 上 。 末 校 我 想 只 要 我 蔡 他 看 一 看 就 好 , 因为 
学 校 已 开课 , 他 所 教 的 是 新 项 目 , 一定 忙于 殉 备 。 

书 名 我 们 一 个 也 没有 。 不 知 篇 名 有 上 比较 的 漂亮 者 否 ? 请 先 
生 拟 定 示 知 。 

普及 本 木刻 , 亦 收 到 。 随 便 看 看 固 可 , 倘 中 国 本 刻 者 以 此 为 
范本 , 是 要 上 当 的 。 

专 此 布 达 , 并 请 
著 安 


只 
| 
さ 
は 


1255 致 英 久本 


朗 西 先生 :; 
项 面 托 排 印 之 说 明 , 已 抄 好 底稿 , 今 寄 奉 , 乞 便 中 付 与 印刷 
局 为 荷 。 校 好 之 后 , 除 打 纸板 外 , 并 乞 令 在 较 厚 的 白 纸 ( 光 道 林 ) 
上 精 印 五 六 张 。 专 此 布 达 , 并 颂 
时 绥 
迅 上 九 月 十 四 夜 
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1256 和 致 沈 雁 冰 


明 調 先生 : 

先前 有 称 端 木 茧 良 的 , 寄 给 我 一 篇 稿子 , 而 我 失 其 住址 , 无 
法 回复 。 今 天 见 《 文 学 》 八 月 号 , 有 《 药 览 湖 的 忧郁 > 一 篇 , 亦 同名 
者 所 作 。 因 思 文 学 社内 , 或 存 有 他 的 通信 和 处, 可否 乞 先生 便 中 一 
查 , 见 示 。 

又 萧 三 之 通信 和 处 , 如 有 , 亦 希 示 知 , 其 寅 所 或 其 信箱 均 可 。 

专 此 布 达 , 并 请 
撰 安 

树 ”上 顿 首 九 月 十 四 衣 


冶 秋 兄 : 

八 月 甘 六 日 的 信 早 收 到 ， 而 且 给 我 美丽 的 画 片 ， 非常 感谢 。 
记得 两 个 月 以 前 罢 , 曾经 很 简单 的 写 了 几 旬 寄 上 , 现 看 来 信 , 好 
象 并 未 收 到 。 

我 至 今 没有 离开 上 海 , 非 为 别 的 , 只 因为 病状 时 好 时 坏 ， 不 
能 离开 医生 。 现 在 还 是 常常 发 热 ,不 知道 何 时 可 以 见 好 ,或 者 不 
救 。 北 方 我 很 受 住 , 但 冬天 气候 干燥 寒冷 , 于 肺 不 宜 , 所 以 不 外 
去 。 此 外 ,也 想 不 出 相宜 的 地 方 , 出 国有 种 种 困难 , 国内 呢 , 处 处 
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旗 天 琼 地 。 

上 海 不 但 天 气 不 佳 , 文 气 也 不 象 样 。 我 的 那 篇 文章 中 , 所 举 
的 还 不 过 很 少 的 一 点 ,这 里 的 有 一 种 文学 家 , 其 实 就 是 天 津 之 所 
谓 青皮 , 他 们 就 专用 造谣 , 饲 吓 , 播 弄 手段 张 网 , 以 罗致 不 知 底细 
的 文学 青年 , 给 自己 造 地 位 ; 作品 呢 , 却 并 没有 。 真 是 惟 以 哈哈 
营 营 为 能 事 。 如 徐 懋 庸 , 他 横 暴 到 忘 其 所 以 , 况 用 “实际 解决 ”来 
恐吓 我 了 , 则 对 于 别 的 青年 ， 可 想 而 知 。 他 们 自 有 一 伙 ， 狼 狐 为 
好 , 把持 着 文 学界 , 弄 得 乌 烟 疗 气 。 我 病 倘 稍 愈 , 还 要 给 以 暴露 
的 , 那么 , 中 国文 艺 的 前 途 底 几 有 救 。 现 在 他 们 在 利用 “小 报 ” 给 
我 损害 , 可 见 其 没 出 息 。 

珂 勤 惠 支 的 画集 只 印 了 一 百 本 , 病 中 装 成 , 不 久 , 便 取 尽 , 卖 
完了 ， 所 以 目前 无 法 寄 奉 。 近 日 文化 生活 出 版 社 方 谋 用 铜版 复 
制 ， 年 内 当 可 出 书 , 那 时 当 寄 上 。 

静 农 在 夏 间 过 沪 回 家 , 从 此 便 无 消息 , 兄 知 其 近况 否 ? 

专 此 布 复 , 即 颂 
时 绥 

树 ”上 九 月 十 五 日 
久夫 人 多郎 均 吉 。 


1258 致 许 杰 
许杰 先生 ， 


来 信 收 到 。 径 三 兄 的 纪念 文 , 我 是 应 该 做 的 , 我 们 并 非 泛 泛 
之 交 。 只 因为 久 病 , 怕 写 不 出 什么 来 ， 但 无 论 如 何 , 我 一 定 写 一 
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点 ， 于 十 月 底 以 前 寄 上 。 
我 并 没有 豫 备 到 日 本 去 休养 ;但 日 本 报 上 ， 忽 然 说 我 要 去 
了 , 不知 何 意 。 中 国 报 上 如 亦 登 载 , 那 一 定 从 日 本 报 上 抄 来 的 。 
专 此 布 复 , 即 请 
撰 安 
鲁 迅 メー 


1259 致 唐 启 


唐 启 先生 

得 到 九 月 十 六 日 信 , 并 给 我 仅 存 的 序 文 , 感谢 之 至 。 但 展览 
会 收场 如 此 , 真 令 人 帐 然 。 

那 几 个 植物 名 , 第 一 个 一 定 是 (K5z0) 之 误 ,中 国名 “楼 ”也 
做 制 纸 的 原料 , 第 三 个 是 “秦皮 ”, 中 国名 不 知 , 也 许 没有 。 只 有 
D'miko 不可 解 , 也 不 象 日 本 话 。 但 日 本 制 纸 植物 , 普通 确 是 三 
种 , 其 一 是 “三 极 ”(Mitsumata), 我 想 大 约 德 文 拼 错 的 。 

K 氏 画 集 早 分 , 卖 完了 ; 听 说 有 人 要 用 铜版 翻印 , 但 尚未 出 。 


我 还 在 时 时 发 热 , 但 这 年 纪 的 肺病 , 是 不 会 致命 的 , 可 是 也 不 会 
好 ; 这 事 您 知道 得 很 明白 , 用 不 着 我 说 。 

专 此 布 复 , 即 请 
秋 安 


干 顿 首 九 月 二 十 一 日 
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1260 和 致 复 烈 文 


烈 文 先生 : 昨 所 说 的 那 一 篇 , 巳 抄 迄 , 今 寄 上 。 上 午 又 作 了 一 剛 
《 立 此 存 照 2 一 同 附 奉 . 希 能 见于 第 三 期 。 但 太 长 ; 同 是 “ 存 
照 ” 而 相 度 其 长 短 ,或 补 白 ; 或 不 补 白 , 何如? 

专 此 布 达 , 并 渗 
撰 安 
迅 ” 顿 首 九 月 二 十 一 日 


1261 致 母 亲 


母亲 大 人 膝下 , 殴 裏 者 , 九 月 八 日 来 信 , 早 巳 政 到 。 男 近日 情 形 , 比 
先前 又 好 一 点 , 脸 上 的 样子 , 已 经 恢复 了 病 前 的 状态 了 , 但 
有 时 还 要 发 低热 ,所 以 仍 在 注射 。 大 约 再 过 一 星期 ,就 停 下 
来 看 一 看 。 海 婴 仍 在 原 地 方 读书 , 夏天 头 上 生 了 几 个 小 疤 ， 
现在 好 了 , 前 天 玻璃 割 破 了 手 , 鲜血 淋漓 , 今天 又 好 了 。 他 
同 马 利 很 要 好 , 因为 他 一 向 是 喜欢 客人 ,， 爱 热闹 的 , 平常 也 
时 时 口 出 怨言 ， 说 没有 兄弟 姊妹 ， 只 生 他 一 个 ,冷静 得 很 。 
见 了 玛 利 , 他 很 高 兴 , 但 被 他 粘 缠 起 来 的 时 候 , 我 看 实在 也 
讨厌 之 至 。 
北京 今年 这 样 热 , 真是 意料 不 到 的 事 。 上 海 还 不 算 大 热 , 现 
在 凉 了 ,而 太阳 出 时 , 仍 可 穿 单衣 。 害 马 甚 好 , 请 勿 念 。 
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专 些 布 达 , 恭 请 
金 安 
男 树 叩 上 
广 平 暨 海 婴 同 曙 九 月 二 十 二 日 


1262 致 费 慎 祥 


慎 祥 兄 : 

重 排 的 《花边 文学 》, 想必 有 一 本 清 样 , 望 便 中 带 来 。 因 为 我 
想 在 较 有 力气 时 , 标注 这 回 付 印 的 《杂文 初 集 》 要 看 看 格式 。 

那 一 个 盘 光 华 书局 的 人 , 在 将 * 铁 流 》 的 纸板 向 人 出 卖 , 要 五 


十 块 钱 。 
专 此 布 达 , 即 颂 
时 绥 
迅 上 [Cc 九 月 ] 甘 二 日 
1263 致 许 寿 党 
季 市 兄 : 


得 《新 苗 》, 见 兄 所 为 文 , 其 以 为 佳 , 所 未 敢 苟同 者 , 惟 在 欲 以 
佛法 救 中 国 耳 。 

从 中 更 得 读 太 炎 先生 狱 中 诗 , 州 年 前 事 , 如 在 腿 前 。 因 思 王 
静安 没 后 , 尚 有 人 印 其 手迹 , 今 太 炎 先 生 诸 诗 及 《 速 死 ?等 , 实 为 
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贵重 文献 , 似 应 乘 收藏 者 多 在 北平 之 便 , 汇 印 成 其 , 以 示 天 下 , 以 
途 将 来 ,故宫 博物 馆 印 刷 局 , 以 玻璃 板 印 盈 尺 大 幅 , 每 百 枚 五 元 ， 
然则 五 十 幅 一 本 , 百 本 印 价 , 不 过 二 百 五 十 元 , 再 加 纸 费 , 总 不 至 
超出 五 百 ， 向 种 种 关系 者 募捐 ， 当 亦 易 集 也 。 此 事由 兄 发 起 为 
之 , 不知 以 为 何如 ? 

与 革命 历史 有 关 之 文字 不 多 ， 则 书简 文稿 册页 ， 亦 可 收入 ， 
曾 记 有 为 兄 作 《 汉 郊 礼 歌 ?之 繁 书 , 以 为 绝妙 也 。 倘 进行 , 乞 勿 言 
由 我 提议 , 因 旧 日 同学 , 多 已 崇 贵 ,而 我 为 流 人 , 音 问 久 绝 , 殊 不 
欲 因此 洱 诸 公 之 意 耳 。 

贱 盖 时 作 时 止 ,毕竟 如 何 , 殊 不 可 测 , 只 得 昕 之 。 

专 此 布 达 , 并 请 
道 安 








元久 頼 音 九 月 二 + 五 日 


1264 致 吴 衣 西 


六 西 先 生 ， 
十 五 日 寄 奉 一 函 , 内 有 付 排 之 稿 , 不 知 收 到 否 ?” 如 已 交 印 出 
局 , 则 请 一 催 , 因此 系 急 用 , 而 且 每 条 须 看 排出 之 伴 式 后 , 再 各 添 
一 行 , 较 费 周折 也 。 
专 此 布 达 , 并 请 
秋 安 
志 上 九 月 二 十 六 日 
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1265 致 沈 雁 六 


明 再 先生 

廿 五 日 信 廿 六 到 。 美 成 " 排 竣 "之 说 甚 巧 ， 至 守 校 虽 尚 剩 序 
目 。 先 前 校 稿 , 他 们 办 法 亦 与 上 卷 不 同 ,至 二 校 ， 必 打 清 样 来 , 以 
示 无 须 三 校 之 意 。 我 亦 遵 命 , 但 曾 提出 一 页 , 要 三 校 , 而 至 今 不 
至 也 。 

《中国 的 一 日 至今 无 有 , 有 时 非常 宽 缓 , 是 生活 书店 所 不 其 
少 有 的 事 , 以 前 亦 往 往 遇 之 。 此 店 貌 似 旺盛 , 而 办 事 或 失 之 太 散 
漫 ,或 失 之 太 聪明 , 其 实 是 很 不 健康 的 。 

《 述 林 》 初 拟 计 款 分 书 , 但 如 抽 去 三 分 之 一 交 C.T., 则 内 山 老 
板 经 售 者 上 只 三 百 余 本 , 迹 近 令 他 做 难事 而 又 克扣 其 好 处 , 故 付 与 
C.T. 者 , 只 能 是 赠送 本 也 。 

专 此 布 复 , 并 请 
秋 安 树 ” 顿 首 九 月 甘 六 夜 


1266 致 吴 潜 * 


吴 渤 先生 ， 
来 信 收 到 。 


# ”此 信 册 鲁迅 口授 , 许 广 平 代笔 。 
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今年 九 人 月 中 , 我 足 足 大 病 了 六 个 月 , 至 今 还 在 天 天 发 热 ， 
不 能 随便 走动 , 随便 做 事 。 所 以 关于 木刻 展览 会 的 事情 , 就 也 无 
从 谈 起 了 , 真是 抱歉 之 至 。 

专 此 奉 答 , 并 颁 
时 绥 
鲁 迅 九 月 甘 八 


1267 致 黎 烈 文 


烈 文 先生 ， 
近 想 其 忙 。 我 仍 间或 发 热 , 但 报 总 不 能 不 看 , 一 看 , 则 芽 话 
之 多 , 令 人 发 指 。 例 如 此 次 《儿童 专刊 ?上 一 文 , 竞 主张 中 国人 杀 
日 本 人 , 应 加 倍 治罪 , 此 虽 日 本 人 尚未 敢 作 此 种 主张 , 此 作者 真 
畜 类 也 。 草 一 《4 存 照 》, 寄 奉 , 和 倘 能 用 , 幸 基 。 
专 此 布 达 , 并 请 
迅 顿 首 九 月 4H 八 日 


1268 致 郑振铎 


西 谤 先生 ， 
二 十 八 日 信 收 到 。<《 述 林 》 已 在 关上 侯 查 ,但 官场 办 事 雍 容 ， 
恺 怕 总 得 一 星期 才 会 通过 轻 。 所 印 只 五 百 部 ， 如 捐款 者 按 人 一 
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律 两 部 , 则 还 不 如 不 募 之 合适 , 大 约 有 些 也 只 能 一 部 , 然 亦 不 过 
收回 成 本 而 已 。 我 处 无 人 可 差 , 所 以 有 几 位 之 书 , 也 只 能 总 送 尊 
富 , 乞 于 便 中 分 交 。 

《博古 页 子 》 早 收 到 , 初 以 为 成 书 侨 , 今日 始 知 是 样本 , 我 无 
话 可 写 ， 不 作 序 侨 。《 十 竹 斋 艇 谱 》( 二 ) 近 况 如 何 ? 此 书 如 能 早 
日 刻 成 , 乃 幸 。 

近 得 J. Prisek 信 ， 谓 认识 先生 ， 见 时 乞 代 问候 云云 特 

专 此 布 复 , 并 请 
教 安 

重 迅 九 月 二 十 九 日 


1269 致 黄 源 


河 清 先生 : 
有 几 篇 稿子 , 想 交 与 孟 十 还 先生 , 还 有 一 些 话 。 可 否 请 先生 
莅 离 一 谈 , 再 为 转达 , 至 幸 。 
专 此 布 达 , 即 请 
迅 上 九 月 廿 九 日 
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1270 致 曹 自 


曹 自 先生 

甘 七 夜 信 并 稿 两 篇 均 收 到 。 我 一 直 没有 离开 上 海 ， 其 实 是 
为 了 不 能 离开 医生 , 现在 每 天 还 发 热 , 但 医生 确 说 已 可 以 散步， 
可 惜 我 也 无 处 可 走 , 到 处 是 伤心 惨 目 , 走 起 来 并 不 使 我 愉快 。 

论文 并 无 错 处 ， 可 以 发 表 的 ， 我 只 改正 了 几 个 误 字 。 至 于 
《 夜 谈 》, 却 不 佳 ， 叙 述 是 琐 细 事 ， 而 文笔 并 不 漂亮 (虽然 个 有 车 
旬 ), 材料 也 平常 , 吃 盟 之 类 的 无 赖 手段 ， 在 中 国 并 不 少 有 , 不 算 
奇异 的 。 况 且 这 种 恶劣 人 物 ， 很 难 写 ， 正 如 鼻涕 狗 辩 ， 不 能 刻 
成 好 木刻 一 样 。 

但 原稿 上 时 有 极 关 紧要 的 误 字 ， 这 我 看 是 因为 你 神经 太 疲 
劳 了 的 缘故 。 例 如 论文 的 5 页 后 半 页 《 夜 谈 》 的 4 页 未 行 , 我 看 
都 有 大 错 , 我 加 了 问号 在 那里 。 

两 篇 都 放 在 书店 里 ， 附 上 一 签 ， 希 便 中 持 以 一 取 为 荷 。 此 
复 , 即 颂 


秋 安 迅 上 九 月 二 十 九 日 


1271 致 郑振铎 


西庄 先生 ， 
今 送 上 《海上 述 林 》 上 卷 , 系 ; 
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C.T. 革 背 五 本 、 鍼 面 五 本 、 

陵 革 疹 一 本 、 鍼 面 一 本 、 

傅 革 送 一 本 、 

吴 革 背 一 本 、 

共 十 四 本 。 傅 吴 两 位 之 书 , 仍 希 转交 , 因 我 无 人 可 托 , 不 能 
一 一 分 送 也 。 此 布 , 即 请 





歓 安 
迅 顿 首 c+ 月 二 3 
1272 和 致 章 锡 琛 、 
雪村 先生 ， 


今 送 上 《 海 上 迷 林 》 上 巻 共 七 本 , 乞 分 赠 ， 
以 上 五 位 , 皮疹 订 本 各 一 本 ， 
に 二 
以 上 二 位 , 绒 面 订 本 各 一 本 。 
下 卷 已 将 付 印 ,成 后 续 呈 。 专 此 , 即 请 
秋 安 
树 人 顿 首 "十 月 二 日 ] 


* ”此 信 据 < 中学生 > 月 刊 第 六 十 九 期 (1936 年 11 月 ) 所 载 手迹 制版 抄 存 。 
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1273 致 沈 历 六 


明 甫 先生 ， 

四 日 信 收 到 。 

“ 顾 间 ” 之 列 , 我 不 坚 加 入 , 因为 先前 为 了 这 一 类 职衔 , 吃苦 
不 少 , 而 且 甚 至 于 由 此 发 生 事 端 所 以 现在 要 回避 了 。 

在 十 四 日 之 前 , 当 投稿 一 篇 , 虽然 题目 未 能 十 分 确定 。 

萧红 一 去 之 后 , 并 未 给 我 一 信 , 通知 地 址 ; 近 阅 已 将 回 沪 , 然 
亦 不 知 其 详 , 所 以 来 意 不 能 转达 也 。 


昨 看 《冰天雪地 》, 还 好 。 

专 此 布 复 , 即 请 
著 安 

上 十 月 五 日 
1274 和 致 汤 咏 兰 

咏 兰 先生 ， 

来 信 收 到 。 

肺病 又 兼 伤风 , 真是 不 大 好 , 但 我 希望 伤风 是 不 久 就 可 以 医 
好 的 。 


有 钱 五 十 元 , 放 在 书店 里 。 今 附 上 一 签 , 清 持 此 箋 , 前 去 一 
取 为 荷 。 
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天 上 十 月 六 日 


1275 致 葉 自 


賢 白 先生 : 

一 日 信 早 收 到 。 

作文 要 眷 清 , 是 因为 不 常 写 的 和 缘故; 手 生 。 我 也 这 样 : 翻译 
多 天 之 后 , 写 评论 便 汲 灌 ; 写 过 几 篇 之 后 , 再 来 翻译 , 却 又 觉得 不 
大 顺手 了 。 总 之 : 打杂 实在 不 是 好 事情 , 但 在 现在 的 环境 中 , 也 
别 无 善 法 。 

种 种 驭 扰 , 我 是 过 惯 了 的 , 一 二 八 时 , 还 陷 在 火线 里 。 至 于 
报 家 , 却 早 在 想 , 因为 这 里 实在 是 住 厌 了。 但 条 件 很 难 , 一 要 租 
界 , 二 要 价 廉 , 三 要 清静 , 如 此 天 堂 , 丸 怕 不 容易 找到 ， 而 且 我 又 
没有 力气 , 动弹 不 得 , 所 以 也 许 到 底 不 过 是 想 想 而 已 。 

我 要 送 你 一 本 书 ( 这 是 我 们 的 亡 友 的 纪念 );， 照 例 是 附 上 一 
箋 , 向 书店 去 取 。 还 只 上 卷 ; 下 卷 (都 是 剧本 和 人 小说) 即将 付 印 ， 
看 来 年 底 总 可 以 出 版 的 。 开 首 的 《写实 主义 文学 论 》 虽 学 说 已 
旧 , 却 都 是 重要 文献 , 可 供 参 考 , 可 异 的 是 插画 的 说 明 印 错 了 ,我 
当 于 下 卷 中 附 白 订正 。 

《现实 》 和 《高 尔 基 论文 集 》 都 被 一 书店 ( 那 时 是 在 “第 三 种 
人 ? 手 里 的 ) 扣 留 了 几 年 , 到 今年 才 设 法 赎 出 来 的 , 你 看 上 海 的 鬼 
虐 , 多 么 可 怕 。 
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专 此 布 达 , 即 请 
刻 安 
驳 ” 顿 首 十 月 六 日 


1276 致 费 明君 " 


明君 先生 ， 

《 珂 民选 集 》 早 已 无 余 ……“” 娄 甚 。 但 近日 文化 生活 出 版 社 
已 在 缩 印 …… 不 至 于 不 佳 , 大 约 年 内 总 可 出 版 , 请 先生 自 与 接洽 
为 幸 。 该 社 地 址 是 福州 路 四 三 六 号 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
秋 安 

鲁 迅 十 月 九 日 
1277 致 黄 源 
河清 先生 : 

寄 上 广告 草稿 , 不 知 本 月 的 《译文 > 上 还 赶 得 及 登 出 否 ? 在 
《作家 》 上 , 却 下 月 也 不 妨 。 

专 此 布 达 , 并 请 


* ”此 信 据 收 信人 《署名 蛙 白 文 ) 编 《 和 鲁迅 先生 语录 》(1937 年 10 月 自 印 ) 所 载 
手迹 制版 抄 存 。 
*#* ”此 处 及 下 行 一 处 为 同时 刊登 的 鲁迅 照片 所 盖 没 。 


扎实 


1278 致 黎 烈 文 


烈 文 先生 ， 

昨 寄 拱 油 广告 一 种 , 想 已 达 ; 尚 有 一 种 , 島 希 措 油 , 但 第 三 
种 , 可 望 暂时 没有 了 。 

午后 至 上 海 大 戏院 观 《 复 仇 遇 艳 》(Dubrovsky by Push- 
kin), 以 为 甚 佳 , 不 可 不 看 也 。 


特此 鼓动 , 并 颂 
撰 安 
迅 上 十 月 + 衣 
1279 致 黄 源 
河清 先生 : 


续 呈 广告 一 纸 , 希 赐 措 油 登载 为 感 。 
今日 往 上 海 大 戏院 观 普 式 庚 之 Dubrovsky 〈 华 名 《复仇 过 
艳 》, 闻 系 检查 官 所 改 ), 觉得 很 好 , 快 去 看 一 看 罢 。 
专 此 布 达 , 即 请 
撰 安 
迅 上 "十 月 ] 十 夜 
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1280 和 致 宋 于 


紫 修 兄 : 

先后 惠 示 ， 均 读 悉 。《 农 书 》 系 友 托 购 ， 而 我 实 有 一 部 在 北 
平 , 今 既 如 此 难得 , 拟 以 所 藏 者 与 之 , 而 藏 在 何 处 , 已 记 不 真切 。 
雇 以 请 兄 于 便 中 往 舍 间 一 查 , 客厅 中 有 大 玻璃 书柜 二 , 上 部 分 三 
层 , 其 上 二 层 皆 中 国 书 ,《 农 书 》 或 在 其 内 ; 此 书 外 观 , 系 薄 薄 的 八 
本 或 十 本 (大 本 ), 湖 色 绸 包 角 , 白 纸 印 ,一望 可 辩 大 略 ， 取 疑似 
者 , 抽出 阅 之 ,或 可 得 也 。 倘 在 , 而 书面 已 陈旧 , 则 请 兄 镭 人 换 较 
好 之 书面 , 作 一 布 套 寄 下 。 如 无 , 则 只 可 等 书坊 更 得 侨 。 

沪 语 左近 , 日 前 大 有 搬家 , 谣传 将 有 战事 , 而 中 国 无 兵 在 此 ， 
与 谁 战 乎 , 故 现 已 安静 , 舍 间 未 动 , 均 平 安 。 惟 常 有 小 纠葛 , 亦 殊 
讨厌 , 颇 拟 撤 往 法 租界 , 择 僻静 处 养病 , 而 屋 尚 未 有 更 定 。 贱 盖 渐 
向 愈 , 可 释 远 念 耳 。 

惠 寄 书籍 , 早 收 到 , 惟 得 如 此 贵 价 之 本 , 心 殊 不 安 也 。 

专 此 布 复 , 即 颂 


时 绥 树 人 顿 首 十 月 十 二 日 
1281 致 赵 家 壁 
家 壁 先生 ， 


靖 华 所 译 小 说 , 曾 记 先生 前 函 , 谓 须 乘 里 中 排 完 , 但 今 中 秋 


一 九 


lul 
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已 过 ， 尚 无 校 稿 见 示 。 不 知 公司 是 否 确 已 付 排 ， 或 是 否 确 欲 出 
版 , 希 便 中 示 及 为 荷 。 

此 布 , 并 请 
撰 安 





迅 上 十 月 填 ニ 日 


1282 致 曹 自 


曹 白 先生 : 

我 并 不 觉得 你 浅薄 和 无 学 。 这 要 看 地 位 和 年 龄 。 并 非 青 
年 , 或 虽 青 年 而 以 指导 者 自居 , 却 所 知 甚 少 , 这 才 谓 之 浅薄 或 无 
学 。 若 是 还 在 学 习 途 中 的 青年 ， 是 不 当 受 这 苛 论 的 。 我 说 句 老 
实话 罢 : 我 所 遇见 的 随便 谈 谈 的 青年 , 我 很 少 失望 过 , 但 哗啦 哗 
啦 大 写 口号 理论 的 作家 , 我 却 觉得 他 大 抵 是 呆 鸟 。 

《现实 ?中 的 论文 , 有 些 已 较 旧 , 有 些 是 公 庶 学 院 中 的 人 员 所 
作 , 因此 不 免 有 学 者 架子 , 原 是 属于 “ 难 懂 " 这 一 类 的 。 但 译 这 类 
文章 ,能 如 史 铁 儿 之 清楚 者 , 中 国 尚 无 第 二 人 ，, 单 是 为 此 , 就 觉得 
他 死 得 可 惜 。 你 只 懂 十 之 六 , 我 想 , 不 看 惯 也 是 一 个 大 原因 。 不 
过 这 原 是 一 点 文献 ,并非 入 门 书 , 所 以 看 后 还 觉得 不 其 有 把 握 ， 
也 并 不 足 怪 。 

《 述 林 》 是 纪念 的 意义 居多 , 所 以 竭力 保存 原样 ,译名 不 加 统 
一 , 原文 也 不 注 了 , 有 些 错 处 , 我 也 并 不 改正 一 一 让 将 来 中 国 的 
公 度 学 院 来 办 罢 。 上 卷 插图 之 误 , 改 起 来 不 好 看 ,下 卷 有 正 误 的 。 

有 喜欢 的 书 , 而 无 钱 买 ,是 很 不 舒服 的 , 我 幼小 时 常 有 此 蔡 ， 
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虽然 那 时 的 书 , 每 部 也 不 过 四 五 百 文 。 你 的 朋友 既 爱 此 书 , 可 说 
是 4《 述 林 》 的 知己 , 还 是 送 他 罢 , 仍 附 上 一 条 , 名 便 中 往 一 取 。 
病 还 不 肯 离 开 我 , 所 以 信 写 得 这 样 了 , 只 好 収束 。 
专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 
过 上 十 月 十 五 夜 


1283 致 台 静 农 


伯 简 兄 ; 九 月 三 十 日 信 早 到 ,或 务 或 忙 ， 遂 稽 答复 : 夏 间 本 拟 避 
暑 , 而 病 不 脱 体 , 未 能 离开 医生 , 遂 亦 不 能 离开 上 海 , 蔡甸 已 
至 晚秋 , 倘 一 止 药 , 仍 忽 发 热 , 盖 胃 强 则 肺病 已 愈 , 今 胃 亦 
弱 , 故 致 纠缠 , 然 纠缠 而 已 ,于 性 命 当 无 伤 也 。 近 仍 在 就 医 ， 
要 而 论 之 , 终 较 夏 间 差 胜 锋 。 我 鉴于 世故 , 本 拟 少 管 闲事 ， 
专 事 翻 译 . 借以 糊口 , 故 本 年 作文 殊 不 多 , 继 婴 大 病 , 橋 団 数 
月 ,而 以 前 以 器 祸 隐 去 之 小 丑 , 竟 乘 风潮 , 相 率 出 现 , 乘 我 危 
难 ,大肆 攻击 ,于 是 倚 枕 , 稍稍 报 以 数 鞭 , 此 墓 虽 和 猥 劣 , 然 实 
于 人 心 有 害 ， 兄 殖 未 见 上 海 文 风 , 近 数 年 来 , 竟 不 复 尚 有 
人 气 也 。 今 年 由 数 人 集资 印 亡 友 遗 著 ， 以 为 纪念 ， 已 成 上 
卷 ,日 内 当 托 书店 寄 上 , 至 希 察 收 , 其 下 卷 已 校 毕 ,年 内 当 可 
装 成 耳 。 专 此 布 达 , 并 颂 

时 绥 

树 ” 顿 首 十 月 十 五 夜 
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1284 致 曹 靖 华 


流 珍 見 

十 月 十 二 日 信 收 到 , 其 喜 。 译 致 E 君 函 及 木耳 , 早 收 到 了 ， 
我 竞 未 通知 ， 可 谓 健忘 ， 近 来 记性 ， 竞 大 不 如 前 , 作文 也 常 感 枯 
涩 , 真 令 人 气 恼 。 

它 兄 译作 , 下 卷 亦 已 校 完 , 准备 付 印 , 此 卷 皆 曾 经 印 过 的 作 
品 ,为 诗 ,戏曲 , 小 说 等 , 预计 本 年 必 可 印 成 , 作 一 结束 。 此 次 所 
印 , 本 系 纪念 本 , 傣 卖 去 大 半 后 , 便 拟 将 纸 版 付 与 别 的 书店 , 用 报 
纸 印 普及 本 , 而 删 去 上 卷 字样 ! 因为 下 卷 中 物 , 有些 系 卖 了 稿子 ， 
不 能 印 普 及 本 的 。 这 样 , 或 者 就 以 上 卷 算是 《 述 林 》 全部， 而 事 
实 , 也 惟 上 卷 较为 重要 , 下 卷 就 较 “ 杂 ”了 。 

农 往 青 岛 , 我 方 以 为 也 许 较 好 , 而 不 料 又 受 人 气 , 中 国 虽 大 ， 
真是 无 处 走 。 

闸北 似 曾 吃紧 , 迁居 者 二 三 万 人 , 我 未 受 影响 , 其 实情 形 也 ， 
并 不 如 传说 或 报章 之 甚 ， 故 寅 中 一 切 如 常 。 我 本 想 搬 一 空气 较 
好 之 地 , 费 于 病 体 有 益 , 而 近来 离 六 北 稍 远 之 处 , 房价 皆 大 涨 , 倒 
反而 只 好 停止 了 。 但 我 看 这 种 紧张 情形 , 此 后 必 时 时 要 有 , 为 宁 
静 计 , 实 不 如 迁居 , 拟 于 谣言 较 少时 再 找 房子 耳 。 

我 病 医 疗 多 日 , 打针 与 服药 并 行 ,十 日 前 均 停止 , 以 观 结果 ， 
而 不 料 竞 又 发 热 , 盖 有 在 肺 尖 之 结核 一 处 , 尚 在 活动 也 。 日 内 当 
又 开 手 疗 治之 。 此 病 虽 纠缠 , 但 在 我 之 年 龄 , 已 不 危险 , 终 当 有 
痊 可 之 一 日 ,请 勿 念 为 要 。 
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兄 之 小 说 集 ， 已 在 排 印 ， 二 十 以 前 可 被 了 ， 但 书 名 尚未 得 
佳 者 。 

此 地 文坛 , 依然 乌 烟 冶 气 ; 想 乘 这 次 风潮 , 成 名 立业 者 多 , 故 
清 涤 甚 难 。《 文 学 ?由 王 统 照 编 后 , 销 数 大 减 , 近 已 跌 至 五 千 , 此 
后 如 何 ， 殊 不 可 测 。《 作 家 》 约 八 千 ,《 译 文 》 六 千 ， 新 近 出 一 《中 
流 》( 已 寄 上 三 本 ), 并 无 背景 , 亦 六 千 。 《光明 》 系 自 以 为 * 国 防 文 
学 ”家 所 为 , 据 云 八 千 , 恐 不 秦 , く 文学 界 》 赤 他 何 一 依 , 则 不 到 三 
千 也 。 

余 后 谈 , 此 布 , 即 请 
刻 安 

弟 弥 ”上 十 月 十 七 日 


编辑 先生 : 

今天 看 见 《4 科 学 新 闻 》 第 三 号 , 茅盾 被 捐 的 消息 , 是 不 确 的 ， 
他 虽然 已 被 编 入 该 杀 的 名 单 中 , 但 现在 还 没有 事 。 

这 消息 , 最 初 载 在 《 微 言 > 中, 这 是 一 种 匿名 的 只 儿 所 办 , 专 
造谣 言 的 刊物 , 未 有 事 时 造谣, 倘 有 人 真 的 被 捕 被 杀 的 时 候 , 它 
们 倒 一 声 不 响 了 。 而 这 种 造谣 ， 也 带 着 消 乱 事实 的 作用 。 不 明 
真相 的 人 , 是 很 容易 被 骗 的 。 

关心 茅盾 的 人 , 在 北平 大 约 也 不 少 , 我 想 可 以 更 正 一 下 。 至 
于 丁玲 , 毫 无 消息 , 据 我 看 来 , 是 已 经 被 害 的 了 , 而 有 些 刊物 还 造 
许多 关于 她 的 谣言 , 真是 畜生 之 不 如 也 。 

鲁 迅 上 "一 九 三 三 ) 八 月 一 夜 


致 x Ed 


卢 氏 《艺术 论 ? 的 原本 的 出 版 所 ， 我 忘记 了 ,， 禁 否 也 不 知道 ， 
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因为 这 些 事情 , 是 不 一 定 的 , 即使 未 禁 , 也 可 以 没收 。 大 江 书 上 店 
后 来 盘 给 开明 书店 了 ， 这 一 部 书 纵使 还 有 余 剩 ， 他 们 也 不 敢 发 
卖 , 所 以 没有 法 子 想 。 

《科学 的 艺术 论 丛 书 》 我 手头 倒 还 有 第 3 及 13 两 本 ， 自 己 
并 无 用 处 , 现在 包 着 放 在 内 山 书店 里 ,先生 如 要 的 话 , 乞 拿 了 附 
上 之 一 艇 , 去 取 ; 包 内 还 有 《艺术 研究 》 一 本 , 是 出 了 一 本 就 停 版 

和 月刊， 现在 芒 怕 也 已 经 成 了 古音, 都 可 以 送 给 先生 。 这 书店 在 
北 四 川路 底 , 离 第 一 路 电车 的 终点 不 过 二 三 十 步 。 

《 烟 袋 》 及 《四 十 一 ?的 印 本 , 早 在 北平 被 官 们 收 去 , 但 好 象 并 
未 禁 ， 书 可 难以 找到 了 。 去 年 曾 由 译 者 自己 改编 ， 寄 给 现代 书 
局 , 他 们 就 掏 起 来 , 后 来 我 去 索取 了 许多 回 , 都 不 还 , 此 刻 是 一 定 
都 被 封 在 店 里 了 。 其 实 中 国 作者 的 被 害 , 也 不 但 从 这 一 方面 ,市 
侩 和 编辑 的 虐待 , 也 大 有 力量 的 。 

假如 有 人 肯 印 的 话 , 这 两 种 也 还 想 设法 再 版 ,不 过 看 目前 的 
状态 , 怕 很 难 。 

专 此 布 复 , 并 颂 
时 绥 

鲁 迅 十 二 月 四 日 


* ”此 信 当 是 写 给 《科学 新 闻 》(1933 年 6 月 创刊 于 北京 的 周刊 ) 的 , 当时 未 曾 
发 表 。 

## ”此 信 据 1939 年 10 月 18 日 香港 《大 公报 ?所 载 手迹 制版 抄 存 。 发 表 时 收 信 
人 称呼 被 略 去 。 收 信人 不 详 。 写 信 年 份 似 为 1935 年 。 
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致 孙 伏 园 


寄 给 我 的 报 ， 收 到 了 五 六 张 ， 零 落 不 全 。 我 的 《无 声 的 中 
国 》, 已 看 见 了 , 这 是 只 可 在 香港 说 说 的 ,浅薄 的 很 。 我 似乎 还 没 
有 告诉 你 我 到 香港 的 情形 。 讲 演 原 定 是 两 天 ， 第 二 天 是 你 。 你 
没有 到 , 便 由 我 代替 了 , 题目 是 《 老 调子 已 经 唱 完 》。 这 一 篇 在 香 
港 不 准 登 出 来 , 我 只 得 在 《新 时 代 》 上 发 表 , 今 附 上 。 梁 式 先 生 的 
按 语 有 点 小 错 , 经 过 删改 的 是 第 一 篇 , 不 是 这 一 篇 。 

我 真 想不到 ,在 厦门 那么 反对 民 党 ， 使 兼 士 愤愤 的 顾 起 刚 ， 
竞 到 这 里 来 做 教授 了 , 那么 , 这 里 的 情形 , 难免 要 变 成 厦大 , 硬 直 
者 逐 , 改革 者 开除 。 而 且 据 我 看 来 , 或 者 会 比 不 上 厦大 , 这 是 我 
新 得 的 感觉 。 我 已 于 上 星期 四 辞去 一 切 职务 ， 脱 离 中 大 了 。 我 
住 在 上 月 租 定 的 尾 里 ， 想 整理 一 点 译 稿 ， 大 约 暂 时 不 能 离开 这 
里 。 前 几 天 也 颇 有 流言 , 正如 去 年 夏天 我 在 北京 一 样 。 哈 哈 , 真 
是 天 下 老 鸦 一 般 黑 哉 ! 


ーー を を 
致 王 志 之 


郑 朱 蕴 合作 ， 其 好。 我 以 为 我 们 的 态度 还 是 缓和 些 的 好 。 


* ”此 断 片 据 1927 年 5 月 11 日 武汉 4 中央 日 报 * 中 央 副 刊 柳 收 信人 作 4 和 鲁迅 
先生 脱离 广州 中 大 》 一 文 所 引 抄 存 。 此 信 写 于 1927 年 。 
** 此 断 片 据 收 信人 作 < 和 鲁迅 印 想 记 3 所 引 抄 存 。 此 信 约 写 于 1933 年 。 
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其 实 有 一 些 人 ,即使 并 无 大 帮助 , 却 并 不 怀 着 恶意 , 目前 决 不 是 
敌人 , 倘若 疾 声 厉 色 , 拒 人 于 千里 之 外 , 倒是 我 们 的 损失 , 也 姑且 
不要 太 求 全 , 因为 求全 责备 , 则 有 些 人 便 远 避 了 , 坏 一 点 的 就 来 
迎合 ， 作 违心 之 论 ， 这样， 就 不 但 不 会 有 好 文章 ， 而 且 也 是 假 朋 
友 了 。 

静 农 久 无 信 来 , 寄 了 书 去 , 也 无 回信 , 殊不知 其 消极 的 原因 ， 
但 私 怕 还 是 为 去 年 的 事 罢 。 我 的 意见 , 以 为 还 是 放置 一 时 , 不 要 
去 督促 。 疲 劳 的 人 , 不 可 再 加 重 , 否则 , 他 就 更 加 疲乏 。 过 一 些 
时 , 他 会 恢复 的 。 

第 二 期 既 非 我 写 些 东西 不 可 ， 日 内 当 寄 上 一 点 。 雁 君 见 面 
时 当 一 问 。 第 一 期 诚然 有 些 “ 太 板 ” 但 加 入 的 人 们 一 多 , 就 会 活 
泼 的 。 


致 刘 岗 


河南 门神 一 类 的 东西 , 先前 我 的 家 乡 一 一 绍兴 一 一 也 有 ,也 
帖 在 厨 门 上 墙壁 上 , 现在 都 变 了 样 了 , 大 抵 是 石 印 的 , 要 为 大 众 
所 懂得 , 爱 看 的 木刻 , 我 以 为 应 该 尽量 采用 其 方法 。 不 过 旧 的 和 
此 后 的 新 作品 , 有 一 点 不 同 , 旧 的 是 先知 道 故事 , 后 看 画 , 新 的 却 
要 看 了 通 而 知道 一 一 故事 , 所 以 结构 就 更 难 。 








* ”此 则 及 以 下 四 则 据 收 信人 作 木 刻 《 阿 Q 正 传 >(1935 年 6 月 未 名 木刻 社 版 ) 
《4 后记 3》 所 引 抄 存 。 这 些 信 和 约 写 于 1934 一 1935 年 同 。 
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木刻 我 不 能 一 一 批评 。《 黄 河水 灾 图 》 第 二 幅 最 好 ; 第 一 幅 
未 能 表 出 “ 呈 叫 "来 。《 没 有 照会 那里 行 > 倒是 好 的 , 很 有 力 , 不 过 
天 空 和 岸上 的 刀 法 太 乱 一 点 。 阿 Q 的 像 ， 在 我 的 心目 中 流氓 气 
还 要 少 一 点 , 在 我 们 那里 有 这 么 凶 相 的 人 物 , 就 可 以 吃 闲 饭 , 不 
必 给 人 家 做 工 了 , 赵 太 和 爷 可 如 此 。 

《呐喊 > 之 图 首页 第 一 张 , 如 来 信 所 说 ,当然 可 以 , 不 过 那 是 
“象征 "了 , 智 识 分 子 是 看 不 懂 的 , 尺寸 不 也 太 大 吗 ? 





《The Woodcut of Today》 我 曾 有 过 一 本 ， 后 因 制 版 被 毁 
坏 , 再 去 购买 , 却 已 经 绝版 了 。Daglish 的 作品 , 我 是 以 英国 的 
《Bookman》 的 新 书 介绍 栏 所 引 的 东西 , 加 以 复制 的 , 没 见 过 他 整 
本 的 作品 。Meffert 除く 士 敏 土 》 外 , 我 还 有 七 幅 连 续 画 , 名 《你 的 
妹妹 》 前 年 展览 过 。 他 的 刻 法 , 据 Kollwitz 所 批评 ,说 是 很 有 才 
気 , 但 恐 为 才气 所 害 , 这 意思 大 约 是 说 他 太 任 意 , 离开 了 写实 ,我 
看 这 话 是 很 对 的 。 不 过 气 鲍 究 竟 大 , 所 以 那 七 幅 , 将 来 我 还 起 翻 
印 , 等 我 卖 出 了 一 部 分 木刻 集 一 一 计 六 十 幅 , 名 《 引 玉 集 》, 已 去 
印 一 一 之 后 。 

来 信 所 举 的 日 本 木刻 家 , 我 未 闻 有 专集 出 版 。 他 们 的 风气 ， 
都 是 抗 命 高 社 会 , 作 隐士 气息 , 作品 上 , 内 容 是 无 可 学 的 , 只 可 以 
采取 一 点 技法 , 内 山 书店 杂志 部 有 时 有 《 白 下 黑 》( 手 印 的 ?及 《版 
艺术 》( 机 器 印 的 ) 出 售 , 每 本 五 角 , 只 消 一 看 , 日 本 木刻 界 的 潮 
流 , 就 大 略 可 见 了 。 
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《 孔 乙己 3 的 图 , 我 看 是 好 的 , 尤其 是 许多 颜面 的 表情 , 刻 得 
不 坏 , 和 本 文 略 有 出 入 , 也 不 成 问题 , 不 过 这 和 孔 乙 已 是 北方 的 孔 
乙己 , 例如 又 车 , 我 们 那里 就 没有 , 但 这 也 只 能 如 此 , 而 且 使 我 知 
道 假如 和 孔 乙 己 生 在 北方 , 也 该 是 这 样 的 一 个 环境 。 


欧洲 木刻 , 在 十 九 世 纪 中 叶 ， 原 是 画 者 一 人 , 刻 者 又 是 一 人 ， 
自 画 自 刻 ,， 仅 是 近来 的 事 。 现 在 来 刻 别人 的 画 ， 自 然 无 所 不 可 。 
但 須 有一 目的 , 或 为 了 使 其 画 流 的 更 广 ; 或 于 原画 之 外 , 加 以 雕 
刀 え 特長 。 


五 


バル パン 和 1h ハス マツ ッ ケール を 的 作品 , 我 也 位 在 く 世界 美 木 全 
集 》 中 见 过 ,据说 明 , 则 此 二 人 之 有 名 ,万 因 能 以 浓淡 , 表现 出 原 
好 的 色彩 来 (他们 大 抵 是 翻 刻 别 人 的 作品 的 ); 而 且 含有 原画 上 
所 无 之 一 种 特色 , 即 木刻 的 特色 。 当 铜版 术 尚未 盛行 之 时 , 这 种 
木刻 家 是 也 能 出 名 的 。 但 他 们 都 不 是 创作 的 木刻 家 。 
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ry 
《 引 玉 集 》 随 信 寄 去 , 一 册 赠 给 先生 , 一 册 请 转交 M.K. 木刻 
研究 会 。 


七 


《解放 的 D Q > 一 图 ， 印 刷 斌 人 所 误 ， 印 的 一 塌 胡 涂 ， 不 能 
看 了 。 


致 钱 查 村 


キキ を 


此 书 原本 还 要 阐 大 一 点 , 是 毛 边 的 ,已 经 旧 主 人 切 小 。 


至 于 书面 篆 字 , 实 非 太 炎 先生 作 , 而 是 陈 师 曾 所 书 , 他 名 衡 


* ”此 则 及 以 下 一 则 据 《 文 艺 春秋 》 月 刊 第 四 卷 第 五 期 (1947 年 10 月 ) 载 收 信 
人 作 《4 和 鲁迅 与 木刻 版 画 > 一 文 所 引 抄 存 。 

** 此 则 及 以 下 一 则 据 收 信人 作 《 重 迅 书 话 》( 载 抗战 出 版 部 版 《鲁迅 逝世 周年 
纪念 册 所 引 抄 存 。 引 文中 井 注 明 号 信 日 期 , 1935 年 2 月 12 日 及 4 月 
30 日 。 
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i eel i i 


余 , 义 宁 人 , 陈 三 立 先生 之 子 , 后 以 画 名 , 今 已 去 世 了 。 


致 徐 懋 庸 * 


乞 转 徐 先生 
这 篇 批评 , 竭力 将 对 于 社会 的 意义 抹杀 , 是 焉 曲 的 。 但 这 是 
《小 公园 > 一 贯 的 宗旨 。 


致 尤 炳 匠 ” 


日 本 国民 性 , 的确 很 好 , 但 最 大 的 天 惠 , 是 未 受 蒙古 之 侵入 ; 
我 们 生 于 大 陆 , 早 营 农业 , 遂 历 受 游牧 民族 之 害 , 历史 上 满 是 血 
疯 ; 却 况 支 撑 以 至 今日 ,其实 是 伟大 的 。 但 我 们 还 要 揭发 自己 的 
缺点 ,这 是 意 在 复兴 , 在 改善 …… 内 山 氏 的 书 , 是 别 一 种 目的 ,他 
所 举 种 种 , 在 未 曾 揭 出 之 前 , 我 们 自己 是 不 觉得 的 , 所 以 有 趣 , 但 
倘 以 此 自足 , 却 有害 。 





* ”此 嘱 片 据 鲁 迅 手 迹 抄 存 ， 原 写 于 1935 年 8 月 27 日 《大 公报 ， 小 公园 》 第 
1778 期 的 报纸 空白 处 。 

** 此 断 片 据 收 信人 译 内 山 完 造 《 一 个 日 本 人 的 中 国 观 》 的 《 译 者 附 记 》 所 引 抄 
存 。 按 《和 葡 迅 日 记 》 此 篇 写 于 1956 年 3 月 4 日 。 
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致 萌 聚 仁 - 


倘 能 暂时 居 乡 , 本 为 风 愿 ; 但 他 乡 不 熟悉 , 故乡 又 不 能 归 去 。 
自前 数 年 “卢布 说 ”流行 以 来 , 连 亲 友 竟 亦 有 相信 者 , 开口 借 钱 ， 
少 则 数 百 , 时 或 五 千 ; 倘 暂 归 , 彼 辈 必 以 为 将 买 肥田 , 建 大 厦 , 华 
卢 荣归 锋 。 万 一 被 绑 票 , 索 价 必 大 ， 而 又 无 法 可 赎 , 则 将 撕 标 也 
必 矣 , 岂 不 冤 哉 。 


致 端木 葵 良 


一 般 的 “时 式 ” 的 批评 家 也 许 会 说 结束 太 消 沉 了 也 说 不 定 ， 
我 则 以 为 缺点 在 开 初 好 象 故 意 使 人 坠 入 雾 中 ， 作 者 的 解说 也 六 
多 , 又 不 常用 的 词 也 太 多 , 但 到 后 来 这 些 毛 病 统统 没 了 。 


* 此 断 片 据 < 申 报 周 刊 ? 第 一 卷 第 四 十 二 期 (1936 年 10 月 25 日 ) 载 收 信 人 作 
《鲁迅 先生 一文 所 引 抄 存 。 

** 此 断 片 二 则 据 x 中 流 》 半 月 刊 第 一 卷 第 五 期 (1936 年 11 月 5 日 ) 载 收 信人 
作 &% 永 恒 的 悲 嘉 ?一文 所 引 抄 存 。 据 t 永 恒 的 悲哀 》 及 《和 鲁迅 日 记 》 所 记 , 断 片 
第 二 则 的 信 写 于 1936 年 10 月 14 日 。 


1066 鲁迅 书信 和 集 





但 肺病 对 于 青年 是 险 症 ; 一 到 四 十 岁 以 上 , 它 却 不 能 怎样 发 
展 , 因为 身体 组 织 老 了 ,对 于 病菌 的 生活 也 不 利 的 …… 五 十 岁 以 
上 的 人 ,只 要 小 心 一 点 , 带 着 肺病 活 十 来 年 ,并非 难事 , 那 时 即使 
并 非 肺病 , 也 得 死 掉 了 , 所 以 不 成 问题 的 …… 


致 日 本 人 士 书信 


一 九 二 O 年 


1 致 青木 正 儿 


拝啓 御手 紙 拝 見 致し まし た 、 支 那 学 も つ ゞ いて 到着 し ま 
し た 、 甚 だ 感謝 し ます 。 

わた くし は 先 よ ょ り 胡 適 君 の 処 の 支那 学 で あぁ な た の 書い た 支 
那 文学 革命 に 対す る 論文 を 読み まし た 、 同 情 と 希望 を 以 っ て 
然 も 公平 な る 評論 を 豪 心 より 感 席 し ます 。 

わた くし の 書い た 小説 は 幼稚 極 な る の で す 、 只 だ 本 国 に 冬 
の 様 で 歌 も 花 も な い 事 を 悲 ん で 寂 宴 を 破る つも り で 書い た も 
の で す 、 日 本 の 読書 界 に 見 せる 生命 と 価値 と を 持っ て 居 な い 
も の だ ろ 一 と 思ひ ます 、 こ とれ か ら 書 く は 又 書 くつ も り で す だ が 
前 途 は 暗 溢 で す 、 こ と ん な 環境 で すか ら も っ と 設 刺 と 唱 界 に 陥 
る か も 知り ませ ん 。 

支 也 に 於 ける 文学 と 芸術 界 は 実に 寂 密 の 感 に 堪り ませ ん 、 
創作 の 新芽 は 少し く 出 て 来 た 様 で すけ れ ど も 生長 する か ど 一 
か さっ ぱり 解り ませ ん 、『 新 青年 』 近頃 随分 社会 問題 に か 
た むい て 文学 方 面 の る の は 少な く 成 り ま し た 。 

支那 の 白 話 を 研究 する に は 今 に 於 いて 実に 困難 な 事 で ある 
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と 思ひ ます 、 唱 道 し た ば か り で すか ら 一 定 し た 規則 な く 各 人 
銘 々 勝手 な 文句 と 言葉 と を 以 っ て 書い て 居り ます 、 銭 玄 同 君 
等 は 早 く 字 引 を 編 代 する 事 を 唱 道 し て 居る けれ ども る 未 着手 し 
ませ ん 、 若 し それ が 出来 た ら 随 分 便利 に な る だ ろ 一 と 思ひ 
ます 。 

日 本 文 を し ん な に ま づ く 書 いて 差 上 げ る 事 に し まし た 、 御 
許 を 願 ひ を ゞ 。 
青木 正 児 様 周 树 人 十 一 月 十 四 日 


[ 译 ” 文 )】 

拜 启 ; 惠 函 奉 悉 《中 国学 》 亦 已 到 , 甚 感 。 

先前 , 我 在 胡适 君 处 的 《中 国学 》 上 , 拜读 过 你 写 的 关于 中 国 
文学 革命 的 论文 ,衷心 感谢 你 怀 着 同情 和 希望 所 作 的 公正 评论 。 

我 写 的 小 说 极为 幼稚 , 只 因 衰 本 国 如 同 隆 冬 , 没有 歌唱 , 也 
没有 花茶 , 为 冲破 这 寂寞 才 写 成 的 , 对 于 日 本 读书 界 , 恺 无 一 读 
的 生命 与 价值 。 今 后 写 还 是 要 写 的 ， 但 前 途 旱 淡 ， 处 此 境 巡 ， 
也 许 会 更 陷于 讽刺 和 诅 狗 黑 。 

中 国 的 文学 艺术 界 实 有 不 胜 寂寞 之 感 ， 创 作 的 新 芽 似 略 见 
吐露 , 但 能 否 成 长 , 殊 不 可 知 。 最 近 《新 青年 > 也 颇 倾 向 于 社会 问 
题 ,文学 方面 的 东西 减少 了 。 

我 以 为 目前 研究 中 国 的 白话 文 , 实在 困难 。 因 刚 提倡, 并 无 
一 定 规则 , 用 词 .造句 皆 各 随 其 便 。 钱 玄 同 君 等 虽 早 就 提倡 编 和 
字典 , 但 尚未 着 手 。 倘 编 成 , 当 方便 多 了 。 

请 原谅 我 用 这 么 拙劣 的 日 文 给 你 写 信 。 
青木 正 儿 先 生 周 树 人 十 一 [十 二 ) 月 十 四 日 


二 放大 年 


2 致 辛 岛 陆 


择 店 ” 先 日 斯 文 三 册 及 三 国志 演义 披 鞭 之 御 送 下 这 一 工 有 多 
ふ 存 じ ま す 。 
族 門 に 来 て 以来 手紙 二 通 差し 上 げ ま し た が 攻 履 の 環 便 は 此 
る 乱 雑 で すか ら つ いた か 何 か 疑 は し いで す 。 
此 地 の 学校 は 面白く な いか ら つ ま ら な く な り ま し た 。 昨日 
遂に 辞職 し 、 一 週間 の 内 に 広州 へ 行き ます 。 
履 門 は 死 の 島 ら し い 処 で 隠 士 に 適当 する も る の で ある と 思ひ 
に 
広州 に 行く と 先 づ 中 山大 学 へ 行っ て 講義 し ます が 永く 居る 
か 何 か 今 で は わか り ま せん 。 校 寺 は 「 文 明 路 ] で す 。 
先 づ 行 先 を 報告 する まで 。 草々 

和 鲁 迅 十 二 月 州 一 日 
辛島 見 へ 


[ 译 文 〕 
拜 启 : 日 前 蒙 惠 赠 《 斯 文 》 三 册 及 《三 国 演义 节选 》 谢谢 。 
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是 个 疑问 。 

此 地 的 学 校 并 不 称 意 , 甚 感 无 聊 。 上 昨日 终于 辞职 , 一周 内 将 
去 广州 。 

我 看 厦门 就 象 个 死 岛 , 对 隐士 倒是 合适 的 。 

一 到 广州 , 即 先 去 中 山大 学 讲课 。 不 过 , 是 否 呆 得 长 , 尚 不 
可 知 。 校 址 是 “文明 路 ”。 

特 将 項 人 的 去 向 , 先行 奉 告 。 草草 

鲁 迅 十 二 月 州 一 日 

辛島 兄 


> 


山 上 正義 様 』 

訳文 を 拝読 致し まし た 。 誤訳 と 思ふ 所 、 参 考 と な る 可 く と 
思ふ 所 、 大 抵 書 と め て 置き まし た 、 別 の 紙 で 、 且 つ 両 方 と ち も 
番号 を つけ て 、 今 、 訳 文 と 一 所 に 送り 上 げ ま す 。 
序文 に 関し て は 一 一 御免 を 蒙 り ます 。 あ な た に 書い て いた 
ゞ きま し ょ う 。 具 序文 の 中 に 説明 し て 貰 ひ た い の は 、 と の 短 
偏 は ー 刀 ニー 年 十 二 月 に 書い た 事 、 或 る 新聞 の [ヒュ モア 
欄 」 の 為 め に 書い た 事 、 そ の 後 、 思 は ず 代 表 作 と され て 各国 
語 に 翻訳 され た 事 、 面 し て 本 国 で は 作者 は その 為 め に 大 に 憎 
まれ た だ 事 、 一 一 若 但 那 様 派 に 、 阿 Q 派 に 一 一 な ど で す 。 
草々 頓 首 





Lusin 三 一 年 三 月 三 日 


1 列 人 と する 以上 は 沢山 の えら い 人 物 と 一 所 に 正 更 の 中 に 
な ら ば ら ば 、 な ら ぬ わけ だ し | 
2 ( 音 の 道士 は 仙人 の 事 を 書く 時 に よく 「 内 舘 」 と 云 ふ 題 
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13 


14 


名 を 用 ふ ) 

( 林 胡 南 氏 は 管 て コナ ン ・ ド イル の 小説 を る 訳し て 『 朝 徒 
列 値 』 と 云 ふ 名 を つけ た 、 と と に は 、 そ の 事 を 詩 球 し て 
居る 。 デ ッ ケ ンス と 有る は 、 作 者 の 誤 ) 

(と ん な 事 は 林 胡 南 氏 が 白 話 を 攻撃 し た 時 の 文章 中 に 有 
る 話し ) (「 引 車 吉 将 ] と は 、 車 を 引い き 豆 次 嬢 を 売る 
事 、 禁 元 培 氏 の 父 を 指す 。 あ の 時 、 閑 氏 は 北京 大 学校 長 
で 矢 張 白 話 を 主張 し た 一 人 で 、 故 に 、 矢 張 、 攻 撃 の 矢 を 
受け る ) 

抗 閣 す る 事 る 、 し な か っ た 

自分 か ら 、 殿 打 さ れる 事 を 招い た (自分 が 悪い か ら 、 打 
られ る ) 大 莫 迦 

況 や 、 そ の 誕生 日 の 詩文 を 徴集 する 広告 や まい た 事 $ な 
い (支那 の 所 調 る 名 人 の よく する 事 で 、 実 は 金銭 (化 
礼 ) を 収集 する 方 法 で ある ) 

( 茂 才 は 即ち 「 秀 才 」 の 事 ) 

(羅馬 字 の 使用 を 主張 し た の は 鎧 玄 同 で も る 、 と と に 陳 
部 秀 と 云 ふ の は 茂 才 公 の 誤 な り ) 

( 荘 、 即 ち 村 の 事 ) 

( 輸 林 の 第 一 番 は 状 元 ) 

[ 阿 Q 真 能 做 ] と は 「 仕 事 を 実に 一 生 懸 命 に や る 」 の 
意 

( [个 这 5 江 」 の 下 に に 矢 張り 「 や せ と け て 」 の 一 句 を 入 
れ た 方 が よい と 思ふ ) 

と の 二 人 は 皆 な 文章 の 親父 さん … や の 
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23 


24 
25 
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(12 参 照 ) 

( 疾 癒 宮 は 流 癖 で 和 到 に な っ た 所 の 笑 ) 

(16 参 照 ) 

(同上 ) 

(同上 ) 

( 営 養 不良 の 為 め 頭髪 の 色 ま で も 茶 初 色 に な る 事 ) 

だ が 、 結 局 、 そ れ は 、 反 へ て 殆 ん ど 失 敗 に 終っ て し まっ 
た 事 で あっ た (直訳 すれ ば ) 

賭場 の お や 達 の よく や る 仕業 で ある 、 若 し 村民 が 勝っ た 
ら 、 そ の 一 味 が 来 て 喧嘩 を 吹 掛 る か 、 或 は 役人 の な り を 
し て 、 賭 を 捕る か 、 そ の 時 、 村 民 を 撲 り 、 そ の 勝た 金 を 
取り 上 げ る 








角 天 角 
に RE , ど 
大 点 
青 穿 白 
龙 < 一 一 >' 虎 
即 | 党 人 
| ち 

3| ph RR 人 
地 お ・ 4 
~ や 。 


角 及 び 容 堂 に 掛け る 人 は 両側 の 勝負 と 同じ 事 た な る 。 若 
し 両側 一 勝一 負 な ら ば 、 角 及び 究 堂 は 勝負 な し 

何 日 で も 

(『 小 孤 婚 上 墳 』 は 芝居 の 名 、『 若 後 家 の 墓 参 』 と 訳し た 


26 
27 
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ら 、 如 何 ? ) 

矢 張 人 より は …… 

「 犠 牲 」 を 「 和 牛 」 と 改 る 方 が よい と 思ふ 、 孔 子 に 牛 を 上 
げ る が 先 備 に は 和牛 な し 

秀 

同上 

全く 体面 を 失っ た 事 で ある (人 局 く な い 事 ) 

且つ そん な 言葉 を な ん と ちる 思 は な か っ た だ らしい 

「 彼 の 傍 ま で ……」 は 誤 。 彼 の 信人 ( 対 頭 ) で ある 

「 腺 也 直 了 」 は 西洋 人 の 歩 方 を まな ぶ 為 めで ある 、 立 派 
と 少し 違 ふ 

「 考 疲 」 は 媒 、 祖 母 に 非 ず 

36 同上 

果して ば っ と 云 ふ る 音 が し て 確 に 自分 の 頭 の 上 に 打ち 下さ き 
れ た らし か っ た 

運 が 悪い (迷信 に 若 し 尼 を 面 見 する と 一 日 の 運 は 悪い と 
云 る ) 

尼 様 の 類 を つね っ た 

尼 様 の 類 を つね っ て ね ど ぢ っ た 

不幸 に 感 ち る 

OL の 顔 に と すっ て すべ すべ と な っ た だ ら う か ? 

女 の 大 股 を つね っ た 事 が あっ た 

と こと ろ が 今度 の 尼 さ ん は 、 そ ん な 隔 を し て 居 な い 

と れ は 全く 謀反 じゃ 1 …… 俺 は 眠り も 貴様 の 為 め に 出来 
な い (事件 は 夜 に 出 た の だ か ら ) 
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昨日 の 様 に 赤 宰 で 塞い の に 奇 ら れ な か っ た ほど で は な か 


飛び 掛 る 外 な か っ た 

或 は 二 十 分 か る 知れ な い 

見 物 人 に と っ て 満足 し た か ど うか は 、 知 ら な い 。 誰 ぁ 何 
と る も 言 は な か っ た 。 が 阿 G@ を 雇 ふ 者 は 不 相 変 な か っ た の 
で ある 

「 一 注 銭 」 は 沢山 の 金 

同上 

ま づ 礼 を し て つ ゞ いて 語り か けた 

「 新 聞 ] は 内 「 ニ ュー ス 」 です 

王 額 は 幾 日 $ ば ん や り に な っ て し まっ た 

趙 家 の 点 け て 居 た の は 、 油 葉 の 種子 で 挫 へ た 油 を 用 ふる 
灯台 で す 

同上 

あれ は 、 て の 俺 が 差止め た ん ぢ お ゃ で …… (あぁ と は 「 今 度 
は て の 俺 が 呼ん だ の だ か ら 来 な い 心 配 は な い 」 の 意 ) 
阿 Q の 方 を 見 た 、 阿 Q は 感動 し た か 否 か を 

上 明 の 崇 正 (実は 病 ) 皇帝 の 為 め 、 喪 服 を つけ て 居る 
(「 明 の 為 め た と 清朝 に 対す る 復 供 」 の 意 ) 

謀反 で ある 以上 、 と れ は 、 即 ち 彼 を る 反対 する る の で 
「 悔 不 該 酒 酔 錯 斬 了 節 賢 弟 ] は 芝居 『 龍 虎 闘 』 中 の 文句 
で ある 。 宋 の 太 祖 趙 眉 嵐 が 英 に 打 敗 きれ た 時 に 歌 ふ 。 誤 
っ て 義弟 侵 と 云 ふ 人 を 殺し て 自分 の 味方 の 減っ た 事 を 悔 
む 。「 我 手 熱 鋼 環 笛 叙 打 」 は その 敵 が 歌 ふ 文句 で す 


1078 鲁迅 书信 和 集 





62 「 わ た し 共 み た いな 貧乏 伸 間 は か まわ な い だ ら う が な 


63 寧波 式 の ベッ ト <〈 交 沢 な 大 きい ベッ ト )、 南 京 床 で は な い 

64 TT「 苹 命 革命 、 萤 命 U 工 又 革命 二 如 …… 」 

65 「…… あ ん 人 達 は も う や っ て 来 て 革命 し た の だ よ 」 

65 満 政 府 と 同一 な る も の 

67 龍 牌 木 の 板 で つく 5 り 四辺 に 竜 の 装飾 を 刻 し 仏像 の 前 に 
置く る の 、 高 さ は 一 尺 五 寸 位 

68 「 革 命 を 許さ な い 」 と 訳し た 方 が よい か る 知れ な い 

69 全く 様子 が 変っ て 人 間 ら し く な く な っ た と か 

70 公 、 即 ち 、 先 生 。 と と に は 、 軽 蔵 の 意味 を 含ん で 居る 

71 頂 子 、 清 朝 の 官位 の し る し 、 帽 子 の 上 に つけ た も の 。 と 
と に は 、「 官 位 の し る し 」 と 訳す 方 が よい か も 知れ な い 

72 劉 海 仙 即 ち 明 勘 仙 人 

73 だ か ら 、 自 分 は 、 こ て ん な 小 県 城 に 事業 を し よう と 考 ふ る 
筐 が な い 
自分 な が ら も こと これ を 軽 茂 し よう と 思っ な た 

74 床 の 事 、63 参 照 

75 同上 

76 乗 容 を の せ て 町 と 村 の 間 を 往来 する 船 を 「 航 船 」 と 去 
ふ 。 七 庁 は 人 名 。 人 性 度 日 本 の 昔 に 、 職 人 を 何 屋 某 と 云 る 
の と 同じ 様 で す 

77 第 九 章 は 一 切 の 終り 。 或 は 矢 張 「 大 周 
て ん ハ 

78 「 わ た し ゃ …… 次 の po 俗 度 (加入 せ て 貰 は う 事 を ) 申 


園 」 と 云 ふ 方 が よ 
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込 も うと 思っ て 居り ます ……」 (と の 為 め に 、 上 役 は 自 
白 に 来る と 誤解 する ) 

西瓜 の 種 の 形 

俺 の 孫 な ら 、 ま ん まる い 円 を 描け る ぉ の だ 

…… 考 へ る に すぎ な い だ ら 3 う 

女 中 を し て 

25 参 照 

次 筑 に 前 朝 の 遣 屋 の 様 な 気持 ( 昔 を 恋し く な る 気持 ) を 
生じ て 来 た 

白布 の 着物 の 上 に 黒字 で 、 阿 8 の 姓名 及び 罪 を 書い て 選 
る 


[ 译 文 ] 
山上 正义 先生 ， 


译文 已 拜读 。 我 认为 译 错 之 处 ,或 可 供 参 考 之 处 , 大 体 上 均 


已 记 于 另 纸 , 并 分 别 标 出 号 码 , 今 随 译文 一 并 寄 上 。 


关于 序 文 一 一 恕 不 能 如 命 ， 请 你 自行 撰写 ， 仅 希 在 序 文 中 


说 明 ， 这 个 短篇 系 一 九 二 一 年 十 二 月 为 一 家 报纸 的 《开心 话 》 
栏 所 写 。 其 后 竟然 出 乎 意料 地 被 列 为 代表 作 而 译 成 各 国语 ， 
言 ， 且 在 本 国 ， 作 者 因此 而 大 受 少 第 派 、 阿 @ 派 的 憎 如 等 。 
草草 顿 首 


鲁 迅 三 一 年 三 月 三 日 


1 既 为 “列传 ”就 必须 和 许多 阔 人 一 起 排 在 正史 里 


2 


《昔日 道士 写 仙 人 的 事 多 以 “内 传 " 题 名 ) 
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( 林 琴 南 氏 曾 译 柯 南 . 道 尔 的 小 说 , 取 名 《4 博 徒 列传 >》, 这 里 
是 讽刺 此 事 。 写 为 类 更 司 , 系 作者 之 误 ) 

(此 系 林 琴 南 氏 攻击 白话 时 所 写 文章 中 的 话 )(* 引 车 卖 浆 ”， 
即 拉 车 卖 豆 腐 浆 之 谓 ， 系 指 蔡元培 氏 之 父 。 那 时 ， 蔡 元 培 
氏 为 北京 大 学 校长 ， 亦 系 主张 白话 者 之 一 ， 故 亦 受到 攻击 
之 矢 ) 

没有 抗辩 

自己 去 招 打 ( 因 自己 不 好 , 而 挨打 ) 的 大 傻瓜 
何况 又 未 尝 散 过 生日 征文 的 帖子 (此 系 中 国 的 所 谓 名 人 常 
干 的 勾当 , 其 实 是 敛 钱 (贺礼 ) 的 手段 ) 

〈 茂 才 即 是 “秀才 ”) 

《主张 使 用 罗马 字母 的 是 钱 玄 同 ， 这 里 说 是 陈独秀 ， 系 茂 才 
公 之 误 ) 

( 庄 , 即 村 庄 ) 

(翰林 的 第 一 个 是 状元 ) 

(“ 阿 Q@ 真 能 做 ”, 即 “ 真 是 拼命 干 活 ” 之 意 ) 

(在 “ 懒 洋洋 的 "下面, 仍 以 加 上 “ 瘦 伶 们 的 ”一 名 为 好 》 

此 二 人 都 直文 童 的 参 参 …… 

(参照 12 ) 

〈 癫 疮 疤 , 即 因 病 略 而 变 秃 处 的 痕迹 

(参照 16 ) 

(同上 ) 

(同上 ) 

(系 指 因 蒼 非 不良 , 连 头发 也 变 成 黄色 者 

然而 , 其 结局 却 总 是 失败 (如 果 直 译 的 话 》 


22 


23 


24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 


34 
35 
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这 是 赌场 的 庄家 常 于 的 勾当 。 假 如 村 民 赢 了 ， 他 们 的 一 伙 
就 来 找 硅 斗 贤 , 或 者 冒充 官员 抓 赌 , 打 人 抢 钱 


| 
| 


(店 習 ) 地 戏 .电池 
洲 ン 
呆滞 yy 


庄 
家 


把 赌注 压 在 角 和 穿 堂 的 人 , 则 与 两 侧 的 胜 负 相同 , 如 两 侧 为 
一 胜 一 负 , 则 角 和 穿 堂 无 胜 负 


《小 孤 刀 上坟》 系 戏曲 名 ， 译 为 《年 青 的 寡妇 上 坟 >》 如 何 ?) 
又 觉得 比 人 oo 

“ 微 牲 " 改 成 “ 生 ” 妨 好 。 対 孔子 供 邊 対 先 備 凡 元 生 

秃 

同上 

大 失 体 统 的 事 ( 即 不 体面 

而 且 似 乎 并 没 把 这 话 当 作 一 回 事 

“ 走 到 他 身 旁 ……” 系 误 译 , 实 为 他 的 做 人 (对 头 ) 

“ 腿 也 直 了 ”, 是 因为 学 洋人 走路 的 姿 式 , 和 (风采 ) 堂 堂 稍 有 
不 同 

“老婆 ” 功 女 , 非 祖母 

36 同上 
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37 果然 , 拍 的 一 声 , 似乎 确 玄 打 在 自己 头 上 了 

38 蜂 気 (迷信 , 据 池 如 見 到 尼 妖 , 便 蜂 気 一 日 ) 

39 扭 住 尼姑 的 面 类 

40 捏 住 尼 姑 的 面颊 。 拧 了 一 下 

41 感到 不 幸 

42 …… 还 是 …… 在 脸 上 磨 得 滑 腻 了 ? 

43 ” 拧 过 一 个 女人 的 大 腿 

44 …… 而 这 回 的 小 尼姑 却 未 隔 着 什么 

45 这 简直 是 造反 , 你 他 妈 害 得 我 晚上 没有 觉 睡 。 (因为 事件 是 
在 夜里 发 生 的 ) 

46 虽然 并 不 象 昨 天 赤 且 那样 冷 得 难 挨 的 程度 …*…。 

47 只 得 扑 上 去 

48 或 者 二 十 分 

49 也 不 知道 看 的 人 可 满足 ,都 没有 发 什么 议论 , 而 阿 Q 却 仍然 
没有 人 来 叫 他 做 短工 

50 “一 注 钱 ”, 即 很 多 钱 

51 同上 

52 既 先 之 以 点 头 , 又 继 之 以 谈话 

53 “新 闻 ” 只 是 “news” 之 意 

54 王 胡 冶 头 瘟 脑 的 许多 日 

55 赵 家 点 的 是 使 用 油菜 籽 油 的 灯台 

56 同上 

57 那 是 “我 ”禁止 他 再 来 的 ……( 下 面 是 “因为 这 次 是 ' 我 去 叫 
他 的 ,不必 担 心 不 来 "的 意思 ) 

58 一 曾 阿 Q@, 看 他 感动 了 没有 


59 
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穿着 明 朝 崇 正 ( 实 为 祯 ) 皇帝 的 素 〈 即 为 “ 明 朝 向 清朝 复仇 ” 
之 意 ) 

造反 便 是 与 他 为 难 

“ 悔 不 该 酒 醉 错 斩 了 郑 贤 弟 " 系 戏曲 4 龙 虎 斗 > 中 的 唱词 。 宋 
太 祖 赵 匡 凯 被 敌 击 败 时 晶 的 。 误 斩 郑 姓 义 弟 ， 后 悔 前 弱 了 
自己 。“ 我 手 执 钢 鞭 将 你 打 ” 系 其 敌人 的 唱词 

“和 象 我 们 这 样 穷 朋友 是 不 要 紧 的 吧 ……” 

宁波 式 的 床 ( 和 奢侈 的 大 床 ), 不 是 南京 床 

“革命 革命 , 革命 再 革命 ……” 

“他 们 已 经 来 革 过 了 ” 

当 作 满 政府 

龙 牌 , 以 木板 制 成 , 四 边 刻 有 龙 的 饰 纹 , 供 于 佛 前 ,高 一 尺 五 
寸 许 

译 为 “不 准 革命 "或 好 些 

说 是 完全 变 得 不 象 个 人 样子 了 

公 即 先生 , 这 里 含有 轻 茂 之 意 

項 子 , 清朝 官阶 的 标志 , 安 在 帆 项 的 。 此 处 译 为 “官阶 的 标 
志 ” 或 好 些 

刘海 仙 即 蟒 蛤 仙人 

因此 ， 自 己 是 不 会 想 在 这 小 县 城 里 做 事情 的 

逢 自 己 都 想 対 此 加 以蔵 視 的 

指 的 是 床 , 参照 63 

同上 

载 客 往来 于 城镇 和 乡村 的 船 , 称 为 “航船 "。 七 斤 系 人 名 , 怡 
与 日 本 背 日 称 工匠 为 某 匠 之 某 某 等 相似 
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77 .第 九 章 为 一 切 的 结束 ,或 仍 称 作 “大 团圆 ”为 好 

78 “我 本 来 要 …… 来 投 (申请 加 入 )…… ”因此 长 官 误解 为 是 
来 投案 的 ) 

79 ”西瓜 籽 形 

80 若是 我 孙子 , 就 画 得 很 圆 的 圆圈 呢 

81 …… 不 过 是 这 人 么 想 吧 

82 当 女 偽 人 

83 参照 25 

84 渐渐 的 都 发 生 了 遗 老 的 气味 ( 怀 恋 背 时 的 心情 ? 

85 ”在 白布 袖子 上 用 黑 字 写 着 阿 Q 的 姓名 和 罪行 的 


4 致 内 山 完 造 


拝啓 
一 筆 申 上 候 、 此 之 手紙 持参 者 に 抑 者 之 写真 御 渡 被 下 度 、 色 
々 御手 数 を 掛り 誠に 有難 く 存じ 、 い づれ 拝 顔 之 上 篤く 御礼 申 
上 候 。 草々 頓 首 
矢 迅 四 月 五 晶 
贸 其 山 仁兄 几 下 
御 合 国 股 下 纪 上 力 U< 御 伍 首 被 下 度 。 


【 浮 文 ] 
拜 启 ， 
请 将 数 人 之 照片 交 持 信 人 带 下 , 诸多 费 神 , 甚 感 , 容 后 面 谢 。 


草草 顿 首 


部 基山 仁 見 刀 下 
祈 代 同 候 信 媛 殿下 。 


和 鲁 迅 四 月 五 日 
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拝啓 昨年 の 御手 紙 は 最早 拝見 致し まし た 。 絵 の 事 は 確 に 
失敗 で す 。 置 く 刀 は よく あり ませ ん 。 然し 役人 が 見 る る の ま 
で 、 や か まし く 云 ふ の は 天下 の 紛 々 と し て 多 事 に な る 所 以 で 
片方 か ら 見 れ ば 矢 張り 閑 人 が あま り 多 いか ら 余 計 な 事 を 云 ふ 
に 成る の で す 。 

一 月 の 改造 に は 某 君 の 伝 が 出 な か っ た 。 豊 に 文章 の 罪 で あ 
る か ? 某 君 が 失 端 の 人 物 で な いか ら で す 。 証拠 と し て は 
Gandi は は だ か で も 、 活 動 写真 に で まし た 。 佐藤 様 は 『 故 
郷 』 訳文 の 後記 に も 一 生 懸 命 に 紹介 し て 居り まし た が どー な 
る で し ょ ーー。 

租 国 即ち 支那 は 今年 に 又 混 戦 の 新 局 面 を 展開 する の で あぁ 
ろ 一 と 思ひ ます 。 然 し 上 海 は 安全 だ ろ 一 。 ま づい 芝居 は な か 
な か 終り ませ ん 。 政府 は 言論 な どの 自由 を 許す と 言 ふ て 居る 
様 だ けれ ども 新しい 係 踏 で も 一 一 層 気 を 附け な けれ ば な りき ま 
せん 。 

握 別 し て 以来 、 さ きびしく な りき まし た 。 何 の 仕事 も る な くっ て 


ー 九 


以 


二 年 1087 


つま り 今 は 失業 で す 。 先月 全 家 「 イ ン フ ル エ ン ザ 」 に や られ 
まし た が 束 角 遂に 全 家 みな な ほり まし た 。 

今日 『 鐵 流 』 と 少し の 小さ い 新 聞 を 送り まし た 、 こ と の 手紙 
と 一 所 に つく だ ろ 一 と 思ひ ます 。 北 斗 (4 ) も 近い 内 に 送り ま 
す 。 上京 の 時 に は 御 知 ら せ を 願 ひ ます 、 そ 一 する と 東京 の 宿 
所 まで 、 送 り 0 ます か ら 。 昔々 問 首 

迅 啓上 一 月 五 日 夜 

增 田 仁兄 


[译文 】 

拜 启 : 年 前 惠 函 , 早已 奉 悉 。 绘 画 事 确实 失败 , 放 的 地 方 不 
妥 。 然 而 , 官员 况 对 观赏 的 东西 挑 挑 噜 吻 , 此 天 下 所 以 纷 经 多 事 
也 。 从 旁 看 来 ,还 是 因为 闲人 太 多 ,也 就 会 有 闲话 了 。 

一 月 号 《4 改造》 未 刊载 《 某 君 传 >, 岂 文 章 之 过 耶 ? 容 因 茶店 
并 非 锋 头 人 物 。 证 据 是 ; Gandhi 虽 赤 身 露 体 ,也 出 现 影片 上 。 佐 
茧 先生 在 《《 故 乡 ? 译 后 记 》 中 虽 竭 力 介 绍 , 但 又 怎么 样 呢 ? 

涛 国 即 中 国 今年 又 将 展开 混战 新 局 面 ,但 上 海 是 安全 的 加 。 
丑 剧 是 一 时 演 不 完 的 。 政 府 虽 有 人 允许 言论 自由 之 类 的 活 ， 但 这 
是 新 的 圈套 , 不 可 不 更 加 小 心 。 

握 别 以 来 , 感到 寂寞 。 什 么 工作 也 没有 做 , 其 实现 在 是 失业 。 
上 月 全 家 患 流行 感冒 , 总算 都 好 了 。 

今天 寄 上 《 铁 流 》 和 一 些小 报 , 想 可 与 此 信和 同时 到 达 。 北 斗 》 
第 四 期 日 内 可 送 去 。 上 京 时 希 能 见 告 ， 以 便 径 寄 东 京 寅 所 。 
草草 顿 首 
増田 仁 兄 迅 居 上 一 月 五 日 认 
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拝 記 、 一 月 十 量 の 御手 紙 は 拝見 致し まし た 。 

『 十 字 衝 頭 』 は 左 隊 の 人 人 が 変名 を 以 っ て 書い た も の で 近 
い 内 に 禁止 きれ る だ ろ 一 と 思っ て 居り ます 。 『 鐵 流 』 を 論じ 
た 作者 の 正体 は 不明 で す が ロ シア 語 を 知る 処 か ら 推 測 す る と 
あの 国 に 留学 し た 事 の ある コム ニス ト で ある らし い 。 私 の 筆 
名 は 字音 、 阿 二 、 念 草 、 明 慈 、 白 知 、 層 観 etc. で す 。 

『 域 外 小説 集 』 の 発行 は 一 刀 〇 七 年 か 入 年 で 私 と 周作 人 が 
日 本 の 東京 に 居 た 時 で す 。 その 時 支那 で は 林 傘 南 氏 の 古文 訳 
の 外国 小説 が 流行 で 文章 は 成 得 う まい が 誤訳 が 大 変 多 いか ら 
私 共 は と の 点 に つい て 不満 を 感じ 矯正 し た いと 思っ て や ゃ り 5 負 
し た の で す 。 し か し 、 大 失敗 で あり まし た 。 第 一 集 ( 千 冊 印 
刷 し た ) を 売り だ し た ら 半 ヶ年 た っ て 各 角 二 十 朋 売れ まし 
た 。 第 二 冊 を 印刷 する 時 に は 小さき く な っ て 五 百 肝 し か 印刷 し 
な か っ た が な 、 と れる も 遂に 二 十 明 し か うれ な か っ た 。 それ で 、 
仕舞 、 兎 角 そ の 年 (一 九 O 〇 七 か 八 ) か ら 始 まり その 年 終 
っ た の で 、 沙 べら い 二 虹 だ け で す 。 そ の 残 本 一 一 殆 ん ど 全 部 
で ある 処 の 残 本 一 一 は 上 海 で 書店 と 一 所 に 焼失 し まし た 、 だ 
か ら 、 今 に ある も る の は も ゃ 一 珍 本 で す 、 誰 $ 珍 らし くし な いけ 
れ ど も 。 内容 を 言 へ ば 、 皆 な 短篇 で 米 の アラ ン ・ ポ ーー、 赴 の 
が ガル シン 、 ア ンド レ エ フ 、 波 義 の シェ ン キ ヴイ ィ イッチ (Henrik 





Sienkiewitz) 、 仏 の モー パサ ン 、 英 の ワ ィ ルド 等 の 作品 で 訳 
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文 は 大 変 や つか し い 。 

私 も 流 が 東京 に 行っ て 書い た 方 が よい と 思ひ ます 。 出 艇 目 
書い て も よい か ら 。 出 角 目 に 書か な けれ ば えら く な ら な 
い 。 え らく な っ て そ 一 し て 、 そ の 出 角 目 を 修正 すれ ば それ で 
よい の で す 。 日 本 の 学者 や 文学 者 は 大 抵 固定 し た 考 を も る っ て 
支那 に 来る 。 支 那 に 来る と その 固定 し た 考 と 衝突 する 処 の 事 
実 と 遇 ふ 事 を 恐れ ます 。 そ 一 し て 週 避 し ます 。 だ か ら 来 て も 
来 な か っ た と 同じ 事 で す 。 こ と に 於 いて 一 生出 角 目 で 終り ま 
す 。 

私 の 従兄 弟 の 画 に 対し て は 何 の 御 礼 を る する 必要 は な い の 
で す 。 彼 は 田舎 に 居 て 悠々 然 と し て 暮し て る の だ か ら 絵 を 少 
し 書か し て も 何 の 骨 折 も る あり ませ ん 。 その 上 、 も 一 満足 し て 
居る だ ろ 一 。 胸 に 秘 て る 自分 の 伝記 に も 一 「 自 分 の 絵 は 東 六 
に 渡り まし た 」 と 書い て 居る だ ろ 一 か ら 。 

Miss 許 に は 何 る 送ら な いで 下さ い 、 東 京 に 往 て も る 。 か へ 
て 、 文 字 上 の 「 よ ろ し く ! 」 の 方 が 味 が ぁ る 様 で す 。 伝 言 す 
る と 「 さ ミー で すか 、 ど 一 も 有難 ふ ! 」 、 丁 度 、 電 話 口 に 対し 
て 御 辞 位 し て あ た ま を 一 生 懸 命 に き げ て る 様 で す 。 先日 、 御 
尊 父様 か ら 葉 書 を いた ゞ きま し た 。 私 は 旧暦 新暦 混 油 の 国 に 
居る の だ か ら 年 賀 状 一 枚 ま で る 出し ませ ん で し た 、 矢 張 5 
どー か 「 よ ろ し く ! 」 御 伝言 願 よ ます 。 そ 一 し て 御 令 堂 様 に 
も 奥様 に る 木 実 様 に も 。 

ルー シン 頓 首 上 一 月 十 六 夜 
増田 仁 兄 
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[ 译 文 ] 

拜 启 : 一 月 十 日 惠 函 奉 悉 。 

《十 字 街 头 》 是 左 联 的 人 化 名 办 的 刊物 , 恐 司 不 久 就 会 被 禁 
止 的 。 评 论 《 铁 流 》 的 作者 底细 不 明 。 の 象 
是 在 苏联 留 过 学 的 共产 主义 者 。 我 的 笔名 是 它 音 、 阿 二 、 佩 韦 、 
明 慈 、 白 舌 、 退 現 etc. 。 

《域外 小 说 集 》 发 行 于 一 九 〇 七 年 或 一 九 D 八 年 ， 我 与 周作 
人 还 在 日 本 东京 。 当 时 中 国 流行 林 琴 南 用 古文 翻译 的 外 国 小 
说 , 文章 确实 很 好 , 但 误 译 很 多 。 我 们 对 此 感到 不 满 , 想 加 以 纠 
正 ,才干 起 来 的 , 但 大 为 失败 。 第 一 集 ( 印 一 千 册 ) 卖 了 半年 , 总 
算 卖 掉 二 十 册 。 印 第 二 集 时 , 数量 减少 , 只 印 五 百 本 , 但 最 后 也 
只 卖 掉 二 十 册 , 就 此 告终 。 总 之 , 在 那 年 (一 九 〇 七 或 八 年 ) 开 
始 , 也 就 在 那 年 结束 ， 只 出 了 薄 薄 的 两 集 。 余 书 (几乎 全 部 是 余 
书 ) 在 上 海 和 书店 一 起 烧 掉 了 。 所 以 现存 的 便 成 珍本 。 但 谁 也 没 
有 珍视 它 。 至 于 内 容 , 都 是 短篇 ， 美 国 的 爱 伦 。 坡 ,俄国 的 迦 尔 
泡 、 安 徳 烈 夫 , 波兰 的 显 克 微 支 (Henrik Sienkiewitz), 法 国 的 
英 泊 桑 , 英国 的 王尔德 等 的 作品 , 译文 很 艰深 。 

我 想 你 还 是 到 东京 去 写作 好 , 即使 是 胡乱 写 写 也 好 , 因为 不 
乱 写 就 不 能 有 所 成 就 。 等 到 有 所 成 就 以 后 ， 再 把 乱 写 的 东西 改 
正 就 好 了 。 日 本 的 学 者 或 作家 ,来 中 国之 前 大 抵 抱 有 成 见 , 来 到 
中 国 后 , 害怕 遇 到 和 他 的 成 见 相 抵触 的 事实 , 就 回避 。 这 样 来 等 
于 不 来 , 于 是 一 辈子 以 乱 写 告终 。 

对 于 我 的 表 兄 弟 的 画 ， 不 必 还 什么 礼 。 他 在 乡下 过 着 清闲 
日 子 ,稍为 画 几 张 画 , 并 不 费事 。 而 且 他 丽 怕 已 感到 满足 ,也 许 
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在 藏 于 他 心里 的 自传 中 , 已 经 写 下 “我 的 画 已 传 到 东瀛 ”了 。 

你 即使 到 东京 后 ,也 请 勿 送 什么 给 Miss 许 , 还 是 在 文字 上 
“问候 ”有 味 。 她 听 到 我 转告 时 , 一 定 会 说 “是 吗 ? 真是 多 谢 了 !” 
就 象 对 着 电话 简 频 频 施 礼 致意 一 样 。 前 几 天 收 到 令 尊 的 明 信 
片 , 我 因 住 在 新 旧历 混用 的 国度 里 , 连 贺 年 片 也 没有 寄 一 张 , 祈 
代 问 候 。 令 堂 , 令 夫人 和 木 实 君 , 也 请 致意 。 

鲁 迅 顿 首 上 一 月 十 六 

増田 仁 兄 


7 致 内 山 完 千 


拌 跋 、 四 月 二 日 中 御 手 新 在 擂 见 致 U 吉 UU 认 。 日 本 に 行っ て 
し ば らく の 間 生 活 す る 事 は 先 か ら 随 分 夢見 て 居 た の で す が 併 
し 今 で は よく な いと 思ひ まし て や め た 方 が 善い と きめ まし 
た 。 第 一 、 今 に 放 那 か ら 離 れる と 何 $ も 解ら な く な っ て 送 に 書 
け な く な り ま すし 、 第 二 に は 生活 する 為 め に 書く の で すか ら 
貼 鹿 [ジャ ナリ スト 」 の 様 な も の に な っ て 、 ど ち に も 為 め に 
な り ま せん 。 その 上 佐藤 先生 も 増田 様 も 私 の 原稿 の 為 め に 大 
に 寿 走 な さる だ ろ 一 の で すか ら 、 そ ん な 厄介 な も の が 東京 へ 
計 入 込む と 実に よく な いで す 。 私 か ら 見 る と 日 本 に も 未 、 本 
当 の 言葉 を 云 ふ 可 き 処 で は な い の で 一 寸 気 を 附け な いと 皆様 
に 飛ん だ 迷惑 を か ける か も 知り ませ ん 。 し か し 若 し 生 活 が 出 
来る 様 に 読者 が 読み た いも る の を 書い て 行く な ら 、 そ ん な ら 送 
に 正 銘 の 「 ジ ャ ナリ スト | ど な っ て 仕舞 ひま す 。 | 
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皆様 の 御 好 意 は 大 変 感謝 し ます 。 増田 君 の 「 ア ドレ ス 」 が 
知ら な いか らち ら 御 伝言 を 願 ひ ます 。 丈 に 佐藤 先生 に 。 私 は 実に 
何と 云っ て 感謝 の 意 を 表 は す 可 きか 知ら な い は ほど 感謝 し て 居 
り ま す 。 私 は 三 週間 ま へ に も と の 住所 に 帰 へ り ま し た 。 ま わ 
り は 願 る さび し いけ れ ど も 、 大 し た 不便 も な いで す 。 不 景気 
は 無論 間接 に 私 共に も 及び ます が 先 づ 我慢 し て 見 て 居り まし 
ょ ー。 若 し 万 一 叉 大 砲 の 玉 が 飛ん で 来 た ら 又 逃げ 出す 迄 に 。 

書店 に も る 毎日 行き ます が も 一 漫談 な ど が あり ませ ん 。 矢 肖 
りさ び し い で す 。 あ な た は 何時 上 海 へ いら し ゃ いま すか ? と 
ちか ら は 早く 帰 へ る 様 に の ぞ ん で 居り ます 、 熱 心 に 。 
草々 頓 首 

鲁迅 呈 
ミス 許 一 同 
肉 山 見 へ 

奥様 に ちよ ろ し く 御 伝言 を 願 ひ ます 。 それ も 問 吉 様 と まつ 

も 様 に 。 


[ 译 文 】 

拜 启 , 四 月 二 日 惠 函 奉 悉 , 早先 我 虽 很 想 去 日 本 小 住 , 但 现 
在 感到 不 妥 , 决定 还 是 作罢 为 好 。 第 一 现在 离开 中 国 , 什么 情况 
都 无 从 了 解 , 结果 也 就 不 能 写作 了 。 第 二 , 既是 为 了 生活 而 写作 ， 
就 必定 会 变 成 “新 闻 记者 ”那样 ,无 论 从 那 一 方面 看 都 没有 好 处 。 
何况 佐藤 先生 和 增 田 兄 大 概 也 要 为 我 的 稿子 多 方 奔走 。 这 样 一 
个 累 次 到 东京 去 , 确实 不 好 。 依 我 看 , 日 本 还 不 是 可 以 讲 真 话 的 
地 方 , 一 不 小心 , 说 不 定 还 会 连累 你 们 。 再 说 , 倘若 为 了 生活 而 
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去 写 些 迎合 读者 的 东西 , 那 最 后 就 要 变 成 真正 的 “新 闻 记 者 ”了 。 
你 们 的 好 意 , 深 为 感谢 。 由 于 不 知道 增 田 兄 的 地 址 ,请 代 致 
意 ， 特 别 是 对 佐 芯 先生 ， 真 不 知 用 什么 语言 才能 表达 自己 的 谢 
意 。 我 于 三 周 前 回 到 原 住处 。 周 围 虽 颇 寂寞 ,但 也 无 多 大 不 便 。 
不 景气 当然 也 间接 波及 我 们 , 不 过 先 忍 耐 一 下 看 , 等 到 万 一 炮弹 
飞 来 又 要 逃走 时 再 说 。 
书店 还 是 每 天 都 去 ， 不 过 已 无 什么 漫谈 了 。 颇 为 寂寞 。 仁 
兄 何 时 来 上 海 ? 我 热切 地 盼望 你 能 早日 归来 。 草草 顿 首 
鲁迅 時 "四 月 十 三 日 
密斯 许 同 具 
内 山 兄 
尊 夫 人 也 请 代为 问候 , 并 向 嘉吉 兄 和 松 党 女士 致意 。 


8 致 内 山 完 造 ” 


拝啓 , 先日 御手 紙 を いた ゞ いて 返事 を 差 上 げ ま し た が と く 
と 到達 し た の で あぁ あろ 一 と 思ひ ます 。 北 四川 路 る 毎日 毎日 賑 く 
な っ て 来 ま し た 。 ど と ろ が 先生 中 々 帰 へ っ て 来 ま せん 、 漫 談 
わ む 戦 争 よ り も 永い 様 で す 。 それ わ 実 敬い て 仕舞 みよ ま し た 。 

私 わ 不 相 変 毎日 ぶら ぶら し て 居 ま す 。 矢 張 項 る 不景気 の 影 
響 を 蒙 り ます が 併 し 大 し た 事 は 無い で す 。 只 困る 事 に は 若い 
「 ア マー」 が 戦争 成金 の 夢 を 見 た らし い 様 で 僕 の 処 か ら 飛 出 


* ”此 信和 据 《 鲁 迅 书简 》(1946 年 10 月 鲁迅 全 集 出 版 社 版 ) 所 载 手迹 制版 抄 存 。 
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て bar に 行き まし た 。 その 御 薩 で 僕 わ 此 頃 飯 た き の 手 伝 を も 
し な けれ ば な り ま せん 。 

山本 夫人 や 増田 君 に 過 ふ 事 が 時 々 あり ます か 、 若 し 面会 し 
た ら よ ろ し く 御 伝言 願 ひ ます 殊 に 嘉吉 様 と 松 藻 様 に 。 

私 わ 露 西 亜 の 版画 家 に 日 本 の 紙 を 送り た いか ら 御 手数 な が 
ら 何卒 買っ て 下さ い 。 紙 わ 左 の 通り 

西 の 内 (白色 ) 百 枚 

鳥 の 子 ( 白 色 ) 百 枚 

そ 一 し て 、 ぢ き 紙 屋 に 頼ん で 書留 に て 直接 に 露 西 重 へ 送っ 
た 方 が 簡単 便利 で し ょ 一 。 難 し い 字 の 届 先 の 「 ア ドレ ー ス 」 
を 一 所 に 送り 上 げ て 置き ます か ら 張 っ て 下さ い 。 

僕 わ 紙 で 木 刻 の 画 と 交換 し て 居 ま す 。 併 し 画 わ 来る か ど 一 
か 未だ 問題 で す 。 若 し 来 た ら 秋 か 夏 頃 に 又 展 覧 会 を 開く 可 し 
だ 

奥様 る 東京 に いら し ゃ いま すか 。 よろし く 。 草々 頓 首 

ルー シン 庄 上 四 月 菇 七 夜 
時 基山 兄 
許 る よろ し く と 
海 典 わ 未 何 に も 知ら な い 俳 し 随分 悪戯 に な っ た 。 


[译文] 

拜 启 : 日 前 惠 函 收 到 , 并 已 奉 复 , 谅 早已 到 达 。 北 四 川路 也 
一 天 天 热闹 起 来 。 不 过 先生 老 不 回来 , 似乎 漫谈 比 战争 还 长 , 实 
可 惊叹 。 

我 仍 每 天 闲 着 。 颇 受 不 景气 影响 , 但 是 也 无 大 不 了 的 事 。 唯 
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一 难 办 的 , 是 年 轻 的 “ 阿 妈 ” 似 也 做 起 发 战争 财 的 梦 来 , 竟 从 我 这 
里 跑 到 bar 去 了 。 因 此 ,我 得 帮 着 烧 饭 。 

常见 到 山本 夫人 和 增 田 兄 吗 ? 倘 见 面 ， 请 代 致 意 ， 特 别 是 
hE 吉 兄 和 松 藻 女士 。 

我 想 送 点 日 本 纸 给 俄国 木刻 家 ， 请 费 神代 买 一 些 。 纸 名 如 
下 : 

西 之 内 (白色 ) ”一 百 张 

鸟 之 子 ( 白 色 ) ”一 百 张 

又 ,我 想 就 托 纸 铺 用 挂号 径 寄 俄国 会 简便 些 , 所 以 将 难 写 的 
姓名 地 址 一 并 奉 上 , 请 代 贴 一 下 。 

我 用 纸 交 换 木 刻画 。 不 过 画 会 不 会 寄 来 ， 还 是 个 问题 。 倘 
能 来 , 则 又 可 在 夏天 或 秋天 开 个 展览 会 。 

令 夫 人 也 在 东京 吗 ? 祈 代 问候 。 草草 顿 首 

鲁 迅 启 上 四 月 菇 七 夜 

邬 其 山 兄 

许 也 致 候 。 

海 出 尚 不 懂事 , 却 很 淘气 了 。 


9 致 增 田 涉 


拝啓 五 月 一 日 の 御手 紙 は 到着 し まし た 。 私 も 昨日 手紙 を 
上 げ ば まし た が 「 ア ドレ ス 」| を 知ら な いか ら 山 本 夫人 に 頼み ま 
し た 、 御 目 に か ゝ っ た か 知ら ん 。 

節 山 先生 は 実に 節 山 先生 らし く 、 日 本 の 人 が 支那 中 毒 に な 
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る と 僕 は ど 一 し て も 、 と 一 な っ て 仕舞 ふ だ ろ 一 と 思ひ ます 。 
併 し 満州 国 に る 孔 知 の 道 は な いん だ 。 導 儀 執政 も 王者 の 仁 政 
を 行 ふ 御方 で な い 、 僕 は か つて その 人 の 白 話 作品 を 読ん だ 事 
が あり まし た が 少し る 偉 ら く 感 じ ま せ ん 。 

在 弥 和尚 の 日 本 語 は 非常 に うま か っ た 、 ほ と ん ど 日 本 人 と 
違 ひ な いく らい だ ろ 一 と 思ひ ます 。 

「 古 東 多 万 』 四 月 号 は 山本 の 奥様 か らち も ら ひ まし た 。 佐藤 
様 は 皆 な 出す と と を 遠慮 し て 居 ま し た が 実は 十 幅 皆 な 複製 し 
て も よい の で す 。 三 閑 書 屋 $ ど 一 せ 濱 れ か か ゝ っ て ます か ら 。 

と と ろ が 鎌田 様 の 云 ふ 事 に よる と 船長 の 山本 様 は る ぅ 日 本 
へ 引揚 る そ 一 で す 。 そ 一 する と 奥様 る 上 海 へ 来 ら ちら れ ませ ん 。 
それ る さび し い 事 の 一 で す 。 

出 上 様 は 『 文 戦 』 に 文章 を 書い て 居 ま し た 。 五 月 号 の 『 プ 
ロ 文学 』 を 見 た ら 、 支 那 の 左 隊 か ら の 手紙 が あっ て ひど く や 
られ て 居 ま す 。 

私 共 は 皆 な 達者 で す 。 北 京 行き は や め た 。 私 は 不 相 変 時 間 
の 小売 り を し て 云 ふ 可 き ほど の 成績 が な い 。 と これ か ら 小 説 、 
或 は 支那 文学 喝 を 書 こ とう か と も る 思っ て 居 ま す 。 

上 海 の 出版 物 (北斗 文藝 新 聞 、 チ ャ イナ ・ フ ォ ル ム ) は 
今日 内 山 書 店 に 持っ て 行っ て 送っ て 下さ る 様 に 頼み まし た 、 
併 し よい 材料 は 有り ませ ん 。 草々 頓 首 

志 上 五 月 九 日 
增 田 兄 几 下 
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[ 译 文 ] 

拜 启 : 五 月 一 日 惠 消 收 到 。 我 昨天 也 有 一 信奉 上 , 因 不 明 尊 
址 , 故 托 山本 夫人 转交 , 不 知 你 看 到 否 ? 

节 山 先生 真 不 离 本 色 。 我 觉得 , 日 本 人 一 成 了 中 国 迷 , 必然 
如 此 。 但 “满洲 国 ” 并 没有 孔 备 之 道 ， 溥 仪 也 不 是 行 王 者 仁政 。 
我 曾 读 过 他 的 白话 作品 , 毫 不 感到 有 什么 了 不 起 。 

曼殊 和 尚 的 日 语 非常 好 , 我 以 为 简直 象 日 本 人 一 样 。 

《 古 东 多 万 》 四 月 号 已 自 山 本 夫人 处 得 到 。 佐 茧 先生 客气 ， 
没有 全 部 拿 出 去 , 其 实 十 幅 完全 复制 了 也 好 , 因为 三 闲 书 屋 总 是 

据 匀 田 君 说 ,山本 船长 将 返航 日 本 , 这样, 他 的 夫人 就 不 能 
来 上 海 了 , 这 也 是 一 件 疲 寞 的 事 。 

出 上 先生 在 《 文 战 ? 写 了 文章 。 看 五 月 号 4 无产 阶级 文学 》? 刊 
有 中 国 左 联 的 信 , 对 他 批评 得 很 厉害 。 

我 们 都 好 ， 北 京 之 行 已 作罢 。 我 依旧 消磨 时 光 ， 无 成 绩 可 
言 。 今 后 拟 写 小 说 或 中 国文 学 史 。 

上 海 的 刊物 (北斗 >、《 文 艺 新 闻 》、《 中 国 论坛 >), 今天 送 到 
内 山 书 店 托 寄 , 但 没有 什么 好 材料 。 ”草草 顿 首 

迅 上 五 月 九 日 

増田 見 過 ル 下 
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10 致 增 田 涉 


增 田 兄 ， 

五 月 七 日 の 御手 紙 は 到着 し まし た 。 私 も る 五 六 日 に 手紙 一 本 
と 出版 物 を 送り まし た が 届い た か 知ら ? 此 頃 は 上 海 で は よい 
(比較 的 の ) 出版 物 は 少し も あり ませ ん 。 今度 の 事件 は 戦争 
の 勝敗 は 私 の 様 な 素人 に は 解ら な い が 併 し 出版 物 は まけ まし 
た 。 日 本 で は 何と か 実戦 記 な ど 、 沢 山 出版 し た が 、 支 那 に は 
も う 一 層 少 な く 且 つも る う 5 一 層 つ ま ら な いも の で す 。 

あな た が 『 世 界 テ ユー モア 全集 』 中 支那 の 方 を や る 事 は 大 変 
よい 、 が 、 そ れ は 又 す と ぶる 難し い 問 題 で す 。 一体 、 支 那 に 
「 ユ ー モ アァ 」 と 云 ふ る の が 有り ます か ? な い 様 で す 。 馬鹿 ら 
し いる の 、 野 中 な る の が 多い 様 で す 。 俳 し 矢 張 や る 外 仕 方 が 
な い 。 あ な た の 入 用 な る 本 を 本 月 の 末 ま で 私 か ら 送 り ま す 。 
水 涯 な ども 上 海 か ら 送 り ま す 。 日 本 に 売っ て る も の は 高く て 
拓 鹿 らし い 、 価 は 支那 の 倍 に な っ て る で せ ょ ーー。 私 の 作 二 点 
の 入れ る 事 、 問 題 な く 、 無 論 承 知 し ます 。 

支 務 に は ュー モア 作家 な く 、 大 抵 サ ター ャ 作家 で す 。 そ 一 
し て 人 を 笑わ せる 心 算 の 作品 は 漢 以来 少し く あ り ま す が 、 て 
ん 度 の 全集 の 中 に 入れ ます か ? 若 し 入 れる な ら 少 し 集め て 上 
げ ま しゃ 35。 少 し 翻訳 は か むつかしい 。 

今 ま で 日 本 に 紹介 され た 支那 の 文章 は 大 抵 軽 いる の 、 わ か 
りや すい も の で す 。 堅実 で 反っ て 面白 いる の 、 例 へ ば 胸 浴 の 
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『 虹 情感 」 の 様 な る の は 、 少 し も る 翻訳 し て 居 な い 。 そ ん な も 
の を 読め む 漢 学者 は 自分 で むつ か し い 漢 文 を 書い て 居 ま す 、 
支那 人 に 読ま せる つも りか 、 日 本 人 も びっ くり させ る つも り 
か 知ら ? 思ふ に と ん な 前 人 未 細 注意 の 仕事 $ や る 可 き だ が 出 
版 屋 が むつ か し いで し ょ ー。 

今度 の 上 海 の 砲火 は 商務 印 書 館 編 帽 員 の 飯 茶 秘 で も 約 二 千 
欄 破 壊し まし た 、 だ か ら 僕 の 弟 も 明日 外 の 娘 に 行き ます 、 御 
飯 を さがす 為 め に 。 

出 上 様 は 『 文 戦 』 に か いて 居 ま す 。 五 月 の 『 プ ョ 文学 』 を 
見 た ら ひ どく や られ て 居 ま す 。 

私 は 北京 へ 行く と 思ひ まし た が 、 と 一 と 一 や め た 。 不 相 
変 、 と の 古い テー ブル の 前 に 腰掛 け て 居 ま す 。 内山 老 板 は 未 
だ 帰 へ て 来 ま せん 。 草々 頓 首 

随 洛 文 五 月 十 三 日 


[ 译 文 ] 
增 田 兄 : 
五 月 七 日 惠 函 收 到 。 我 也 在 五 日 六 日 寄 奉 一 函 和 刊 均 ， 未 
知 到 达 否 ? 目前 上 海 较 好 的 出 版 物 一 种 也 没有 。 此 次 事件 ， 战 
争 的 胜 败 ， 我 这 外 行人 不 懂得 。 但 在 出 版 物 方面 是 打 了 败仗 。 
日 本 出 版 很 多 战地 通信 , 中 国 出 版 得 很 少 , 而 且 更 乏味 了 。 
你 在 《世界 幽默 全 集中 负责 中 国 部 分 , 这 很 好 。 但 也 是 很 
大 的 难题 。 中 国 究竟 有 无 “幽默 ”作品 ? 似乎 没有 。 多 是 一 些 拙 
劣 吕 野 之 类 的 东西 。 但 也 只 好 选 译 一 点 。 所 要 的 书 ， 月 底 可 寄 
上 。《 水 游 ? 等 也 可 由 沪 宥 去。 日 本 出 售 这 类 书 , 价钱 贵 得 离奇 ， 
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怕 要 比 中 国 贵 一 倍 。 你 拟 采用 我 的 两 篇 , 没有 问题 , 当然 同意 。 

中 国 没有 幽默 作家 , 大 抵 是 讽刺 作家 。 博 人 一 笑 的 作品 , 汉 
代 以 来 也 有 些 , 是 否 选 入 这 全 集 ? 如 要 , 我 可 选 些 给 你 , 那 是 有 
点 难 译 的 。 

迄今 为 日 本 所 介绍 的 中 国文 章 , 大 抵 是 较 轻 松 易 懂 的 东西 ; 
坚实 而 有 趣 的 作品 , 如 陶 潜 的 《4 闲 情 赋 之 类 , 一 点 也 没有 译 。 能 
读 那 类 作品 的 汉学 家 , 自己 也 写 难 懂 的 汉文 , 不 知 是 想 给 中 国人 
读 , 还 是 想 吓 吓 日 本 人 ? 我 想 这 种 前 人 未 曾 留 意 过 的 工作 , 是 应 
该 做 的 , 但 出 版 家 怕 也 有 难处 。 

此 次 上 海 炮 火 ， 商 务 印 书馆 编辑 人 员 的 饭碗 也 打 坏 了 约 两 
千 个 , 因此 侈 弟 明 天 要 到 外 地 找 饭 吃 。 

出 上 先生 在 《 文 战 》 写 文章 , 看 五 月 号 的 《无 产 阶 级 文学 》, 对 
他 批评 得 很 厉害 。 

我 本 拟 去 北京 , 但 终于 作罢 , 照旧 坐 在 这 张 旧 桌 子 前 面 。 内 
山 老板 尚未 回来 。 草草 顿 首 

隋 洛 文 五 月 十 三 日 


11 致 增 田 涉 


增 田 兄 ， 

五 月 十 日 の 御手 紙 は 拝見 し まし た 。 僕 の 前 の 手紙 に 書い た 
漢 以 来 の 「 ユ ー モ アァ 」 云々 の 説 は 取り けし ます 。 

今日 、 内 山 書店 に 頼ん で 小説 入 種 送り 致し まし た 。 者 達夫 
張 天 翼 両 君 の も る の は 私 が 特に いれ た の で す 。 近代 の 作 で 私 の 
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十 外 区 让 忆 何 包 江 加 训 丰 UWw 感 忆 太 UU 这 村 。 若 UD 二 册 色 
中 で 何 か 取 る 可 き も る の が あっ た ら 少 し 訳し て …… い か ゞ で す 
か と 。 

昨日 内 山 老 版 と 遇 ひま し た 、 不 相 変 元気 で 最早 本 箱 に 向っ 
て 何 か を 手 入 し て 居り ます 。 そ 一 し て あな た か ら 下 さっ た 物 
品 も 戴き まし た 。 余り よい 物 で すか ら ど ご どー る も 恐縮 の 至り で 厚 
く 御礼 申し 上 げ ま す 。「[ オ モチ ャ | は 「 ミス]」 許 に 没収 き 
れ 、「 タ バ ュ コ 」 道具 は 未 僕 の 手 に に ぎら れ で 居 ま す が 併 し そ 
れ を 置く に 相当 する 「 テ ー ブ ル 」 が な いん だ か ら 少 し く 困 っ 
て 居り ます 。 

そ 一 し て 小説 の 代金 は 送る 必要 は な いで す 。 本 当 に 微々 た 
る る の で す 。 北 新書 局 に 買 は し た の だ か ら 私 6 現金 を 払 ひ ま 
せん 。 現金 は な る べく 自分 の 手 に に ぎっ て 置く 可 き る ぁ る の で 、 
五 十 年 の 研究 を 積ん で 発明 し た で すか ら あ な た も 実行 し な さ 
い 。 草々 頓 首 

洛 文 五 月 二 十 二 日 


水 浒 四 本 
第 三 回 『 重 智 深 大 关 五 台山 」 上 二 或 汪 「 二 一 所 了 7 と 云 ふ 可 
きか 。 
鏡花 緑 四 本 
第 二 十 二 、 二 十 三 及 三 十 三 回 は 支 著 に は 可笑し いと され て 
居 ま す が 佐 日 本 で は 習 貨 が 違 ふ か ら ど 一 で し ょ ー。 
偽 林 外史 二 本 
実に 訳し に くい 。 第 十 二 回 の 『 依 容 虚 設 人 頭 公 』】 ( 筋 は 十 
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三 回 の 始ま で 瓦 っ て 居る ) 、 或 は 第 十 三 回 の 中 に る 取る 可 
きも の が 有る と 思ふ 。 
何 典 一 本 
滑稽 の 本 と し て 近 来 昨 る 名 高 か い が 実は 「 江 南 名 士 」 式 滑 
稽 で 大 る 浅 薄 だ 。 殆 ん ど 全 部 便 語 と 俗語 で 組成 し て 居 ま す 
か ら 支 那 の 北方 人 で も 解り に くい 。 今度 は 具 支 郡 に こん な 
本 が あぁ る と 御覧 に やけ て 上 げ る まで さす 。 
達夫 全集 第 六 巻 一 本 
『 三 詩人 』 の 中 に は 悪口 の 方 が 多い が 併 し 「 ユ ー モ アァ 」 も 
少し く あ る と 思ふ 。 「 モ デル 」 は 王 狗 清 と 馬 基 で す 。 
今 古奇 观 二 本 
中 に 「 ユ ー モ アァ 」 を 見 た らし い 覚 え が な い の で す 。 
老路 游记 一 本 
第 四 か ら 第 五 回 まで の 分 は 「 ユ ー モ アァ 」 と 思 は れ た も の で 
し ょ 一 と 思ふ が 俳 し 支那 に 於 いて は 事実 で す 。 
小 彼得 一 本 
作者 は 最近 に 出 て 来 た も の で 滑稽 な 作風 が ある と 云 は れ て 
居る 。 例 へ ば 『 皮 簿 』、『 稀 明 (可笑し い ) 吧 释 爱 故事 J 
が 如 し 。 








[译文 ] 
増田 兄 : 

五 月 十 日 惠 函 奉 悉 。 前 信 我 提 到 汉 以 来 的 “幽默 可以 
作罢 。 

今天 托 内 出 书店 寄 上 小 说 八 种 。 郁 达 夫 , 张 天 翼 两 君 之 作 ， 
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我 特 为 先入。 近代 的 作品 , 只 选 我 的 , 似 觉 寂 宣 。 这 两 册 中 , 如 
有 可 取 者 , 即 选 译 一 些 , 如 何 ? 

昨天 直到 内 山 老板 , 精神 如 前 ,又 在 对 着 书 杜 整理 什么 了 。 
你 送 我 的 东西 亦 收 到 ， 赠 品 太 好 ， 使 我 不 胜 己 悚 ， 并 深 为 感谢 。 
“玩具 ”已 给 “密斯 ” 许 收 去 , 烟具 尚 在 我 手中 , 但 缺乏 相称 的 桌子 
放 它 ,有 点 为 难 。 

小 说 的 书 款 不 必 寄 来 , 数目 极 微 。 托 北新 书局 买书 , 我 也 不 
付 现款 。 现 金 应 尽 可 能 掌握 在 自己 手中 ， 这 是 积 五 十 年 之 经 验 
所 发 明 , 盼望 你 也 实行 之 。 草草 顿 首 

洛 文 五 月 二 十 二 日 


《水 浒 四 本 
第 三 回 《 鲁 智 深 大 曾 五 台山 》, 或 可 称 为 “幽默 * 墨 。 

《 镜 花 缘 》 四 本 : 
第 二 十 二 , 二 十 三 及 三 十 三 回 , 中 国 是 以 为 可 笑 的 , 但 日 本 
习惯 不 同 ,未 知 如 何 ? 

《 備 林 外 史 》 二 本 
实在 难 译 。 第 十 二 回 的 《侠客 虚设 人 头 会 》( 情 节 贯 串 到 第 
十 三 回 开始 ), 或 在 十 三 回 中 也 有 可 取 之 处 。 

《 何 典 》 一 本 
近 来 当 作 滑稽 本 , 原 有 名 声 , 其 实 是 “江南 名 士 式 的 滑稽 ， 
甚 为 浅薄。 全 书 几乎 均 以 方言 .俗语 写成 , 连 中 国 北方 人 也 
费解 。 仅 为 了 让 你 看 一 看 , 知道 中 国 还 有 这 类 书 。 

《 达 夫 全 集 》 第 六 卷 一 本 
《二 诗人 》 中 有 很 多 挖苦 人 的 话 ， 但 我 觉得 有 点 “项 冉 ”。 
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“模特 儿 ? 是 王 独 清 与 马 某 。 

4 今 古 奇观 》 二 本 
记 不 起 在 里 面 看 到 过 “幽默 ?的 东西 。 

《老残 游记 》 一 本 
从 第 四 回 到 第 五 回 , 我 觉得 似 曾 被 认为 是 幽默 的 , 但 在 中 国 
却 是 实事 。 

《小 彼得 》 一 本 
作者 是 最 近 出 现 的 ， 被 认为 有 滑稽 的 风格 。 例 如 《皮带 六 
《 稀 松 (可 笑 ) 的 恋爱 故事 》。 


12 致 增 田 涉 


拝啓 五 月 二 十 一 日 の 御手 紙 は 拝見 し まし た 。 し て 見 る と 
私 の 送っ た 小説 は 昨 る あな た の 買っ た も の と 重 出 し て 居 ま 
す 。 そ ん な も の は も う 5 支那 へ 帰ら せる 必要 が な い の で あな た だ 
の 処分 に まかせ ます 、 例 へ ば 同好 の 士 に や っ て 仕舞 ふと か な 
ど 。 

漢 か ら の 「 ュ ー モ ア 」 は よし まし ょ 一 。 何 ん だ か 難 か し く 
て その 上 に 「 ユ ー モ ア 」 らし く な く 、 入 れる と 不調 和 に な り 
ます 。 

木の実 君 の 御 写真 も 拝見 致し まし た 。 実に あな た に 似 て 居 
ます 、 無 論 「 テ ロリ ズム ょ ム 」 は 別 と し て 。 し か し 人 形 二 つま で 
持っ て 居る 処 か ら 見 れ ば お と な し い 方 で す 。 海 興 は 一 つも 完 
全 な 玩具 を 持て 居 な い 。 その 玩具 に 対す る 学説 は 「 見 て そ 一 
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し て と こわ し て 」」 LE 

その 海 興 た る も の は 避難 中 に 導 疹 に た か ゝ っ りう まく ひと り で 
直 ほ り ま し た 。 と ん ど は 「 ア メ ェ バ 赤痢 |」 に か > ゝ り ま し た 、 
る うぅ 七 度 注射 し て 「 ア メ ェ バ |」 た る る の は と くに 滅亡 し た の 
だ ろ 一 けれ ども 下痢 だ け は 未 な ほり ませ ん 。 し か し 近い 内 に 
よく な る だ ろ 一 と 思ひ ます 。 

弟 は 安 微 大 学 の 教授 に な り ま し た 。 し か し 近頃 支那 に は そ 
ん な に だ た や すく 御飯 を 食べ られ る 処 が な い の で 呼び に 来 た の 
は 財 度 何 ん だ か あぶ な い 処 が あ る か ら で す 。 今 に は 行っ た は 
行っ た が 帰 へ る 旅費 を 用 意 し て 行き ま し た 。 遠 か ら ず 又 上 海 
へ 来る の で し ょ 一 。 

私 共 は 御 か げ 様 で 不 相 変 で す 。 

今日 内 山 老 板 に 頼ん で 『 北 斗 』 な ど 少 し 許 り 送 り ま し た が 
矢 張 御 か げ 様 で 不 相 変 よい 作品 も な い 様 で す 。 草々 頓 首 

鲁 迅 五 月 三 十 一 夜 
増田 見 へ 


[ 译 文 〕 

拜 户 ， 五 月 二 十 一 日 惠 函 奉 悉 。 看 来 我 寄 去 的 小 说 和 你 买 
的 颇 多 重复 , 那些 书 毋须 寄 回 , 可 由 你 处 理 , 如 送 给 同好 。 

关于 汉 以 后 的 “幽默 "作品 ， 可 作罢 。 既 有 些 难 慌 ， 又 不 似 
“幽默 ”， 选 进去 反 会 造成 不 协调 。 

木 实 君 的 玉照 看 到 了 , 实在 象 你 。 恺 怖 主义 自 当 别论 , 从 
她 抱 着 两 个 玩偶 看 来 ， 倒 是 个 温顺 的 孩子 。 海 婴 是 连 一 件 完整 
的 玩具 也 没有 了 。 他 对 玩具 的 理论 , 是 “看 了 拆 掉 ”。 
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海 婴 在 避难 中 患 了 麻疹 ， 又 顺利 地 自己 好 了 。 硕 又 患 阿 米 
巴 赤 痢 , 已 注射 七 次 , 阿 米 巴 虽 早 已 灭亡 , 但 肚 演 还 未 见 好 。 我 
想 最 近 就 会 痊愈 的 。 

会 弟 已 任 安徽 大 学 教授 。 但 中 国 近来 没有 这 人 么 容易 吃饭 的 
地 方 , 竟 来 叫 他 去 , 其 中 必 是 因为 有 什么 危险 之 处 。 现 在 去 固然 
去 了 , 却 是 准备 了 回来 的 旅费 才 去 的 , 谅 不 久 又 将 返 沪 。 

我 们 托福 一 切 如 常 。 

今天 托 内 山 老 板 寄 上 《北斗 》 等 刊物 ,但 似乎 仍然 没有 好 作 
品 。 草草 顿 首 

鲁 迅 五 月 三 十 一 夜 
増田 兄 


13 致 高 良 富 子 ” 


高 良 先 生 几 下 , 谨 启 者 ,前 月 ”内 山 君 到 上 海 , 送 来 
先生 惠 寄 之 《 唐 宋 元 名 画 大 观 》 一 部 。 如 此 厚 赠 , 实 深 性 悚 ， 
但 来 从 远道 , 却 之 不 恭 , 因由 拜 领 。 翻 阅 一 过 , 获 益 甚 多 , 特 
上 才 敌 ,以 申 谢 候 。 
肃 此 , 敬 请 

道 安 


* ”此 信 据 《鲁迅 书简 补遗 》C1952 年 1 月 上 海 出 版 公司 版 ) 所 载 手迹 制版 抄 
存 。 原 件 无 标点 。. 
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14 致 増田 渉 


拝 牙 太 月 二 十 一 日 の 御手 紙 を 拝見 致し まし た 。 傍 株 を 施 
し まし た 処 は 大 抵 注釈 し まし た 、 今 に か へ し ます 。 具 「 不 口 
問 見 ] だ け は 解り ませ ん 、「 口 鍵 見 ] は 西洋 語 の 音訳 らし い 
が 原語 を 考 へ つか な い 、「 申 鍵 児 式 で な い 半 個 世 界 ] と 云 ふ 
の だ か ら 「 不 同 の 半 個 世界 ] と 胡麻 化し た ら ど 一 で す 。 

と の 家 の 族 の も は 皆 な 元気 で す 。 只 海 届 は アメ バ 赤 痢 に 給 
っ て 十 四 度 る 注射 し まし た が 今 は も る 一 な は ほり まし て 悪戯 を し 
て 居 ま す 。 僕 も と の 子供 の 為 め に 願 る 忙 が し か っ た 。 若 し 親 
に 対し て を 一 だ っ た ら 二 十 五 孝 の 中 に 入ら れる だ る ろ る 一 。 

第 は 安 懲 大 学 に 行っ て 教授 と な り ま し た が 、 併 し 一 昨日 に 
も 一 帰り まし た 。 給 金 を くれ る 望 る な く 、 居 民 は 兵隊 と 居 人 
半分 づつ だ か ら 、 い や だ そ 一 で す 、 商 務 印 書館 に 又 計 入れ る 
様 に 工 風 し て 居 ま す が 未 きま り ま せん 。 草々 頓 首 

迅 拝 上 六 月 二 十 八 日 
增 田 兄 足下 

二 伸 。『 稀 有 蜂 办 继 爱 故事 」 〇 「 稀 纤 」 过 「 轻 收 」 と 云 ふ 意 

味 で 即ち [可笑しい 」 で す 。 


[ 译 文 〕 
拜 启 ， 六 月 二 十 一 日 惠 函 奉 悉 。 划 了 旁 线 之 处 大 抵 都 已 加 
注释 , 即 寄 还 。 只 有 “不 口 注 儿 ”不 明白 ,“ 口 显 儿 ” 谅 是 西洋 语 的 
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音译 , 原文 想 不 出 , 说 的 是 “ 口 疗 儿 式 的 半 个 世界 "， 姑 译 为 “不 
同 的 半 个 世界 ” 如何? 

寅 中 都 健康 , 只 海山 患 了 阿 米 巴 赤 病 , 注射 了 十 四 次 , 現在 
好 了 , 又 在 淘气 。 我 为 这 孩子 颇 忙 , 如 果 对 父母 能 够 这 样 , 就 可 
上 三 十 五 孝 了 。 

舍 弟 到 安徽 大 学 当 教授 , 已 于 前 天 回来 , 薪金 支付 无 望 。 该 
城 兵 与 居民 各 半 , 故 不 愿 再 呆 下 去 , 正 设法 再 进 商 务 印 书馆 ， 但 
尚未 定 。 ”草草 顿 首 

迅 理 上 六 月 二 十 八 晶 
增 田 兄 足 下 
又 及 :《 稀 松 的 恋爱 故事 ?的 “ 稀 松 >， 是 “轻松 ”， 亦 即 “可笑 ”。 


15 致 增 田 涉 


拝啓 、 七 月 十 日 の 御手 紙 は 拝見 致し まし た 。 

『 二 詩人 』 の 作者 は 余り た 変 描 な 言葉 を 使 ひ ます か ら 願 る 
解 に くい 点 が あり まし た が 手紙 で 原作 者 に 聞き まし た の だ か 
ら 今 度 の 解釈 は 間 違 だ が な い は づ で す 。 

併 し 読む 時 に は 顔 る 骨折 っ た だ ろ 一 と 思ひ ます 。 こ と ん な も 
の は も っ と 読み に くい も の で 其 上 未 き まっ た 文法 の な い 白 話 
だ か ら 、 も う 一 層 難 し いも る の で す 。 

新しい 作品 は 未だ 発見 し ませ ん 。 今 に 支那 で は も う 笑 ひ を 
失っ て 居 ま す 。 

山本 夫人 は ぉ 一 帰ら れ ま し た 。 上 海 に 居 た 時 に は 四 五 度 過 
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ひそ 一 し て 一 度 支 那 料理 時 に 行き を まし た が 議論 は 多く 聞き まき 
せん で し た 。 だから 進歩 or 退 歩 問題 は 決定 し 難い で す 。 更 
角 、 東 京 生 活 を 大 変 嫌っ て いら し ゃ る 様 で す 。 

上 海 は と の 一 週 以来 、 大 変 に 暑い 、 室 肉 で も 九 十 三 四 度 で 
す 。 夜 に な る と 財 が 出 て 御馳走 に 来 ま す 。 だ か ら 僕 は と の 
間 、 体 に 汗 物 が 一 面 に 被っ た ほか に は 何 の 成 績 も あり ませ 
ん 。 

幸 に は 女 と 子供 は 費 な 達者 で す 。 内山 書店 に は 漫談 会 が 少 
な い 、 相 手 $ も 5 そ 一 な い 、 何 ん だ か 漫談 を の も の も 不景気 に な 
っ た 様 で す 、 大 砲 に 撃破 され まし た 。 草々 頓 首 

迅 上 七 月 十 八 日 
増田 兄 足 下 


[译文 

拜 启 : 七 月 十 日 惠 函 奉 悉 。 

《二 诗人 》 的 作者 太 喜 用 奇异 的 语言 , 颇 多 费解 处 , 已 写 信 问 
过 原作 者 ， 故 此 次 解释 当 不 会 错 。 

你 阅读 时 想必 很 吃 过 苦头 。 这 种 读物 , 本 很 难 读 , 加 以 白话 
文 文法 尚 无 定 规 ， 自 然 更 难 了 。 

新 的 作品 , 还 未 发 现 , 目前 在 中 国 , 笑 是 失掉 了 的 。 

山本 夫人 已 回国 , 在 沪 时 曾 遇 到 四 、 五 次 , 且 曾 一 同上 过 一 
次 中 国 菜馆 ， 但 没有 听 到 她 许多 议论 ， 难 以 断定 克 是 进步 or 退 
步 , 不 过 她 似乎 很 厌 亚 东京 的 生活 。 

一 周 来 上 海 大 热 , 室内 也 达 九 十 三 、 四 度 , 晚上 蚊子 还 出 来 
挙行 盛 懇 。 我 送 一 向 , 除 浑 身 生 凌 子 外 , 毫 无 成 绩 。 
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幸而 内 子 和 孩子 均 好 。 具 山 书店 的 漫谈 会 少 了 ， 对 手 也 不 
多 , 似乎 连 漫谈 也 不 景气 , 被 大 炮 缀 散 了 。 草草 顿 首 
迅 上 七 月 十 八 日 
増田 見 足下 


16 致 増田 渉 


拝啓 、 今 日 四 日 の 御手 紙 を 拝見 致し ま し た 。 御 祖母 様 が 御 
死去 に な り ま し て 悲し い 事 で す が 併 し も ぅ 八 十 信 歳 で すか ら 
実に は な か な か の 高 寿 で す 。 死 な な く て も 生存 し に くい で せ 
ょ うと 思ひ ます が 。 

上 海 の 暑 さき は 一 週間 前 は 九 十 一 六 度 、 こ と このごろ は 六 十 七 人 狼 
度 、 時 に も う 少 し 高い 。 僕 の 汗 き の は ひき 込ん だ り 、 出 た り 
し て 居り ます 。 何 ん だ か 矢 忠 、 生 存 し に くい 感じ を し て 居 ま 
す が 、 未 「 ア ゴ の 運 ] に 行か な いか ら 死 な な いで すむ だ ろ 一 
と 思ひ ます 。 家族 の も の も る 皆 達 者 で す 。 

僕 は 今年 遊ん で 居る きり 、 何 も し ませ ん 。 

張 天 翼 の 小説 は 余り 酒 落す ぎる か ら 読 者 に 反感 を 呼び 起す 
惑 れ が ある と 思ひ ます 。 併 し 一 度 訳す る と 原文 の 護 味 が 減っ 
て 仕舞 か る 知り ませ ん 。 

迅 拝 八 月 九 日 夜 
増田 兄 
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[ 译 文 〕 

拜 启 : 四 日 惠 函 今日 替 悉 。 令 祖母 白 世 是 令 人 悲痛 的 事 。 但 
她 已 八 十 八 岁 , 确 是 高 寿 ， 即 使 在 世 , 生活 也 将 是 够 困难 的 罢 。 

上 海 的 暑热 , 一 周 前 是 九 十 五 、 六 度 , 最 近 是 八 十 七 . 八 度 ， 
有 时 还 要 高 些 。 我 的 岩 子 也 时 消 时 更， 毕竟 总 是 有 生存 困难 之 
感 , 不 过 我 想 还 未 交 “ 颇 运 ”, 不 至 于 死 罢 。 帘 中 均 好 。 

我 今年 只 是 玩 , 什么 也 没有 干 。 

张 天 经 的 小 说 过 于 该 谐 ， 恺 会 引起 读者 的 反感 ， 但 一 经 淹 
译 , 原文 的 讨 大 味 也 许 就 减少 了 。 

迅 ” 拜 八 月 九 日 夜 

增 田 兄 


17 致 增 田 涉 


増田 兄 : 

九 月 二 十 七 日 の 手紙 は 拝見 致し まし た 、 絵 と 一 所 に 。 交際 
上 の 礼儀 と し て は ほめ な けれ ば な ら な い が 併 し 実に 言 へ ば 其 
の 絵 は う まく な いで す 。 

支那 の 「 ユ ー モ アァ 」 と 云 ふ 事 は 難問 題 で す 、「 ユ ー モ アァ 」 
は 本 来 、 支 那 の も の で な いか ら 。 西 洋 の 言葉 で 世の中 の あら 
ゆる も の を 一 括 し よ 一 と 云 ふ る 考 へ に 中 毒 き れ た か ら 本 屋 が そ 
ん な る の を 出す 様 に な っ た の で し ょ 一 。 し か ら ば い ゝ 加減 に 
訳し て や る 外 仕 様 が あり ませ ん 。 
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私 の 小説 全部 が 井上 紅梅 氏 に 訳 さ れ て 十 月 中 改造 荘 か ら 出 
版 す る そ を 一 で す 。 し か し 、 そ の 小説 と 「 ュ ユー モア 」 と を 読む 
る も の は 種類 が 進 ふ か ら か ま は な いで し ょ 一 。 

私 達三 人 は 九 月 中 まる 一 月 皆 な 病気 に か > り ま し た 。 加 い 
病気 で す が 矢 張 医 者 に か ゝ り ま し た 、 今 は 皆 な な ほっ て 居り 
ます 。 

二 三 日 前 、 三 閑 集 一 毅 送 り ひま し た が つま ら な いも の で す 。 
雑誌 是 は 六 変 圧迫 され て 居 ま す 。 草々 頓 首 

符 迅 十 月 二 日 


増田 兄 : 

九 月 二 十 七 日 信奉 悉 , 画 一 并 收 到 。 从 礼节 上 说 , 本 当 恭 维 
一 番 , 但 说 实话 , 此 画 并 不 高 明 。 

所 谓 中 国 的 “幽默 ”是 个 难题 ， 因 “幽默 ”本 非 中 国 的 东西 。 
也 许 是 书店 迷信 西洋 话 能 够 包罗 过 界 一切 , 才 想 出 版 这 种 书 , 你 
只 得 酌 量 选 译 , 别 无 他 法 。 

我 的 小 说 , 据说 已 全 部 由 井上 红 梅 氏 番 译 , 十 月 中 将 由 改造 
社 出 版 。 但 那些 小 说 和 “幽默 ”的 读者 并 非 同一 类 人 , 这 样 做 也 


无 关系 。 
九 月 同 , 我 们 三 个 人 整整 病 了 一 个 月 , 病 虽 不 重 , 也 看 了 医 
生 , 近 已 痊愈 。 


二 三 日 前 曾 寄 上 《三 闲 集 》 一 册 , 是 平淡 无 奇 的 东西 。 杂 志 
之 类 现 大 受 压 迫 。 草草 顿 首 
鲁 迅 十 月 二 日 
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18 致 增 田 涉 


拝啓 先日 十 月 廿 一 日 の 手紙 を いた ゞ き 今 日 は 十 一 月 三 日 
の 手紙 が つき まし た 。 今 に 注釈 し た も る の を 送り 帰し ます 。 

近頃 絵 は 退 学 し 番 訳 を ゃ っ て 居る 事 は 大 変 よ い 事 と 思ひ ま 
す 。 失 を いた さい た 時 に は 上 る ほめ て 上 げた か っ た が つく づ 
く 就 覧 の 揚 句 、 遂 に 攻撃 の 方 針 を 取り まし た 。 それ は 実に す 
まな い 事 、 し か る も 、 仕 方 の な い 事 で す 。 

井上 紅梅 氏 に 押 作 が 訳 さ れ た 事 は 僕 に る 意外 の 感 が し まし 
た 。 同氏 と 僕 と は 道 が な ちな ひま す 。 併 し 訳す と 云 ふ の だ か ら 
仕方 が あり ませ ん 。 先日 、 同 氏 の 『 酒 、 阿 片 、 麻 雀 』 と 云 ふ 
本 を 見 た ら 、 ぉ 一 一 層 候 嘆 し まし た 。 併 し も うぅ 訳し た の だ か 
ら 仕方 が あり ませ ん 。 今 日 『 改 造 』 に 出 た 広告 を も 拝見 し ま 
し た が 作者 は 非常 に えら < 書か れ て 居り ます 、 こ と れ も 、 民 嘆 
すべ き 事 で す 。 つ まり あな た の 書い た 『 某 値 』 は 広告 の つと 
め に な り ま し た 、 世 の 中 は どん な に 妙 な 事 で し ょ う 。 

僕 は 『 小 説 史 略 』 も る あぁ ぶな いと 思ふ 。 

僕 の 病気 は な は り ま し た が 小 供 は 不 相 変 病気 続き 、 今 の 佳 
居 は 北向 だ か ら 小 供 に 不適 当 か あか も 、 知 り ま せん 。 北 新書 局 は 
政府 か ら や め ら れる か も 知り ませ ん 、 そ 一 する と 僕 の 生活 に 
影響 し て 食 ふ 事 の 為 め に 他 の 所 に 行か な けれ ば な ら な い だ ろ 
う 。 然し これ る 転地 療養 に る な る 。 併 し それ は 来年 の 春 末 の 
事 で 当分 の 内 で は 不 相 変 、 こ と この ガラ ス 戸 に 対す る テー ブル ほ に 
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向っ て 腰掛 て 居り ます 。 草々 
世 上 十 一 月 七 日 D 夜 
增 田 兄 几 下 


[ 译 文 ] 

拜 启 ; 十 月 廿 一 日 信 日 前 奉 悉 , 十 一 月 三 日 信 今 日 也 收 到 。 
日 内 将 注释 奉 还 。 

你 近来 不 学 画 ， 专 做 翻译 工作 ， 我 以 为 很 好 。 收 到 你 的 画 
时 ， 虽 颇 想 加 以 赞美 ， 但 细 加 审阅 后 ， 便 采取 攻击 方针 ， 实 为 抱 
攻 , 但 也 是 无 法 的 事 。 

井上 红 梅 氏 翻译 拙 作 , 我 也 感到 意外 , 他 和 我 并 不 同道 。 但 
他 要 译 , 也 是 无 可 如 何 。 近 来 看 到 他 的 大 作 《 酒 . 政 片 .麻将 光 更 
令 人 慨叹 。 然 书 已 译 出 , 只 好 如 此 。 今 日 拜读 《改造 》 刊登 的 广 
告 , 作者 被 吹 得 很 了 不 起 , 也 可 慨叹 。 就 是 说 你 写 的 《 某 君 传 ?为 
广告 尽 了 义务 , 世事 是 怎样 的 微妙 啊 。 

我 感到 《小 说 史 略 》 也 是 危险 的 。 

我 的 病 已 痊愈 , 但 孩子 仍 不 断 生病 , 也 许 现在 住所 朝 北 , 对 
孩子 不 适宜 。 北 新 书局 可 能 被 政府 封闭 , 那 时 将 影响 我 的 生计 ， 
为 了 糊口 , 不 得 不 去 异乡 。 然 而 正 可 转 地 疗养 , 但 这 是 明年 春 末 
的 事 , 暂时 还 依旧 坐 在 这 玻璃 窗 下 的 桌子 前 面 。 草草 

迅 上 十 一 月 七 B 夜 
增 田 兄 几 下 
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奥様 , 大 変 御 無 沙汰 致し まし た 。 別に 忙し いと 云 ふ 訳 で る 
な い が 盆 稿 で ブラ ブラ し て 居る か ら と 一 云 ふ 結果 に な っ た の 
で す 。 大 音 、 僚 此 が 「 ド ロッ プス 」 を いた だ いて 其 の 内 容 を 
食べ て 仕舞 ひ 、 又 別 $ る の を 入れ て 又 食 べ て 仕舞 ひそ うぅ 云 ぉ . 風 
に 四 五 回 、 や り ま し た 。 俳 し 僕 は 今 に 御 礼 を 申し 上 げ ま す 。 
実に な まけ な も る の で す 、 御 免 下さ い 。 此 頃 、 何 か 書か うと 具 
る 思っ て 居り ます が 何 も る 書け ませ ん 。 政府 と 基 の 犬 達 に 鐘 詰 
(に され て 社会 と の 接触 は 殆 ん ど 出 来 ま せな ん だ 、 其 上 小 供 は 
病気 続き 。 住 は 北向 だ か ら 小 供 に 不適 当 か る 知り ませ ん 。 
併 し 転居 する 気 $ 出 ませ ん 。 来 年 の 春 頃 に 多 漂 流し よう か と 
も 思っ て 居り ます 。 が 、 そ れ も あ て に な ら な いか も 知り ませ 
ん 。 小 供 は 厄介 な ぁ も の だ 。 有 る と 色々 な 邪魔 を し ます 。 あ な 
た は どう 思ひ ます か ? 僕 は と の 頃 殆 ん ど 年 中 小 供 の 為 め に 寿 
走 し て 居り ます 。 併 し 既に うん だ の だ か な ら 矢 張り 育て な けれ 
ば 成り ませ ん 、 つ まり むく ひで すか ら 慎 怪 も る そ 一 な か っ た 。 
上 海 は 不 相 変 さびし い 、 内 山 書店 に は 漫談 は そう 振 は な い が 
景気 は 私 か ら 見 れ ば 、 ほ か の 店 より も よい 様 で す 、 老 板 る 忙 
し い 。 私 の 小説 は 井上 紅梅 氏 に 訳 き れ て 改造 社 か ら 出版 す る 
様 に な り ま し た 。 増田 君 は 医 る 意外 に うた れ だ た が 私 も 上 疾 る 意 


* 此 信 氟 《大 鲁迅 全 集 》(1937 年 6 月 日 本 改造 社 版 ) 第 七 卷 抄 存 。 
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外 で あり まし た 。 併 し 訳し た いと 云 る の だ か ら 私 も いか ん と 
は 云 へ ませ ん 。 と と に 於 いて 訳 き れ ま し た 。 あ な た も 販 度 二 
元 搾り 取ら れる だ ろ 一 が 私 の 罪 ど と 思 は な いで 下さ い 、 増 田 
君 が 早 く や っ た ら 善 い の に 。 支 那 に は 上 海 は 塞 く な り 、 北 京 
で は も う 寺 が 降っ た そう で す 。 東京 は 如何 が で すか ? 私 は 殆 
ん ど 東 京 の 天気 の 有 様 を も わす れ て 仕舞 ひま し た 。 御 主人 様 は 
まだ 子守 し て いま すか ? 何時 に 活動 し だ し ます か ? 私 る 子守 
を し て 居り ます 。 そ うす る と 御 互 に 山 ふ 事 が 出来 ませ ん 。 両 
方 と る 漂流 し 出し た ら 何 処 か に 有 時 ふ 様 に な る の で あり まし ょ 
5。 草々 頓 首 
乔 迅 十 一 月 土日 よる 一 時 


【 洋 文 〕 

夫人 : 久 朴 问候 。 虽 说 不 见得 太 忙 ， 但 日 子 白白 消磨 过 去 
了 ,也 就 成 了 这 个 结果 。 饿 鬼 收 到 的 水 果糖 ,早已 吃 光 , 盒子 装 进 
别 的 食品 , 也 吃 光 了 , 如 此 已 四 五 次 。 现 在 才 向 你 致谢 ， 实 在 太 
懒 , 尚 希 见谅 。 近 来 , 很 想 写 点 东西 , 可 什么 也 不 能 写 。 政 府 及 其 
磨 犬 , 把 我 们 封锁 起 来 , 几 与 社会 隔绝 。 加 以 孩子 连续 生病 , 也许 
寓所 朝 北 ， 对 孩子 不 适宜 罢 。 但 并 未 打算 迁居 。 说 不 定 明 春 还 
要 漂流 。 孩 子 是 个 累 歼 , 有 了 孩子 就 有 许多 麻烦 。 你 以 为 如 何 ? 
近来 我 几乎 终年 为 孩子 奔忙 。 但 既 已 生 下 , 就 要 抚育 。 换 言 之 ， 
这 是 报应 , 也 就 无 怨言 了 。 上 海 仍 寂寞 , 内 山 书 店 的 漫谈 不 太 热 
闹 了 , 但 我 看 , 生意 似乎 比 别 的 店铺 要 好 。 老 板 也 很 性 。 我 的 小 
说 已 被 井上 红 梅 氏 译 出 , 将 由 改造 社 出 版 , 使 增 田 兄 受 到 意外 的 
打击 , 我 也 甚 感 意外 。 既 然 别 人 要 翻译 , 我 也 不 能 说 不 行 。 就 这 
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样 译 出 来 了 。 你 一 定 两 面 受 责备 罢 。 请 你 不 要 认为 这 是 我 的 罪 
过 。 增 田 兄 早 点 译 出 来 就 好 了 。 在 中 国 , 上 海 已 转 冷 , 据说 北京 
已 下 雪 , 东京 如 何 ? 东京 的 气候 , 我 几乎 全 忘记 了 。 你 先生 还 是 
在 家 看 孩子 吗 ? 何 时 才 出 去 活动 ? 我 也 是 在 家 看 孩子 。 这 样 彼 
此 也 就 不 能 见面 了 。 倘 使 双方 都 出 来 漂流 ， 也 许 会 在 某 地 相遇 
的 。 草 草 頼 首 

鲁 迅 十 一 月 七 日 夜 一 时 


20 和 致 内 山 完 造 


振 刻 十 一 月 十 一 日 展 上海 より 出発 し て 一 路 平安 。 列 車 は 
天津 附近 に て 二 時 間 程 立 往生 し まし た けれ ども る 系 角 十 三 日 午 
後 二 時 頃 北 京 に つき まし た 。 家 に 帰 へ た の は 二 時 半 で す 。 

母親 は も う 先 より よく な っ て 居り ます 。 蔵 し 年 寄 だ か ら 血 
液 が 少な く な り 其 の 上 胃 が わ る く な る と 直ちに 衰弱 し ます 。 
と ゝ の 同仁 医院 に 塩沢 博士 が いら し ゃ る の だ か ら 明 日 診察 を 
作 ふ て 養生 の 方 法 を うか が へ ば それ で 僕 の 用 は 済む わけ で 
す 。 

押 贈 与 下 さっ た 蒲 団 を 母親 に 差し あげ まし た 、 非 常に よろ 
と ん で 厚く 御礼 を 申し 上 げ る 様 に と 云 ひ まし た か ら 謀 ん で 伝 
言 致 し ます 。 

私 は 汽車 の な か に よく 食 ひ 、 よ く 睡 むり まし た か ら 極 く 元 
気 に な っ て 居り ます 。 草々 

鲁 迅 十 一 月 十 三 变 
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内 出 先生 几 下 
奥様 に よろ し く 


[ 译 文 】 

拜 启 : 十 一 月 十 一 日 晨 自 上 海 动身 , 一 路 平安 。 列 年 在 天津 
附近 停车 两 小 时 ， 不 过 总 算 在 十 三 日 下 午 二 时 许 抵 北京 。 到 家 
已 两 点 半 了 。 

母亲 已 较 先 前 好 些 。 不 过 ， 由 于 年 迈 血 亏 ， 加 上 胃病 一 发 
作 , 就 立即 衰弱 下 来 。 好 在 盐 泽 博士 就 在 这 里 的 同仁 医院 , 明天 
托 他 看 一 下 , 请 教 些 养生 之 法 , 做 人 的 任务 就 算 完 

惠 赠 的 被 子 已 交 母 亲 , 她 非常 喜欢 , 要 我 代为 致谢 。 

我 在 火车 上 吃 得 好 , 睡 得 好 , 精神 基 佳 。 草草 

和 鲁 迅 士 一 月 十 三 夜 
内 山 先 生 几 下 
含 夫人 祈 代 侯 。 
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拝 友 先月 の 十 日 頃 に 北京 へ 一 度 行 きま し た 、 母 親 が 重病 
だ と 云 ふ 電報 を 受け 取っ た か ら 。 帰っ て 医者 に 聞い て 見 た ら 
胃 加 答 児 で 大 丈夫 だ と 云 ふ 、 そ と で 五 太 回 の 通 弁 の 役 を つと 
め て 又 上 海 へ も どり まし た 。- 上 海 へ 帰っ た ら 双 も と の 通り ど 


* ”此 信 据 《大 鲁迅 全 集 ? 第 七 卷 抄 存 。 
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た ご た し て 居り ます 。 母親 は 無論 $ も う よ く な っ て 今 は 超 き て 
居る そう で す 。 北京 は 四 年 前 た そう 変り 有り ませ ん 、 窪 き は 
そう ひど くも る ない が 何 ん だ か 人 に きび し い 感 じ を 与 へ ます 。 
手紙 を 書く 時 に 使 ふ 箋 紙 を 買っ て 来 、 二 逢 を 内 山 老 版 に 頼ん 
で 送り まし た 、 歌 を 書く に 丁度 よい と 思ひ まし た か ら 、 到 達 
し た か 知ら ? 正路 君 に 送る 可 き 玩具 を も 気 を 附け て 居 ま し た 
が 適当 な も る の を 見 つか り ま せん で し た 、 別 に よい 機会 を 狙 ひ 
ませ う 。 上 海 に 帰っ た ら 御 手紙 を いた だ きま し た 。 有 吾 う 存 
じ ま す 。 井上 紅梅 氏 か ら は 其 の 訳し た 抽 作 を 一 肝 く れ ま し 
た 。 上海 は 未だ そう ぅ 窪 く な い 。 私 は 北京 に 十 玉 日 居 、 五 回 の 
苗 説 を や り 、 教 授 達 に 順 る に くま れ ま し た 。 併 し か ら だ は 達 
者 で す 。 あ な た が た 一 - 家 の 健康 を 祈り ます 。 草々 
重 迅 十 二 月 十五夜 

山本 初 枝 夫 人 几 下 


[ 译 文 ] 

拜 户 ， 上 月 十 日 前 后 ， 接 到 母 病 重 的 电报 ， 到 北京 去 了 一 
赵 。 回 去 问 医生 , 说 是 患 胃炎 , 并 不 要 紧 ， 于 是 我 当 了 五 六 次 翻 
译 后 ， 回 到 上 海 。 返 上 海 后 ， 又 依然 如 故 ， 忙 忙乱 乱 。 母 亲 的 
病 , 已 经 竣 愈 ,据说 现 已 起 床 走动 了 。 北 京 同 四 年 前 无 大 变化 ， 
虽 不 太 冷 ， 却 给 人 以 肃杀 之 感 。 买 来 写 信用 的 笑 纸 ， 已 托 内 山 
老板 送 上 两 盒 ， 想 来 你 正 可 用 来 写 诗 歌 ， 未 知 到 达 否 ? 也 普 留 
意 想 买 些 玩 具 送 给 正路 君 , 但 没 看 到 合适 的 , 只 好 再 候 别 的 好 机 
会 了 。 回 到 上 海 就 接 到 你 的 来 信 ， 谢 谢 。 井 上 红 梅 氏 送 了 我 一 
本 他 翻译 的 拙 作 。 上 海 还 不 太 冷 。 我 在 北京 呆 了 十 六 天 ， 作 了 
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五 次 讲演 , 颇 受 教授 们 的 异 恶 。 但 是 身体 很 好 。 祝 全 家 健康 。 
草草 

鲁 迅 十 二 月 十 五 夜 
山本 初 枝 夫人 几 下 


22 致 增 田 涉 


拝啓, 十 日 の 御手 紙 は 今日 拝見 致し まし た 、 質 問 を ば 今 に 
送 帰 し ます 。 

『 ュ ー モ そ モア 』 の 部 数 は 実に 余り 少な いで す 、 時 は 不景気 で 
人 々 は も う 「 ユ ュー モア 」 な ど を 読む 暇 を 持た に ない 為 だ ろ 一 と 
思ひ ます 。 

僕 は 母親 の 病気 の 為 め に 先月 一 度 北京 へ 行き まし た 、 二 週 
間 立 つと 病気 が 直り まし た か ら 双 上海 へ も どり まし た 、 ス チ 
ー ム は も る う 通 っ て 居 ま す が 併 し 天気 は 未 そう 寒く な い 。 秋 か 
ら 小 供 が 時 々 病気 に か ゝ っ て 困り まし た 。 今にも 尚 薬 を の ま 
し て 居 ま す 、 腸 カタ ル が 慢性 に な っ た らし い 。 今 の 入居 は 空 
気 は そう 悪く な い が 太 陽 が 中 入ら な いか ら 大 変 よ く な いと 思 
ひま す 。 来年 少し く あ た ゝ っ か く な っ ら 転 居 で も し よー か と 居 
っ て 居 ま す 。 

井上 氏 訳 の 『 筆 迅 全 集 』 が 出版 し て 上 海 に 到着 し まし た 、 
訳 首 か ら も 僕 に 一 嘆く れ ま し た 、 ち ょ っ と 開け て 見 る と 其 誤 
訳 の 多 に 頑 き まし た 。 あ な た と 佐藤 先生 の 訳し た も る の を も る 対 
照 し な か っ た らし い 、 実 に ひど いや りか た だ と 思ひ ます 。 


一 无 三 二 年 1121 





徹 家 疾 一 同 の 羊 福 を 祈り ます 。 草々 頓 首 
鲁 迅 上 十 二 月 十 九 衣 
增 田 兄 


親 是 交 門 、 五 百年 決 非 穫 配 = この 親類 は 相互 に 親類 に な っ 
り 、 五 百年 前 か ら 決め た も る の で 決し て 誤っ て 配合 し た の で は 
な い ( 謗 語 に 「 夫 婦 に な る の は 五 百年 前 の 線 (因果 ) か ら 、 
な る の だ 」 と 云 ふ る の が ある か ら 判 語 に そ 一 云 る の で す ) 。 

以 愛 以 愛 、 伊 父母 自作 水 人 愛子 ( 或 は 女 ) の 結婚 か ら 愛 
女 ( 或 は 子 ) の 結婚 と な り 彼 等 の 両親 自分 が 中 人 に な っ た の 
js 

非 親 是 親 、 我 官 府 林 為 月 老 三 親類 に な る 答 じ ゃ な い の に 親 
類 に な り ま し た 、 我 役人 が 先 づ 中 人 に な り ま し ゃ う 。 


[ 译 文 ] 

拜 启 : 十 日 惠 函 今日 奉 悉 , 所 询问 题 即 奉 复 。 

《幽默 》 印 数 ， 确 实 太 少 , 我 想 是 因 在 不 景气 时 期 ， 人 们 已 元 
肯 读 “幽默 ”的 东西 了 。 

我 为 家 母 病 曾 于 上 月 去 北京 一 趟 , 住 了 两 星期 , 家 和 母 病 已 着 
您 ,我 又 回 上 海 。 目 前 暖气 已 开放 ,但 天 气 还 不 怎样 冷 。 入 秋 以 
来 , 孩子 常常 生病 , 令 人 操心 , 至 今 仍 让 他 服药 , 肠炎 似 已 变 成 悍 
性 。 现 在 我 的 住所 空气 虽 不 太 坏 , 但 阴 光 照 不 进 屋 , 視 不 好 。 侯 
来 年 稍 暖和 时 , 拟 即 搬家 。 

井上 氏 所 译 《 和 鲁迅 全 集 》 已 出 版 , 送 到 上 海 来 了 。 译 者 也 中 
我 一 册 。 但 略 一 翻阅 , 颇 惊 其 误 译 之 多 , 他 似 未 参照 你 和 佐 蔷 先 
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生 所 译 的 。 我 觉得 那 种 做 法 , 实在 太 荒唐 了 。 
祝 阁 府 康 福 。 草草 顿 首 
鲁 迅 上 十 二 月 十 九 夜 
增 田 兄 


亲 是 交 门 , 五 百年 决 非 错 配 = 这 门 亲 事 是 亲 上 加 亲 , 五 百年 
前 所 定 , 决 不 是 错误 的 配合 (谚语 有 :五 百年 前 缘 ( 因 果 ) 成 夫妻 。 
故 判 词 才 这 么 说 的 )。 

以 爱 及 爱 , 伊 父母 自作 冰 人 = 爱 子 (或 女 ) 的 婚姻 变 成 了 爱 
女 ( 或 子 ) 的 婚姻 ,他们 的 双亲 自己 当 了 媒人 。 

非 亲 是 亲 , 我 官府 权 为 月 老 三 本 不 能 成 为 亲 感 而 变 成 亲 威 ， 
我 这 个 官员 就 充当 媒人 轻 。 


23 致 山本 初枝 * 


拝啓 久しく 御 無 沙汰 致し ま し た 、 実 に 済み ませ ん 。 何 うし 
た の か 近頃 は 忙し く て 落着 きま ん 。 子供 の 胃腸 病 は 癒 っ て 来 
まし た けれ ども 横着 で 仕事 の 邪魔 を し ます 。 和 殺 処 か 一 室 を か 
り て 毎日 三 四 時 間 あ そこ と に 行っ て 勉強 し よう と る 思 っ て 居 ま 
すけ れ ど 。 正 月 に 盗難 に 過 ふ た と 存じ まし た 。 実 に 気の毒 な 
事 で す 。 私 な ん か の 手紙 な ど は 何等 の 価値 も な いか ら 、 ど う 
で も よい 、 ぬ すん で 行っ て 出し て 見 た ら 財 度 大 に 門 っ た で し 
ゃ う 。 と れ も 実 に 気の毒 な 事 で す 。 増 田 君 な ふら 手紙 が 来 ま し 
た 、 も う 5 東京 に 出 て 来 ま し た 、 併 し 『 世 界 = ユ 一 モ ァ 全集 』 の 
拠 訳 は 失敗 し た よー で す 。 先日 、 改造 社 か ら 特 派 し て 来 た 木 
村 毅 氏 と 過 っ て 基 の 本 の ぅ れる 数 を 聞い た ら 二 干 部 で 訳者 の 
収入 は 約 二 百 円 だ と 云 ふ 。、 つ まり 原稿 紙 一 - 枚 は 一 円 に も な ら 
な い の で す 。 先月 の 未 に は Shaw が 上 海 に 来 た の だ か ら 一 抄 
し ま し た 。 私 も 過 っ て 互 に 一 言 づ つ 云 ひま し た 。 写真 も 取っ 


* 此 信 据 《大 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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て 居 た の で 一 週間 の 後に 送り 上 げ ま す 、 今 に は も 5 東京 に 居 
り ま すか ら 矢 張 歓 迎 会 な ど を や っ て 居る で せ うぅ 。 液 は 行っ て 
見 まし た か ? 私 は 実に 風 来 の よい 老人 だ と 思ふ 。 上 海 は 不 相 
変 寂 窒 た る も る の 、 謡 言 も 多い 。 私 は 去年 の 末 に は 今年 の 二 月 
まで 中 篇 小 篇 一 つ 書き 上 げ な けれ ば な らん と 思っ て 居 ま し た 
が 三 月 に な っ た ら ま だ 一 字 も か きま せん 。 毎日 ぶら ぶら 、 そ 
.5 し て 五 月 交 い 雑務 る ぉ 多い か ら 遂 に 何 の 成 績 も あり ませ ん 。 
俳 し 変名 し て 社会 に 対す る 批評 を ば 随分 書き まし た 。 も 3 ぅ 私 
で ある と 云 ふ 事 が 人 に 発見 され た の だ か ら 今 に は 攻撃 され て 
る 最 中 、 俳 し それ は どう で も よい 事 で す 。 桜の 咲く 時 節 る 来 
る 様 だ 、 が 、 東 京 に は 緊張 し て る で し ゃ うぅ う 、 世 の 中 は 中 々 お 
だ や か に な ら な いら し い 。 併 し 御 養 生 する 様 望み ます 。 
草々 

和 鲁 迅 三 月 一 日 . 夜 
山本 初 枝 夫 人 几 下 


[ 译 文 】 

拜 启 : 久 貴 回 候 , 实在 抱 其。 不 知 何 故 , 近来 很 忙 , 安定 不 下 
来 。 孩 子 的 肠胃 病 虽 已 痊愈 , 但 还 麻 人 , 影响 工作 。 真 想 在 那儿 
赁 间 房 子 ， 每 天 到 那里 用 功 三 四 小 时 。 据 说 你 在 正月 里 遇 资 。 
实在 是 不 幸 的 事 。 我 的 信 札 之 类 并 无 什么 价值 , 随 它 去 好 了 , 偷 
去 的 人 看 了 , 定 会 大 为 恼怒 的 ,于 他 也 确 是 不 幸 的 事 。 增 田 君 有 
信和 来 , 说 他 已 到 东京 , 但 《世界 幽默 全 集 》 的 翻译 ， 似 乎 失败 了 。 
日 前 見 政 造 社 特 地 派 来 的 木村 毅 氏 , 问 及 那 本 书 的 销路 , 据 他 说 
有 两 千 部 , 译 者 的 收入 约 两 百 圆 , 即 每 张 稿 纸 所 得 不 足 一 贺 。 上 
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月 底 Shaw 来 上 海 , 曾 履 动 一 时 。 我 也 见 了 他 , 彼此 略 谈 了 谈 。 
还 照 了 相 , 一 周 后 寄 上 。 他 现在 已 在 东京 , 大 概 也 要 开 欢 迎 会 之 
类 的 罢 ， 你 去 看 了 吗 ? 我 觉得 他 是 位 类 有 风采 的 老人 。 上 海 仍 
疲 寞 , 谣言 也 多 。 去 年 底 , 我 本 想 在 今年 二 月 以 前 写 出 一 个 中 篇 
或 短篇 , 但 现 已 是 三 月 , 还 一 字 未 写 。 每 天 闲 着 , 加 上 讨厌 的 杂 
务 也 多 , 以 致 毫 无 成 绩 。 不 过 , 用 化 名 写 了 不 少 对 社会 的 批评 。 
这 些 化 名 已 被 发 现 是 我 , 正 遭 攻击 , 但 亦 听 之 。 快 到 袖 花 盛开 的 
季节 了 ， 不 过 东京 也 很 紧张 罢 。 这 个 世界 似乎 难以 安宁 。 幸 自 
珍重 。 草草 
和 鲁 迅 三 月 一 日 夜 

山本 初 枝 夫人 几 下 


24 致 增 田 涉 


二 月 十 七 日 の 御手 紙 は と くに 到着 し た の だ が 世の中 は 何 ん 
だ か お だ や か で な いか ら 僕 まで も 忙し く な り 、 あ ぶな か し く 
な り 其 の 上 子供 は 騒ぐ で か ら 返 事 を 遂に 今 ま で 引 延 ば し た 、 実 
(と 済ま な い 事 で す 。 

佐藤 先生 に 非常 に 感謝 し ます 、 面 会 し た ら 此 の 微 意 を 伝 は 
て 下さ い 、 僕 $ 何 か の 創作 を 書き た いけ れ ど も る 支那 の 今 の 
よー な 有 様 で は どう も 駄目 らし い 。 此 頃 は 社会 の 要求 を 応じ 
て 短評 を 書い て 居 ま す が 其 の 為 め に 益々 不 自由 に な りき ます 。 
併 し 勢 、 こ と 一 な ら な けれ ば な ら な いと 成っ た の だ か ら 、 仕 様 
な が ない です 。 去 年 は 北京 に 行っ て 暫く や すもう と 思ひ まし た 
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が 今 の 有 様 を 見 れ ば それ も る 駄目 だ ろ 一 。 

高明 君 は 実に 言 へ ば 文字 通り で は な い の で す 。 一 時 は 願 る 
書き まし た が 、 此 頃 は 殆 ん ど わ すら れ て 居 ま す 。 若 し 佐藤 先 
生 の 作 が 紫 の 人 に 訳 き れ た ら 或 は その 不幸 は 私 の 井上 紅梅 氏 
と 過 ふ 事 より も 以上 だ ろ 一 と 思ひ ます 。 

文化 月 報 若 し 出版 し た ら 、 す で 送り ます が 併 し 第 二 号 は や 
られ る か も 知り ませ ん 。 

Shaw が 上 海 へ 来 て 一 騒 し た 、 改 造 社 か ら は 木村 毅 氏 を 特 
派 し て 上 海 ま で 来 た の だ か ら 沢 山 文章 を 書い た の だ ろ 一 。 改 
造 社 は 特 刊 を 出す つる り そ 一 で す 。 し か し 、 僕 と 木村 氏 が 行 
か な っ た 前 に S は 宋 慶 齢 女史 ( 孫 逸 仙 夫 人 ) と の 談話 は も 
う 随 分 有 っ た そ 一 で 其 の 筆記 は 三 月 分 の 『 論 語 』 (上 海 の 
「 ュ ユー モア 」 雑誌 だ が 、 中 々 ユー モア で な いも の ) に で ま 
す 。 出版 し た ら た ゞ さち に 送り ます か ら 改 造 社 に 聞い て 流 か ら 
訳し て 其 の 特 刊 に の っ た らち どう で すか 。 

倍 上 海 は 段々 を あ も た ゝ か く な り 、 私 ども は まつ づ 不 相 変 無事 で 
す 、 は ほか の 所 へ 行く 計画 も あり ませ ん 。 若 し あな た が いら し 
ゃ る な ら 過 へ ます 。 

地質 清水 様 と は ぉ 一 活動 写真 屋 で 一 度 過 ひま し た 。 草々 

备 迄 三 月 一 日 の 夜 


FI 





増田 渉 兄 へ 


[ 译 文 ] 
二 月 十 七 日 惠 函 星 已 收 到 。 世 间 似 乎 不 安宁 ， 连 我 也 忙碌 
而 危险 起 来 , 加 以 孩子 捣乱 , 致 将 复 信 拖延 至 今 , 甚 式 。 
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非常 感谢 佐 苹 先生 , 你 遇 到 他 时 , 祈 代 转 此 微 意 。 我 虽 也 想 
写 些 创作 , 但 以 中 国 现状 看 来 ,无 法 写 。 最 近 适 应 社会 的 需要， 
写 了 些 短评 , 因此 更 不 自由 了 。 但 时 势 所 迫 , 不 得 不 如 此 , 也 无 
可 如 何 。 去 年 曾 想 去 北京 暂 软 , 看 现在 这 情况 ， 恐 司 又 不 成 了 。 

关于 高 明君 , 其 实 并 不 象 他 的 名 字 那 样 , 虽 曾 一 度 写 过 不 少 
东西 ,但 此 刻 几 乎 都 被 遗忘 了 。 我 想 佐 了 芯 先 生 的 作品 , 億 由 他 廊 
译 , 其 不 幸 怕 在 我 直到 井上 红 梅 氏 之 上 黑 。 

《文化 月 报 》 如 出 版 , 当即 奉 寄 , 但 第 二 期 也 许 就 被 禁 掉 。 

Shaw 到 了 上 海 ， 引 起 一 阵 缘 动 。 改 造 社 特派 木村 扫 氏 来 
沪 ， 大 概 写 了 很 多 文章 办 。 据 说 改造 社 准备 出 个 特刊 。 不 过 在 
我 和 木村 氏 未 去 前 ，S 已 与 宋庆龄 女士 ( 孙 逸 仙 夫 人 ) 谈 了 许多 
话 , 记录 将 在 三 月 号 《论语 》( 上 海 的 “幽默 杂志, 其 实 并 不 幽 黑 ) 
上 刊载 , 出 版 后 当即 奉 寄 。 请 去 问 一 下 改造 社 , 由 你 译 出 登 在 他 
们 的 特刊 上 , 如 何 ? 

上 海 新 暖 , 我 们 仍 平安 , 没有 打算 到 别处 去 , 你 如 来 沪 , 当 可 
晤 面 。 

地 质 学 家 清水 先生 , 已 在 电影 院 中 见 过 一 面 。 草草 

年 迅 三 月 一 日 夜 





増田 渉 兄 


25 致 山 本 初枝 * 


拝 刻 御手 紙 を 戴き まき し た 、 玩 具 二 つも る 遠く に 。 正 路 君 に 
感謝 し ます 。 あ の 可愛 らし い ハ モニ カ (〈? ) を ば 子供 に や 5 今 
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で も 時 々 吹い て 居り ます が 、 ョ ー ョ ー は 決 収 し て 仕舞 ひま し 
た 。 其 れ は 海 盟 自 分 は 未だ と れ を 遊ぶ 能力 が な くっ て 僕 に や 
らし て 見 る お それ が あ る か ら で す 。 写 真 に つい て は 御 仰 る 通 
り です 。 ショ ウ と の 一 枚 は 実に 自分 の セイ の 低い 事 に 着 が さ 
わり ます が 仕方 が も う あ り ま せん 。 改 造 $ 読 み ま し た が 荒木 
様 の 文章 の 上 半 は よい と 思ひ ます 。 野 口 様 の 文章 の 中 に ショ 
ー は 可哀想 な 人 間 だ と 云 ふ の も 泌 で す 、 そ の 世界 漫遊 の 有 欄 
を 見 る と 漫遊 する ど と ろか まっ た く 苦 し み を 仕込 ん で 居る 様 
で す 。 併 し 彼 に 対す る 批評 は 日 本 の 方 が 善 か っ た 、 支 那 に は 
恵 口 屋 が 多い か ら 願 る ぶつ ぶつ 云っ て 居 ま す 。 僕 る 一 所 に 写 
真 を 取っ た 御 薩 で 悪く 云 は れ て 居 ま す 。 併 し それ は どう で も 
よい 事 、 慣 れ た の で すか ら 。 僕 も 時 々 日 本 を 見 た いと 思ひ まき 
す が 招 待 き れる 事 は きら ひで す 。 角 補 に つか れる 専 $ き ら 
ひ 、 只 二 三 の 知人 と 歩き た いと 思ひ ます 。 田舎 で 成長 し た の 
だ か ら 何 だ か 矢 張り 西洋 式 の 招待 会 と か 歓迎 会 と か きら ひま 
す 。 それは 丁度 画 師 が 野外 写生 に 行っ て 見 物 人 に か と まれ て 
仕舞 様 ど と 思ひ ます 。 今 まで 住ん で 居 た アパ ー ト が 北向 の せ 
いか し ら 家 の 人 が どう も 病気 が 多い 。 今度 は 別に 南 向 の 家 を 
借 込 ん だ か ら 一 週間 の 内 に 移り ます 。 それは 和 干 愛里 の 側 の 5 
し ろ に 、 大 陸 新 村 と 云 ふ 所 が ある で し ょ うぅ 。 あ そ と で す 。 内 
山 書 店 と る 遼 く あり ませ ん 。 先 月 、 改造 社 の 木村 様 に 遇 ひ 
『 支 那 二 一 所 了 人 全集 」 の 原稿 料 を 聞い た ら ま あぁ 二 百 円 位 だ ら 
う と 云 ふ る 。 そ ん な ら 増 田 君 も 随分 無駄 呈 折 を し た と 思ふ 。 シ 


* ”此 信 据 《大 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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ョ ー に 関す る 材料 を 送っ た ら 井 上 紅梅 が も ぅ 翻訳 し て 改造 社 
に 持っ て 行っ た さき うぅ で す 、 僕 は も うぅ 少し 鋭敏 に や ら ね ば な ら 
ん と 思ひ ます 。 草々 

管 迅 上 四 月 一 日 
山本 夫人 几 下 


[译文] 

拜 启 : 惠 函 奉 悉 , 玩具 两 件 亦 早已 收 到 。 谢 谢 正 路 君 。 那 个 
可 爱 的 口琴 已 给 孩子 ,现在 常 吹 。 只 是 那个 “ 摇 摇 ” 则 已 没收 。 海 
竖 自己 还 不 能 玩 , 丽 怕 要 我 玩 给 他 看 之 故 也 。 关 于 照片 , 你 说 得 
很 对 。 与 菇 合照 的 一 张 , 我 自己 太 矮 , 实在 叫 人 生气 , 不 过 也 无 
办 法 。《 改 造 》 已 读 过 ,荒木 兄 的 文章 上 半 部 很 好 。 野 口 兄 的 文 
章 中 说 菇 是 个 可 怜 的 人 , 也 有 道理 。 只 消 看 看 这 样 的 漫游 世界 ， 
那里 是 什么 漫游 , 简直 是 自 讨 苦 号 似 的。 不 过 对 他 的 批评 , 还 是 
日 本 方面 的 好 。 在 中 国 ， 好 损人 的 家 伙 多 ， 坏 话 不 少 。 我 只 因 
合照 了 张 相 , 也 沾 光 被 器 了 一 通 。 好 在 也 习惯 了 , 听 他 们 的 便 好 
了 。 我 也 常 想 看 看 日 本 ， 但 不 喜欢 让 人 家 招待 。 也 讨厌 让 便衣 
钉 梢 , 只 想 同 两 三 位 知己 走 走 。 毕 竞 是 乡下 长 大 , 总 不 喜欢 西式 
的 招待 会 或 欢迎 会 ,好似 画 师 到 野外 写生 , 被 看 热闹 的 人 围 住 一 
样 。 过 去 ,也 许 我 们 的 写 所 朝 北 , 家 人 总 生病 。 这 回 另 外 租 了 一 
间 朝 南 的 房子 ,一周 内 就 可 迁 去 。 在 千 爱 里 劳 边 的 后 面 , 不 是 有 
个 大 陆 新 村 吗 ， 房 子 就 在 那里 ， 离 内 山 书 店 也 不 远 。 上 月 遇见 
改造 社 的 木村 先生 , 问 及 《中 国 幽 黑 全 集 ? 的 稿费 事 , 据 他 说 大 概 
两 百 贺 左右。 那么 ， 增 田 君 未 免 枉 费 工夫 。 我 已 寄 去 有 关注 的 
材料 ， 听 说 并 上 红 梅 已 译 好 交 给 改造 社 了 。 我 觉得 我 应 该 更 锐 





山本 夫人 几 下 


26 致 增 田 涉 


拝啓 三 月 十 三 日 の 手紙 は 遠く に つき まし た 。 井 上 先生 の 
機 友 さき に は 実に 驚き まし た が 併 し 残念 な 事 だ 、 こ の 先生 は る 
う 阿 片 と か 麻将 と か の 紹介 を や め ま し て ほか の る の を や り だ 
すら し い 。 困っ た 事 で す 。 

上 海 の 新聞 社 に 仕事 を さがす に は どう も 駄目 らしい 、 東 京 
の 出版 所 と 特約 撰 稿 の 約束 が な けれ ば 生活 を 維持 する 吾 が 難 
し い だ ろ 一 と 思ひ ます 。 

北向 の 家 に 居 た 為 め か 、 ど ぅ も 子供 は 病気 が 多く て 困り ま 
す 。 今 度 は 南 向 の 家 に 引越 し ます 、 内 山 書 店 と ぁ る 遠く な い 。 北 
京 へ 帰ろ ーー と も 思ひ まし た が 併 し 当分 の 内 は 駄目 で し ょ うぅ 。 

液 に 二 つ の 事 を 頼み 申し ます 

一 、 三 銭 の 郵便 切手 を 十 枚 、 下 きい 。 

二 、 独 选 识 P. Gauguin: Noa Noa 一 - 冊 買っ て 下さ きい 、 古 
本 で も よい で す ( むし ろ 上 古本 の 方 で 沢山 で す ) 。 

私 は 不 相 変 応 ら ぶら 、 と れ か ら 勉 強し よ 一 と も 時 々 云 ひ まき 
す が 当 に も な る まい と 思ひ ます 。 草々 

箇 志 上 四 月 二 日 
增 田 兄 足下 


人 | 





[ 译 文 ) 

拜 启 ， 三 月 十 三 日 信 早 已 收 到 。 间 上 先生 的 机 敏 实在 令 人 
惊讶 , 但 很 遗憾 ; 这 位 先生 不 再 去 介绍 鸦片 和 麻将 , 似乎 要 做 别 
的 事 了 , 真 难 办 。 

我 想 , 在 上 海报 社 找事 做 , 无 论 如 何 是 行 不 通 的 ， 倘 不 和 东 
京 出 版 社 订 好 特约 扎 稿 , 生活 也 难以 维持 。 

或 因 住 所 朝 北 , 致 孩子 多 病 , 麻烦 。 这 次 要 撒 个 朝 南 的 房 
子 , 高 内 山 事 店 也 不 近 。 曽 想 去 北京 , 但 暂时 似乎 还 不 行 。 

拜托 你 两 件 事 ; 

一 .请 买 十 张 三 分 钱 的 邮票 寄 下 。 

二 ,请 买 一 本 德 译 P. Gauguin: 《Noa Noa》, 旧书 也 好 ( 旧 
书 也 就 够 了 )。 

我 仍 闲 居 ， 虽 也 常 说 今后 应 该 开始 用 功 ， 但 您 怕 还 是 靠 不 
住 。 草草 

鲁 迅 上 四 月 二 日 
增 田 兄 足 下 


27 和 致 内 山 嘉 吉 ” 


拝啓 随分 久しく 御 無 沙汰 致し まし た 。 先日 御手 紙 と 成城 

学園 生徒 の 木 刻 と を いた ゞ いて 有難 ふ 存 じ ま す 。 今日 別 封 に 

て 支那 の 信 等 十 数 枚 送 り ま し た 、 よ いも の で は 有り ませ ん が 
* ”此 信 据 《大 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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到着 し た ら 其 の 木 即 の 作者 に 上 げ て 下さ い 。 

支那 に は 木版 を 少し 実用 上 に ぉ ちい て 居り ます が 創作 木版 
と 言 ふ る の を 未だ 知っ て 居 ま せん 。 一 昨年 の 生徒 達 は 半分 は 
何 娘 か に 行き 半分 は 定 の 中 に は いて 居る か ら 発 展 は 有り ませ 
ん で し た 。 

私 共 は 今 迄 の 家 は 北向 で 子供 に よく な いか ら 一 週間 前 に 引 
越し まし た 。 ス コッ ト 路 で 不 相 変 内 山 書店 の 近所 で す 。 年 中 
子供 の 為 め に 忙し く て 、 考 ふる に あな た が た も 味 度 今年 は 随 
分 御 尼 し く な っ て いら し ゃ る で し ょ う 。 草々 頓 普 

管 馆 四 月 十 九 日 
内 出 嘉吉 兄 几 下 
奥様 に よろ し く 並 に 興 児 の 幸福 を 祝 し ます 。 


[译文 ] 

拜 启 ， 久 芯 问 候 。 日 前 收 到 惠 函 和 成 城 学 园 学 生 的 木刻 作 
品 , 谢谢 。 今 日 另 封 附 上 中 国信 租 十 余 张 , 虽 非 佳品 , 但 到 达 后 
尚 祈 转 给 这 些 木 刻 的 作者 。 

在 中 国 , 版 画 虽 略 有 实际 应 用 , 但 所 谓 创作 版 画 尚 无 所 知 。 
前 年 的 学 生 一 半 四 散 , 一 半 坐 补 , 因此 亦 无 发 展 。 

我 们 以 前 的 寅 所 朝 北 , 对 孩子 不 适宜 ,已 在 一 周 前 迁 至 施 高 
塔 路 , 仍 在 内 山 书 店 附近 。 终 年 为 孩子 忙碌 , 你们 今年 也 一 定 很 
忙 罢 。 草草 顿 首 

鲁 迅 四 月 十 九 日 

内 山 嘉 吉 兄 几 下 

问候 令 夫人 并 祝 婴 儿 幸 福 。 
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28 致 增 田 涉 


『 太 平 天 國 野 史 』 を 今日 内 山 老 板 に 頼ん で 送っ て 貰 ひ まし 
た 。 転居 し て か ら 南 向 で すか ら 小 供 に 少し く よ い 様 で す 、 成 
人 も る 不 相 変 元気 、 併 し こまかい 事 が 多く て 忙し いか ら 困 5 
ます 。 

僕 は 当分 の 内 、 上 海 に 居る で し ゃ う 。 併 し 小説 史 略 出版 に 
難色 が あり ます な ら や め た ら ど う で す 。 此 の 本 も も う 古 いし 
日 本 に も る 今 で は そん な 本 が 不 必要 だ ろ 一 。 草々 頓 首 

也 上 五 月 二 十 日 
増田 兄 足 下 


[译文 ] 
《太平 天 国 野史 》 今 日 托 内 山 老板 寄 上 。 迁 居 后 房子 朝 南 , 似 
对 孩子 好 些 , 大 人 也 健康 如 常 , 但 苦 的 是 忙于 过 多 的 琐事 。 
我 暂时 仍 住 上 海 《 小 说 史 略 》 如 难以 出 版 , 就 算 了 罢 , 如 何 ? 
此 书 已 旧 , 日 本 当前 似 亦 并 不 需要 这 种 书 。 草草 顿 首 
迅 上 五 月 二 十 日 
增 田 兄 足下 
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29 和 致 山本 初 枝 ” 


拝啓 御 写真 を いた だ いて 有難 ぅ 存じ ます 。『 明 日 』 第 中 
号 ぁ る 到着 し まし た 、 作 者 達 は 不 相 変 元気 で すね 。 上 海 は る 35 
暑く な り 連 が 沢山 出 て 時 々 僕 を 食 ひ 、 今 に も る 食 は れ て 居り ま 
す 。 そ うし て こそ ば に は 内 山 夫 人 か ら も ら っ た つつ ち ぢ が 咲い て 
居り ます 。 苦 中 に 楽 あ り と は と ん な 事 で し ょ うぅ 。 併 し 近頃 支 
那 式 フ ァ ッ ショ が は や り 始 め ま し た 。 知人 の 中 の 一 人 は 失 
足 、 一 人 は 暗殺 され まし た 。 ま だ 暗殺 され る 可 き 人 が 随分 あ 
る で し ょ うけ れ ど 兎 角 僕 は 今 ま で 生き て 居り ます 。 そ うぅ し て 
生き て 居る 内 に は 筆 で その ピス トル を 答 へ る で し ょ う 。 内 だ 
自由 に 内 山 書 店 へ 行っ て 漫談 する 事 が 出来 な く な っ た か ら 少 
し 弱り ます 。 行く 事 は 行き ます が 隔 日 一 度 に な り ま し た 。 将 
来 は な 座 で な けれ ば いけ な いか も 知れ ませ ん 。 併 し こん な 白色 
テロ は 駄目 で す 。 何時 か 又 よ す の で し ょ ぅ 5。 転居 し て か ら 小 
供 に は 随分 いい よ 5 で す 、 活 深 に な っ て 顔色 も る 黒く な り ま し 
た 。 井 上 紅梅 様 が 上 海 へ 来 ま し た 。 も うぅ 誠 る 酒 を 飲ん で る 様 
で す 。 草々 頓 首 

重 还 拝 星 大 月 廿 五 夜 
山本 夫人 几 下 


* ”此 信 据 《大 鲁迅 全 集 > 第 七 卷 抄 存 。 


[ 译 文 】 

拜 启 : 玉照 收 到 , 谢谢 。《 明 日 第 四 期 也 到 达 。 作 者 们 锐气 
如 故 。 上 海 已 热 , 蚊虫 颇 多 , 经 常 咬 我 , 现在 还 在 挨 咬 。 身 旁 内 
山 夫 人 送 给 我 的 杜鹃 正在 开花 。 这 也 许 就 是 所 谓 的 蔡 中 之 乐 。 
不 过 , 近来 中 国 式 的 法 西 斯 开始 流行 了 。 朋 友 中 已 有 一 人 失踪 ， 
一 人 得 暗杀 。 此 外 ,， 可 能 还 有 很 多 人 要 被 暗杀 ， 但 不 管 怎 么 说 ， 
我 还 活着 。 只 要 我 还 活着 , 就 要 拿 起 笔 , 去 回 敬 他 们 的 手枪 。 只 
是 不 能 自由 地 去 内 山 书店 漫谈 , 倒 有 些 不 好 办 。 去 还 是 去 的 , 不 
过 是 隔日 一 次 。 将 来 也 许 只 有 夜里 才能 去 。 但 是 ， 这 种 白色 入 
怖 也 无 用 。 总 有 一 天 会 停止 的 。 搬 家 后 孩子 似乎 很 好 , 很 活泼， 
肤色 也 变 黑 了 。 间 上 红 梅 先生 已 来 上 海 , 看 样子 喝 了 不 少 酒 。 
草草 顿 首 

鲁 迅 ”和 拜 星 六 月 廿 五 夜 
山本 夫人 几 下 


30 致 増田 小 


葉書 を 遠く 到着 し まし た 。 

この 頃 上 海 に 支那 式 の 白色 テロ が 流行 し 始め まし た 。 丁 陰 
女士 は 失 忠 し ( 或 は る ぅ 惨殺 され た と 云 ふ ) 、 柜 锥 夺 (民権 
同盟 幹事 ) は 暗殺 され まし た 。 「 ホ アイ ト ・ リ スト 」 の 中 に 
は 、 私 儀 $ 入 選 の 光栄 を 獲得 し て 居る そう だ が 更 角 尚 手紙 を 
書い て 居り ます 。 
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供 L 生 妆 世 居 召 上 颇 召 面倒 《 立信 上 思 祥 。 
井上 紅梅 君 は 上 海 に 来 て 居 ま す 。 と ん な テ ョ を 調べ て 伺か 
書く の で し ょ う 。 俳 し それ は 中 々 た や すく わか る る の で は な 
い 。 草々 頓 首 

洛 文 六 月 廿 五 夜 
增 田 兄 几 下 


一 、 残 议 。『 新 论 」 注 种 家中 刊本 为 5 、 壮 焉 上 是 倒 L 工 居 
る も る の も ある で し ょ う 。 『 小 説 史 略 』 の 方 は 或 る 類書 か ら 引 
いて 来 た の で すか ら 基 の 傍 に し た 方 が よい 。 

残 = 完 全 で な い 三 断片 』 姜 = こ ま ど ま な る る も の = (or) ど 
ちゃ まぜ た も の 。 

合 王 聚落 る or 会 する 。 

二 、 此 恒 遗 六 部 使 者 。 六部 使者 と は 幽 界 の 使者 で す 。 文 
中 の 「 此 」 と は 即ち 幽 界 を 指し て 居 ま す 。 俳 教 と 道教 と の 混 
血 児 で 備 経 に は 小乗 経典 に 出典 が ある か も 知ら ん が 読ん だ 事 
が な いか ら は っ きり 言 へ ませ ん 。 

週 国 行脚 の 僧 も ば 支那 で は 六部 と 云 ひ ませ ん 。 

三 、 劉 向 所 序 大 十 七 篇 中 、 巳 有 『 世 説 』 。 「 劉 向 の 序 ( 編 
四 の 次 育 も つけ る ) し た る 所 の 六 十 七 篇 の 中 に 既に 世 説 あ 
り 」 と 訳す 可 き も る の で し ょ うぅ う 。 

四 、 松 下 勤 風 。 あの 時 に 使っ た 『 世 説 新語 』 は も う 目 の 
前 に な いか ら 、 明 瞭 に 言 へ ませ ん が その 通 り に 残し て 下さ 
い 。 日 本 製 の 大 字典 は 魚 源 か ら 取 っ た ゞ さろ 一 が し か ちる 鮮 源 は 
中 々 あて に な り ま せん 。 
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番外 、 杂 糖 。 種々 な も の を 混雑 し て 炒 し た る の 、 負 の ま 
ゝ に 出 き な い 。 併 し 導 る と は 違い ます 。 炒 と は 鍋 に 少量 の 豚 
油 を 入れ て 惹 立 た あと に 材料 を 入れ 〆 で 二 三 十 度 迅 速 に 提 
動 し て 皿 に 入れ る 。 


A、 臨 川 人 湯 顕 祖 は 侯 奇 四 種 を 作り 皆 な 夢 に 関す る 事 を 材 
料 と す 。 だ か ら 一 般 に 『 玉 者 堂 四 夢 』 と 云 は れる 。『 地 郵 
夢 』 も 実は る と 『 郁 台 記 』 と 云っ た の で 後 人 が それ を 『…… 
夢 』 と し た の で す 。 

B、「 登 太 常 第 ] は 即ち 「 進 士 及 第 ] で す 。 直 訳す れ ば 
「 太 常 ( 簡 部 ) に 試験 を 受け て 第 に 登 ぽ た 」 の 事 で す 。 特 に 
「 太 常 」 と 書く の は 唐 の 始め に は 午 部 試験 を や っ た の で は 無 
か た か ら で す 。 或 は 進士 及 第 と 訳し た 方 が わか りや すい か る 
知れ ませ ん 。 

C、「 國 吊 奉 医 組 盤 水 ……」 それ は 文章 に 間 違 が あり ま 
す 。 陳 鴻 君 の 原 来 の 間 違 か 或 は 後 人 の 伝 抄 の 間 違 か 知り ませ 
ん けれ ど も 。 実 は 「 國 員 能 線 替 盤 水 加 創 ……」 と し な けれ ば 
な り ま せん 。 大 臣 が 罪人 に な っ た か ら 和 牛 の 毛 で 搾 へ た 組 
( 全線 ) で 線 の も の に 替 へ 、 盤 の 中 に 水 を 入れ 、 航 の 上 
に 剣 を 加 へ 、 其 れ を 捧 し て 帝 の 所 へ 行 て 「 何 卒 、 殺 し な き 
い 」 と 云 ふ そう だ 。 剣 は 自分 を 殺す 道具 、 盤 中 の 水 は 芝 が 自 

を 殺し た 後 、 御 手 を 洗 ふ に 使 か ひま す 。 攻 る 考 へ と ゞ いた 
礼 侵 で す 。 それ は 漢 の 礼 制 で 、 け れ ど も る 本当に 行 ふ た の で 
は 、 な いで し ょ う 5。 出 典 は 『 漢 書 』 の 『 量 錯 舘 』 の 注 に 有り 
ます 。 
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[ 译 文 】 

明信片 早已 收 到 。 

目前 上 海 巳 直 始 流行 中 国 式 的 白色 恐 術 。 丁 黄 女 士 失 忠 
(一 说 被 惨 杀 ), 杨 狂 氏 (民权 同盟 干事 ) 被 上 暗杀。 据闻 在 “扬名 
单 ” 中 ,我 也 荣获 入 选 , 而 我 总 算 还 在 写 信 。 

不 过 ,我 觉得 活着 也 够 麻烦 。 

井上 红 梅 君 到 上 海 来 , 调查 这 恐怖 事件 , 想 写 些 什么 罢 。 但 
这 是 很 难 了 解 到 的 。 草草 顿 首 

洛 文 六 月 廿 五 夜 

增 田 兄 几 下 


一 、 残 丛 。《 新 论 》 有 各 种 刊本 ,也 有 颐 倒 为 “ 丛 残 ”的 罢 。 
《小 说 史 略 ?是 从 某 类 书 引用 来 的 , 还 是 照旧 为 好 。 

残 = 残缺 = 断 片 ; 丛 = 细 的 或 杂 的 东西 。 

合 = 聚 合 or 会 合 。 

二 、 此 恒 遗 六 部 使 者 。 六 部 使 者 是 阴 界 的 使 者 文中 的 
“此 ”, 即 指 阴 界 , 是 佛教 与 道教 的 混血 儿 ，, 在 佛经 里 也 许 是 出 典 
于 小 乘 经 典 , 但 因 未 读 过 , 不 能 确 说 。 

回 国 行脚 僧 , 在 中 国 不 称 六 部 。 

三 、 刘 向 所 序 六 十 七 篇 中 ， 已 有 《 世 说 》。 可 译 为 “ 刘 向 所 
序 ( 定 编 次 ) 的 六 十 七 篇 里 面 ,已 经 有 了 《4 世 说 》。” 

四 、 松 下 劲 风 。 那 时 所 用 的 《 世 说 新 语 》， 手 头 没 有 ， 不 能 
说 清楚 ,只 能 按照 原样 。 日 本 编 的 大 字典 , 可 能 是 从 《 套 源 摘录 
的 , 而 《 秤 源 > 很 不 可 靠 。 
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另外 , 杂烩 。 是 混杂 种 种 原料 炒 的 。 并 不 连 锅 上 荣 , 炒 与 者 
不 同 , 炒 是 在 锅 里 放 少 量 猪 油 烧 热 再 加 原料 ,用 锅 铲 プ 迅速 拨 
弄 二 三 十 次 后 盛 在 盘 里 。 


A、 临 川 人 汤 显 祖 , 作 传 奇 四 种 , 均 以 梦 为 题材 。 所 以 一 般 
称 《 玉 若 堂 四 梦 》。《 邯 郸 梦 》 原 是 《邯郸 记 交 后 人 把 它 当 做 《……。 
梦 》 了 。 

B、“ 登 太 常 第 ”, 即 “ 进 士 及 第 ”。 直 译 是 “ 受 太 常 (礼部 ) 考 
试 及 第 ”， 特 别 写 作 “ 太 常 ”， 是 因为 唐 朝 初 期 没有 礼部 考试 。 或 


可 译 进 士 及 第 , 也 许 较 好 懂 。 
C.“ 国 忠 奉 特 组 盘 水 ……” 文 章 有 误 ， 不 知 系 陈 鸿 原 文 之 


误 ， 抑 或 是 后 人 传 抄 之 误 。 其 实 应 是 “ 国 忠 尾 缕 泰 盘 水 加 
剑 ……”。 据 云 大 臣 犯 罪 ,用 牛 毛 做 的 幼 代 莹 丝 做 的 强 ( 人 如- 绢 )， 
盘 中 盛 水 , 盘 上 摆 剑 , 捧 着 这 些 东西 , 走 到 皇帝 的 面前 , 说 “请 处 
决 罢 >。 剑 是 杀 自 己 的 武器 ， 盘 中 的 水 ,是 皇帝 在 处 决 大 臣 后 洗 
手 之 用 ， 是 想 得 颇 周到 的 礼仪 。 那 是 汉 朝 的 礼 制 ， 但 丽 并 未 真 
正 实行 。 出 典 见 《4 汉 书 。 晃 错 传 > 的 注 。 


31 致 增 田 涉 


七 月 四 日 の 手紙 いた ゞ きま し た 。- 上 海 の 寒暖 計 は 室内 七 十 
度 、 室 外 セ 十 世 衝 度 で す 。 大 作 の 絵 は 先 に 下さ っ た 南画 (? ) 
より 5 余 程 上 手 ど と 思ひ ます 、 御 宅 は 実に 善い 風景 な 処 に 在 る 
の で 何 し て そん な に 上 海 へ 行き た が て る の で し ょ 2 う 。 
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木の実 君 の 画像 を 見 れ ば 一 昨年 に いた ゞ さい た 写真 より 、 ず 
っ と 美しく な り ま し た と 思ひ ます 。 

併 し 基 の 「 支 那 の 史 さ ん 」 た る 海 興 婦 は いた づら で 泣き は 
し な い が さ わき ぎ ま す 、 幸 に 家 に そ 一 居 な いか ら 有 難い 事 、 写 
真 を ば 内 山 老 板 に た の ん で 出し まし た 、 昨 年 九 月 に うつ し た 
も の で 丸三 歳 の 時 の も ぁ の 、 併 し 一 番 新 ら し い 写 真 で す 、 其 後 
は 未 取 り ま せん 、 其 の 写真 と 一 所 に 本 二 肛 送り まし た に 、 つ ま 
ら な いも る の で 金 を 振ら へ る 為 め に 出版 し た の で す 。 有 又 『 支 那 
論壇 』 一 冊 、 其 中 に 丁 玲 の 事 が 書い て 有り ます 。 

丁 修 人 、 丁 休 人 も る 間 違 ひ 、 実 は 鷹 修 人 と 云 ふ る の で す 。 此 の 
人 、 十 年 前 杭州 の 湖畔 詩 社 と 云 ふ 文学 集団 の 一 員 、 詩 人 で 角 
て 「 丁 九 」 と 云 ふ 筆名 を 使 た 事 有 り 、「 丁 九 」 と 称す る の は 
書き 易い 為 め で す 。 

私 達 は 費 な 元気 で す 、 が 、 内 山 書 店 に は あま り 行 きま せ 
ん 。 漫談 の 出来 な い の は 、 残 念 だ けれ ども 、「 ピ スト ル 」 の 
た ま が あ た だ たま の 中 に 如 入 る と る う 一 賠 残念 だ か ら 。 私 は 大 抵 
家 に 居 て 悪口 を 書い て 居り ます 。 草々 頓 首 

世 上 七 月 十 一 日 
増田 兄 テ ー ブ ル 下 
御 両親 様 、 令 夫人 様 、 令 嬢 様 に ぁ よ ろ し く 


[译文] 

七 月 四 日 信 收 到 。 上 海 的 寒暑 表 ， 室 内 七 十 度 ， 室 外 七 十 
七 、 八 度 。 尊 画 已 比 过 去 给 我 的 南 画 (? ) 好 得 多 了 。 府 上 处 在 
风景 明丽 之 地 , 何以 还 那么 念 念 于 来 上 海 ? 
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看 到 木 实 君 的 画像 ,我 党 得 比 前 年 收 到 的 照片 美 多 了 。 

但 是 她 的 “中 国 哥哥 ” 海 婴 这 小 家 伙 却 很 淘气 , 虽然 不 器 , 可 
是 爱 闹 ,值得 感谢 的 是 幸而 不 常 在 家 。 照 片 托 内 山 老 板 寄 上 , 是 
去 年 九 月 满 三 岁 时 照 的 , 但 这 是 最 新 的 照片 , 此 后 还 未 照 过 相 。 
照片 和 书 两 本 一 并 寄 上 , 书 没 有 什么 意思 , 是 为 卖 钱 出 版 的 。 又 
《中 国 论坛 > 一 期 , 其 中 记 有 丁玲 的 事 。 

丁 修 人 、 丁 休 人 都 错 了 ,其实 是 应 修 人 。 此 人 是 十 年 前 杭州 
湖畔 詩 祉 那 人 文学 集 囲 的 一 臣 , 是 诗人 , 曾 用 “ 丁 九 ”笔名 , 取 名 
“ 丁 九 ”以 其 容易 写 。 

我 们 都 健康 , 但 不 常 到 内 山 书 店 去 。 不 能 漫谈 , 虽 觉 遗 城 ， 
但 手枪 子弹 穿 进 脑 子 里 ， 则 将 更 遗憾 。 我 大 抵 在 家 写 些 骂 人 的 
东西 。 草草 顿 首 

迅 上 七 月 十 一 日 
增 田 兄 桌 下 
令 尊 令 堂 . 令 夫人 及 令 媛 均 吉 。 


32 致 增 田 涉 


拝 刻 九 月 十 太 日 の 御手 紙 拝 受 。 世 の 中 は 未 中 々 穏 に な ら 
な い 。 時 々 外出 する けれ ども も う 二 三 年 前 の 様 な 頻繁 で は な 
い 。 併 し 典 般 は 不 相 変 元気 で 少し く 肥 えて 来 た と の 評 判 あ 
り 、 家 内 と 子供 ぉ ぁ 元気 で す 、 二 三 日 前 に 海 岬 奴 の 写真 を 送り 
まし た が 今 は も る う 到 着 し た で し ょ う 。 

内 山 書 店 の 商売 は そう ぅ 違 ひ な いと 思ひ ます が 、 併 し 漫談 の 
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連中 は 大 変 少 な く な っ た らし い 。 つ まり 僕 の 方 か ら 云 へ ば さき 
び し い 方 で す 。 

御 質 問 は 別紙 に 答 へ て 送り ます が 、 今 に 支那 小説 史 略 を 出 
版 す る 事 は 時 代 お くれ で は な いか ? 

世の中 は ます ます むつ か し く な っ て 行く の で し ょ う 、「 規 
々 と し て 」 は どう る 、 よ く な いと 思ひ ます 。 快活 に な っ た ら 
どう で す ? 
重 也 上 九 月 二 十 四 日 

增 田 兄 足 下 


[译文 ) 

拜 启 ; 九 月 十 六 日 惠 函 奉 到 。 社 会 上 仍 很 动荡 , 虽 亦 时 常 外 
出 , 但 已 不 如 两 三 年 前 之 频繁 。 贱 躯 仍 健康 , 别人 评论 说 有 点 胖 
了 。 内 人 和 孩子 也 好 , 两 三 日 前 寄 去 海 婴 的 照片 , 谅 已 到 达 。 

内 山 书店 营业 如 旧 , 但 漫谈 的 同伴 似 已 大 为 减少 。 就 是 说 ， 
对 我 说 来 是 疲 寞 的 。 

你 所 提问 题 , 当 另 函 奉 复 。 现 在 出 版 4 中国 小 说 史 略 六 不 会 
落 在 时 代 后 头 吗 ? 

世事 将 越 来 越 艰 难 , 我 党 得 "郁郁 不 乐 "总 是 不 好 的 , 还 是 
快活 起 来 , 如 何 ? 

鲁 迅 上 九 月 二 征 四 日 

増田 見 足下 
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33 致 山本 初 校 


拝 刻 実に 久しく 御 無 沙汰 致し まし た 。 先日 子供 に 下さ きる 
種々 な る も る の を 有難 くい た だ いて 今日 は 又 『 明 日 』 第 五 号 振 
領 し まし た 、 其 の 中 に 増田 君 が 大 に 議論 を は いて 居 ま す が 僕 
(つい て は 余り に ほめ すぎ た で は な いか と 思ひ ます 。 よく 知 
っ て 居 た か ら で し ょ 5。 上 海流 盘 D 、 大 十 大风、 一 昨日 嫉 所 
や っ と 晴れ まし た 。 政情 は 不 相 変 テロ で 併 し 目的 は 無い の で 
全く テロ ョ の 為 め の テ 』 で す 。 内山 書 店 に は 時 々 行き ます が 毎 
日 で は な い の で す 、 漫 談 の 人 才 る 寝 落 と し て 展 昌 の 如く 何 ん 
と な くさ び し く 感じ ます 。 私 は 不 相 変 論 敵 に 攻撃 きれ て 居 ま 
す 。 昨 年 まで は 露 西 亜 か ら ル ー ブ ル を も ら っ て 居る と 書か れ 
まし た が 今度 は 秘密 を 内 山 老 版 の 手 を 経て 日 本 に 売り 、 金 を 
沢山 取っ て 居る と 或 人 が 書い て 雑誌 に 出し まし た 。 私 は 町 正 
し ませ ん 。 一 ヶ年 た つと 又 自 然 に 消え て 仕舞 ひま す 。 併 し 支 
邦 に 所 調 論 敵 た る も る の の 中 に そん な 蜂 劣 な る の が 居 ま すか ら 
実に 言語 道断 也 で す 。 私 達 は 皆 な 達者 で す 。 私 は も ぅ 一 悦 呑 
気 に な っ た か ら 或 は 一 昨年 より も ふと っ た か も 知り ませ ん 。 
小 供 は まだ 、 ま れ に 感 置 な ども を やり ます が 先 年 より は ずっ 
と 丈夫 に な り ま し た 。 家 に 居る と 余り 狼 釜 し いか ら 幼 稚 園 へ 
や り ま し た が 三 四 日 た つと 先生 が 駄目 だ と 云っ て 行き た く な 


* 此 信 据 《大 鲁迅 全 集 ? 第 七 卷 抄 存 。 
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く な り ま し た 。 此 頃 は 毎日 田澤 に 行か し て 居 ま す 。 その 先生 
は 私 か ら 見 て も る 駄 目 、 お し ろ い を 沢山 塗っ て も 尚 ほ 見 に くく 
て た まり ませ ん 。 兎 角 上 海 は きびしい で す 、 北京 へ 行き た い 
が 、 今年 か ら 北京 る テロ 、 此 の 二 三 ヶ月 中 の 捕縛 きれ た も の 
は 三 百 人 ほど そ 一 で す 。 だ か ら 当 分 の 内 駿 上 海 に 居る で し ょ 
う 。 草々 頓 首 
鲁 迅 九 月 甘 九 夜 

山本 夫人 几 下 


[译文] 

拜 启 ， 久 芯 问候。 谢谢 你 日 前 送 给 孩子 各 色 礼 物 。 今 天 又 
拜 领 4 明 日 >》 第 五 期 , 增 田 君 在 上 面 大 发 议论 , 不 过 对 我 未 免 过 
奖 了 。 也 许 因 为 知道 得 太 多 了 罢 。 上 海 是 阴 天 , 大雨、 大 风 , 前 
天 才 放 晴 。 政 情 依 然 是 白色 悉 怖 , 但 并 无 目的 , 全 是 为 恐怖 而 恐 
怖 。 内 山 书 店 经 常 去 , 但 不 是 每 天 , 漫谈 的 人 材 也 窗 若 晨星 , 令 
人 感到 疲 寞 。 我 依旧 被 论 敌 攻击 , 去 年 以 前 说 我 拿 俄国 卢布 , 但 
现在 又 有 人 在 杂志 上 写 文章 , 说 我 通过 内 山 老 板 之 手 , 将 秘密 出 
卖 给 日 本 , 拿 了 很 多 钱 。 我 不 去 更 正 。 过 一 年 自然 又 会 消失 的 。 
但 是 , 在 中 国 的 所 谓 论 敌 中 有 那么 插 劣 的 东西 存在 , 实在 荒 廖 绝 
伦 。 我 们 均 好 。 我 较 前 更 清闲 了 ， 或 许 比 前 年 胜 了 些 。 孩 子 偶 
尔 还 患 感冒 ， 但 已 较 前 几 年 结实 多 了 。 在 家 太 阐 ， 送 进 了 幼稚 
园 。 去 了 三 四 天 , 说 先生 不 好 , 又 不 肯 去 。 最 近 每 天 让 他 到 野外 
去 。 我 看 那个 先生 也 不 好 , 抹 了 满 脸 脂粉 , 还 是 很 难看 。 总 之 上 
海 是 寂寞 的 。 本 想 去 北京 , 但 自 今年 起 , 北京 也 在 白色 恐怖 中 
据说 最 近 两 三 个 月 就 捕 了 三 百 多 人 。 所 以 ， 暂 时 恺 怕 还 住 在 上 
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海 。 草草 续 首 
山本 夫人 几 下 和 鲁 迅 九 月 二 九 放 


34 致 增 田 涉 


手纸 二 >? 上 拝見 、 質 問 は 別紙 同封 送り ます 。 

支那 に も 孔子 の 道 て 以 て 国 を 治め た いと 云っ て 居 ま す 。 と 
れ か ら 周 朝 に な る で し ょ うう 。 そ うし て 私 は 皇室 に な り ま す 。 
夢 に も る 考 へ な か っ た 幸 で す 。 

恵 曇 村 と 写真 屋 と が そん な に 遠い で すか ? 実 と 桃花 源 の 感 
を 起 し ます 。 上 海 で は 五 歩 に し て 一 つ 咽 貴 店 、 十 歩 に と し て 一 
つ 写 真 屋 、 実 に 憎む 可 き 娘 で す 。 

海 届 は 悪戯 で いけ な い 。 家庭 革命 の お それ 有り 、 木 実 君 の 
方 が お と な し いで し ょ う 。 草々 頓 首 
増田 見 過 下 隋 洛 文 十 月 七 日 


(1)114 頁 『 元 無 有 』 
桑 凍 、 は っ きり 云 へ な い 。 桑 の 皮 で 挫 ら へ た 縄 と 訳す 
る 外 、 仕 方 な い 。 

(2)113 頁 以 里 良 方正 对 策 第 一 
地方 の 長官 に 賢 良 方 正 な 人 と 認め られ 京都 に 送り 、 試 
験 する 時 に 策 問 を 答 へ て 第 一 人 者 と し て 及 第 す 。 (区 
良 方 正 に 挙げ られ て も 落第 する 事 あり 。) 

(3)115 頁 分 仙 術 感 應 二 門 
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仙 術 と 感応 と の 二 類 に 分 す 。 
(4)116 頁 清 『 四 庫 提要 』 子 部 小説 類 
消 『「 四 庫 全 書 提 要 』 の 中 の 子 部 小説 類 な り 。 其 の 『 提 
要 』 は 中 に 経 、 史 、 子 、 集 の 四部 (所 詩 「 四 庫 」 ) に 
分 け 、 毎 部 の 中 に 又 各 類 ぁ り 。 
(5)117 頁 邦 公 
周 武 王 の 時 の 人 、 周 公 の 弟 な り 。 
(6) a 季 札 
春 秋 の 時 、 異 國 の 太子 、 道 徳 の 高 を 以 っ て 称せ ら 
る 。 
b. 三 官 書 
道士 の 出 角 目 で すか ら 明 確 に 云 へ な い 。 三 官 よ り 
発せ られ た る 書 ( 命 今 ) で し ょ 5。 
c. 九 宮 も 天界 の 宮 呈 の 名 、 基 の 中 に 小 い 宮 殿 が 九 あ 
る ポー だ 。 
(7 ) 118 頁 
a. 五 印 三 唐 の 時 に 印度 が 五 部 に わか っ て 居る と 云 ふ 
中 区 办 户 五 印 上 云 祥 。 


「 当 至 中 天 寺 .…… 琶 膜 拜 需 」 まで 金 則 三 昧 の 話 。 
b. 寺中 多 書 …… は 、 麻 履 及 び 逢 、 筋 。 玄 装 の 像 で は 
な い 。 


c. 莉 西域 所 無 者 は 麻 必 及 量 筋 。 

d. 齋 日 は 印度 坊 様 の 斎 日 。( 寺 に は 毎月 、 何 日 か の 斎 
日 が ある で し ょ う 、 其 日 に あら ゆる 坊 様 に 食 は せ 
る 。 し か し いつ か は 知り ませ ん 。 ) 
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[ 译 文 ] 

两 函 均 奉 悉 , 所 询问 题 , 另 纸 附 上 。 

在 中 国 , 也 有 人 说 要 以 孔子 之 道 治国 , 从 此 就 要 变 成 周 朝 了 
黑 , 而 我 也 系列 皇室 了 , 真是 做 梦 也 未 想到 的 幸运 ! 

惠 县 村 离 照 相 馈 那 么 远 吗 ? 真 令 人 有 世外桃源 之 感 。 在 上 
海 - 五 步 一 啤 啡 馆 ,十 步 一 照相 馆 , 真是 讨厌 的 地 方 。 

海 婴 淘气 得 厉害 ， 怕 会 闸 家 庭 革命 。 木 实 君 想 是 比较 温顺 

階 浩文 十 月 七 日 

增 田 兄 几 下 


(1) 114 页 《元 无 有 》 
桑 绠 , 不 能 确 说 。 除 译作 用 桑 皮 制 的 绳子 外 , 没有 办 法 。 
(2) 113 页 以 贤良 方正 对 策 第 一 
被 地 方 长 官 认 为 贤良 方正 的 人 ， 送 到 京都 ， 在 考试 时 答 策 
问 作 为 第 一 人 及 第 。 (被 举 为 贤良 方正 者 也 有 落 第 的 。) 
(3) 115 页 分 仙 术 感应 二 门 
分 为 仙 术 与 感应 两 个 门类 。 
(4) 116 页 清 《 四 库 提要 》 子 部 小 说 类 
即 清 《四 库 全 书 提要 》 中 的 子 部 小 说 类 。 那 《提要 》 里 面 分 
经 、 史 、 子 、 集 四 部 (所 谓 “ 四 库 ”), 每 部 之 中 又 有 分 类 。 
(5) 117 页 ” 邵 公 
周 武王 时 的 人 , 周公 的 弟 
(6) a 季 札 
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春秋 时 , 吴 国 的 太子 , 以 道德 高 超 著称 。 


b 三 官 书 
因 是 道士 的 胡说 八道 , 故 不 能 确 说 。 许 是 三 官 所 发 的 书 
(命令 ) 罢 。 


c 九宫 也 是 天 界 宫殿 名 , 据 云 其 中 有 九 个 小 宫 肤 。 
(7) 118 页 

a 五 印 = 唐 时 因 印 度 分 为 五 部 分 ， 故 称 五 印 。 
“ 尝 至 中 天 寺 …… 轻 膜拜 大 ”是 金刚 三 昧 的 话 。 

b 寺 中 多 画 ……, 麻 腾 及 匙 , 管 。 不 是 玄 具 的 像 。 

c 盖 西 域 所 无 者 , 麻 左 及 匙 , 秆 。 

d 帝 日 , 即 印度 和 尚 的 斋 日 (在 寺内 每 月 都 有 裔 日 , 那天 给 
所 有 和 尚 供 食 。 但 何 日 就 不 知道 了 。) 


35 致 增 田 涉 


拝啓 十 月 廿 四 日 の 手紙 を 落 掌 し て 『 際 書 』 を 持ち ませ ん 
か ら 「 栖 草 之 締 」 の 事 は っ きり 云 へ な いで 本 を 借り て 来 て 調 
べき し た が 今日 始め て 返事 を 出し まし た 、 或 は 此 の 手紙 と 一 
所 に 到着 する だ ろ 一 と 思ひ ます 。 

考 環 の 喜 に 対し て 大 に 鹿賀 し ます 。 木 実 君 よ り 三 歳 小さ い 
で し ゃ う 、 し て 見 れ ば 大 し た 人 材 生産 専門 家 で も な い 様 で 
す 。 僕 は 海 遇 婦 の 五 月 交 い 現状 に と りこ とこ り 、 楼 工 中 で す 、 
そ 一 し て も う 出 品 し な いつ も り 5。 

其 の 上 、 此 頃 私 の 一 切 作品 古い る の と 新しい も る の を 問 は ず 


一 元 三 


以 


年 1149 


皆 な 秘密 に 茜 止 きれ て 郵便 局 で 浸 収 きれ て 居 ま す 。 僕 一 家族 
を 鍼 死 さ せる 計画 らし い 。 人口 が 代 殖 す れ ば も ぅ 一 層 危 険 
156 

併 し 私 共 は 皆 な 達者 で す 、 う へ て 来れ ば 別に 何 か 工 夫 す る 
で し ょ う 、 各 角 、 今 に は 未だ 米 無 の 心配 あり ませ ん 。 

幽 蘭 女士 か ら 決 に 争 温 先生 の 雅号 を 上 げた いと 云 ひ まし 
た 。 草々 yp 

洛 文 上 十 一 月 十 三 夜 

增 田 兄 几 下 

御家 族 一 同 よ ろ し く 


宇文 化 及 謀 乱 の 計画 成就 の 時 、 城 外 に 兵 を 置き 、 城 内 に も 
兵卒 数 万 人 集め 火 を 挙げ て 城 外 の 人 々 知ら せ た (入城 させ 
る 為 め ) 、 糧 帝 其 声 を 聞い て 何 の 事 だ と 問 く 。 司馬 度 通 ( 宇 
文化 及 四 和 党羽 ) 偽 て 曰く 「 草 坊 (牧草 を 儲 鞭 する 庫 ) 失火 、 
外人 ( 宮 外 の 人 = 官 、 兵 、 民 ) 救火 、 故 喷 串 耳 。」 帝 之 を 信 
じ て 準 備 な し 、 遂 に 殺さ れ た 。 (『 階 書 』 中 の 『 宇 文化 及 
舘 』 に 見 え 。) 


官 奴 を 解放 し て 内 外 (= 上 下 ) の 番 (= 直 ) に 分 配 し 。( つ 
まり 奴隷 を 門 衛 と し た 事 。 ) 


御 車 女 と な る べき も る の だ と 思っ て 買 し た 喪 害 児 。 実 は 臣下 
の 議 迄 の 言 で 、 あ そば れる は づ で 云 は し た も の 。 
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[译文 ] 

拜 启 : 十 月 廿 四 日 信 已 收 到 , 因 手 头 没 有 《 隐 书 2“ 焚 草 之 
变 ” 不 能 确 说 。 借 书 查 明 后 , 今天 才 将 答复 寄 出 , 谅 可 与 此 信和 同 
时 到 达 。 

对 和 弄 璋 之 喜 , 大 为 庆贺 。 比 木 实 君 小 了 三 岁 , 看 来 你 还 不 象 
个 生产 人 材 的 专家 。 我 对 海 婴 这 小 家 伙 讨 大 的 吵 凉 领 教 够 了 ， 
已 在 罢工 中 , 不 想 再 有 出 品 了 。 

再 者 , 最 近 我 的 一 切 作品 , 不 问 新 旧 全 被 秘密 禁止 , 在 邮局 
里 没收 了 .好 象 打算 把 我 全 家 饭 死 .如 人 口 再 繁殖 , 就 更 危险 了 。 

但 我 们 都 好 , 到 饥饿 来 时 , 再 另 想 办 法 , 总 之 , 目前 还 不 致 有 
无 米 之 忧 。 

幽 兰 女士 说 想 给 你 送 一 个 雅号 : 鲁 漫 先生 。 草草 

洛 文 上 十 一 月 十 三 夜 

增 田 兄 几 下 

尊 府 均 吉 。 


宇文 化 及 谋 叛 之 计 既 行 , 置 兵 城 外 , 城内 聚 兵 数 万 , 举 火 为 
号 通知 城 外 ( 令 其 入 城 ), 断 帝 闻 声 , 问 是 何事 。 司 马 虔 通 〈 宇 文 
化 及 的 党 羽 ) 伪 称 :“ 草 坊 (储存 牧草 的 仓库 失火, 外人 ( 宮 外 的 
人 = 官 、 兵 、 民 ) 救 火 , 故 喧嚣 耳 。 证 信之 , 无 防备 , 送 被 杀 。( 见 
4 陶 书 ， 字 文化 及 传 》) 


解放 官 奴 而 分 配 番 守 (= 值班 ) 内 外 (= 上 下 )。( 即 分 配 奴 
隶 担 当 门 卫 ) 





以 为 作为 御 车 女 而 进贡 豆 宝 儿 , 实 为 臣下 谦逊 的 话 , 用 明知 
是 供 玩 乐 , 而 作 如 此 说 法 。 


36 致 山本 初 枝 ” 


拝 盛 一 昨日 御手 紙 と 御 写真 を 拝領 し まし た 。 正路 様 は 実 
に 大 変 大 きく な り 、 そ うし て あな た は 豊満 に 山本 様 は 若く な 
り ま し た 、 し て 見 れ ば 東京 も 大 に よい 処 だ と 思ひ ます 。 上 海 
は 不 相 変 きび し く 到 る 処 に 不景気 の 有 様 が あり あり と 見 えて 
私 の 始め て つい た 時 と は 大 に 違 ひ まし た 。 文壇 と 出版 界 に 
加 へ る 圧迫 $ 段 々 を ひどく な っ て 、 な ん で も 発禁 、 ア ミ テ ス の 
『 愛 の 教育 』 る 国 木田 独歩 の 小説 選集 る 梁 収 、 笑 っ た 方 が い 
いか 経 っ た 方 が いい か わか ら な い 程 で す 。 私 の 作品 全部 、 新 
古 問 は ず 皆 な 禁止 する 様 で 僚 死 させ る 仁 政 を 行 ふ ね つも りら し 
い 。 併 し 申 々 死な な い だ ろ うと 思ひ ます 。 絵 入 『 み よ ょ よ 子 』 ぁ 
今日 到着 し まし た 。 実に 立派 な 本 で 有難 うぅ 存じ ます 。 支那 に 
は る の ず き が 殆 ん ど な い か ら と ん な 本 は 中 々 出 ませ ん 。 此 項 
私 と 友人 一 人 、『 北 京 詩 箋 譜 』 を 印刷 し て 居 ま す が 来 年 一 月 
出版 の 見 込 、 出 来 上 っ た ら 5 御覧 に か け ま す 。 「 田 窯 」 は 時 の 
事 で す 。 曹 を ば 食用 に 致し ませ ん 。 本 に よれ ば 「 た ん ば ぼぼ J」 
を 食 ふ 事 が 有り ます けれ どる も 併 し 催 鱗 の 時 に 限り ます 。 字 は 
近い 内 に 書い て 送り ます 。 蘭 を 栽培 する に は 上 放 る 面倒 な 事 で 
* 此 信 据 《大 鲁迅 全 集 ; 第 卷 永存 。 
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私 の 田 想 は それ を 隊 分 栽培 し その 旋 め に 特に 部 屋 を 三 つ 立 て 
た 程 で す 。 し か し その 部 屋 は 私 に 売り 飛 さ れ て 仕舞 ひま し 
た 、 実 に 蘭 の 不 幸 で す 。 私 共 は 御 薩 で 皆 な 達者 で す 。 草々 
頓 首 

答 迅 十 一 月 十 四 夜 
山本 夫人 九 下 


[译文 ] 

拜 启 : 惠 函 及 玉照 , 前 天 拜 领 。 正 路 君 长 大 多 了 ，, 你 也 较 前 
丰满 ， 山 本 先生 也 变 得 年 轻 了 ， 这 样 看 来 ， 东 京 倒 是 个 很 好 
的 地 方 。 上 海 依然 很 疝 寞 , 到 处 呈现 不 景气 , 与 我 初 来 时 大 不 相 
同 。 对 文坛 得 出 版 界 的 压迫 , 日 益 严 重 , 什么 都 禁止 发 行 , 连 阿 
密 基 斯 的 4 爱 的 教育 >， 国 木 田 独步 的 小 说 选集 也 要 没收 ， 简 直 
吓人 啼笑 组 非 。 我 的 全 部 作品 , 不 论 新 旧 , 全 在 禁止 之 列 。 当 局 
的 仁政 , 似乎 要 饿 死 我 了 事 。 可 是 ,我 倒 觉 得 不 那么 容易 死 。 插 
图 本 《4 美 代 子 》, 今天 亦 收 到 。 这 本 书 极 好 , 谢谢 。 中 国 几 无 好 事 
者 ， 所 以 这 类 书 不 易 出 版 。 最 近 我 和 一 位 朋友 在 印 《 北 京 诗 艇 

道 》, 预定 明年 一 月 出 版 , 出 后 当即 奉 览 。 “田鸡 ” 即 青 蛙 。 草 不 
作 食 用 。 据 书 上 说 , 有 吃 “蒲公英 ”的 ,不 过 只 限于 荒 年 。 字 近期 
写 好 送 上 。 养 兰花 是 颇 麻 烦 的 事 , 我 的 曾祖 栽培 过 许多 兰花 ,还 
特地 为 此 盖 了 三 间 房 子 。 不 过 这 些 房子 , 全 被 我 卖 了 , 这 委 实 是 
兰花 的 不 幸 。 我 们 托福 均 好 。 草草 顿 首 

鲁 迅 十 一 月 十 四 夜 
山本 夫人 几 下 
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cz5UT [ 幽 苦 上 4 法 上 《站 人 DT 「 幽 藏 上 DOD 方 让 上 WO 
か 、 其 の 理由 は わか ら な い が 併 し 「 散 漫 」 居士 と は わる く な 
いと 思ふ 。 人 才 が 多く な る と 間々 散漫 に 傾く だ ら 35。 

『 大 阪 朝日 新聞 」 に 出 た 写真 は いか に も る 形容 祝 格 で し た が 
併 し 実物 の 方 は そう ぅ 本 栓 し て 居 な い の で す 。 し て 見 る と 写真 
6 真 を 写 さ な い 時 が 有る に 免 か れ な い 。 恐らく 基 の カメ ラ が 
枯 橋 し て 居る だ ら う 5。 

東南 の 方 が 少し 騒い で 居 ま す 。 骨 を 争 ふ 為 め で す 。 骨 の 立 
場 か ら 言 へ ば 甲 の 犬 に 食 は れる と 乙 の 犬 に 食 は れる と 、 ど ち 
も 同じ 事 で 、 だ か ら 上 海 で は 無事 で す 。 幸福 と 云 ふ べし だ 。 

ファ ショ は 大 に 活動 し て 居 ま す 。 僕 等 は 無事 で …… と れる も 
幸福 と 云 ふ べし だ 。 

党 文 上 十 二 月 二 日 
增 田 兄 几 下 


[译文 】 

为 什么 "网 兰 " 不 好 ，“ 幽 莫 ” 就 好 ， 其 理由 不 明白 。 但 党 得 
所 谓 “ 散 漫 ” 居 士 却 不 坏 , 人 才 一 多 , 也 许 愈 趋 于 散漫 。 

《大 阪 朝 日 新 闻 > 刊 载 的 照片 ,确实 形容 枯 杭 , 但 实物 并 不 那 
么 枯 杭 。 看 来 ,所谓 写 真有 时 也 不 免 写 不 真 , 合 怕 那 照 相机 本 身 
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东南 方面 , 略 有 动乱 ,为 着 抢 骨头 。 从 骨头 的 立场 说 , 给 甲 
狗 中 和 给 乙 狗 噶 都 一 样 。 在 沪 无 盖 , 堪 称 幸福 。 
法 西 斯 正大 肆 活 动 , 我 们 平安 …… 也 算 幸福 。 
洛 文 上 十 二 月 二 日 
增 田 兄 几 下 


38 致 增 田 涉 


不 相 変 ず 元気 で す 。 

大 阪 朝日 新聞 の 予告 中 に 出さ れ た 写真 は 若 す ぎ て 私 の 写真 
で な いか も る 知ら な い 。 し か し 他人 の も の で な いと 云 ふ 人 も る あぁ あ 
る 。 何 ん だ か わか ら な い 。 

近頃 、 老 眼 の 眼鏡 を か けた 。 本 を 読ん だ ら 字 は 大 変 に 大 く 
見 える が 取 て 仕舞 っ て 見 れ ば 顔 る 小さ く な る 。 で は 字 の 本 当 
の 大 さき は どん な も の か と 疑 ひ 出し た 。 自分 の 形容 に 対し て る 
同様 。 

迅 上 十 二 月 廿 七夜 

增 田 兄 几 下 


[译文 ] 

健康 如 常 。 

《大 阪 朝日 新 闻 》 预 告 中 所 刊 照片 太 年 青 了 ， 也 许 不 是 我 的 
照片 , 但 有 人 说 并 非 别人 的 。 到 底 如 何 , 弄 不 清楚 。 

近 戴 上 老 花 眼镜 , 看 书 时 字 很 大 , 一 摘 掉 , 字 又 变 得 很 小 , 因 
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此 怀疑 字 的 实际 大 小 究 况 如何。 对 自己 的 容貌 , 也 是 如 此 。 
迅 上 十 二 月 廿 七 夜 


增 田 兄 几 下 


一 九 三 四 年 
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三 三 、 一 二 、 二 九 の 御手 紙 と 御 令 息 の 写真 を 拝見 致し ま 
た 。 御 令 息 の 写真 は 父親 より も 立派 だ と 思ひ まし た 、 こ ん な 
事 を 云 て は 上 交 る よく な い 事 だ けれ どる も 併 し 写真 は 論 ょ より 証 
拠 、 兎 角 、 人 類 は 進歩 し て 居る を 証明 し て 居 ま す 。 世 界 る 楽 
観 す べき も の だ 。 

木の実 君 も 頻 る 堅い 主張 を 持っ て 居る 人 だ と 見 えま す 、 と 
れる も 楽観 すべ きも の で す 。 

支那 に は 旧 歴 も 尊 び 新 歴 $ 尊 ん で 居 ま すか ら ど うし た らい 
ゝ か 解り 茜 ね ます 。 僕 は 何 ち ちゃ や らん と し まし た 。 併 し 新年 
だ と 云っ て 府 島 を 痢 て 食べ まし た 。 5 まい 工夫 で し ょ 5。 

御 質問 に 対し て は 解答 を 添 へ て 送り か へ ます 。 又 、 改正 し 
た い 処 が ある か ら 一 所 に 送り ます 。 

上 海 は 昨晩 に 初雪 、 さ むく な し 。 僕 の 書い た も の は 封鎖 さき 
れ て 発表 し が た く 併 し 構 は な い 。 敵 寅 の も の 一 同 は 皆 な 達者 
で 御 安 心 な さい 。 草々 頓 首 

还 上 一 月 放 
增 田 兄 几 下 
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御 両 親 様 、 奥 様 、 令 較 、 令 息 様 に 皆 な よろ し く 


忠国 小説 中 略 

第 三 二 四 真 三 行 、「 实 为 常州 人 际 森 书 」D 下 t< (括弧 を 加 
へ て ) 左 の 様 な 四 旬 を 入れ る 。 

(作者 原稿 の 『 梅 花 夢 偉 奇 ] に は 「 昆 陸 陳 森 」 と 自署 し て 
居る か ら 、 と の 「 書 」 字 は 余計 の 字 か も 知れ な い 。) 
第 三 衝 真 四 行 、「 一 為 院 ] を 「 一 為 際 ] に 改正 す 。 

又 同 夏天 行 「 子 安 名 未 详 」 より 、 九 行 「 然 其 故 似 不 尋 此 」 
き で 左 の 如く 改正 す : 

子安 名 秀 仁 。 福建 侯 官 人 , 少 負 文 名 , 面 年 二 十 入 始 入 洋 , 
即 連 回 内 午 (一 人 四 六) 郷 試 ( 卿 試 に 及 第 すれ ば 挙 人 に な 
る ) , 然 展 應 進士 試 不 第 ,。 乃 遊 山西 、 際 西 、 四 川 。 終 為 成都 
美鶴 書院 院長 , 因 鍋 逃 録 , 卒 , 年 五 十 六 (一 八 一 九 一 一 一 八 
七 四 ) , 著作 満 家 , 面 世 麹 値 其 『 花 月 痕 』 (『 赌 棋 山 甘 文 
集 』 五 ) 。 秀 仁 寅 山西 时 ， 为 太原 知府 保 眼 深 教 子 ， 所 入 晤 
骨 。 且 多 暇 , 面 苦 無 肘 。 乃 作 小説 , 以 葉 医 珠 自 況 。 保 偶 見 
之 , 大 豆 , 力 箕 其 成 , 差 泡 互 峰 云 ( 謝 章 鑑 『 課 化 績 録 』 一) 。 
然 所 託 似 不 止 紫 。 

又 一 四 页 目录 第 七 行 『 笋 子安 花 月 疲 」 它 「 魏 秀 仁 花 月 痕 ] 
(と 改正 す 。 


[译文] 
一 九 三 三 年 十 二 月 二 十 九 日 惠 函 及 令 妇 照片 均 已 拜见 。 我 
觉得 令 郎 比 他 令 尊 更 为 神气 , 这 样 说 似乎 颇 不 妥当 , 但 照片 是 要 
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实 中 于 座 辩 。 总 之 ,证 明 人 类 在 进步 , 对 世界 也 应 乐观 。 
木 实 君 看 来 是 颇 有 坚强 主见 的 人 , 这 也 是 可 喜 的 事 。 
中 国 遵 用 旧历 也 遵 用 新 历 ， 不 知 如 何 是 好 ， 我 对 两 者 都 相 
应 不 理 。 但 既 说 是 新 年 , 炖 只 鸡 吃 吃 , 是 个 好 主意 罢 。 
所 提问 题 , 添 了 解答 寄 还 , 另 拟 改正 处 , 也 一 并 寄 上 。 
上 海 昨 晚 初雪 ， 并 不 冷 。 我 所 写 的 东西 又 被 封锁 ， 不 易 发 
过 ,但 不 要 紧 。 洲 寅 均 好 ,请 勿 悬念 。 “草草 频 首 
增 田 兄 儿 下 过 上 一 月 八 夜 
念 尊 念 堂 、 今 夫人 、 信 媛 、 今 郎 均 埋 。 





中 国 小 说 史 办 

第 三 二 四 页 第 三 行 ,“ 实 为 常州 人 陈 森 书 "之 下 , 加 下 列 四 名 
(加 括 弧 ): 

(作者 手稿 之 《梅花 梦 传奇 > 上 , 自 署 “ 毗 陵 陈 森 ", 则 “ 书 ” 字 
或 误 衍 。) 


又 第 三 八 页 第 四 行 ,将 ”一 为 陵 " 改 为 一 为 隘 ”。 

又 同 页 第 六 行 , 从 “子安 名 未 详 ” 到 “ 然 其 故 似 人 不 尽 此 ” 九 行 ， 
改正 如 下 : 

子安 名 秀 仁 , 福建 候 官 人 , 少 负 文 名 , 而 年 二 十 八 始 入 洋 , 即 
连 举 丙午 〈 一 八 四 六 ) 乡试 (乡试 及 第 为 举人 )， 然 屡 应 进士 试 不 
第 , 乃 游 山西 、 陕 西 、 四 川 ， 终 为 成 都 芙蓉 书院 院 长 ， 因 乱 逃 归 ， 
座 ; 年 五 十 六 (一 八 一 九 一 一 一 八 七 四 ), 著作 満 家 , 而 世 独 传 其 
4 花 月 痕 》( 赌 棋 山 庄 文集 > 五 )。 秀 仁 寅 山西 时 , 为 太原 知府 保 
眠 華 教 子 , 所 入 颇 让 , 且 多 暇 , 而 苗 无 聊 , 乃 作 小 说 , 以 韦 痴 珠 自 
况 , 保 偶 见 之 ,大喜 ， 力 奖 其 成 ， 遂 为 巨 帷 云 ( 谢 章 狼 《课余 续 录 》 





一 )。 然 所 托 似 不 止 此 。 
又 第 一 四 页 目录 第 七 行 “ 殊 子 安 4 花 月 痕 ) 改 为 “ 魏 秀 仁 《 花 
月 痕 》”。 


40 致 山本 初 枝 ” 


拝啓 、 御 手紙 は 有難 く 頂 戴 し まし た 。 私 達 は 不 相 変 無事 で 
上 海 る 不 相 変 さ きびしく 、 そ し て 寒く な っ て 居 ま す 。 日 本 に は 
何時 で も 行き た い 行き た いと 思っ て 居 ま す が 併 し 今 の 処 で は 
行っ た らち 上陸 きせ な いで し ょ う 。 よし 上 陸 き させ て も 角 袖 を つ 
ける か も 知り ませ ん 。 角 袖 を つけ て 花見 する に は 願 る 変 擬 な 
洒落 こと な る か ら 折 く 見 合 し た 方 が よい と 思ひ ます 。 先 日 あな 
た か らい た だ いた 御手 紙 に タヒチ テー 島 た 行き た いと 書い て あ 
る と 覚え て 居 ま す が 併 し 実物 は 書物 、 絵 画 、 写 真 の 上 に 見 え 
る 様 な 美しい も の で は な い だ ら うと 思ひ ます 。 私 は 唐 朝 の 小 
説 を 書く 為 め に 五 六 年 前 に 長安 へ 行っ て 見 まし た 。 行っ て 見 
た ら 意外 の 事 、 空 まで も 唐 朝 の 空 ら し く な く 、 折 角 、 幻 想 で 
描い た 計画 も 6 すっかり ぶち と は され て 仕舞 ひま し た 、 今 まで 
一 字 も る か け ま せん 。 書物 で 考 へ た 方 が よかっ た の で す 。 私 は 
別に 入 要 な も ぉ も る の も あり ませ ん が 具 一 つ 願 る 面倒 くさ い 事 を 頼 
みた いと 思ひ ます 、 私 は 一 昨年 か ら 『 白 と 黒 』 と 云 ふ 版画 雑 
誌 を 取っ て 居 ま す が 限 定 版 で 注文 が 遅く な っ た か ら 、 一 か ら 
ドー* ほ まで 。 多 三 そ 全 。 キサ あ ば せ る で 半 三 個 手 入 


* “此 信 及 下 信 均 据 《 大 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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る 豪 が 出来 きせ ん で し た 。 若 し 鍋 友 達 の 中 に 時 々 古本 屋 に 行 
く 御方 が ある な ら 注 意 し て 買 入 れる 様 に 頼ん で 下さ きい 。 「 白 
と 黒 社 | は 淀橋 区 西 落 合 、 一 ノ 三 七 番 だ けれ ども ゃ 、 第 三 十 ニ 
号 の 外 、 本 社 に も 残 本 は な い の で す 。 併 し これ も 必要 な も の 
で は な い の で すか ら 、 な けれ ば 、 一 生 落 命 に さがす 必要 も る あ 
り ま せん 。 支那 は 中 々 安定 に な ら な いで し ょ う 。 上海 に は 白 
色 テ ロ は 益々 ひど く な っ て 青年 は つづ いて 行方 不明 と な っ て 
居 ま す 。 私 は 不 相 変 家 に 居 ま す が 手 掛 が な い 為 めか 或 は 年 を 
取っ た か らい ら な い 為 めか は 知り ませ ん が 更 角 無事 で す 。 無 
事 な ら 先 づ 叉 生き て 行き まし ょ ぅ 。 増 田 第 二 世 の 写真 は 私 も 
も ちら ひま し た 、 父 親 よ り も 立派 だ と 云っ て 返事 を 出し まし た 
が 第 一 世に 少し 失礼 だ と 思ひ ます 。 併 し それ は 事実 で す 。 
和 鲁 到 上 一 月 十 一 晶 
山本 夫人 几 下 


〔 洋 文 〕 

拜 启 : 惠 函 敬 悉 。 我 们 为 安 ,上海 仍 寂寞 如 常 , 天 气 也 冷 了 。 
我 一 直 想 去 日 本 , 然而 倘 现 在 去 , 忍 怕 不 会 让 我 上 陆 罢 。 即 使 允 
许 上 陆 , 说 不 定 也 会 派 便 衣 钉 梢 。 喘 后 跟着 便衣 去 看 届 化 ,实在 
是 离奇 的 玩笑 , 因此 我 觉得 暂时 还 是 等 等 再 说 为 好 。 记 得 前 次 惠 
函 中 曾 说 起 想 去 塔 希 提 岛 , 其实 我 想 实 物 决 没有 书本 ,画册 和 照 
片上 看 到 的 那样 秀丽 。 五 六 年 前 我 为 了 写 关 于 唐 朝 的 小 说 ， 去 
过 长 安 。 到 那里 一 看 , 想不到 连天 空 都 不 象 唐 朝 的 天 空 , 费 尽 心 
机 用 幻想 描绘 出 的 计划 完全 打破 了 ， 至 今 一 个 字 也 未 能 写 出 。 
原来 还 是 凭 书本 来 华 想 的 好 。 我 不 需要 什么 东西 ， 但 有 一 件 颇 
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麻烦 的 事 祖 托 。 我 自前 年 开始 订阅 版 画 杂 志 《 白 与 黑 》,， 是 限定 
版 ,我 又 订 迟 了 一 些 , 缺 一 至 十 一 期 , 又 二 十 期 三 十 二 期 , 共 十 
三 册 。 倘 贵 友 中 有 常 到 旧书 店 走动 的 , 烦 他 代为 留意 购买 。“ 白 
与 黑 社 ” 的 地 址 是 淀 桥 区 西 落 合 一 之 三 七 号 ,但 该 社 除 了 第 三 十 
二 期 外 , 已 无 存 书 。 但 这 也 不 是 什么 非 有 不 可 的 东西 ， 倘 没有 ， 
也 不 必 费 力 去 找 。 中 国 恺 怕 难 以 安定 。 上 海 的 白色 恐怖 日 益 独 
狼 , 青年 常 失踪 。 我 仍 在 家 里 , 不 知 是 因为 没有 线索 呢 , 还 是 嫌 
我 老 了 , 不 要 我 ,总 之 我 是 平安 无 事 。 只 要 是 平安 无 事 , 就 姑且 
活 下 去 罢 。 增 田 二 世 的 相片 我 也 收 到 了 。 我 回信 说 ， 他 比 父 亲 
神气 , 想来 这 对 一 世 有 些 失 敬 , 然而 是 事实 。 
鲁 迅 上 一 月 十 一 日 

山本 夫人 几 下 


41 致 山 本 初枝 


拝 盛 、 御 手紙 を いた だ きま し た 、 御 注意 下さ る 事 を 感謝 し 
ます 。 上 上 海 に も 宏 く 、 広 東 と 福建 と の さか ひ の 処 で は 四 十 年 振 
り で 雪が 降っ た さ う で 今年 は 何処 に も 寒い 様 で す 。 Tahiti 島 
は どう で あら うか 、 私 も 疑っ て 居り ます 。 甘美 子 様 の 好意 
を 感謝 し ます 。 今度 御 遇 ひな っ た ら 和 件 伝言 を 願 ひ ます 。 先 日 
『 面 影 』 を 読み まし た 、 部 屋 を る 拝見 し た い の で す が 併 し 今 
に 日 本 に 行っ た ら や か まし いで せ う 5。 角 袖 に くつ か れ て 花見 
を する に は 特別 な 興味 も ある けれ ども 一 - 面 に は 矢 張 い や な 事 
で す 。 だ か ら 今 の 娘 で は 未 日 本 へ 旅行 する 決心 が あり ませ 
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ん 。 日 本 の 浮世 絵師 に つい て は 私 は 若かっ た 時 に は 北斎 を す 
き で あっ た けれ ども る 今 で は 広重 、 其 次 に は 天麻 の 人 物 で す 。 
写楽 は 独 乙 人 が 大 に ほめ た か ら 二 三 期 の 書物 を 読ん で 解ら 5 
と し まし た が 、 と うた うぅ 解ら ず で 仕舞 よ ま し た 。 併 し 支 球 の 
一 般 の 目 に 適当 する 人 は 私 の 考 で は 矢 張り 北斎 で 大 昔 か ら 沢 
山の手 画 を 入れ て 紹介 し よう ぅ と 思っ て 居 ま し た が 今 の 様 な 読 
書 界 の 状態 で は ま づ 駄目 で す 。 併 し 御 友 人 の 持っ て 居る 浮世 
絵 は 私 に 送ら な いで 下さ い 。 自 分 る 次 製 の も の を 数 十 枚 所 有 
し て 居 ま す が 年 取っ て 行く に つれ て 忙し く な り 今 で は それ を 
取り 出し て 見 る 機会 き さ へ も 殆 ん ど 有 り ま せん 。 其 上 、 到 那 に 
は 浮世 絵 を 賞 玩 する 人 は 未 無 之 、 自 分 の も の を 将来 誰 に 渡し 
た ら よ いか と 心配 し て 居 ま す 。 増 田 一 世 は 不 相 変 『 小 説 丈 
略 』 を コッ コッ 訳し て 居 ま す 、 時 々 解ら な い 処 を 聞き に 来 き 
す が 若 し 出版 する 本 屋 が な けれ ば 実に 気の毒 な 束 で す 。 出版 
の 為 め に 有益 で ある な ら ば 私 は 序文 を 書い て も よい と 思ひ ま 
す 。 草 之 蝴 首 


管 迅 一 月 二 十 七 日 


[译文 ] 

拜 启 , 惠 函 奉 悉 , 承 提醒 我 注意 的 事 , 其 感 。 上 海 也 冷 , 据闻 
闸 粤 交界 一 带 四 十 年 来 初次 下 雪 ， 今 年 似乎 到 处 都 冷 。Tahiti 
岛 究竟 怎样 , 我 也 怀疑 。 谢 谢 英美 子女 士 的 好 意 , 下 次 遇 到 时 务 
请 代为 转达 。 前 几 天 读 了 《4 面 影 》, 也 想 看 看 房间 , 然而 现在 到 日 
本 去 , 狼 怕 会 引起 麻烦 。 让 使 衣 钉 着 去 观赏 楼 花 , 固然 也 别 有 趣 
味 ， 但 到 底 是 不 舒服 的 事 ， 因 而 且 前 还 没有 到 日 本 去 旅行 的 决 
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心 。 关 于 日 本 的 浮世 绘 师 , 我 年 轻 时 喜欢 北 裔 : 现在 则 是 广 重 , 其 
次 是 歌 麻 的 人 物 。 写 乐 曾 备 受 德国 八 的 赞赏 ,我 该 了 二 三 本 书 ， 
想 了 解 他 , 但 始终 莫名 其 妙 。 然 而 依 我 看 . 芍 怕 还 是 北 裔 适合 中 
国 一 般 人 眼光。 我 早 想 多 加 些 插图 予以 介绍 ， 但 首先 按 读书 界 
目前 的 状况 ， 就 办 不 到 。 贵 友 所 苞 浮 世 绘 请 勿 寄 下 。 我 也 有 数 
十 张 复制 品 , 合 上 年 纪 人 您 忙 , 现在 连 拿 出 来 看 看 的 机 会 也 几乎 
没有 。 况 且 中 国 还 没有 欣赏 浮世 绘 的 人 , 因此 我 正 不 知 将 来 该 把 
我 自己 的 东西 交 给 谁 。 增 田 一 世 仍 孜孜 不 倦 地 在 翻译 《小 说 史 
路 》: 遇 到 不 理解 的 地 方 时 常 问 我 , 倘 无 书店 可 以 出 版 , 就 实在 太 
遗书 了 。 只 要 有 助 计 出 版 , 我 为 他 写 一 篇 序 文 也 好 。 草草 顿 首 
鲁 迅 一 月 二 十 -日 





42 致 增 田 涉 


木 実 君 の 御 写真 は 拝見 致し まし た 。 以 前 の 写真 と 比較 すれ 
ば 私 に は 随分 大 くそ うし て 美しく な っ た 思 は れ ま し た 。 と と 
に 於 いて 大 に 時 光 の 迅速 を 感じ て 早速 く 何 か 書 に こう と 思ひ ま 
し た 。 転居 し て か ら 海 舞 は 顔 る 健康 で し た が な その か わり 大変 
いた づら ぉ もの に な っ た 、 家 に 居れ ば 時 々 半 動 の お それ が あっ 
て 実に 困り ます 。 

志 上 二 月 十 二 夜 
增 田 兄 足 下 


[译文 ] 
木 实 君 的 玉照 看 到 了 ,与 以 前 的 相 比 , 觉得 她 已 经 长 大 不 少 
而 且 美 丽 了 。 于 此 大 有 时光 飞 驶 之 感 ， 因 而 想到 应 当 赶 快 写 点 
什么 。 搬 家 以 后 , 海 缕 很 健康 , 但 更 顽皮 , 在 家 时 常 有 暴动 之 虑 ， 
真 难 办 。 
迅 上 二 月 二 二 夜 
増田 見 足下 


43 致 山本 初 枝 ” 


拝 監 先日 『 版 画 』 四 帖 戴 きま し た 。 こ と の 木 刻 は 三 四 年 前 
と も る う 5 集め た も の で し た が 併 し 一 、 及 び 二 号 は 当時 版 元 に も 
品 切 で し た の で すか ら 送 に 手 に は いれ ませ ん で し た 。 今度 初 
め て 御 厚意 に よっ て 揃 へ た の で 大 に 感謝 し ます 。 上 海 に は も 
う あ た た か く な り 確 し か に 春 が 来 ざ らし いで す が 文 学 に 対す 
る 気圧 は 段々 二 く な る ば か り で す 。 併 し 私 共 は 皆 達 者 で すか 
ら 御 安心 下さ い 。 草々 

和 鲁 迅 上 = 月 十 二 夜 
山本 夫人 九 下 


# 此 信 据 《大 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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[译文 ] 

拜 启 :日 前 蒙 赐 《 版 画 》 四 帖 , 这 些 木刻 我 在 三 四 年 前 即 开始 
収集 , 但 当时 一 二 两 号 连 出 版 社 也 没有 了 , 故 终于 未 乔 到 手 。 这 
次 承 你 厚意 为 我 收 齐 了 , 感谢 之 至 。 上 海 已 转 坚 , 春天 似乎 确实 
来 到 了 ， 但 对 文学 界 的 压力 却 僵 见 加 重 。 不 过 我 们 都 好 ， 请 靶 
念 。 草草 

鲁 迅 上 二 月 十 二 衣 
山本 夫人 只 下 


44 致 増田 沙 


朋 日 内 山 老 上 板 の 知 人 で 日 本 た 帰 へ る 人 が 有る か ら 小 包 ゃ 一 
つ 頼 み を まし た 。 薄 ち らく 大 阪 に つい た ら 出 す の で し ょ 3 う 。 

内 に は 『 北 平 箋 譜 』 一 函 己 入っ て 居 ま す 。 それ は 私 か ら 提 
議 し た もの だ けれ どる 区 振 鍵 君 の 尽力 に よっ て 始め て 出 き あ 
が っ た の で す 。 原版 は 紙 店 が 持っ て 居る の で 紙 を 買っ て 印刷 
し 集め て 一 部 の 本 に し た ら 悪 くる な いら しい 。 一 百 部 挫 へ た 
だ け で 出版 し な い 前 に 皆 な 予約 済 で し た 。 し か し 版 元 三 閑 屋 
は まだ 有り ます か ら 一 部 を 清 玩 に 供し ます 。 

そ 一 し て 基 の 小包 の 内 、 本 の シリ ッ ポ に 多 小 い 包 が 一 つつ 
いて 居 ま す 。 それ は 渡 君 に 進呈 する つも り の も の で す が 実 は 
オォ トナ の オモ チャ と 云 ふ た 方 が 適当 か る 知り ませ ん 。 五 十 四 


年 前 に 私 の 生れ た 時 に 外出 する 時 に は 、 そ ん な る も る の を 掛け ま 
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し た 。 日 本 流 に 云 へ ば 「 悪 魔よけ 」 、 併 し 支 敢 に は 「 悪 魔 」 
と 云 ふ 考 へ は な か っ た の だ か ら 「 不 正 も る の よ け 」 と 云 ふ た 方 
が い ゝ で し ょ う 。 説明 し な けれ ば 少し わか り に くい か ら 左 に 
図解 し まし ょ う 。 


その 円 いる は 、 米 を 掲 
いた 後 、 精 米 と 要 と を 振 
分 ける る の 、 竹 で 捧 へ 、 
支那 に は 飾 と 云 ふ が 日 本 
名 不明 。- 一 は 云 ふ まで も 
六 《太极 、 二 法 算 盐 、 三 
尘 砚 、 四 法 笔记 笔架 、 五 
は 本 か と 思ふ 、 太 は 絵巻 
物 、 七 は 暦 書 で す 、 八 は 
は さ み 、 九 は 尺 、 十 は 共 艇 だ ら う と 思ふ 。 十 一 は 図解 者 8 困り 
ます 、 を その 形 は 時 ちら し い が 実 は ハカリ で な けれ ば な ら な い 。 

兎 角 皆 もの を は っ きり する も の で す 。 し て 見 れ ば 支那 の 不 
正 者 は 大 に 明 了 な も の を と わが ね れ 胡麻 化す る 事 を すく < 事 が わ 
か る 。 日 本 の 不正 者 は どん な 性 質 か し り ま せん が 兎 角 一 種 の 
シナ モノ と し て お くり まし た 。 

文壇 に 加 へ る 圧迫 は 益々 重く な っ て 来 ま し た 。 俳 し 私 共 は 
不 相 変 呑気 に 暮し て 居 ま す 。 

增 田 兄 几 下 于 上 二 月 二 十 七 晶 





[译文 ] 
内 出 老板 有 朋友 明天 回 日 本 , 我 托 他 带 上 小 包 一 个 , 大 约 要 
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到 达 大 孤 后 才能 送出 。 

包 内 有 《北平 签 谱 》 一 画 。 这 是 由 我 提议 、 得 郑振铎 君 之 力 
才 得 以 出 版 的 。 原 版 是 纸 店 的 , 买 纸 付 印 后 , 集成 一 部 书 ; 也 并 
不 坏 。 因 为 只 印 制 一 百 部 ， 故 出 版 前 此 已 预约 完 。 幸 出 版 者 的 
三 闲 书屋 尚 有 存 书 , 特 奉 上 一 部 , 以 供 清 玩 。 

此 外 , 小 包 内 书后 附 有 一 个 小 包 , 拟 赠 游 君 , 但 其 实 作为 大 
人 的 玩具 可 能 更 适当 。 五 十 四 年 前 我 出 世 后 , 每 送出 门 时 , 就 要 
挂 那个 玩意 儿 。 照 日 本 的 说 法 是 “ 避 恶 磨 ” 但 在 中 国 没有 “恶魔 ” 
之 说 , 故 称 " 避 那 " 好 些 。 如 不 加 说 明 , 有 点 费解 , 特 为 图 解 如 左 ; 

那个 圆 东 西 ， 就 是 的 
了 米 后 ， 用 来 把 精米 和 料 
第 开 ; 是 竹子 造 的 , 中 国 叫 
徴 低 , 日 本 的 名 称 不 明 。 
一 、 不 待 言 是 太极 ， 二 、 算 
盘 , 三 、 砚 , 四 、 笔 与 笔架 ， 
五 、 可 能 是 书 ， 六 、 画 卷 ， 
七 . 历 书 , 八 . 剪子 , 九 、 尺 ， 
十 , 似 为 棋盘 , 十 一 、 图 解 
省 也 难说 清 ; 那 东西 形似 蝎子 , 其 实 应 是 天 平 。 

总 之 ， 这 些 东 西 ， 都 是 为 了 弄 清 事物 的 。 可 见 中 国 的 那 鬼 ， 
非常 害怕 明确 ,喜欢 含混 。 日 本 的 那 鬼 性 格 如 何 ,我 不 知道 , 且 
把 它 当 做 中 国 的 东西 奉 赠 罢 。 

文坛 所 受 压迫 日 甚 , 然而 我 们 仍 :悠闲 度 日 。 

迅 上 二 月 二 十 七 日 





增 田 兄 几 下 
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45 和 致 山本 初 枝 * 


拝啓 今日 の 午後 内 山 書 店 に て 漫談 中 、 丸 林 様 の 奥様 が い 
らし ゃ っ て 御 贈 物 を 下さ いま し た 。 同時 に 御手 紙 も つき まし 
た 。 有難う 存じ ます 。 北平 箕 譜 は その 木版 は 皆 な 紙屋 に ある 
の で 編 坦 し て 一 一 紙 を 買っ て その 店 に 頼ん で 印刷 すれ ば た や 
すく 出来 る る の で す が 併 し 習 貫 る 段々 変っ て 行く か らち ら 、 こ と ん 
な 詩 箋 も 近い 内 に 滅亡 する の で あぁ あら うと 思ひ ます 。 その 為 め 
に 決心 し て 一 つや っ て 昔 の 成績 を 残し て 置 と こう と し まし た 。 
若 し そ の 中 に 少し で も 見 る 可 き も の 有 れ ば 圭 で す 。 増田 第 一 
世 の 処 に る 一 函 送 り ま し た 。 上 海 に は 気候 悪く 色々 な 病気 が 
は や っ て 居 ま す 。 子供 も る イン フル エン ザ に か か っ て 須藤 先生 
(と 見 て も ら っ て 今日 か ら 始 め て よく な り ま し た 。 丁度 直っ て 
居る 最 申 、 送 っ て 下さ きっ た 玩具 も や っ た ら 大 変 よ ろ と び ま し 
た 。 そ うし て 自転 車 を 紀 ら ちっ た 事 $ ま だ 覚え て 居 ま す 。 
草々 頓 首 

健志 上 三 月 十 七 日 

山本 夫人 几 下 

山本 様 と 正路 君 に も よろ し く 


* ”此 信 据 k 大 鲁迅 全 集 ? 第 七 卷 抄 存 。 
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[译文 

拜 启 : 今天 午后 在 内 山 书店 漫谈 时 , 丸 林 先 生 的 夫人 带 来 了 
惠 赠 的 佳品 , 同时 惠 函 也 已 寄 到 , 不 胜 感谢 。<《 北 平复 谱 》 的 木版 
都 存在 纸 店 里 , 每 次 编 好 即 向 该 店 买 纸 , 托 他 们 印 , 出 书 是 容易 
的 , 不 过 习俗 在 逐渐 改变 , 这 种 诗 签 怕 不 久 将 绝迹 。 因 此 我 决心 
印 一 些 , 留 下 从 前 的 成 绩 , 倘 其 中 还 略 有 可 看 的 东西 , 则 幸 甚 。 增 
田 一 世 处 也 已 寄 上 一 函 。 上 海 气候 恶劣 , 流行 着 种 种 疾病 , 孩子 
也 患 流行 感冒 , 经 须 蕨 先生 诊治 , 今天 才 好 。 他 正在 六 脾气 ， 我 
将 你 赠送 的 玩具 给 了 他 , 他 很 高 兴 。 你 送 给 他 脚踏车 的 事 , 他 还 
记得 。 草草 顿 首 

鲁迅 上 = 月 エモ 日 

山本 夫人 几 下 

山本 先生 与 正路 君 均 此 致 候 。 


46 致 增 田 涉 


拝 記 、 上 恵 愛 村 よ り の 御手 紙 は と くに 拝見 し まし た 、 今 に は 
も 5 東京 に 到着 し まし た だ ら う と 思っ て 少し く 書 きま す 。 

北平 箋 譜 に つい て の 二 点 は 衝 区 で す が 第 一 点 の 事 は 印刷 す 
る 前 に も る 願 る 紙屋 と 談判 し まし た 。 併 し 一 度 濃く すれ ば 絵 の 
具 が 版 に つい て 此 の 次 の 実用 箋 を 印刷 する に 影響 する か ら と 
云っ て 遂に 承知 し て くれ な か っ た 。 第 二 点 は 私 は わざ と と 3 
云 人 る 風 に し た の で す 。 実に 云 へ ば 陳 衡 属 、 齋 玉 (白石 ) 以 
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後 、 箋 画 は ぉ る 5 衰退 し た の で 二 十 人 合作 の 梅花 箋 、 既 に 無 
力 、 御 猿 様 な ど に 至っ て は 大 に 俗 化し て 仕舞 っ た 。 こ と れ か らち 
は 滅亡 する の で し ゃ うぅ 、 旧 式 の 文士 も 段々 へ っ て 行く か ら 。 
て で れ で 私 は 虎 頭 蛇 忌 の 観 を 量 さ れ て 末 流 の 築 画家 を 表彰 し た 
の で す 。 

彫工 、 印 工 も ぁ 今 に は まだ 三 四 人 残し て 居 ま す が な 大抵 みじめ 
な 生活 状態 に 陥 入 っ て 居 ま す 。 と れ ら の 連中 が 死ん だ どら と の 
技術 る 仕 狂 ひ 。 

今年 か らち ら は 私 と 銀 君 二 人 で 毎月 少 づ つ 金 を 出し て 明 の 『 士 
竹 齋 箋 譜 』 を 複 刻 き し て 居 ま す が 一 ヶ年 位 で 出来 る 筐 で す 。 
その 本 は 精神 願 る 組 巧 で 小さ いも る の で す が 兎 角 明 の ぉ ぁ の で す 
か ちら 回 生き し て 置 と う 区 の 事 で す 。 

私 の 一 九 二 四 年 以後 の 訳 作 は 皆 禁 止 さ きれ まし た (但し 十 地 
書 と 箋 譜 は 除外 ) 。 天津 の 新聞 に は 私 は 脳 膜 炎 に 窟 っ た と 記 
載 し て 居 ま し た 。 併 し 実は 頭脳 冷静 、 不 相 変 健康 で す 。 只 海 
興 朗 が 「 イ インフルエンザ 」 に か か っ て 二 週 間 引 っ て 居 ま し た 
が 今 に は も うな ほっ て きま し た 。 





世 拝 上 三 月 十 八 晶 
增 田 兄 几 下 
[ 译 文 
拜 启 : 从 惠 县 村 发 出 的 惠 函 , 早已 奉 悉 。 谅 你 已 抵 东 京 , 就 
给 你 写 上 几 句 。 


关于 《北平 签 谱 ?的 两 点 意见 甚 是 。 第 一 点 在 付 印 前 虽 屡 与 
纸 店 交涉 过 , 说 颜料 一 过 浓 , 就 粘 到 版 上 ,下 次 印信 得 会 受 影响 ， 
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终究 没有 照办 。 第 二 点 ， 是 我 特意 这 么 做 的 。 说 实话 ， 自 陈 衡 
恪 . 齐 瑛 (白石 ) 之 后 , 租 画 已 经 衰落 ,二 十 人 合作 的 梅花 艇 已 感 
无 力 , 到 了 猿 画 就 很 康 众 了。 因为 旧式 文人 逐渐 减少 , 签 画 遂 趋 
衰亡 ,我 为 显示 其 虎 头 蛇 尾 , 故 来 表彰 末 流 前 箋 画家 。 

雕 工 、 印 工 现在 只 剩 三 四 人 , 大 都 陷于 可 怜 的 庶 过 中 , 这 班 
人 一 死 , 这 套 技术 也 就 完了 。 

从 今年 开始 , 我 与 郑 君 每 月 聚 一 点 钱 以 复制 明代 的 《十 竹 裔 
香 谱 》, 预计 一 年 左右 可 成 。 这 部 东西 神 致 很 纤巧 , 虽 稍 小 , 总 是 
明代 的 东西 , 不 过 使 它 复活 而 已 。 

我 一 九 二 四 年 后 的 译 著 , 全 被 禁止 (只 《4 两 地 书 》 与 《得 谱 》 除 
外 )。 天 津 报纸 还 登 了 我 患 脑膜 炎 , 其 实 我 头脑 冷静 , 健康 如 常 。 
倒是 海 婴 这 小 家 伙 患 了 流行 感 呈 ,六 了 两 星期 , 现 已 转 好 。 

迅 寿 上 三 月 十 八 有 日 
増山 見 人 ル 下 


47 致 增 田 涉 


拝啓 、 四 月 大 日 の 手紙 は 拝見 し まし た 。 
佐藤 先生 に は 三 月 二 十 七 日 に も ぅ 北平 箋 譜 一 函 小 包 に て 送 
り ま し た が 四 月 五 日 に 未 つ か な い の だ か ら ど う も ね お そる そ 過ぎ ま きま 
す 。 し か し 、 今 に は 和 恐らく 到達 し た の で し ょ 5 、 つ いで の 時 
に 聞い て 下さ いま せん か ? 若 し と うと うつ か な か っ た ら 双 送 
り ま す 。 

r 朝 花 夕 拾 』、 若 し 出版 する 処 が あれ ば 訳し て も よい が 併 
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し 中 に 支那 の 風俗 及び 環 事 に 関す る 事 が あま り 多 いか ら 注 癌 
ぁ 沢 出入 れれ な けれ ば わか り に くい だ ら う 。 注釈 が 多けれ ば 読 
む 時 に 面白 さく なくなり ます 。 

「 文藝 年 第 社 ] と 云 ふ る の は 実に は 無い の で 現代 書 局 の 変 
名 で す 。 其 の 『 鳥 肛 』 を 書い た も の は 杜 衡 即ち 一 名 蘇 流 、 現 
代 書 局 か ら 出 版 す る 『 現 代 』 (月 刊 文芸 雑誌 ) 编辑 者 (も 
うぅ 一 人 は 施 蓋 在 ) で 自分 で は 超 党 派 だ と 云 ふ て 居り ます が 実 
は 右派 で す 。 今年 、 圧 人 迫 が 強く な っ て か ら は 願 る 御用 文人 ら 
し く な り ま し た 。 

だ か ら 、 あ の 『 鳥 基 』 は 現代 書 局 の 出版 物 と 関係 ある も の 
を ば 、 よ く か いて 居 ま す が な 、 外 の 人 は 多く 黙殺 され て 居 ま 
す 。 其 の 上 、 他 人 の 書い た 文章 の 振り を し て 、 自 分 を は ほめ て 
居 ま す 。 日 本 に は そん な 秘密 を わか りか ね る か ら 金 科 玉 条 と 
され る 事 も る 免 か れ な いで し ょ う 。 

そう ぅ うし て 此 の 前 の 手紙 の 忠告 は 有難 ふ 存 じ ま す 。 私 から は 
編 玉 者 に な は し て くれ と 固く た の み ま し た の だ が 、 あ まり ひ 
どい 処 ば か りな ほし て 大 抵 は その まま 、 出 され ま し た 、 実 と 
困っ た 事 で す 。 

そう し て 日 本 の 木版 彩色 印刷 が 支那 に 遥 色 ある と 云 ふ 事 が 
あり まし た が 、 私 の 考 で は 、 紙 質 に 大 に 関係 ある と 思ふ 。 支 
那 の 紙 は 「 散 る 」 性 質 が ある か ら 印 刷 す る 時 に その 姓 質 を 利 
用 し ます 。 日 本 紙 は 散ら な い 、 そ の 人為 に 色彩 も か た く な っ て 
仕舞 ひま す 。 草々 

洛 文 四 月 十 一 日 
增 田 兄 几 下 
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[ 译 文 】 

拜 启 : 四 月 六 日 手书 奉 悉 。 

送 佐 功 先生 的 《北平 签 谱 》 一 函 , 已 于 三 月 二 十 七 日 用 小 包 
寄 出 , 到 四 月 五 日 尚未 收 到 , 实在 太 慢 。 现 在 谅 已 到 达 , 可 否 顺 
便 问 一 声 , 如 终 未 到 达 , 当 再 寄 奉 。 

《 朝 花 夕 拾 》 如 有 出 版 处 所 , 译 出 来 也 好 , 但 其 中 有 关中 国 风 
俗 和 琐事 太 多 , 不 多 加 注释 恐 不 易 看 复 , 注释 一 多 , 读 起 来 又 乏 
味 了 。 

所 谓 “ 文 艺 年 鉴 社 ”, 实际 并 不 存在 , 是 现代 书局 的 变 名 。 写 
那 篇 4 鸟 欧 》> 的 人 是 杜 衡 , 一 名 苏 汶 , 他 是 现代 书局 出 版 的 《现代 》 
(文艺 月 刊 ) 的 编辑 ( 另 一 人 是 施 热 存 )， 自 称 超 党 派 , 其 实 是 右 
派 。 今 年 压迫 加 紧 以 后 , 则 颇 象 御用 文人 了 。 

因此 , 在 那 篇 《 乌 欧 > 中 ,只 要 与 斑 代 书局 刊物 有 关 的 人 , 都 
写 得 很 好 ， 其 他 的 人 则 多 被 抹杀 。 而 且 还 假冒 别人 写 文章 来 吹 
捧 自 己 。 在 日 本 很 难 了 解 其 中 奥妙 , 就 不 免 把 它 当 做 金 科 玉 律 。 

多 谢 你 上 次 来 信息 告 。 我 曾 再 三 要 求 编者 帮 有 我 改正 ， 但 除 
太 触目 处 略 作 修订 外 , 大 抵 照 样 刊登 , 实在 难 办 。 

再 : 日 本 的 木版 彩色 印刷 ， 有 人 说 比 中 国 的 逊色 。 依 我 看 ， 
纸 质 大 有 关系 。 中 国 的 纸 有 泗 的 性 能 , 印刷 时 就 利用 了 这 性 能 。 
日 本 的 纸 不 泗 , 因此 色彩 就 果 板 了 。 草草 

洛 文 四 月 十 一 日 
增 田 兄 几 下 
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48 致 山本 初 枝 ” 


拝 記 御手 紙 を 拝見 致し まし た 、 先 日 子供 に 着物 を 下さ っ 
て 有難 うぅ 存じ ます 。 正 路 君 が 絵 を 始め まし た か 、 そ れ は 面白 い 
事 だ と 思ひ ます 。 併 し 無論 親 も 稽古 し な けれ ば な り ま せん 。 
で な けれ ば 聞か れる 時 に 困り ます 。 て と ちの 子供 は 絵 は か か 
な い が 絵 本 を 説明 させ る の で すか ら 矢 張り 顔 る 困っ た 役目 で 
す 。 増田 第 一 世 は 実に どしどし 書き 出せ ば 善い と 思ひ ます 。 
と の 先生 は 少々 「 呑 気 ] で も る ある が そう し て 遠慮 すぎ ます 。 
今 の 所 調 支 那 通 の か いた も の を 見 れ ば 、 間 違 容 胃 だ ら け の も 
の で る 平気 で 出版 し て 居る の に 何故 そん な に 謙 交 し て 居る の 
で し ゃ う 。 今 か ら と くに や り だ せ ば 時 度 成功 する も の だ ら ぅ 
と 思ひ ます 。 「 メ メチ ャ ウゥ 」 と 云 ふ 支那 流 の 格言 まで も 採用 
する と あや まり ます 。 上 海 あ た り は 今年 特別 に 塞い の だ か ら 
何で も お そ か っ た の で す 。 併 し 桃 の 花 は も うさ きま し た 。 私 
は 胃 病 で 一 週間 程 須 藤 先生 の 御 厄介 に な り ま し た が 此 頃 は も 
う よ く な り ま し た 。 家内 は 達者 で 子供 は 風邪 引 位 で す 。 を そう 
し て 自分 は 本 当 に 何 か の 近く に 歩い て 居 ま す 、 そ れ は 上 海 で 
は 他人 の 生命 を 商売 し て 居る も る の が 障 分 ある か ら 時 々 あぶ な 
い 計 画 を 立ち ます 。 併 し 私 も 頼る 警戒 し て 居る か ら 大 丈夫 だ 
ろう と 思ひ ます 。 

出 本 夫人 几 下 . 鲁 迅 四 月 二 十 五 日 


* 此 信 据 K 大 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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[译文 ] 

拜 启 : 惠 函 奉 到 。 日 前 承 赐 孩子 衣服 , 谢谢 。 正 路 君 已 开始 
绘画 了 吗 ? 真有 趣 。 但 作 父母 的 当然 也 得 练习 一 下 ， 否 则 就 难 
以 回答 他 的 问题 。 我 们 的 孩子 虽 不 绘画 , 但 要 我 们 讲解 画册 , 这 
也 是 件 很 难 的 事 。 我 以 为 增 田 一 世 尽 量 多 写 写 就 好 。 这 位 先生 
有 点 “悠闲 ”, 而 且 太 谦虚 。 只 要 看 看 现在 的 所 请 中 国 通 , 尽管 他 
们 所 写 的 东西 穿 羡 附会 ， 错 误 百 出 ， 竟 然 也 堂 哉 皇 哉 付 杆 问世 ， 
那 他 又 何必 太 谦 呢 ? 我 想 如 现在 就 专心 致 志 做 起 来 ， 一 定 能 够 
成 功 。 俏 按 中 国 俗话 所 说 的 “ 慢 慢 交 ” 那么 办 , 就 会 误 事 。 上 海 
一 带 今 年 特别 冷 ， 因 此 什么 都 迟 了 。 只 是 桃花 却 已 开放 。 我 生 
胃病 ， 麻 烦 须 芯 先 生 一 个 星期 左右 , 现 已 症 愈 。 内 人 身体 健康 ， 
孩子 不 过 是 患 感冒 。 我 自己 党 得 , 好 象 确 有 什么 事 即 将 临头 , 因 
为 在 上 海 , 以 他 人 的 生命 来 做 买卖 的 人 颇 多 , 他 们 时 时 在 制造 危 
险 的 计划 。 但 我 也 很 警 锡 , 想来 是 不 要 紧 的 。 

鲁 ' 迅 四 月 二 十 五 日 
山本 夫人 几 下 


49 致 增 田 涉 


『 修 文 宜 府 」】 『 忌 字 类 三 」 等 谭 然 蕊 如 大 作 、 本 它 见 世事 好 
あり ます が 引っ くら 返 へ し て 読ん だ 事 は 今 ま で な か っ た 。 支 
那 文学 専門 家 で な けれ ば 購 蔵 する 必要 も な か ら う と 思ひ ま 
す 。 併 し 『 大 辞典 ] 編 四 の 為 め に 手頃 の 本 も 知り ませ ん 。 
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『 鯉 源 』 -< 『 通 俗 粳 」 式 下 济 喜 世 石 六 疡 余 0 贫乏 世上 思 
人。 其 他 、『 子 史 精 华 」 = 『 世 书记 数 略 」 と か ら 必 要 だ と 思 
六 奴 多 避 喜 办 这 LT 和 人 所 了 De2E5 到 To。 或 二 了 旗 雅 训 纂 J 
(『 駅 字 類 編 」 よ り も る 簡明 だ ) か ら も る 、 少 々 取り 入れ る 可 し 
だ 6 

『 白 織 凝 煙 』 を ば 未だ 見 た 事 な い が 併 し 送ら な いで 下さ 
い 。 内 山 書店 に 由 度 来る の だ ら う と 思ひ ます 。 

洛 文 頓 首 五 月 十 一 日 
增 田 兄 几 下 


[译文 ] 

《 佩 文 前 府 >《 骆 宝 类 编 》 等 席 然 巨 著 , 书 是 见 过 的 , 却 从 未 
仔细 阅读 过 。 我 以 为 如 非 中 国文 学 专家 , 则 毋须 购 藏 , 但 为 编辑 
《大 辞典 》, 也 次 是 适用 的 书 。 

如 仅 用 《辞源 》《 通 俗 编 》 来 对 付 , 我 以 为 太 贫乏 。 此 外 , 可 
从 《 子 史 精华 》 与 4 读书 纪 数 略 》 中 摘录 些 认为 必要 的 东西 放 进去 
如 何 ? 或 从 《 卫 雅 训 纂 >《 比 《 悦 字 类 编 3 简 明 ) 亦 可 略为 采 择 些 。 

《 白 猴 凝 烟 >》 未 看 过 。 请 勿 见 寄 , 我 想 内 山 书 店 一 
来 的 。 

洛 文 。 顿 首 五 月 十 一 日 
增 田 兄 几 下 
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50 致 增 田 涉 


訳文 の 終了 に 関し て は 大 に 八 虫 し ます が 俳 し と こん な つま ら 
な い 原 本 に 大 力 を つい や し て 下さ る 事 に 対し て は 実に 衛 恒 不 
堪 と 存じ 侯 で す 。 出 版 の 見 込 は あり ます か ? 

抽 著 『 南 腔 北 調 集 』 は 大 に 福 を か ひま し た 。 二 三 の 出 版 物 
(「 フ ァ シ ョ 」 の? ) に は それ は 日 本 か ら 一 万 元 を もら っ て 
情報 処 に 送っ た ぉ ぁ の だ と 書い て 私 に 「 日 探 ] と 云 ふ る 尊 号 を 与 
へ て 居 ま す 。 併 し そん な 無実 の 攻撃 $ 直 に 消え て 仕舞 ふ の で 
ER De 

洛 文 上 五 月 十 九 日 
增 田 兄 几 下 


[译文] 

得 悉 译 稿 已 完成 ， 至 为 快感 。 你 在 这 本 乏味 的 原作 上 费 了 
很 大 气力 , 实 深 其 愧 , 但 不 知 有 无 出 版 的 希望 ? 

拙 作 《 南 腔 北 调集 》 竟 大 车 其 神 。 有 两 三 种 刊物 (法 西 斯 的 ?) 
说 此 书 是 我 从 日 本 拿 到 一 万 元 ， 而 送 给 情报 处 的 ， 并 赐 我 一 个 
“日 探 ?尊号 。 但 这 种 毫 无 根据 的 攻击 , 很 快 就 会 烟消云散 的 罢 。 

洛 文 上 下 月 十 九 日 

增 田 兄 几 下 
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51 致 增 田 涉 
増田 兄 : 
『 小 説 史 略 』 第 二 九 セー 一 二 九 八 頁 の 文字 を 下 の 通 に 改訂 
し て 下さ い 。 
二 九 七 页 


太行 、 「 一 字 芹 男 、 争 芳 旗 汉 军 」 诗 「 字 芹 深 、 一 字 芹 转 、 
正 白旗 漢 軍 ] に 改 す 。 

十 三 行 、「 乾 隆二 十 九 年 」 を 「 乾 隆二 十 七 年 」 に 改 す 。 
又 「 数 月 面 府 ] を 「 至 除 タ 、 卒 」 に 。 

二 九 八 页 
一 行 、「 一 一 一 七 六 四 」 志 [一 七 六 三 了 に 。 

双 『 其 石头 记 未 成 、 止 八 十 回 」 辫 了 其 [石头 记 J 尚 未 就 、 今 
摧 傅 者 、 止 作 十 回 。j」 记 改 放 。 

又 『「 次 年 送 有 传 写本 」 一 句 、 创 去 。 

又 「( 詳 見 胡 適 …… 努 力 週報 一 )) を 「 ( 詳 見 胡 適 文選 ) 」 
と 訂正 。 

双 二 九 九 页 第 二 行 、「 以 上 、 作 者 生平 ……j| か ら 三 〇 〇 頁 第 
十 行 「…… 才 有 了 百 二 十 回 的 紅林 夢 」 まで 都合 二 十 一 行 全 
部 削 去 。 

洛 文 上 五 月 州 一 夜 
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[译文 ] 
増田 兄 : 
《小 说 史 略 》 第 二 九 七 一 一 二 九 八 页 的 文字 , 请 订正 如 下 ， 
二 九 七 页 : 
第 六 行 , “一 字 芹 围 , 镶 蓝 旗 汉 军 ” 改 为 “ 字 芹 溪 , 一 字 芹 园 ， 
正 白旗 汉 军 ”。 
第 十 二 行 , “乾隆 二 十 九 年 ” 改 为 “乾隆 二 十 七 年 ”。 
又 “ 数 月 而 卒 ” 改 为 “至 除夕 , 卒 ”。 
二 九 八 页 ， 
第 一 行 “ 一 一 一 七 六 四 ? 改 为 “一 七 六 三 ”。 
又 “其 《石头 记 》 未 成 , 止 八 十 回 ? 改 为 “其 《石头 记 》 尚 未 就 ， 
今 所 传 者 , 止 八 十 回 ”。 
又 “次 年 送 有 传 写本 "一句 , 删 去 。 
又 ,“( 详 见 胡 适 …… 《努力 周报 》 一 )” 改 为 “( 详 见 《胡适 文 
选 》)”。 
又 二 九 九 页 第 二 行 从 “以 上 , 作者 生平 ……” 至 三 OO 页 第 十 
行 “…… 才 有 了 百 二 十 回 的 《红楼 梦 》” 止 , 共 二 十 一 行 , 请 全 
部 删 去 。 
洛 文 上 五 月 州 一 夜 


52 致 增 田 涉 


御手 紙 と 御 写真 と を いた ゞ きま し た 。 写真 は 特別 に 需 し い 
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顔 を し て 居る 相 も る な いと 思ひ ます 。 蓄 し 其 の 比較 は 家庭 時 代 
の 写真 と 下宿 時 代 の 写真 と で し な けれ ば な ら な い の で 面 し て 
上 海 に いら し ゃ っ た 時 に は もぉ 5 苦悩 時 代 に 計 入 っ て 居 た の だ 
か ら 私 の 目 で 見 れ ば そう ぅ 違 は な い 様 に な り ま す 。 

小説 喝 略 の 訂正 を 二 度 送 り ま し た が 到着 し た か 知り ませ 
ん 。 近 頃 新 発 見 る 多く 尚 訂正 すべ き 怒 が が 階 分 あり まし ゃ うけ 
れ ど る も 続い て 研究 する 考 へ も な いか ら そ の 位 に こし て 置い て 仕 
舞 ひ まし ゃ う 。 

上 海 の 景気 と 漫談 と は 両方 と も 不景気 。 大 振 ひ きこ ん で 居 
る 時 が 多い で す 。 テロ も ひど い が テ ョ 規則 が な いか ら 、 意 外 
の 災 に 思 は せ て 反っ て お し ろ し く な く な り ま し た 。 夏 頃 に 子 
供 を つれ て 長崎 あたり 行っ て 海水 浴 で も し よう か と 皿 っ た 
事 が あり まし た が 又 や め ま し た 。 し か ら ば 不 相 変 、 上 海 で 
す 。 

私 達 は 皆 な 達者 で す が 、 た ゞ し 其 の 「 海 豊 氏 ] 过 颇 码 恶战 
で 始終 私 の 仕事 邪魔 し ます 。 先月 か ら も うぅ 敵 と し て 取扱 ひ 
ま し た 。 

引 玉 集 の 印刷 所 は 東京 の 洪 洋 社 で す 。 

洛 文 上 太 月 廿 交 
增 田 兄 几 下 


[ 译 文 】 

患 逊 与 玉照 均 收 到 。 我 并 不 觉得 尊 容 特 别 可 怕 ， 当 然 要 就 
家 居 时 期 与 寄宿 时 期 的 照片 做 比较 的 ， 因 你 抵 沪 后 已 进入 苦 闹 
时 期 , 故我 看 来 并 无 显著 变化 。 
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两 次 寄 上 《小 说 史 略 》 的 订正 , 未 知 收 到 否 ? 近来 有 不 少 新 
发 现 , 颇 有 尚 须 订正 之 处 , 但 没有 心思 继续 研究 , 就 姑且 那样 时。 

上 海 的 景 象 和 漫 談 都 絞 苦 条 , 我 大 抵 同 在家 里 多 。 恐 怖 基 
烈 , 因 其 没有 规律 , 就 被 看 做 一 种 意外 灾害 ,反而 不 觉得 可 怕 了 。 
曾经 打算 夏季 带 孩 子 到 长 崎 去 洗 洗 海水 浴 ， 又 作罢 了 。 于 是 暂 
时 仍 在 上 海 。 

我 们 都 好 ， 只 有 那 位 “ 海 婴 氏 ” 颇 为 淘气 ,总 是 搅 扰 我 的 工 
作 , 上 月 起 就 把 他 当 作 敌人 看 待 了 。 

《 引 玉 集 》 的 印刷 所 是 东京 的 洪 洋 社 。 

洛 文 上 六 月 七 夜 





增 田 兄 几 下 


53 致 增 田 涉 


六 月 二 十 一 日 の 手紙 と 御 写真 と を 拝受 し ま し た 。 今度 の 写 
真 は 前 の 一 枚 よ り も ずっ と 藩 附 い て 居 た と 思ひ ます 。 「 転 地 
保養 ] の 時 が 近い て 来 た か ら で し ょ う 5。 

小説 史 の 訂正 は 二 回 だ け で す 。 

私 の 写真 $ 一 枚 差 し 上 げ ま す 。 新しい ぉ る の は な いか ら 昨 年 
の も の を 送る 外 仕様 が な ない です 。 其 の 上 に -- ヶ 年 余 の 老 さ を 
加 へ て 見 れ ば 真 に 近い 様 に な り ま す 。 こん な 見 方 5 顔 る むつ 
か し いけ れ ど 。 

上 海 で は この 二 三 日 室内 、 九 十 三 四 度 、 道 な ら 百 度 以上 で 
Uk う 。 この 天気 に 対す る 答 へ と し て 私 は 汗 を 流 る 、 外 に アァ 
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セ モ ノ を を 出し て 居 ま す 。 
洛 文 上 六 月 二 十 七 日 
增 田 学 兄 几 下 


[ 译 文 】 

六 月 二 十 一 日 手书 和 玉照 均 收 到 。 我 觉得 这 张 照 片 比 上 一 
张 更 庄重 些 , 想必 是 即将 “ 转 地 疗养 ”之 故 。 

《小 说 史 》 的 订正 , 只 有 两 次 。 

奉 上 我 的 照片 一 张 , 没有 新 的 ， 只 好 把 去 年 照 的 送 上 , 别 无 
他 法 。 加 上 一 年 余 的 老 态 ， 看 起 来 倒 真 相近 了 。 尽 管 这 种 看 法 
是 过 于 复杂 的 。 

上 海 这 两 三 天 , 室内 已 九 十 三 四 度 , 室外 恐 到 百度 以 上 , 应 
付 这 样 天 气 , 我 是 在 流 汗 之 外 又 生 竣 子 。 

洛 文 上 六 月 二 + 七 日 

增 田 学 兄 几 下 


54 致 山本 初枝 * 


拝 牙 御手 紙 い た だ きま し た 。 上海 で は 暑く な り 室 内 で も , 
寒暖 計 九 十 度 以上 に の ば り ま し た けれ ども る 私 共 は 元気 で す 、 
子供 る 元気 で きわ いで 居 ま す 。 正路 央 も 署 休 で 大 に いた づら 
を し て 居り まし ょ う 5。 ピ 日 本 は 景色 が 美しく て 何時 も 時 々 思ひ 





* ”此 信 及 以 下 三 信 均 据 4 大 和 鲁迅 全 集 》 第 七 凑 抄 存 、 
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出し ます けれ ども る 中々 行け な い 様 で す 。 若 し 私 が 参り まし 
た ら 上 際 き せな いか も 知り ませ ん 。 其 上 、 私 は 今 に は 支那 を 
去る 事 が 出来 ませ ん 。 暗殺 で 人 を 驚か せる 事 が 出来 る と ます 
ます 暗殺 者 を 増長 し ます 。 彼 等 $ 私 は 青島 へ 逃げ て 仕舞 っ た 
と の 謡 言 を 搾 ら へ て 居 ま す 。 け れ ど る 私 は 上 海 に 居 な けれ ば 
な り ま せん 、 そ うし て 悪口 を 書き ます 。 そ うぅ し て 印刷 し ま 
す 。 仕舞 た は 遂に ど ち が 滅亡 する か を 試験 し て 見 まし ょ う 。 
併 し 用 心 は し て 居 ま す 、 内 山 書 店 に も 減 多 に 行か な い 様 に な 
り ま し た 。 暗殺 者 は 家 の 中 に は 衝 い っ て 来 な いで し ょ うぅ 、 安 
心して 下さ い 。 此 頃 増田 君 か ら 手 紙 を も る ら ひま し た 、 自 分 で 
書い た 庭 と 書斎 と 子供 の 絵 と 一 所 に 。 漫談 は し な い が 漫 読 を 
し て 居る と 云 ふ の で 上 顔 る 呑気 に 暮し て 居る 様 で す 。 其 絵 を 見 
る と 増 田 君 の 故郷 の 景色 る 非常 に 美しい と 思ひ ます 。 今 は 望 
む 本 は 未 有 り ま せん 、 有 っ た ら 頼 み 申 し ます 。 今度 の 住居 は 
大 訟 よい で す 。 前 に 空地 が ある で し ょ う 、 雨 が 降る と 時 が 感 
に 鳴き ます 、 丁 度 い な か に 居る 様 で す 、 そ うし て 犬 ぉ る 咲 えて 
居 ま す 、 今 は も ぅ 夜中 二 時 で す 。 草々 頓 首 
和 鲁 包 上 七 月 + 一 日 

山本 夫人 几 下 


【 洋 文 〕 

拜 启 , 惠 函 奉 悉 。 上 海 已 热 起 来 , 即使 室内 , 寒暑 表 也 升 到 
九 十 度 以上 , 但 我 们 都 好 , 孩子 也 活泼 地 吵 闪 着 。 正 路 君 也 放 了 
暑假 , 颇 为 奖 皮 罢 ? 日 本 风景 顷 美 , 常常 怀念 ,但 看 来 很 难 成 行 。 
即使 去 ; 悉 怕 也 不 会 让 我 上 陆 。 而 且 我 现在 也 不 能 离开 中 国 。 倘 
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用 暗杀 就 可 以 把 人 吓 倒 , 暗杀 者 就 会 更 跋 启 起 来 。 他 们 造谣 , 说 
我 已 逃 到 青岛 , 我 更 非 住 在 上 海 不 可 , 并 且 写 文章 吉他 们 ， 还 要 
出版 , 试看 最 后 到 底 是 谁 灭亡 。 然 而 我 在 提防 着 , 内 山 书 店 也 难 
得 去 。 上 暗杀 者 大 概 不 会 到 家 里 来 的 ， 请 勿 念 。 最 近 收 到 增 田 君 
的 信 , 和 他 自己 画 的 庭院 , 书斋 , 以 及 孩子 的 画 。 虽 不 漫谈 , 却 在 
漫 读 , 似乎 过 得 还 挺 悠闲 。 从 画 上 看 去 , 增 田 君 故 乡 的 景色 非常 
幽 美 。 现 在 还 不 要 什么 书 ， 需 要 时 再 拜托 你 。 我 这 次 的 住处 很 
好 , 前 面 有 块 空地 , 雨 后 蛙 声 大 作 , 如 在 乡间 , 狗 也 在 喘 , 现在 已 
是 午夜 二 时 了 。 ”草草 顿 首 
鲁 迅 上 七 月 十 一 日 

山本 夫人 几 下 


55 和 致 内 山 嘉 吉 


拝啓 、 昨 日 和光 学園 生徒 諸君 の 木 刻 を いた ゞ きま し て 就 中 
殊 に 静物 の 方 が 私 に 面白 く 感じ いせ まし た 。 

今日 別 封 に て 手紙 用 紙 を 少 許 り 送り まし た 。 それ は 有明 の 
末 、 即 ち 三 百年 前 の 木版 を 複 し た も の で あっ て 、 為 め に は 成 
り ま せん が 兎 角 お る も ちゃ と し て 小さ い 芸 術 家 諸 君 に 分 け て 下 
さい 。 草々 頓 首 

和 鲁 志 上 七 月 二 十 三 日 
内 出 嘉吉 兄 几 下 
奥様 に よろしく 
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[ 译 文 ] 
启 : 和 光学 园 学 生 的 木刻 , 已 于 昨日 拜 领 。 我 对 其 中 的 静 

Ws 尤 感 兴趣 。 

今天 另 封 寄 上 少许 信 敌 。 这 是 明 末 即 三 百年 前 的 木刻 复制 
品 ， 无 多 大 用 处 ， 只 当 小 玩 艺 儿 ， 请 分 给 各 位 小 艺术 家 罢 。 
草草 顿 首 

鲁 迅 上 七 月 二 十 三 日 

内 山 嘉 吉 兄 几 下 

令 夫 人 请 代 致 侯 。 


56 致 山本 初 放 


拝 共 大 時 の 尻 っ ぽ の 御 薩 様 で 二 三 日 前 か ら 上 海 で は 大 に 
すず し く な り ま し た 。 私 共 は 皆 な 無事 で す 。 沖 物 行 衛 不明 
(に な り ま し た 。『 陣 中 の 堅 胡 』 は 注文 し た の で すか ら 一 週間 
前 に 到着 し まし た 、 立 派 な 本 で す が 若 し 私 が 歌 を よく わか る 
な ら も る う 一 層 面 白い だ ら う と 思ひ ます 。 此 な 軍医 様 は 今 で は 
日 本 に も も う 少 な いで し ゃ う 5。 先月 に は 隣 分 日 本 の 長崎 な ど 
に 行き た か っ た が 遂に 種々 な 事 で や め ま し た 。 上海 が あつ か 
っ た か ら 西 洋 人 な ど が 階 分 日 本 に 行っ た 様 で すか ら 日 本 へ の 
旅行 $ 劉 ち 「 モ ー ダ ン 」 な 振舞 と な り ま し た 。 来 年 に 行き ま 
し ゃ うぅ 。 男の子 は 何 ん だ か 大 抵 、 マ マ を い ぢ お め ま す 。 私 共 の 
子供 $ そ うぅ で 母親 の 云 ふ と と を きか な い ば か りか 基 上 時 々 反 
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抗 し ます 。 私 が 一 所 に な っ て し か る と 今度 は 「 ど うし て パパ 
が そん な に ママ の か た を 持つ だ ら う 3」 と 不審 が り ま す 。 増 田 
一 世 の 消 息 は 暫く 聞え な か っ た 。 内 山 老 版 は 不 相 変 忙し く 一 
生 懸 命 に 漫談 を か き 、 そ うし て 発送 し て 居 ま す 。 

和 鲁 还 拝 七 月 二 十 三 夜 
山本 夫人 几 下 


[ 泽 文 〕 

拜 启 : 托 了 大 风 尾 巴 的 福 , 两 三 天 来 上 海 已 颇 凉 爽 。 我 们 都 
平安 , 竣 子 也 消失 了 。《 阵 中 竖琴 》 是 预约 的 , 已 于 一 周 前 寄 到 。 
书 很 漂亮 , 倘 我 对 歌 懂 得 多 一 些 , 悉 怕 就 更 有 趣 了 。 这 样 的 军医 
先生 ， 现 在 在 日 本 也 容 窒 无 几 罢 。 上 月 曾 很 想到 日 本 的 长 崎 等 
处 去 , 终 因 种 种 关系 而 作罢 。. 上 海 酷暑 , 不 少 西洋 人 似乎 都 前 往 
日 本 ， 一 时 赴 日 旅行 成 了 摩登 之 举 。 明 年 去 罢 。 男 孩子 大 都 是 
欺负 妈妈 的 , 我 们 的 孩子 也 是 这 样 ; 非但 不 听 妈 妈 的 话 , 还 常常 
反抗 。 及 至 我 也 跟着 一 道 说 他 , 他 反倒 觉得 奇怪 :“ 为 什么 爸爸 
这 祥 支 持 妈妈 呢 ?” 增 田 一 世 久 无 音讯 。 内 山 老 板 依然 很 忙 ， 埋 
头 写 漫谈 , 并 寄 出 去 。 

鲁 迅 拜 七 月 二 十 三 夜 
山本 夫人 几 下 


57 致 山 本 初枝 


二 三 日 涼し く な っ て 居 た が 近頃 は 叉 熱く な り ま し た 。 も う 3 
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一 度 汗 物 を 出す 外 仕方 あり ませ ん 。 楊 梅 は も うぅ 済ん だ の で 
す 。 増田 一 世 の 呑 気 さ に は 上 顔 る 感心 致し ま し た 。 今度 は 何時 
東京 へ 来る か 、 解 ら な いで し ゃ 5。 田舎 は し づか で 気持 が よ 
いか る も 知ら な いけ れ ど 、 刺 載 が 少な いか ら 仕事 も 余り に 出来 
な いで す 。 け れ ど も ぁ 、 此 先生 は 「 坊 ちゃ ん 」 出身 だ か ら 仕方 
あり ませ ん 。 周作 人 は 率 る 福々 し い 教 授 殿 で 周 建 人 の 兄 で 
す 。 同じ 人 で は あり ませ ん 。 増田 一 世に 送っ た 写真 は 取っ た 
時 に 疲れ て 居 た か 知れ ませ ん 。 経済 の 為 め で は な く 、 外 の 環 
境 の 為 め で す 。 私 は 生ま れ て か ら 近 頃 の 様 な 暗黒 を 見 た 事 は 
な か っ た 。 絹 は 密 で 犬 は 多い 。 悪 る も の に な る 様 に 美 励 し て 
居る か ら 、 た ま ら ない 。 反抗 し な けれ ば な ら な い 。 俳 し 私 は 
も う 五 十 も こと えた の だ か らち 残念 で す 。 私 共 の 小 供 $ 大 に いた 
づら で す 。 矢 居 食 べた く な る と 近づい て 来 、 目 的 達 す れ ば 遊 
びに 行く 。 そ うし て 弟 が な いか ら 、 さ び し い と 不平 を 云 ふ て 
居 ま す 。 顔 る 偉大 な る 不平 家 で す 。 つい 二 三 日 前 に 写真 を 取 
り ま し た 。 出 来 上 っ た ら 一 枚 送り ます 、 私 の も 。 東 京 で は 列 
に 必要 な 用 は あり ませ ん が 具 神 田 区 神保 町 ニノ 一 三 に 「 ナ ウ 
ヵ 社 ] と 云 ふ る 本屋 が あり ます 。 その 広告 を 見 れ ば 、 ロ シ ァ の 
版画 と 絵葉書 が 売っ て 居る さ う で つい で の 時 に 一 度 、 見 て 下 
さい ませ ん か 。 若 し 『 引 玉 集 』 の 中 の 様 な 版画 だ っ た ら 少 々 
買っ て 下さ い 。 絵 葉書 絵画 の 複製 な ら 矢 張 少 し 買っ て 下さ 
い 、 併 し 風景 、 建 築 な どの 写真 で あっ た ら 入 り ま せん 。 
草々 

和 鲁 世 上 七 月 三 十 日 
山本 夫人 几 下 


1188 重 还 书信 


| 深 





[ 译 文 ] 

凉快 了 两 三 天 ， 近 又 转 热 。 也 只 有 再 生 一 次 淖 子 。 杨 梅 已 
经 完了 。 我 倒是 很 佩服 增 田 一 世 的 悠闲 。 恐 怕 你 也 不 知道 他 下 
次 什么 时 候 再 来 东京 罢 。 乡 间 清 静 ， 也 许 舒 服 一 些 ; 但 刺激 少 ， 
也 就 做 不 出 什么 事 来 。 不 过 这 位 先生 是 “ 哥 儿 ” 出身 , 没有 办 法 
的 。 周 作 人 是 位 颇 有 福 相 的 教授 先生 ， 乃 周 建 人 之 兄 ， 并 非 一 
人 。 我 赠 给 增 田 一 世 的 照片 , 照 的 时 候 也 许 有 些 疲 乏 , 并 不 是 由 
于 经 济 , 而 是 其 他 环境 关系 。 我 有 生 以 来 , 从 未 见 过 近来 这 样 的 
黑暗 , 网 密 犬 多 , 奖励 人 们 去 当 恶 人 , 真是 无 法 忍受 。 非 反抗 不 
可 。 遗 憾 的 是 ,我 已 年 过 五 十 。 我 们 的 孩子 也 很 淘气 , 也 是 要 旋 
的 时 候 就 来 了 ,达到 目的 以 后 就 出 去 玩 , 还 发 牢骚 , 说 没有 弟弟 ， 
太 寂 宽 了 ; 是 个 颇 伟 大 的 不 平家 。 两 三 天 前 给 他 照 了 相 , 等 印 好 
后 , 送 你 一 张 , 此 外 还 有 我 的 。 在 东京 别 无 要 事 , 神田 区 神保 町 
二 之 一 三 号 有 一 家 叫 * 科 学 社 ” 的 书店 , 据 该 店 广告 , 有 俄国 版 画 
及 明信片 出 售 , 便 中 请 去 看 一 下 。 倘 有 《 引 玉 集 》 中 那样 的 版 画 ， 
请 代为 购买 一 些 。 如 是 绘画 复制 的 明信片 ， 亦 请 买 一 些 ， 风 景 
或 建筑 物 的 照片 ,就 不 要 了 。 ”草草 

鲁 迅 上 七 月 三 十 日 

山本 夫人 几 下 


58 致 增 田 涉 


日 中 信士 度 内 外 は 誠に 浦 出し い 事 、 上 海 で は 又 九 十 度 以 
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上 、 小 生 僕 汗 物 を 光栄 な る 反抗 の 着 板 と し て 奮闘 し て 居 ま 
CR 

『 十 竹 齋 響 譜 』 は 凡そ 五 十 余 枚 出来 まし た 。 中 の 四 枚 の 見 
本 を 御 目 に か け ま す 。 全 部 二 百 八 十 枚 程 ある か ら 何 時 完工 す 
る か 解ら ず 半 分 出 上 れ ば 前 期 予約 と し て 発売 する つも る もり で 
す 。 こ と こ ゝ で は いのち は 上 願 る あぁ あぶない 。 私 人 の 犬 に な ら な けれ 
は 自分 の 趣味 を る も る つ 人 も 、 割 合 に 一 般 の 文化 に 関心 する も の 
も 、 右 る $ 左 も る 反動 と し て 、 い ぢ め ま す 。 一週 前 に 同じ 趣味 を 
も つ 北 平 に 於 ける 友人 二 人 つ か ま へ られ きま し た 。 暫く 立っ た 
ら 古 い 絵 本 を 翻 広 する 人 も な く な る だ ろ 一 。 併 し 僕 が 生き て 
居れ ば 何 買 で も 何時 まで も や っ て 行き ます 。 

私 も 家内 も 達者 で す 。 アメ バ と 海中 と は る う サ ョ ナラ の 様 
だ が 、 そ の か は り 5、 海 興 婦 は 大 に 悪戯 、 つ い 二 三 日 前 に 「 と 
ん な パパ は 、 何 ん の パパ だ 『! 」 と 去る 様 な 大 る 反動 的 な 宣言 
まき で も 発表 し まし た 。 困 っ た 事 で す 。 

迅 頓 音 
增 田 兄 几 下 
御 両親 様 、 奥 様 、 御 娠 様 及 び 坊 ちゃ ん に も $ も よろしく 


[ 译 文 ] 

尊 处 白天 在 八 十 度 内 外 , 诚 可 义 。 上 海 又 是 九 十 度 以 上 , 部 
人 正 以 满 身 啡 子 , 作为 光荣 的 反抗 旗帜 而 奋斗 着 。 

《十 竹 帝 复 谱 》 完 成 五 十 余 幅 , 现 将 其 中 四 幅 样 张 奉 览 。 全 
部 约 二 百 八 十 幅 , 何 时 可 成 , 尚 不 可 知 , 俊 半 数 完成 后 拟 即 开始 
预约 , 先 予 发 卖 。 现 在 这 里 , 生命 是 颇 危 险 的 , 凡是 不 愿 当 私人 
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的 走狗 , 有 自己 兴趣 的 人 , 较为 关心 一 般 文化 的 人 , 不 论 左右 都 
看 作 反 动 , 而 受 迫 害 。 一 星期 前 , 北平 有 两 个 和 我 兴趣 相同 的 朋 
友 被 捕 了 。 怕 不 久 连 翻 刻 旧 画 本 的 人 都 没有 了 ， 然 而 只 要 我 还 
活着 , 不管 做 多 少 ,做 多 久 , 总 要 做 下 去 。 

我 与 内 子 均 好 ， 阿 米 巴 似 已 和 海 婴 告别 ， 但 海 婴 这 家 伙 反 
而 非常 顽皮 ,两 三 日 前 竟 发 表 了 颇 为 反动 的 宣言 , 说 ; “这 种 爸 
和 爸 , 什 么 爸爸 !” 真 难 办 。 

迅 顿 首 c 八 月 も 2 

增 田 兄 几 下 

令 尊 令 堂 . 令 夫人 、 令 媛 和 宝宝 均 吉 。 


59 致 增 田 涉 


九 月 二 日 の 手紙 を 拝見 致し まし た 。 

漢学 大 会 に は 大 に や りな さい 。 曖 攻 和 尚 の 事 は 左 信 や 公 半 
な どの 研究 より も 余 程 面白 い に 違 ひな い 。 併 し 今度 の 東方 学 
報 を 見 れ ば 日 本 の 学者 が 漢文 で 論文 を 書い て 居る 御方 が あぁ 5 
まし た か ら 実 に お どろ きま し た 。 一 体 誰 に よ ま せる つも り で 
し ゃ う 。 

と ゝ に 於 ける 明 弥 熱 は 此 頃 少々 下 火 と な り 全 集 を 印刷 し た 
後に は 拾遺 な ど は 現 は れ な い 。 北新 も 元気 無 之 で す 。 

上 海 は すゞ し く な り ま し た 。 私 共 は 無事 で す 。 
皆様 に ちよ ろ し く 
增 田 兄 虑 前 洛 文 上 九 月 十 二 日 
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二 伸 、 内 山 老板 注 母 样 D 病 气 为 吧 媚 国 U 访 UL。 二 十 日 
頃 、 上 海 へ 帰る そう で す 。 


[译文 ] 

九 月 二 日 手书 奉 悉 。 

汉学 大 会 ， 大 可 参加 。 研 究 曼殊 和 尚 确 比 研究 4 左 传 >》、《 公 
羊 传 > 等 更 饶 兴 昧 。 看 了 这 期 《东方 学 报 》, 居然 有 用 汉文 发 表 论 
文 的 日 本 学 者 , 殊 感 惊异 , 这 究竟 是 打算 给 谁 读 的 呢 ? 

最 近 此 地 曼殊 热 ,已 略为 下 降 ,全集 出 版 后 , 拾遗 之 类 , 未 见 
出 现 。 北 新 已 无 生气 。 

上 海 已 浙 凉 束 , 我 们 平安 。 

祈 代 问候 诸位 。 

洛 文 上 九 月 十 二 日 

增 田 兄 桌 前 

再 者 : 内 山 老 板 因 母 病 已 归 国 , 据说 将 于 二 十 日 左右 回 沪 。 


60 致 山本 初枝 * 


拝 刻 先日 『 版 芸 箱 ] を いた だ きま し た 。 と れ は 自分 も 持 
っ て 居 ま すけ れ ど も 下さ っ た 分 ぁ 珍 蔵 し て 置き ます 、 丁 度 金 
持 が 金 の 多い こと に 飽 か な い 様 に 。 そ うし て ナウ カ 社 か ら の 
複製 絵画 及び 絵葉書 も 到着 し まし た 、 別 に 特色 も な くそ の 方 





* ”此 信 及 下 信 均 据 《 大 和 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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の 出版 物 、 る と め る こと こと は よし まし ゃ う 。 内山 老 版 及び 其 の 
太 太 は 二 三 日 前 に 上 海 へ 帰っ て 来 ま し た 、 今度 は 非常 に 早い 
で す 。 増田 一 世 か ら も 手紙 一 本 貰っ て 其 の 論文 は 『 灯 文 』 と 
いふ 雑誌 に 載っ て 居る そう だ が と の 雑誌 は 上 海 に 売っ て 居 な 
いか ら 読 むと と も 出来 ませ ん で し た 。 

迅 拝 上 九 月 二 十 三 日 
山本 夫人 几 下 


[ 译 文 ] 

拜 启 《 版 艺术 》 日 前 收 到 。 这 本 我 已 有 了 , 但 你 送 我 的 还 是 
要 珍藏 ， 正 如 富翁 不 嫌 钱 多 一 样 。 科 学 社 复制 的 绘画 及 明信片 
亦 已 收 到 , 并 无 特色 , 以 后 不 再 搜集 这 类 印刷 品 了 。 内 山 老 板 借 
夫人 已 于 二 三 日 前 返 沪 , 这 一 次 倒是 很 快 。 项 接 增 田 一 世 函 , 说 
他 的 论文 已 登 在 《斯 文 》 杂 志 上 , 但 该 杂志 不 在 沪 出 售 ， 因 此 无 
法 拜读 。 

迅 ” 拜 上 九 月 二 十 三 日 

山本 夫人 所 下 


61 致 山本 初 枝 


拝啓 、 随 分 寒く な り ま し て 本 当 に 秋 の 末 の 様 に 感じ まし 
た 。 上 海 で は も うぅ 一 層 さ きび し いで す 。 私 の さがし て 居 た 本 
は 仏 蘭 西 人 Paul Gauguin の 作 : “Noa Noa? で Tahiti 島 の 
紀行 、 岩 波 文 庫 の 中 に 日 本 訳 が あっ て 、 上 大 る 面白 いも の で 
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す 。 併 し 私 の 読み た い の は 独逸 訳 で す が 増 田 君 が 丸善 か 疡 十 
本 屋 ま で き が し て 下さ た けれ ども 、 と うと う 見 つか れ ま せん 
で し た 。 そう し て 仏文 一 前 送っ て 来 た け れ ど る も 、 今度 は 私 は 
読め ませ ん 。 今にも 率 京 で は 有る まい で し ょ うと 思ひ ます 。 
そん な に 必要 で は な い の で すか ら 御 友達 に 頼む 必要 る 有り ま 
せん 。 今週 か ら は 支那 で は 全国 の 出版 物 に 対す る 圧迫 が 始ま 
り ま す 。 と れる も 必然 の と こと と で すか ら 別 に 驚き る し ませ ん が 併 
し 私 達 の 経済 に 影響 を 及ぼ し 、 よ っ て 生活 に も 影響 する 事 だ 
ろう と 思ひ ます 。 誹 し と れる も 別に 驚き も し ませ ん 。 草々 頓 首 
和 鲁 迅 上 十 月 三 十 日 
山本 夫人 几 下 


[译文 ) 

拜 启 : 天 已 很 冷 , 真有 秋末 之 感 了 .上 海 愈 寂寞 。 我 找 的 书 是 
法 国人 Paul Gauguin 所 著 く Noa Noa》, 系 记 他 的 Tahiti 岛 之 行 ， 
《 岩 波 文库 》 中 也 有 日 译本 , 颇 有 趣 。 我 想 读 的 却 是 德 译本 , 増田 
君 曾 代 我 从 丸 善 到 旧书 店 都 寻 记 了， 终于 没 找到 。 于 是 他 寄 来 
法 文本 一 期, 我 却 看 不 履 。 我 想 东 京 现 在 未 必 有 ,并 且 也 不 那么 
急需 , 所 以 不 必 和 拜托 贵 友 。 自 本 周 起 , 中 国 将 对 全 国 出 版 物 进 行 
压迫 。 这 是 必然 的 ， 所 以 也 并 没什么 可 怕 。 然 而 可 能 会 对 我 们 
的 经 济 有 影响 ， 从 而 也 影响 到 生活 。 但 这 也 无 须 害怕 。 草草 
顿 首 

鲁迅 上 + 月 = 十 日 
山本 夫人 几 下 
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62 致 增 田 涉 


十 日 の 手紙 を 拝見 し ま し た 。 令 園 及 令 息 の 御 写真 も これ よ 
りさ き に 頂き まし た 。 皆 な 大 きく な っ て つま り 増 田 二 世 達 の 
世界 上 に 於 ける 位置 は 広大 に な っ た わけ で す 。 

『 新 文 』 に 載せ た 大 作 を 読ん で 痛快 だ と 思ひ ます 、 日 本 の 
青年 も る 大抵 さき うだ ら う と 思ひ ます 。 併 し 勘 る 文章 は 他 の 雑誌 
に は 出せ られ まい ? 矢 張 り 『 新 文 』 に 関係 し ます 。 

『 文芸 春秋 』 は 内 山 雑 誌 部 に 売っ て ます が と 一 と 一 読ま な 
か っ た 。 「 杜 南 な ら 悪 く な い 」 けれ ども 、 詩 も 金 の 如く な い 
か ら 困 まる 。 こ と これから 大 に 詩 を 作り ませ ゃ うか 。 

異 組 湘 は 北平 清華 大 学 の 学生 で す 。 叔 文 は 知り ませ ん 。 兎 
角 女流 で は 有る まい 。 中 華 全 国 の 男 流 が き う さわ が な いか 
ら 、 内 情 知る 可 し だ 。 

と ゝ で は 出版 前 の 検 闘 制 を 行っ て 居 ま す 。 削除 きれ た 処 は 
点 も 丸 も つけ させ な い 、 だ か ら 時 々 間 抜 な 文章 に な っ て 仕舞 
ひま す 。 だから 、 誰 も 困 ま る 、 官 僚 の 外 に は 。 併 し 『 文 學 』 
の 類 は 近い 内 に 送 9 ま す 。 

肉 の る の は ま づ 大 抵 達 者 で す が 只 だ 僕 は 風 で 一 週間 熱 を 出 
し て 居 ま し た 。 ぢ き 直 る だ ら う 3。 併 し 熱 が 出る と 自分 の 体 が 
大 く な っ た 様 な 感じ が し ます か ら 面 白く な い 事 $ な い 、 西 班 
牙 的 だ 。 草々 頓 首 
增 田 兄 几 下 . 洛 文 上 十 一 月 十 四 日 
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[ 译 文 ] 

十 日 手书 奉 悉 。 令 媛 令 郎 的 玉 了 照 , 前 些 时 候 也 已 收 到 ,都 比 
以 前 长 大 了 , 就 是 说 增 田 二 世 们 在 世界 上 的 位 置 扩大 了 。 

读 了 《斯 文 > 刊 载 的 大 作 , 觉 得 痛快 ,日 本 青年 想必 大 抵 如 此 。 
但 这 种 文章 ,其它 杂志 未 必 能 登 加 ? 毕竟 是 因为 《斯 文 > 的 关系 。 

《文艺 春秋 》 内 山 书店 杂志 部 有 得 卖 , 但 终 未 读 过 。“ 是 杜甫 
倒 不 错 ”, 不 过 糟糕 的 是 ,没有 诗 , 正如 没有 钱 一 样 , 今后 大 量 地 
做 诗 罢 。 

吴 组 风 是 北平 清华 大 学 学 生 , 权 文 则 不 知道 ,总 之 不 象 是 女 
士 。 因 全 中 国 的 男士 们 没有 闲事 ， 内 情 可 知 。 

此 地 实行 出 版 前 的 检查 制 , 删 削 之 处 , 圈 点 也 不 许 加 , 因此 
常常 弄 得 文章 糊 里 糊涂 。 除 官僚 而 外 ， 谁 都 感到 困难 。《 文 学 》 
之 类 日 内 可 寄 奉 。 

舍 下 大 抵 都 好 ， 只 我 受凉 ， 发 热 一 星期 , 大约 就 会 好 的 。 但 
在 发 热 时 似 有 身体 在 膨胀 之 感 , 倒 也 不 是 没有 趣味 的 事 , 这 是 西 
班 牙 流行 感冒 。 草草 顿 首 

洛 文 上 十 一 月 十 四 日 
增 田 兄 几 下 
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十 一 月 二 十 五 日 @ 御 手纸 直到 着 未 屎 万 。 『 某 氏 集 上 法 全 
権 に て や りな さい 。 私 に は 別に 入れ な けれ ば な ら な いと 思ふ 
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も の は 一 つも あり ませ ん 。 併 し 藤野 先生 だ け は 訳し て 入れ た 
い 。 区 愛工 の 書き か た だ は うま くも な いか ら 割 愛し た 方 が よ か 
ら う 。 

二 三 日 前 に 『 文 際 』 二 か ら 五 まで 送り まし た 、 一 と 六 と は 
近い 内 に 送り ます 。 検査 だ が きび し いか ら 将 来 の 発展 は むつ か 
し い 。 併 し 『 現 代 』 の 如き ファ ショ 化し た も の も 読む な 人 が な 
くっ て 自滅 し た 。 [文学 新 地 ] は 左 器機 関野 で 一 号 に 限る 。 

私 は 不 相 変 毎晩 少し づつ 熱 が で ます 、 疲 労 の 為 めか 西 更 牙 
的 流 感 か わか ら な く な り ま し た 、 大 方 疲労 の 為 ら し い 、 し か 
ら ば 大 に 遊べ ば な ほる だ ら う 。 

洛 文 頓 首 十 二 月 二 六 
增 田 学 兄 几 下 


[ 译 文 ] 

十 一 月 二 十 五 日 惠 函 收 到 。《 某 氏 集 > 请 全 权 处 理 。 我 看 要 
放 进 去 的 ， 一 篇 也 没有 了 。 只 有 “《 套 野 先 生 》 一 文 ， 请 译 出 补 进 
去 《 范 爱 农 ?写法 较 差 , 还 是 割爱 为 好 。 

两 三 日 前 奉 上 《4 文学》 第 二 至 第 五 期 , 第 一 期 与 第 六 期 日 内 
也 可 寄 上 。 因 检查 其 严 ,将 来 难以 发 展 ,但 如 《4 现代 3》 这 种 法 西 斯 
化 的 刊物 ,没有 读者 ,也 已 自生 自 灭 了 。《 文 学 新 地 》 是 左 联 机 关 
杂志 , 只 出 了 一 期 。 

我 每 晚 仍 稍 发 热 , 弄 不 清 是 因为 疫 劳 还 是 西班牙 流行 感冒 。 
似乎 是 疲劳 罢 , 倘 是 , 则 多 玩 一 玩 就 会 好 的 。 

活 文 顿 首 十 二 月 二 认 

增 田 学 兄 几 下 


一 九 三 四 年 11S7 


64 致 山本 初 枝 * 


拝 挨 御手 紙 は 拝見 致し まし た 。 私 は 先月 か ら 三 週間 程 毎 
胸 熱 が 出 て や すん で 居 ま し た 。 今 に は な ほっ て 来 ま し た が と 
うと う イ ン フ ル ェ エン ザ か つか れ か 、 わ か ら な か っ た だ た 。 そ れ で 大 
変 久 し く 御 無 沙汰 致し まし た 。 家 内 と 子供 と は 皆 達 者 で す 。 
須藤 先生 の 教 へ に 従っ て 子供 に 魚 肝油 を の まし た ら 此 る と え 
て 重く な っ て 来 た の で す 。 古い 『 古 東 多 万 』 を ば 私 は 持っ て 
居 た に の で す が 今 日 探し た ら 見 えま せん で し た 。 私 は 一 度 読む 
まい 本 な ど を 北京 へ 送っ た 事 が あっ た の で あの 時 に 送っ て 仕 
舞っ た の だ こと 思ひ ます 。 佐保 神 の 語源 は どう も 区 那 に ある ら 
し く な い 。 支那 た に は 花 、 雪 、 風 、 月 、 雷 、 電 、 雨 、 衝 な どの 
神 の 名 が ある けれ ども 春の 神 の 名 は 私 は 今 ま で 知ら な い 。 或 
は 春の 神 は 支那 に な いか る 知れ ませ ん 。 万葉 集 と に は 支那 か ら 
行っ た 言葉 が 随分 ある の で せ う 。 し か し その 為 め 漢文 を 勉 
強 す る と 云 ふ 事 に は 私 は どう ちる 人 賛成 出来 ませ ん 。 万葉 集 時 代 
の 詩人 は 漢文 を 使 は せ て お か し て も よい が 今 の 日 本 の 詩人 は 
今 の 日 本 語 を 使 ふ べし だ 。 そう で な けれ ば 何時 まで る も 古人 の 
堂 か ら 出 る 事 が 出来 な い 。 私 は 漢文 排 大 と 日 貨 販売 の 専門 家 
だ か ら 、 こ と この 点 に つい て は どう し て る も 貴女 の 御 意 見 と 違 び ひま 
す 。 近 頃 私 共 は 漢字 廃止 論 を と な へ て 大 に あぁ ちこ と こち 、 し か ら 


* ”此 信 据 《大 鲁迅 全 集 ? 第 七 卷 抄 存 。 
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れ て 居 ま す 。 上海 だ は 雪 は 未 降 り ま せん が 不景気 は 矢 張 不 景 
気 で す 。 俳 レー 部 分 の 人 間 は 不 相 変 よろ と ん で 居る らし い 。 
私 の 向 ふ の 家 に は 毎日 朝 か ら 晩 きま き で 猫 が だ く び し め ら れる 様 な 
声 の 蕎 音 機 を や っ て 居 ま す 。 あ ん な 人 物 と 近く 居る と 一 ヶ年 
で も た つと 気 違 に な る の だ ら う 。 ど う も 困っ た 処 で す 。 今度 
東京 に 又 限 定 版 つく り の 団体 が 出来 ま し た 。 三 四 年 前 に も と 
ん な 事 が あっ た の で 私 る 入会 し まし た が と うと うく づれ て 何 
の 結果 も あり ませ な ん だ 。 だ か ら 今 度 は 左 程 熱心 で な か っ た 
の で す 。 
迅 拝 十 二 月 十 三 日 

出 本 夫人 几 下 


[ 译 文 ] 

拜 启 ; 惠 函 奉 悉 。 自 上 月 起 , 我 每 晚 发 热 , 大 约 休息 了 三 个 
星期 , 现在 已 好 转 , 始终 未 查 明 是 流行 感冒 还 是 疲劳 ,以 致 久 基 
问候 。 内 人 和 和 孩子 均 健 康 。 已 按 须 芯 先 生 的 路 只 ， 给 孩子 吃 鱼 
肝油 , 体重 增加 不 少 , 也 胖 了 一 些 。 我 原 有 旧 的 《 古 东 多 万 访 今 
天 找 了 一 下 , 却 没 找到 。 我 曾 把 用 不 着 的 书 寄 到 北京 , 可 能 那 一 
次 寄 走 了 。 佐 保 神 的 语源 , 中国 好 象 没 有 。 中 国有 花 、 雪 、 风 、 
月 . 雷 . 电 、 雨 、 霜 等 神 的 名 字 , 但 春 浏 至今 尚 未 听 说 过 。 或 许 中 
国 没有 春 神 。 《万 叶 集 > 里 有 不 少 从 中 国 传 去 的 语汇 罢 y 但 因此 
就 学 汉文 , 我 却 不 以 为 然 。《4 万 叶 集 》 时 代 的 诗人 用 汉文 就 让 他 
用 去 罢 , 但 现在 的 日 本 诗人 应 该 使 用 当代 的 日 语 。 不 然 , 就 水 远 
也 跳 不 出 古人 的 案 白 。 我 是 排斥 汉文 和 贩卖 日 货 的 专家 ， 关 于 
这 一 点 , 怎样 也 是 跟 你 的 意见 不 同 的 。 最 近 我 们 提倡 废止 汉字 ， 
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颇 受 到 各 方 的 责备 。 上 海 尚未 下 雪 , 但 不 景气 依然 如 故 , 然而 有 
些 人 似乎 依旧 很 快活 。 我 对 面 的 房子 里 ， 留 声 机 从 早 到 晚 象 被 
招 住 了 嗓子 的 猫 似 地 呆 叫 着 。 跟 那样 的 人 作 邻 居 ， 叶 上 一 年 就 
得 发 疯 ， 真 是 麻烦 。 最 近东 京 又 成 立 了 限定 版 的 团体 。 三 四 年 
前 也 曾 有 过 同样 的 事情 ， 我 也 参加 了 ， 但 终于 垮台 ， 毫 无 结果 。 
因此 这 一 次 我 也 不 大 热心 。 
迅 ” 拜 十 二 月 十 三 日 

山本 夫人 几 下 


65 致 增 田 涉 


拝啓 。 和信 日 御手 紙 今 午 落 手 。 疑 問 は 別紙 に 記入 し た 。 
小包 滅茶 の 仕事 は 徴 国 郵 便 検査 員 の 手柄 だ と 思ふ 。 先 生 達 
は 時 に そん な 事 を や り ま す 。 真面目 の 成績 で す 。 

北平 箋 譜 初 且 は 本 当 に 珍 書 と な り ま し た 。 再版 ぁ 売 切 の 今 
(に は 内 山 書 店 に 少し 残っ て る 外 、 も うど と に も な いで す 。 
十 竹 齋 筐 譜 の 四 分 之 一 は 近い 内 に 出来 ます 。 あ と の 四 分 の 
三 は 来年 の ー ケ 年 中 、 完 工 の 予定 で ある が 、 爆 弾 な どの 騒 
が 演出 すれ ば 、 延 引 或 は 中 止 。 出 版 $ 四 回 に 分 け ま す が あ な 
た の 為 め に 一 部 云 ふ て 置き まし た 、 一 載 冊 送 る 方 が よい 
か ? そろ っ て か ら 送 っ た 方 が よい か ? 

南画 家 先生 の 熱心 に 感心 し ます 。 

洛 文 上 十 二 月 十 四 日 

增 田 同学 兄 几 下 


时 


1200 





何 の 事 を 聞い て (見 に ) 来 た の か ? 何 の 事 を 見 た か ら 帰 る の 
か ? 
「 聞 いた も の を 聞い た か ら 来 た 。 見 た も の を 見 た か ら 帰 へ る 
が 
実は 「 鳴 を きい て 来 た の で 実際 を 見 た か ら 帰 へ る ん だ と 
去る 意味 。 そ の 中 に は 「 実 際 は 噂 と 合 ふ か 、 合 は な いか 」 
と 云 ぉ 意味 を 少し も ふく ん で 居 な い 。 要領 の 得 な い 答 へ で 
ある 。 


[译文 ] 

拜 启 : 今 午 接 到 八 日 惠 函 。 答 问 写 入 另 纸 。 

小 包 的 散乱 ， 想 是 敞 国 邮政 检查 员 的 功劳 。 这 些 先生 们 常 
常 这 么 干 。 这 就 是 认真 的 成 绩 。 

《北平 竹 谱 》 初 版 确 已 成 为 珍本 , 再 版 也 已 卖 完 。 现 只 有 内 
山 书店 还 留存 一 点 , 此 外 什么 地 方 都 没有 了 。 

《十 和 狂 痪 得 谱 》 日 内 可 成 四 分 之 一 ， 其它 四 分 之 三 预定 明年 
内 完工 。 如 果 演 出 炸弹 之 类 的 乱 子 ， 则 将 延期 或 中 止 。 分 四 次 
出 版 ,我 为 你 定 了 一 部 , 是 一 册 一 册 寄 去 , 还 是 合 在 一 起 送 去 好 ? 

对 南通 家 先生 的 热心 , 表示 佩服 。 

洛 文 上 十 二 月 十 四 日 

增 田 学 兄 几 下 


“ 听 到 什么 而 来 ? 看 到 什么 而 去 呢 ?” 
“ 昕 到 所 听 到 的 而 来 , 看 到 所 看 到 的 而 去 !” 
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实际 上 是 “ 听 到 风 闻 而 来 , 看 到 实际 而 去 ”的 意思 。 那 里 面 
这 无 实际 和 风 闻 符合 与 否 之 意 , 是 个 不 得 要 领 的 回答 。 


66 致 增 田 涉 


十 二 月 二 十 日 御 手紙 落 掌 。 異 妊 に 寄 する 手紙 に は 意味 の 解 
り に くい 処 が あり ます 。 少し く 直 し まし た 、 そ れ で 意味 は 通 
ずる だ ら う が 併 し 不 相 変 日 本 的 も の 。 実に 言 へ ば 支那 の 白 話 
文 は 今 ま で も 未だ 一 定 の 形 を 持っ て 居 な い 、 外 国人 に 書か せ 
ば 非常 に 困難 な 事 で す 。 

十 竹 齋 箋 譜 第 -- 肛 は これ か ら 印 刷 し 始め 来年 一 二 月 中 に 出 
来る だ ら う と 思ひ ます 。 出 来れ ば 早速 送 上 。 今 に 見 本 一 枚 呈 
覧 。 実 物 の 紙 は も うぅ 少し 大 く 見 本 より 見 栄え が よい は づ で す 。 

上 海 は 尚 ほ あ た ゝ か い 。 私 は 時 々 雑誌 な ど に 書き ます が 検 
査 宮 に 消さ れ て 減 茶 滅茶 。 支那 に は 日 本 と 違っ て 検査 し て か 
ら 印 刷 に 付す の で す 。 来 年 か ら は と の 検査 宮 ら と 一 戦 し よぅ 
か と 思っ て 居 ま す 。 

党 文 上 十 二 月 二 十 九 日 
増田 学 兄 足下 


[译文 ] 

十 二 月 二 十 日 惠 函 收 到 ， 你 寄 给 吴 君 的 信 ， 其 中 有 费解 之 
处 ; 我 略为 改动 一 下 ,这样 也 许 通 顺 些 ,但 仍然 是 日 本 式 文 字 , 实 
在 说 来 , 中国 的 白话 文 ; 至 今 尚 无 一 定形 式 , 外 国人 写 起 来 ,是 韭 
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常 困难 的 。 

《十 往 帝 得 谱 》 第 一 项 , 即 可 开始 付 印 , 预计 明年 一 、 二 月 间 
可 完成 ， 出 版 后 当即 奉 上 。 现 先 寄 样张 一 枚 呈 览 。 实 物 的 纸张 
较 此 略 大 , 当然 要 比 样张 美观 些 。 

上 海 尚 暖 和 ， 我 时 常 为 报刊 写 点 文章 ， 然 经 检查 官 删 削 之 
后 , 都 已 支离破碎 。 中 国 与 日 本 不 局 , 要 先 恰 查 , 才能 付 印 。 我 拟 
从 明年 起 和 检查 官 们 一 战 。 

洛 文 上 十 二 月 二 十 九 日 

增 田 学 兄 足 下 


一 九 三 五 年 


67 致 山 本 初枝 


新年 御 芽 出 度 御座 いま す 。 上 海 る 今日 一 月 四 日 に な っ て 居 
ます が 有 様 は 昨年 と さき う 違 ひ ませ ん 。 内 山 老 板 か ら 松 竹 梅 を 
一 鉢 も ら ひ まし た が と の 頃 咲い て 客間 を に ぎ や か に し て 居 ま 
す 。 内 山 老 板 は 休み 中 南京 へ 旅行 する と 云っ て 居 ま し た が と 
うと う 旅行 し な いで 南京 路 だ けし か 行か な か っ た 。 それ は ク 
レオ パト ラ を 見 に 行っ た の で す 。 私 も 行き まし た が な 、 し か 
し 、 広 告 の 様 に 立派 な 活動 写真 で も な か っ た 。 私 は 快復 し ま 
し た 、 食 懲 も いつ も の 通り に な っ て 居 ま す 。 し か し 、 出 版 
(と 対す る 圧迫 は 実に ひど くし か る も る 何 の き まり も な く 検 査 官 の 
御 意 の まま に や る の だ か ら と っ て る も 滅茶 苦 茶 で た まり ませ 
ん 。 筆 で 支 政 に 生活 する の も 願 る 容易 な 事 で な いで す 。 今年 
か ら は 短い 批評 を か く 事 を や め て 何 か 勉 強し よう と 思っ て 居 
り ま す 。 併 し その 勉強 も 無論 悪口 の 仕 入 で す 。 子 供 は 割合 に 
大 きく な っ て 病気 も 6 少な く な り ま し た が 併 し その 代り 大 変 





* 此 信 及 下 信 均 据 《 大 鲁迅 全 集 ? 第 七 卷 抄 存 。 
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る さく な り ま し た 。 独り で 友達 が な いか ら ょ よく 大 人 の 処 に や 
っ て 来 ま す 。 勉強 も ね さま た げ ば られ ます 。 

对 上 一 月 四 日 
山本 夫人 几 下 


[ 译 文 ] 

恭贺 新 禧 。 今 天 已 是 一 月 四 日 ， 上 海 的 情形 与 去 年 无 甚 莽 
别 。 内 山 老 板 惠 赠 松 竹 梅 一 盆 , 最 近 盛 开 , 给 会 客室 增添 了 不 少 
生气 。 内 出 老板 原 说 假期 中 去 南京 一 游 , 结果 未 去 , 只 到 南京 路 
转 了 一 遭 , 去 看 《 克 来 阿 派 忒 拉 》。 我 也 去 了 ,这 部 电影 并 不 如 广 
告 上 说 的 那么 好 。 我 已 康复 , 胃口 也 正常 了 。 可 是 对 出 版 的 压迫 
实在 厉害 , 而 且 没 有 定 规 , 一 切 悉 听 检查 官 的 尊 意 , 乱七八糟 , 简 
直 无 法 忍受 。 在 中 国 靠 笔 来 生活 也 颇 不 容易 。 自 今年 起 ， 打 算 
不 再 写 短评 ， 想 学 点 什么 。 当 然 就 是 要 学 点 骂人 的 本 事 。 孩 子 
已 较 大 了 ， 病 也 少 了 ,但 另 一 方面 却 非常 吵 曾 。 他 苦于 孤单 , 没 
有 朋友 ， 便 常常 来 找 大 人 ,妨碍 了 学 习 。 

迅 上 一 月 四 日 

山本 夫人 几 下 


68 致 山本 初 校 


拝啓 、 御 手紙 は 到着 いた し ま し た 。 私 は 散文 的 な 人 間 で す 
か ら 支 那 の どん な 詩人 の 詩 を ちる も る すき ませ ん で し た 。 只 若かっ 
た 時 に は 唐 の 李 賀 の 詩 を 割合 に すい て 居 ま し た が な それ は 難 か 
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レ く と て も 解ら な い 詩 で 解ら な いか ら 感 心 し た の で す 。 今 は 
る う その 李 君 を る 感心 し ませ ん 。 支那 の 詩 の 中 に は 病 應 は 減 
多 に な いと 思ひ ます 。 病 稚 な ら 沢 山 有 り ま す 。 『 清 太 家 詩 
釣 』 の 中 に も 時 度 あ る だ ら う 。 稚 は 人 に 飼 は れ て 居る の で す 
か ら 病 気 に な る と 解り ます が 座 な ら 野 生 し て 居る も の で すか 
ら 病 気 に な っ て も 人 は 知り ませ ん 。 築 様 花 は 支那 か ら 渡 っ て 
行っ た 名 で す 。『 詩 経 』 の 中 に 既に 出 て 居 ま す 。 そ れ は どん な 
花 で すか ? 議論 は 願 る 多い 。 普通 栄 様 花 と され て 居る る の は 
今 に 「 郁 李 ] と 云 ふ る の で 日 本 名 は 知り ませ ん が 兎 角 李 の 様 
な も の で 、 著 花期 と 花 の 形 も 李 と 同じ く 花 は 白色 、 只 皆 な 割 
合 に 小さ い 区 で す 。 実 は 小さ いさ くら ん ば の 様 な も の 、 子 供 
は 食べ ます が 一 般 に 果物 と みとめ な い 。 俳 し 筑 様 花 は 山吹 で 
ある と 云 ふ 人 も あり ます 。 上 海 で は 塞 く な り ま し た 、 室 外 に 
は 三 十 度 位 で す 。 内山 老 版 は 不 相 変 漫談 を 一 生 懸 命 に か いて 
既に 三 十 篇 出来 上 っ て 居 ま す 。 私 共 は 費 な 安全 で す 。 草々 
頓 首 
和 鲁 还 一 月 十 七 夜 

山本 夫人 几 下 


[译文] 

拜 启 , 惠 函 收 到 了 。 我 是 散文 式 的 人 ,任何 中 国 诗 人 的 诗 ， 
都 不 喜欢 。 只 是 年 轻 时 较 爱 读 唐 朝 李 贺 的 诗 ,他 的 诗 降 涩 难 懂 ， 
正 因为 难 懂 , 才 钦 佩 的 。 现 在 连 对 这 位 李 君 也 不 钦佩 了 。 中 国 诗 
中 ， 病 雁 难 得 匈 到 ， 病 锥 倒 不 少 。《4 清 六 家 诗 钞 》 中 一 定 也 有 
的 。 瞧 是 人 饲养 的 , 病 了 便 知 道 ; 雁 则 为 野生 , 病 了 也 没 人 知道 。 
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党 棣 花 是 中 国 传 去 的 名 词 ,《 诗 经》 中 即 已 出 现 。 至 于 那 是 怎样 
的 花 , 说 法 颇 多 。 普 通 所 谓 深 棣 花 , 即 现在 叫 作 “ 郁 李 ”的 ; 日 本 
名 字 不 详 , 总 之 是 象 李 一 样 的 东西 。 开 花期 与 花形 也 跟 李 一 样 ， 
花 为 白色 , 只 是 略 小 而 已 。 果 实 犹 如 小 樱桃 , 孩子 们 是 吃 的 , 但 
一 般 不 认为 是 水 果 。 然 而 也 有 人 说 党 棣 花 就 是 棣 党 花 。 上 海 已 
冷 ， 室 外 约 三 十 度 。 内 山 老 板 依然 在 埋头 写 漫谈 , 已 成 三 十 篇 。 
我 们 均 平 安 。 草草 顿 首 





鲁 迅 一 月 十 七 夜 
山本 夫人 几 下 


69 致 增 田 涉 


十 入 日 の 御手 紙 落 堂 致し まし た 、 十 竹 齋 箋 譜 第 一 肛 は 二 月 
末 に 出来 る 笛 で す 。 予約 価 は 一 冊 四 元 五 角 。 あ ぁ と の 三 冊 は 今 
年 一 ヶ年 中 、 完 了 す る 予定 で す が 併 し 若 し ゴ タゴ タ な 事 が あ 
っ た ら 、 延 期 、 或 は 休刊 し ます 。 

字 を か く 事 は 、 若 し その 押さ を 問題 と し な いな ら 造 作 も な 
い 事 で す 。 導 十 歳 の 先生 の 雅号 、 紙 の 大 さ ( 広 さ と 長 さ , 横 
(たかく か 、 た て に か く か ) を 知ら せ て 下さ れ ば か きま す 。 

『 四 部 叢 刊 』 は と く ぁ 完了 し た も る の で 中 止 は し な か っ た 。 
『 績 編 』 の 第 一 年 分 も 昨年 の 十 二 月 に 完了 し まし た 。『 二 十 
四 史 』 は 少々 緩慢 だ けれ ども 毎年 出版 し て 居 ま す 。 四 分 の 三 
まで る も 送っ た の で すか ら 代 価 全 部 払っ た に 違い な い 。 ど うし 
て あと の 中 分 の 一 - を 送ら な い の か どう も わけ が 解ら な い 。 注 
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文 者 の 氏名 及び 住 目 を 知ら せ て 下さ れ ば その 書館 に 聞い て 上 
げ ば ます 。 

『 文 存 』 は 僕 か ら 書 屋 に 頼ん だ の で す 。 若 し 僕 か ら 送 る と 
時 々 な まけ て 、 お くれ る か ら と 思っ て 本 屋 に た の みき ま し た 。 
二 月 号 に は 僕 の 『 了 『 病 後 雑談 』 が 出る は づ で 、 そ を それは 原文 の 五 
分 の --、 あ と の 五 分 の 四 は 皆 な 検査 官 に けさ れ た の で す 。 つ 
まり 抽 作 の 首 で す 。 

検査 宮 の 中 に 匠 る モ ガ が 居 ま す 。 彼 の 女 達 (これ は 明治 時 
代 の か きか た だ た) は 僕 の 文章 も むか ら な いで 手 を 入れ る か ら 、 
ゃ られ る も る の は 順 る 気持 びわ る い 。 上手 な 勇士 は 一 用 で 致命 
な 処 に 中 て 敵 を 殺す 。 然 る に 彼 の 女 達 は 小 月 を 持っ て 背中 や 
尻 な どの 皮膚 に ちく ちく 刺す の で 血 が 出 て 体裁 も わる いけ れ 
ども る 刺さ れる も の は 中 々 た だ おれ な い 。 た お れ な いけ れ ど も 系 
角 気 持 だ わる いか ら 困 り ま す 。 

木の実 君 は そん な に 小 如 画 像 を すき で すか 。 と ん な 小 如 
君 は つま ら な いも の で す 。 近い 内 に 字 と 一 所 に 人 の 気持 を わ 
る くす る まで 、 け ば け ば し た 画像 を 送り まし ゃ う 。 

上 海 は 寒く な い 、 併 し 又 流 感 流 行 。 

答 問 一 一 

活 咳 、 活 該 の 誤り 、 意 味 は 「 あ た り ま え |、 そ の な か に 

「 自 業 自得 」 、「 惜 む に 足ら ず 」 の 意 を 含む 。 天 津 語 。 

向 提 三 葛藤 、 意 見 投合 せ ず 、 合 は な い 、 天 津 語 。 

者 闘 一 老 板 = 商店 の 主人 、 然 し 戸主 に 対し て も そう 云 ふ 、 

上 海 語 。 

閥 、 一 番 訳 し に くい 。 最初 の 意味 は | ペッ チャ ンコ 」 の 風 
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船 玉 が 、 中 の 空気 の 四 分 の 三 ま で 漏れ る 時 の 有 様 形容 
する 時 に この 字 を 使 ふ 。 引 伸 し て 精神 姜 摩 を 形容 し 、 
父 、 人 の 愉快 で な い 時 の 有 様 、 負 僚 し た 腹 を 形容 す 。 上 
海 语 。 又 『 小 痛 三 」 と 云 言葉 あり 、 こ と これ は 無能 で 零落 
し 、 ま さ に 人 久 食 に な ら う 人 な り 。 併 し 名 食 に な れ ば 正式 
の 色 食 の 称号 を 得 て 小 間 三 の 類 か ら の ぞ か れる 。 

洛 文 上 一 月 二 十 五 夜 

增 田 学 兄 炬 料 下 


[译文 】 

十 八 日 惠 函 收 到 。《 十 竹 斋 艇 谱 》 第 一 册 二 月 底 可 成 ， 预 约 
价 每 册 四 元 五 角 。 全 三 册 拟 于 今年 内 完成 。 如 有 骚扰 则 延期 或 
休刊 。 

写字 事 , 倘 不 嫌 拙 劣 , 并 不 费事 , 请 将 那 位 八 十 岁 老 先生 的 
雅号 及 纸张 大 小 ( 宽 .长 ; 横 写 还 是 直 写 ) 见 告 , 自 当 写 奉 。 

《四 部 丛刊 ?早已 成 书 ， 并 未 中 断 。《 续 编 》 第 一 年 部 分 已 于 
去 年 十 二 月 完成 。《 二 十 四 史 》 稍 为 缓慢 , 但 每 年 亦 在 出 书 。 四 
分 之 三 隶 已 寄 去 , 必定 是 书 款 全 部 付 清 , 真 不 明白 为 何其 余 四 分 
之 一 又 未 寄 出 。 请 将 预约 者 姓名 、 住址 示 知 ,以 便 向 书店 查询 。 

《文学 》 是 我 托 书 店 寄 的 。 由 我 自 办 ,就 怕 懒 散 而 常 有 迟 误 ， 
故 托 了 书店 。 二 月 号 将 刊登 我 的 《 病 后 杂谈 》, 仅 原文 的 五 分 之 
一 , 其余 五 分 之 四 都 被 检查 官 删 掉 , 即 是 拙 作 的 头 一 节 。 

检查 官 中 颇 有 些 摩登 女郎 ， 彼 女 流 辈 〈 试 用 明治 时 代 的 写 
法 ), 对 我 的 文章 看 不 懂 就 动手 , 删 得 叫 人 不 舒服 。 高 明 的 勇士 ， 
一 思 便 击 中 要 害 , 置 敌 于 死地 , 然 彼女 流 華 手持 小刀 , 对 着 背 上 
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或 屁股 的 皮肤 乱 刺 , 流 着 血 , 样子 也 难看 , 但 被 刺 者 不 易于 倒 下 ， 
虽 不 倒 下 , 总 使 人 厌恶 难受 。 
木 实 君 竞 如 此 喜欢 小 姐 的 画像 ， 那 些小 姐 没 有 意思 。 日 内 
将 我 写 的 字 和 浓 装 艳 饰 令 人 难受 的 画像 一 并 寄 奉 。 
上 海 不 大 冷 , 又 流行 着 流行 感冒 了 。 
答 问 : 
活 咳 。 活 该 之 误 , 意 为 “当然 ”其 中 又 含有 “自作 自 受 ”、“ 不 
足 展 ? 之 意 。 天 津 话 。 
鉴 扭 = 纠葛 ,意见 不 合 . 合 不 来 。 天 津 话 。 
老 关 = 老板 = 商店 主人 , 但 对 户主 也 可 这 么 称呼 。 上 海 话 。 
瘤 。 最 难 译 。 最 初 的 意思 是 形容 压 扁 的 气球 泄气 四 分 之 三 
的 样子 时 ,使 用 此 字 。 引 伸 到 形容 精神 的 萎靡 、 郁 闷 的 
表情 . 饥 狐 的 肚子 等 。 上 海 话 。 又 另 有 “小 疗 三 "的 名 词 ， 
这 指 没有 能 力 谋生 ， 而 将 沦落 为 乞丐 的 人 ， 但 若 成 为 乞 
丐 ,就 正式 称 乞 丐 , 就 从 “小 瘤 三 ?的 类 型 划 出 。 
洛 文 上 一 月 二 十 五 夜 





增 田 学 兄 炉 下 


70 致 增 田 涉 


一 月 対日 の 手紙 拝見 し まし た 。 木 実 女士 の 傑作 は 中 々 「 一 
笑 的 東西 ] で は な い 。 も うぅ う 頭 か ら 棒 四 本 引い て 手 脚 と する 様 
な 境界 か ら 脱出 し て 願 る 写実 的 に な っ て 居 ま す 。 顔 の か き 方 
る 端正 に な っ て 居 ま す 。 唐 美 人 の 絵 を ば もう も と め ま し た が 
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僕 の 字 が 出来 た ら 一 所 に 送り ます 。 

と と ころ が 、 こ ちの 海 興 男 士 は 中 々 の 不 勉 強 家 で 本 を よみ た 
く な く 、 始 終 兵 隊 の 真似 を し て 居 ま す 。 残酷 な 戦争 の 活動 写 
真 を 見 に たら びっ くり し て 少し く < 静か に な る だ ら う と 思っ て 一 
週間 前 に つれ て 見 せま し た らち もう 一 層 きか ん に や り 出 し た 。 
閉口 。 ヒトラー の 徒 の 多き も 蓄 し 怪 む に 足ら ざる な り だ 。 

白 話 の 信 を 読み まし た 、 処 々 日 本 的 な 名 が ある けれ ども ぉ 大 
抵 解 り ま す 。 た ゞ ニ 三 句 解り に くい 。 実に 支那 の 白 話 と の も 
の は 未成 形 の る の で 外国 人 に は 云 ふ まで も な く 書 き に くい ちる 
の で す 。 思 君 と 云 ふ 人 は よく 知り ませ ん が 併 し 返事 の 中 に 引 
か れ て 居る 所 の 議論 を 見 れ ば 上 願 る 言 ふ に 足ら ちら ない 人 だ と 思 は 
れ ま す 。 第 一 、 僕 は 「 幽 黙 は 都会 的 だ ] と 云 ふ 説 に 賛成 し な 
い 、 支 那 の 農民 の 間 は 幽 甘 を 使 ふ 時 は 都会 的 小市民 より も 多 
い 。 第 二 、 日 本 の 切腹 、 身 投 を 幽 黙 的 に 見 える の は ど 5 ぅ 云 ふ 
わけ だ ら 2? 事物 を 厳粛 的 に 見 、 或 は 書く の は 無論 甚だ 結構 
な 事 だ が 、 併 し 眼光 を 小さ い 範 囲 内 に 置い て は いけ な い 。 第 
三 、 填 西 亜 の 文学 に 幽 黙 な し と は 事実 と 反対 だ 。 今 で る 幽 黙 
作家 が 居り ます 。 括 君 は る うぅ 自 満 し て 居る らし い 、 し か ちら 
ば 、 一 人 の プチ ・ ブ ル 作 家 に と ゞ さま る だ ら う 。 僕 か ら 見 れ ば 
手紙 を や っ て も よい 結果 は な い だ ら う 。 

併 し 近頃 、 同 君 の 故郷 (安徽 ) に は 赤軍 が 入り まし た 、 そ 
の 家族 は 上 海 に 逃 て 来 て る 様 で す 。 

「 台 湾 文 鞭 』 は 面白 く な いと 思ふ 。 郭 君 は 何 か 云 ふさ だら 
うぅ 。 て と の 先生 は 自分 の 光栄 の 古 旗 を 保護 する に 全力 を 尽 す 豪 
傑 で す 。 
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昨日 は 立春 、 始 め て 雪が 降り まし た 、 併 し た ゞ ち に と け て 
仕舞 ひま し た 。 僕 は 食 ふ 為 め に 惑 る 本 屋 の 頼 に 応じ て 他人 の 
小説 を 選択 し て 居 ま す 、 三 月 中 旬 頃 完了 し ます 。 昨年 の 末 に 
短評 -- 冊 出版 し まし た 、 別 封 し て 一 月 送り ます 。 今年 に は 沿 
は 二 朋 の 材料 ( 皆 昨 年 か いた も の ) を 持っ て 居る か ら 少 な く 
と る も 二 肛 出版 する だ ら う 。 
洛 文 上 二 月 六 夜 

增 田 兄 炬 炉 下 


[译文 ] 

一 月 州 日 手书 拜读 。 木 实 女 士 的 杰作 , 决 韭 * 一 笑 的 东西 "。 
它 已 脱离 从 头 上 长 出 四 根 棍 以 当 手 脚 的 境界 ， 成 为 颇 写 实 的 东 
西 。 脸 的 画 法 也 端正 。 中 国美 人 画 已 经 去 找 了 ， 我 的 字 写 好 后 
一 并 寄 上 。 

但 我 这 里 的 海 婴 男士 , 却 是 个 不 学 习 的 懒汉 , 不 肯 读 书 , 总 
爱 模仿 士兵 。 我 以 为 让 他 看 看 残酷 的 战争 影片 , 可 以 吓 他 一 下 ， 
多 少 会 安静 下 来 ,不料 上 星期 带 他 看 了 以 后 , 六 得 更 起 劲 了 。 真 
使 我 哑 口 无 言 , 希 特 拉 有 这 人 么 多 党 徒 , 盖 亦 不 足 怪 锋 。 

白话 信 读 过 了 。 多 处 是 日 本 式 的 句子 , 但 大 抵 可 以 看 懂 , 只 
有 两 三 句 还 费解 。 实 际 上 中 国 的 白话 文 尚未 成 形 ， 外 国人 自然 
不 容易 写 的 。 我 对 吴 君 不 大 熟悉 ， 但 从 他 的 回信 所 发 的 议论 看 
来 , 我 以 为 此 人 是 颇 不 足 道 的 。 第 一 , 我 不 赞成 "幽默 是 城市 的 ” 
的 说 法 , 中 国 农民 之 间 使 用 幽默 的 时 候 比 城市 的 小 市 民 还 要 多 。 
第 二 , 把 日 本 的 切腹 、 投 水 等 看 做 幽默 ， 不知 是 何 道理 ? 严肃 地 
观察 或 描写 一 种 事物 ， 当 然 是 非常 好 的 。 但 将 眼光 放 在 狭 罕 的 
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范围 内 , 那 就 不 好 了 。 第 三 , 俄国 文学 没有 幽默 , 这 与 事实 相反 。 
即 在 目前 也 有 山上 默 作家 。 吴 君 好 象 是 自满 的 , 如 果 那 样 , 就 停留 
在 一 个 小 资产 阶级 作家 的 地 位 了 。 依 我 看 ， 同 他 通信 也 不 会 有 
什么 好 结果 。 

但 最近 , 红军 进入 此 君 的 故乡 (安徽 ), 据说 他 家 的 人 逃 到 上 
海 来 了 。 

《台湾 文艺 》 我 党 得 乏味 。 郭 君 要 说 些 什么 罢 ? 这 位 先生 是 
尽力 保卫 自己 光荣 的 旧 旗 的 豪杰 。 

昨日 立春 , 初次 下 雪 , 但 随即 融化 。 我 为 糊口 , 应 某 书店 之 
托 ， 编 选 别人 的 小 说 ， 三 月 中 旬 左 右 可 成 。 去 年 年 底 出 版 了 一 
册 短 评 集 ， 已 别 封 寄 上 一 册 。 今 年 还 有 两 册 材料 〈 都 是 去 年 写 
的 ), 看 来 至 少 还 可 以 出 两 本 。 

洛 文 上 ニニ 月 大 夜 

増田 見 炉 下 


71 致 増田 渉 


手紙 二 つ 先 後 拝見 。 此 頃 、 他 人 の 小説 を 選択 する 為 め に 忙 
殺 、 鉄 研 徐 の も の は 未 か ゝ な い 、 東 京 へ 送り まし ょ 5。 併 し 
木の実 君 に き し 上 げ る 美人 画 は 昨日 老 板 に た の ん で 出し まし 
た 。 時 装 と 古 装 両方 と ちあ あり ます が 古 装 の 方 は あや し い 、 昔 
と ん な 着物 を 着 て 居 た の で も な い だ ら 2 う 。 

珠 花 の 訂正 は 有難 御座 。 私 は 劇 曲 の 事 を よく 知ら な い が 或 
は 『 牡 丹 亭 』 原 本 に 『 玩 真 』 と 云っ て 後 人 これ を 実際 上 歌 ふ 
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時 に いく ら か 改作 し て 『 叫 書 』 と 題し た の か る 知り ませ ん 。 
紀 的 君 の 間 違 か も 知り ませ ん 。 こ と れる も 題目 で 、~ て て を 取消 す 
可 き も の で な いと 思ひ ます 。 併 し 固執 も し な い 。 

「 雅 仙 紙 」 と 云 ふ 名 を 聞い た 事 が な い 。 日 本 むき に 特別 に 
挫 へ た も の (名 ) だ ろう ぅ 。 支 那 に は 「 書 心 紙 ] か 「 宣 紙 」 ( 宣 
化 府 で 搾 へ て る か ら ) と 云 ふ る の が ある 。『 北 平 箋 譜 』 に 使 
っ て 居る も の は 即ち こと これ で す 。 此 度 $ も とれ を 使 ひ まし ゃ う 。 

三 月 号 の 『 文 移 』 に 又 私 の も の を 一 - つ 出し ます 。 矢 張り 大 
(に けさ れ ま し た が 併 し 二 月 号 の 様 に ひど く は な い 。 夏 頃 に な 
っ た ら け され た 文句 を 皆 な 入れ て 一 肢 の 何と か 集 を 出さ うか 
と 思っ て 居 ま す 。 

上 海 は あ た ゝ く な り 、 昨 年 か ら 今 まで 雪 は 一 度 も ふら な か 
っ た 。 変 な 事 で す 。 典 前 は 不 相 変 壮 健 で も な い が 死 ぬ そ 一 な 
症候 も な い 。 

海 農 の 悪戯 は 原 る 進歩 し た 、 近 頃 、 活 動 写 真 を 見 て アフ ィ 
リカ へ 行 た が っ て 居 ま す 、 旅 行 費 6 二 十 銭 くら い 、 あ つめ ま 
し た 。 

洛 文 拝 二 月 二 十 七 晶 
增 田 兄 几 下 


[ 译 文 ) 

手书 两 封 先后 拜读 。 近 来 为 编选 别人 的 小 说 ， 和 忙 极 。 给 铁 
研 贫 的 字 ， 还 未 写 ， 以 后 寄 到 东京 去 婴 。 但 送 给 木 实 莉 的 美人 
画 ， 昨 已 托 老 板 寄 去 。 时 装 十 装 均 有 , 但 古装 奇异 , 古 时 也 不 一 
定 穿 这 样 的 服装 。 
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对 球 花 的 订正 , 很 感谢 。 我 不 大 了 解 戏曲 ， 或 者 是 《牡丹 亭 》 
原本 中 称 《 玩 真 》, 后 人 实际 演唱 时 稍为 改动 , 题 为 《4 叫 画 》, 也 许 
是 纪 易 的 失误 。 我 觉得 这 是 题目 ， 不 应 把 一 ~ 取消 ， 但 我 也 不 
坚持 。 

“ 雅 仙 纸 ”其 名 未 曾 听 过 , 也 许 是 为 向 日 本 出 售 而 特定 的 名 
称 。 中 国有 “ 画 心 纸 ? 或 “宣纸 ”( 因 在 宣化 府 制 造 的 )。《 北 平 签 
谱 》 用 的 就 是 这 种 纸 , 此 次 仍 将 用 这 种 纸 。 

三 月 号 《文学 > 了 上 又 发 表 我 一 篇 东西 , 照例 大 被 删 前 , 但 不 如 
二 月 号 那么 厉害 。 我 拟 于 夏天 出 一 本 集 子 , 将 所 有 被 删 文字 , 统 
统 补 进去 。 

上 海上 暖和 起 来 了 , 从 去 年 起 至 今 未 曾 下 过 一 次 雪 , 真 奇 。 贱 
躯 如 常 , 并 不 壮 健 , 但 也 没有 致命 的 症候 。 

海 婴 的 顽皮 颇 有 进步 , 最 近 看 了 电影 , 就 想 上 非洲 去 , 旅费 
已 经 积蓄 了 两 角 来 钱 。 

洛 文 拜 二 月 二 十 七 日 
增 田 兄 几 下 


72 致 增 田 涉 


東京 か ら の 御手 紙 は つき まし た 。 

今日 僕 の 書い た や つ 二 つ 内 山 老 板 に た の ん で 送り まし た 。 
鉄 研 著 の 一 - 枚 は 一 - 番 先 に か いた の だ か ら 反 て ま づ いで す 。 を 
の 包 の 中 に 貫 体 画 の 羅 像 一 月 は いて 居 ま す 。 大 に 縮小 し た 
も の で す 。 た ゞ 面白 いこ 思っ た か ら 送 っ た の で 価 の 意味 $ な 
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いで す 。 又 别 民 文学 季刊 (四 ) 一 册 上 『 芳 种 」 上 了 漫画 生 
活 』 と 二 肛 づ ゝ 送り まし た 。『 音 種 』 は 反 林 語 堂 の も る の で 漫 
書生 活 は 大 に 圧迫 され て 居る 雑誌 で す 。 上 海 で は エロ テク の 
漫画 の 外 は と ん な も の 、 見 本 と し て 。 

洛 文 拝 上 三 月 二 十 三 日 





增 田 学 兄 几 (?) 下 


[ 译 文 ] 

从 东京 寄 来 的 惠 函 已 收 到 。 

今天 已 将 我 写 的 字 两 件 托 内 山 老 板 寄 上 , 铁 研 公 的 一 幅 , 因 
先 写 , 反而 拙劣 。 包 中 有 贯 休 画 的 罗汉 像 一 册 , 是 大 为 缩小 后 的 
东西 ,只 觉得 有 趣 才 送 给 你 , 别 无 他 意 。 此 外 又 寄 奉 《文学 季刊 》 
人 - 册 。《 芒 种 》 是 反对 林 

语 堂 的 刊物 ,《 漫 画 生活 》 则 是 大 受 压 迫 的 杂志 。 上 海 除 了 色情 
漫画 之 外 , 还 有 这 种 东西 , 作为 样本 呈 阅 。 

洛 文 理 上 三 月 二 十 三 日 

增 由 学 兄 几 (9? ) 下 


73 和 致 山本 初 枝 - 


拝啓 四 月 一 - 日 の 御手 紙 を 拝見 致し まし た 。 先 日 色々 な よ 
い 品 物 を いた だ いて 有難 ふ 御 座 い ます 。 忙し い 事 と な まけ て 


* “此 信 据 《大 鲁迅 全 集 y 第 七 卷 抄 存 。 
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居る 事 で 有 平 糖 を 食べ て 仕舞 っ た あと で も -… 言 御礼 を 由 上 げ 
ませ ん で し た 。 何卒 の ゆる し て 下さ い 。- 上 海 は いや な 処 に な っ 
て 居 ま す 。 昨年 に は 雪が 降ら な か っ た し 今年 は 一向 あたたか 
くも な り ま せん 。 龍華 の 桃 の 花 は も うぅ 咲き まし た が あ そ と に 
警 位 司 令 部 が 陣 取 っ て 居 ま すか ら 此 る 殺風景 な 有 様 に な っ て 
居る の で 遊び に 行く 人 も る 少な か っ た らし い 。 若 し 上 野 に 監獄 
を 建て た ら 、 い くら 人 花見 に 熱心 な 人 る 御免 を 察 む る の で し ゃ 
5 。 上 京 し た あと 増田 一 世 か ら も 手紙 を も を ぉ ら ひ まし た 。『 中 
国文 学 』 月 報 二 号 に 講演 の 予告 が 出 て 居 ま すか ら 大 に 活躍 し 
て 居る 事 と 存じ ます 。 し か し 文章 の うれ な い 事 は 実に 困り ミ 
す 。 那 に も 同じ 事 。 今 に は 何処 で も 文章 の 時 代 で な いら し 
い 。 上 海 の 幾 人 の 所 調 る 「 文 学者 」 は 霊魂 を 売っ て る 毎月 大 
十 革 し か も ら へ ませ ん 。 大 根 か 租 ら し い 値 段 で す 。 私 は 不 相 
変 か いて 居 ま す が 、 印 刷 き されない 時 が 多い 、 馬 鹿 げ た も の な 
ら 、 出 版 を ゆる され る が 自分 ちい や に な っ て 仕舞 ふ 、 だ か 
ら 、 今 年 は 大 抵 翻 訳 を や っ て 居 ま す 。 
| 鲁 馆 上 四 月 九 日 

出 本 夫人 几 下 


[译文 ] 

拜 启 : 四 月 一 日 惠 函 已 拜读 。 日 前 承 赐 珍品 多 种 , 谢谢 。 因 
为 忙 而 懒 , 吃 了 有 平 糖 , 也 未 致谢 , 希 谅 。 上 海 变 成 讨厌 的 地 方 
了 , 去 年 不 曾 下 雪 , 今年 迄 未 转 暧 。 龙 华 的 桃花 虽 已 开 , 但 警备 
司令 部 占据 了 那里 , 大 杀 风 景 ,游人 似乎 也 少 了 。 倘 在 上 野 盖 了 
监狱 , 即使 再 热衷 于 观赏 樱花 的 人 , 怕 也 不 敢 问津 了 罢 。 增 田 一 
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世 到 东京 后 ， 曾 有 信 来 。《 中 国文 学 》 月 报 第 二 号 上 已 登 出 他 讲 
演 的 预告 , 想来 是 大 为 活跃 。 然 而 文章 卖 不 出 去 , 也 委 实 困难 。 
在 中 国 也 如 此 。 现 在 好 象 到 处 都 不 是 文章 的 时 代 。 上 海 的 几 个 
所 谓 “ 文 学 家 ”, 出 卖 了 灵魂 , 每 月 也 只 能 拿 到 六 十 元 , 似乎 是 更 
上 或 鳗鱼 的 价钱 。 我 仍 在 写作 ， 但 大 多 不 能 付 印 。 无 聊 的 东西 
倒 允 许 出 版 ,但 自己 都 觉得 讨厌 。 因 此 ,今年 大 抵 只 做 翻译 工作 。 
鲁 迅 上 四 月 九 日 
山本 夫人 几 下 
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三 月 者 日 御手 紙 到 着 、 先 日 『 小 品 文 と 漫画 』 一 冊 送 り ま し 
た 、 中 に 思 組 湘 者 の 短文 あり 今度 の 態度 は よい と 思ひ ます 。 

『 文 還 季 刊 』 四 期 を 恵 連 村 へ 送っ た 事 の あぁ る 事 は 忘れ まし 
た 、 誰 か に や っ て 下さ い 、 中 に 人 銀 君 の 論文 、 元 朝 の 商人 と 士 
大 夫 と が 芸 既 屋 に 於 ける 競争 に つい て 記載 する 処 が 面白 い 。 

支那 、 日 本 、 加 ふる に 毛 唐 の 学者 は 『 四 庫 全書 』 に 対し て 
と ん な に 有難 が っ て 居る 事 は 私 に 実に 解り か ね ます 。 こんど 
の 記述 は ほん の 一 鱗 半 爪 、 も っ と 詳細 に 研究 すれ ば 不都合 な 
処 は まだ 沢山 発見 する だ ら う 3。 取捨 $ 不 公平 で あり 、 清 初 の 
反 満 派 の 文集 の 排 兵 され る 事 は 満 洲 朝 だ か ら ま だ よい と し て 
も 、 明 末 の 公安 、 意 陵 両 派 の 作品 も 大 に 排 琴 さ れ 、 併 し 此 両 
派 の 作者 は あの 時 、 文 学 上 大 に 関係 ある る の で ある の だ 。 

『 文 陸 』 三 月 号 に 出さ きれ た 抽 文 も 大 に 珈 削 きれ て 居る 。 つ 
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まり 今 の 国民 党 の 遺 方 は 満 洲 朝 と さ ぅ 違 は な い 、 或 は 満 洲 人 
る も あぁ あの 時 漢人 か ら こ と こん な 方 法 を 教 へ た の か も 知れ な い 。 去年 
六 月 以来 、 出 版 物 に 対す る 圧迫 は 段々 ひど く な り 、 出 版 屋 も 
大 に 困っ て 居り 。 新しい 青年 作家 の 創作 に 対す る 圧迫 が 殊 に 
ひど く 関 係 あ る の 所 を 全く けさ れ て 、 ヵ カラ だ け 残 こる 事 展 々 
あり 、 と ん な 有 様 を くわ し く 、 わ か ら な けれ ば ぱ 、 日 本 で 「 中 
国文 学 」 を 研究 する 事 は 随分 隔 膜 に 免 か れ な い だ ら う 。 つま 
り 、 私 達 は 皆 な 租 格 を は め て ダン ス を や っ て 居る の だ 。 

併 し 私 は 近い 内 に 昨年 の 雑文 を あつ め て 、 洲 立 孔 蕊 刀 、 禁 
止 き れ た も の を 皆 な 入れ て 出版 する つも り で す 。 

『 十 竹 齋 箋 譜 』 第 一 略 は 近い 内 に 出版 し ます 、 二 百 部 し か 
印刷 し ませ ん 、 北 平 か ら 送 っ て 来 た ら 早速 送り 上 げ ま す 。 あ 
と の 三國 は ど うぅ で すか 、 今 の 処 で は 不明 。 北平 箋 譜 は 5 5) 珍 
本 と な り ま し た 。 売 品 と し て は 只 内 山 老 板 が まだ 五 部 持っ て 
居る らし い 。 

き う し て 、 と れ か ら 、 7 は プ で 複製 する つる り の も の 
考 、 陈 老 建 C『 博 古 牌 子 」 ( 酒 令 に つか っ た も の ) 、 明 刻 宋 
人 の 「 耕 織 園 』 で す 。 

洛 文 上 四 月 九 日 
增 田 同学 兄 几 下 


[译文 ] 
三 月 讨 日 惠 函 收 到 。 前 几 天 曾 寄 上 《小 品 文 与 漫画 》 一 册 ， 
其 中 有 吴 组 出 君 的 短文 , 这 次 态度 好 了 。 
忘记 已 寄 过 《文学 季刊 》 第 四 期 到 惠 县 村 ,就 请 将 后 寄 的 
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送 给 别人 罢 。 其 中 郑 君 的 论文 ， 有 关 元 代 商 人 与 士大夫 在 妓院 
竞争 的 记载 , 很 有 意思 。 

中 国 .日 本 之 外 ,还 有 洋 学 者 对 《四 库 全 书 》 如 此 珍视 , 实 为 
不 解 。 这 次 所 记述 的 , 只 是 一 鳞 半 爪 , 如 再 详细 研究 , 还 可 以 发 
现 很 多 不 妥 之 处 。 并 且 还 有 取舍 的 不 公 ， 清 初 反 满 派 的 文集 被 
舍弃 ,可 以 说 是 由 于 清朝 之 故 , 但 是 明 末 公安 、 竞 陵 两 派 的 作品 
也 大 受 排 斥 , 其 实 这 两 派 作者 , 当时 在 文学 上 影响 是 很 大 的 。 

《文学 》 三 月 号 刊 出 的 拙 作 , 也 大 被 删 前 。 现 在 国民 党 的 做 
法 , 实在 与 满 清 时 大 致 相同 , 也 许 当 时 的 汉人 就 以 这 种 做 法 告诉 
满洲 人 。 自 从 去 年 六 月 以 来 , 对 出 版 物 的 压迫 步 步 加 紧 , 出版 社 
大 感 困难 。 对 于 新 的 青年 作家 的 作品 , 压迫 特别 厉害 , 常常 把 有 
关 紧 要 之 处 全 部 删除 , 只 留 下 空 党 。 在 日 本 研究 “中 国文 学 ”, 倘 
对 此 种 情形 没有 仔细 了 解 , 就 不 免 很 隔膜 了 。 就 是 说 , 我 们 都 是 
带 着 锁链 在 跳舞 的 。 

但 我 最 近 在 收集 去 年 所 写 的 杂文 ， 拟 将 被 删 前 的 ， 被 禁止 
的 , 全 补 加 进去 , 另行 出 版 。 

《十 竹 帝 得 谱 》 第 一 般 , 日 内 将 出 版 , 只 印 了 两 百 部 ， 等 北平 
送 来 后 当 即 替 寄 。 其 他 三 期 如何 , 現 尚 不得 面 知 。 く 北平 箋 道 》 
已 成 珍本 , 只 有 内 山 老 板 处 大 概 还 有 五 部 出 售 。 

今后 打算 用 珂 罗 版 复制 的 ,有 陈 老 莲 《博古 牌子 >( 用 于 酒令 
的 ) 和 明 刻 宋 人 《4 耕 织 图 》。 

洛 文 上 四 月 九 日 
增 田 学 兄 儿 下 
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十 三 、 二 玉 日 の 手紙 皆 拝 見 , 葉書 と 絵葉書 も る つき まし た 。 
貫 休 坊 様 の 羅 若 は 石 ず り の 方 が 却 て よい と 思ふ 、 肉 筆 の 方 は 
何 ん だ か 余 に グロ テス ク で 、 極楽 に 行く 時 に こと こん な 顔 を し て 
居る 人 々 ば か り と 過 ふと 初 の 内 は 珍し いか も 知ら ん が 暫く < 立 
つと 困り ます 。 

石 属 君 の 絵 は よ いと 思ふ 。 

『 小 説 史 略 』 出版 の 運 に 過 ふ た だ 事 は 各 角 満足 し ます 。 そ 一 
し て 御 尽力 に 感謝 し ます 。 「[ 共 訳 ] は 面白 く な い 、 矢 張 あ な 
だ の 名 前 丈 で 結構 で す 。 序文 の 事 は 後 で か きま し ゃ う 。 

写真 は 一 昨年 の も る の は 最新 板 で す 。 今 一 所 に 送り ます 。 

僕 の 字 は 五 円 の 価値 ある 事 は 余り に 滑稽 で す 。 実は 僕 は そ 
の 字 の 持 主 が 被 装 費 を 使っ た 事 に 対し て も 気の毒 で 堪 ま り ま 
せん 。 併 し 鉄 研 先 生か ら は も 8 う も ら っ た か ら 、 そ れ で 一 段落 
と し まし ゃ うぅ 。 そ 一 し て 永久 の 借用 と し て 仕舞 ひたい 。 そ 5 
し て 「『 選 集 』 の 印税 を 貰 ち っ た ら 」 で も 何 も る 送 ら な いで 下 
さい 。 さ う で な けれ ば 荷物 が 多く な っ て 転居 する に 大 に 困り 
ます 。 

検 闘 が や か まし いか ら 『 文 加 李 刊 』 が 翻訳 を 多く 入れ る 外 
仕方 が な い 、 面 し て その 為 め に 活 潜 な 有 様 を 失 ひ まし た 。 近 
頃 の 上 海 の 出版 物 は 大 抵 き うぅ う で ある 。 

上 海 の 文 増 で 失敗 し 所 調 作家 は 天 る 日 本 へ 行っ て 居る 。 と 
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ゝ で は それ を 「 人 入浴 」 或 は 「 鍼 金 ] と 云 ふ 。 近頃 、 上 海 の 新 
聞 に 秋田 雨 雀 様 と 一 所 に 取っ た 三 四 人 の 写真 が 出 た 、 そ れ も 
復活 運動 の 一 で す 。 
洛 文 上 四 月 州 日 

增 田 兄 几 下 

上 京 し て 居る か ら 私 は 彼 処 紫 列 に 行っ て 過 ル に 澤 っ て 居る ま 
いと 思っ て 居 た が 手紙 を 得 て 始め て 矢 張 り 引 込ん で る と 解っ 
た 。 此 か ら は 刀 の そば の 疑問 号 を 除く 。 


[译文] 

十 三 、 二 十 六 日 手书 均 奉 悉 。 明 信 片 与 画 片 也 收 到 。 关 于 
贯 休 和 尚 的 罗汉 像 ， 我 认为 倒是 石 拓 的 好 ， 亲 笔画 似乎 过 于 怪 
异 , 到 极乐 世界 去 时 , 如 老 遇 到 这 种 面孔 的 人 , 开始 也 许 希 奇 ,但 
不 久 就 会 感到 不 舒服 了 。 

石 恪 的 画 我 党 得 不 错 。 

《小 说 史 略 》 有 出 版 的 机 会 ,总算 令 人 满意 。 对 你 的 尽力 , 概 
为 感谢 ,“ 合 译 ” 没 有 意思 , 还 是 单 用 你 的 名 字 好 。 序 文 日 后 写 罢 。 

照片 是 前 年 的 , 算是 最 新 版 , 現 一 井 寄 上 。 

我 的 字 居 然 值 价 五 元 , 真 太 滑稽 。 其 实 我 对 那 字 的 持 有 者 ， 
花 了 一 笔 被 装 费 , 也 不 胜 抱歉 。 但 已 经 拿 到 铁 研 先生 的 了 , 就 算 
告 一 段落 , 并且 作为 永久 借用 了 事 。 再 : 如 得 到 《选集 版税, 请 
勿 给 我 送 任何 东西 , 否则 , 东西 一 多 , 搬家 大 不 方便 。 

因 检 查 讨厌 , 《文学 季刊 > 只 好 多 用 译作 , 那 也 就 没有 活 气 。 
近来 上 海 刊物 , 大 抵 如 此 。 

所 谓 作家 , 在 上 海 文 坛 失败 , 多 往日 本 跑 , 这 里 称 为 “ 净 浴 ” 


1222 人 





或 “镀金 ”。 最 近 上 海报 纸 登 了 有 三 四 个 人 和 秋田 雨 浴 先生 合照 
的 照片 , 这 也 是 复活 运动 之 一 。 
洛 文 上 四 月 州 日 
增 田 兄 几 下 
我 原 以 为 你 上 京 后 , 会 东 奔 西 跑 , 难以 伏案 。 但 得 手书 后 
ee pe 
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拝啓 五 月 廿 日 の 御手 紙 を と くに いた だ いま し た が 色々 な 
ま か い 事 の 為 め に 遂に 返事 を むと く な り ま し た 。 実に すま 
な い 事 で す 。『 文 移 』 と 云 ふ 雑誌 は 私 こと は 何 の 関係 も な い の 
で 私 を 其 の 編 帽 者 に し て 仕舞 っ た の は 例 の 井上 紅梅 様 で す 。 
先生 は 改造 社 の 『 文 芸 』 に そう ぅ 書い て 居 た の だ か ら 『 日 々 新 
聞 』 は 又 彼 の 文章 を 信じ て 仕舞 っ た の で し ゃ うぅ 。 編 帽 も 偉い 
も る の で わる いと は 思ひ ませ ん が 併 し そう で な い の だ か ら 少 し 
困り ます 。 君子 も 閑居 す れ ば 不 善 を な す も の で す 。 孔子 様 は 
一 生涯 漫遊 し 其 の 上 弟子 達 が 沢山 つい て 居 ま し た か ら 二 三 の 
疑 ふ 可 き 点 を 除け ば 大 体 よ か っ た が 併 し 若 し 閑居 する と 今度 
は 何 な る か ? 私 は 実に 保証 出来 ませ ん 。 殊 に 男性 と 云 ふ も 
の は 大 抵 は 安心 す 可 きも る の で は な い の で 長く 陸上 に 居 て も 陸 
上 の 女 を 珍 ら し が る の で す 。 供 き が 来る や 谷 や と 云 ふ 事 は 
問題 で す が 併 し 私 に 言 は せる と 矢 張 りや か まし く 云 は な い 方 
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が よい と 思ひ ます 。 上海 は 暑く な り ま し た 。 私 達 の め 家 の 前 へ 
に 新しい 家 を た て まし た か ら さ わが し く て 困り ます 。 併 し 転 
居 す る 考 ぉ $ 未 な いで す 。 

答 还 拝 六 月 七 日 
山本 夫人 几 下 


[ 译 文 】 

拜 启 :五 月 十 日 惠 函 早已 奉 悉 , 因 种 种 琐事 打扰 , 迟 复 为 歉 。 
《文学 》 跟 我 毫 无 关系 ， 是 那 位 井上 红 梅 先生 使 我 成 为 它 的 编辑 
者 的 。 他 在 改造 社 的 《文艺 >》 上 这 么 写 过 ,大概 《日 日 新 闻 》 便 信 
以 为 真 。 当 编辑 也 是 了 不 起 的 , 我 并 不 认为 不 好 , 但 不 符 事实 ， 
有 些 为 难 。 君 子 闲 居 , 则 行 不 善 。 孔 夫子 漫游 一 生 , 且 带 了 许多 
弟子 , 除 二 三 点 可 疑 之 处 ,大 体 还 可 以 , 但 如 果 闲 居 下 来 , 又 当 如 
何 ? 我 实在 不 能 保证 。 尤 其 是 男性 , 大 概 都 靠不住 , 即使 在 陆 上 
住 久 了 , 也 还 是 希 罕 陆 上 的 女性 。 至 于 会 不 会 有 厌倦 的 时 候 , 倒 
是 个 问题 , 但 依 我 说 , 还 是 不 要 多 加 议论 。 上 海 已 热 起 来 , 我 家 
前 面 又 造 了 新 屋 , 吵 得 没 办 法 , 但 我 还 没有 考虑 迁居 。 

鲁迅 涯 六 月 七 日 
山本 夫人 九 下 . 


77 致 増田 渉 


三 日 御手 紙 拝見 。 『 支 那 小説 束 』 序文 星 上 、 忙 し く て な ま 
け て る か ら 減 茶 苦 茶 、 大 な る 信 削 を 全 ふ 、 名 文 に な る 程 ま 


1224 鲁迅 书信 和 集 








で 、 大 に 面目 一 新 に な る まで 。 仕舞 の 方 の 社 主 の 名 は 入れ て 
大: 

近 来 は 圧迫 増加 、 生 活 困難 の 為 め 或 は 年 取り 体力 減退 の 為 
めか 先 よ り も ずっ と 忙し く 感 ずる 。 面白 くも ない 。 四 五 年 前 
の 呑気 な 生活 は 夢 の 様 に 思 は れる 。 と ん 気分 は 序文 の 上 に も 
あら は れ て 居る と 思ふ 。 

[訳者 の 計 抹 | は 色々 工 共 し て ほめ て 計る か ら 別 に 訂正 す 
る 必要 も な い 、 具 三 ケ ヶ所 誤植 が ある か ら 訂 正 し た 。 

『 孔 子 様 』 を る ほめ て くれ 、 そ 一 し て 賛成 し た 文章 る ある 
事 を 聞い て 大 に 安心 、『 文 時 月 報 』 に は 掲載 し な い 方 が よい 
だ ら う 、 そ の 月 報 の 安全 の 為 め に 。 併 し 近 着 の 分 を 読め ば 深 
刺 の 気 が き うぅ 出 て 居 な い 様 に 思 は れる 。 

『「 支 那 小 説 呆 』 の ぜいたく な 装 訂 は 私 の 有 生 以来 、 著 作 が 
立派 な 着物 を 着 た 第 一 回 だ ら う 。 私 は ぜ い た く 本 を 嗜む 。 到 
底 プ テ 。 ブ ル の 為 め か 知 ら 。 

卿 振 鍵 君 は 支那 の 教授 類 中 、 よ く 勉 強し 働く 人 だ な が 今年 燕 
京 大 学 か ら お ひ 出 され た 、 原 因 不 明 。 純 学問 的 著作 を 余り に 
出版 し て る 近頃 は よく な いら し い 。 出版 し な い 教 授 連 は 綴る 
か ら 。 古 今 中 外 の (文学 上 の ) クラ シク を 収 羅 し て 『 世 界 文 
庫 』 を 出し て 居る 、 一 月 一 國 。 近 い 内 に 一 年 分 恵 曇 村 へ 送 
る つも り 、 中 に 『 金 導 梅 詞 話 』 (連載 ) あり 、 併 し 所 調 る 
「 狼 」 な 処 は 削 さ きれ て 居る だ ら う 。 し か ら ざ れ ば 、 出 版 を 
許さ ない そ 一 だ 。 

上 海 に は 女 の 裸 足 を 禁止 す 。 道 学 先生 は 女 の 素 足 を 見 て も 
興奮 する らし い 、 そ の 敏感 さき は 実に 感心 すべ し だ 。 
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『 十 竹 齋 』 第 上 冊 は 少 前 に 出版 し た 、 あ の 時 送り つも り だ 
っ た が 下さ る 或 る -・ つ の 状 袋 に 何と か 館 の や ご ど や の 名 を 書い 
て 居 た か ら 「 和 初 委 ] し て 仕舞 た 。 今 度 は 早速 老 版 に 頼ん で 東 
京 ま で 送り ます 。 あ と の 三 冊 は 来年 の 春 ま で 完成 する 予定 だ 
が 併 し 結果 どう な る か 。 

洛 文 上 六 月 十 日 
增 田 兄 几 下 


[ 译 文 ] 

三 日 惠 函 奉 悉 。《 中 国 小 说 史 》 序 文旦 上 , 由 于 忙 和 懒 , 写 得 
芜 杂 , 祈 大 加 和 低 正 , 使 成 佳作 , 面目 一 新 。 结 尾部 分 ,请 将 社 长 名 
字 放 进去 。 

近来 不 知 是 由 于 压迫 加 剧 , 生活 困难 , 还 是 年 岁 增长 , 体力 
衰退 之 故 , 总 觉得 比 过 去 烦 忙 而 无 趣 。 四 五 年 前 的 悠闲 生活 , 回 
忆 起 来 ,有 如 上 梦境, 这 种 心情 , 在 序言 中 也 有 所 流露 。 

《 译 者 的 话 》 多 蒙 费 心 赞扬 , 不 必 再 加 改动 , 只 有 三 处 误 植 ， 
已 代为 订正 。 

ER 
《文学 》 月 刊 还 是 不 登 好 ,为 了 它 的 安全 。 读 它 近 来 几 期 , 觉得 没 
有 什么 泼辣 气 。 

《中 国 小 说 史 》 豪 华 的 装帧 ,是 我 有 生 以 来 ， 著 作 第 一 次 穿 
上 漂亮 服装 。 我 喜欢 豪华 版 , 也 许 毕 竞 是 小 资产 阶级 的 缘故 里 。 

在 中 国教 授 中 郑振铎 君 是 工作 和 学 习 都 很 勤 谨 的 人 ， 但 今 
年 被 燕 京 大 学 返 出 来 了 ， 原 因 不 明 。 尽 管 他 近来 多 出 版 纯 学 术 
的 著作 , 似乎 仍 不 好 。 因 为 没有 出 版 著作 的 教授 们 有 气 了 。 他 正 
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搜集 古今 中 外 (文学 上 的 ?古典 著作 , 编 为 《世界 文库 ?出 版 , 每 月 
一 册 。 日 内 拟 将 一 年 的 寄 到 惠 县 村 ， 其 中 有 《人 金 眶 梅 词话 》( 连 
载 ), 但 已 删 削 所 谓 “ 狠 褒 ? 之 处 , 据说 否则 不 准 出 版 。 

上 海禁 止 女人 赤足 。 道 学 先生 好 象 看 见 女 人 的 光 脚 也 会 兴 
奋起 来 , 如 此 敏感 , 诚 可 佩服 。 

《十 竹 帝 艇 谱 》 第 一 册 , 不 久 前 出 版 , 当时 拟 即 寄 奉 ,， 因 你 寄 
来 的 某 个 信封 上 写 着 什么 旅馆 名 字 , 就 “ 衍 委 > 起 来 了 。 这 次 随 
即 托 老板 寄 到 东京 。 其 余 三 册 ， 预 计 明 春 可 成 ,但 不 知 结果 
如 何 。 





洛 文 上 六 月 上 日 
增 田 兄 几 下 


78 致 增 田 涉 


拝啓 十 五 日 之 御 手紙 昨日 拝見 。 校 正之 為 之 生存 に 対 耐 は 
実に 済 無 く 思 ふ 。 此 な 古文 を 取扱 者 は 放 那 之 職工 赤 困 り ま 
す 。 活字 赤 無 者 多い 。 

選集 に 対し て は 僕 に な に も 送る 必要 が な いと 思ふ 。 自分 は 
何 の 力 も 出さ き な か っ た か ら 。 若 し 何 か 下さ な けれ ば 本 屋 の 方 
気 が 済 無 な ら 其 の 選集 何 冊 か で よい で す 。 版画 は 展覧 も 出来 
ず 貯 蔵 す る 所 さ へ ぅ 難し く な る か ら 詰 り 矢 張 反 っ て 「 一 呆 」 
(な る わけ で す 。 本 な ら 知 人 に わけ て 仕舞 か ら 気 持 が か る < 
な り ま す 。 

岩波 書店 か ら 送 っ た 選集 二 肛 は 一 昨日 到着 し まし た 。 





る か ら 困 り ま す 。 草々 
洛 文 上 六 月 二 十 二 日 
增 田 兄 几 下 


〔 詳 文 〕 

拜 启 : 十 五 日 惠 函 昨 已 奉 悉 。 对 于 “校正 之 为 之 生存 ”, 殊 感 
抱歉 。 处 理 此 种 古文 , 纵使 中 国 工人 也 会 有 难处 , 铅字 也 缺 不 少 。 

至 于 《选集 》, 我 以 为 不 必 赠 送 我 什么 东西 , 因 我 没有 出 过 什 
么 力 ， 如 书店 觉得 不 送 点 什么 过 意 不 去 ， 那 就 送 几 册 《选集 ?好 
了 。 版 画 既 不 能 展览 , 收藏 的 地 方 也 难 找 , 反而 成 为 “一 累 ”, 书 
则 可 分 送 朋友 , 心情 轻松 些 。 

岩 波 书店 寄 来 《选集 3 二 册 , 前 日 已 收 到 。 

谢谢 对 我 的 眷属 的 致意 。 孩 子 愈 来 愈 淘气 , 真 麻 烦 。 草草 

洛 文 上 六 月 二 十 二 日 

增 田 兄 几 下 


79 致 山本 初枝 
拝 刻 御手 紙 を いた だ きま し た 。 御主人 の 元気 は よろ こぶ 


べき 事 と 存じ ます 。 併 し 若 し 手術 すれ ば も 5 一 層 早 く な ほる 
だ ら う と 思ひ ます 。 増 田 一 世 訳 の 選集 8$ 二 月 送っ て 来 ま し た 。 





* ”此 信 据 《大 和 鲁迅 全 集 3 第 七 卷 抄 存 。 
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大 変 よ く 訳 され て 居 ま す 。 藤野 先生 は 三 十 年 程 前 の 仙台 医学 
専門 学校 の 解剖 学 教授 で 本 当 の 名 前 で す 。 あ ぁ の 学校 は 今 で は 
も う 大 学 に な っ て 居 ま す が 三 四 年 前 に 友達 に た の ん で 調べ きま 
し た が も う 5 学校 に は いら れ ま せん 。 ま だ 生き て 居る か どう か 
も 問題 で す 。 若 し 生き て 居 ら れる と し た ら も う 七 十 歳 位 だ ら 
うと 思ひ ます 。 董 康 氏 は 日 本 で 講演 し た 事 は 新聞 に て る も 読ま 
れ ま し た 。 彼 れ は 十 年 前 の 法 部 大 臣 で 今 で は 上 海 で 弁護 士 を 
や っ て 居 ま す 。 柳沢 な 本 (古本 の 複 刻 ) を 挫 へ る 事 に よっ て 
順 る 名 高い で す 。 支那 で は 学者 と され て 居 ま せん 。 老 版 は 母 
親 が 危 く な っ た か ら 国 へ 帰り まし た が 併 し 父 よく な っ た と 云 
ふ の だ か ら 直 に 上 海 へ も る どる だ ら う と 思ひ ます 。 上海 は 梅雨 
期 に は いり まし た か ら 天 気 が わ る くっ て 困り ます 。 私 共 は 不 
相 変 元気 の 方 で す が 具 私 は 毎年 や せ て 行き ます 。 年 る 取り 生 
活 も ます ます 緊張 し て 行く か ら 仕方 が な い 事 で す 。 友達 の 中 
に 一 二 年 や すん で 養生 し よう と 勧 る 人 も 隙 分 あり ます が 併 し 
出来 ませ ん 。 兎 角 死 に は 至ら な い の だ ら う か ら 先 安心 し て 居 
ます 。 紫 ま へ 下さ っ た 手紙 に 天国 の 事 を 云 ひ な され まし た 。 
実に 言 へ ば 私 は 天国 を きら ひま す 。 到 那 に 於 ける 善人 ども は 
私 は 大 抵 き ら ひ な の で 若 し 将 来 に こん な 人 々 と 始終 一 所 に 居 
る と 実に 困り ます 。 増田 一 世 訳 私 の 『 訪 那 小説 史 』 も る 植 字 し 
て 居 ま す 。 「 サ イレ ン 社 」 か ら 出 版 す る の で 願 る 故 沢 な 本 に 
する つも る りら し い 。 私 の 書い た ぉ ぁ る の で こと こん な に か ざり 立て ら 
れ て 世の中 に 現 は れる 事 は これ で 始め て で す 。 
重 也 上 六 月 二 十 七 

山本 夫人 人 ルド 
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[ 译 文 ] 

拜 启 : 惠 函 奉 到 。 得 悉 你 的 先生 康复 , 可 喜之 至 。 但 我 认为 
倘 动 了 手术 , 会 恢复 得 更 快 一 些 。 增 田 一 世 翻 译 的 《选集 ?已 寄 到 
二 册 ， 译 得 极为 出 色 。 艾 野 先 生 是 大 约 三 十 年 前 仙台 医学 专门 
学 校 的 解剖 学 教授 , 是 真名 实 姓 。 该 校 现 在 已 成 为 大 学 了 , 三 四 
年 前 曾 托 友人 去 打听 过 , 他 已 不 在 那里 了 。 是 否 还 在 世 , 也 不 得 
而 知 。 倘 仍 健在 ， 已 七 十 左右 了 。 董 康 氏 在 日 本 讲演 的 事 已 见 
诸 报端 。 十 年 前 他 是 司法 部 长 ， 现 在 在 上 海 当 律 师 。 因 印 制 豪 
华 书籍 ( 复 刻 古本 ) 而 颇 有 名 , 但 在 中 国 算 不 得 学 者 。 老 板 因 母 
亲 病 危 归 国 ， 但 闻 病 已 痊愈 ， 估 计 即 将 返 沪 。 上 海 已 进入 梅 丙 
期 , 天 气 恶 劣 不 堪 。 我 们 仍 健康 , 只 是 我 年 年 瘦 下 去 。 年 纪 大 了 ， 
生活 愈 来 愈 紧 张 ， 没 有 法 子 想 。 朋 友 中 有 许多 人 也 劝 我 休息 一 
二 年 , 疗养 一 下 , 但 也 做 不 到 。 反 正 还 不 至 于 死 罢 , 目前 是 放心 
的 。 前 次 惠 函 中 曾 提 及 天 国 一 事 ， 其 实 我 是 讨厌 天 国 的 。 中 国 
的 善人 们 我 大 抵 都 厌恶 ， 倘 将 来 朝夕 同 这 样 的 人 相处 ， 真 是 不 
堪 设 想 。 增 田 一 世 所 译 我 的 《4 中国 小 说 史 略 》, 已 发 排 ， 由 “ 赛 棱 
社 ” 出 版 ,好 和 象 还 准备 出 豪华 版 。 我 的 书 这 样 盛装 问世 , 还 是 第 
= 次 。 

鲁 迅 上 六 月 二 十 七 日 
山本 夫人 嘱 下 
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80 致 增 田 涉 


拝啓 

近頃 雑務 の 多い 為 め ー- の 返事 を 今 ま で 引 の ば し て 居 ま し 
de 

平塚 運 一 氏 の 事 は 存じ て 居 ま す 。 その 作品 も 複製 と 小さ い 
も の な ら 少 々 持っ て 居 ま す 。 

十 竹 齋 箋 譜 の 翻刻 は 進ん で 居 ま す が 二 月 目 の 二 十 余 枚 が 出 
来 ま し た 。 初 版 は も うそ う 残 っ て 居 な い 様 で す が 私 は 持っ て 
居 ま す 。 平塚 氏 の 分 は 私 か ら 寄 贈 し ます 。 

併 し 来年 全部 揃っ て か ら 送 り た い 。 少 づつ 、 少 づつ や り 5 だ 
す と 出版 の 経営 上 に も 不便 で すか ら 、 共 働 者 達 に に くま れ ま 
す 。 黄 元 工房 の 一 國 は 特別 な る の で 揃 て か ら 又 取り 戻し て 北 
平 で 装 訂 し て 上 げ る つも り で す 。 

日 本 に 於 ける 紹介 は 揃 て か ら の 後に 願 ひ た いも る の で す 。 

上 海 は 大 に 暑く 昨日 は 室内 で も 九 十 五 度 で し た 。 汗 を か な か 
し て 『 死 せる 霊魂 』 を 訳し て 居 ま す 。 汗 物 か ゆく 、 あ た ま が 
盆 答 し て 居 ま す 。 

本 月 の 『 経 済 往来 』 を 見 まし た か ? 中 に 長 与 善 郎 氏 の 『x 
x と 過 ふ た だ 晩 』 と か 球 ふ 文章 が の せら れ て 居 ま す 。 僕 に 対し 
て は 上 訪 る 不満 で し た が 併 し 古風 の 人 道 主義 者 の 特色 は 実に は 
っ きり 発揮 し て 居 ま し た 。 只 、 わ ざと 買っ て 読む 必要 る も ない 
と 思ふ 。 
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洛 文 拝 上 七 月 上 七 日 
增 田 学 兄 几 下 


〔 詳 文 〕 

拜 启 ， 

近来 杂 务 多 , 故 复 信 耽搁 至 今 。 

平家 运 一 氏 的 事 ， 我 是 知道 的 。 他 的 作品 倘 是 复制 品 和 小 
件 的 , 手头 也 有 一 点 。 

《十 竹 裔 得 谱 》 的 翻 刻 正在 进行 中 ， 第 二 册 完 成 了 二 十 余 
幅 。 初 版 似 已 无 其 留存 , 只 有 我 处 还 有 , 平家 氏 的 一 傍 , 可 由 我 
寄 赠 。 

我 想 明 年 全 部 出 齐 后 送 去 , 因为 零星 分 送 , 在 出 版 经 营 上 很 
不 方便 ， 合 作者 也 会 不 耐烦 。 黄 元 工房 的 一 册 是 例外 。 准 备 出 
齐 后 收回 , 送 到 北平 装订 好 再 寄 奉 。 

待 书 出 齐 后 , 再 拜托 你 在 日 本 介绍 此 书 。 

上 海 大 热 , 昨天 室内 已 达 九 十 五 度 , 流 着 汗 译 《 死 慷 灵 》 大 
子 发 痒 , 脑子 发 胀 。 

本 月 的 《经 济 往来 》 你 看 过 没有 ? 其 中 有 长 与 善 郎 的 文章 
《与 X X 会 见 的 晚上 》 对 我 颇 表 不 满 , 但 的 确 发 挥 了 古风 的 人 道 
主义 者 的 特色 , 但 也 不 必 特 为 去 买 来 看 。 

洛 文 拜 上 七 月 十 七 日 
增 田 学 兄 几 下 
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81 致 增 田 涉 


八 月 二 十 二 日 の 御手 紙 と く 拝見 し まし た 。 今 に は も 5 黄 元 
工房 に 胡 失 か いて 居る だ ら う と 思ふ か ら と れ を 上 恵 早 村 へ 送り 
ます 。 

私 に くれ る 支那 小説 喝 は 来 つ か な いけ れ ど も る 内山 書店 に は 
る 5 五 朋 来 て 居 ま す 。 一 - 周 売っ て 読み まし た 。 引用 文 の 原文 
あり 、 注 釈 あ り 、 其 の 上 、 字 体 % 二 通り 使っ て 居る か ら 校 正 
は 困難 だ っ た は づ で す 。 感謝 し ます 。 その 一 冊 を ば 今 は る 5 
山本 太 太 に 送り まし た 。 で な いと 「 彼 の 女 」 は 周 度 五 円 散財 
し ます 、 済 まな い 事 で す 。 今日 書店 へ 行っ て 見 た ら も うぅ う 一 冊 
し か 残っ て 居 ま せん 。 皆 な 私 と 知っ て る 人 が 買っ て 行き まし 
た 。 実 は 老 板 が か は し た の で 大 に 宣伝 し て る らし いで す 。 

正宗 氏 の 短文 を 読み まし た 、 同 感 で す 。 その 前 に 鳥 丸 求 女 
の も の も 出 た 事 あり 友達 が 基 の 切 抜 を 送っ て 来 た か ら 九 下 へ 
送り ます 。 併 し 其 の 中 に 引用 きれ 、 長 与 氏 の 書い た 「 槽 に 遣 
り た か っ た 」 云々 な ど は 実に 僕 の 云 ふ 事 の 一 部 分 で 、 其 時 僕 
は 支那 に は よく 極 よい 材料 を 無駄 に 使っ て 仕舞 ふ 事 が ある と 
云 ふ 事 に つい て 話し て 居 た に 。 その 例 と し て 「 た と へ ば 黒 植 や 
陰 沈 木 (日 本 の 埋 木 ちら し いも る の 、 仙 台 に あぁ あり) で 槽 を と し ら 
へ 、 上 海 の 大 通り の 天 璃 窓 の 中 に る 陳列 し て 居り 時 で み が い 
て つや ゃ を 出し 、 実 美しく 挫 へ て 居る 。 僕 が 通っ て 見 た ら 実 に 
を と の 美 事 な や りか た に 僅か され て 道 り た く な っ て 仕舞 ふ 」 と 
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、 或 は 外 の 事 を 考 へ て 居 た か 知ら ん が 僕 の 仕舞 の 言葉 丈 取 
っ て 「 く らい くら い 」 と 断定 し た 。 若 し だ し ぬけ そん な 事 を 
言 ふ な ら 実 は 間 が 抜け て る の で 「 険 し い 、 く らい 」 ば か り の 
如 で は な い 。 更 角 僕 と 長 与 氏 の 会 見 は 相互 に 不快 で あっ た 。 

十 竹 齋 箋 譜 二 月 目 は 半分 程 出来 上 っ た 。 景気 が わる く 工人 
る 暇 で すか ら 此 本 の 進行 が 割合 に 速かっ た 。 その 具合 に や っ 

i は づ で す 。 平塚 氏 の 所 は あぁ 
の 時 時 度 送 り ま す 。 そう ぅ し て 別に 陳 老 夢 の 酒 邊 を コロ タイ ブ 
版 で 複製 し て 居 ま す 。 僕 等 の この 仕事 に 対し て 攻撃 する ぁ ぉ の 
る 痕 る あり 、 つ まり 何故 革命 し て 死亡 し な いで と ん な 事 を や 
る 平 と 坪 ふ の で す 。 が 、 僕 等 は 知ら か ほ を し て コロ タイ プ な 
ど を や っ て 居る の で あり ます 。 

世界 文庫 の 為 め に 毎月 ゴー ゴー ル の 『 死 せる 魂 』 を 翻訳 し 
て 居 ま す 。-- 回 分 三 万 字 し か な い が も つか し いか ら 殆 ん ど 三 
週間 か ゝ > り ま す 。 汗 物 一 杯 、 七 月 傍 の も る の も る 昨日 や っ と 出来 
上 っ た ば か り で す 。 

『 文 学 3 (一 号 ) 論壇 の 『 文 壇 三 戸 』 は 抽 筆 で す 。 も うぅ 一 
-> 『 寿 并 办 户 扯 淡 支 到 」 を 書い た が 発表 を 許さ れ な か っ た 。 
福 河 と は ちょ っ と 訳し に くい 。 云 ふ で べき 事 な く て 強い て 云 

、、 培 閑 する 才能 も な く て 凌 閑 の 事 を や る の 類 で す 。 

資 文 上 八 月 一 夜 
增 田 兄 几 下 
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[ 译 文 ] 

八 月 二 十 二 日 惠 函 早已 拜读 。 想 来 你 现在 已 盘 坐 在 黄 元 工 
房 了 , 因此 将 此 信 径 寄 惠 县 村 。 

所 赠 《 中 国 小 说 史 》 尚 未 收 到 , 但 内 山 书 店 则 收 到 五 册 。 我 
先 买 一 册 来 读 。 引 用 文中 有 原文 、 有 注释 ， 而 且 用 了 两 种 字体 ， 
校对 想必 是 困难 的 ， 很 感谢 。 我 买 的 那 一 册 ， 已 经 送 给 山本 太 
太 ， 和 否则 她 一 定 又 要 破 费 五 元 ， 那 就 抱 娄 了 。 今 天 到 书店 一 看 ， 
书 只 剩 一 册 ， 都 是 和 我 相 熟 的 人 买 去 的 。 其 实 是 老板 要 他 们 天 
的 , 似乎 在 大 做 宣传 。 

读 了 正宗 氏 的 短文 , 颇 有 同感 。 在 这 之 前 , 还 有 乌 丸 求 女 的 
文章 ,朋友 剪 送 给 我 , 我 转 给 你 。 但 其 中 引用 长 与 氏 所 写 的 “ 想 
进 棺材 去 ”云云 , 其 实 仪 是 我 所 说 的 一 部 分 。 当 时 我 谈 到 中 国有 
许多 极 好 的 材料 都 被 精 踢 掉 了 。 我 说 过 这 样 的 话 :例如 把 黑 檀 
或 阴沉 术 (类 似 日 本 仙 合 的 埋 木 ) 做 成 棺材 ， 陈 列 在 上 海 大 马路 
的 玻璃 枉 窗 里 , 用 蜡 擦 得 发 亮 , 造 得 十 分 美观 , 我 经 过 那里 一 看 ， 
对 那 种 巧妙 的 做 法 颇 感 惊奇 ， 就 想 钼 进去 了 。 然而 那 时 候 长 与 
氏 不 知 是 正 同 别人 谈 着 话 , 还 是 想 着 别 的 事情 , 只 摘 用 我 末尾 的 
话 , 就 断定 “ 阴 黯 、 阴 黯 "。 假 如 突然 就 讲 那样 的 话 , 那 就 实在 太 
愚蠢 , 并 不 仅仅 是 什么 “凶险 , 阴 黯 ” 的 问题 。 总 之 ,我 和 长 与 氏 
的 会 見, 彼此 都 不 愉快 。 

《十 竹 裔 签 谱 》 第 二 册 , 完成 了 一 半 左 右 ， 由 于 营业 萧条 , 工 
人 有 了 上 暇 之 故 , 这 书 进行 得 较 快 。 照 此 进行 , 明 春 可 望 全 部 完工 。 
平家 处 到 时 自 当 寄 去 。 陈 老 莲 《 酒 牌 》 正 另 用 珂 罗 版 复制 中 。 对 
我 们 这 件 工作 , 颇 有 些 攻 击 的 人 , 说 是 何以 不 去 为 革命 而 死 , 却 
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在 干 这 种 玩 艺 儿 。 但 我 们 装 做 不 知道 * 还 是 在 做 珂 罗 版 的 工作 。 

每 月 为 《世界 文库 ?翻译 果 戈 理 的 《 死 魂 灵 》 一 次 虽 只 三 万 
字 , 但 因 难 译 , 几乎 要 花 三 星期 时 间 , 和 弄 得 满 身 关子 。 七 月 份 稿 
子 直到 昨天 才 完 

《文学 》( 一 号 ) 中 《论坛 > 栏 的 《文坛 三 户 》 是 拙 作 。 还 写 了 
一 篇 《4 从 帮忙 到 扯淡 》, 不 许 发 表 。 所 谓 扯淡 ”一 词 , 实 较 难 译 。 
也 就 是 没有 可 说 而 又 强 要 说 ， 既 无 帮 闲 的 才能 ， 又 要 做 帮 有 闲 的 
事 之 类 。 

洛 文 上 八 月 一 夜 

増田 見 ルル 下 


82 致 増田 渉 


御 質問 を 大 体 解釈 し て 置き まし た 。 只 だ 「 河 間 婦 」 丈 は 保 
留 し て 居り 基 内 手 掛 が ある だ ろ 一 と 思ひ ます 。 

小説 史 略 は 多 再版 の 見 込 が な ある の で すか 、 不 思 議 で す 。 

今月 の 『 作 品 』 に 亀井 勝一 郎 氏 の 『x メ 断 想 』 が 出 て 居 ま 
す 。 選集 か ら の 思想 に つい て の る の で す 。 
木の実 君 の 御 病 気 は 何 が で すか ? 

昨日 新版 小説 史 略 一 肛 送 り ま し た 。 又 小 説 区 闘 久 一 - 冊 の 少 
丈 増補 し た も の 。 

洛 文 拝 上 九 月 + 一 昌 

增 田 学 兄 几 下 
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[ 译 文 ] 

你 所 提问 题 , 大 体 都 已 解释 , 只 “ 河 间 妇 ”和 暂 予 保留 , 我 觉得 
不 久 就 会 有 线索 的 。 

《小 说 史 略 > 还 有 再 版 的 希望 , 真 不 可 思议 。 

本 月 的 《作品 》 刊 登 龟 井 胜 一 郎 氏 的 《x x 断想 》, 写 的 是 有 
关 《 选 集 》 中 的 思想 。 

木 实 君 的 病 怎样 ? 

昨天 奉 上 新 版 的 《小 说 史 略 ?一 册 , 另 一 般 是 稍 加 增补 的 《小 
说 旧闻 钞 》。 

洛 文理 上 九 月 一 日 

增 田 学 兄 几 下 


83 致 增 田 涉 


拝 在 , 十 月 一 日 の 御手 紙 は と くに 落 掌 し まし た が 、 俗 事 紛 
繁 の 為 め に つい に 返事 を 今 ま で 引 延 し まし た 、 実 に すま な い 
事 で す 。 

却 説 : 御 質問 の 二 点 一 一 

支那 @O 所 请 『「 点 数 在 六 十 点 以 上 」 を 日 本 訳 に すれ ば 「 下 
等 | と か け ば 一 番 解り よい だ ろう と 思ひ ます 。 矢 張 り 点 数 の 
事 で す 。 


そう し て 三 四 日 前 に 十 四 日 の 手紙 及び 金 十 二 円 つき まし 
蕊 。 早 速 『 中 国 新 文学 大 系 」 を 注文 し た が 書 価 郵 税 共 七 元 七 
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角 、 丁 度 日 本 金 十 円 で す 。 まだ 三 円 私 の 処 に 残さ れ て 居 ま す 
の で 外 の も の 御 人 用 な ら 買 っ て 上 げ ま す 、 何 時 で も 。 その 本 
は 今 ま で 六 財 出版 し まし た が も う 央 けた か 知ら ? 実は 僕 は よ 
い 本 と 思ひ ませ ん 。 

「 文 回 』 十 月 号 の 『 課 文 』 の 紹介 批評 は 別 な 人 の 書い た も 
の 、 論 壇 の 二 篇 は 押 作 で す 。 併 し 今度 は 『 課 文 』 の 休刊 の 為 
め に 編 帽 者 に 不満 を 抱き 十 一 月 か ら は 書か な い 事 に し た 。 


御 宅 の 皆様 の 元気 な 事 を 開い て 大 に よろ と び 、 然 ら ば 木 実 
君 の 百日咳 も 直っ た と 思ふ 。 僕 の 方 る ま づ 元気 で す 。 子供 を 
先月 か ら 幼 稚 園 へ 入れ まし た が 、 も 5 銅貨 は 間食 を 買 へ る も 
ん だ と 云 ふ 学識 を 習得 し まし た 。 草々 

迅 拝 上 十 月 廿 五 晶 
增 用 兄 几 下 


[ 译 文 〕 

拜 启 ， 十 月 一 日 惠 函 早已 收 到 。 因 俗 事 纷繁 ， 迟 至 今日 奉 
复 , 其 歉 。 

却说 所 询 二 点 一 一 


中 国 的 所 谓 “ 分 数 在 六 十 分 以 上 ” 日 译作 “ 丙 等 ”, 最 易 理 
解 。 这 还 是 指 分 数 的 事 。 


再 ,三 四 日 前 收 到 十 四 日 信 并 日 金 十 二 元 。《 中 国 新 文学 大 
系 》 当 即 订 妥 , 书 价 与 邮费 共 七 元 七 角 , 恰 为 日 金 士 元 ,还 有 二 元 
留 在 我 处 , 如 有 其 他 需要 的 东西 , 随时 可 为 代购 。 那 部 书 , 至 今 
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已 出 六 册 , 不 知 寄 到 了 没有 ? 其 实 我 不 以 为 那 是 好 书 。 

《4 文学》 十 月 号 对 《译文 的 评介 ,是 别人 写 的 , 《论坛 > 两 篇 则 
是 拙 作 。 但 这 次 因 《 译 文 》 休 刊 而 对 编者 不 满 ， 从 十 一 月 起 就 不 
写 稿 了 。 


闻 府 上 均 健康 , 甚 为 欣慰 , 木 实 君 的 百日咳 谅 已 痊愈 。 舍 下 
也 均 健康 , 孩子 从 上 月 送 进 幼稚 园 , 已 学 到 铜板 是 可 以 买 零食 的 
知识 了 。 ”草草 
迅 ” 拜 上 十 月 廿 五 日 
增 田 兄 几 下 


84 致 增 田 涉 


十 一 -月 二 十 二 夜 O 手 纸 择 见 。 新 文学 何 上 办 史 汪 一 - 册 缉 网 、 
午後 老 版 に 送る 様 に た の みき まし た 。 和尚 ほ 一 円 程 残 っ て 居り ま 
す 、 後 で 何 か 買 ひま し ゃ う 5。 

「 日 本 の 支那 文学 研究 者 に 対す る 注文 」 は 一 向 考 へ た 事 が 
無かっ た 。 今度 優 り に 考 へ て 見 た ら 大 抵 つ ま ら な い 事 で 言 可 
き 価 値 が な い 。 だ か ら 書 く 事 は よし ます 。 

上 海 は 寒く な り ま し た 。 自分 は 老衰 し た の か 、 本 当 に 仕事 
が 多く な っ た の か 兎 角 忙 し く 感 じ ま す 。 今 は 神話 な ど よ り 題 
材 を と っ て 短篇 小説 を 書い て ます が 成績 は ぜ ロ だ ろ 一 と 思ひ 
ます 。 

迅 拝 上 十 二 月 三 夜 
增 田 学 兄 几 下 
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[ 译 文 ] 

十 一 月 二 十 二 夜 手书 奉 悉 。 新 文学 什么 史 发 现 一 册 ， 已 于 
午后 托 老板 寄 上 , 尚 余 一 元 左右 , 以 后 再 买点 什么 。 

至 于 “对 日 本 的 中 国文 学 研究 者 的 期 望 从 未 想 过 , 即使 现 
在 来 考虑 , 也 没有 什么 意思 , 不 值 一 谈 , 因此 不 写 了 。 

上 海 已 转 寒 ， 不 知 自己 是 衰老 还 是 工作 多 些 ， 总 感到 烦 忙 。 
目前 正 以 神话 作 题 材 写 短 篇 小 说 , 成 绩 也 怕 等 于 零 。 

迅 寿 上 十 二 月 三 夜 

增 田 学 兄 几 下 
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拝 識 永 し く 御 無 沙汰 致し まし た 。 今日 子供 に 下さ る 有 平 
糖 を 一 つい た だ いて 有難 うぅ 御座 いま す 。 上海 は 楽 く な り ま し 
た 。 此 頃 近所 は 随分 に ぎ や か く な っ た の に 又 謡 言 が 出来 て 多 
く の 人 が 引越 し て 仕舞 ひ 顔 る さび し く な り ま し た 。 内 山 老 板 
の 店 る 割合 に ひま の 様 で す 。 夜 に な る と 殊 に し づか で 田舎 に 
居る 様 な 気 が し ます 。 も と の 通り に な る に は 又 半 ヶ年 くら い 
か か り ま し ゃ う 。 老 板 の 『 生 ける 支那 の 次 』 は 出版 し た が 、 
まだ 見 本 し か 見 えま せん 。 増田 一 世 は 東京 か ら 手 紙 を よこ し 
た が 今 に は も うぅ 家 に 帰 て る で し ゃ 5。 私 は 不 相 変 忙し く 、 書 





”此 信 据 《大 和 鲁迅 全 集 》 第 七 卷 抄 存 。 
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か な けれ ば な ら な い 為 めで す 。 併 し 書く 可 き も の が な ない から 
困り ます 。 書き た いも の は 発表 きれ な い 、 近 頃 は 大 抵 ま づ 何 
る 考 へ な いで 、 テ ー ブ ル の 前 へ 腰掛 け て 筆 を 手 に 押 つ ける 、 
そう する と 何だ か 、 わ け の 解ら な いも の が 自然 に 出 て 来 て 語 
り 矢 張り い は ゆる 作文 に な る が 人 間 も 時 に 機械 に な る 事 が 出 
来る る の で す 。 併 し 機械 に な っ た ら 願 る つま ら な いか ら 仕 方 
な く 活 動 写真 に 行き ます 。 が 、 よ いも の は な い 。 先月 に ジャ 
ッ ク ・ ロ ンド ン の 『 野 性 の きけ び 』 を 見 まし た が 実に お どろ 
きま し た 。 も る う 5 其 の 小説 と すっ か り 違 っ て 居り ます 。 今 度 は 名 
著 か ら 取 る 活動 写真 も る て こり こり に な り ま し た 。 小 供 は も 5 前 
歯 が か へ て 居 ま す 。 秋 か ら 幼 稚 園 へ や り ま し た が 銅貨 は 大 切 
な も の で ある と 云 ふ 有難 い 学 議 を 習得 し まし た 。 同学 が 種々 
な も の を 買っ て 食 ふ 事 を 見 た か ら で す 。 併 し 今度 の 謡 言 の 為 
め に 引越 す も る の は 多かっ た か ら 今 に は 同学 は も うぅ 六 人 し か 残 
っ て 居 ま せん 。 その 幼稚 園 $ 何 時 まで つづ く か 解り ませ ん 。 
田 迅 拝 呈 十 二 月 三 夜 
山本 夫人 几 下 


[ 译 文 ] 

拜 启 : 久 朴 问候 。 今 日 收 到 你 送 给 孩子 的 有 平 糖 , 甚 感 。 上 
海 已 转 寒 。 近 来 这 一 带 热闹 起 来 ， 且 又 谣言 四 起 ， 许 多 人 搬 走 
了 ， 因 此 颇 见 冷清 。 内 山 老 板 的 店 里 似乎 也 比较 空闲 。 夜 晚 万 
其 静寂 , 仿佛 在 乡间 一 样 。 再 要 恢复 原来 样子 , 奴 怕 又 须 半年 光 
景 。 老 板 的 《 活 中 国 的 姿态 》 虽 已 出 版 , 但 仅 看 到 样本 。 增 田 一 
世 曾 自 东 京 寄 来 一 信 ， 现 已 回 家 了 罢 。 我 仍 很 已 ， 因 为 不 得 不 
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写 。 但 苗 于 没 东西 可 写 ， 想 写 的 则 又 不 能 发 表 。 近 来 大 抵 是 先 
什么 都 不 想 , 在 桌 前 一 坐 , 把 笔 塞 在 手 里 。 这 样 一 来 , 自然 而 然 
地 就 写 出 了 费解 的 东西 , 也 就 是 说 , 做 出 了 所 谓 的 文章 , 有 时 人 
是 可 以 变 成 机 器 的 。 一 旦 变 成 了 机 器 , 颇 沉 无聊, 没 办 法 , 就 去 
看 电影 。 但 电影 也 没有 好 的 , 上 月 看 了 杰克 。 伦敦 的 《荒野 的 呼 
唤 》， 大 吃 一 惊 , 与 原著 过 然 不 同 。 今 后 对 于 名 著 改 编 的 电影 再 
不 敢 领教 了 。 孩 子 在 换 门 牙 。 从 秋天 起 , 送 他 进 了 幼稚 园 , 他 学 
到 的 宝贵 知识 是 铜板 有 多 人 么 重要 。 因 为 看 到 同学 在 买 各 种 东西 
吃 的 缘故 。 但 由 于 这 次 的 谣言 ,搬家 者 很 多 , 现在 同学 只 剩 下 六 
个 , 还 不 知道 这 个 幼稚 园 可 以 维持 到 几时 。 
鲁 迅 ” 拜 星 十 二 月 三 夜 
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拌 有 路 一 月 廿 入 日 の 御手 紙 拝 見 し まし た 。 僕ら は 皆 な 元気 
で す が 忙 し い 人 も る あり さわ で ぐ 人 も る あぁ あり 各 角 滅茶 苦 茶 で す 。 

『 新 文則 大 系 』 の 事 は 昨年 き ヽ まし た が 本 屋 は か ら 九 ま 
で 皆 な 送り まし た と 云 ふ が 本 当 で し ょ うか? 御 一 - 報 を 待つ 。 
うそ だ っ た ら 有 又 き ゝ 人 行く 。 第 十 國 目 は 未 出 版 し て 居 ま せ 
ん 。 

工 の 小説 は 所 調 「 身 邊 斑 事 」 の 様 な も る の が 多い か ら 僕 は す 
か な い 。 

『「 故 事 新編 』 は 伝説 な ど を 書 直 し た も の 、 つ ま ら な いも の 
で す 。 明日 老 板 に た の ん で 送り ます 。 

『「 ド の 事 』 は 実は 三笠 書房 か ら 、 た の まれ て 、 広 告 用 と 
ふる の だ か ら 書 いた の で 、 書 房 か ら 改 造 社 に 送っ た の で す 。 書 
く 前 に 僕 が 解る 様 に 直し て くれ と 頼め ば 何時 も よい よい と 云 
ふ が 原 稿 を 持っ て 行け ば その ま ゝ 出さ れ て 仕舞 ふ 。 こ と ん な 事 
は 一 度 だ け で な か っ た 。 も うと れ か ら 書 か な い 方 が よい と 思 


っ て 居 ま す 。 
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名 人 と の 面会 も あやめ る 方 が よい 。 野口 様 の 文章 は 僕 の 云 ふ 
た 全体 を か いて 居 な い 、 書 いた 部 分 も 発表 の 為 め か 、 そ の ま 
ゝ 書い て 居 な い 。 長 与 様 の 文章 は も 5 一 - 層 だ 。 僕 は 日 本 の 作 
者 と 支那 の 作者 と の 意思 は 当分 の 内 通ずる 事 は 難し い だ ろ う 5 
と 思ふ 。 先 づつ 境遇 と 生活 と は 皆 な 違 ひ ます 。 

森山 様 の 文章 は 読み ま し た 。 林 先生 の 文章 は 遂に 読ま なか 
っ た 、 雑 誌 部 に 行っ て き が し まし た が 売 切 か も 5 な い 。 艇 国 
の 田 漢 君 は 願 る この 先生 に 類似 し て 居る と 思ひ ます 。 田 君 は 
つか ま へ られ て 放免 し この 頃 は 大 に 南京 政府 の 為 め に ( 無 
論 、 同 時 に 芸術 の 為 め に ) 活動 し て 居 ま す 。 と うし て も か っ 
て で す が 具 だ 正義 る 真理 も 何時 も 彼 れ 田 君 の か ら だ に くつ い 
て まわ っ て 居る と 云 ふ の だ か ら 少 し くど うか と 思ひ ます 。 

ト 竹 齋 箋 譜 の 進行 は 中 々 お そい 。 二 華 目 未 出来 な い 。 

迅 拝 上 二 月 三 日 
增 田 兄 几 下 


[ 译 文 ] 

拜 启 ， 一 月 十 八 日 惠 函 奉 悉 。 我 们 都 很 健康 ， 但 有 忙碌 的 
人 ,也 有 吵 冰 的 人 , 总 之 是 乱 七 八 精 。 

《新 文学 大 系 》 的 事 , 已 于 年 前 问 过 , 书店 说 从 一 册 至 九 册 均 
已 寄 出 , 未 知 确 否 ? 有 盼 复 ,如 不 确 , 当 再 查询 , 第 十 册 尚 未 出 版 。 

叶 的 小 说 , 多 是 所 谓 “ 身 边 琐事 ”我 不 喜欢 。 

《故事 新 编 》 是 根据 传说 改写 的 东西 ， 没有 什么 可 取 。 明 天 
托 老板 寄 上 。 

《 陀 的 事 》 本 是 受 三 等 书房 之 托 , 说 要 作 广 告 之 用 才 写 的 , 书 
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房 又 把 它 转 给 改造 社 。 写 前 我 曾 托 他 们 修改 得 好 懂 些 ， 当 时 总 
满口 应 承 , 原稿 一 到 手 , 就 原封 不 动 地 登 出 来 。 这 样 的 事 已 不 止 
一 次 , 我 想 今后 最 好 是 不 写 。 

和 名 流 的 会 见 , 也 还 是 停止 为 妙 。 野 口 先生 的 文章 , 没有 将 
我 所 讲 的 全 部 写 进去 , 所 写 部 分 , 恶 怕 也 为 了 发 表 的 缘故 , 而 没 
有 按 原意 写 。 长 与 先生 的 文章 ， 则 更 加 那个 了 。 我 觉得 日 本 作 
者 与 中 国 作 者 之 间 的 意见 , 暂时 尚 难 沟 通 , 首先 是 处 境 和 生活 都 
不 相同 。 

森山 先生 的 文章 读 过 。 林 先生 的 文章 终 未 读 到 ， 到 杂志 部 
去 找 , 似 已 卖 完 。 收 国 的 田汉 君 , 我 以 为 颇 似 这 位 先生 。 田 君 被 
捕 ， 已 获 保释 , 现 正 为 南京 政府 (当然 同时 也 为 艺术 ) 大 肆 活 动 ， 
尽管 如 此 , 却 还 胡说 正义 和 真理 随时 都 附 在 他 田 君 身上 , 可 就 觉 


得 有 点 问题 了 。 
《十 竹 裔 签 谱 》 的 进行 太 慢 , 第 二 册 尚 未 出 版 。 
迅 寿 上 月 三 日 
増田 見 人 ル 下 
87 致 内 山 完 造 
老板 ， 


社 依 日 報 に 「 文 求 営 か ら 『 肛 齋 誌 異 列 値 』 が 出版 され て 
内 山 書店 に 到着 し て 居る 」 と 書い て 有 っ た 。 
それ は 本 当 で すか ? 本 当 に あれ ば 一 冊 下 さい 。 
L 拝 三 月 . 
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[ 译 文 ] 
老板 : 
《社会 日 报 》 载 :“ 文 求 堂 出 版 的 《 聊 裔 志 异 列传 ?已 到 内 山 书 
店 。” 
确 否 ? 倘 确 , 请 买 一 册 。 
し 和 拜 三 月 菇 日 
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二 十 一 日 中 御 手 纸 忆 落 掌 U 训 六 。 上 惠 蝇 村 加 户 出 UD 
と くに つき まし た が 直 東 京 へ 出発 する だ ろ 一 と 思っ て 返事 を 
よ と さなか っ た 。 『 改 事 新編 』 の 中 に 『 鏡 創 】 は 確 に 割合 に 
真面目 に 書い た 方 で す が 、 佐 し 根拠 は 忘れ て 仕舞 ひま し た 、 
幼い 時 に 読ん だ 本 か ら 取 っ た の だ か ら 。 恐らく 『 握 越 春秋 』 
か 『 越 紹 書 』 の 中 に ある だ ろ 一 と 思ひ ます 。 日 本 の 『 支 那 章 
話 集 』 之 類 の 中 に も ある 、 僕 も る 見 た 事 が あっ た と ね おぼえ て 居 
ます 。 

日 本 に は 何だ か 此 頃 、 非 常に 「 全 集 ] と 云 ふ 言葉 を すく 様 
だ 。 

『 鏡 剣 』 の 中 に は そう 難解 な 処 は な いと 思ふ 。 併 し 注意 し 
て おおき たい の は 、 即 ち 其 中 に ある 和歌 は みな は っ きり し た 意味 
を 出し て 居 な い 事 で す 。 変 描 な 人 間 と 首 が 歌 ふ る の で すか ら 
我々 の 様 な 普通 な 人 間 に は 解り 兼 る は づ で す 。 三 番目 の 歌 は 
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案 记 立 派 和 六、 壮大 肆 站 中 下 本人 、 们 L 「 堂 哉 皇 哉 分 暧 久 哺 」] 
の 中 の 「 明 肯 哺 j 法 泽 独 在 小 曲 渡 使 六 乙 元 环 寺 。 

私 も よろ こと ん で 五 月 上 旬 か 中 旬 頃 を 待っ て 居 ま す 。 上 海 も 
五 六 年 前 の 上 海 と は 大 に 違っ た が 併 し 「 羽 気 転換 ] の 薬 と し 
て 使 ふ 事 は た だ 出来 る か る 知れ な い 。 僕 は と くに 音 の アァ パー 
ト に 居 な い 、 そ れ は 内 山 老 板 に きけ ば 今度 の アド レス を 知ら 
SO お 

今月 の 始め に 疲労 と 塞 さ に 対し て の 不 注意 の 結果 、 急 病 に 
か ゝ り 暫 らく 横 っ て 仕舞 ひま し た が 此 頃 は 殆 ん ど 恨 復 し まし 
た 。 不 相 変 、 翻 訳 な ど を や っ て 居 ま す 。 

分 振 鍵 君 の 活動 方 面 は 余り に 多い か ら 『 十 竹 齋 和 譜 』 の 催 
促 を な まけ て 居 ま し た 、 が 、 此 項 や っ と 第 二 肛 目 の 彫 刻 が す 
み 、 と れ か ら 印 刷 に か 、 り ま す 。 来年 で な けれ ば 全部 (四 
冊 ) 出来 な い に 違 ひな い 。 

迅 拝 三 月 二 十 八 日 
增 田 兄 几 下 


[译文 ] 

二 十 一 日 惠 函 收 到 。 由 惠 县 村 发 出 的 信 ， 也 早 收 到 。 我 以 
为 你 很 快 去 东京 , 故 未 回信 。《 故 事 新 编 > 中 的 《 铸 剑 》 确 是 写 得 
较为 认真 。 但 是 出 处 忘记 了 , 因为 是 取材 于 幼 时 读 过 的 书 , 我 想 
也 许 是 在 4 吴越 春秋 》 或 4 越 绝 书 里 面 。 日 本 的 《4 中国 童话 集 3》 之 
类 也 有 , 记得 是 看 见 过 的 。 

日 本 最 近 好 象 很 喜爱 全集" 这 个 词 儿 。 

在 《 铸 剑 》 里 , 我 以 为 没有 什么 难 懂 的 地 方 。 但 要 注意 的 , 是 
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那里 面 的 歌 ， 意 思 都 不 明显 ， 因 为 是 奇怪 的 人 和 头颅 唱 出 来 的 
歌 ， 我 们 这 种 普通 人 是 难以 理解 的 。 第 三 首 歌 ， 确 是 伟 丽 雄壮 ， 
但 “ 堂 哉 皇 哉 兮 咀 咀 喃 ?中 的 “ 咀 咀 喃 ” 是 用 在 猥 衰 小 调 的 声音 。 

我 欣 奈 地 期 待 五 月 上 旬 或 中 旬 的 到 来 。 上 海 和 五 六 年 前 的 
上 海 大 不 相同 , 不 过 聊 当 “转换 心情 ?之 药 ,也 未 尝 不 可 。 我 早已 
不 住 以 前 的 公寓 , 我 这 次 的 住址 , 一 同 内 山 老 板 便 知 。 

本 月 初 ， 因 未 注意 疲劳 和 寒冷 , 致 患 急症 , 卧床 多 日 ， 质 已 
大 致 痊愈 , 仍旧 译作 。 

郑振铎 君 因 活动 过 多 , 对 《十 狂 毅 得 谱 》 督 促 不 力 , 现在 第 二 
册 好 容易 才 刻 好 , 即将 付 印 , 全 部 (四 期 ) 不 到 明年 是 出 不 成 的 。 

迅 拜 三 月 二 十 八 日 


增 田 兄 几 下 
89 致 须 藤 五 百 三 
須藤 先生 九 下 。 


熱 は 随分 さがり まし た 。 昨日 の 五 度 九 分 の 前 は 手紙 を 書い 
て 居 た の で 睡眠 し た の で は な い 。 
腹 が 時 々 張っ て 少々 、 い た い 。 瓦 親 が 多い 。 (アス ピリ ン 
を 飲ま な か っ た 前 か ら 、 さ う で あっ た 。 
咳 歌 は 減少 、 食 欲 は か わり 無し 、 睡 眠 は よい で す 。 草々 
顿 首 
鲁 还 八 月 匡 八 日 


1248 鲁迅 书信 和 集 


[ 译 文 〕 
须 芯 先生 几 下 ， 
热 退 了 不 少 。 昨 天 是 五 度 九 分 , 这 之 前 在 写 信 , 不 曾 睡 觉 。 
腹部 有 时 发 胀 , 隐隐 作痛 , 不 断 出 瓦斯 。( 未 服 阿 司 匹 灵 之 
前 便 是 如 此 。) 
咳嗽 减少 , 胃口 如 旧 , 睡眠 很 好 。 草草 顿 首 
鲁 迅 八 月 廿 八 日 


90 致 鹿 地 豆 


鹿 ズ 地 様 : 

押 作 の 選択 に 関す る 事 は あな た の 王 張 に 同意 し ます 。 実に 
言 へ ば 自分 は 此 の 問題 に つい て 考 へ た 事 は 無かっ た の で す 。 
具 、『 コ ー ル ヴェ ツ ッ 画 集 序 目 』 一 含 は 無く て も よい と 思 
ふる 。 日 本 に は も っ と 、 く わし い 紹 介 が あっ た と おぼえ て 居 ま 
す 。 併 し 若 し 既に 訳 了 し た な ら 入 れ て も よい 。 中 に 引用 し て 
居る 永田 氏 の 原文 は 『 新 興 芸 術 」 に ある の で すら 同誌 を 一 所 
に 送り ます 。 

版画 の 解釈 を る 午 訳し ます か ? これ を も 訳す な ら 、 説 明 の 
2、『 鍛 苦 』 の 条 下 に 「 父 親 が 小 疲 一 人 を 抱き ] の 「 父 親 」| 
を 「 祖 母 」 と 改正 し て 下さ い 。 別 の 複製 の 絵 を 見 た ら ど うぅ し 
て も 女性 らし い 。Diel の 説明 に も 祖母 だ と 云っ て 居る 。 

ほか の 随筆 を 加 へ た 方 が い ゝ と 思ふ 。 併 し その 事 は 張 君 と 


ln 
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商談 し て 下さ い 。 僕 も る 同 君 に - - 度 た の ん だ 事 が ある の で す 。 
鲁 迅 九 月 六 日 





[ 译 文 ] 
鹿 地 先生 : 

关于 拙 作 的 编选 , 同意 你 的 主张 。 其 实 ,我 从 未 考虑 过 这 个 
问题 。 

不 过 , 我 以 为 没有 《《 珂 勤 惠 支 版 两 选集 > 序 日 > 这 篇 也 好 。 记 
得 在 日 本 已 有 更 详细 的 介绍 了 。 倘 已 译 好 ， 收 进去 亦 可 。 其 中 
引用 永田 氏 的 原文 , 登 在 《新 兴 艺 术 》 上 ， 现 将 该 杂志 一 并 送 上 。 

版 画 的 解释 等 等 是 否 也 要 翻译 ? 倘 需 译 出 ， 请 将 说 明之 二 
《4 穷苦》 条 下 “父亲 抱 一 个 孩子 ”的 “父亲 ” 改 为 “祖母 ”。 我 看 别 
的 复制 品 , 怎么 看 也 象 是 女性 。Diel 的 说 明 中 也 说 是 祖母 。 

我 觉得 仍 如 进 其 他 随笔 为 好 。 但 此 事 请 与 张 君 一 商 ， 因 为 
我 曾 拜 托 过 他 。 

和 鲁 迅 九 月 六 日 


91 致 增 田 涉 


增 田 兄 : 

九 日 の 手紙 拝領 。『 大 地 』 に 関す る 事 は 近 内 に 胡 風 に 見 せ 
ます 。 間 仲 持 の 訳 は あて に な ら な いか も 知り ませ ん 。 俳 し 基 
し さ う だ っ た ら 作 者 に 対し て 実に よく な い 事 で す 。 

僕 は 不 相 変 熱 に 注射 に 須藤 先生 …… 実 は 病気 が ど う な っ て 
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居る か 不明 だ 。 併 し 体 は 先 よ り 腸 えて 来 て 居る 。 

徐 燃 証 募 に 対す る 文章 ( 力 が な いか ら 四 日 間 か か っ た ) は 
仕方 が な いか ら 書 いた の で ある 。 上海 に は と ん な 一 群 が 居 る 
の で 何 か あ っ た らち ぢ おき それ を 利用 し て 自分 の 為 め の 事 を する 
か ら 一 寸 打撃 を 与 へ た の で す 。 

洛 文 拝 上 九 月 二 五 日 


[译文 】 
增 田 兄 : 

九 日 手书 奉 到 。 关 于 《4 大地》 的 事 , 日 内 即 转 胡 风 一 阅 。 胡 
仲 持 的 译文 ,或许 不 太 可 靠 , 倘 如 是 , 对 于 原作 者 , 实 为 不 妥 。 

我 依旧 发 热 , 正 请 须 苹 先生 注射 ,病情 如 何 , 尚 不 可 知 , 但 身 
体 却 比 以 前 胖 了 起 来 。 

对 徐 构 庸 辈 的 文章 (因为 没有 气力 , 花 了 四 天 工夫 ), 实在 是 
没有 办 法 才 写 的 。 上 海 总 有 这 人 么 一 做 人 , 一 遇 到 发 生 什么 事 , 便 
立刻 想 利用 来 为 自己 打算 , 故 须 略 为 打击 一 下 。 

洛 文 和 拜 上 九 月 十 五 日 


92 致 增 田 涉 


景 末 に 代 っ て 答え 致し ます 。 彼 は も 5 和 十 年 以上 、「 書 録 」 
と 関係 し な いか ら 、 御 末 に 対し て 何 $ 答 る 事 が 出来 な い 。 一 
定 の すま ひ が な が なくなっ て 以来 、 多 量 の 本 を 持つ 事 が 困難 で あ 
っ た 。 だ か ら 時 々 散っ て 行き 今 は 自分 の 撰 訳 も 少し か 持た な 
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か っ だ ただ 。 今 に 云 へ る の は 、 只 : 


一 、 死 魂 者 (第 一 部 ) 一 九 三 五 年 十 一 月 初 板 
二 、 同 一 百 图 一 九 三 六 年 四 月 版 


欧 美 訳 の も る の に 対し て は 今 まで 誰 も 気 を つけ な か っ た 。 大 
抵 の も の は 作者 に も 知ら せま せん 、 い わん や 、 そ の 本 を 送る 
事 を や 。 

鲁 包 上 九 朋 ニニ + ニ 』 
增 田 兄 几 下 


[ 译 文 】 

我 代 景 宋 奉 复 , 她 已 十 多 年 不 接触 “ 书 录 ”, 对 你 的 询问 , 实 
难 回 答 。 自 从 寅 所 不 安定 以 来 , 也 难 携 存 较 多 的 书籍 , 且 时 有 散 
佚 , 近来 连 自己 著 译 的 书 , 手头 也 很 少 , 目前 说 得 出 的 只 有 ， 

一 ,《 死 魂 灵 》( 第 一 部 ) 一 九 三 五 年 十 一 月 初版 。 

二 ,同上 一 百 图 一 九 三 六 年 四 月 版 。 

对 欧美 的 译作 ,至 今 谁 也 不 注意 ,大 抵 译 书 并 不 通知 作者 ， 
更 谈 不 上 送 书 。 

鲁 迅 上 九 月 二 + 二 日 

增 田 兄 几 下 


93 致 增 田 涉 


増田 兄 : 
九 月 三 十 日 信 収 到 。 
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『 小説 任 聞 紗 』 序文 末 段 の 意味 は 御 解 釈 の 通り 三 二 。 庄 
り 』 (一 ) 羅 は 元 人 、( 二 ) 確 に こん な 人 が な あっ て 或 る 作者 の 
変名 で な い 事 で す 。 
『 放 那 印度 短篇 小説 集 」 は 出版 元 か ら 一 冊 送 っ て 来 ま し 
た 。 草々 頓 首 
洛 文 十 月 五 晶 


[译文] 
增 田 兄 : 

九 月 三 十 日 信 收 到 。 

《小 说 旧闻 钞 》 序 文 末 段 的 意思 ,正如 你 所 解释 的 。 即 ; (一 ) 
罗 是 元 朝 人 , (三 ) 人 确 有 其 人 , 而 不 是 某 作者 的 化 名 。 

《4 中国 印度 短篇 小 说 集 》, 出 版 社 已 将 该 书 送 来 一 册 。 草草 
蜂 首 

洛 文 十 月 五 日 


94 致 增 田 涉 


増田 兄 : 

阿 康 =A.Agin、 赴 人 、 十 九 世 紀 な か ば 頃 の 人 、 絵 を 画 い た 
もの, 雕版 者 注 培 尔 那 尔 特 斯 基 (E. Bernardsky)、 亦 同时 代 O 
露 人 。 

梭 可 史 尖 =P.Soltolov、 亦 露 人 、Agin と 同時 代 。 

班 台 菜 耶 夫 =L.Panteleev。 
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野 琴 =Lira、 作 者 = 理 定 (V.Lidm) 、 出版 年 三 1932、 出 版 
所 = 良 友 園 書 公司 。1936 年 に 『 一 天 的 工作 』 と 合 装 し て 『 父 
联 作 家 二 十 人 集 」 と な る 、 出 版 所 同 前 。 
協 撤 子 及 其他 、 出 版 年 1936、 出 版 所 三 障 華 書 店 。 

洛 文 择 十 月 二 一 晶 


[ 译 文 ] 
増田 兄 : 
阿 庚 =A. Agin, 俄国 人 , 是 十 九 世 纪 中 叶 的 人 , 画家 ; 雕版 
痢 是 培 尔 那 尔 德 斯 基 (了 E. Bernardsky), 也 是 同时 代 的 俄国 人 。 
梭 可 罗 夫 =P. Sokolov, 亦 俄国 人 , 与 Agin 同时 代 。 
班 台 菜 耶 夫 =L. Panteleev。 
《竖琴 》=Lira， 作 者 王 理 定 (V. Lidin), 出 版 年 份 = 一 九 三 
二 ;出 版 所 = 良友 图 书 公司 。 于 一 九 三 六 年 和 《一 天 的 工作 》 合 装 
成 《苏联 作家 二 十 人 集 》, 出版 所 同 前 。 
《 坏 孩 子 及 其 他 》 出 版 年 是 一 九 三 六 , 出 版 所 = 联 华 书店 。 
洛 文 拜 十 月 十 一 日 


95 致 增 田 涉 


『 俄 经 斯 的 童话 」 注 一 九 三 五 年 出 版 式 吉 。 

# 十 月 】 は 中 篇 小説 、 原著 者 疆 六 2 了 一 了 7(A.Yakovlev)、 措 
版 所 は 神 洲 國 光 社 。 出版 年 は 本 を 持っ て な いか らら 明瞭 で な 
い 、 大 概 -- 九 三 〇 年 頃 だ ら う と 思ふ 。 
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西 思 と 云 ふ 名 詞 が あり ます 。 
西 三 西洋 人 の 略称 , 恩 三 仔 小 供 = デ ボー ィ 。 
だ か ら 西 思 三 西洋 人 に 使 は れ て 居る ボー イィ (専ら 志 那 人 
を 指し て 云 ふ ) 。 
洛 文 上 十 月 十 四 日 
增 田 兄 几 下 


[ 译 文 〕 

《俄罗斯 的 童话 》 出 版 于 一 九 三 五 年 。 

《十 月 》 是 中 篇 小 说 , 原著 者 为 雅 各 武 菜 夫 (A.Yakovlev), 出 版 所 
是 神州 国光 社 , 出 版 年 份 , 因 手 头 无 书 , 不 详 , 大 慨 是 一 九 三 
O 年 左右 。 


西 趾 这 名 词 是 有 的 。 
西 = 西洋 人 的 略称 , 患 = 仔 三 小 孩 =boy。 
因此 西 忠 = 凸 洋 人 使 唤 的 boy( 专 指 中 国人 )。 
洛 文 上 十 月 十 四 日 
增 田 兄 几 下 


96 致 内 山 完 造 


老 版 几 下 : 
意外 な 事 で 夜中 か ら 又 喘息 が な はじめ まし た 。 だ か ら 、 十 時 
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山 





頃 の 約束 が 6 ぅ 出来 な いか ら 甚 だ 済み ませ ん 。 
お 頼み 申し ます 。 電話 で 須藤 先生 に 頼ん で 下さ い 。 早 速 み 
て 下さ る 様 に と 。 草々 頓 首 


L 反 十 月 士 八 日 
[ 译 文 ] 
老板 几 下 : 
没 想到 半夜 又 气喘 起 来 。 因 此 , 十 点 钟 的 约会 去 不 成 了 , 很 
抱歉 。 


拜托 你 给 须 芯 先生 挂 个 电话 , 请 他 速 来 看 一 下 。 草草 顿 首 
L 和 拜 十 月 士 八 昌 
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三 画 
马子 华 1083 
四 画 


王 正 1239 

王 乔 南 285, 287 

王 志 之 ”378,383, 390, 421， 
443，550，636，653，659， 
672, 691, 702, 737, 835, 
846, 865, 1053 

王 余 杞 264 

王 冶 秋 1080, 1089, 1102, 
1113, 1119, 1127, 1180, 
1197, 1226, 1257 

王 育 和 327 

王 申 之 “493, 546 

开明 书店 321, 406, 467, 
471 


韦 丛 范 144, 244, 252, 261 

韦 素 园 84, 91, 98, 102, 
103, 107, 109, 110, 114 一 
118, 121, 122, 126, 128, 
129, 132, 134, 135, 137, 
203, 226, 228, 293 

韦 素 园 、 韦 丛 范 88 
105 

方 善 境 274, 281 

孔 另 境 1077,1231 

巴 金 1137 


五 画 


叶 柴 769,851,900,1017, 
1058, 1096, 1114, 1118, 
1125, 1253 

史 济 行 222 

白 莽 239 
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台 静 农 76, 148, 155, 166, 


185, 331, 339, 341, 350, 
359，374，377，388，396， 是 佐 尊 454,790 
401, 407, 411, 444, 548, 虽 草 儒 69 
557, 572, 590, 594, 602, 向 培 良 71 
613，635，677，683，696， 合 众 书 店 759 
964, 991,1008,1023,1055, 刘 随 143 
1087, 1100, 1112, 1202, 刘炜 明 778,804,848 
1283 刘 策 奇 68 

台 静 农 、 李 者 野 ”165,168， 江 绍 原 146, 158 
169 汤 咏 兰 ”1274 

母亲 ( 重 瑞 ) 322, 344, 448， 许 杰 1258 
479，510，536，589，599， 许 广 平 100,366 一 371, 373 
615, 625, 630, 639, 662, 许 寿 党 2 一 13, 15 一 17, 49, 
682, 705, 720, 727, 733, 81, 101, 106, 131, 133, 
734, 739, 746, 767, 777, 138, 139, 227, 240, 267, 
793, 812, 826, 853, 861, 280, 291, 317, 319, 320, 
902, 903, 934, 956, 1006, 324, 328, 336, 340, 343, 
1034, 1068, 1085, 1097, 347, 349, 352, 354, 358, 
1101, 1111, 1124, 1129, 363, 364, 372, 375, 387, 
1133, 1142, 1163, 1172, 391, 402, 416, 423, 429, 
1200, 1221, 1243, 1249, 464, 473, 566, 597, 634, 
1261 649, 690, 776, 801, 813, 


841, 858, 926, 936, 1179, 
1229, 1263 
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许 钦 文 77 一 79, 325 

许 粤 华 1166 

阮 善 先 1143 

孙 用 220,221, 233, 257, 
262, 263, 268, 283, 289, 
290, 301, 310, 311, 315 

孙 伏 园 47, 48, 51 


七 画 


杜 衡 461, 463, 465, 466， 
472, 511 

杜 海 生 353 

杜 和 奄 、 除 係 弓 1175 

李 梓 829,849,883, 910, 
940, 988, 1043 

李 小 峰 ”119, 178, 245, 292, 
304 一 306, 308, 309, 326, 
329, 333, 335, 351, 360, 
362, 379, 381, 385, 398, 
400, 408, 409, 412 一 415, 
418, 419, 422, 431, 442, 
534, 545, 571, 645, 665, 
721, 728, 1115 

李 长 之 “1013, 1048 

李 素 中 53, 56, 59 一 62, 87, 


195, 273, 277, 282, 294, 
296, 298 一 300, 303, 318, 
323, 334, 337 

李 罚 野 65, 72, 113, 125, 
140, 141, 145, 147, 149, 
154，167，170，171，173， 
175, 182—184, 186, 187, 
190, 192, 193, 201, 225, 
229, 232, 234, 237, 241, 
243, 247, 250, 251, 253, 
255, 260, 266, 270, 279, 
332, 338, 345, 405, 460, 
697, 785, 795, 987, 1007, 
1010, 1020, 1204 

考 完 野 、 合 静 家 、 事 入 欧 
348 

杨 晋 豪 、1159 

杨 和 者 云 623, 633, 637, 647, 
652, 661, 664, 669, 679, 
681, 684, 709, 758, 760, 
809, 814, 819, 822, 823, 
825, 828, 831, 832, 834, 
847, 877, 882, 890, 898, 
972, 1106,1108,1156,1247 

时 到 1214,1234 
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吴 渤 506,509, 517, 532, 
535, 537, 560, 673, 708, 
763, 893, 1057, 1266 

英朗 西 1193, 1198, 1205, 
1206, 1209, 1210, 1215, 
1225, 1255, 1264 

部 遇 1095 

何 白 涛 538,554, 585, 624, 
626, 643, 660, 668, 694, 
714, 742, 751, 824, 837, 
949 

何 家 槐 1191 

何 家 骏 、. 陈 企 起 ”455 

缉 播 奋 428 

汪 稚 泉 259 

沈 西 苓 1230 

沈 振 黄 772 

沈 兼 士 130 

沈 雁 冰 ”1232，1237，1238， 
1248，1250，1256，1265， 
1273 

宋 正 1132,1280 

宋 崇 义 27 

张 茵 ”607,756, 845, 924 

张 天 翼 389 


张 冰 醒 ”380 

邵 文 熔 180,967,1219 

陈 湾 218 

陈 光 尧 ，1149, 1164 

陈 君 涵 ”235, 236, 258 

除 鉄 耕 526, 531, 674, 700, 
706 

陈 烟 桥 568,598, 608, 609, 
612, 620, 622, 644, 651, 
687, 912, 971 


八 画 


林语堂 440,553, 617, 631 

郁达夫 275,384, 738 

郁达夫 、 王 映 霞 ”265 

罗 雇 岗 ”213 

罗 清 杭 445, 450, 477, 496, 
527, 533, 547, 577, 619, 
658, 710, 717, 749, 752, 
755, 768, 914, 923, 957, 
1188 

金 性 落 794,799, 803, 817 

金堂 野 796, 830, 873, 894 

周作 人 21, 29, 31 一 34, 36, 
37, 39, 41 
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周 茨 石 ”432 

周 合 英 1107 

郑 伯 奇 357,365, 973 

郑振铎 ”392, 480, 482, 483， 
487, 489 一 491, 498, 503, 
508, 520, 525, 529, 543, 
556, 565, 567, 576, 578, 
580, 586, 587, 593, 629, 
640, 654, 663, 667, 686, 
689, 695, 699, 701, 724, 
730, 745, 747, 753, 754, 
775, 786, 787, 805, 807, 
815, 842, 856, 857, 909, 
930, 933, 944, 1045, 1067, 
1078, 1268, 1271 

郑 野 夫 541, 1145 

孟 十 还 770,779,798, 806, 
808，810，843，862，875， 
881, 885, 889, 896, 897, 
905, 908, 919, 921, 948, 
970, 982, 989, 997, 1041, 
1065, 1069, 1081, 1099, 
1130, 1147, 1161, 1167 


赵 家 壁 ”382, 386, 393, 395, 


404，439，458，459，485， 


561, 736, 820, 836, 838, 
860, 869, 870, 888, 899, 
901, 906, 907,・915, 947, 
960, 961, 974, 999, 1000, 
1036, 1082, 1090, 1110, 
1176, 1182, 1183, 1187, 
1212, 1223, 1227, 1236, 
1242, 1251, 1254, 1281 

赵 家 壁 、 郑 伯 奇 ”852 

赵 景深 211, 212, 1116 

旗 有 髋 295 

胡 风 965, 993, 1031, 
1047, 1121, 1131 

胡 纺 276 

胡 适 28, 45, 46, 50, 52。 
55, 57, 58 

胡 今 虚 456,478, 484, 486。 
499, 500 

段 干 青 867,1192, 1201 

施 垫 存 420, 451 

类 如 了 虹 628 
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官位 心 30,35,38,40,42 一 
44 

费 明 君 1276 

费 慎 祥 ”911，1178，1216， 
1262 

姚 克 403,410,417, 430， 
437，476，481，494，504， 
516，530，539，552，562， 
564, 569, 570, 574, 584, 
588, 592, 605, 611, 614, 
621, 655, 735, 1037, 1070, 
1136, 1139, 1171, 1189 


十 画 


通州 堆 1093 

夏 传经 1148, 1154, 1160 

钱 玄 同 14,18, 19, 22 一 26, 
54, 63, 64, 74, 75 

袋 君 旬 200 

徐 诗 荃 。1027 

徐 懋 唐 515, 518, 519, 542, 
646, 657, 675, 688, 693, 
703, 704, 707, 711, 712, 
716, 723, 725, 740, 764, 
765, 780, 783, 789, 864, 


886, 922, 932, 935, 1004, 
1016, 1039, 1042, 1051, 
1066, 1073, 1075, 1092, 
1094, 1098, 1105, 1122, 
1146, 1151, 1194 

高 歌 70 

唐 订 866,1061,1259 

唐 强 715,726,946,1033， 
1162, 1185, 1211, 1217, 
1241 

唐 英 伟 995, 1168 

淘 元 庆 82, 85, 95, 99, 112, 
124, 177 

陶 元 徳 488, 495, 497, 502, 
512, 528, 549, 600, 604, 
606, 610, 618, 632, 641, 
642, 656, 670, 676, 722 

陶冶 公 97,231 


十 一 画 


黄 源 731,773,854, 872, 
880, 916, 918, 928, 929, 
938, 942, 952, 958, 969, 
975, 976, 978, 979, 981, 
984。 1002, 1018。 1021, 


黄 壮 世 


慌 半 
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1024，1025，1038，1040， 
1046，1049，1059，1123， 
1138，1152，1158，1199， 
1269，1277，1279 
1141 
356, 522, 558, 582 
757, 782, 784, 892, 
920, 927, 937, 939, 945, 
953, 954, 959, 966, 980, 
983, 986, 992, 1003, 1012, 
1014, 1026, 1032, 1035, 
1044, 1050, 1054, 1060, 
1062, 1074, 1086, 1126, 
1144, 1153 

红 917 
萧 军 、 萧 红 788, 792, 797, 
802, 811, 816, 827, 833, 
840, 850, 871, 879, 887, 
904, 913, 951, 1071, 1079, 
1088 
萧 剑 青 555,962 
曹 白 1165, 1170, 1174, 
1181, 1196, 1203, 1218, 
1220, 1224, 1228, 1233, 
1235, 1270, 1275, 1282 


7 


摘 





曹 靖 华 ”284, 297, 302, 313, 


314，316，330，342，346， 
355，376，394，469，470， 
492，501，505，514，523， 
524，540，575，579，583， 
591，595，596，601，638， 
648，650，680，685，698， 
743, 750, 762, 771, 774, 
791, 800, 844, 855, 859, 
874, 884, 891, 895, 925, 
941, 950, 955, 963, 968, 
977, 985, 990, 996, 1005, 
1009, 1019, 1022, 1029, 
1052, 1072, 1091, 1103, 
1109, 1120, 1128, 1135, 
1140, 1155, 1169, 1173, 
1190, 1195, 1207, 1208, 
1213, 1222, 1245, 1252, 
1284 


曹 聚 仁 426,434,435,438, 


447，468，475，507，513， 
521，627，666，678，719， 
729, 818, 821, 863, 878, 
931, 943, 1015, 1076, 
1150 
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崔 真 吾 288, 312, 361 
康 修行 1244 


康嗣 群 204 

章 廷 落 73, 80, 83, 90, 92, 
94, 96, 104, 108, 111, 120， 
123, 127, 142, 150 一 153, 
156, 157, 159 一 162, 164, 
174, 179, 181, 188, 189, 
191, 194, 196 一 198, 202, 
205 一 210, 214 一 216, 219, 
223, 224, 238, 242, 246, 
248, 254, 256, 269, 271, 
272, 278, 286, 427 


章 锡 琛 
梁 以 使 


1084, 1104, 1272 
551 


谢 敦 南 249 
十 三 面 
楼 炜 春 692,732, 741, 998, 
1030, 1157, 1184 
赖 少 谣 868, 994, 1001, 
1011, 1028 
窦 隆夫 781 
十 画 
蔡 永 言 307 
奈美 君 1056, 1240 
梅花 社 441 
廖 立 哦 172 
翟 永利 ”66，86，136，163， 


董 永 舒 462 
菏 抑 后 1 
韩 白 罗 718 
程 琪 英 397 
储 斯 年 20 
传 贫 夫 、 梁 绳 福 67 
舒 新 城 230 
谢 六 痪 ”1063, 1117 


176, 199, 217 


十 五 画 


黎 烈 文 399, 424, 425, 433， 


436, 446, 449, 452, 453, 
457, 474, 544, 559, 563, 
573, 581, 603, 616, 671, 
713, 744, 748, 761, 766, 
839, 876, 1064, 1134, 
1246, 1260, 1267, 1278 
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颜 黎 民 1177, 1186 


山上 正义 3 

山本 初 枝 “19，21，23，25， 
29, 33, 36, 40, 41, 43, 45, 
48, 54, 56, 57, 60, 61, 64, 
67, 68, 73, 76, 79, 85 

内 山 完 造 も 7,8,20, 87, 96 
内 山喜 吉 27,55 

辛島 2 

青木 正 儿 1 

須藤 五 百 三 89 


十 七 画 


魏 建 功 89,93 


高 良 富 子 13 

府 地 豆 90 

増田 渉 5, 6, 9 一 12, 14 一 
18, 22, 24, 26, 28, 30 一 32, 
34, 35, 37 一 39, 42, 44, 46, 
47, 49 一 53, 58, 59, 62, 63, 
65, 66, 69 一 72, 74, 75, 77， 
78, 80 一 84, 86, 88, 91 一 
95 
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